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発刊のことば
　『日本雷語地図』（全6巻）は，語彙を巾心とする285項目を金国2，400地点につき，地方研究
員の協力によって，臨地面接調査した結果を300藤の分布地図にまとめたものである。その調査
は昭頼30年度から岡40隼度にかけて実施され，また，編集・刊行は昭頼41年度から同49年度にわ
たり，前後二十年間を費した。
　『日本言語地図』全300颪には，約3万の方言語形（v一マ字蓑記）を登載している。この地
図集を利用する際の便宜に供すべく，その方雷語形をアルファベット順に排列したのが，ここに
顯立国語研究所資料集三1として刊行する『日本言語地図語形索引』である。
　本書の編集は，言語変化研究部第一研究室の握当とし，白沢宏枝が実務に従事した。
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刊行のことば
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ま　え　が　き
　本書は，r日本言語地図』全6巻計300面の地図（参考地図を除く）のうち，音声関係地図，意
味項目地図，総合図などを除く251面の地図について，それぞれの凡例に掲載した見出し語形を
抜き出し，それらをアルファベット順に排列した上で，それぞれの語形の掲載地図名・地図集
（巻）番号・地図番号を示したものである。
　r醸本言語地図』の見出し語形は大文字のローマ字によって表記してあるが，このローマ字表
記のシステムについては，同書各巻の「概説」を参照してほしい。それぞれの語形が分布する地
域（地点）は，『臼本丁語地図』の原図そのものによって見られたい。
　同一の見出し語形は，原則として地図番号順に排列した。項目によっては，一つの語形を前後
工つの部分に分け，それぞれを別々の図に掲載したものがある。この場合も，原図の見出しのま
ま，前部分あるいは後部分を一つの見出し語形とみなして排列した。たとえば，KUSUGURUと
いう語形はKUSU一と一GURUとに分け，萌者を81図，後者を82図に載せてあるが，本書では，
それぞれを「K」あるいはfG」の項に分類して掲出した。なお，岡一見出し語形において，こ
のようなハイフンの付いた語形は，それが付かない語形の後に並べた。なお，1のように特殊な
字母を用いた語形は，一般的なP一マ字表記の後に排列した（たとえば，KIBUSIはKIBUSI
の後に置いた）。また，YUG〔e〕Eのように国際音声符暑を含む見出し語形については，音声符
暑の部分を無視し，V一マ字部分にのみ着圏して排列した。
　一般図のほかに詳細図を併載した項目については，両方の図から語形を採った。したがって，
岡一の見出し語形が岡じ丁丁をあらわすものとして並ぶ場合がある。たとえば，eOKII大きい
（1・17）と00KII大きい（1・王8）のように。この場合，詳細図（18）のOOK：IIは，一一般
図（17）の00KIIよりも，その見出しとしてまとめた語形（音声）変種の幅が小さいというこ
とになる。
　図によっては，複数の見出し語形をまとめ，これらを単一の見出し語形に準じて掲出した場合
がある。その場舎には，まとめられた複数の語形を，それぞれ別の見出し語形とみなして扱っ
た。たとえぼ，64図「おんぶする」における〈UUHWA－SUN・SYUN・HIN＞はUUHWASUN，
UUHWASYUN，　UUHWAHINのそれぞれを分出して掲載した。また，205図「たてがみ」にお
ける〈ZAEKE　・一　ZEEKE（E）〉は，　ZAEKEとZEEK：E（E）を，213図「せきれい」における
〈OMICU，　OMACU　etc＞の見出しは，　OMICUとOMACUの2形を分出して掲載した。
　なお，原図の見出しに：誤りがあることが判明した場合には，原図の誤った語形と訂正後の正し
い語形の両方を掲出し，矢印によって正誤を示した。たとえば，34図におけるK：ABAKEは誤
りでKOBAKEが正しいが，この場合，　KABAKEとKOBAKEの両方をそれぞれの所定の位置
に排列し，KABAKE→KOBAKE，および，　KOBAKE・e－KABAKEのように示した。
　索引本文における各欄の内容は次のとおりである。なお，本文申の地図名は，r日本言語地図』
のものを簡略化して示してある。
　　AA　　　　　　垢（皿。131＞…　　1ページ参照
　　＠　＠＠　＠
　①　見出し語形　　②　地図名　　③　地図集番号　　④地図番号
　以下に，本書で採り上げた地図名を地図番号順に，また，項目名を五十音順に掲げる。地図の
名称は，和文名・英文名ともに，踏本欝語地図』の原図で用いたものである。
地　図　名 一一@覧（地図番号1頃）
第1集
17．　おおきい・（大きい・＞
　　　large，　big（general　map）
18．おおきい（大きい）一オオ．キイ類の詳細図
　　　large，　big（map　of　the　type　OOKII，　see　map　17）
19．おおきい（大きいトデカイ・イカイ類の詳細図．．
　　　large，　blg（map　of　the　types　［KAI，　／DEKAI，　see
　　　map　17）
20．　ふとい（太い）
　　　thick，　fat
21．あらい（粗い＞
　　　rough，　loose
22．　ちいさい（小さい）
　　　srnall，　little（general　map）
23，　ちいさい（小さい〉一チイサイ類の詳細図
　　　small，　little（map　of　the　type．．CIISAI，　see　map　22）
24．　ほそい（細い）
　　　thin，　slender
25．　こまかい（細かい＞
　　　fine，　minute　i
26．　しかくい（四角い）
　　　square
27．　きいろい（黄色い）．．．一．．
　　　yel｝ow
28．あかい（赤い）
　　　red
30．　まぶしい（眩しい）一壷部分
　　　dazzling，　blinding（first　element）
31．　まぶしい（眩しV）一後部分
　　　dazzling，　blinding（last　element）
32．　くすぐったい（櫟つたい〉子前部分
　　　ticklish（first　element）
33．　くすぐったい（櫟つたい）一三部分
　　　ticklish〈last　eiement＞
34．　きなくさい（きな臭い）一前部分
　　　smelling　burnt，　of　cloth（fifst　element）　・　・　．
35．　きなくさい（きな奥い）一三部分
　　　smelling　burnt，　of　cloth（last　element）
　　36．　こげくさい（焦げ奥い）
　　　　　smelling　burnt，　of　food
　　37，　あまい（甘い）
　　　　　sweet（taste）
　 38．〈塩瞭が〉うすい
　　　　　weak，　thin（taste）
　 39．　しおからい（鍼い）
　　　　　salty（taste）　／　・．／
　　40．　からい・（辛い）
　　　　　hot，　peppery（taste）
　　41．すっぱい（酸っぱい）
　　　　　sour（taste）
　　42．　おそろしい（恐ろしい）
　　　　　fearful，　dreadful
　　45．　いいく天気だ〉
　　　 　（lt　is）fine（weather）
　　46．　　〈いいヲミ気〉だ
　　　　　（lt）is（fine　weather）
　　47，　〈虹が〉きれいだ
　　　　　beautiful，　lovely
　　48．　きれいに〈掃除する＞
　　　　　cieanly，　neatly
　　49。　　いくつ（イ固数）
　　　　　how　rnany（number）
　　50．　いくら（値段）
　　　　　how　much（price）
　　第2集
　　51．　すわる（坐る＞
　　　　　to　＄it　on　one’s　heels（to　kneel　on　the　・£loor）
　　52．　あぐら（胡座〉をかく
　　　　　to　sit　cross－legged　・・．／
　　53．　いる（漏る）
　　　　　to　be，　to　exist
　　54．かたあしとび（片足銚び〉をする一蘭部分
　　　　　to　hop　on　one　leg－a　childrenis　game（object）
　　55 　かたあしとび（片足跳び〉をする一後部分
　　　　　to　hop　on　one　leg－a　children’s　game（verbal
　　　　　part）
iii　一
56．
57．
58．
62．
64．
65．
66．
67．
68．
69．
70．
71．
73．
74．
76．
77．
80．
81．
82．
83．
84．
つくる（作る）
to　make
たく（炊く）
to　boil　rice
にる（煮る）
to　boil　vegetables
すてる（捨てる）
to　throw　away
おんぶする（幼児を負う）
to　carry（a　baby　on　one’s　back）
しょう（包を背負う）
to　carry（a　bundle　on　one’s　back）
かつぐ（材木を担ぐ）
to　carry（a　log　on　one’s　shoulder・）
かつぐ（天秤棒を担ぐ）
to　carry（on　both　ends　of　a　pole）
かつぐ（二人で担ぐ＞
to　carry（suspeRded　from　a　pole・　hanging．　between
two　people）
かぞえる（数える）
to　count
かす（貸す）
to　lend
かりる（留りる）
to　borrow
やる（遣る）
to　give（toward　the　hearer）
くれる（呉れる）
to　give（toward　the　speaker）
もらう（貰う）
to　recelye
びっくりする（驚く）
to　be　surprised　．’．
あざ（癒）に：なる
to　become　black　and　blue（after　a　blow）・
くすぐる（櫟る）一前部分
to　tickle（first　element）
くすぐる（櫟る）一後部分．
to・tlckle（last　element）
きゅう．（灸）をすえる一前部分
くt・・pply＞moxa（oblect）
きゅう（灸）をすえる一後部分
85．
86．
87．
88．
89．
90．
91．
92．
95．
96：’　1i
9Z
98．
99．
100．
　to　apP圭y＜moxa＞（verbal　part）
に捌匂）暫ぐ（嗅ぐ〉揃部分
to　smell（object）
におい（匂）をかぐ（嗅ぐ）一後部分
to　smel｝（verbal　part）
せき骸）をする一前部分
　to　cough（object）
せき（嬢〉．をす．．る．一後部分
to　cough（Verbal　part）　，．
いびき．（辮）をかく一一一‘9ti部分
・to・snore（object＞／’．
いびき（鋤をかく一後部分
to　snore（verbal　part）
うそ（雛言）をつく一応部分
〈to　tela＞a　lie（object）
うそ（疾雷）をつく一心部分
to　tell〈a　lie＞（verbal　part）
　〈鱗が〉おちる（落ちる．）・・．．
　＜賎9h守髄h言＞Strikes．丸．．．
．でおる．．（水が凍る＝．う1．．r．…．．．照／t／t　ttt＝．．．．．．
to　be　’frozen（water）
こおる（響三惑が凍る）
to　be　frozen（wet　towel）
助詞「が」一「雷が落ちる」における．涛∴一．．．、
subject　particle　“GA”
助調「を」一「いびきをかく」（第89図）における
　object　particie　”O”　（No．89）
助言醗を」一「あぐらをかく」（第52図）における
　object　particle　”O”　（No．52）
第3集
101．
102．
103．
104．
105．
106．
一　iv一
あたま（頭）
head
つむじ（旋毛）
whir｝　of　hair　on　the’head　．
はげあたま（禿げ頭）．
ba茎d　hea（韮
はげる（禿げる）
to　grow　bald
ふけ（雲脂）．
dandrnff
かお（顔）
face
ほほ（頬）
cheek
あご（顎）一とがつた部分
chin
あご（顎）一全体
jaw
め（浸＞
eye
まゆげ（眉毛）
eyebrow
ものもらい（麦粒腫）
sty
はな（鼻）
nose
みみ（耳）
ear
くち（口＞
meuth
くちびる（唇）
Iips
した（舌＞
tongue
つば（唾）
saliva
よだれ（灘）
drool
おやゆび（親指）
thumb
ひとさしゆび（人差し指）
index　finger
なかゆび（申事旨）
middle　finger
くすりゆび（薬指）
ring　finger
こゆび（小指）
iittle　finger
しもやけ（凍傷＞
chilblains
くるぶし（課）
maHeolus
カ、カ、と（踵）
hee1
146．
147．
148．
149．
150．
みずおち（鳩尾）
solar　plexus
あか（垢＞
body　dirt
あざ（癒）
birthmark
ほくろ（黒子）一小さいもの
small　mole
ほくろ（黒子）一大きいもの
large　mole
おとこ（男）
man
おんな（女＞
woman
おんな（女）一卑称
woman（vulgar）
ひまご直孫）
great－grandchild
やしゃこ（：玄孫）
great－great－grandchild
おじいさん（祖父）
grandfather
ひいおじいさん（曽複父）
great－grandfather
たこ（凧）
kite
たけうま（竹馬）
stilts
おてだま（お手玉）
little　sacks（with　red　beans　used　in　the　knucklebo－
Res　game）
おてだまあそび（お手玉遊び）
knucklebones
おにごっこ（鬼ごっこ）
tag
かくれんぼ（隠れん坊）
hide－and－seek
かたぐるま（肩車）一～般的な名称
ride　on　a　person’s　shoulders－prevalent　forms
かたぐるま（肩車）一特殊な名称
ride　on　a　person’s　shoulders－special　and　isolated
forms
第4集
151．
152．
153．
155．
156．
157．
158．
159．
160．
161．
162．
163．
164．
165．
166．
167．
168．
169．
170．
171．
172．
おかね（貨幣）
meney
おつり（釣銭）
（to　give　back）the　change
いと（糸）
thread
きぬいと（絹糸）
sllk　thread
もめんいと（木綿糸）
cotton　thread
はたいと（機糸）
weaving　thread，　strand
わた（綿）
cotton　vvool
まわた（真綿）
floss－silk，　silk－wadding
せんたく（洗濯）
laundering
せともの（陶磁器＞
china，　porcelain
すりばち（隅隅＞
earthenware　mortar　’　’
すりこぎ（播粉木）
wooden　pestle
まないた（碑板）
chopping－board
こめびつ（米櫃）一一般的な名称
rice　bin－prevalent　forms
てめびつ（米櫃）．一特殊な名称
rice　bin－special　and　isolated　forms
こめ（米）
rice
うるち（一帯）
nonglutinous　rice
もちこめ（濡米＞
glutinous　rice
はんまい（飯米＞
rice　fbt　the　farmer’s　private　consumption
もみがら（籾殻）
chaff
ぬか（糠）
174．
175．
176．
177．
178．
180．
181．
182．
183．
185．
186．
187．
188．
189．
190．
191．
192．
193．
197．
198．
199．
一vi一
rice－bran
じゃがいも（馬鈴薯）一一一一般的な名称．．
potato－prevalent　forms
じゃがいも（馬鈴薯）一特殊な名称
potato－special　and　isolated　forms
さつまいも（柑’藷）
sweet　potato
さといも（璽芋〉一その1
taro，　Colocasia　antiquorum－No．1
さといも（黒芋）一その2
taro，　Colocasia　antiquoru’m一‘No．2
かぼちゃ（南瓜）
pumpkin
なす（茄子）
eggplant
とうもろこし（玉燭黍）
indian　corn，　maize
とうがらし（蕃橦ひ
red　pepper
た（水田）一一区画
rice－fielcl（one　plot）
た（水田）一丁食
rice－fields（several　plots）
あぜ（畦畔）
ridge　between　rice－fields
はたけ（畑）
field
とりおどし（鳥威）
scarecrow（noise　or　light　makihg　devicie）
かかし（案山子）
scarecrow（human　figure）
いえ（家屋＞
house
ふすま（襖障子）
sllcling　door　between　rooms
にわ（庭園）
garden
いど（井芦）
water　we｝1
もり（森）
grove（around　a　shrine）
はやし（林）
　　　wood，　forest
第5簗
201．　うま（馬）
　　　horse
202．　おうま（牡馬）
　　　horse，　stallion
203．　めうま（牝馬）
　　　搬are
204．　こうま（子馬）
　　　foa1
205。　たてがみ（蟹）
　　　mane（of　the　horse）
206．　うし（牛）
　　　cattle
207．　おうし（牡牛＞
　　　bul1
208．　めうし（牝牛）
　　　cow
209．　こうし（子4二）
　　　calf
210．　もうもう（牛の鳴き声）．．
　　　moo（the　lowing　of　cattle）
211．　も．ぐら（±二竜。腿鼠）．1．．．．
　　　mole（animal）
212。　ふくろう（桑）
　　　ow1
213．　せきれい（鶴鵠〉
214．
215．
217．
218．
219．
220．
221．
vvagtail
すずめ（釜）
sparrow
とさか（鶏冠）
comb（of　the　rooster）
うろこ（鱗＞
scale
かえる（蛙）
frog
ひきがえる（慕・蠣虫余）一その1
toad－No・1
ひきがえる（墓・蠣虫余）一その2
toad－No．2
おたまじゃくし偵科蜻＞
tadpole（general　map）
222．
223．
224．
225．
226．
228．
229．
230．
231．
232．
233．
234．
235．
236．
237．
238．
239．
240．
241．
242．
ww@Vi’1　ww
おたまじゃくし（姻鮮）一カエル類の詳細図
tadpole（map　of　the　type　KAERU，　see’map　221）
おたまじゃくし（蜜科蜻）一ヒキ・ワクドなどの類の
詳細図
tadpole（map　of　the　types　HIKI，　WAKUDO　etc：’
see　map　221）
とかげ（蜥蜴）
black　lizard
かなへび（金蛇）
brown　lizard
へび（蛇）
snake（general　map）
まむし（蜘
viper
かまきり（蟷螂）一一般的な名称
praying　mantis－prevaient　forms
かまきり（蟷螂）一特殊な名称
praying　mantis一一一special　and　isolated　forms　’
とんぼ（蜻蛉）
dragonfly
はえ（蝿）
fly（insect）
くも（蜘蜘
spider
くものす（蜘蛛の巣）
spider’s　web
くものいと（蜘蛛の糸）
thread（of　a　spider’s　web）
かたつむり（蝿牛）一その1
snail－No．1
かたつむり（蝸牛）一その2
snail－No．2
かたつむり（蝸牛〉一その3
snail－No．3
なめくじ（蠕蛾）
slug
すみれ（董）
violet（flGwer）
たんぽぽ（蒲公英）
dandelion
どくだみ（簸菜）
saururus，　lizard’s－tail
243．
244．
245．
247．
248．
249．
250．
第6集
251．
．252．
253．
254．
255．
256．
258．
259．
260．
261．
262．
263．
264．
265．
すぎな（杉菜・問荊）
horsetail　．
つく．し（土筆）
horsetail（cone）
嚢のこ（茸i・蒙）
mushroom
まつかさ（松毬）
Plne　CO漁e
たけ（竹）
bamboo
とげ（裂片）一指にささる木や竹の細片
splinter
とげ（刺・棘〉一いばら・さんしょうなどのとげ
thorn
たいよう（太陽）
sun
つき（月）∴．：じ．
meon
あめ（雨）
raln
つゆ（梅爾）
rain（during　the　rainy　season）
ゆうだち（夕立雨）
shower（rain）
かみなり（露）
thunder
いなずま（稲妻・電光）．
lightning
にじ（虹）
rainbow
ゆき（雪）
snow
こおり（氷）
ice
つらら（氷柱）
icicle
じしん（地震）
earthquake
つむじかぜ（旋風）
whirlwind
けむり（煙）
266．
267．
268．
269．
270．
271．
272．
273．
274．
275．
276．
?
72
????
?
082
????
382
???
?
682
一　Vlll　一
smoke
ゆげ（蒸気一二の場合）
steam（from　boi｝ing　water）
ゆげ（蒸気一飯の場合）
steam（from　cooked　rice）
におい（芳香）
pleasant　smell
におい（悪臭）
bad　smell
はい恢）
ash
ほこり（埃＞
dust
ごみ（霞にはいるもの一塵）
grit　in　the　eye
ごみ（掃除の対象一塵芥）
sweepmgs
ごみ（娼のごみ一塵芥）
nver　waste
さきおととい（一一一9乍ge麟）
two　days　before　yesterday　，’．’／
おととい（一鋒乍礒）　．己；、＝．．、．．
the　day　before　yesterday．i／，．’．．，．
おとといのばん（一昨晩）
the　evening　before　last
きのう（昨日）
yesterday
さくばん（昨晩＞
last　night
きょう（今H）
today
こんばん（今晩）
tonight
あした（明日）
tomorrow
あしたのばん（明晩）
tomorrow　night
あさって（明後：N）
the　day　after　tomorrow
しあさって（明明後β）
two　days　after　tomorrow
やのあさって（明明明後日）
287．
288．
291．
293．
294．
296．
298．
299．
300．
three　days　after　tomorrow
なのか（七副
the　seventh　day（of　the　month）
ここのか（九日）
the　ninth　day（of　the　month）
お・いしい（美味しい）
tasty
いくつ（イ可歳）．．．
how　eld
かつぐ＝（片方の肩で包を握ぐ）
to　carry（a・bundle　on　one　shoulder）
かぞえる（．お金を数える）
to　count（money）
ほうほう（桑の鳴き霜）一その1
hoot（the　cry　of　the　owl）一No．1
ほうほ．う（桑の鷹き声〉一その2
heot（the　cry　of　the　owl）一No．2
ちゆんちゆん（雀の鳴き憲）
chirp（the　cry　of　the　sparrow）
一lx一
項目名一覧（針音順）
あか
あかい
あぐらをかく
あご
あざ
あさって
あざになる
あした
あしたのばん
あぜ
あたま
あまい
あめ
あらい
いい〈天気〉だ
いえ
いくつ〈個i数〉
いくつく何歳〉
いくら
いっさくじつ→おしとといS
いっさくばん→おとといのばん
いと
いど
いなずま
いびきをかく
いる
うし
牛の鵬き声→もうもう
うすい〈塩味が〉
うそをつく
うち→いえ
うま
うるち
うろこ
おいしい
おうし
おうま
おおきい
　　131（皿）
　　2sG　）
52・100（　E　）
108・109（　g）
　　132（撮）
　　284（　W）
　　so（　g　）
　　282（va）
　　283（　va　）
　　187（W）
　　101（匪）
　　37（　1　）
　　253（　vi　）
　　21（　1　）
　45・46（　1　）
　　191（N）
　　49（　1　）
　　293　tw）
　　50（　1　）
　　153（N）
　　197（　N）
　　258（　wr　）
89・90・99（　ll　）
　　　53（　ll　）
　　2e6（v）
　38（　1　）
91。92（嚢）
　　201（　V）
　　168（　rv　）
　　217（　V）
　　291（　vi　）
　　207（　V）
　　202（　V　）
17●ユ8●19（1）
x
おかね
おじいさん
おそろしい
おたまじゃくし
おつり
おてだま
k・てだまあそび
おとこ
おととい
おとといのばん
おにごっこ
おやゆび
おんな
おんぶする〈幼児を負う〉
がく助詞〉
かえる
かお
かかし
かかと
かくれ，んぼ
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塘（皿●131）
AHA－
AHAA
ANAA
A｝IAAAHA
AEEAG［g］IZYA
AHATTI
AHATTINUNAAACYA
AKATTINUNAACYA
A｝一IATTINUNAACYA－
　NUNAACYA
AEEHURAIMO
A田WA
A田NOBAN
AHITA
AHITANBAN
AHITANOBAN
AEgTANOYOI
AHITANOYOSA
AHOIMO
AHTU
AHURAIMO
AHUS工
AHUTA
A｝lffJTA
AI－IUTO
AHYAAIIBI
－AI
alCU
A玉CU
AIGUCI　K旧くU
AINOBAN
AISA
AISANOBAN
AISANOYOSARI
AITA
AITAKE
AITANBAN
AITANOBAN
赤い（韮。28）
赤い（1・28）
垢（紐。13i）
赤い（1・28）
とカ、げ（V●224）
明後日（Vl●284）
明明後紹（擁・285）
明明後日（W穫。285）
明明明後八一・286）
じゃがいも〈特殊な名称〉（配・
　175）
じゃカミいもく特殊な名称〉（N・
　175）
明晩（M・283）
明H（Vl●282）
明晩（V【．283）
明晩（Vl●283）
明晩（W・283）
明晩（Vl●283）
じゃがいもく特殊な名称〉（W。
　175）
明後覇（Vi。284＞
じゃカ｛いも〈特殊な名称〉（N・
　175）
あぜ（EV・187）
ごみく掃除の対象〉（顎。273）
ごみ〈川のごみ〉（雛・274）
カ》カ》と（贋・129）
親指（贋・121）
くすぐったい後部分（｛・33）
男（盟・136）
女く卑称〉　（1皿・138＞
あぐらをかく（＃・52）
明晩（Vl●283＞
明E玉（Vl●282）
明晩（Vl・283）
明晩（VI．283）
flA　li　（　M　・　282）
きのこ（V・245）
明晩（顯。283）
明晩（M・283）
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AiYAMA
AKA
AXA
AKA
AKA
AKA
AKA－
AKAA
AKAA
AKAA－
AKAAAKA
AKACCYO
AKACU
AKADA
AKAGAERU
AKAGI
AKA｝｛IK工
AKAHIKIMOKKE
AKA王→翔除（IKAIの
　誤り＞
AKAI→劇除（IKA王の
　誤り〉
脳AKAIMO
AKAIMO
AKAIRU
AKAKA
AKAKYA
AKAMAZINUGABA
AKANAI
AKANGOmmoAKANOYORIBISO
AKARA
AKARU
AKASUZUME
AKAUSIGAMA
AKAVULk’AMI
AKAZA
AKAZUU
AKAZYA
林（酔199）
赤い（1・28）
ふけ（m。105）
垢（皿。131）
ごみ〈掃除の対象〉（W躯273）
ごみ〈JIIのごみ〉（耀・274）
赤い（1　・28）
赤い（1・28）
猿（皿．131）
赤い（1・28）
赤い（1・28）
雀（V・214＞
垢（羽i・131）
赤い（　1．28）
ひきがえるその2（V・220）
ふけ（思・105）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
大きい（1・17）
大きいくデカイ・イカイ類の詳細
　図〉　（1．19）
赤い（玉・28）
じゃカミいもく特殊な名称〉　（N。
　175）
里芋その2（li。178）
赤い（1・28）
赤い（1・28＞
赤い（卜28）
ふけ（m・105）
赤い（1　●28）
子牛（V。209）
垢（1Il●131）
垢（雛●131＞　　’
赤い（1。28）
襖障子（N・192）
垂銭（V●214）
子牛（V奪209）
梅雨（V卜254）
たんぽぽ（V・241）
とんぼ（V・231）
赤い（1　。28＞
AKE
AKE
AKE
AKECU
AKECYENBAN
AKEE
AKEE
AKEEDAA
AKEEKOO
AKEEPOPO
AKEERAA
AKEEZI
AKEEZI
AKEEZU
AKEEZW
AKEEZYA
AKEEZYU
AKEEZYHUU
AKEGO
AKENOBAN
AKENO｝一II
AKENZYA
AKESI
AKESO
AKETONBO
AKEZI
AKEZU
AKEZUBONBO
AKEZUMUSi
AKEZYAA
AKI
AKIIMO
AKITO
AKITO
AKIZU
AKKA
AKKAI
AK｝〈AN
AKKE
赤い・（1　。28）
ts（M・131）
とんぼ（V。231）
とんぼ（V・231）
明晩（Vl●283）
赤い（1。28）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231＞
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231＞
とんぼ（V・231）
とんぼ（V。231）
とんぼ（V。231）
とんぼ（V。231）
とんぼ（V・231＞
明晩（M・283＞
明欝（珂。282）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V。231）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
かまきりく特殊な名称〉（V。
　230）
とんぼ（V。231）
垢（租・131）
じゃカ｛いも〈特殊な名称〉（N・
　175）
あごくとがった部分〉（m・
　108）
あごく全体〉（則・109）
とんぼ（V・231）
赤い（1　・28＞
赤い（1・28）
稲妻（穂・258）
カ、カ、と（獄。129）
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AKKE
AKKEE
AKKEEZYA
AKKEI
AKKEZU
AKKI
AKKI
AKRI
AKKO
AKKOG（g）E
AKKOG（g）I
AKKOI
A（K）KON
AKKUCU
AKKUG（e）I
AKKUI
AKKURI
AKO
AKocU
AKOI
AKOTA
AKOTO
AKU
AKUBAI
AKUBARA
AKUBEECNbe：］
AKUBEI（Nbei）
AKUBITO
AKUBO
AKUCI　KAKU
AKUCU
AKUDA－KAKU
AKUDA－KUMU
AKUDA－SURU
AKUDO
AKUDO
AKI．）1－IIKIDONKU
AKM
AKUITO
AKUMI
AKUNOBAN
とんぼ（V。231）
赤い（1・28＞
とんぼ（V・231）
カ、カ、と（恥・129）
ごみ〈掃除の対象〉（纏・273）
蒸気〈湯の場合〉（Vi　・266）
蒸気く飯の場合〉（～O　・267）
カ、カ｝と（雛。129）
カ、カ》と（班●129）
カ》カ、と（擁・129）
カ、カ、と（測。129）
thiカ・・と（團●129）
さつまいも（IV。176）
カ、カ、と（磁・129）
カ、カ、と（雛・129）
カLカ〉と（獄・129）
カ〉カtsと（Hl・129）
灰（W・270）
カ》カエと（馴。129）
カ』力玉と（膿。129）
ごみく廻のごみ〉（M。274）
JbtsカtSと（盤．129）
灰（Vi　・270）
灰（擁・27G）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V。250）
灰（VI・270）
灰（V韮・270）
カ、カ》と（膿。129）
灰（Vi●270）
あぐらをかく（H・52）
カ・・カ・・と（凱●129）
あぐらをかく（li・52）
あぐらをかく（H・52）
あぐらをかく（ll。52）
くるぶし紐・128）
カtsカiと（瓢。129）
ひきがえるその1（V・229）
カ：カ》と（照・129）
力巧ウ》と（皿●129）
鱗（V・217）
明晩（Vl●283）
AKUNOHI
AKURUBAN
AKUSI　KAKU－
　AKUSI－KAKU
AKUTA
AKUTA
AKUTA
AKUTAGOMI
AKUTA－KAKU
AKUTA－KIUMU
AKUTAMOKUTA
AKUTO
AKUTTO
AKYAA
AKYAI
－AL’P’
一ALIU
AMA
AMA
AMA
AMA
AMA
AMA
AMA－
AMA－
AMAA
AMAA－
AMABA－
AMAB護（A正
AMABO－
AMABOOZU
AMABU－
AMACCYO
AMACCYO
AMACCYOME
AMEACCYOO
AMACICIKOI
AMACIKEE
AMACIKOI
AMACIKOI
AMACIROKOI
明日（W。282）
明晩（V【。283）
あぐらをかく（1・52）
ごみく霞にはいるもの〉（W。
　272）
ごみく掃除の対象〉（M・273）
ごみ〈JIIのごみ〉（樋・274）
ごみく川のごみ〉（W・274）
あぐらをかく（∬・52）
あぐらをかく（ll・52＞
ごみ〈Ji［のごみ〉（VI・274）
カ、カ、と（膿●129）
カtsカtsと（HI。129）
赤い（［・28）
赤い（1　・28）
うそをつく後部分〈ll・92）
うそをつく後部分（距92）
女領。137）
女く卑称〉　（紐曹138）
祖父（贋・141）
暫祖父佃・142＞
隼ヒ牛（V．208）
雨（V【●253）
誉い・（1・37）
〈塩味が〉うすい（1・38）
’iiS’い（韮　．37）
甘い（1・37）
まぶしい蘭部分（1・30）
稲妻（Vl。258）
まぶしい前部分（1・30＞
女く卑称〉（斑・138）
まぶしい前部分（1・30）
女島。137）
女〈卑称〉　（皿・138＞
：女〈卑称〉（畷・138）
女く卑称〉（fi・138）
甘い（1●37）
‡‡い（韮・37）
甘いO（1・37）
〈塩味力£〉うすい（1。38）
甘い（1●37）
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AMACYO
AMADARE
AMADAREGONBO
AMADAREGOORI
AMADAREKUSAI
AMADARUI
AMAETA
AMAGAERU
AMAGAT
AMAGE
AMAGEE
AMAGO
A瓢AGα
AMAGOORI
AMAGOTe
AMAGURI
AMAKA－
AMAI
AMAI
AMni
AMal
AMAIMO
AMAKA
AMAKA
AMAKEE
AMAKKe
AMA王（KO
AMAKKO
AMAKKOI
AMAKO
AMAKOI
AMAKOI
AMAKOUMA
AMAKOUS玉
AMAKU
AMAKU
AMAKURE
AMAKUSal
AMAKYA
AMAKYA
AMAME
AMAN
女〈卑称〉（皿・138）
つらら（M・262）
つらら（耀・262）
つらら（W。262）
〈塩味が〉うすい（1・38）
甘い（1・37）
女く卑称〉　（狂1・138＞
ひきがえるその2（V・220）
蟻（V・218）
梅雨（Vl●254）
tr　to　（　1　・37）
女〈卑称〉（阻・138＞
甘い（韮　。37＞
つらら（W・262）
ひきがえるその2（V・220＞
ゆうだち（W。255）
まぶしい前部分（玉・30＞
細緻、い（1　・25）
甘い（1・37＞
〈塩味が〉うすい（1・38）
辛い（1・40）
さつまいも（N・176＞
甘い（1．37＞
〈塩味が〉うすい（1・38）
誓い（韮・37）
女扇。137）
女く卑称〉　（盤●138）
おたまじゃくし（V。221）
甘い（1・37）
女（1正●137）
甘い（1・37）
〈堪味が〉うすい（韮●38）
牛ヒ，馬（V●203）
牛ヒ牛（V・208）
甘い（1・37）
〈塩瞭が〉うすい（1・38）
女〈卑称〉　（阻●138）
〈塩味が〉うすい（1・38）
繋い（1●37）
〈塩味が〉うすい（1・38）
女く卑称〉　（贋●138＞
蜘聖朱（V●233）
A）vC｛ANARE
AMANBocI
AMANBOKO
AMANBOO
AMANBORO
AIVS［ANDAREBoo
A｝vfANKEE
AMANOKO
AMANOKO
AMANZYAKU
AMANZYAKU
AMANZYAKU
AMAPPOI
AMARARERU
AMARASSERU
AMARASSYARERU
AMARASSYARU
AMARASU
AMARI
AMARU
AMASITA
AMASUKURU
AMATA王
AMATARAKOI
AMATARASII－
　AMATARASI
AMATARASIKA
AMATAREE
AMATARI三
AMATARUI
AMATARUI
AMATOREE
AMATOROI
AMATTA
AMATTARAI
AMATTARASII
AMATTARE
AMATTARII
AMATTARUI
AMAUMA
AMAUMAME
つらら（M。262）
つらら（Vl。262＞
おたまじゃく　し（V。221）
つらら（W・262）
つらら（通・262）
つらら（通・262）
重オい（1◎37）
女（IH辱137）
女〈卑称〉　（涯。138）
女（［鼠6137）
女〈卑称〉（獄。138）
おたまじゃくし（V・221＞
〈塩味が〉うすい（1・38）
〈雷が〉落ちる（ff・95）
〈雷が〉落ちる（恥95）
〈雷が〉落ちる（fi・95）
〈欝が〉落ちる（fi・95）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
おつり（1V。152）
〈雷が〉落ちる（庭・95）
梅雨僅・254）
頭（則・101）
繋』い・（1・37）
君い（1●37）
‡耀い・（1・37）
寸副い（1●37）
‡才い（1・37）
甘い（1●37）
甘い（1・37）
〈塩味が〉うすい（1・38）
甘い（｛・37）
tr　v）　（　1　・37）
女く卑称〉　（IH・138）
tr　tr）（1　・37）
甘い。（1　●37＞
女〈卑称〉　（胆●138）
甘い（1。37）
甘い（1・37）
牝馬（V・203）
隼ヒ馬（V・203）
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AMAUSI
AMAUSIME
AMAZARE
AMAZIKEE
AMAZIKKOI
AMAZIKOI
AMAZIODA
AMAZISI
AMAZOKKOI
AMAZYOPPAI
AME
AME
AME
AME
AME
AME－
AMEatama
AMEE
AMEE
AMEGOOR三
AMEHURIBANA
AME｝一IURIBANA
AME｝一IURIBANAKO
AMEKAZE
AMENBOCI
AMENBOO
AMENBORO
AMENME
AMERU
AMESUGA
AMETAatama
AM王
AM五
AMin’
．AM互
一AMI
AMIGURI
AM聡ORU
AM酬AYA
AM夏1
牛ヒ牛（V・208＞
牛ヒ士卜（V。208）
つらら（VI。262）
’X』い（1．37）
甘い（　1・37）
漏しへ（夏・37）
〈旛味が〉うすい（1・38）
ほくろく大きいもの〉（m・
　134）
季季い（1．37）
〈塩味が〉うすい（1・38）
’iil‘い（　夏．37＞
はげ頭（濯●103）
F　（vi・253）
ゆうだち（W。255）
桑の鳴き声その2（擁・299）
はげ頭㈲・103）
をまげ頭（耳1●103）
甘い（1・37）
雨（Vl。253）
つらら（Vl●262）
すみれ（V・240）
たんぽぽ（V・241）
すみれ（V・240）
ゆうだち（W・255）
つらら（W・262）
つらら（擁・262）
つらら（雁・262）
甘い（1・37＞
はげる（獄・104）
つらら（W・262）
はげ頭（盤・王03）
蜘蛛の巣（V・234）
雨（V1。253）
雨（M・253）
蜘蘇の巣（V・234）、
蜘蛛の糸（V・235）
ゆうだち（V1・255）
虹（Vl●259）
蜘蛛（V●233）
甘い（Nl●37）
AMII
AMINAA
AMINUITUU
AMrwA
AMIINUK（K）WAA
AMINUMYA
AMIPUIANDAA
AMO
AMOOREE
AMORE
AMOREE
AMORI
AMYA
AMYAA
麟
梱
一AN
ANAGAA
ANAGO
ANAMOI
ANATA
ANATASAN
ANBU
ANBUTAKA
ANCUMI－KAKU
ANCYO　KAKU
ANDA　’一
ANDA　一一
ANDAMUSI
ANDASYooZIMAYAA
ANE
ANEIBI
ANEZYOIT
ANGAA
ANGAI
ANGO
ANGO
ANGO
ANGO（GAERU）
爾（Vl曹253）
おたまじゃくし（V・221＞
蜘蛛の糸（V。235）
おたまじゃくし（V。221）
おした：まじゃくし（V・221）
虫1：（Vl・259）
なめくじ（V・239）
女〈卑称〉（罰・138）
ゆうだち（M・255）
ゆうだち（耀・255）
ゆうだち（Vi　・255）
ゆうだち（M・255＞
一III’Lti　（　1　・37）
甘い（1◎37）
あご〈とがった部分〉（瓢・
　108）
あご〈全体〉（鼠・109）
蜘蛛の巣（V・234）
井ア鷺（配。197＞
お手玉（皿1●145＞
かたつむりその2（V。237）
太陽（Vl・251）
太陽（Vl●251）
郵琶（V●232）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
あぐらをかく（H・52）
あぐらをかく（H・52）
と7う》げ（V。224）
かなへび（V・225）
なめくじ（V。239）
とかげ（V。224）
あぜ（iv。187＞
薬摺（膿・124）
薬振（阻・124）
さつまいも（W・176）
蜘蛛の巣（V・234）
あごくとがった部分〉樋・
　108）
あご〈金体〉（班。leg＞
蛙（V●218）
ひきがえるその2（V。220）
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ANGOO
ANGOO
ANGOPPA
ANGORO
ANKAZE
ANKO
－ANKW
．ANL璽
ANMA
ANMA
ANMA
ANMAGEE
ANMAI
ANMA王
ANMATAREE
ANME
ANOYAROO
ANPARE
ANPURA
一ANSI
－ANUU
ANZA－KAK．U
ANZA　SURU
ANZU三MO
ANZYOTTAMA
AO
AO
Ae－
AOBE［aobE）
AOBIKI
AOBIRERU
AODONKU
AOGAERU
AOGARA
AeGARAIMO
AOHIKIDONKU
AOKATA
AOMUSI
あご〈とがった部分〉（皿・
　108）
あごく全体〉（照・109）
どくだみ（V・242）
松かさ（V・247＞
つむ～二thtSぜ（Vl・264）
男（阻．136）
うそをつく後部分（ll・92）
うそをつく後部分（ll・92）
頭（1ヨ・101）
祖父倒・141）
蕾祖父伽・142）
甘い（1　●37）
甘い（1●37）
〈塩味が〉うすい（1・38）
添い（1●37）
誉い・（韮・37）
男（撫・136）
蜘蛛の巣（V・234＞
じゃがいもく特殊な名称〉（配・
　175）
蜘蛛の巣（V・234）
うそをつく後部公（E・92）
あぐらをかく（H・52）
あぐらをかく（ll．。52）
じゃがいもく特殊な名称〉（！V・
　175）
おたまじゃく　し（V●221）
あご〈とがった部分〉（鵬・
　108）
あご〈金体〉（擁。109）
黄色い（1●27）
蝿（V●232＞
喪圭（V・218）
癒になる（匪・80）
蛙（V・218）
蛙髭（V。218）
盟芋その2（N・178）
墨芋その2（ly「・178＞
ひきがえるその1（V・219＞
すみれ（V。240）
かまきりく特殊な名称〉（V・
AONUGYA
AORU
AOZUKU
AOZYANZYAN
APA－
APPAKA
APPE
APPEDON
APPINNOKO
MPU
APPU
APPUNNOKO
APPURAIMO
APPUTTA
ARA
ARA
ARA
ARA
ARA－
ARAA
ARAGA
ARAI
ARAIMO
ARAKA
ARAKOI
ARAKU
ARAKUTAI
ARAKYA
ARAM－
ARAMAI
ARAME
ARAMEE
ARANKA
ARANMUN一
　230）
蛇（V・226）
癒になる（E。80）
癒に直なる（匪。80）
寿薯車〈特殊な名称〉　（1正●150）
〈塩味が〉うすい（1・38）
恐ろしい（1・42）
鮭（V●218）
虫圭（V●218）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細園〉（V・
　223）
蛙（V・218＞
ひきがえるその2（V・220＞
おたまじゃく　しくヒキ・ワクド
　などの類の詳細麟〉（V。
　223）
じゃカζいもく特殊な名称〉　（N・
　175）
ひきがえるその2（V・22◎）
癒（IH●132）
ほくろ〈小さVもの〉（阻・
　133）
ほくろく大きいもの〉（阻・
　134）
もみがら（fyf・171）
粗い（レ21）
粗い（レ21）
粗い（1・21）
粗い（レ21）
毘芋その2（N・178）
粗い（至・21＞
粗い（韮・21）
粗い・（｛・21）
粗い・（｛●21）
粗い（1・21）
うそをつく前部分（ll・91）
うるち（fV。168）
窪い（1。21）
うるち（N。168）
もみがら（即・171）
うそをつく前部分（ll・91）
ARANOG（g］A
ARANOKA
ARANUG（g］A
ARANUKA
ARANUIくA
ARANYUG　Cg）A
ARANYUKA
ARAPEE
ARAPOI
ARAPOSII
ARAPPE
ARAPPEE
ARAPPII
ARAPPOI
ARASAME
ARAS王
ARAS互
ARASIAME
ARASIMAKE
ARASUZUME
ARASUZUME
ARATAMERU
ARATAMURU
ARATEAME
ARAYAMA
ARE
ARECI
AREE
ARERO
ARII
ARITAMON
ARO
ARREE
ARU
ARU
ARU田JTA
ARUKI
－ARUKU
ARU｛J
ARYA
一10一
もみがら（酔171）
もみがら（PU　・171）
もみがら（N　・171）
もみがら（N　・171）
ぬか（痒　・172）
もみがら（N　．171）
もみがら（N・171）
粗い（卜21）
粗い（レ21）
粗い（1・21）
粗い（1・21＞
粗い（1・21）
粗い（レ21）
組い（1　・21＞
ゆうだち（Vl・255）
餐賢（箔「●188）
林（rv・199＞
ゆうだち（擁・255＞
凍傷（M　．127）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
〈お金を〉数える（壌・296）
〈お金を〉数える（鷲・296）
ゆうだち（擁・255）
林（揮●199＞
糧い（1。21）
林（揮。199）
糠い（1・2王）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
組い（韮．21）
陶磁器（rv・161）
カ、カ、と（撫・129）
組い（｛。2王）
雇｝る（猛・53）
カ、カ、と（A書129）
ごみ〈痛除の対象〉備。273）
竹，罵（恥●144）
片足跳びをする後部分（il・
　55）
）b・・JOtSと（則・29）
粗い（1。21）
ARYAA
ARYAAGAWA
ASA
ASA
ASA
ASA
ASAANUYURU
ASAATI
ASAATINUNAACYA
ASAATINUNAACYA－
　NUNAACYA
ASACC王
ASACCYE
ASACI
ASACINUNAACA
ASADAC正
ASAGE
ASAGIYAMA
ASAITO
ASAKIBAYASI
ASAN’YONE
ASATE
ASATE
ASATI
ASATr’
ASATI正
ASATINAACYA
ASATINAACYAA
ASATINUNAACA
ASATINUNAACANU－
　NAACA
ASATINUNAACYA
ASATINUNAACYAA
ASAT㎜飴CY飴・
　NUNAACYAA
ASATINUNAACYANU－
　NAACYA
ASATINUNAACYANU－
　NAACYAA
ASATINUNAACYANU－
　SAC王
旧い（韮。21）
井戸（N・197＞
ほくろく小さいもの〉（猛。
　133）
祖父（田・141＞
機糸御・157）
明田（W。282）
明晩（V韮・283＞
明後臼（W・284）
明明後［ヨ（Vl。285）
明彫ヨ彫ヨ後Eヨ（V【●286＞
明後N（顎・284＞
明後日（V厘・284）
明後日（V【・284）
明明後日（距285）
ゆうだち（畷・255）
竹馬（田・144）
林（罪曹199＞
機糸（IV・157）
林御。199）
明晩（V【●283）
明後難（ZZ　・284）
明明後日（wr・285）
明後日（VI●284）
明後日（Vl・284）
明後欝（M・284）
明明後日〈VI・285）
明明後Eヨ（Vl●285）
明明後日（V【。285＞
明明明後賑（VI・286）
明HAξ昨日（V叢・285）
明明後鷺（Vl●285）
明明明後日（Vl●286）
明明明後日（M・286）
明明明後田（耀・286＞
明明明後日（V1・286）
ASATINUNAASA
ASATINUNAASANU－
　NAASA
ASATINUNAATA
ASATINUNAATA．ANU－
　NAATAA
ASATTA
ASATTE
ASATTE
ASATTENeBAN
ASATTENOBAN
ASATTI
ASATTINUNAACYA
ASATTINUNAACYAA
ASATTYE
ASATUKEENAA
ASATUNBEE
ASATUU
ASAZ互RI
ASCI
ASE
ASEABURA
ASI
ASI
ASI一
一ASI
．ASI
．Asl’
一AS’
．AS董
AS正AGE
ASIBOKKO
ASIBOKO　’
ASICYA
ASICYAA
ASIDA
ASIDA
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明開脚後N（Vl。285）
明明明後EI（Vl●286）
明明後日（Vl●285）
明明明後日（順。286）
明後日傷・284）
明後Eヨ（V玉・284）
明明後日（W・285）
一一・№?晩（Vl。277）
明晩（畷・283＞
明後撮（W・284）
明明後田（M　・285）
明明後日（W。285）
明後El（Vl●284＞
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
カ》まきりく特殊な名称〉（V畢
　230）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
畑（恥「．188）
明後臼（V｛・284）
あぜ（N・187）
垢（凱・131）
竹馬（眠・144）
明Eヨ（Vl・282）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
蜘蛛の巣（V・234）
片足跳びをする後部分（＃・
　55）
せきをする後部分（K・88）
いびきをかく後部分（fl・90）
うそをつく後部分（ll・92）
雇ぎ車〈特殊な名称〉（贋・150）
竹馬〈臥王44）
竹馬（贋・144）
明日（擁・282）
明ff（Vl・282）
竹馬（雛・144）
明日（Vl・282＞
ASIDAKABOO
ASIDANOBAN
ASIDANOBANGE
ASIGAKE（一）
AS正GAK三
AS夏GARU
AS夏KA
ASIKAERI
ASIKAKE
ASIKAKEBO
ASI－KAKU
ASIKANGO
ASIKENKEN
ASIKI
ASIKI
ASIKKORA　KAKU
ASIKKURA－KAKU
ASIKO
AS眠OBU
AS磁OGI
ASIKO－KAKU
ASIKONKON
ASIKUBI
ASIKUBINKURUMA
ASIKUBINOKOBU
ASIKU　KAKU
ASI－KUMU
ASIKURUBI
AS三KURUBUS互
AS夏MAA
ASIN　”一
ASINAGATONBO
AS困AGE
竹，驕（｛韮・144）
明晩（Vl●283）
明晩（Vl・283）
片尾旧びをする前部分（＃・
　54）
片足跳びをする前部分劔・
　54）
竹馬（肝144）
竹馬（X・144）
片足跳びをする前部分儒・
　54）
竹，馬（亘1。144）
竹馬（M　・144）
あぐらをかく（H・52）
片足跳びをする荊部分（猛・
　54）
片足跳びをする鋳部分（9・
　54）
蒸気〈湯の場合〉（W・266）
蒸気〈飯の場合〉（NI・267）
あぐらをかく（ff　・52）
あぐらをかく（レ52）
牛ケ馬（㎎。144）
くるぶし（恥・128）
片足跳びをする蒲部公（い
　54）
あぐらをかく（H・52）
片足跳びをする莇部分（距
　54）
くるぶし（蝋・128）
くるぶし纈・128）
くるぶし（鼠・128）
あぐらをかく（庭・52）
あぐらをかく（fl・52）
くるぶし（盟　・128）
くるぶし（盟・128）
竹，廉蚤（M　．144）
片足跳びをする前部分（＃・
　54）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
片足跳びをする酪都分（嚢・
AS脳A｝く：A
ASINARI　一
ASINATA
ASINBO
ASINBOO
AS困MA
ASIINOADO
AS脳OATO
ASINOATOZURI
ASINOBAGE
ASINOBAGE
ASINOBAN
ASIINOBANGE　・
ASINOCUTO
ASINOCUTO
ASINeGABU
ASINOGEN
ASINOGURU
ASINOGURUGURU
ASINOKADO
ASIINOKOBU
ASI（NO）KOBUSI
（ASINO）Koo
ASINOKUROBOSI
ASINOTOMO
ASINOUMEBOSI
ASIPO
ASISA
ASISAGE
ASITA
AS玉TAA
AS三TAKA
AS王TAKAZ熱「KO
ASITAKiTE
ASITANBAGGE
ASITANBAN
ASITANBANGATA
ASITANBANGE
ASITANOBAGE
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　54）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
片足跳びをする前部分（H・
　54）
明摂（VI・282）
竹馬（m●144）
牛㌘馬（1正・144）
門馬（璽・144）
力巧う、と（贋．i29）
力擁うΣと（贋。129）
カ、カ、と（阻。129）
明晩（Vi・283）
明晩（V！。283＞
明晩（M・283＞
明晩（層・283）
くるぶし（醗・128）
）O・・z）・・と（田●129）
くるぶし（則・128）
カ》カ、と（阻●129）
くるぶし（HI・128）
くるぶし（咀・玉28）
カ』カ、と（頂・129）
くるぶし（頂・128＞
くるぶし（照・128＞
カ、カtSと（皿●129）
くるぶし（狙・128＞
カ、カ、と（獲・129）
くるぶし価・128）
竹馬佃・144）
明［ヨ（Vl●282）
竹，％　（M　・144）
明日（Vl●282）
明H（Vl．282）
乍（r馬（1夏●144）
竹馬（1薩・144）
集1の鳴き癖その2（M・299）
明晩（Vl。283）
日野（琉●283）
明晩（ve・283）
明晩（壌・283）
明晩（Vl。283）
ASITANOBAGE
ASITANOBAN
ASITANOBAN
ASITANOBAN
ASITANOBANGATA
ASITANOBANGE
ASITANOBANGEE
ASITANOBANGEN
ASITANOBANGENA
ASITANOBANGENTO
ASITANOBANGI
ASITANOEE
ASITANOHI
ASITANOHIYORIWA－
　EENAA
ASITAOITE
ASITANOYOOSA
ASITANOYOOSARI
ASITANOYOOSARU
ASITANOYORU
ASITANOYOSA
ASITANOYOSAI
AS夏TAHOYOSAR玉
ASITANOYUUSA
ASITANOYUUSARU
ASITAOKITTO
AS三TAR正
AS亙TAR王NOBAN
ASITARINOYOOSARI
ASITATENKINI
ASITE
ASITENBAN
AS王T王
ASIT王
ASITINAACYA
ASITINUNAACYANU－
　NAACYA
ASITOGI
AS王TTA
ASITU
ASITU
明晩（V1・283）
昨晩（Vl・279）
今廼免（Vl・281）
明晩（VI●283）
明晩（V【．283＞
明wa（K。283）
明晩（Vl●283）
明晩（Vl・283）
明晩（V【●283＞
明晩（駿・283）
明晩（Vl●283）
明晩（W・283）
明田（VE噺282＞
桑の鳴き声その2（畷・299＞
禦iの鳴き声その2（VI。299）
明晩（Vl◎283〕L
彫ヨ晩（V至●283）
明晩（Vl◎283）
明晩（～伽283＞
明晩（Vl・283＞
明晩（M・283）
睨晩（Vl・283）
明晩（Vl●283＞
明晩（Vi．283）
桑：の鳴き声その2（W　・299）
明H（Vl・282）
明晩（V｛●283）
明晩（Vi●283）
桑の鳴き声その2（顎。299）
明日（Vl・282）
明晩（VI。283）
明後Eヨ（V韮・284）
明後田（Vi・284）
明明後日僅。285＞
明明明後臼（va　・286）
片足跳びをする前部公（E・
　54）
明日（VI・282＞
開後Ei（Vl・284）
明後1三｛（Vl・284）
ASITUICIKA
ASITUYUUKA
－ASOBI
－ASOBU
ASSA
ASSAGE
ASSANGEN
ASSANGYAA
ASSISAGE
ASSYAGO
ASU
ASU
ASUASATTE
ASUBAN
－ASUBI
－ASUBU
ASUDA
ASUDANOBAN
ASUNATTA
ASUNBAN
ASUNOBAE
ASUNOBAGE
ASUNOBAN
ASUNOBANGE
ASUNOBANKAZU
ASUNeEEYOO
ASUNeEEYOU
ASUNOHI
ASUNOYAAYUU
ASUNOYOBBE
ASUNOYONBE
ASUNOYOOSA
ASUNOYORU
ASUNOYOSA
ASUNOYUUSA
ASUSA
ASUTA
ASUTANOBAGE
ASUTANOBAN
ASUTANOBANGE
ASUTANOYORY
一13一
明Pjヨ巨眉後日（Vl●286）
明巨肩後摂（Vl。285）
お手玉遊び㈲・146）
お手玉遊び（　M　・146）
とげく瘤にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
竹馬（皿・144）
竹馬（歴・144）
竹馬（阻・144）
竹馬（阻・14の
竹馬（HI。144）
明環（Vl・282）
明硬（VI・283）
明明後田僅。285）
明瞬（M・283）
お手玉遊び偬・146）
お手玉遊び（皿・146）
明日（V髪・282＞
明晩（糠・283）
明日（VI。282）
明晩（V【奪283）
明齢（Vl．283）
UAim〈wo・283）
明晩（Vl。283）
明晩（M・283）
明晩（VI・283）
明晩（擁・283）
明晩（V里・283）
明日（壌・282）
明晩（耀・283）
明晩（樋。283＞
明晩（Vl．283）
明晩（Vl◎283）
明晩（Vl●283＞
明晩（Vl●283）
明晩（Vl・283）
竹馬（猴・144）
fffi　H　（　va　・282＞
明晩（Vl●283）
明晩（Vl。283）
明晩（VIO283）
明晩（V1。283）
ASUTANOYOSARU
ASUTENKI
ASUTTA
ASUTU
ASYA
ASYAN’YONE
ASYARAMAGO
ASYATTE
ASYE
ASYOSYAA
ASYU
ASYUNOBAN
ASYUTA
AT
AT
ATA
ATA
ATA
ATA
ATAA
ATAAMI
ATAAN’YURU
ATABICI
ATABICINGWA
ATABICYA（A）
ATABICYArNftlKWAA
ATABII
ATABIINGWAGWAA
ATABIINUKWA－
　GWA（A）
ATABIKA
ATABIKU
ATABIKU
ATABIKYA
明晩（擁・283＞
果の凹き声その2（珂・299）
明日（Vl。282）
明後鍵儲・284）
明日（M。282）
明晩（Vl●283）
やしゃこ（磁・140）
明後日（Vl・284）
あぜ（iv・187）
竹馬（1厩・144）
9目匿ヨ（Vl・282）
開晩（Vl。283）
明N（Vl・282）
あご〈とがった部分〉（膿・
　108＞
あご〈全体〉（盟・109）
癒（租。132）
綿（1V。158＞
ひきがえるその2（V・22G）
明日（W・282）
明田（V【。282）
ゆうだち（Vl・255）
明晩（V【。283）
蛙（V・218）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
簸（V。2王8）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細園〉（V・
　223）
虫圭（V●218）
おたまじゃくしくヒキ。ワクド
　などの類の詳細函〉（V・
　223）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細函〉（V・
　223）
ee（V・218）
虫圭（V・218＞
ひきがえるその1（V・219）
蛙i（V・218）
ATABIZYAA
ATABIZYAANUKWAA
ATABUI
ATAI］）AAMI
ATAGAYUU
ATAMA
～a之a登1a
ATAMABUKKO
ATAMABUTO
ATAMADAEZIN
ATAMADEKKA
atamaHAGAA
atamaffAGE
atamaHAGEE
atamaHAGI
ATAwwCYAGE
ATAMAKUZYASI
ATAMANKO
ATAMANOAKA
ATAMANOHUKE
ATAMANOKASU
ATAMANOKOKE
ATAMAN’YOGORE
ata；naPAGA
atamaPAGAA
atamaPAGII
ATAMAZYAKUSI
ATANBIKI
ATANBooZU
ATARA
ATARA
ATARABIKI
ATARIBACI
ATARIBACI
ATARIBACU
ATARIBIKI
ATARIBOO
ATARIG（g）I
ATARO
ATASI
一14一
蛙（V・218＞
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
ゆうだち（W・255）
ゆうだち（雁・255）
明晩（Vl・283）
頭（贋。1G1）
はげ頭（m●103）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221＞
：おた：まじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
はげ頭（副　・103）
はげ頭（闘・1◎3）
はげ頭（闘・103）
はげ頭（則・103）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・22i）
薦車〈特殊な名称〉（難・150）
ふけ（唄・1G5）
ふけ（膿・105）
ふけ（膿・105）
ふけ㈲・105）
ふけ（翔・105）
はげ頭倒・103）
はげ野冊・103）
はげ頭（凱。103）
おたまじゃくし（V・221）
ひきがえるその1（V・219）
頭（頂。IOI）
夷国（V・218）
ひきがえるその2（V・220）・
ひきがえるその1（V・219）
すり鉢（N・162）
すり鉢（N・162）
すり鉢（W・162）
ひきがえるその1（V・219）
すりこぎ（W　・163）
すりこぎ（N。163）
蛙i（V・218）
明後日（V【●284＞
ATE
ATEBAN
ATEITA
ATIKI
ATIKI
ATOCCAMA
ATOGE
ATOGEE
ATOGEN
ATO｝IAN
ATOK王B王SI
ATooSAMA
ATooSAN
ATOSAMA
ATOSAN
ATOTO
ATOZI（R）I
ATTA
ATTAAMI
ATTABUI
ATTAB鵬AM三
ATTA　KUMU
ATTANUDURU
ATTARABIKKYA
ATTARABIKYA
ATTAROBIKKYA
ATTARUBIKI
ATTO
ATTOOMEE
ATTOSAMA
ATUGALI
ATUICIKA
ATUYUUKA
AUBIN
AUDA
AUDANU｝一IVVAA
AUDANUHWAANAA
まないた（N・164）
まないた（IV・王64）
まないた二（1＞．玉64）
蒸気〈湯の場合〉（W。266）
蒸気〈飯の場合〉（X　・267＞
月（Vl●252）
あご〈とがった部分〉（贋。
　　108＞
あご〈とがった部分〉循・
　108）
th》カ・・と（盤●129）
月（V【・252）
カiカ、と（冊。129＞
H　（　va　・252）
月（Vl。252）
月（Vl・252）
月（V【；252）
月（V笠●252）
カ》カΣと（匿・129）
鯛懸（VlG282）
ゆうだち（～駈255）
ゆうだち（Vl・255）
ゆうだち（M　・255）
あぐらをかく（il・52）
明晩（擁・283）
ひきがえるその1（V・219）
虫圭（V●218）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・2王9）
雷（VI・256＞
E　（　vr　・252）
月（M・252）
あご〈とがった部分〉（題・
　108）
明明明後日（W・286＞
明旦層後日（va．285）
癒（盟。132）
蛙（V●218）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
AVNAZI
AUSI
AUSI’
AUSI　KAKU
AUTA
AUTmmA
AWA
AWABO
AWAI
AWASI
AWASYEGURO
A縦
AWOS正
AYA
－AYA
AYAITO
AYAKO
AYAKUTA
AYAZURIKe
AYURU
AYUT
AZA
AZA
AZA
AZA
??
AZA一一
AZAA
AZAA
AZAA
AZA－DEKIRU
AZA－DERU
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　などの類の詳細図〉（V・
　223）
虹（Vl●259）
あぜ（IV・187）
ごみくJ［1のごみ〉（擁・274）
あぐらをかく（il・52）
蛙（V．218）
おたま1二やくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V．
　223）
よだれ（田・119）
つらら（W。262）
〈塩味が〉うすい（1・38）
あぜ（N・187＞
あぜ（N・187）
雨（Vl・253）
あぜ（iy「・187）
お手玉（温・145＞
蜘蛛の糸（V・235）
機糸（N・157）
お三謹三3三（穣・145）
ごみ〈川のごみ〉（W・274＞
お手玉（猛玉◎145＞
儒が〉落ちる（E・95）
〈雷が〉落ちる（旦。95）
鑛（1韮・131）
癒（阻・132）
ほくろく小伺いもの〉（蟹・
　133）
ほくろく大きいもの〉（田・
　134）
あぜ（N。187）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V。250）
癒に：なる（H・80）
癒（Hl・132）
ほくろ〈小さいもの〉（阻・
　133）
ほくろく大きいもの〉（紐・
　134）
癒になる（嚢・80）
癒になる（li・80＞
AZAEBO
AZAH［ORI
AZA－IRU
AZAKO
AZAKO
AZAKO
AZAM王
AZAN
AZAN
AZA・NI　NARU
AZE
AZE
AZEBONE
AZEE
AZE更TO
AZEKURO
AZEKURO－KAKU
AZEMA
AZEMICI
AZI
AZI
AZ茎
一AZI
－AZI
AZIKIMOKI〈E
AZIMA－
AZIMAA”
AZIMARUHICIRI
AZO
AZO
AZU
AZU
－AZU
－AZU
AZUKIDAMA
AZUKI－KAKU
ほくろく大きいもの〉（灘・
　134）
かまきり〈一般的な名称〉　（V。
　229）
癒になる（厩・80）
癒（1ヨ・132）
ほくろ〈小さいもの〉（｛R。
　133）
ほくろ〈大きいもの〉備・
　134）
たんぽぽ（V・241）
ほくろく小さいもの〉（擁・
　133）
ほくろく大きいもの〉儲・
　　134）
癒に1なる（H。80）
癒（i韮．132）
あぜ（N・187）
あぜ（卑。187）
あぜ（iv・187）
機糸（INi・157）
あぜ（1＞・王87）
あぐらをかく（嚢。52）
あぜ（rv　．187）
あぜ（痒・187）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
あぜ（W・187）
蜘麟iの巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
ひきがえるその2（V・220）
甘い（iG37）
甘い・（1・37）
なめくじ（V・239）
カ》カ、と（思・129）
あぜ（押・187）
あぜ（W。187）
ごみ〈JfEのごみ〉（vr　・2ア4）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V。235）
お手ヨ三（阻参145）
あぐらをかく（G。52）
AZUKIMAI　KAKU
AZI一｝KIMAI　SURU
AZUKIMARI
AZUKIN　KAKU
AZUKI－SURU
AZVKUMAI　KAKU
AZUKUMARI－KAKU
AZUKUMARI－SURU
AZUKUMI“KAKU
AZUKUMI・NI　NARU
AZUKUMI－SURU
AZUKURA－KAKif
AZUMI－KAKU
AZUMIKI－KAKU
AZYA
AZYA
AZYA
AZYAA
AZYAA
AZYAANASI
AZYAGWAA
AZYAKO
AZYAKO
AZYAKO
AZYE
AZYEE
AZYEKURO
AZYEM王CI
AZYENBO
AZZA
AZZYAA
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あぐらをかく（H。52）
あぐらをかく（i・52）
お手三董三（i亘．145）
あぐらをかく（9・52）
あぐらをかく（雇。52）
あぐらをかく（fi・52）
あぐらをかく（恥52）
あぐらをかく（li・52）
あぐらをかく（嚢・52）
あぐらをかく（H・52）
あぐらをかく（1・52）
あぐらをかく（li・52）
あぐらをかく（韮・52）
あぐらをかく（K・52）
癒（且1・132）
ほくろ〈小さいもの〉（劃・
　133）
ほくろく大きいもの〉（紐・
　134）
ほくろ〈小さいもの〉（斑・
　133）
低くろく大きいもの〉（蟹・
　134）
薬旛（阻　・124）
ほくろく小さVもの〉（劉・
　133）
癒（田。132）
ほくろ〈小さいもの〉（賑。
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（皿・
　134）
あぜ（N・187）
あぜ（W。187）
あぜ（IV「・187）
あぜ（rv。187）
あぜ（N・187）
癒（盤。132）
癒（且｛。132）
BA
BA
BAABA
BAAGE
BAARU
BAASIMUNU
BAASUN
BAAZI
BABA
BABA
BABA－
BABAB正K夏
BABABIKIDA
BABADONKU
BABAGAERU
BABAGO
BABAKKO
BABAONBIKI
BABASUKO
BABASUZUME
BABAZ（Y）AKKO
BABBUU
BABE
BABE－
BABEUS王
BABO
BABU
BABUTA
BACCU
－BACCYAI
BACCYOO
BACI
．BACII
BAC王SAN
BA夏）A
BAE
CB）
助詞「を」〈「いびきをかく」にお
　ける〉（H・99）
助詞「を」〈「あぐらをかく」にお
　ける〉（嚢。100＞
牛（V・206＞
今晩（V｛●281）
〈幼児を〉負う（ll・64）
かかし（fy「・190）
煮る（∬・58）
つくし（V・244）
林（N・199）
桑の鳴き声その2（畷・299）
まぶしい前部分（1・30）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
ひきがえるその1（V。219＞
おたまじゃくし（V・221＞
釜（V●214）
おトたまじゃくし（V・221＞
聖圭（V．2ユ8）
孚ヒ牛（V書208）
まぶしい前部分（1・30）
子牛（VO209＞
牛ヒ牛（V。208）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
女（［鼠●137）
くすぐったい後部芳（1・33）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
女〈卑称〉（濯●138）
まぶしい後部分（1・31）
細い（　1　●24）
綿（iV。158＞
鬼ごっこ㈲。147）
BAE
BAENA
BAENA
BAGA
BAGA
歪3AGAα
BAGAHU理
BAGAE｛UN
BAGAKE
BAGAKE
BAGASUN
BAGASUN
BAGAYARO
BAGAYARO
BAGE
BAGE
BAGE
歪3AG£
BAGENA
BAGGE
BAGO
BAI
BAI
－BAI
－BAtl
BAIBAIMeMOSI
－BAIi
－BA王1
－BAIIKA
－BA王KA
－BAIKA
－B（A）IKASU
BAIKI
BA王RUN
BAIU
BA王UKI
BAIUZIKI
BAKA
BAKA
BAKABAKA－
BAKABAKA（MUSI）
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蝿（V・232）
今晩（Vl・281）
今晩（W・281）
男鯉。136＞
女く卑称〉幡・138）
すみれ（V・240）、
炊く（匪・57）
煮る（il。58＞
男（阻・i36）
女〈卑称〉（Hl●138）
炊く　（嚢●57）
煮る（ll・58）
男（【巨・136）
女〈卑称〉（Hl驚138）
はげ頭（M　・103＞
今晩（Vl・281）
二心（Vl驚279）
今晩（～厘・281）
今晩（M・281）
今晩（酒・281）
牝牛（V・208）
〈いい天気〉だ（卜46）
蝿（V●232）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
かたつむりその2（V・237）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
重ぶしい後部分（1・31）
まぶしい後部分（｝・31）
くすぐったい後部分（i・33＞
くすぐる鍛部分（1・82）
二二（Vl●254）
驚く（ll畢77＞
梅爾（Vl●254）
梅雨（V正．254）
梅爾（Vl●254＞
ものもらい（擬・112）
男（鐵・136）
まぶしい前部分（1・30）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
BAKAGCgllRA
－BAKAI
BAKAMEROO
BAKAONAGO
BAKASACI
BAKASI
－BAKASI
・BAKAS登
一BAKASII
－BAKASU
BAKASUN
BAKASUN
－BAKATAI
BAKAYAROO
－BAKII
BAKKI
BAKKO
BAKKO
BAK（K）O
BAKKO
BAKKe（DA）
BAKKOI
BAKKOI
－BAKKOI
BAKKU
BAKKVI
BAK（K）U（N）
BAKKURI
－BAKOI
－BAKOI
－BAKU
BAKUBAKU
BAKU茎）O
BAKVDO
BAKUbOGUSA
BAKUbOZYOO
．BAKU茎
BAKUNOKO
とカΣげ（V・224）
くすぐったい後部分（1・33）
女く卑称〉備。138）
女〈卑称〉（M　・138）
みずおち（湿・130）
煮る（it。58）
くすぐる後部分（＃。82）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
くすぐる後部分（H・82）
炊く（it　．57）
煮る（翼・58）
くすぐったい後部分（i・33）
男（IH・136）
くすぐったい後部分（い33）
顔（胆・106）
細い（｛・24）
牛（V●206）
牡牛（V・207＞
学ヒ牛（V。208）
／」、さい（｛・22）
fjxさい（1。22）
細力tSい（　｛　●25）
くすぐったい後部分（1・33）
　　　　　　　　　　　　　　サひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
蛙（V◎218）
蛙（V・218）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
くすぐる後部分僧・82＞
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
蛙（V・218）
ひきがえるその2（V・220）
どくだみ（V・242）
おトたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
くすぐったい後部分0。33）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
BAKURA
BAME
BAN
BAN
BANBARAKIBI
BANBASURU
BANCIKO
BANC王KU
BANCUI
BANII＞O
BANDOO（GUSA）
…3ANDOR茎
BANDORI
BANDORISUZUME
B膿GATA
BANGE
BANGEE
BANGENA
B麟G王
BANN蕉
BANSIGATA
BANSUNA
BAPPUDON
BAPPUKUDONKU
BARA
BARA
BARA
BARA
BARAGOIMO
BARAGUI
BARAIMO
BARAISYOO
BARAKO
BARANOHARI
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　などの類の詳細図〉（V・
　223）
牡牛（V・207）
彗七牛（V奪208）
まないノヒ（W●164）
今晩（ヤT●281）
とうもろこし（N・182）
〈幼児を〉負う（且・64）
錘ミ（V。214）
雀（V。214）
雀（V・214）
とんぼ（V・231）
どくだみ（V・242）
桑（V。212）
雀（V。214）
雀（V・2正4）
今晩（VI●281）
今晩（Vl●281）
今晩（va・281）
今晩（Vl●281）
今晩（W◎281）
今晩（vi．281）
今睡亀（Vi●281）
今晩（Vl●281）
ひきがえるその2（V。220）
ひきがえるその2（V・220）
水田く集合〉（！V・186）
とげく指にささる本や竹の細
　片〉（V●249）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V。250）
ゆうだち（耀　・255）
墨芋その2（揮磯78＞
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250＞
塁芋その2（pu　．178）
じゃがいもく～殻的な名称〉
　　（N　・174）
とげ〈指にささる木や鷲の細
　片〉（V・249）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V．250）
BARA（NO）TOGE
BARA（N）TOGI
一BARASII
．BARASIKA
BARECYOO
BAREE
BAREECYO
BAREEIMO
BAREESYA
BAREESYO
BAREESYOO
BAREEZYO
BAREI
BAREICYO
BAREISYO
BAREISYOO
BAREIZYOO
BARENCYO
BARENSYO
BARESYO
BARIGAERU
BARISYOO
BAROISYOO
とげ〈いばら・ざんしようなどの
　とげ〉（V●250）
とげ〈いばら。さんしょうなどの
　とげ〉（V．250）
まぶしい後部分（1・31）
まぶしい後部分（1・31）
じゃカ9いも〈一般的な名称〉
　　（N・174）
じゃカ9い・もく一一般的な名称〉
　　（N・174）
じゃがいも〈一般的な名称〉
　　（　rv　・174）
じゃがいも〈一般的な名称＞
　　ov　・174）
じゃがいもく～般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃカミいもく一論般的な名称〉
　　（N・174）
じゃがいも〈一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがい・もく一一一一般的な名称〉
　　（N・174）
じゃカミいもく一一般的な名称〉
　　（W・174）
じゃが’いもく一般的な嶺称〉
　　（N・174）
じゃがいも〈一般的な名称〉
　　（N・174）
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（N・174）
じゃがい・もく一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃカミいも〈一般的な名称〉
　　（N・174）
じゃカζいもく一般的な名称〉
　　（N・174）
ひきがえるその2（V・220＞
じゃがいもく一一般的な名称〉
　　（W・174）
じゃがいも〈一般的な名称〉
BARU
－BARU
BASI
．BAS王
一BASII
．BASI夏
．BAS王KA
－BASIKA
BASSAI
BASSU
BASSUN
BASSUN
BASU
BASU一
一BASU
－BASUI
BASYO
BATA
BATABATA一
一BATAI
－BATA王
一BATASII
－BATAYAI
BATE
BATTA
BATTAGAERU
－BATTAI
BAYA王
．BAYAI
BAYASI
－BAYASII
－BAYASIKA
－BAYO王
一BAYOI
－BAYUI
－BAYUI
－BAYUKA
－BAYUKA
－BAYUSIKA
BEBAWATA
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　　（　rv　・174）
〈幼児を〉負う（H。64）
くすぐる後部分（i・82）
隼ヒ牛（V。208）
くすぐったい後部分（1・33）
まぶしい後：部分（［・31）
くすぐったい後部分（1・33）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったV後：部分（1・33）
女〈卑称〉（1難・138）
煮る（耳・58）
炊く　（琵・57）
煮る（il・58＞
女（1韮・137）
うそをつく前部分（掛91＞
くすぐる後部分（H・82）
くすぐったい後部分（1・33）
水醸〈集合〉（rv「・186）
綿（『V●158＞
まぶしい前部分（卜30）
まぶしい後部分（i・31）
くすぐったい後部分（1。33）
まぶしい後部分（1・31＞
まぶしい後部分（卜31）
女〈卑称〉（則・138）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
ひきがえるその2（V・220＞
くすぐったい後部分（1・33）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
林（N・199）
まぶしい後部ク金（1．31）
まぶしい後部分（1・31）
まぶ1しい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1。33）
まぶしい後部公（｛・31）
くすぐったい後部分（1・33）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
まぶしい後部分（E・31）
真綿（揮●159）
BEBECCI
BEBEDANGO
BEBEGO
BEBEKOMA
BEBENCYO（KO）
BEBENKO
BEBENKUBI
BEBERANGO
BEBESO
BEBETA
BEBO
BEBO｛bebe）
BEBOKO
BEBOO
BEBU
BEBU
BEBUNKO
BEBYUI　I
BEC（C）IKO
BECINKO
BECINOKO
BECYARU
BEE
BEE
BEE
BEE
BEEBEE
BE（E）BE（E）
BEE　BEE
BE（E）BE（E）GO
BE（E）BEK（K）O
BE（E）BENKO
BE（E）BENOKO
BEEBO
BEEBOO
BEEBOO
BEEBOO
BE（E）C（C）I
BE（E）C（C）YA
BEEE
BEEEN
BEEG［g）O
子とt二（V●209）
おたまじゃくし（V・221）
子口写（V・204）
弄署至巨〈一般的な名称〉（1正●149）
肩二葎1〈一般的な名称〉（翌i◎149）
子，祭≡｝（V。204）
肩車〈一一般的な名称〉（嬢。149＞
おた：まじゃくし（V・221）
松かさ（V。247）
子牛（V・209）
牛（V・206）
蝿（V・232）
子牛（V●209）
牛（V・206＞
t卜（Vの206）
子tl二（V●209）
子牛（V・209）
肩亙一二〈一般的な名称〉（瞑●149）
子牛（V●209）
子牛（V●209＞
子牛（V・209）
捨てる（ll。62）
舌（欝．II7）
牛（V。206）
子隼（V・209）
牛の鳴き声（V・210）
鬼こ“っこ（賑・147）
子牛（V。209）
牛の鳴き声（V・210）
子と蓄二（V。209）
こヨ乙牛（V●209）
子牛（V●209）
子牛（VG209）
牛（V・206）
牛（V●206）
子牛（V●209）
牛の鳴き声（V・210）
子牛（Vg209）
子牛（V・209）
牛の鳴き声（V。210）
牛の鴨き爾（V。210）
牛（V・206）
BEEG｛g）OME
BEEKAN
BEEKAN
BEEKO
BEEKO
BEEKO
BEEKO
BEEKOKKO
BEEKON
BEEKeNOKO
BEew
BEEN　BEEN
BE（E）NKO
BEENOKO
BE（E）RA
BEERO
BEESASI
BEETANGO
BEEYAN
BEG（g）O
BEGO
BEG（g］OKO
－BEII
BEKKA
BEKKI
BEKKO
BEKKO
BEKKO
BEKKO
BEKKO
BEKKOBEKKO
BEK（K）OK（K）O
BEKKONAMAKKO
BEKKURI　SERU
BEKKURI　SURU
BE｝くO
BEIくO
BEKO
BEKO
BEKO
一20一
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牛（V。206）
肩車く一一般的な名称〉億。149＞
子牛（V尋209）
LI　（　Y　・206）
牡牛（V・207）
牝牛（V・208）
子とド（V●209）
子到≒（V。209）
舌（1韮・117）
子ま1二（Vの209）
牛の鳴き声（V。210）
牛の鳴き声（V・210）
子丞番二（V。209）
子牛（V・209）
とさカtS（V。215）
舌（裁・117）
薬指傭・124）
子牛（V。209）
子t卜（V鯵209）
牛（V・206）
子牛（V．209）
牛（V●206）
まぶしい後部分（｛・31）
ひきがえるその1（V・219）
蛙（V●218）
片足跳びをする前部分（＃・
　54）
子馬（V・204）
牛（V・206）
牝牛（V・208）
子牛（V●209）
片足跳びをする前部分（＃・
　54）
子牛（V。209）
三F，霞葛（V●204）
驚く（H。77）
『驚く（嚢●77）
鬼こ“っこ（澱，147＞
牛（V．206）
牡牛（V・207）
牛ヒ牛（V●208）
子牛（V・209）
BEKO
BEKO
BEKOBEKO
BEKOCUBU
BEKOCUBU
BEKOKOKKO
BEKOMUSI
BEKONAUSI
BEKONOKO
BEKONOKOKKO
BEKONOMAREK（K）O
BEKOUSI
B鷺KOZL
BEISIBE
BE（N）BEKUMA
BE（N）BEKURA
BE（N）BENKATA
BE（N）BE（N）KO
BENBENOKO
BENBO
BENBUTA
BENCUKE
BENCUKEEBI
歪3ENCUKEIB王
BENCUKEYUBI
BEN’EBI
BENECYKEEBI
BEN正i：SAS王
BENESASMBI
BENESASIIBI
BENGO
BENI
BENICUKE
BENICUKEEBI
BENICUKEIBE
BENICUKEIBI
BENICUKEYUBI
BENICUKEYUBI
BEN正CUK王YUBI
BENIEBI
BENI正BE
BENI正BI
かたつむりその3（V・238＞
なめくじ（V・239）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその3（V・238）
子牛（V。209＞
かたつむりその3（V・238）
子牛（V　・209）
子牛（V・2G9）
子牛（V・209）
子牛（V・209）
子牛（V・209）
子牛（V・2G9）
子牛（V　・209）
肩車く一般庄『勺な名称〉（揮。149）
庸車〈一一般的な名称〉（N。149＞
肩車〈一一般的な名称〉（『㌧「。149＞
肩車く一般的な名称〉（TYi・149）
子牛（V・209）
牛（V・206）
頬（［贋書107）
薬指（阻・124）
薬｝旨（【鼠●124）
薬チ旨（IH・124）
薬才旨（撲。124）
薬品繊・124）
薬品伽・124）
薬｝羨（Ifl・124）
薬指纈・124）
薬tw（m・124）
子牛（V。209）
薬指纈・124）
薬乎雷（HI●124＞
薬指（距124）
薬多旨（1韮。124）
薬多旨（ヨト124）
薬嬉（擁・124）
小季旨（盤・125）
薬t湊（i亙●124）
薬｝旨（【鼠●124）
薬｝凌（盟●124）
薬手き（【H．124＞
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BEN王SAAS王
8EN王SASI
BEN正SASI
BENISASIEBI
BEN正SAS王IBE
BENISASIIBI
BENISASIYUBI
BENISASIYUBI
BENISASIYUBI
BENIYUBE
BENIYUBI
BENIZASI
BENPU
BENPUTO
BENPUU
BENSAASI
B脳SA磁P
BENSASI
BENSASI
BENSASIBI
BENSASIDON
BENSASIEBI
BENSASIIB
BENSASIIBI
BENSASIIT
BENSASIYUB
B£NSAS王YUB王
BENSAT
B£NS正
BENSO
BENSYASI
BENSYASIIBI
BENSYASIYUBI
BENTA
BENII’ANOKO
BENTAROO
BENTORIIBI
BENZASI
BENZURISAN
BEPU
BERA
BERA
薬指（恥124）
薬指（M。124＞
ノ」、重旨（濫．125）
薬才旨（濫。124）
薬指（田・124）
薬指（阻・124）
人差し指儲・122）
薬ま旨（田・124）
fj、手駿（Hl●125）
薬手錘（Hl・124）
薬†審（撲●124）
薬指（恥124）
頬（盤。107）
頬（礁・107）
頬（1鼠・107）
薬蜜旨（iH。124）
薬指（【且・124）
F戸穿旨（盟。123）
薬毒（Pt　・124）
薬｝旨（阻。124）
薬季羨（服。124）
薬季羨（［H。124）
薬撫纈・124）
薬振（阻・124＞
薬指（阻・124）
薬指催・124）
薬指（阻・124）
薬手簑（1且。124）
薬｝旨（阻膨124）
薬｝蓬妻（瞑。124）
薬手簿（阻・124＞
薬｝養（阻。124）
薬餐き（阻。124）
子牛（V・209）
子L卜（V・209）
薬振纈・124）
人差し指纈・122）
薬ts（m・124）
薬多旨（韮1・124）
頬（膿．107）
舌（醗●117＞
唾（盤・118＞
BERA
BERA
BERABERA
BERADON
BERAKO
BERASACU
BERO
BE蚕ミO
BERO
BERO
BERO
BERO
BEROBERO
BEROKO
BEROKO
BERON
BERONAGASi
BEROO
BEROROOKARAROO
BEROSITA
BERU
BERUNOKO
BESA
－BESIKA
－8ESIKA
－BETAI
BETAKO王
BETANKO
BETEE
BETTA
BETTAI
BETTAI
，BETTA王
BETTAKOI
BETTE
BETTOKUSYOO
BETTOME
BETTOMENOKO
BETTOO
BETTO（O）
よだれ（1且・119＞
蜘蛛の糸（V・235）
とさカ・・（V●215）
かたつむりその3（V・238）
子牛（V・209）
おかね（　TV・151）
唇（罵・l16）
’S（M・l17）
唾（困。118）
よだれ（阻●119）
垢（亙i。131）
とさカtS（V・215）
里雪（田・117）
唾（且i．118）
子Lt　（V●209）
葦雪（Hi●117）
よだれ（撫●119）
舌（Hi●117）
たん醸ぼ（V・241）
ts（　di　・117）
唇（1韮。116）
子牛（V●209）
女（灘・137）
まぶしい後部公（1・31）
くすぐったい後部分（i・33）
くづ寵く“つたい後部分（1　．33）
ノ」、さい（i・22）
子牛（V・209）
細い」（　1　・24）
女く卑称〉（距138）
ij、さし（（1・22）
細力・・い（　1　・25）
くすぐったい後部分（1・33）
ij、さし（（i・22＞
細い（　1　・24）
曳妻…（V●218）
娃（V．218）
おた：まじゃくしくヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
とさカ・i（V・215）
蛙（V。218）
BETTOONOKO
BETTOOZewARI
　SURU
BI
B王BI
BIBIGA
BIBIGAA
BIBIM”
BIBIKUN（1）
BiBINCYO（KO）
BiBI幽くACYA
B正BI旧くATA
BIB猶KO
BIBI（N）KUBI
BIBINSO（RO）
BIBINSYANKO
BIBIROO
BICCI
BICCI
BICCIi　SURU
BICCYOO
（BI）CIBICIN
BICITTE　SURU
BICYAA
BICYAARU
BICYARU
BICYON
BIDAGURE
BIDARI
BIDE
B工DEE：
BIDEKO
BIDENKO
B工DUMU
BIGAU－
BIGGO
BIGIDUM
BIGIDVN
22　一
お」たまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
あぐらをかく頓。52）
女〈卑称〉（皿1●138）
子牛（V。209）
たんぽぽ（V。241）
たんぽぽ（V・241）
いびきをかく前部分（II・89）
肩車〈一般的な名称〉（瓢・149）
肩車〈一毅的な名称〉（膿。149）
肩コ算〈一一般的な名称〉（阻。149）
肩車く一個的な名称〉（盟。149）
おたまじゃくし（V。221）
肩車く一一般的な名称〉（M　・149＞
肩車〈一般的な名称〉佃・149）
雇1車〈一般約な名称〉（獄●149）
つらら（V［。262）
女〈卑称〉（擁。138）
曳圭（V・218）
驚く　（疑・77）
頬（1且●107）
せきれい（V・213）
驚く（E　・77）
もぐら（V。211）
捨てる（且・62）
捨てる（ll・62）
蛙（V・218）
女く卑称〉（順・138）
女〈卑称〉（胆・138）
女〈卑称〉（餌●138）
女く卑称〉（阻。138）
女〈卑称〉（1且◎138）
とさカ、（V●215）
舅（擁．136）
くすぐったい前部分（1・32）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　　223）
男（恥。136）
男（HI。136）
BIGIHUSI
BIGINUUMA
B王G買JCI
B玉GIUMA
BIG双JS正
BII
BI王
BI薫
BIIBINGWAA
BIICYA（A）
BIIDOR王
BIIDORO
BIIDORU
BH夏）UMU
BIIDUN
BIINOKO
BI（1）RU
BIITA
BIITO
BIIUMA
BIIUSI
BIIUSI
BII（YA）〈MUSI）
BIKA
BIKANUKWA
一BIKATA1
BIKICCYO
BIKIDONKU
BIKIDUM
BIKIDUMU
BIKiDUN
BIKIGAERU
BIKIGAERU
BIKiGO
BIKIGORO
牡牛（V●207＞
牡，辱§（V。202）
牡牛（V●207）
牡馬（V　・202）
牡牛（V。207）
女〈卑称〉（皿・138）
物馬（V・203）
牝牛（V・208）
Jj、書旨（懸。125）
蛭（V・218）
つらら（Vl●262）
つらら（Vl●262）
つらら（W・262）
男（瓢。136）
男（1亘●136＞
子牛（V●209）
おたまじゃくし（V・221）
女〈卑称〉（膿・138）
とんぼ（V・231）
牡、疑｝（V・202）
牡牛（V・207）
牛ヒ牛（V●208）
；う、まきりく特殊な名称〉（V●
　230）
蛙（V　・218）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
くすぐったい後部分（1・33）
虫圭（V・218）
蛙（V・218）
男（HI・136）
男（1正・136）
男（阻◎136）
蛙（V●218）
ひきがえるその1（V・219）
おた：まじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細麟〉（V。
　223）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
B正KINK：O
BIKINOCURAKAKI
BIKINOZYARIKO
BIKINTO
BIKIN（U）KWA
BIKINUUMA
BIKI（N）Z（Y）O
B夏KISSYO
BIKITA（N）
BIKITANSIRINUGUI
BIKITANZYOO
BIKITAROO
BIKIUMA
BIKIUSI
BIKKANZYO
B夏KKARI
B正KK：E
BIKKEGORO
BIKKERe
BIKKERO
BIKKEROGO
BIKK正
BIK（K）I
BIK（K）I
BIK（K）1
BIKKI（NO）GERO
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蛙（V・218＞
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細國〉（V・
　223）
蛙（V。218）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細國〉（V・
　223）
牡馬（V・202）
蛙（V・218）
蛙（V・218）
虫薬（V・218）
どくだみ（V・242）
虫圭（V．218）
蛙（V・218）
牡馬（V・202）
牡牛（V・207）
蛙（V・218＞
稲妻（Vl●258）
蛙（V。218）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
虫圭（V●218）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の鼻鯛図〉（V・
　223）
：女〈卑称〉（服・138）
蛭（V。218）
ひきがえるその1（V。219）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
お・たまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V’
　　223）
BIK（K）IN（O）KO
BIKKINOKOKKO
BIKKIYARO
BIKKO
BIKKO
BIK（K）O
BIKKO
BIKI〈O　一一
BIKKOBIKKO
BIKKOGAKI
BIKKOGO
BIKKOKENKEN
BIKKONAGE
BIKKORO
BIKKOTAKO
BIKKOTANKO
B夏KKOUMA
BIKKU
BIKKU
BIKKUITAMAGARU
BIKKURA　SERU
BIKKURA　SIRU
BIKKURA　Sif
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おたまじゃくしくζキ・ワクド
　などの類の詳細麹〉（V。
　223）
女く雛称〉個・138）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
子，騒（V。204）
蛙（V●218）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細隈〉（V・
　223）
片足跳びをする前部分（il・
　54）
片足跳びをする前部脅（＃・
　54）
片足跳びをする前部分（9・
　z54）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
片足跳びをする前部分（9・
　54）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
片足跳びをする飼部分（K・
　54）
お・たまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細翻〉（V・
　223）
子，驕（V．204）
女く卑称〉（X。138＞
ひきがえるその1（V・219）
驚く　（皿　・77）
驚く（旦・77）
驚く　（嚢◎77）
『驚く（琵。77）
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BIKKURA　SURU
BIKKURI　KOKU
BIKKURI　SERU
BIKKURI　SIRO
BIKKURI　SIRU
BHく：KUR夏SU
BIKKURi　SURU
BIKKURI　SYOWA
BIKKYA
BIKKYA
B正KKYON
B眠KYOO
B夏KKYORO
BIKO
BIKU
BIKU
BIKU
BIKUCC￥O
BIKUCCYO
BIKUMA
BIIttlNI
BIKUNIKKO
BIKUNOTANI
BIKUTA
BIKUTAGARU
BIN
BINAGAMA
BINBIKIMA
BI（N）BIKUMA
BI（N）BIKURA
驚く（姦・77）
驚く　（嚢●77＞
驚く　（嚢・77＞
驚く　（H。77）
‘驚く　（H書77）
「驚く　（H・77）
驚く（翼●77）
驚く（il　・77）
蛙（V●218）
ひきがえるその1（V。219）
蛙（V・218）
すみれ（V　・240）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細隠〉（V。
　223）
とさカ、（V・215）
女〈卑称〉　（1且●138）
とさカ》（V。215）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細籔〉（V・
　223）
旧く卑称〉　（恨●138）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細麟〉（V・
　223）
肩車〈一般的な名称〉（瓢・
　149）
女〈卑称〉　（HI●138）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細國〉（V・
　223）
薦暴く一般的な名称〉（膿・
　149）
＝緩く卑称〉（皿・138）
驚く（猛・77）
つらら（VI・262）
ノjx｝ts（斑・125）
肩車〈一一般的な名称〉（撫。
　149）
肩車く一一般的な名称〉（膿・
　149）
肩車く一般的な名称〉（劉・
BINBIN’ITO
BINBINKAIGO
BI（N）BI（N）KO
BINBI（NO）KURUMA
BINBIRAKO（N）
BINCUKEIBI
BINCUKEYUBI
BINCYAKU
B正NCYOO
BINESASIIBI
BINESASIYUBI
BINGA
BINGO
BINGUSI
BIN王IBI
BIN正YUUB工
BINKO
B正（N）KU
BINSASI
BINSASIIBI
BINSASIYUBI
B三NTA
B正NTA
B脳TA
BIN僕’A
B王NTAA
BINTABURA
B三NTAN
BINTANCUU
BIN　lrANSARA
BINTAUSI
BINZURA
BINZU（R）1
　　149）
木綿糸（N．156＞
肩車〈一一般的な名称〉（1薩・
　　149）
肩車〈一一＆t的な名称〉（盟・
　　149）
肩車く一般的な名称〉（照・
　　149）
爾尊く一・般的な名称〉（租・
　　149）
薬撫（盃・124）ve
薬チ旨（1耳●124＞
顔（瓢・106＞
せきれい（V・213）
薬指備・124）
薬指佃。124）
男（烈●136）
じゃがいも〈特殊な名称〉（痒。
　　175）
劇r兵§（則。144）
薬毒毎（Hl。124）
薬手旨（M。i24）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細園〉（V・
　223）
暑寒（VG218）
薬指纈。124）
薬指佃。124）
薬指価・124）
頭（頂・101）
頬（阻．107＞
隼ヒ，辱§（V。203）
学ヒ無二（V・208）
女〈卑称〉（1皿・138）
額（阻。107＞
頬（凱・107）
頬（H【・107）
つむじ葡・102）
牛ヒ牛（V・208）
噸（阻・107）
肩車〈一般的な名称〉（V・
　149）
BIRA
BIRE（NKO）
BIR王
B王R王
B三RI8USA
B正RIGO
BIRO
BIRO
BIRO
B王RODO
B正ROKKO
BIROO
BIRORIN
B王RU
BIRU
BIRU
BIRU
－BIRU
B王RUGO
BIRUNGWA
BIRUSIKKYA
BIRUTARASI
．BISI三
一BISIKA
BITA
BITA
BITAGURA－KAKU
－BITAI
BITAMUSI
BITANGAERU
B正TTA
BITTA
B工UMA
BIUMAN
BIUSI
B王YAHA夏
BIYO
BIZURO
BIZZYO
BIZZ（Y）U
BO
BO
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樹（IH・116）
とさth・・（V・215）
女く卑称〉　（亙1。138）
とさカ・・（V●215＞
カiカxと（匪。129）
おたまじゃくし（V。221）
舌㈲・117）
唾（恥118）
よだれ（擁．119）
つらら（W・262）
唾（IH・118）
とさカ、（V・215）
つらら（W。262）
醤（猛・116）
唾（匿・118）
よだれ（膿・119）
なめくじ（V・239＞
讐（距116）
おたまじゃくし（V・221＞
おたまじゃくし（V・221）
おしたまじゃくし（V。221）
よだれ（M・119）
まぶしい後部分（1・31）
まぶしい後部分（1・31）
女〈卑称〉　（m。138）
おかね（N・151）
あぐらをかく（皿・52）
くすぐったい後部分（i・33）
なめくじ（V・239）
ひきがえるその1（V・219）
女〈卑称〉　（無。138）
蛙（V。218）
牛ヒ馬（V。203）
転；，ξ葛（V・202）
牡牛（V．207）
虹（VI●259）
子牛（V・209）
つらら（願・262）
蛙i（V。218）
蛙（V・218）
男（膿●136）
崇七、震｝（V。202）
BO
BO
BO
BO
BOBA
BOBEE　BOBEE
BOBOCIN
BOBORA
BOBOTA
BOBURA
BOCCYAGEYAIKO
－BOCII
BOCI（MEKI）
BOINBOIN
BOCUBOCUAZA
BODAUMA
BODDA
BOI）ERO
BOE五
BOGA－
BOGURA
BOGYUU
BO照J
BO磁JRA
BO夏
BO王
一BOI
－BOI
BOIBAKKO
BOIBOI
BOIBONOKO
BOIGOKU
－BOII
．BOII
BOIKAKEYAI
BO王KO
BOIKURA
BOINANKO
BOIONI
BO王SA
BOISURU
牝馬（V・203）
kk（V・206）
牛ニヒ牛〈V。207）
桑の鳴き声その1（壌・298）
牛士，馬（V●202）
牛の鳴き声（V・210）
おたまじゃくし（V・221）
かぼちゃ（W・180）
おたまじゃくし（V・221）
かぼちゃ（罪・180）
鬼ごっこ（撫。147）
まぶしい後部分（1・31）
を『まこ　り（Vl。271）
暴1の嶋き声その1（M・298）
ほくろく小さいもの〉（獄・
　133）
牛ヒ，蕎馬（V●203＞
かぼちゃ（N・180）
かたつむりその3（V。238）
恐ろしい（＃・42）
うそをつく箭部骨（＃。91）
かぼちゃ（配・180）
牡牛（V●207）
かぼちゃ（N　一180）
かぼちゃ（配・180）
子牛（V。209）
とんぼ（V　・231＞
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33＞
鬼ごっこ（皿・147）
とんぼ（V・231）
子牛（V●209）
鬼ごっこ備・147）
まぶしい後部分（｛・31）
くすぐったい後部分（1　・33）
鬼ごっこ（頂。147）
鬼ごっこ（1鼠・147）
鬼ごっこ（阻・147）
鬼ごっこ（M　・147）
鬼ごっこ樋・147）
桑（V・212）
〈幼児を〉負う（li・64）
BOIYA正
BOIYAI
BOIYAIKO
BOIZOKU
BOIZYAKKO
BOKA
BOKEIMO
BOKKO
－BOKORI
－i　BOKORI
　　　　　　　　馨
BOKU
BOKU
BOKU
BOKURIBERAKKO
BOKUTA
BOKUTA
歪30N
，BONA王
BONBO
BONBOCU
BONBON
BONBONBORA
BONBONGUSA
BO（N）BO（NKO）
BONBORA
BONBOSURU
BONBURA
BONCUKURI
BONDANKARA
BONDARA
BONGA－
BONGARA
BONGI－
BONKA
BeNKAN
BONNOKONOKE
BONSAMA
BONSANBOKKII
BONTAN
BONZEERU
BONZI
一26一
鬼ごっこ（鍵・147）
かくれんぼ億・148）
鬼ごっこ（無。147）
鬼ごっこ（皿・147）
鬼ごっこ（IE。147）
ほこり（Vl・271）
さつまいも（N　・176）
tP（　V　・206）
を豊こ　り（V1●271）
ごみ〈羅にはいるもの〉（VI　・
　　272）
計籔こ　り（Vl・271）
ごみ〈掃鍮の対象〉（M　・273）
ごみ〈川のごみ〉（擁・274）
鬼ごっこ（膿。147）
ξ慧こ　り（Vl・271）
ごみく川のごみ〉（擁・274）
桑iの鳴き声その2（璽　・299）
くすぐったい後部分（1・33）
とんぼ（V・231）
、松かさ（V。247）
松力・さ（V・247）
かぼちゃ（N・180）
すぎな（V　・243）
つくし（V。244）
かぼちゃ（W・180）
　〈幼児を〉負う（霞・64）
かぼちゃ（W・180）
つく　し（V●244）
つらら（擁・262）
つらら（V卜262）
うそをつく前部分（ll・91）
つらら（擁。262）
うそをつく前部分（H・91）
かぼちゃ（！V。180）
かぼちゃ（！V・180＞
たてがみ（V・205）
つくし（V。244）
つくし（V・244）
かぼちゃ（膵。180）
かたつむりその3（V・238）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
BOO
Boo
BOO
Boe
BOO
BOO
Boo
BOO
BOOAS正
BOOBA
BooBENTA
BOOBERA
BooBETA
BooBIRA
Boo　Boo
BooBoo
BOOBOO
BooBOORA
BOOBORA
BooBUNA
BOOBURA
BOOCYA
BOODARA
BOODARE
BOODE
BOOGATAMII　SYUN
BOOGOORI
BOOGURA
BooG（g）wAA
BOOGYUU
BOOHON
BOOHO（O）
BOOHURA
BOOHURA
BOOI－IURI
BOOHUYAA
BOOI
BOOIBI
BOOIBOOI
BOOKKOO
BOOKO
　　229）
〈幼児を〉負う（ll・64）
男倒・136）
牡，甕葛（V。202）
牛（V●206）
牡4二（V。207）
子牛（V●209）
牛の鳴き声（V・210）
桑：の鳴き声その1（擁・298＞
竹馬（醗・144）
牡，驕（V●202）・
頬（璽。107）
かぼちゃ（N・180＞
頬繊・107）
かぼちゃ（N・180）
牛の鴨き声（V。210）
かたつむりその2（V。237）
桑の鳴き声その1（樋・298）
かぼちゃ（N・180）
かぼちゃ（W。180＞
かぼちゃ（N・180）
かぼちゃ（N・180）
かぼちゃ（！V・180）
つらら（M・262）
つらら（W・262）
蛇（V・226）
〈天秤棒を〉かつぐ（H・67）
つらら（W●262）
かぼちゃ（N・180）
すり　e二ぎ（坪●163）
牡牛（V。207）
桑（V。2i2）
桑（V辱212）
かぼちゃ（N・180）
おたまじゃくし（V・221＞
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
とんぼ（V・231）
親多目（翅・121）
樂：の鳴き声その1（W・298）
牡牛（V。207）
稟：の鳴き声その2（W・299）
BOOKYA
BOOKYA
BOOKYA
BOOKYA
BOOME
BOOMI
BOOO　BOOO
BOORA
BOORAN
BOOSARU
BOOSEK至
BOOSEKI
BooSEKIITO
BooSEKIITO
BOOS正
BooSIBOSI
BOOSoo
BooSUKA
BooSUKA
BO（O）SU（T）
BOOTA
BOOTOO
BOOUSI
BOOZIBooZI
BOOZIRI
BooZU
BooZU
BO　（O）ZU
－BooZU
BOOZUatama
BooZUBOKKII
BO（O）ZUBO（O）ZU
BooZUGUSA
BOOZUHASIRAKASI
BOOZUKKO
BO（O）ZUKO
BOOZUNNARU
BOOZUNOGOGE
BOOZU（T）
BORAKURU
27　一
大きい（1・17）
大きい〈オオキイ類の詳細翻〉
（　1　・18）
太い（卜20）
糊1い（｝・21）
粗い（i●21）
なめくじ（V。239）
隼の鳴き満（V・210）
かぼちゃ（N。180）
かぼちゃ（N・180）
〈幼児を〉負う（∬。64）
木綿糸御・156）
機糸伽・157）
木綿糸（N・156）
機糸（N・157）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
桑の鳴き跨その1（通・298＞
桑（V．212）
集iの鳴き声その1（M・298）
桑の鳴き声その1（耀。298）
かぼちゃ（揮・180）
かかし（N・190）
牡L：（V。207＞
つくし（V・244）
かまきり〈一口的な名称〉（V・
　229）
はげ頭（Hl・103）
男（還●136）
つくし（V。244）
はげ頭糠・103）
はげ頭磁・103）
つくし（V・244＞
つくし（V・244＞
どくだみ（V。242）
ゆうだち（W・255）
桑（V・212）
つくし（V・244）
はげる繊・104）
桑の嶋き湾その2（畷・299）
桑1の鳴き斎その2（通・299）
〈需が〉落ちる（H・95）
一BORASU
BORI
BORIGEEKO
BORIIDe
BORINEKKO
BORIONI
BORIONKO
BORIZYAI〈KO
BORO
BORO－
BOROGEEKO
BOROKICI
BOROKICI
BOROKICIGANAKU
BOROKiKOBOROKOI
BOROKITA
BOROK王TE
BOROKITEHOOKOO
BORONKO
BOROON王
一BOROSII
－BOROSIKYA
BOROSUKE
BOROSUKE
BOROSUZUME
－BORU
BOSA
BOSA
BOSEKI
BOSEKIITO
－BOSETTAI
－BOSII
－BOSIKYA
BOSU
BOSU
BOSU
BOSU
一BOSU
BOSUKASU
BOSURU
くすぐる後部分（ll・82）
とんぼ（V・231）
鬼ごっこ（阻・147）
井ヌ葺（N。197）
鬼ごっこ（頂。王47）
鬼こ“っこ（iH・147）
鬼こ甲っこ（IH。147）
鬼ごっこ（皿・147）
とげ〈指にささる木や物の細稗〉
　　（V・249）
きな臭い溺部分（1・34）
かくれんぼ（雛・148）
桑（V◎212）
纂1の曝｝き声その2（珂・299）
桑1の鳴き声その2（M　・299）
暴iの鳴き声その2（va　・299）
桑の鳴き声その2（M・299）
桑1の鳴き声その2（M・299）
樂（V・212）
鬼ごっこ（醗・147）
鬼ごっこ（則・147）
まぶしい後部分（｛◎31）
まぶしい後部分（1・31）
楽t（V。212）
桑の鳴き声その2（雁・299＞
後（V・214）
くすぐる後部分（fl・82）
もみがら（W・171）
ほこ　り（Vl●271）
機糸（酔157＞
機糸（N・157）
まぶしい後部分（1　・31）
まぶしい後・部分（1・31）
まぶしい後部分（1。31）
〈幼児を〉負う（ll・64）
〈包を〉背負う（1・65）
ほ：こり（贋・271）
ごみ〈目にはいるもの〉（W・
　272）
くすぐる後部分（ll・82）
桑（V・212）
〈幼児を〉負う（嚢・64）
BOT
BOTA
BOTA
BOTAGAERU
－BOTAI
BOTAKURIONKO
BOTASUZUME
BOTTO（GAERU）
BOTTOSUZUME
BOUMA
BOUSI
BOWARE
BOWAREBArslKO
BOWAREGOTO
BOYA
BOYA
BOYA
BOYA
BOYAKE
BOYARO
BOYODARE
－BOYOI
BU
BU一
一BUBAI
BUBI
BUBURA
BUBUTARO
BUCCAROWA
BUCCII
BUCCYAARU
BUCCYAROWA
BUCCYARU
BUCCYOBEEROWA
BUCI
－BUCI
BUCIAZA－DERU
BUC芝BUCI
BUC夏CL～
一28一
桑の鳴き欝その1（VI・298）
あぜ（rlr・187）
ごみ〈川のごみ〉（va　・274）
ひきがえるその2（V・220）
まぶしい後部分（1・31）
鬼ごっこ（無・147）
雀（V・214）
ひきがえるその2（V。220）
雀（V・214＞
生i：、麺騒（V。2G2）
牡牛（V。207）
鬼こ＋っこ（買i。147）
鬼ごっこ（順卿1壊7）
鬼こ“っこ（膿。147）
癒（Hl●132）
ほくろく小さいもの〉（皿・
　133）
ほくろく大きいもの〉（置・
　134）
松力》さ（V。247）
癒（匪1●132）
牡牛（V夢207＞
つらら（V卜262）
まぶしい一部分（1・31）
〈幼児を〉負う（獲・64）
大きい〈オオキイ類の詳細麟〉
　　（　1　・18）
くすぐったい後部公（1・33）
親鳥（頂。121）
かぼちゃ（N・180）
桑（V●212）
捨てるω・62＞
出帆（x　・141）
捨てる（皿・62）
捨てる（藝・62）
捨てる（誼。62）
驚く（甕。77）
癒（∬1・132）
お手玉遊び樋・146）
癒になる（嚢・80）
癒（癒・132）
癒になる（E。80）
BUCICI－DEKIRU
BUCICI－DERU
BUCICI　IRU
BUCICI・NI　NAR．　U
BUCICi－YORU
BUCIOEKIRU
BUCI－DERU
，BUCI王
BUCIKARU
－BUCIMAKERU
BUCIMI一　一一
BUCIMI－DEKIRU
BUCIMI・NI　NARU
BUCIMI－YORU
BUCI・NI　NARU
BUCIRU
BUCITORU
BUCIYARU
BUCI　YORU
－BUCU
BUCYAARU
BUCYAKERU
BUCYARU
BUDUDUI
BUDUDUINUYUU
BUDUDULI’
BUI）UZI（zi’）
BUENMANAITA
BU王
一BUI
BUIBUI
－BU王王
BUKATANERU
BUK正
BUKKACUG（o）U
BUKKAKE
BUKKOTEROWA
BUKKOTERU
癒になる（匪・80）
癒に：なる（＃・80）
癒に二なる（韮・80）
癒になる（藝・80）
癒に二なる（H・8G）
癒に二なる（ll・80）
癒に二なる（H・80＞
まぶしい後部分（1・31）
あぐらをかく（fl・52）
うそをつく後部分（　ll・92）
瘡1になる（遜。80＞
癒になる（li・80＞
癒に二なる（H・80）
癒になる（H・80）
癒になる（韮・80）
癒になる（嚢・80）
癒（恥●132）
捨てる（H・62）
癒になる（H・80）
うそをつく後部分（ll・92）
捨てる（嚢・62）
捨てる（嚢。62）
捨てる（謳・62）
～昨Eヨ（VI●276）
～掛F晩（VI。277＞
一時…日（V【。276）
一顧日（M。276＞
まないた（N・164）
すりこぎ（N・163）
まぶしい後部分（1・31）
蝿（V。232）
まぶしい後部分（1・31）
〈材木を〉かつぐ（嚢・66）
おしたまじゃくしくヒキ。ワクド
　などの類の詳細函〉（V・
　223）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（vr・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（vr・
　294）
〈雷が〉落ちる（H・95＞
〈雷が〉落ちる（ll　・95）
一BUKel
Br一｝KURECYANKO
BUKUREKKO
BULI’
BUN
BUNA
BUNBU
BUNBUIKA
BUNBUN
BUNBUNBAE
BUNBUNMUSI
B（一｝NBURAMUSI
BUNBUSURU
BUNGO
BUNGO王MO
BUNKO
BVNKO
BUNKOO
BUNNAGERU
BUPPAGEROWA
BUPPOOROWA
BURA
－BURASIKA
－BURASU
BURIKIKAN
BURIKU
－BUROSII
－BURU
BURUDA
－BURUI
－BURUSIKA
BURUSUKU
BURUSUKUBUUBoo
BUSAARU
BUSARU
BUSERU
－BUSII
一29一
まぶしい後部分（1・31）
鬼ごっこ（M・147）
鬼ごっこ（贋・147）
居｝る（薮・53）
居る（猛・53）
かぼちゃ（1》・180）
蝿（V．232）
面倒・143）
蝿（V。232）
藍羅（V・232）
蝿（V・232）
蜷（V．232）
〈幼児を〉負う（n・64）
里芋その2（N・178）
里芋その2（鐸・178）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　　166＞
捨てる劔・62）
はげる（IH・104）
捨てる（韮。62）
かぼちゃ（rv・180）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐる後部分（＃・82）
米びつ〈特殊な名称〉（】V・
　166）
林（N・199）
まぶしい後：部公（［・31）
くすぐる後部分（E・82）
ひきがえるその1（V。219＞
まぶしい後部分（1・31）
まぶしい後部分（i・31）
桑の向き黄その2（礪。299）
桑（V。212）
あぐらをかく（匪・52）
〈幼児を〉貨う（匪・64）
〈幼児を〉彙う（匪。64）
まぶしい後部分（1・31）
．BUS王KA
－BUSIKOI
．BミJS更NE
－BUSITAI
BUSITI
BUS工TUI
BUSUIRO－
BUSUIRO・NI　NARU
BUSUIRO　SURU
BUSUKINOGO
BUSUKUROKU　NARU
BUSURU
－BUTAI
－BUTAI
BUTOE
BUTOI
－BUTTAI
BUTTARiMUKAI
　SURV
BUTTARU
BUTTEE
BUTTEYARU
BUTTOI
BUTT｛JL至
BUTUCI（tsS］
BUTUCII（tsl’：］
BUTUCINUYUU
BUTUTI
BUTUTINUDURU
BUTUK’u王
BUTUTULI
BUU
BUU
－BUU
BUUBI
BUU　BUU
BUU（BUU）
BUUBUUDAKA
BUUBUUDAKU
BUUBUYAA
BUUNAANGWA
BUUNBUUN
まぶしい後部分（i・31＞
まぶしい後部分（1・31）
まぶしい後部分（1。31）
まぶしい後部分（1　・31）
一・Eド日（V【。276）
一昨臼（W・276）
癒に二なる（聾・80）
癒になる（il・80）
癒になる（E・80）
きのこ（V・245）
癒に二なる（雇。80）
〈幼児を〉負う（il　・64）
まぶしい後部分（レ31）
くすぐったい後舗分（1・33）
太い（レ20）
太い（i・20）
くすぐったい後三分（1・33）
あぐらをかく（藝・52）
〈幼児を〉負う（9・64）
太い（1。20）
捨てる（翼・62＞
太い（い20）
一一?J（VI●276）
一一?ｆ乍縫（VI●276）
一戸乍E1（Vl。276）
一昨晩（Vl・277）
一触乍日（VI●276）
一ifF　ltc　（　VI　・　277）
一昨Eヨ（Vl・276）
一一?ｉ乍Ｅヨ（VI・276）
〈幼児を〉負う（藍・64）
〈包を〉背負う（庭・65）
くすぐる後部分（掛82）
親指（贋・121）
牛の鳴き街（V。210）
桑の鳴き声その1（擁・298）
π夙（H童●143）
凧（獄●143）
瞥祖父磁・142）
おたまじゃくし（V。221）
桑の鳴き満その1（～恥298）
BUUTAROO
BUUTAROOTATEA
BUYA
BUYAA
－BUYUI
BUZIK正
BUZIKIMAI
BYAABYA
BYOBI
BYONKO
BYOOBU
BYOOBU
BYOOZ王
BYOT3YO
BYUN
BYUUZI
一30一
桑（V・212）
禦1の鳴き声その2（M。299）
祖父樋・141）
祖父（餌・141）
まぶしい後部分（1・31）
飯米（恥170）
飯米（N・170）
かたつむりその2（V・237）
虹（VI。259）
子牛（V。209）
襖1庫子（N●192）
虹（w。259）
虫工（Vl。259）
禦iの鳴き声その1（擁・298）
すわるGl・51）
虹（Vl．259）
CM
CANPO
CAPPUU
CATCYACATCYA
CAYKKEE一一）一
　CYAKKEE
－CCI
CCURA
CCYUULI
CENCEN
CI
CI
CI
CIAERASU
CIAYURU
CIAZA
CIBA
CIBA
CIBAA
CIBA工
CIBAKE
CIBAKI
CIBANARE
CIBICIBICIBICIBI
CIBIr
CIBII
CIB王I
CIBIMUKAMUKAA
CIBINCIBIN
C互BINI（A
CIB正NKA
CIBORIKAZE
CIBU
CIBUN
CIBUNCIBUN
CIBURA
CIBURIKAZE
CIBURU
cc）
顔（理・106）
氷（擁・261）
あご〈全体〉（盟・109）
雀の鳴き声（WO　・300）
小さいくチイサイ類の詳細麟〉
　　　（レ23）
片足跳びをする後部分（E・
　　55）
顔纈・106）
作る（嚢・56）
雀の鳴き声（W　・300）
　よだれ（瓢・119）
梅雨（M・254）
桑の鳴き声その1（樋・298）
　〈雷が〉落ちるω。95）
　〈雷が〉落ちる（ll・95）
癒（膿・132）
唾（照・118）
子牛（V。209）
唾（皿●118）
唾個・118）
唾面・118）
唾i（盤・118）
子牛（V●209）
雀の鳴き声（9　・300）
fgxさしへ（1。22）
細い（韮・24＞
細力、い（　1　。25）
せきれb（V・213）
雀の鳴き声（～脂300）
項、さい（1・22＞
細い（1・24）
つむじかぜ（Vl・264）
豆幹（聖。101）
頭（盟・101）
雀の鴨き声（WO　・300）
頭儒・101）
つむじカ、ぜ（Vl，264）
頭（阻・101）
一　31
C王BURU
CICCII
CIC（C）IN（DORI）
CICCU
CICCYAA
CICCYAI
CICCYAI
CICCYA正
CICCYA正
CICCYAKE
CICCYAKKEE
CICCYAKOI
CICCYE
CICCYEE
CICCYEEBEKO
CICCYU
CICCYUU
CICI
CICI
CICI
CICI＊
clcl　・一
CICIBANARE
CICIBEEKO
CIC王BEKO
CICIBUSA
CICICICYEA
CICIGO
CICIGONE
CICIGUSA
CICIGUSA
CICII
CICIIDO
かぼちゃ（5r・180）
小さい〈チイサイ類の詳細囲〉
　　（レ23）
せきれい（V・213）
月（VO●252）
小さい〈チイサイ類の詳細図〉
　　（　1　・23）
fJxさレ、（1・22）
小さい〈チイサイ類の詳細図＞
　　G　・23）
細い（1　・24）
怪力、い・（茎●25）
小さいくチイサイ類の詳細麟〉
　　（　1　・23）
小さい（チイサイ類の詳細図〉
　　（　1　・23）
4、さい（チィサイ類の詳細図〉
　　（　1　・23）
小さい〈チイサイ類の詳細國〉
　　（　1　・23）
小さい〈チイサイ類の詳細園〉
　　（1　・23）
子牛（V。209＞
月（Vi亀252）
月（V重●252）
唾（盤・118）
うるち（N・168）
月（Vl●252）
雀の鳴き声（畷・3GO）
片燈跳びをする前部分（ll・
　54）
子牛（V●209）
牡t卜（V。207）
牡牛（V。2G7＞
たんぽぽ（V。241）
釜の鳴き蒲（耀・300）
おたまじゃくし（V・221）
たてがみ（V・205）
たんぽぽ（V・241）
すぎな（V・243）
雀の鳴き声（SS　・3GO）
せきれい（V・213）
CICIIMO
CIC王KOBOS夏
CICIKUCICICIKUCI
CICIKUSA
CICIMAGURO－Nl
　NARU
C王αMUSYA
CICINCICIN
CI．CINKO
CICITCICIT
CICruMA
CICWSI
CICRヌS王
CICW
CICYA王
CICYA王
CICYal
CICYAKKOI
αCYAKO王
CICYAKOI
CICYAKOI
CICYAKOI
CICYASATE
CICYASATTE
CICYE
CICYEE
CICYEUSIKO
CICYOO
CICYぴ
C至CYUSAA
CICYUU
C至DA
CIDAMI
CIDI）ON
CIDOMEGUSA
CIDU
CIE
里芋その1（N。177）
つくし（V・244）
繊の鳴き声（va　・300＞
たんぽぽ（V・241）
癒になる（fl・80）
と）b・・ff（V●224＞
雀の鳴き欝（～恥300）
おたまじゃくし（V・221）
釜の鳴き声（～躯300）
牧馬（V・202）
牡まト（V。207）
牝牛（V・208）
月（VI●252）
ノ」、さいくチイサイ類の詳細魏〉
　　（　1　・23）
栄職い（1　一24〉
細1カtSい・（　1　・25）
小さいくチイサイ類の詳細図〉
　　（い23）
層、さい（玉。22＞
小さいくチイサイ類の詳細図〉
　　（レ23）
細い（1。24）
sube　ts　Lr＞　（　1　・25）
明明明後臓（wr　・286）
明明明後H（Vl．286）
小さい〈チィサイ類の詳細露〉
　　（レ23）
小さいくチィサイ類の詳細劉〉
　　（レ23）
子牛（V●209）
月（Vl・252）
月（Vl。252）
人差し指倒・122）
月（M◎252）
太陽価・251）
かたつむりその2（V・237）
月（V玉・252）
どくだみ（V・242）
唾（殿・118）
梅雨僅。254）
CIEAME
CIGA－
CIGERU
CIGGAN
CIGI
CIG｛（　一）
CIGIRU
CIGISAMA
CIGISAN
CIGOBUE
CIGOMORI．NI　NARU
CIGORUMAI
．C璽GU
CIGUSA
C掘U
CIHUU
α更｛WI王
CII
C登
C琵
C琵
CII
C慕
CII
磯
cl茎
CII－
CIIAME
C叢AYUT
CIIBI
α夏CCYAI
CIICCYAI
CIICCYAKKEE
C玉茎CCYEE
一32一
梅雨（Vl・254）
きな臭い前部分（1・34）
片足銚びをする後部分（ll・
　55）
たてがみ（V。205）
月（Vl．252）
片足跳びをする前部分（駈
　54）
片足跳びをする後部分（＃・
　55）
月（M・252）
月（Vl。252）
肩華：〈特殊な名称〉（澱・150）
癒になる（H・80＞
肩車く一般的な名称〉（｛il・
　149）
うそをつく後部分（ll・92）
たんぽぽ（V・241）
作る建・56）
ダ貼る（fi。56）
作る（嚢・56）
よだれ（斑。119＞
ほくろく小さいもの〉（1江・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（瓢・
　134）
おつり（W．152）
梅雨期・254）
ごみく掃除の対象〉（畷。273）
樂：の鳴き声その1（M・298）
おつり　（『V・152）
おつり（！〉O152）
灸をすえる荊部分（距83＞
梅雨（Vl●254＞
〈雷が〉落ちる（H・95）
項、叢雪（阻。125）
細い（1．24）
細かい（1・25）
小さい〈チィサイ類の詳細國〉
　　（　1　・23）
小さい〈チィサイ類の詳細翻〉
　　（1　・23）
CIICI＊
CIICII＊
CIICIIBA
CIICIIPATCYA
CIICIKOCIICIKO
CHCIKU寧
CIICIKUCYAA－
　CIICIKUCYAA
CIICIROCIICIRO
CIICYAI
CIICYAI
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CUKUINIWA
CUKUK｛JU
CUKUMAMU
CUKUMARU
CUKUME
CUKUME
CUKUNAMU
CUKUNASI
CUKU（N）BO（O）
CUKU（N）BO（O）SI
CUKUNCUKUN
CUKUNEIMO
CUKUNENBOO
CUKUNENSAMA
CUKUNONSAMA
CUKURABOSI
CUKURAME
CUKURIBUSI
CUKURNIWA
CUKUROWA
CUKURU
－CUKURU
つくし（〉・244）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
つくし（V。244）
すぎな（V・243）
つく　し（V・24嘆）
すぎな（V・243）
つく　し（V・244）
築（V・212）
作三る（翌・56）
ヂ湿る（慧・56＞
庭園（痒・193）
桑（V・212）
すわる（翌・51）
すわる（嚢。51）
桑（V●212）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
すわる（琵・5i）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
せきれい（V・213）
じゃカSt　V・もく特殊な名称〉（W。
　175）
つくし（V。244）
月（Vl・252）
月（Vl。252）
くるぶし（恥128）
かたつむりその2（V・237）
くるぶし（罰・128）
庭園（W・193）
作1る（H・56）
作る（ll・56）
うそをつく後部公（＃・92）
CUKURVN
CUKURYUM
CUKURYUN
CUKURYURI
CUKUSA
CUKUSI
CUKUS王
CUKUSIBOOSI
CUKUSIBOOZU
CUKUSIBOOZU
CUKUSIISIBO（O）
CUKUSI（N）BO（O）
CUKUSINOBeOYA
CUKUSINOHA
CUKUSI［NOHANA
CUKUSINOKI
CUKUSINOKO
CUKUSIISIOKO
CUKUSINOOBASAN
CUKUS（S）YO
CUKUT
CUKoo
CUKum
CUKUYUN
CUKUZAMU
CU照JZAU
CUKUZUKUBooSI
CUKUZUKUSI
CUKUZUKUSI
CUKUZUIく＝USINO・
　HUUKETAMON
CUKUZUKUSINOKI
CUMAGI
CUMAGUI
CUMAIRE
CUMASASIIBI
CUMAT
CUMIZU
CUMOCIKAZE
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f乍る（嚢。56）
作る（＃・56）
作る（嚢・56）
作る（嚢・56）
すぎな（V　・243）
すぎな（V・243）
つく　し（V●244）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
作る（巖・56）
｛乍る（li・56）
作る（H・56）
｛回る（H・56）
すわる（9・51）
すわる（＃・51＞
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈多旨にささる本や竺の細片〉
　　（　V　・249）
薬摘樋・124）
つむじかぜ（W・264）
つむじ（dl・102）
つむじかぜ（WO　・264）
CUMOGIKAZE
CUMORIKAZE
CUMOZI
CUMOZI
CUMOZIKAZE
CUMOZINOMAKI－
　MAK王
CUMUCIKAZE
CUMUDE
CUMUDEKAZE
CUnvGI
CUMUGIITO
CUMUGIITO
CUMUGIITO
CUMUGIKAZE
CUPvfUITO
CUMUKAZE
CUMURI
CUMURIKAZE
CUMURUKAZE
CUMUSIKAZE
CUMUZ三
CUMUZI
CUMUZI
CUMUZ三
CUMUZI］KAZE
CUMUZIMAKI
CUMUZIMAKIKAZE
CUMUZU
CUMUZUKAZE
CUN
CUN
CUNAGIGUSA
CUNAGINBOO
CUNAGINBOO
CUNAME
CUNANA
CUNARA
CUNBA
CU（N）BENOKO
CUNBO
つむじかぜ（W・264）
つむじth｝ぜ（VI・264＞
つむじ（皿。102）
つむじかぜ（WO・264）
つむじかぜ（wr　・264）
つむじ（賑・le2）
つむじかぜ（Vl・264）
つむじ（雌・102）
つむじかぜ（WO・264）
木綿糸（N・156＞
絹糸（配・155）
木綿糸（N。156）
機糸（N・157）
つむじかぜ（M・264）
機糸（N　・157）
つむじかぜ（埴・264）
頭御・IOI）
つむじかぜ（～撫264）
つむじかぜ備。264）
つむじかぜ（W・264＞
頭（涯・101）
つむじ（歴・102＞
かたつむりその2（V・237）
つむじD》ぜ（Vl・264）
つむじかぜ（擁・264）
つむじかぜ（V【・264＞
つむじかぜ（V1・264＞
つむじかぜ（～r　・264）
つむじかぜ（M・264）
唾（夏1。118）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
つくし（V・244＞
かたつむりその2（V・237）
つらら（機。262）
つらら（W。262）
唾（罰・118）
つくし（V・244）
庭園（即・193）
CUNBOR王
CUNBORO－
CU（N）BURI
CUNBURIMUSI
CUNBURImoSI
CUNCUKONORI
CUNCUN
CUNCUN宰
CUNCUNCUCU
CUNCUNKANAHEBI
CUNCURO
CUNDA磁
CUNEGUSA
CUNENDE（E）RO
CUNGANKO
CUNGocWGO．
　MAMEKUZ王
CUNGOCUNGO－
　MAMEKUZI
CUNGURAMAI
CUNGURAME
CUNGUR王
CU（N）GURI
CUNGURIM［A
CUNGURIMAKI
CUNGURIME
CUNGURIMEE
CUNKE
CUNKE（E）
CU卜羅く：E（£）MAGO－
　SIRO
CUNKEEMANKEE
CUNKEMAGOSO
CUNKIIZYOO
CUNMA玉DA
CUNMAME
CUNMeRI
CU（N）moRI
CUNMYAAYUU
CUNNAME
CUNNAMEZYOO
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かたつむりその2（V・237）
きな臭い前部分（1・34）
かたつむりその2（V。237）
カ》カ、と（撫・129）
かたつむりその2（V。237）
肩車〈一般的な名称〉（盟・
　149）
すぎな（V・243）
釜の鳴き声（班　・300）
釜の鳴き声（Vl。300）
とカ》げ（V●224）
つくし（V。244）
かたつむりその2（V・237）
すぎな（V・243）
かたつむりその3（V。238）
お手玉（1皿・145）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V・237）
松力》さ（V◎247）
かたつむりその2（V・237）
松かさ（V・247）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
とさカ》（V・215＞
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその3（V。238）
かたつむりその3（V。238）
かたつむりその3（V・238）
すぎな（V・243＞
肩車〈特殊な名称〉（皿。150）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（Vゆ237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
CUNNAMI
CUNNOKO
CUNNOKOIMO
CUNNUKU
CUNNYAAGUU
CUNO
CUNOBEKO
CUNOBOKKO
CUNOBOSI
CUNOBIJSI
CUNODANKO
CUNODASICUBU
CUNODASICUBUe
　CONODASICUBU
CUNODASIGAERO
CUNODASIKAI
CUNODASIKEE
CUNODASIMUSI
CUNODEERO
CUNODEESI
CUNODERE
CUNOGARADAISI
CUNOGARAME
CUNOGARAME
CUNOGO
CUNOKO
CUNOKOBOSI
CUNOKOBUSI
CUNO（KO）DASI
CUNOMEEMEE
CUNOMEEMEE
CUNOMUS王
CUNOMUSI
CUNONDAIRO
CUNONDE（E）RO
CUNONDE（E）SYO
CUNONGAERU
CUNONGEERO
CUNOZUKIRO
CUNPE
CUNPEE
かたつむりその2（V・237）
里芋その2（iv・178＞
里芋その2（IV・178）
里芋その2（罪・178）
かたつむりその2（V・237）
とげくいばら・さんしょうなどの
　と｝ず〉（V。250）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその3（V・238）
くるぶし（研。128）
くるぶし（恥・128）
かたつむりその3（V。238）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその3（V。238）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその3（V・238）
なめくじ（V・239）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその2（V◎237）
かたつむりその3（V。238）
きのこ（V・245）
かたつむりその3（V・238）
くるぶし（阻・128）
くるぶし（阻磯28）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその3（V。238）
なめくじ（V。239）
カ・たつむりその3（V・238＞
かた：つむりその3（V・238）
かたつむりその3（V・238）
かたつむり．その3（V・238）
かたつむりその3（V。238）
かたつむりその3（V・238）
唾（胆・118）
唾（賑・118）
CUNPO
CUNZIMAKI
CUPAKI
CUPPA
CUP正）EE
CUR
CUR
CURA
CURA
CURABE
CURACURACUU
CURANA
CURANTUSI
CURARA
CURARA
CURARAN
CURARANBoo
CURARE
CURAR王
CURARIN
CURASAN
CURE
CURE
CUREN
CURESEN
CURI
CURI
CURI
CURI
CUR璽
CURIBATA
CURIHEN
CURIHWEN
CURII
CURIIDO
CURIKAWA
CURIKAZE
CUR互KO
CURIKO
CURIKWA
CURIMAK］IKAZE
CURIMOCU
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つくし（V・244）
つむじ（無・102）
唾（瞑。118＞
唾（頂・ll8）
唾（m。ll8）
顔（頂。106）
おつり　（Iyf。152）
顔（獲。106）
頬（擁・107）
唾（擁・118）
まぶしい前部分（1・30）
つらら（雁・262）
頬（HI。王07）
氷（Vl●261）
つらら（Vl・262）
つらら（W。262）
つらら（Vl●262）
つらら（埴・262）
つらら（W・262）
つらら（擁・262）
つらら（Vl●262）
おつり（揮。152）
弁ア貿（N・197）
井戸（IV・197）
おつり（ps　．152）
つむじ（阻・102）
おつり（iV。152）
真綿（N・159）
井ヌ欝（N。197）
おつり（即・152）
真綿（『》・159）
おつり（配．152）
おつり（罪●152）
井類（W●197＞
井P葺（！V・197）
井揖（ILi。197）
つむじかぜ（wr　・264）
おつり　（iv・152）
おつり（W・152）
おつり（IN「・152）
つむじかぜ（～脳264）
〈二人で〉かつぐ（ll・68）
CURIN
CURilNICURIN
CURINCYO－
　CURINCYO
CURINKOCURIINKO
CURISEN
CURFISEN
CURISENE
CUR互SEN王
CURISYEN
CURISYENKO
CURIWATA
CURIZEN
CURIZENE
CURIZENI
CURIZYEN
CURKAWA
CURONBO
CURORO
CURORON
CURU
CURU
CURU
CURU
CURU
CURUBA
CURUBATA
CURUBE
CURUBEEDO
CURUBEGAWA
CURUBEIDO
CURUBEIGAWA
CURUCURUINIINARU
CURUE
CURUGAIMO
CURUGAMEZYO
CURUGAWA
CURUGO
CURUI
CURUIDO
CURUIKE
井戸（痒・197）
雀の鳴き声（Vレ300）
雀の鳴き声（W・3GO）
：雀の鴨き声（Vl・3GO）
おつり　（晒「・152）
おつり　（罪●152）
おっり　（！V●152）
おっり　（i）「。152）
おつり　（IV「●152）
おつり（即・152）
真綿（配・ヱ59）
おつり（fVi・152＞
おっり　（晒「。152）
おつり　（｝V「。152）
おつり　（pa　．152）
井ア……「（fV「●197）
つらら（W・262＞
つらら（M。262）
つらら（願。262）
〈二人で〉かつぐ（li。68）
つむ．ｶ（贋。102）
唾（瓢・118）
おっり（IV「。152）
水照〈集合〉（IV・186）
真系窪…（fV・159）
真綿（即・159）
井戸才（痒。197）
井ヌ蒋（即●197）
井戸葺（N●197）
井戸（W●197）
」＃：Jpt　（　N　・　197）
はげる倒・104）
井戸（IV「・197）
じゃカミい・も〈特殊な名称〉（EL「・
　175）
かたつむりその2（V・237）
井戸（！V・197）
里芋その2（麗・178）
井戸（fV「。197）
井戸（配。197）
井ヌ薫（W。197）
CURUIKI
CURUIMO
CURUIMO
CURUKAWA
CURUMAGO
CURUMAKI
CURU］vfAKKAZE
CURUeutAME
CURU］vfAMEZYOO
CURUME
CURUNOKO
CURUNOMAGO
CURURA
CURURIN
CURURO
CURURU
CURUSAGARIGOORI
CURUSEN
CURUSINBOO
CURUSYEN
CURUWATA
CURYU
CUSA
CUSAKA
CUssAA
CUSSAMA
CUSSEN
CUT
CUT
CUT
CUT
CUTARA
CUTARE
CUTAWARU
CUTCU零
CUTCUT窒
CUTMAKI
CUTMAT
CUTO
CUTOKIEBI
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芽事戸（！V・197）
じゃがいも〈特殊な名称〉（揮・
　175）
さつまいも（配。176）
井芦（N・197）
やしゃこ（置。140）
つむじかぜ（N・264）
つむじかぜ（W・264）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V・237）
ヵ、まきりく特殊な名称〉（V・
　230）
やしゃこ（碓。140）
やしゃこ（恥・140）
つらら（W・262）
つらら（耀・262）
つらら（Vl・262）
つらら（W・262）
つらら（級・262）
おっり　（痒。152）
つらら（M・262＞
おっり　（N　．152）
真綿（配。159）
梅雨（Vl●254）
彦頁（駈。106）
とさカ、（V・215）
月（Vl。252）
月（V【●252）
おつり　（iV●152）
唾（皿。118）
よだれ（M　・119）
おっり　（｝vr。152）
月（Vl・252）
つらら（樋。262）
よだれ（皿・119）
〈雷が〉落ちる（∬・95）
釜の鳴き声（～恥300）
釜の鳴き声（V［・300）
つむじかぜ（Y。264）
つむじ；う》ぜ（Vl●264）
カ》カ、と（無●129）
とうもろこし（iv・182）
CUTOMURU
CUTORO
CUTTeGE
CUTTOROKO
CIre
CUU
CW
CUU
CUU
－CUU
CUUBE
CUUCU
CUUCUNBO
cuu（cev）
CUUCUU
CUUCYUGUCUCUN－
　CYON
CUUKUIRORI
CUUNAG王
CUUNAGI
CUUNCUUN
CUURA
CUURI
CUURI
CUUR夏
CUURU
CUUSASIUBI
CUUSEN
CUJS脳BO
CUUZINBoo
CUWA
CUWA
CUVVAKE
CUWAKI
CUYO
CUYOBORI
CUYOSAME
CUYU
CUYU
CUYUAME
CUYUBURI
すわる（H・51）
つらら（W・262）
とげ〈指にささる本や竹の細片〉
　　（V　・249）
つらら（昭・262）
唾（nl◎1王8）
よだれ（1鼠・瓢9）
鱗（V●217）
梅雨（Vl●254）
今日（M・280）
うそをつく後部分（fi。92）
井ヌ響（！V。197）
雀の鳴き声（wr　・300＞
つく　し（V●244）
果1の鳴き声その1（ve　・298）
雀の如き声（M。300＞
釜の鳴き声（擁・300）
桑（V●212）
すぎな（V・243＞
つくし（V・244）
釜の鳴き声（Vl。300）
・つらら（M・262）
おつり　（『V辱152）
糞綿（rv・159）
梅雨（M・254）
作る（ll・56）
人差し指伽・122）
おつり（Iy「・152）
つくし（V・244）
つく　し（V・244）
顔（鐵。106）
唾（田。118）
唾（膿・118）
唾（澱・118）
梅雨（Vi・254）
梅雨（Vl●254）
梅雨（距254＞
おつり（rv「●152）
梅爾（W・254）
梅雨（Vl●254）
梅雨（V1●254）
CUYUDOKI
CUwnONAGAAME
CUYURE
CUYURI
CUYURIDOKI
CUYUSAME
C￥YUSITA
CUYUU
CUZARA
CUZI
CUZI
CUZIBON
CUZIKAZE
CUZIMA
CUZ三MA更
CUZIMAKI
CUZIMAKI
CUZ工MAKIKAZE
CUZ王MAT
CUZINBO
CUZINBOSI
CUZINDO
CUZINOMAI
CUZINOMAIMAI
CUZU
CUZU
CUZUBA
CUZUBE
CUZUKAZE
αJZUMAK夏
CUZUMAKI
CUZUMAKIKAZE
CUZUMAKKAZE
CUZUMAT
CUZUME
CUZURA
C｛JZURE
CUZURIMAKI
CUZURIZYOOKO
CUZURO
CUZURUMAKI
CUZYU
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梅雨（V【。254）
梅雨僅・254）
梅雨（V卜254）
梅雨（Vl●254）
梅爾（vr●254）
梅雨（Vl●254）
梅雨（擁・254）
梅雨（Vl・254）
つらら（V卜262）
つむじ（獄の王02）
つむじかぜ（Vl・264）
つむじ（膿。102）
つむじかぜ（壌　・264）
つむじ（猫・102）
つむじtiぜ（Wの264＞
つむじ（匪1●102）
つむじカェぜ（Vl●26荏）
つむじかぜ（W・264）
つむじかぜ（珂・264）
つむじ（膿・102＞
っむじ（1［1。102）
つむじ圃・102）
つむじ（圃磯02）
つむじ（1正・102）
唾（濫・ll8＞
よだれ纈・119）
唾（膿・118）
唾（1聾・118＞
つむじかぜ（擁。264）
つむじ（皿・102）
つむじかぜ（Vi　・264）
つむじかぜ（耀・264＞
つむじかぜ（～恥264）
つむじかぜ（M。264）
餐i（V．2三4）
つらら（Vl・262）
つらら（樋・262）
つむじ（阻磯02）
ひきがえるその2（V。220）
つらら（樋・262）
つむじ（隈・102）
唾（皿・118）
CUZYUMAKI
CUZYURAMAGO
CYAA
CYAA
CYAA
CYAA
CYAABAA
CYAABARU
CYAACYAACYAA
CYAACYAAPPe
CYAACYAPPO
CYAAKKEE
CYAANSARA
CYAARACINTA
CYAARAHU
CYAARU
CYABA
CYABA
CYABARI
CYABARU
CYABAT
CYABEN
CYABENatama
CYABIN
CYABIN一
”v　CYABIN
CYABINatarna
CYABINNINARU
CYABINSANNARU
CYACCYrmGU
CYACCYARAA
CYACYA
CYACYA
CYACYANPeKO
CYACYANPONPON
CYACYANPOPO
CYACYAPPO
つむじかぜ（磁・264）
やしゃこ（m。140）
舌（撫・i17）
水賑〈一区顧1＞　（N。183）
手甲〈集合〉（N・186）
桑の騰き璋その1（～恥298）
水臼ヨ〈集含〉　（iv●186）
水ff〈藥含〉（W・186）
雀の鳴き簿（va・3GO）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
小さい〈チィサイ類の詳細國〉
　　（レ23）
陶磁器（N・161＞
肩車〈一般的な名称〉（照・
　149）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　目当函〉　（V．222）
播てる（H。62）
唾（盤。l18）
水田く集合〉（rv．186）
水闘く藥合〉（W。186＞
水濁く簗含〉御・186）
水E日〈輿合〉（jv・186）
はげ頭（膿・103）
はげ頭（皿・103）
はげ頭傭・103）
はげ頭（M　・103）
はげ頭（蛆●103）
はげ豆頁（1［1。103）
はげる（研・104）
はげる（膿・104）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
雀（V・214）
たんぽぽ（V・241）
雀の鳴き声（M。3GO）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V。241）
CYACYAPPOKO
CYACYARAMAGO
CYAGIRU
CYAGO
CYAI
CYAI
cyal
CYAIGO
CYAIKURU
CYAKE
CYAKKE
CYAKKEEe
　CA￥KKEE
CYAKKEUMA
CYAKKI
CYAKKOI
CYAKKU
CYAKKURI
CYAKOI
CYAKOI
CYAKOI
CYAKOI
CYANBOKO
CYANCYAKOMAI
CYANCYAN（KO＞
CYANCYANPO
CYANCYANPOKO－
　POKO
CYANCYANPONPON
CYANCYrwOPPO
CYANDOROI
CYANGII
一49一
たんぽ籔（V。241）
やしゃこ（田・140）
片足跳びをする後部分（li・
　55）
お手玉（盟・145）
ノ1＼さい（1。22）
小さい〈チイサイ類の詳細函〉
　　〈1　・23）
細い（　1。24）
あごくとがった部分〉（瓢・
　108）
〈雷が〉落ちる（窪。95）
小さh〈チィサイ類の詳細図〉
　　（　1　・23）
小さい〈チイサイ類の詳細図〉
　　（　1　・23）
小さい〈チイサイ類の詳細図〉
　　（　1　・23）
子，穣葺（V◎204）
お手玉（皿・145）
小さい〈チィサイ類の詳細図〉
　　（卜23）
お手玉（租・145）
お手玉（皿韮●145）
／Jxさい（1。22）
小さb〈チイサイ類の詳細國〉
　　（　1　・23）
細い（1　。24＞
細雪、い（韮　。25）
たんぽぽ（V・241）
肩車〈一般的な名称〉（皿・
　　149）
肩車く一般的な名称〉（1正。
　149）
たんぽぽ（V　・241）
たんぽぽ（V・241）
たんぽ腰（V・241）
たんぽぽ（V・242）
肩車く一一般的な名称〉（姐・
　149）
あごくとがった部分〉（頂・
CYANGOI
CYANGURUMA
CYANGURUMAI
CYANKO
CYANKOI
CYANKOKU
CYANKOKUMAI
CYArwtOMA
CYANKONMA
CYANKONORI
CYANKOROBAN
CYANKOROmu
CYANOKIBI
CYANPO
CYANPOKO
CYANPONPON
CYANPOPO
CYANSARA
CYAPOPO
CYAPPI
CYAPPU
CYAPPUNOKO
CYARARA
CYATCYA
CYATCYAA
CYATCYAT
CYATCYATCYACYAT
　　108）
小さいくチKサイ類の詳細図〉
　　（い23）
肩華〈一一般的な名称〉（恥・
　　149）
肩車〈一般的な名称〉（無。
　　149）
肩車〈一般的な名称〉（贋。
　　149）
小さいくチKサイ類の詳細園〉
　　（い23）
肩璽葺〈一般的な名称〉（運。
　　149）
肩車〈一般的な名称〉（膿・
　　149）
肩車く一殻的な名称〉（Hi・
　　149）
肩車〈一殿的な名称〉（m・
　　149）
肩1車く一一般的な名称〉（霊。
　　149）
肩華1〈一一・一・般的な名称〉（胆・
　　149）
肩車〈一一一一般的な名称〉（財・
　　149）
とうもろこし（W・182）
たんぽぽ（V・241）
たんぼぽ（V　・241）
たんぽぽ（V。241）
たんぼぽ（V。241）
陶磁器（rv「・161）
たんぽぽ（V・241）
蛭（V・218）
蛙（V・218）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細園〉（V’
　223）
・やしゃこ（盈・140）
雀の鳴き声（M・300）
雀の鳴き声（WO　・300）
雀の鳴き声（M・30G）
雀の鳴き粛（VI・300）
CYAUBA
CYAUSUBAKUDO
CYAWAN
CYAWANDOOGU
CYAWANGIRE
CYAWANMON
CYAWANMONO
CYAWANRUI
CYAWANSARA
CYAWANSARAA
CYAWAN’YAKI
CYAYURU
CY起NCY｝ヨN
CYERENCYEREN
CY践TCYET
cyo
cyo－
cyoccye
CYOCCYOROO
cyocyo－
CYOCYOKO－
CYOGIRU
CYOGOMANKO
CYOICYOI
CYO王CYO更DORI
CYOICYOIMANGO
CYOITATA
CYOKAGEg）II
CYOKAG（g）IRI
－CYOKAG（g）IRI
CYOKAKII
CYOKAKIRI
CYOKANG（g）I
CYOKANG［g）II
CYOKANG（g）IRI
CYOKANG（g）IRI
CYOKANG（g）MO
一50一
ひきがえるその2（V。220）
ひきがえるその2（V・220）
陶磁器（N・161）
陶磁器（N・161）
陶磁器（揮・161）
陶磁器（IV・王61）
陶磁暑暑（1》・161）
陶磁器（痒。161）
陶磁暑欝（N・161）
陶磁器（W。161）
陶磁器（N・161）
〈震が〉落ちる（撫95＞
釜の嶋き声（vr　・3GO）
雀の鳴き声（VI・300）
雀の鳴き声醗。300）
今H（Vl・280＞
灸をすえる前部分（ll・83）
せきれい（V・213）
雀（V。214）
くすぐる蔚部分（ll・81）
くすぐる朗部分（H・81）
片燈跳びをする後部分（ll・
　55）
肩車：〈一般的な名称〉（賑。
　149）
片足跳びをする煎部分（皿・
　54）
せきれい（V．213）
肩車〈一般的な名称〉（脹・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（贋・
　149）
とカ〉げ（V夢224）
とカ、げ（V。224）
とかげ（V・224）
とカ、げ（V。224）
かなへび（V・225）
とかげ（V・224）
とカ、げ（V・224）
とかげ（V・224）
かなへび（V。225）
とかげ（V・224）
CYOKANKIRI
CYOKIBI
CYO－CYOruCYOKI－
　CYOK王
CYOKIMI
CYOKKAKI
CYOKKAN
CYOKKANG［g）II
CYOKKANMANDOO
CYOKKIBI
CYOKKIMI
CYOKKIRIKO
CYOKIくO
CYOKKOI
CYOKKOMAI
CYOKKOMAI
CYOKO－
CYOKO－
CYOKOCYOKO－
CYOKocYOKO
CYOMAIKAN
CYOMAKI
CYON－
CYONBENA
CYONBIKARAKARA
CYONBORI
CYONCYO（N）
CYONCYON（一）
CYONCYON
CYONCYONGUIMEE
CYONDARAA
CYONGAME
とカ》げ（V。224）
とうもろこし（N・182）
釜の鳴き声（M・300）
とうもろこし（配。182）
とカ》げ（V。224）
警語（V●218）
とカ》げ（V●224）
肩車〈一般的な名称〉（劃・
　　149）
とうもろこし（W・182）
とうもろこし（N・182）
とカ》げ（V・224）
蛙（V●218）
小さい〈チイサイ類の詳細図〉
　　（　1　・23）
fJ、さい（1・22）
細い（1。24）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる講部分（9・81）
くすぐる前部分（涯・81）
繊の鳴き声（M・300）
米びつ〈特殊な名称〉（lvr・
　　166）
米びつ〈特殊な名称〉（N・t
　　166）
片足跳びをする前部分（H・
　54）
肩車〈一般的な名称〉（盟。
　　149）
雇1牽：〈一般的な名称〉（皿。
　149）
薦1車：〈一般的な名称〉（組・
　149）
雀（V。214）
片足跳びをする前部分（＃・
　54）
雀の鵬き声（擁・300）
肩車く一般的な名称〉（臆・
　149）
かかし（痒・190）
せきれい（V・213）
一　51
CYONGIISU
CYONGIRU
CYONKOIBI
CYe（N）KOME
CYONKOROBA
CYONKOYASSA
CYONMN
CYONMAKA
CYONNOKUBI
CYONOBAN
CYONOZO
CYONOZYO
CYONUKA
cyeo
cyooCo：］
cyoo－
CYooCUZU
CYOOCYO
cyoocyoo
CYOOKAN
CYOOK王BI
CYOOMAK江
CYOOMAKU
CYOOMENKO
CYOOMIJNAI
CYOONADON
CYOONAGO
CYOONAGUSA
CYOONAKATAGI
CYOONAKIRI（Ge）
CYOONOBAN
かまきりく特殊な名称〉（V。
　230）
片足跳びをする後部分（R・
　55）
’」、季旨（至H●125）
子牛（VO209）
肩車〈一般的な名称〉幡・
　149）
罵舞至〈一般的な名称〉く盤・
　149）
fS、さい（1・22）
fJ、さい（1・22）
篇車〈一般的な名称〉（瓢・
　249）
今晩（Vi●281）
お手玉（猛・145）
お手玉（m・145）
ぬか（N。172）
今齪（Vl。280）
今日（W・280）
灸をすえる前部分（H・83）
つむじ（皿。102）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
雀の鳴き湾（M・3GO）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
とうもろこし（N・182）
つむじ（匪・！02）
つむじ（皿・102）
肩車〈一般的な名称〉（盤。
　149）
〈塩味が〉うすい（1・38）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
お手三E（i正・145）
すぎな（V・243＞
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
今晩僅・281）
CYOONOBANGE
CYOONUKA
CYOORAI
CYOORAblMAI
CYOORANMEE
CYOOREE
CYOOREN
CYeOROKIUSAN
CYOORO（ME）
CYOORON
CYOORONMAI　．
CYOORONMEE
CYOOSA
CYOOSAKAMANZYO
CYOOSEN
CYOOSEN’IMO
CYooSENMO
CYOOSENNANKIN
CYOOTAA
CYOOTE
CYOOTEE
CYOOUMA
CYOOZIGAMI
cyoozo
cyoozurNloKo
CYOOZUNUKA
CYOOZYA
CYOOZYABUKURI
今晩（VI・281）
ぬか（？1「・172）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一一般的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
お手玉（泓。145）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一睡的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一・一］殻的な名称〉（V・
　229）
肩車〈一般的な名称〉（珊・
　149）
肩牽：〈一般的な名称〉　（Hi・
　　149）
かぼちゃ（N。180）
じゃカζいも〈特殊な名称〉（fV「奪
　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（W。
　175）
かぼちゃ（ ・180）
すりこぎ（？i「・163）
すりこぎ（W　．163）
恐ろしい（董・42）
1胃箪〈一殿的な名称〉（1賑・
　　149）
たてがみ（V・205）
お手玉（膿・145）
ぬか（W・172）
ぬか（W・172）
松かさ（V・247）
松力』さ（V。247）
cyeozyAKKoRo
CYOOZYANMI
CYOOZYO
CYOPPOGASUKE
CYORACYORA－
　CYOTCYO
CYeRocIN
CYOROCYORO
CYOROGIZYO
CYeROIMO
CYOROKIN
CYOROKUZYO
CYORONCYOReN
CYORONKO
CYOROZO
CYOROZYO
CYOSENBOO
CYOT
CYOTCYO
CYOTCYOT＊
CYeTCYOTCYO
CYOTCYOTCYOO
CYOTCYUCYOTCYU
CYOZOOCI
CYOZOOKAN
CYOZOOK蓬
CYU－
CYUBA
CYUBA
CYUBURU
CYUCU
CYUCYU零
CYUCYURUCYU－
　CYURU
CYUCYUTCYUCYUT
CYUCYUU＊
CYUDE
CYUKNU
一52一
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
お手玉（膿●145）
桑（V・212）
釜の鳴き声（W　・300）
つらら（M・262）
お手玉（膿・145）
お手玉（膿●145）
じゃカ山いも〈特殊な名称〉　（N・
　175）
つらら（M・262）
治手ヨ三（膿●145）
雀の鳴き声（ve　・300）
子馬（V・204）
おミ臼玉（聡●145）
お手EE（M・145）
つらら（W・262）
桑の鳴き声その1（耀・298）
雀の鳴き声（壌。300）
雀の鳴き声（va　・300）
雀の鳴き声（耀・300）
釜の鳴き声（雁・3GO）
雀の鳴き直播・300）
米びつく特殊な名称〉（N’
　166）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
灸をすえる前部分（ll・83）
舌（膿　・117）
唾（膿・118）
頭（脹・101）
雀の鳴き声（雁。3GO）
釜の鳴き声（Vi　・300）
雀の鳴き声（M・300）
釜の鳴き声（va　・300）
釜の鳴き声（擁・3GO）
すりこぎ（rv・163）
｛乍る（H・56）
CYUwwlI
CYUI
CYUI
CYUIMAT
CYUKI
CYUKU－
CYUKUCYUKE
CYUKUCYUKU
CYUKUCYUKU－
CY”UKUIN
C（Y）UKUNAGI
CYUKURU
CYUKUYUM
CYUKUYUN
CYUMUZIKAZE
CYUNCUN
CYUNCYUICYUN－
　CYU正
CYUNCYUN＊
CYUNDARAA
CYUNGURI
CYUNHWEE
CYUNKocYUNKO
CYUNPEE
CYURA
CYURA－
CYURA－
CYURAA
CYUR王
CYURINCYURI］N
CYURUCYURU
CYURUNCYURUN
CYUSASAA
CYUSASAAIIBI
CYUSASI
CYUSASIBIIBI
CYUSASII
CYUSASIIBI
CYUSASI’IIBI
CYUSASIUBI
CYUSASIUUBI
CYUSIKI’IIBI
作る（嚢・56）
おつり　（！V・152）
梅雨（Vl。254＞
つむじかぜ（W・264）
月（VI・252）
くすぐったい前部分（1・32＞
釜の鳴き育（M・300）
釜の鳴き声（W　・300）
くすぐる前部分（H・81）
作る（耳・56＞
せきれい（V・213）
作る（H・56）
作る（＃・56）
作る（ll。56）
つむじかぜ（W・264）
竃の鳴き声（耀・3GO）
雀の鳴き声（M・300）
雀の鳴き声（顯・300）
肩車〈特殊な名称〉（璽・15◎）
松過、さ（V●247）
唾（鷺・118）
雀の鳴き声儲・300）
唾佃・l18＞
顔（題・106）
〈虹が〉きれいだ（1。47）
きれいに〈掃除する〉（い48）
顔（盟・106）
おつり　（N●152）
織の鳴き声（vr　・300）
雀の鳴き声（M・300）
雀の鳴き声（W　・300）
人差し指価・122）
人差し詣（膿・122）
人差し按（罵・122）
人差し指倒・122）
人差し措（鷹・122）
人差し指伽・122）
人差し指個・122）
人差し指（距122）
人差し詣（盤・122）
人差し指（阻・122＞
CYUT
CYUTCIT
CYUTCYU＊
CYUTCYUCYU
CYUTCYUCYUT－
　CYUU
CYUTCYUI
CYUTCYUKU
CYUTCYUT＊
CYUTCYUTCYU
CYUTCYUTCYU－
　CYUU
CYUTCYUU＊
CYUTIKI’UIBI
CYUTTUCYUTTU
CYUTWANCYUUCYU一
　園
CYUU
CYUU
CYUU
CYUU
CYW－
CYUUCYAN’AMIHUI
CYUUCW
CYUUCYUCW
CYUUCYUKU＊
CYUUCYUT
CYUUCYUU
CYUUCYUU＊
CYUUCYUUT
CYUUHIECIUUBI
CYUUKKUI
CYUUKO
CYUUNAGO
CYUUNUCI’UIBI
CYUUNUYURU
CYUUNUYUURU
CYUUNUYUURUU
CYUUO－
CYUURUCYUURU
CYUUSAKIEEBI
一53一
唾（膿・118）
雀の鳴き声い雇・300）
釜の鳴き声（擁。300）
釜の白き齊（va　・300）
雀の鳴き欝（～脂300）
釜の鳴き声（M・300）
雀の鳴き箪（VI・300）
釜の鳴き薄（雁・300）
雀の鳴き自盛・300）
釜の鷹き声（M。300）
釜の鳴き南（WO　・300＞
人差し指（猛・122）
釜の鳴き声（M・300）
釜の鳴き声（耀。300）
梅爾（Vl●254）
蒸気く湯の場合〉（M。266）
蒸気く飯の場合〉（M・267）
今日（～恥280）
灸をすえる前部分（E・83）
ゆうだち（M・255）
釜の鳴き声（雁・300＞
雀の鳴き声（VI・3GO＞
雀の鳴き齊（Vl・3GO）
雀の鳴き粛（Wt・300）
雀（V。214）
釜の鳴き声（WO　・300）
雀の鳴き声（畷・300）
人差し指佃・122）
小さいくチィサイ類の詳細麟〉
　　（　1　・23）
’鱗（V・217）
お手ヨ三（mO145）
人差し詣伽・122）
今晩（M・281）
今舞免（V董・281）
今晩（顯・281）
灸をすえる前部分（耳・83）
雀の鳴き爾（擁・300＞
人差し鮨個・122＞
CYUUSAKI’UIBI
CYUUSASI
CYUUSASIIBI
CYUUSASI’IIBE
CYUUSASI’IIBI
CYUUSASI’UIBI
CYUUSASIWIIBI
CYUUSASIYUBI
CmoSIKI’IIBI
CYUUTCUUTCUUT
CYUUTCYocYUUT－
　CYO
CYUUTCYUUT
CYUUYURU
CYUYU
CYUZUMAKI
CYUZYAMA
CYUZYUMAKI
CYUZYUMAKI
CYUZYUMAKIKAZE一
人差し指（照・122）
人差し指佃・122＞
人差し指（服・222）
人差し撫佃・122）
人差しt：（M　・122）
人差し指価・122）
人差し鮨（恥122）
人差し鮨㈲・122）
人差し捲倒’122＞
釜の鳴き声（～恥300）
織の鳴き声（擁・300）
釜の鳴き爾（ve　・300）
今晩（ve・281）
梅雨（Vl●254）
つむじかぜ（耀。264）
三園（！V。193）
つむじ（無・1G2＞
つむじかぜ（距264）
つむじかぜ（M。264）
DA
DA－A
DAA
DAA
DAABURI（KO）
DAADAA
DAARYA
DABA
DABA
DABUCU
DABURI
DABURI
E）ABURU
DADA
DAI）A
DADA
DADABAKO
DADA樋DAPANKO
DADAUMAKACIKACI
DAE
DAEKWAN
DAEZABOOZA
DAGA
DAGE
DAGO
三）AGO
DAGO
DAG（g）OIMO
DAGOUMA
．DAGUN
DAHI
DAI
DAI
DAI
董）A正
一54一
CD）
〈いい天気〉だ（1・46）
家集（N・191）
隼ヒ，羅｝（V。203）
桑の鳴き茜その2（Vi・299）
とんぼ（V。231）
，ee（V・201）
カェまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
牡馬（V●202）
牝馬（V・203）
米びつ〈特殊な名称〉（lyf・
　166）
とんぼ（V・231）
ゆうだち（W・255）
とんぼ（V・231）
馬（V・2G1）
牡，尊影（V●202）
牛ヒ，鵬（V●2G3）
ひきがえるその2（V・220）
躍如〈特殊な名称〉（盤。150）
子馬（V●20娃）
すみれ（V・240）
榮の鳴き声その2（協・299）
肩嫡葦鋒〈特殊な名称〉　（HI。150）
肩車〈特殊な名称〉（則磯50）
もぐら（V・211）
きのこ（V・245）
垢（且［●131）
牛ヒ馬（V・203）
子馬（V・204）
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（　ps　・174）
隼ヒ馬（V●203）
灸をすえる後部分（E・84）
竹（V。248）
おかね（N・151）
まないた（rv「・164）
竹（V・248）
雷（Vl●256）
DAIBA
DAIBAA
DAIBAASIRI
DAIBAG（g）II
DAIBANUBUTU
DAIBIKI
DAIBO
I）AIBORO
I）AIBUCU
DAIBUSI　KAKU
DAIDAIMAMUSI
DAIDAIMAMUSI
DAIDAIMOSI
DAIDOBAKKA
DAIDOBAK（K）O
DAIDOBIKI
DAIGO
DAIGUCI　KAKU
l）AIGURUMA
DAIGUSI　KAKU
DAIHANUBUTU
DAIKOKUBONBO
DAIKOKUMA
DAIKOZIRU
DAIKOZIRU
DAIMO
DAINMA
DAIPA
DAIPAA
DAIPAANUSIRU
DAIPAASIRI
DAIPAASURI
DAIPAG［g）II
DAIPANUBUTU
DAIRO
DAIROBOCCI
DAIRODAIRO
DAIRODAIROMEME－
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　などの類の詳細図〉（V・
　　223）
とんぼ（V・231）
うそをつく前部分（ll・91）
おたまじゃくし（V・22i）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細圏〉（V。
　　223）
瞬く卑称〉　（題．138＞
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクざ
　などの類の詳細閣〉（V。
　　223）
おたまじゃくし（V・221）
DC｝BO
DOBOO
DOBU
I）OBUTOI
DOCCYOIBANA
DODABEKI
DODARE
DODAREIMO
DODDANSU
DODEKAI
bODEKAI
DODEKEE
三）ODO
DODORO
ooooROGAMI
DC）DOROSAN
OODOUMAKAC登（AC王
DOERAI
DOERAI
I］＞OGASIKO
DOGASMO
DOGAS凪O
DOGEN
DOGU
DOEEU
DO珊RA
DOIKA更
DOIKAI
DOIKO
DOIKe
DelKO
DOIMO
DOISIKO
DOKI
DeKKA
DOKKAME
DOKKAMI
DOKKO
DOKKO
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ごみ〈加除の対象〉（W　・273）
きのこ（V・245＞
きのこ（V・245）
太い（1　。20）
すみれ（V・24G）
ひきがえるその1（V。219）
里芋その2（郵・178）
里芋その2（狸・178）
どくだみ（V・242）
大きい（1・17）
大きい〈デカイ。イカイ類の詳細
　鋼〉　（1　・19）
大きいくデカイ・6iv　K類の詳細
　涯擬〉　（　韮。19＞
，％（V・201）
雷（V【。256）
雷（Vl。256）
雷（V垂。256）
すみれ（V・240）
大・きい（夏・17）
太い（1・20）
いくつ〈回数〉　（茎。49）
いくらく鷺段〉（1・50）
いくつ〈｛ili歳〉’iW・293）
カ■カtSと（1韮曝129）
子乙1二（V。209）
かぼちゃ（N畷80）
かぼちゃ（W・180＞
大きい（｛・17）
大きいくデカd・イカイ類の詳細
　函〉（1・19）
いくつ〈個数〉　（1・49）
いく　らくf直段〉　（至働5G＞
いくつ〈侮歳〉（壌・293）
里芋その1（llf・177）
いくらく値段〉（レ50）
陶磁器（rゾ●161）
竹馬（猛1・144）
どくだみ（V。242）
どくだみ（V・242）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
DOKKOO
I）OKOCUGIME
DOKOCUIDANOKI
DOKO（DOKO）CUIDA
DOKODOKocUIDA
DOKODOKOSUGI
DOKeOBE
DOKOTTE
DOKUAME
DOKUAM正
DOKUBAME
DeKUBAMI
DOKUCUNKI
DOKUDA
DOKUDABE
DOKUDABI
DOKUDAI
DOKUDAKE
DOKUDAME（KUSA）
DOKUE）AMESI
DOKUDAMESOO
DOKUDAM王
DOKUDAMISOO
DOKUDAN
DOKUDANE
DOKUDANI［
DOKUDANISoo
DOKUDANSUU
DOKUDANS（Y）OO
I］＞OKUDASI
DOKUGUSA
DOKUEEAKE
DOKUHAME
DOKUKESI（GUSA）
DOKUKINOKO
DOKUMAKU
DOKUMAKURI
DOKUMAMI
DOKUMANGUSA
DOKUMATTAKE
DOKUMIGUSA
DOKUMUSI
どくだみ（V・242）
つくし（V。244）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
すぎな（V・243＞
頭（彊・1G1）
牡牛（V●2G7）
どくだみ（V・242＞
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
つくし（V・244）
どくだみ（V・242＞
どくだみ（V・242＞
どくだみ（V・242＞
どくだみ（V・242＞
きのこ（V・245）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242＞
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V　・242）
きのこ（V・245＞
どくだみ（V。242＞
どくだみ（V・242）
どくだみ（V。242）
どくだみ（V・242）
きのこ（V・245）
どくだみ（V・242）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
DOKUNA
DOKUNABA
DOKUNABE
DOKUNAGI
DOKIjNA（GUSA）
DOKUNAME
DOKUNAMI
DOKURO
DOKUSAME（GUSA）
DOKUSOO
DeKUSURA－
DOKUTABI
DOKUTAKE
DOKUTAME
DOKUTAMI
DOKUTANBE
DOKUTANBO
DOKUTTAKE
DOKUZYAMI
DOMAKIKAZE
DOMANCYOO
DOMENCYA
DOMO
DONBA
DONBEIくU
DONBEKUDA
DONBENGOORI
DONBIK王
DONBIKi
DONBIKIDA
DONBIKIGAERU
DONBIKIGAWAZU
DONBIKINOKO
DONBIKISYA
DONBO
DONBOO
DONBU
DONBUKI
DONBUKINOKO
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　230）
頭樋。1G1）
きのこ（V　・245）
どくだみ（V。242）
どくだみ（V・242）
どくだみ、（V。242）　’
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
頭織・101）
どくだみ（V・242）
きのこ（V・245）
うそをつく繭部分（9・9i）
どくだみ（V・242）
きのこ（V・245）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242＞
きのこ（V・245）
どくだみ（V・242）
つむじかぜ（　NT・264）
おたまじゃくし（V・221）
女く卑称〉　（猛【．138）
おた：まじゃくし（V・221）
とんぼ（V・231）
蛙（V・218）
ひきがえるその1（V・219）
つらら（Vi・262）
蛙（V。218＞
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V　・219）
お‘たまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
虫圭（V．218＞
とん醸（V。231＞
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
蛙（V。218）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
DONBURI
DONBURIGAERU
ooNBYAKU
DONBYA｝〈U
DONBYAKUGAERU
ooNDAKURE
ooNDARA
DONDARAGO
DONDARE
DONDARE
DONDEN
DONDO
DONDOKOBANA
DONDOKUMA
DONDOMUSI
DONDONDORORI
DONDONSAMA
DONDORA
DONDORA
DONDORAGO
DONDORASAN
DONPORO
DONDORO
DONDOROGAME
DONDOROGAMI
DONDOROHAN
DONDOROKE
DONDOROKESAN
DONDOROKI
DONDOROSAMA
DONDOROSAN
DONDOROSOBAE
DONGAME
DONGARAGACCIN
DONGARAI
DONGOOZYoo
DONGOROSAMA
DeNGUCU
　などの類の詳細図〉（V・
　　223）
陶磁器（N・161）
ひきがえるその2（V・220）
蛙（V。218）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
やしゃこ纈・14e）
やしゃこ（租・140）
やしゃこ（雛・14G）
ひまご（紐・139）
やしゃこ（劃・140）
肩輩巨〈讐殊な名称〉　（1正●150）
、購（V曝201）
つく　し（V麟244＞
〕蕎車く特殊な名称〉（1賎・150）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229＞
庸車〈特殊な名称〉　（膿・150）
難舞（Vl・256）
やしゃこゴ（撫◎14G）
筐薯（ve●256）
やしゃこ（飢・140）
冒雪（V［・256）
雷（ヤ宝●256）
稲妻（距258）
雷（Vl・256）
雷（確・256）
雷（y．［・256）
雷（Vi・256＞
雷（Vl●256）
”ee’（　W　・256）
露薯（V1。256）
雷（Vl●256）
ゆうだち（擁・255＞
カ》まきりく一・一一・一般的な名称〉（V奪
　229）
肩車く特殊な名称〉（胆・150）
辛い（1　・40）
蛭（V．218）
雷（Vl●256）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
DONGURI
DONGURIMAA
DONKAKU
DONKANCIN
DONKENASIDA
DONKO
DONKO
DONKOBIKI
DONKOGUSA
DONKONKO
DONKO（O）
DONKOOGEERA
DONKU
DONKU
DONKUBIKI
DONKUDON
DONKUDONNOKO
DONKUN（O）KO
DONKUNSAN
DONKUOYA
DONKU（U）
DONKU（U）GO
DONKUVVAKUDO
DONKUZYOO
DONMA
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　などの類の詳細図〉（V・
　223）
松かさ（V。247）
欝車く一般的な名称〉（無・
　149）
肇i套（V．218）
肩車く特殊な名称〉（凱・150）
〈塩味が〉うすい（レ38）
重盛…（V尋218）
桑の鳴き声その2（W・299）
ex（　V　・218）
どくだみ（V・242）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おたまじPtくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細閣〉（V・
　223）
ひきがえるその2（V・220）
おたまじゃくしくヒキ・ワク｝こ
　などの類の詳細図〉（V6
　223）
ひきがえるその1（V。219）・
ひきがえるその2（V・220）
おた：まじゃく　し〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細溺〉（V・
　223）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細翻〉（V書
　223）
膚車く特殊な名称〉（膿・150）
ひきがえるその2（V・220）
曳圭（V・218）
おた：まじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223＞
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
肩車：〈特殊な名称〉（凱・150）
DC｝NOKURAI
DONOKURAI
DONOKURAI｛
DONPO
DONPO
王）ONPU
DONTEN　SURU
DONTE　SURU
PONZAGE
DONZI
ooNZUKI
ooNZURA
DOO
DOO
DOOBIKU
DOocUKIAME
ooODEMOII
DOODO
DOODOO
DOO王）00
DOODOONMA
POODOOSAMA
DOOGU
DOOHAKU
DOOHO（DORI）
DOOKA
DOOKAE
DOOKAI
DOOKO
DOOKO（O）（DORI）
DOOKUU
DOOKWooDORI
DOOMAI
DOOMAI
DOOMAI
eeeMAIBICU
DOOMAIBIT
DOOMAIBUCU
いくつく｛瞬数〉　（菱。49）
いくら〈値段〉（1・50）
いくつ〈イ頁r歳〉　（V【．293）
おたまじゃくし（V・221）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
驚く（遜・77）
驚く　（烈。77）
せきれい（V・213）
とんぼ（V・231）
とりおどし（N・189）
顔（1旺・le6）
馬（V・20ユ）
桑の鳴き声その1（耀・298）
女〈卑称〉（賑・138）
ゆうだち（W・255）
桑の鳴き声その2（V径・299）
馬（V。201）
肩陣：〈特殊な名称〉（撫・150）
馬（V。201）
馬（V・201）
雷（V1・256）
陶磁器（iv・16め
牝馬（V・203）
桑（V・212）
おかね（N．151）
肩車〈特殊な名称〉（1H・150）
稟1の鵬き声その2（M・299＞
米びつ〈特殊な名称〉（w・
　166）
桑（V・212）
桑（V。212）
桑（Vや212）
米びつく一般的な名称＞GV・
　165）
飯米（iv・170）
つむじかぜ（W・264）
米びつく一一般的な名称〉（W・
　165）
米びつ〈搬的な名称〉（N・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（y・
DOOMAIKAZE
ooOMAN
DOORANBIKI
DOORANGO
DeOROKKYAA
DOOSA
DO（O）SEE
DOOSIKO
DOOSIKO
DOOSITA
DOOSUBETA
DOOSURU
DOOSUZUME
DOOSYOO
DOOTAKU
DOOTEN　SIRU
DOOTENSiTA
DeOTEN　SURU
DOOTE　SURU
ooOYAKU
DOOZEE
DOOZUDORI
DOOZYUGURO
DORAHIODO
DORAMUKWAN
DORANKAN
DOREBAA
DOREBA－A
DOREDAKE
I）OREDAKE
DORESIKO
ooRESIKO
DORESIKO
－DORI
－DORITTAI
DORO
DORO
DORO一
一DOROCCII
DOROCUKE
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　165）
つむじかぜ（Vl・264）
おたまじゃくし（V。221）
ひきがえるその1（V・219）
おたまじゃくし（V・221）
肩車〈特殊な名称〉（賑・150）
果1の鳴き声その2（W・299）
棄1の鳴き声その2（擁・299）
いくつくイ霞数〉　（1●49）
いくつく何歳〉　（Vl．293＞
桑の鳴き声その2（R・299）
女〈卑称〉　（瓢。138）
果の鳴き声その2（M・299）
雀（V。214）
桑の鳴き声その2（耀・299）
隼ヒ馬（V・203）
驚く　（∬●77）
恐ろしい（董・42）
驚く　（皿●77）
驚く　（嚢●77）
牛ヒ，職（V。203）
子馬（V・204＞
桑（V。212）
雀（V・214）
いくつ〈イ霞数〉　（1．49）
米びつ〈特殊な名称〉（IV・
　166）
とりおどし（N。189）
いくつく強聴〉　（1。49）
いくら〈磁段〉（1。50）
いくつ〈個数〉　（至・49）
いくらく値段〉（1・50）
いくつく｛固数〉　（茎●49）
いくら〈値段〉（1・50）
いくつく何歳〉　（Vl・293＞
お手玉遊び伽・146）
まぶしい後部分（1・31）
よだれ（懸．119）
雷（V【・256）
いびきをかく前部分（ll・89）
まぶしい後部分（1・31）
桑の鳴き声その2（M・299）
DOROCUKU
DORODOROSAN
DOROGAMI
DOROGAMISAN
－DOROI
DOROIMO
－DOROKKOI
DOROMEDDON
DOROMET
DORONOHUTAGAME
DORONSAMA
DOROO一
一DOROPPOI
－DOROPPOSII
DOROSAMA
DOReSAN
．DOROS王I
DOROSUKE
DOROSUKO
－DOROTTAI
DOROYAK正
DOROZU］KI
DOROZYOO
．DORUI
－DORUKKOI
DORYAA
DORYUU
DOS王KO
DOSIIKO
正）OSIKO
DOSIKeBAKKAI
I］｝OSIKOBAKKAI
DOSITA王
DOSUBIKI
DOSUGAERU
DOSVKURAO－
DOSUMEKKE
DOSUMERO
DOSUNKUSA
DOSewARU
DOT
桑の鳴き声その2（擁・299）
・ge一（　wo　・256）
雷（ヤ1・256）
’雷（Vl●256）
まぶしい後部分（1・31）
璽芋その1（痒・177）
まぶしい後部分（i・31）
雷（vτ●256）
雷（Vl●256）
米びつく特殊な名称〉（N・
　　166）
難雪（M。256）
いびきをかく前部分（皿・89＞
まぶしい後部欝（卜31）
まぶしい後編分（レ31）
雷（M。256＞
雷（壌。256）
まぶしい後部分（レ31）
襲の鳴き声その2（M。299）
桑の鳴き声その2（V彊・299）
まぶしい後部分（い3王）
陶磁器（N・161）
疑の濃き声その2（》レ299）
おたまじゃく　し（V・221＞
まぶしい後部分（1・31）
まぶしい後部分（1・31）
やしゃこ（礁・140）
もぐら（V・21工）
いくつくイ口数〉　（玉・49）
いくら〈値段〉（1・50）
いtくっくf司［歳〉　（M“293）
いくつ〈個数〉（1・49）
い・くらく値段〉（レ5G）
桑の鳴き満その2（Vi　・299）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V・220＞
うそをつく前部分（皿・91）
融く卑称〉（M　・138）
女〈卑称〉　（組・138）
どくだみ（V。242＞
あぐらをかく（H・52）
桑の鳴き声その1（樋。298）
DeTAMA
DOTAMA
DOTE
DOTEGURO
DO学EMICI
DOTENI　SURU
DOTEN　SU
I）OTEN　SURU
DOTEPPO
DOTERU
DOTE　SURU
DOTTEN　SIRU
DOTTEN　SU
DOTTEN　SURU
I）OUSO－
DOYAK至
DOZal
DO21王
DU
DU
1）UB王
DUDAI
DUGANATI
DUMAIBICU
王）UMUN
DUMUN
DUSAI
DZEN更
1）ZENKO
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頭（猫・101）
おたまじゃくし（V・221）
あぜ（配・187）
あぜ（N・187）
あぜ（N・187）
驚く　（巌・77）
驚く（li　・77）
驚く（謹・77）
桑（V。212）
驚く　（嚢●77）
驚く　（鉦・77）
驚く　（9・77）
驚く（E・77）
驚く　（H●77）
うそをつく前部公（皿・91）
陶磁器（iv・161）
子馬（V・204）
麗園（揮¢193）
助詞rを」〈「いびきをかく」に
　・おける〉　（韮1・99）
助詞薪を」〈「あぐらをかく」に
　おける〉（＃・1◎0）
昨晩（Vi●279）
よだれ（Hi。119）
一時韓…撮（wr・275）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
数える（ll・69）
くお金を〉数える（Vl・296）
今晩（Vl　・281）
おかね（N・150
おカ〉ね（N・151）
E
E
E
－E
－E
EA　EA　EA
EBA
EBA
EBA
－EBA
－EBA
EBARI
EBARI
EBARI
－EBARI
－EBARI
EBE
EBEKI－
EBEK誕0．
EB王．
EBIGI－
EBIGIO－
EBIIMO
EBIISU
EB王KI・
EBIKII－
EBIKIO－
EBIO－
EBIRIKUSAI
EBe
EBO
EBO
EBO
－EBO
EBOEBO
EBOKI－
EBO（0）S正
（E）
家屡（Iv。191）
蜘蛛の巣（V・234＞
蜘蛛の糸（V。235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V。235）
牛の鳴き声（V・210）
真綿（W。i59）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V。234＞
蜘蛛の糸（V。235）
よだれ（M・lig）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
家屡（W・191＞
いびきをかく前部分（旺・89）
いびきをかく前部分（＃・89）
いびきをかく前部分劔・89＞
いびきをかく前部分儒・89）
　　　　　　　　　　　　　しいびきをかく前部分（＃・89）
里芋その1（N・177＞
とさカ、（V・215）
いびきをかく前部分（ll・89）
いびきをかく前部分（＃・89）
いびきをかく前部分（ll・89）
いびきをかく前部分（皿・89）
焦げ臭い（1・36）
ほくろく小さいもの〉（題・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（猛・
　134）
子牛（V。209）
桑（V。212）
蜘蛛の巣（V・234）
とんぼ（V・231）
いびきをかく前部分（fi・89）
とさカ、（V・215＞
EBOZIRI
EBU
EBUGI－
EBUKI－
EBURI
EBUSI
ECCYO－
ECIGOIMO
ECIGUNE
EαKへSA
ECU．
EDAGURA　KAKU
EDAI
EDARE
EDAREKO
EDARI
EDARI
EDO
EDO
EDO
EDORO
EE［e；）
肥〔je：〕
肥〔jze：〕
EE（jge；）
EE（ge：｝
EE（rj’e：）
EE
EE
EE［e：）
EECe；］
EE　’一
一EE
－EE
EECUO－
EEDA
EEDO
EEGURO
EE　EEIZANIE　SUWARU
EEKO
一65一
おたまじゃくし（V・221）
ほくろ〈大きいもの〉（皿1・
　134）
いびきをかく醜部分（距89）
いびきをかく前部分（ll・89）
煙（Vl・265）
とさカ、（V・215）
くすぐったい繭部分（1・32）
じゃカ£いも〈特殊なX称〉（N◎
　175）
せきれい（V・213）
お手玉（瓢．145）
くすぐったい前部分（1・32）
あぐらをかく（il・52）
よだれ（贋。119）
よだれ（紐・119）
唾（瓢・118）
唾（彊・118）
よだ2Z（M・119）
よだれ（贋・119）
糸（聾●153）
井戸〒（麹「g197）
よだin．（M・1ig＞
いい〈天気だ〉　（至・45）
いい〈天気だ〉（1・45）
いい〈天気だ〉（1・45）
いいくヲξ隻てだ〉　（1　●45＞
いい〈天気だ〉（1。45）
いいく天気だ〉（1・45）
家屋（Wρ191＞
蜘蛛の巣（V・234）
灰（W。270）
灰（V・27Q）
癒に：なる（a・80＞
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
灸をすえる前99分（涯・83）
とんぼ（V・231）
よだれ（冠16119）
あぜ（N。187）
すわる（嚢・51）
お手玉（型。145＞
EEKO
EENOIMO
EENoo
EERUUGAATAA
EEWAA
EEYOO
EEYOU
EEZAA
家屋…（IV●191＞
里芋その1（N俸177）
つむじかぜ（擁・264）
かまきりく特殊な名称〉（V●
　230）
鬼ごっこ（憩・147）
今晩（va・281）
今晩（擁・281＞
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V。250）
とんぼ（V・231）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V。234＞
蜘蛛の糸（V・235）
盟芋その1（N　・177）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V。235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V。235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
かかし（麗・190）
蒸気〈湯の場合〉（Vi・266）
蒸気く湯の場合〉（W・266）
蒸気〈飯の場合〉（W・267）
蒸気〈飯の場合〉（VI・267）
里芋その1（N・177）
蒸気〈湯の場合〉（Vl・266）
蒸気く飯の場合〉（擁・267）
蒸気く飯の場合〉（M。267）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
雪（ヤ7●260）
EG（g）I
EG（e）I
EG［g）I
EG〔難〕1
－EGI
－EGI
EG〔9〕IR至
EG〔P〕夏R互
EGIWATA
EG（g）O
EGO
EGOIMO
EGOKU
EGOSO
EGUCI－
EGUCINAWA
EGUC王O－
EGUIMO
EGUKOMASU
EGUNE
EGURAMOCI
EGURI
EGURIIMO
EHEHEHE
E田一
EI
EIHI－
EIToo－
EKE
EKI
EKI
EKI
EKI－
EK王RI
EKIRI
EKKONAGE
EKKORO
一66一
蒸気く湯の場合〉（確・266）
蒸気暢の場合〉（Wl　・266）
蒸気く飯の場合〉（Vl・267）
蒸気く飯の場合〉（VI・267）
蜘蛛の巣（V。234＞
蜘蛛の糸（V・235）
蒸気く湯の場合〉（Nl。266）
蒸気く飯の場食〉（va・267）
真綿（N・159）
鱗（V。217＞
おたまじゃくし〈カエル類の群
　蒲II図〉　（V・222）
塁芋その1（N・177）
米びつ〈一般的な名称〉（W。
　165）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
いびきをかく繭部分（＃・89）
蛇（V．226）
いびきをかく繭部分（H・89）
里芋その1（1》・177）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
籍i（N●198）
もぐら（V・211）
あぜ（W・187）
三面その1（IV・177）
桑：の鳴き声その1（M。298）
灸をすえる前部分（H・83）
いいく天気だ〉（1・45）
灸をすえる荊部分（ll・83）
灸をすえる前部分（＃・83）
井戸（痒・197）
雪（Vi・260）
蒸気く陽の場合〉（M・266）
蒸気く飯の場合〉（男・267）
いびきをかく前部分（琵・89）
蒸気〈湯の場含〉（M・266）
蒸気く飯の場合〉（ve・267）
片足跳びをする前郵分（＃・
　54）
3ぎ手玉（亙｛・145）
EKO
EMADOYAKI
EMEKI－
EMO－
EN
ENA
ENAA
ENAA
ENAA
ENABEKARI
ENABIKARI
ENABIKARI＊
ENACUMA
ENACUMASAMA
ENAIMO
ENAPIKA
ENAPIKARI
ENAU
ENAU
ENAU
ENAU
ENAZUMA
ENAZUMA＊
ENAZUMABIKARI
ENAZUMABIKARI＊
ENAZUMASAMA
ENAZUMASAN
ENBA
ENBA
ENBA
－ENBA
－ENBA
ENBA］［
EM3AR王
ENBAR正
一ENBARI
ENBARINOITO
ENBO
ENBoo
ENBooZI
家屋…（N●191）
陶磁器（N・161）
いびきをかく前部分（耳・89）
きな奥い前部分（1・34）
蜘蛛の糸（V・235）
地震（VI。263）
〈材木を〉かつぐ（ll。66）
〈天秤棒を〉かつぐ（嚢・67）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W・
　294）
稲妻（畷。258）
稲妻（W・258）
稲妻（Vl．258）
稲妻（V【。258＞
稲妻（W・258）
里芋その1（IV「・177）
稲妻（M・258）
稲妻（VI。258）
〈材木を〉かつぐ（衰・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（獲・67）
〈工人で〉かつぐ（∬・68＞
〈片方の肩で包を〉かつぐ（礪・
　294）
稲妻（VI。258）
稲妻（VI●258）
穏妻（Vl●258）
稲妻ee　・258）
稲妻（M。258）
稲妻（Vi・258）
とんぼ（V・231）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V。235＞
蜘蛛の巣（V・234＞
蜘蛛の糸（V・235）
とんぼ（V。231）
蜘蘇の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V。234＞
蜘蛛の糸（V・235）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
ENBOOZIRI
ENBORO
ENBU
ENBUU
ENCI
ENCYA正
ENI）A
ENEIMO
E（N）GAMI
ENMA
ENMAWAKUDO
ENOIMO
ENOIMO
ENOO
ENOZOMA
ENSAKI
ENSU
ENUIMO
EOMANAITA
ERA
ERA
ERAGO
ERARE
ERIGAMI
ERIGE
ERIGe
ERIKAMI
ERIKE
ERIKI
ERIKO
ERI（NOKE）
ERO
EROGO
ERU
ERU
ESA
一67一
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
ものもらい億・難2）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
庭圏（TL「・193）
月、さ㌔（（1・22）
とんぼ（V　・231）
璽芋その1（N◎177）
たてがみ（V・205＞
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
ひきがえるその2（V。220）
さつまいも（W・176＞
里芋その1（揮・177）
つむじかぜ（W・264＞
どくだみ（V・242）
庭園（N・193）
蜘蛛の巣（V・234）
璽芋その1（N　・177）
まないた（汎1・164＞
鱗（V●217）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250＞
ふけ（盟．105）
よだれ（題・119）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　奉倒図〉　（V．222）
たてがみ（V。205）
たてがみ（V。205）
雷（V【。256）
おたまじゃくし〈カXル類の詳
　緬函〉　（V・222）
たてがみ（V・205）
井ヲ瓢（N・197＞
ふけ（盟。105）
湿る（獲・53）
貰う（獲・76）
家屋（陶「●王91）
ESI
ESIBACI
EssA一一
ESUBACU
ESUKA
ESUZUME
ETA
ETO
ETOSAKIYUBI
ETOSO
ETOSUE－
ETTAGAERU
ETTAI
ETTANOSIRI］WGUI
EZ更
EZ更
EZI
－EZI
EZII
－EZO
EZU
EZU
EZU
－EZU
－EZU
EZUI
EZUI
EZUI
EZUKA
彙の鳴き欝その2（W・299）
すり鉢（rl「。162）
片足跳びをする前部分頓・
　54）
すり鉢（N・162）
恐ろしい・（1・42）
雀（V・214＞
居る（翼・53）
糸（N　・153）
人差し旛佃畷22）
糸（N・153＞
灸をすえる蘭部分（9・83）
ひきがえるその2（V・220）
片足跳びをする煎部分（距
　54）
どくだみ（V・242）
ut（wo　・259）
蒸気〈湯の場合〉（M・266）
蒸気〈飯の場合〉（Vl・267）
蜘蛛の巣（V・234）
恐1うしい（1・42）
蜘蛛の巣（V・234）
つむじかぜ（膿。102）
蜘蜜朱の巣（V。234）
蜘蘇の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235＞
まぶしv・前部分（1・30）
まぶしい後部分（1。31）
恐ろしい（1・42＞
恐ろしい（1・42＞
FFADURYA
FFANUUMA
FFATURYA
FFAUMA
FFAUSI
．FFIL璽
一68一
（F）
雀（V●214）
子馬（V。204）
省窒（V・214）
子馬（V●2◎4）
子牛（V・209）
灸をすえる後部分（掛84）
GA
GA（A）KU
GAANASSA
GAANZYOO
GAANZYOUMAKKO
GA（A）PPAKUSA
GAARA（KUSA）
GAARATUINAA
GAAREE
GAARO
GAAROKUDAMA
GAARONOKO
GAARU
GAARU
GA（A）RUGO
GAARU（NO）KO
GAATA
GAATURINUKACI
GABA
GABAA
GABASYUU
GABU
GACCUKIKUSAI
GACIKUTA
GADOASI
GAECCYO
GAECI
GAECUGU
GAECUGU
（G）
助言苛「が」〈「雷が落ちる」におけ
　　る〉（耳。98）
塵圭…（V。218）
肩車〈特殊な名称〉（盟。150）
牲，馬（V●202）
牡，震｝（V●202）
どくだみ（V。242）
どくだみ（V・242）
雀（VG214）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　　細函〉　（V●222＞
蜜圭（V．218）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　　細i園〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　　細図〉　（V。222）
魅（V・218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　　細籔〉　（V。222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　　細図〉（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　　細雪〉　（V●222）
とんぼ（V・231）
かかし（N・190）
垢（臆・131）
垢（阻・131）
普褥父（罰・142）
くるぶし（M　・128＞
焦げ臭い（韮・36）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　　などの類の詳細図〉（V・
　　223）
竹，騙（1丑。144）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉　（V●222＞
蛆…（V・218）
蛙（V・218）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
GAEDOKUTO
GAEGO
GAEGONOKO
GAEGORO
GAEGOROTA
GAEKI
GAIIKURUDAMA
GAENAKO
GAERABUKURO
GAERAGO
GAERAGONOKO
GAERAGU
GAERAKUTA
GAERAKUTO
GAERIKO
GAERO
GAERO
GAEROBOBO
GAEROBOO
GAEROBO（O）ZU
GAEROGA
一69一
　などの類の詳細函〉（V・
　223）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　総1図〉　（V。222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細引〉（V・222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細函〉　（V・222＞
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉　（V。222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V。222）
お手玉（皿・145）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細i麟〉　（V●222）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細鋼〉（V。
　223）
お・たまじゃくし〈カエル類の詳
　細1函〉　（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細1図〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　魁…1図〉　（V◎222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　糸田図〉　（V．222）
おた：まじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V。222＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V●222＞
蛙（V・218）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉　（V●222＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　糸田図〉　（V●222＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　糸田図〉　（V●222）
お・たまじゃくし〈カエル類の詳
　gellpm＞　（V・222）
おしたまじゃくしくカエル類の詳
GAEROGO
GAEROKKO
GAEROKU
GAEROKU
GAEROKUCYOO
GAEROKUDAMA
GAEROKUTA
GAEROKUTO
GAERONGO
GAI£RO（N）KOTO
GAERO（NO）K（K）O
GAEROPPA
GAEROPPE
GAERU
GAERU
GAERUCCYOO
GAERUGO
GAERUGORO
GAERUKUDAMA
GAERUKUTA
GmaRUKUTe
GAERUMA
GAERUMACI
GAERUMA（N）CYO
GAERU（N）BO
　寒斑図〉　（V。222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　牽田図〉　（V・222）
虫圭（V●218）
蟻（V・218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V。222）
お‘たまじゃくし〈カエル類の詳
　寒田図〉　（V。222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　寒｛垂1図〉　（V。222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　孝倒隅〉　（V・222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　sslloo　（V・222）
tw（V　・218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　藩絹図〉　（V。222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉　（V●222＞
どくだみ（V・242）
虫圭（V。2王8）
虫圭（V●218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V・222）
蛙（V。218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　牽組図〉　（V●222＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V。222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　蔑H図〉（V．222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細園〉　（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細園〉（V・222）
蟻（V。218）
蛙（V。218）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉　（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V。222）
GAERU（NO）KO
GAERUTTAMA
GAEZU
GAGANBANA
GAG（g］ASI
GAGGANOKO
GAGGAZZYO
GAGI
GAGICCAI
GAGOZIRI
．GA王
GA王GA玉
GA王GA工SURU
．GA更1
－GAII
－GAIKA
．GA董KA
GAIK夏0・
GAIKUZIRI
GA正NA
GA更NA
GAIROPPA
GAISAN
－GAKASU
GAKE
GAKI
GAKI
GAKISITTO
GAKKI
GAKU
GAKU
－GAKU
GAKUBE
GAKUTOBIKI
GAKUZYO
－GAM
GAMA
一70一
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細函〉　（V・222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　爵II國〉　（V●222）
tw（V・218）
すみれ（V・240）
かかし（W・190）
おたまじゃくしくヒキ。ワクド
　などの類の詳細翻〉（V・
　223）
ひきがえるその2（V・220）
女く卑称〉（斑。138）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
なめくじ（V・239）
くすぐったい後部分（1・33）
蟻（V．2i8）
〈幼児を〉負う（∬。64）
まぶしい後1部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
まぶしい後部分（1。31）
くすぐったい後部分（1・33）
せきをする縮部分（H・87）
かたつむりその1（V・236）
大きい（1・17）
太い（レ20）
たんぽぽ（V。241）
蛙（V。218）
くすぐる後部分（羅・82）
お手玉（［［1・145）
男（田・136）
蛙（V●218）
男（翔・136）
お手玉（i皿・145）
凧（皿・143）
ひきがえるその2（V。220）
匂をかぐ後部分（肛・86）
すぎな（V・243）
ひきがえるその1（V。219）
良圭（V。218）
くすぐったい後部分（1・33）
ひきがえるその2（V・220）
GAMA
GAMABIKI
GAMADA
GAIvfADARE
GAMADARE
GAMADONKU
GAMAGAERU
GAMAGAWAZU
GAMAHAZIKI
GAMAMOKKE
GAMANDA
GAMAZYAKU
GAMINARISAMA
GAMOKU
GAN
GAN
GANBARI
GANBO
GANBOOZ正
GANBOOZI
G韻BOZ更
GANCU
GANDO
GANDOASI
GANEGORI
GANEGUSA
GANEKORI
GANGAAYOSSA
GANGAN
GANGAN
GANI
GAN正GORO
GANIGUSA
GAN玉KOR1
GANIKORO
かまきりく一般的な名称〉（V・
　　229）
ひきがえるその1（V・219）
かたつむりその1（V・236）
氷（Vl●261）
つらら（贋・262）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V。220）
カ、まきり〈一毅的な名称〉（V・
　229）
ひきがえるその2（V・220＞
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
おたまじゃくし（V・221＞
雷（W。256）
ごみ〈川のごみ〉（WO　・274）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
氷（Vl。261）
氷（Vi　・261）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
つくし（V・244）
たんぽぽ（V・241）
頭（皿・101）
カ、まきりく一般的な名称〉（V・
　229）
竹馬（膿●144）
つらら（耀・262＞
どくだみ（V・242）
氷（～穫・261）
肩耳巨〈特殊な名称〉　（HI。150）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
氷（Vi・261）
あご〈とがった部分〉（狽・
　108）
おたまじゃくし（V・221）
どくだみ（V。242）
氷（VI・261）
氷僅・261）
一　71
GANKARAYOISA
GANKO
GANKOI
GANMA
GANNAMI
GANNAMOZU
GANNAN
GANNARI
GANTA
GANTACI
GANTAKU
GANZARA
GANZI
GANZO
GANZOMA
GANZOO
GANZYO
GANZYO
GANZYOBEKO
GANZYOKO
GANZYOMAKKO
GANZYOO
GANZYOOUMA
GANZYOUMA
GAPPAAME
GAPPADON
GARA
GARA
GARAGARA
GARAGATAME
G［g）ARAG（e）ICCYOO
GARAKU
GARAN
GARANCYO
GARAPPAKUSA
GARAPPOKUSA
．GARAS丑くA
．GARAS丑くA
GARASINUSYIL｝U
GARASUNA
GARATTOO
肩車〈特殊な名称〉　（皿・150）
頭（1薩・101）
爾車く特殊な名称〉（田・150）
とんぼ（V・231）
雷（壌・256）
かたつむりその2（V。237）
雷（Vl。256）
雷（Vl●256）
頭（珊・101）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V．250）
ひきがえるその2（V・220＞
松かさ（V・247）
たんぼぽ（V・241）
牡、篤（V●202）
牡，震｝（V。202）
牡馬（V・202）
牡馬（V・202）
牡牛（V●207）
牡牛（V●207）
牡馬（V・202）
牡馬（V・202）
牡馬（V礁202）
牡，馬（V・202）
牡，馬（V．202）
ゆうだち（M・255）
ひきがえるその2（V・22G）
もみがら（W・171）
つらら（耀。262＞
とりおどし（痒・189）
肩箪〈特殊な名称〉　（m。150＞
とカ》げ（V●224＞
ごみ〈Ji［のごみ〉（～伽274）
とうがらし（N・183）
竹馬（m・144）
どくだみ（V。242）
どくだみ（V。242）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
せきれい（V・213）
だんぼぽ（V・241）
肩牽：〈特殊な名称〉（皿・150）
GAREGO
一GARI
GARIGO
GARIGOKURA
GARIGOTO
GARIKO
GARIPPAKUSA
GASA
GASADONKU
GASAOBA
－GASII
－GASIKA
（GASI）KATA
GASIRA
GASU
GASU
GASU
GASU
GASU
GASU
－GASU
－GASU
GASUGOMOKU
－GASUI
GASUI｛TO
GASUITO
GASUITO
GASU正TO
GASUMOKU
GASUMOKU
－GATAI
GATATAN
GATTENSAMA
GATTENSAN
GATTO
GATTONOKO
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　糸田図〉　（V・222）
くすぐったい後部分（1・33）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　sslimu　（V・222）
鬼ごっこ（恥・147）
鬼ごっこ（胆・147）
おた：まじゃくしくカXル類の詳
　糸田図〉　（V儘222）
どくだみ（V　・242）
氷（W・261）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V。220）
くすぐったい後部分（1。33）
くすぐったい後部分（1・33）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
鑛（翅・101）
機糸（N・157）
氷（Vl・261）
忌黛こ　り（Vl・271）
ごみく瀦にはいるもの〉僅・
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（腋・273）
ごみく川のごみ〉（礪・274）
くすぐる後部分（H・82）
匂をかぐ後部分（H・86）
ごみ〈掃除の対象〉（WO　・273）
くすぐったい後部5）（1・33）
糸（酔153＞
絹糸（恥155）
木綿糸（揮●王56）
機糸（　IV・157＞
ごみく掃除の対象〉（W・273＞
ごみく川のごみ〉（Vl。274）
くすぐったい後部分（1・33）
かたつむりその2（V・237）
月（VI．252）
月（Vl・252）
凝韮（V●218）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細霞〉（V・
GAWARooKUSA
GAWATAROGUSA
GAWAZi
GAWAZU
－GAYAI
GAYARIKO
GAYARU
GAYARUGO
GAYARUNOKO
一GAYUI
G（g］AZIRA
GAZYAME
GAZYANKWEE
G（E）AA（G（E）AA）
GEBECU
GEBICU
GABUCU
GEBUCUBICU
GEC（C）U
GECI
GEDO
GEE
GE（E）CI
GEECU
GEEGO
GEEKIN
GEEKOKUSA
GE（E）KURO
GEENGEN
GEENOKO
一72一
　223）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
蛙（V・218）
蛙（V◎218）
くすぐったい後部分（1・33）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　斑到麟〉　（V●222）
肇圭（V。218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　糸田図〉　（V●222）
おたまVしやくしくカエル類の詳
　細雪蟹〉　（V●222）
くすぐったい緩部分（1・33＞
とカ、げ（V。224）
お乎玉纈・145＞
漿（V・212）
桑の鳴き声その1（贋。298）
米びつ〈～般的な名称〉（N・
　165）
米びつく一殼的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（｝Vf・
　165）
米びつく一一毅的な名称〉俳・
　165＞
蛆…（V。218）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
蛇（V●226）
お・たまじゃくし〈カエル類の詳
　細函〉　（V・222）
蛙（V・218＞
ひきがえるその2（V・220）
蜜圭（V・218）
お手三猛（HI。145）
どくだみ（V・242）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V・222）
たんぽぽ（V・241）
おたまじゃくしくカエル頚の詳
GEERABUKURO
GE（E）RAGO
GEERAHUGU
GE（E）RAKO
GEERAMO
GEERA（N）
GEERI
GE（E）RI
GEERIGO
GE（E）RIKO
GEERIKUTO
GE（E）RO
GE（E）RO
GEEROGE
GE（E）ROGO
GE（E）RO則TO
GEEROKUDAMA
GE（E）ROKU’i’O
GE（E）ROMO
GEERONBABA
GEERONBO
　細図〉　（V．222）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細翻〉（V。
　223）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　瀦狂函〉　（V。222）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おたまじゃくし〈カXル類の詳
　翻1図〉　（V。222＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細國〉（V・222）
おた：まじゃくし〈カエル類の詳
　糸田屡ζ】〉　（V・222）
蛙（V●218＞
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉（V。222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V。222）
おたまじゃくしくカXル類の詳
　細図〉（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V．222）
蛙（V・218＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細繍〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V。222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　翻1鐵〉　（V。222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（VO222）
お・たまじゃくし〈カエル類の詳
　細籔〉　（V。222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　革田図〉　（V．222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細國〉　（V．222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　濁度図〉　（V●222）
蛙（V・218）
GE（E）RO（NO）K（K）O
GEEROTTAMA
GEEROTTAMA
GE（E）RU
GEERUGE
GEERUGO
GE（E）RUGO
GEERUGO
GE（E）RUKUDAMA
GEERUMA
GEERUMO（N）
GE（E）RU（NO）K（K）O
GEERUPPA
GEERUPPE
GEERUTTAMA
GEESYUN
GEESYUN
GEETA
GEETAKUTA
GEGEN｝vLA
GEGEPPO
GEG（G）O
GE｝｛三エ、IOKO
GEKERE
GEKKU
GEKOZYO
GENBEEME
一73一
おたまじゃくし〈カエル類の群
　細図〉（V・222）
蛙（V。218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V・222）
魅（V・218）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細磨〉　（V・222）
月旦（V・218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V。222）
かたつむりその3（V。238）
お・たまじゃくし〈カエル類の詳
　聖旨函〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の群
　藩田図〉　（V．222＞
おたまじゃくし〈カXル類の詳
　慕琵函〉　（V．222）
どくだみ（V・242）
すみれ（V・240）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V・222＞
やる（皿。73）
呉れる（ll。74）
蛙（V。218）
蟻（V．218＞
すみれ（V・240）
かたつむりその1（V・236）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V・222）
おたまじゃくしくヒキ。ワクド
　などの類の詳細園〉（V・
　223）
お・たまじゃくし〈カエル類の詳
　藩H図〉　（V●222）　’
娃（V。218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細§羅〉　（V。222）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
GENDA
GENDAIBO
GENDAIBO
GENDA　SURU
GENDO
GENGARI　SURU
GENGATA　SURU
GENGE
GENGE（　’一　）
GENGORO
GENGORODAMA
GENGURUKO
GENIKO
GENKEIDAI
GENMAINUKA
GENMEE
GENMUSI
GENNOO
GENNOSYOOKO
GENRYoolTO
GENSI
GENSI
GENTAROO（MUSI）
GEN’YA
GENZA
GENZAIBO
GENZANBOO
GENZAPPOO
GENZI
GENZIGENZI
GENZYO
GENZYOO
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
かたつむりその3（V。238）
あぐらをかく（ll・52）
カtsカhと（∬1．129＞
あぐらをかく（il・52）
あぐらをかく（9・52）
すみれ（V・240）
片足跳びをする前部分（且・
　54）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細蝕〉　（V。222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細麟〉　（V．222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　日車三婆〉　（V。222）
おたまじゃくしくカエル類の鮮
　細図〉　（V．222＞
pt（rv　・198）
ぬか（N・172）
うるち（1》・168）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
つらら（M・262）
どくだみ（V・242）
機糸（W・157）
糸（N・153）
機糸（pa・157）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
林（N・199）
とんぼ（V。231）
かまきり〈一毅的な名称〉（V・
　229）
とんぼ（V。231）
とんぼ（V。231）
桑（V。212）
桑1の鳴き声その2（VI・299）
牡馬（V。202）
カ、まきりく特殊な名称〉（V・
GEOBICU
GEOBUCU
GEPPUSI
GEPPUSI
GERAGONOKO
GERAKOTO
GERAKUTO
GERANBUKU
GERE
GEREKO
GEREKo’ro
GERIGESU
GERO
GEROBIKKI
GEROGERO
GEROGERO
GEROKOTO
GEROKUCYO
GERONOKOKKO
GEROPA
GEROPAKO
GERU
－GERU
GERUGU
一74一
　230）
米びつく一般的な名称〉（Ty「・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　糸IH図〉　（V●222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細國〉　（V・222）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細翻〉（V。
　223）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細麟〉　（V。222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉　（V。222）
おたまじゃくしくカエル類の群
　細図〉　（V．222＞
つむじ（賑・102）
よだれ価・119）
ec（V　・218）
ee（V　・218）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細園〉　（V。222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　糸田図〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V●222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　藩｛H國〉　（V。222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細｛図〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V。222）
おたまじゃくしくカXル類の詳
　細図〉　（V●222）
匂をかぐ後部分（藍・86）
蛭（V・218）
GERUEEUTO
GERUKOTO
GERIJKUTO
GERUMA（N）CYO
GERUMOKO
－G［g）ESEE
GESI
GESI－
GESINOKO
GESUHURI
GESUIMO
－GETAI
GETTAGO
－GETTAI
GETTOKU
GETTOO
GEYO
GEYOOBICU
GEZI
GEZI
GEZI
GEZIGEZI
GEZIGEZI
GEZINOKO
GEZU
GEZUNOKO
おたまじゃくしくカエル類の詳
　憲｛避図〉　（V．222）
おたま遣やくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V．222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V．222＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V・222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細函〉　（V．222）
きな臭い後部分（1・35＞
あぜ（rv「・187）
片足跳びをする前部分綴・
　54）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
せきれい（V。213）
里芋その2（痒・178＞
くすぐったい後部分（1・33）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V・222）
くすぐったい後部分（1・33）
蛙（V・218）
魅（V・218）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（fL「・
　165）
つむじ（皿・102＞
おた’まじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
なめくじ（V・239）
つむじ価・102）
なめくじ（V・239）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細國〉（V・
　223）
蛙（V●218）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
GEZYO－
GEZYO一
．GI
－GI
GIB三S王
GIBoo
GIBooSI
GIBUCU
GICCYA　t－
GICCYONCYON
GICIGICI
GIGGIS王
GIGI
－GIGI
GIGII
GIGIMAKI
GIGIMO
GIG王RI
GII
GI（1）
GIIGII
GIIGII
GIIGIIMO
GIIN
GIINA
GIIROGO
GIITAA　・一・
GIIZYAA
GIKKIRI
GIME
GIN
GIN王）ARE
GINGATA
一75一
　223）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（H・81）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V。235）
とさカ、（V・215）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
米びつ〈一般的な熱称〉（N・
　165）
片足跳びをする前部分儒・
　54）
隅車〈特殊な名称〉（皿・150）
雀の鳴き蓄（M。300）
つむじ（旬・102）
つむじ（珂・102）
蜘蛛の巣（V・234）
つむじ（盟・102）
つむじ（田・102）
つむじ（圃・102）
つむじ（題・102）
とげ〈鮨にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250＞
つむじ（聡・王02）
桑の鳴き欝その1（M・298＞
つむじ（皿・102）
貰う（皿●76）
片足跳びをする薗部分（ll・
　54）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V●222）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
もぐら（V・211）
つむじ（租・102）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　23e）
つむじ（膿・102）
つらら（V1・262）
片足跳びをする潮部分（皿・
GINGIN
GINGIRI
GING王Zi
G脳GORO
GINGURAMA
GINKA
GINKA
GCg］INYAG（g）INYA
GIPPOSI
GIRAA
GIRA（GI）RA
GIRI
GIR王
GIRIBOSI
GIR正GIRI
GIRIGIRIMAI
G正R互GIRIM［AIKO
GIRIGIRIMAKI
GIRIG正SI
GIR王GISU
GIRIGIT
GIRIMAKI
GIRINDO
GIRIRI
－GIRITTAI
GIRIZA
－GIROOSIKA
GISI
GISI　r一
GISIGAMA
GISIGISI
GISIGISINOHA
GIS￥
一GITAI
GITTO　KAKU
GITTO　KUMU
　54）
かまきりく特殊な名称〉（V。
　230）
つむじ（阻・102）
つむじ傭・102）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細1図〉　（V。222）
肩車〈特殊な名称〉（駈。150）
おかね（N　・151）
おかね（N・151）
とカ」げ（V。224）
つくし（V。244）
もぐら（V。211）
つらら（擁・262）
つむじ（題・102）
つむじかぜ（W　・264）
つむじ伽・102）
つむじ（雛・102）
つむじ（雛・王02）
つむじ（盤・102＞
つむじ（皿・102）
つむじ（皿・102）
つむじ（隈・102）
つむじ（唄・102）
つむじ（瞑・102）
つむじ（胆・102）
つむじ（盟・102）
まぶしい後部分（1・31）
つむじ（翔。102＞
まぶしい後部分（1・31）
あぜ（W。187）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
かまきり〈一一般的な名称〉（V・
　229）
つくし（V・244＞
すぎな（V・243）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
くすぐったい後部分（1・33）
あぐらをかく（距52＞
あぐらをかく儒・52＞
　　　　　　t
GITTOMARU
GITTON（一）
GITTO－SURU
，GIYU三
一GIYUN
GIZI
G三Z王αZI
GIZIMAKI
G正ZUGIZU
GO
GOASACCYE
GOASATE
GOASATTE
GOASATTE
GOASATTYE
GOASSATTE
GOASYATTE
GOBAROKKO
GOBEEC．一．be：）
GOBEE
GOBIT
GOBONI｛ZU
GOBOZU
GOBOZYA
GOBUTE
GOBUTEE
GocCI
GOCCUI
GOCCU夏
GOCCUI
GocCUI
－GOCCYAI
GocCYO
GocCYOUSI
GOCCYOUSIME
GOCINA一一一＞
　GUC茎NA
GOco．
GOCU
一76一
あぐらをかく（ll。52）
片星銚びをする前部分（皿・
　54）
あぐらをかく（H・52）
せきをする後部分（H・88）
せきをする後部分（＃・88＞
つむじ（聡・102）
つむじ（鵬。102＞
つむじ（膿嵯02）
つむじ（韻・102）
助詞ヂが」＜「雷が落ちる」にお
　ける〉（蕨。98）
明明明後fll（WO　・286）
明明開後日（壌　・286）
明日ヨ後Ei（Vl・285）
明明朋後日（va　・286）
明開明後闘（Vl・286）
明明明後日（Vl・286）
明明明後日（Vl・286）
おたまじゃくし（V。221）
灰（Vl。270）
盲窟こり　（ヤ歪。271）
米びつ〈一一的な名称〉（N・
　165）
虫工（Vl●259＞
よだれ（IH。119）
たんぽぽ（V。241）
太い（1・20）
太い（1・20）
牡牛（V●207）
大きい（i。17）
太い（　1　●20）
組い（玉●21）
お手玉価。145）
くすぐったい後部分（1・33）
牡牛（V・207）
牡牛（V・207）
牡牛（V・207）
蛇（V・226）
くすぐる前部分（＃・81）
牡牛（V・207）
GOCUGOCU
GOCYA－
GocYAGOCYA一
一GocYAI
GOCYO－
GocYO－
GOCYOGOCYO－
GOCYOGOCYO－
GODO
GODOGODe
GODOIMO
GOEMON（APPU）
GOGAASATTE
GOGACUDON
GOGACUIMO
GOGACUNAGASI
GOGACUSAME
GOGASATTE
GOGEE
GOGERIKO
GOGGERA
GOG正
GOGORO
GOGOROSAMA
GOGOSAMA
GOGOSAN
GOam
GOKANGOME
GOHEEZUKU
GOI
－GOI
GOIDO
GOIGOI
GOINKO
GOISIIMO
GOISUKE
果1の鳴き声その1（wr・298＞
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（庭・81）
くすぐったい後部分（1・33＞
くすぐった：い溺部分（1・32）
くすぐる前部分（9・81）
くすぐったい前部公（1・32）
くすぐる醜部分（庭・81）
憾ここ　り　（VI●271）
桑の鳴き声その1（擁・298）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　　175）
ひきがえるその2（V・220＞
明明明後臼（W・286＞
梅雨（Vl。254）
じゃがいも〈特殊な名称〉（罪・
　175）
－三口誓（Vl・254）
梅雨（擁・254）
明明明後日（Vl・286）
桑の鳴き湾その1（選・298）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細國〉　（V．222）
おたまじゃくし〈カXル類の詳
　細図〉　（V。222）
女〈卑称〉　（田・138）
おたまじゃくし（V・221）
一，rD一iva・256）
雷（Vl●256）
”vedE”堰iW・256）
うるち（W・168）
うるち（罪・168）
襲（V．212）
氷（V【●261）
くすぐったい後部分（1。33＞
ごみく川のごみ〉（WO・274）
桑：の鳴き欝その1（糎・298＞
おたまじゃくし〈カXル類の詳
　糸｛li潔】〉　（V・222）
じゃカミいもく特殊な名称〉（iv・
　175）
桑（V●212）
GOISUKE
GO王ZO
GOKINOZOKI
GeKKO
－GOKKO
GOKO
GOKUBUCU
GOKUMO
GOKUMO
GOKUMO
GOKURAKUBOSI
GOM
GOM
GOMAAZA
GOMAAZYA
GOMAKASU
GOMI
GOMI
－GOMI
－GOMI
一一fOMI
－GOMI
GOMIAKUTA
GOMIBeKOI
GOMIBOKeRI
GOMIKUTA
GOMIKUTA
GOMIKUZU
GOMIKUZU
GOMISUBO
GeMIYAMA
GOMO
GeMo
G（lj］OMO
一77一
桑の鵬き声その2（Vi・299）
ごみく川のごみ〉（～躯274）
ものもらい伽。112）
お手玉（盤0145）
お手玉遊iび催・146）
やしゃこ（皿。140）
米びつく一般的な名称〉（N・
　165）
ごみ〈羅にはいるもの〉（W・
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（W　・273）
ごみ〈川のごみ〉（K　・274）
ほくろく小さいもの〉（脹・
　133）
ごみ〈掃除の対象〉（M・273）
ごみくlllのごみ〉（W・274）
ほくろく小さいもの〉（紐。
　133）
曰くろく小さいもの〉（膿。
　133）
ほくろ〈小さいもの〉（斑。
　133）
ふけ（題・105＞
垢（獲・131＞
歴まこり（V1。271）
ごみ〈簸にはいるもの〉（顎・
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（顎・273＞
ごみく川のごみ〉（Vi　・274＞
ごみ〈J［1のごみ〉（M・274＞
ごみ〈翻（はいるもの〉（W。
　272）
ほこり（擁・271）
ごみ〈掃除の対象〉（　V［・273）
ごみ〈川のごみ〉（糠・274）
ごみ〈据除の対象〉（　VI・273）
ごみ〈絹のごみ〉（　Vl・274）
｝てまこ　り　（Vl・271）
林（配●199）
蜘蛛（V。233）
ごみ〈jllのごみ〉（Vl・274＞
蜘蛛（V・233）
GOMOHUTA
GOMOKI
GOMOKI
GOMOKI
GOMOKU
GOMOKU
GOMOKUSA
GOMOKUSO
GOMOKUTA
GOMOKUTA
GOMOKUZO（O）
GOMOKUZO（O）
GOMOKUZU
GOMO（O）KU
GOMOT
GOMOT
GOMOT
GOMOZO
GOMOZU
GOMUKI
GOMUKI
GOMUKU
GOMUT
GOMUZ（Z）O
GON
GON
GON
GON
GON
GONABEE（Nbe：）
GONBEE
GONBOMUSI
GO（N）DO
GO（N）PO
ごみ〈川のごみ〉（WO　・274）
ごみく縫にはいるもの〉備・
　272）
ごみく掃除の対象〉（壌・273）
ごみ〈J［1のごみ〉（　N4・274）
ごみく目にはいるもの〉（畷。
　272）
ごみ〈川のごみ〉（X　・274）
ごみ〈川のごみ〉（壌・274）
ごみ〈川のごみ〉僅。274）
ごみ〈掃除の対象〉（WO　・273）
ごみ〈川のごみ〉（W・274）
ごみく描除の対象〉（W・273）
ごみく川のごみ〉（擁・274）
ごみく川のごみ〉（va　・274）
ごみく掲除の対象〉僅・273）
ごみ〈自にはいるもの〉（W・
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（壌・273）
ごみ〈川のごみ〉僅・274）
ごみく1目のごみ〉（m・274）
ごみ〈1（iのごみ〉（曜・274）
ごみ〈饅｝ζはいるもの〉（W・
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（Vi　・273）
ごみ〈JIIのごみ〉（W・274）
ごみ〈JIIのごみ〉（W・274）
ごみ〈Jl［のごみ〉（W　・274）
蜘蛛（V。233）
｝まこ　り（Vl・271）
ごみく目にはいるもの〉（W・
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（M・273）
ごみ〈川のごみ〉（R・274）
灰（Vl●270）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
ごみ帽にはいるもの〉（W・
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（K・273）
GO（N）DO
GONGENSAMA
GONGORA
GONGOROSAN
GONGOSAN
GONMOKU
GONMOKUTA
GONSICI
GONSUKEIMO
GONTAKURE
GONZAIMO
GONZE（WAKUDO）
GONZURI
GONZYUU
GOOASATTE
GOOCIGOOCII－
GOOGOO
GOOGOOSAN
GO（O）HEE（DORI）
GO（O）HEEGO（O）HEE
GOOI－IU
GO（O）M
GO（O）M
GOOMARI
GO（O）MI
GO（O）MI
GO（O）MI
GO（O）MI
GOOMO
GOOMO
GOOMOKU
GOOMOKUSOOMOKU
GOOMUKU
GOONAZI
GOONUZ工
GOORA
GOORA
GOORI
一78一
ごみ〈川のごみ〉（耀。274）
肩車〈特殊な名称〉　（HI・150）
かたつむりその1（V。236）
as一（　ws　・256）
雷（Vl・256）
ごみ〈川のごみ〉（～駈274）
ごみ〈JIIのごみ〉（擁・274）
桑の細き舞その2（VI・299）
じゃがいも〈特殊な名称〉（配・
　175）
ごみ〈JIIのごみ〉（wr　・274）
じゃがいもく特殊な名称〉（Iv・
　175）
ひきがえるその2（V・220）
ごみ〈据除の対象〉（VI・273＞
かくれんぼ（照・148）
開明明後日（珂。286）
くすぐる前部分（＃・81）
暴1の鴨き声その1（擁。298）
hnpt（　wo　．256）
桑（V●212）
桑の嶋き声その1（W・298）
蜘蛛（V●233）
｝窪こ　り（Vl・271）
ごみ〈目にはいるもの〉（W・
　272）
蛇（V・226）
匿まこ　り（Vl●271）
ごみ〈器にはいるもの〉（M・
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（M・273＞
ごみ〈川のごみ〉（W・274）
ごみく掃除の対象〉（W・273）
ごみ〈川のごみ〉（壌・274）
ごみ〈川のごみ〉（W　・274）
ごみ〈JIIのごみ〉（M・274）
ごみく川のごみ〉（礪・274）
虹（Vi・259）
虹（Vl・259）
頭（盟・101）
垢（IH・131＞
お・たまじゃくしくカXル類の詳
GOORI
GOORO
GOOSI
GOOSIIMO
GOOSIMO
GOOSO
GOOSYUU
GOOSYUUIMO
GO（O）TA
GOOTEE
GOOTEEUSI
GO（O）T（T）O
GOPPEAME
GORA
GORAASATTE
GORASATTE
GORI
GORIGORI
GORINCYOO
GORO
GORO
GORO
GORO－
GORO－
GOROASATTE
GOROCCI
GOROCCI（1＞
GOROCCYO（O）
GOROC（C）YO（O）
GOROCUKI
GORODAO－
GOROGORO
GOROGORO
GOROGOROHAN
GOROGOROSAMA
GOROGOROSAMA
　細図〉　（V●222）　’
つらら（耀・262）
おたまじゃくし（V・221）
じゃがいもく特殊な名称〉（N・
　　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（鐸・
　　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（配・
　　175）
ごみ〈IKのごみ〉（W　・274）
桑の嶋き声その2（贋・299）
じゃがいも〈特殊な名称〉（1》・
　　175）
蛙（V・218）
牡牛（V・207）
牡牛（V●207＞
蟻（V・218）
唾（th・118）
頭価・101）
明明明後H（W・286）
明明関後日（Vl・286）
氷（W。261）
くるぶし（皿・128）
おたまじゃくし（V・221）
　　　　　　　　　　　　　　なじゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
牡牛（V・207）
雷（Vl・256）
くすぐったい前部分（1・32）
いびきをかく前部分（ll・89）
明明明後臓（Vl・286）
桑の如き簿その2（耀・299）
桑（V●212）
桑の戦き欝その2（M・299）
桑（V。212）
桑の鳴き窟その2（va・299）
いびきをかく齪部分（it・89）
雷（Vl．256）
桑の鳴き声その1（～ひ298）
雷（V1．256）
ゆうだち（W　・255）
雷（Vl。256）
GOROGOROSAN
GOROGOSAMA
GOROHUTO
GOROICI
GOROICI
GOROIIvfO
GOROKITAHOOKOO
GOROKITOHOOSoo
GeROK（K）O
GOROKUSOHOOZOO
GOROKUTO
GOROKUTO
GOROMEKISAMA
GORONBOO
GORONSAMA
GORONSUU－
GOROO－
GOROSAMA
GOROSATTE
GOROSICI
GOROSICI
GOROSUKE
GOROSUKE
GOROSUKESEEZEE
GOROSUKOTOOKOO
GOROSUTO
GOROTA
GOROTA
GOROTA－
GOROTAA－
GOROTAIMO
GOROTAO－
GOROTTO
GOROTTOHOOKO
GOROZAIMO
GOROZYA
－GORU
GORUTTO
GORYAASATTE
一79一
as（wu・256）
雷（Vl・256）
桑の鳴き声その2（WO・299）
桑（V。212）
雷（V蓋．256）
じゃカ£いもく特殊な名称〉（郵・
　175）
k（V・212）
桑（V。212）
おたまじゃくし（V・221）
桑（VO212）
桑（V●212）
集iの鳴き声その2（M・299）
ee（vr・256）
つらら（Vl・262）
雷（V夏書256）
いびきをかく前部分（皿・89）
いびきをかく前翻分（甕・89＞
雷（Vl・256）
明明明後日（Vl●286＞
桑（V。212）
桑の鳴き声その2（～伽299）
漿（V．212）
蘂1の鳴き声その2（M・299＞
桑（V。212）
桑（V・212）
桑1の鳴き簿その2（Vl・299）
ひきがえるその2（V・220）
おたまじゃくし（V・221）
いびきをかく前部分（ll。89）
いびきをかく前部分（il・89）
じゃがいもく特殊な名称〉（IV・
　175）
いびきをかく前部分（9・89）
桑1の鳴き声その2（M・299）
桑（V・212）
じゃがいも〈特殊な名称〉（W・
　　175）
蟻（V．218＞
くすぐる後部分（＃・82）
果：の嶋き声その2（耀・299）
明明明後£ヨ（Vl・286）
GOSASATTE
GOSATTE
GOSERU
GOSIASATTE
．GOSI王
GOSO
GOSO
GOSO－
GOSSA
GOSSA
GOSU
GOSU
GOSUN’YUBI
GOSYASYATTE
GOSYO
GOSYO王MO
GOSYOO
GOSYOOIMO
GOSwwMO
GOTA
GOTA
GOTA
GOTA一
．GOTA正
GOTAN
GOTAO－
GOTEUS至
GOTGOT
GOTO
GOTO－
GOTe．
一GOTO
GOTOBEE
GOTOBIKI
GOTODOO
GOTOGAERU
GOTOGAWAZU
GOTOGOTO
明明明ecH（X・286）
明明明後日（M。286）
呉れる（旦。74）
明二審1疹彗後1ヨ（Vi●286）
くすぐったい後部分（い33）
ごみく掃除の対象〉（Vl・2？3）
ごみくJIIのごみ〉（距274）
くすぐったい前部公（1・32）
ごみ〈掃除の対象〉（膨273）
ごみ〈jliのごみ〉（W・274）
やる（嚢・73＞
呉れる（H・74）
人差し指備・122）
明明明後欝（VI・286）
とうがらし（揮・183）
じゃカ9いもく特殊な名称〉（【》・
　175）
彙の鳴き声その2僅・299＞
じゃカ9いもく特殊な褒i称〉（N。
　175）
IJ）やがいもく特殊な名称〉（揮・
　175）
ごみ〈巨1にはいるもの〉（擁・、
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（K　・273）
ごみ〈JIIのごみ〉（Vi・274）
いびきをかく前部分（fl・89＞
くすぐったい後部分（1・33）
ごみく川のごみ〉備・274＞
いびきをかく前部分（ll・89）
牡ゐ1二（V．207）
築の鳩き声その1（～恥298＞
ひきがえるその2（V・220）
くすぐったい鋳部分（1・32）
いびきをかく前部分（9・89）
お手玉遊び（皿・146＞
ひきがえるその2（V。220）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220＞
曳韮（V・218）
GOTOGOTOT
GOTOGYAWAZI
GOTOIMO
GOTOMACU
GOTOME
GOTO（N）BIKI
GOTOOIMO
GOTOOIMO
GOTORA
GOTOUSI
GOTTA
一GOTTAI
GOTTAKU
GOT（T）AKU
GOTTE
GOTTEBO
GOTTEE
GOTTEEUSI
GOTTENBOOUSI
GOTTEUSI
GOTTO
GOTTOI
GOTTOIUSI
GOTTOMOKU
GOTTON
GOT（T）ONOKO
GOTTONOKOO
GOTTOO
GOTTOUSI
GOWASATTE
GOYA
GOYAHATTE
GOYAMA
GOYASATTE
GOYASA’1－ISE
GOYASATTYE
GeYOASATTE
一80一
くすぐる前部分（li・81）
蛙（V●218）
さつまい・も（ly「◎176）
ひきがえるその2（V。220）
ひきがえるその2（V・220＞
受圭（V・218）
じゃカくいもく特殊な名称〉（N・
　175）
さつまいも（W・176）
ひきがえるその2（V・220）
牡tド（V。207）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳継鋤〉（V・
　223）
くすぐったい後部芳（卜33）
ごみ〈掃除の対象〉（通・273）
ごみ〈川のごみ〉（M・274）
牧ゐ1二（V。207）
牡ゐ手二（V◎207）
生t牛（V●207）
牡と宇二（V。207＞
生tムト（V●207）
牡とit（V。207）
牡とト（V・207）
牡kド（V．207）
牡ゐト（V・207＞
ごみ〈川のごみ〉（M。274）
，i±　tg（v　・207＞
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V．
　223）
子孟←（V・209）
牡牛（V・207）
｛たと牛（V・207）
胆明明後日（擁。286）
ごみく川のごみ〉（耀・274＞
明明明後日（Vl。286）
林（N・199）
鯛明後短くve・285）
明開臼後H（W・286）
明明明後：田（M・286）
胆明開後N（W・286）
GOZA（BIKI）
GOZE－
GOZESoo
GOZI
GOZIIMO
GOZO
GOZU
GOZUKU
GOZYA
GOZYA－
GOZYADAKE
GOZYAGOZYA－
GOZYAGOZYAKO－
GOZYENOSIR狐鯉GUI
GOZYO一
一GU
GUBEEMAA
GUBO
GUBONDANI
GUCCIBE
GUCINAmulNA
GUCINAGO
GUCINANGO
GUC脳AO
GUCINAWA
GUCU
GUCU－
GUCUGUCU一
一GUCUI
－GUCYAI
GUCYU－
GUCYU－
GUCYUGUCYU
（GUCYU）RUN
GUGINKAZE
GUHU
GUHUGWAA
GU｝X｝SI
GUI
GUI
ひきがえるその1（V・219）
くすぐったい前部分（1・32）
どくだみ（V・242）
鱗（V・217）
じゃがいも〈特殊な名称〉（IV・
　175）
ごみく月1のごみ〉（W・274）
ごみ〈」［1のごみ〉（壌・274）
せきをする後部分（距88）
くすく“つた幽い鳶莚部分（1●32）
くすぐったい前部分（1・32）
きのこ（V・245）
くすぐったい葭部分（1・32）
くすぐる前部分（H・81）
どくだみ（V。242）
くすぐったい葭部分（1・32）
くすぐる後部分（ll・82）
iJ、｝鷺（猛●125）
蜘蛛（V。233＞
蜘蛛（V．233）
つくし（V・244）
蛇（V・226＞
蛇（V・226）
蛇（V・226）
蛇（V・226＞
蛇（V・226）
くすぐったい前部分（i・32＞
くすぐる前部分儲・81）
くすぐる前部分（ll・81）
くすぐったい後部分（1・33）
くすぐったい後部分（1。33）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（猛・81）
雀の鳴き声（vr　・3GO）
くすぐる後部分（ll・82）
つむじかぜ（雁・264）
ごみ〈jllのごみ〉（M・274＞
くるぶし（fl　・128）
くるぶし（盟・128＞
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげくいばら・さんしょうなどの
．GUI
GUIGWAA
－GUIKA
－GUIN
GUINOEIARI
GUMA－
GUMA．
GUMA－
GUMAUMAGWAA
GUMAUSI
GUMAUSIGWAA
GUMAYUBI
GUMI（1）
GUMI（1）
GUMI（1）
GUMI（1）
GUMO
G［p］UMO
GVMoo
GUMOSU
GUN
GUN
GUN
GUN
GUN
－GUN
GUNA－
GUNA－
GUNA－
GVNAIIBIGWA
GUNANGI
GUNAUSIGWAA
GUNGUNBATA
GUNICIMI
－GURASII
－GURASIKA
－GURATTAI
GURIBOSI
一81一
　とげ〉（V●250）
くすぐる後部分（ひ82＞
くるぶし（盟・128）
くすぐったい後部分（1・33）
くすぐる後部分（E・82）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V●250＞
fj、さい（1。22）
細い（　1。24）
meカtsい・（1　●25）
子馬（V・204）
子牛（V・209）
二子・牛（V。209）
／1、重簿（聖●125）
ほこり（W。271）
ごみ〈自にはいるもの〉（Vl　・
　272）
ごみ〈掃除の対象〉儲・273）
ごみ〈Ji［のごみ〉（va　・274）
蜘虫薬（V●233＞
蜘蛛（V・233）
蜘蛛（V●233）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛（V・233）
ぼこり（M。271）
ごみ〈自にはいるもの〉（W・
　272）
ごみく掃除の対象〉（Vl・273）
ごみ〈Jl［のごみ〉（　VI・274）
くすぐる後部分（∬・82）
iJ、さい（1・22＞
細い（　1σ24）
細力、い（董025）
／」、三差（HI。125）
肩車〈特殊な名称〉（皿・150）
子牛（V．209＞
凧（瓢●143＞
明明明後日（VI．286＞
まぶしい後部分（1・31）
まぶしい後部分（1・31）
まぶしい後部分（1・31）
くるぶし価・128）
GURIGUR王
GURIGURI
GURIN
GURO
GUROGURO
GUROO
GUROO一
一GUROSIKA
－GUROWA
GURU
－GURU
－GURU－
GURUBUSI
GURUGURU
GURUGURUMAKI
－GURUN
．GURUSII
－GURUS凪A
GURUTTO
GURUU（GURUU）
一GURYUM
－G（g）USAI
．G（Ng）U＄AI
－G（lj］USAI
－GCg｝USE
－G〔切USE
－G〔9〕しヌSEE
－G［lj）USEE
GUSINTOOZIN
GUSU－
GUSU一
一GUSU
GUSUNTOONCIN
G｛JSUNTOOZ工MI
GUSUNTooZllsl
GUSUU
－GUT
GUTA
GUTA
－GUTAI
・GUTTA王
GUTTII
つむじ（膿・102）
くるぶ：し（涯。128）
くるぶし価・128）
あぜ（N・187）
森（N．198）
桑の鳴き声その1（WO　・298）
いびきをかく前部分（甕。89）
まぶしい後部分（1。3め
くすぐる後部芳（ヨ・82）
あぜ（N・187）
くすぐる後部分（H・82＞
まぶしい後部分（1・31）
くるぶし㈲・128）
くる．ぶし（恥・128）
つむじ（置・102）
くすぐる後部分（n。82）
まぶしい後部分（1。31）
まぶしい後部分（1。31）
漿iの鳴き声その2（W贋・299）
藥：の鳴き声その1（M。298）
くすぐる後部公（9・82）
きな奨い後部分（1・35）
きな臭い後部分（1。35）
きな臭い後部分（1　●35）
きな奥い後部分（歪・35）
きな臭い後部分（1・35）
きな臭い後部釧い35）
きな臭い後部分（｛。35）
とうもろこし（N・182）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（9・81）
くすぐる後部分（fl・82）
とうもろこし（鐸・182）
とうもろこし（！V・182）
とうもろこし（N。182）
とうがらし（W。183）
くすぐる後部分（n・82）
ごみ〈掃除の対象〉（va　・273）
ごみ〈川のごみ〉（璃・274）
くすぐったい後部分（1・33）
くすぐったい後部分（1・33）
～昨日（VI・276）
GUTTIINUYURU
GUTTYOO
GUTTYUU
GU（U）（GUU）
GUUM
GUUM
GUUROCCYO
一G［n）UUSE
GUUSU
GewA
－GUYUN
GUZI
GUZI
GUZI－
GUZINA
GUZINAME
（GUZI）RUN
GUZU－
GUZU一
（GUZU）RUN
GUZYAGAU－
GUZYU－
GUZYU一
一GUZYUM
GWACI－
GWA］E｛AN
GWANGWAN
GWATA
GYAA
GYAA
GYAA（GYAA）
GYA（A）1
GYAAKO
GYAAME
GYAA（NO）KO
GYA（A）RENKO
一82一
一一栫c晩（Vl・277）
蛇（V●226）
蛇（V・226）
桑の鳴き爾その1（擁。298）
ごみ〈嗣にはいるもの〉（H。
　272）
ごみく掃除の対象〉（Vl・273）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細鼠〉　（V●222）
きな臭い後部ラナ（1・35）
とうがらし（W・183＞
とんぼ（V・231）
くすぐる後部分（距82）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
くすぐる箭部分（臣81）
たんぽぽ（V・241）
かたつむりその1（V曝236）
くすぐる後部分儒・82）
〈すぐつたい筋部分（1・32）
くすぐる前部分（ll・81）
くすぐる後部分（ll・82）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐったい荊部分（1・32）
くすぐる前部分ω・81＞
くすぐる後部分（皿・82）
くすぐる潮部分（9・81）
恐ろしい（レ42）
米びつ〈特殊な名称〉（TV・
　166）
綿（N　．158）
もぐら（V。211）
蛙（V．218）
桑の鳴き声その1（W・298）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V・222）
蛙（V・218）
蛙（V。218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V・222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　継級〉　（V●222）
GYA（A）RI
GYA（A）RI
GYA（A）RIKO
GYA（A）RO
GYA（A）RO
GYA（A）ROGO
GYA（A）RO（NO）KO
GYA（A）RU
GYA（A）RUGO
GYA（A）RUKO
GYA（A）RU（NO）KO
GYAAT
GYAERAKUTO
GYAERO
GYAERO
GYAERU
GYAERU
GYAERUGO
GYAERUNOKO
GYAGGYAT
GYAGYA
GYAKU
GYAKUNOKO
GYAKUTTAKA
GYAKUZYO
GYARAGO
GYARAGU
蛙（V・218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細函〉　（V・222＞
tw（V・218）
蛙（V．218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　糸田図〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カXル類の詳
　細匿ζ】〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細函〉　（V．222＞
蛙（V・218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V・222）
簸（V●218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V◎222）
桑1の鳴き声その1（Vl・298）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V●222＞
飼ま（V●218＞
おたまじゃくし〈カエル類の
　詳細麟〉　（V。222）
蛙（V。218）
おたまじゃくし〈カXル類の詳
　藩到図〉　（V◎222＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V・222）
蛙髭（V・218）
桑1の鳴き声その1（畷・298）
tw（V　・218）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細函〉（V・
　223）
魅（V・218＞
蛭（V。218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細圏〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細麟〉　（V曹222）
GYARA｝ftlTO
GYARAKKO
GYARAKOTO
GYARAKUTO
GYARE
GYARIGO
GYARIKO
GYAROKUTO
GYARONOKOKKO
GYARU
GYARUME
GYARUPPE
GYATTO
GYAWA
GYAWASSAN
GYAWAZI
GYAWAZU
GYAWAZU
GYAWAZUGUSA
GYAWAZUNOKO
GYooBICU
GYooRU
G（g］YOOTO（1）
GYooZYAIMO
GYOROKKAKU
GYUGYUMAKI
一83一
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V。222＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細國〉　（V●222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V●222＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V。222＞
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉　（V。222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細函〉（V。222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細函〉（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細節〉（V・222）
蛙（V●218＞
蛙（V●218）
虫圭（V●218）
曳圭（V。218）
蛙（V．218）
虫圭（V・218＞
蛙（V・218）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細翻〉（V・
　223）
どくだみ（V・242）
お‘たまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　　165）
蛙（V・218）
とかげ（V・224）
じゃがいも〈特殊な名称〉（IV・
　　175）
あぐらをかく（ll・52）
つむじ（皿・102＞
GYUUBE
GYUUCI
GYUUCI
GYUUSA
咋晩（V【・279）
いくつくξ闘数〉　（1・49）
いくつく飼∫歳〉　（Vi。293＞
いくら〈値段〉（1・5e） 一en
HAA
壬｛AA
HAA
臨HAん
壬｛AABU王
HAABUIGASI
HAABUYAA
HAACI
慕AAI）A
HAADA
HAADAUMA
HAAEEA
HAAI
flAAKURO
HAAKURO
HAAKW’NMEE
－HAAN
HAANANKII
NAASI
HAASYUNGWA
HAATABURO
HAAYOIPOPPOO
KABA
HABA
壬｛ABA
賊ABA．
一HABA
HABAA
HABAA－
HABE
HABI
－HABIN
HABIRO
貼BIROIMO
HABU
一84一
（H）
くすぐったい後部分（1・33）
おつり（N・152）
割干（iv●王97）
蝿（V。232）
灰（Vl．270）
赤レ）（1●28）
蜘蛛（V●233）
蜘蛛の巣（V・234）
承（歴。143）
頭伽・101＞
牝馬（V。203）
牛ヒ乙卜（V．208）
隼ヒ馬（V●203）
赤い（卜28）
灰儲・270）
ほくろ〈小さいもの〉（膿。
　　133）
ほくろく大きいもの〉個・
　　134）
碧祖父伽・142）
　くすぐったい後翻分（1・33）
綿（N・158＞
林（EVt・199）
肩車〈特殊な名称〉（ur　・150）
頬倒・107）
肩車く特殊な名称〉（膿・150）
おつり　（『yf・152）
芳香（Vl・268）
悪臭（Vl●269）
匂をかぐ簡部分儲・85）
蜘蛛の糸（V・235＞
芳香（Vl・268）
匂をかぐ前部分（H・85）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
匂をかぐ後部分（il・86）
里芋その2（W・178）
墾芋その2（配・178）
蛇（V・226）
1”｛ABU
HABU
－HABU
HABUCCA
E［ABUGASII
HABURAIMO
HABURIIMO
HABUSOO
・｝玉ABYUI
．｝｛AB照
頁ACCA
HACCAAYUU
HACCYAN
HACCYO（O）GUSA
HACI
HACI
｝｛AC量
HACIBOKU
HACIHEKUBO
HACIKEE
HACIKEE
HACIKENTOBI
HACIN
E［ACI（NO）IMO
HACINOZ琵
HACIRI
HACIRIIMO
HACUDAKE
HACUGO
HACUKE
HACUTAKE
HACUUMA
HACYAA
HACYAANUYURUU
HACYUN
HACYUN
HADA
HADA
HADA
HADA
まむし（V・228＞
蜘蛛（V．233）
匂をかく後部分（皿・86）
かぼちゃ（IV・180）
蜘蛛の巣（V。234）
里芋その2（N。178）
里芋その2（N礒78）
まむし（V・228＞
匂をかく後部分（＃・86）
匂をかく後部分（li　・86）
明日（V【●282＞
明晩（Vl書283）
さつまいも（配・176）
どくだみ（V　・242＞
すり鉢（N・162＞
米びつく特殊な名称〉（IV・
　166）
すり鉢（V「・162）
とうもろこし（V「・182＞
みずおち（懇・130）
蒸気〈湯の場合〉（耀・266）
蒸気〈飯の場合〉（W。267）
鮭（V・218）
さつまいも（N・176）
さつまいも（IV。176＞
曽裾父億・142＞
さつまいも（N。176）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N。
　175）
きのこ（V。245）
子馬（V●204）
畑（卑・188）
きのこ（V・245＞
肩車〈特殊な名称〉（沼・150）
明日（va　・282）
明晩（Vl・283＞
〈嵐を〉背負う（姦・65）
くすぐる後部分（ll・82＞
畑（揮・188）
牛ヒ，馬（V．203）
鱗（V・217）
芳香（Vl・268）
HADA
｝E［ADA－
HADABEKO
HADACI
E［ADAG（g）E
E［ADAG（”g）E
HADAG（p）E
HAD｛一d）AG（g）E
HADAGCg）EE
KADAGEIMO
HADAG［g）i
｝｛ADA三MO
I－IADAITO
HADAKADAIRO
HADAKADEEBORO
KAPAKADEERO
HADAKAMAMEKUZI
HADAKA－
　MAMENZYURU
HADAKAMEEBORO
HADAKAMEEME（E）
HADAKA－
　MEEMENKANKA
EEADAKA－
　MEEMENZYO
HADAKANAMEKUZI
KADAKA－
　NAMEKUZIRA
HADAKA－
　NAMEKUZIRI
HADAKANAMETO
HADAKA－
　NAMEZUKURI・
HADAIKASINNAN
HADAKE
HAD（’”d）AK（’“k）E
HADAKO
HADAKUSA
HADARENBOO
HADAUMA
HADDA
HADUYA
一85一
悪Pt（W・269）
匂をかぐ前部分（li・85）
隼ヒ牛（V●208）
ゆうだち（M・255＞
畑（揮・188）
畑（即　・188＞
畑（N・188）
畑（・N。188）
ma（rv・188）
璽芋その1（IV・177）
畑（配・188）
里芋その1（痒・177）
機糸（iv「・157）
なめくじ（V。239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239＞
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239＞
なめくじ（V・239＞
なめくじ〈V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239＞
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
燭（揮・188）
畑（痒。188）
雫ヒ馬（V・203）
機糸（N・157）
つらら（樋・262）
牛ヒ、罵（V●203）
うそをつく前部分（ll・91）・
雀（V。214）
ELAE
HAE
HAE
HAE
－HAE
HAEBO
HAEBO
HAIIBOBO
EIAEBONBO
HAEBOO
HAEBUNBU
HAEKKO
E【A鷺ME
｝｛［AENOKO
HAE（NO）KUSO
HAETORI
maTORIBABAA
HAIE］TORIGENBEE
HAIITORIGENZAIEBO
HAETORIGENZI
EEAETORIGooZI
HAETORIMUSI
HAGAatama
HAGAMI
E［AGAMII
HAGANI
HAGAYUI
HAGAYUI
HAGE
HAGE　一一
～壬｛AGE
HAGEAGAA
HAGEAGAR
HAGEAGARU
林（N。199）
蝿（V●232）
梅雨（M・254）
灰（Vl．270）
材：（N　・199）
餐量（V．232）
灰（擁・270）
蝿（V●232）
蝿（V●232）
蝿（V俸232）
蝿（V。232＞
蝿（V●232）
蝿（V．232）
蝿（V●232）
ほくろく小さいもの〉（斑・
　133）
かまきり〈特殊な名称〉、（V・
　230）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
カtSまきりく持殊な名称〉（V・
　230）
はげ頭（珊・103）
とさカs（V。215）
とさ）b・・（V・215）
とさカ、（V・215）
まぶしい前部分（1・30）
まぶしい後：部分（1・31）
はげ頭倒・103）
はげ顛（鼠・103）
はげ頭（1鼠・103）
はげる（　M　・104）
はげる（皿・104）
はげる御・104）
HAGEatama（head）
HAGE　一一　atama
e一　HAGEatama
EEAGEATAMANI－
　NARU
HAGEBOOZU
HAGECYABEN
HAGECYABIN
猛AG£CYOB脳
HAGECYORU
HAGEE
｝｛EAGEGADEKERU
HAGEKKUT
E［AGENINARU
HAGENNARU
HAGEPPA
HAGEPPAatama
EEAGEROWA
賊AGERU
｝｛［AGERYUN
HAGETA
HAGETAatama
EEAGETA）VLA
HAGETERU
KAGEYAKAN
HAGEYAKKAN
HAGI
HAGI　一
N　HAGI　’v
HAGIatama
HAGII
l－IAGIIN
HAGIN
HAGINGABU
HAGIRUN
E｛AGIRYUM
壬｛AG正RYUN
｝IAGIYUM
HAGIYUN
HAGeNIWA
HAGU
一86一
はげ頭億・103）
はげ頭伽・103）
はげ頭佃・103）
はげる（皿・104）
はげ頭（紅。103）
はげ頭（盟・103）
はげ頭（膿・103）
はげ頭（膿・103）
はげる（1旺・io4）
はげ頭（皿・103）
はげる（紐・104）
はげる（腰・104）
はげる（膿・104）
はげる（畷・104）
はげ頭（m・103）
はげ頭（翔・103）
はげる（紐　・104）
はげる（釘・104）
はげる（瓢・104）
はげ頭佃・103）
はげ頭伽・103）
はげ頭佃・103）
はげる（凱・104）
はげ頭値・103）
はげ頭（皿。103）
はげ頭（皿・103）
片足跳びをする煎部分（ll・
　54）
はげ頭顧・103）
はげ頭（皿・103）
はげ頭（m●103）
はげる（田　・le4）
はげる（盟・104）
くるぶし（膿・128）
はげる（皿　・104）
はげる（皿・104）
はげる（班・104）．
はげる傭・104）
はげる（賑・104）
庭園（N　・193）
曽祖父（皿・142）
㎜㎜
HAKKE
HAKKE
E｛AKKIRUN
はげる（m　・104）
はげる（［畦・104）
はげる（頂・io4）
はげる（al　・104＞
はげる（皿。104）
借りる（ll。71）
畑（麗・188）
林（押●199）
蝿（V・232）
灰（M・270）
蠕（V●232）
灰僅。270）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
林（N　・199）
蝿（V●232）
蝿1（V。232）
灰（Vl●270）
蝿（V。232）
蝿（V・232）
灰（W・270）
蝿（V・232）
まぶしい後部分（1　・31）
くすぐったい後部分（1・33）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
蝿（V●232）
塁芋その2（N・178）
蝿（V．232）
借りる（9・71＞
おつり（郵。152＞
ゆうだち（～帳255）
赤い（1●28）
赤い（1・28）
すぎな（V・243）
ごみく掃除の対象〉（礪・273）
ごみく川のごみ〉（M・274）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
頭（皿。101）
畑（W・188）
〈幼児を〉負う（嚢。64）
㎜盈YUM
HAKKIYUM一＞
　HAKKIYUM
｝IAKKI’YUM
HAKKI“YUMe
　HAKKIYUM
HAKKwrl－
HAKO
EEAKOBIAME
E｛AKOGURA
HAKONAAGA
HAKOOTA
．嚴AKU
一HAKU
－HAKU
HAKUGUMI
HAIくUMAI
HAKUMEE
HAKUN
HAKUSOKOOZU
HAKUTORIMUSI
HAKUZI
HAMACI
HAMACI
HAMACII
｝｛AMACINCI（DORI）
既へMAα（N）DORI
HAMACUBAME
HAMADURU
HAMANOIMO
HAMASUZUME
HAMASUZUME
｝｛AME
HAME
’一gAME
HAMEE
HAMI
一87一
〈幼児を〉負う（H・64）
〈包を〉背負う（ll・65）
〈幼児を〉負う（ll・64）
〈包を〉背負う（fi・65）
せきをする前部分（ll・87）
米びつ〈特殊な名称〉（評・
　166）
ゆうだち（～弘255）
米びつく特殊な名称〉（痒・
　166）
九日（Vl・288）
ごみ〈川のごみ〉（M・274）
片白跳びをする後部分（li・
　55）
せきをする後部分（嚢・88）
いびきをかく後部分（釧・90）
うるち（罪・168）
うるち（N・168）
うるち（N・168）
〈包を〉背負う（臣65）
桑（V。212）
カ｝まきりく特殊な名称〉（V・
　230）
頭（皿・101）
頭（皿・101）
頬（皿・107）
頬（賑・107）
せきれい（V。213）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
雷（Vl・256）
さつまいも（配・176）
せきれい（V・213）
雀（V●214）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
HAMIDURU
－EEAMIRI
HAMMYAARI
｝”IAMMYAI
HAMooZIRI
｝｛AMU
HAMUI
－HAMUN
－HAMYUN
－HAN
HANA
HANA
HANA－
HANA－
HANAA
｝細AA－
HANABATA．
HANABETTO
HANABI－
HANABIE－
HANABIGI－
HANABIKI－
HANAB琶CL
amABURA－
HANABUTIDU－
HANADO
HANAEBIGI－
HAINAEBIKI－
HANAEGA
HA層AGA
HANAGA
HANAGA－
HANAGA－
HANAGAO－
HANAGODO－
HANAGOORAO－
HANAGOORO一
｝一IANAGOOTA－
E［ANAGORA－
KANAGOTO－
HANAGURA－
HANAGURAO一
品（Vl。256）
匂をかぐ後部分（ll・86）
雷（Vl●256）
雷（Vl。256）
ごみ〈川のごみ〉（距274）
まむし（V・228）
たてがみ（V。205）
匂をかぐ後部分（il・86）
匂をかく後部分（H・86）
くすぐったい後部分（1・33）
鼻（盟●113）
綿（！V●158）
匂をかぐ前部分（ll・85）
いびきをかく前部分（［・89）
機糸（N・157＞
いびきをかく前部分（ll・89）
庭園（N。193）
鼻（膿・王13）
いびきをかく前部分（∬・89）
いびきをかく前部分（ll・89）
いびきをかく荊部分（ll・89）
いびきをかく爾部分（fi・89）
いびきをかく潮部分（9・89）
いびきをかく前部分（9・89）
いびきをかく荊部分（∬・89）
轟（無●113）
いびきをかく前部分（嚢・89）
いびきをかく前部分（＃・89）
鼻（斑。113）
芳香（耀・268）
悪臭（Vl●269）
匂をかぐ繭部分（9・85）
いびきをかく前部分（＃・89）
匂をかぐ前部分（嚢。85）
いびきをかく前部分（レ89）
いびきをかく前部分（耳・89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく朗部分（ll・89）
いびきをかく荊部分（皿・89）
HANAGURUMA一
｝IANAGURUMAA－
HANAGURUMAO－
HANAIBIGI－
HANAIBIGU－
NANAIBIK－
HANAIBIKI－
HANAIBIKO－
HANAIBIKU－
HANAIBIKYUU一
頁ANAIGL
HANAIKI－
HANAIKIGA－
HANAIKIO－
HANAKABURA
HANAKAMARI－
HANAKASI
HANAKAZYE－
HANAKIKYUU－
HANAKKAGI－
HANAKKAGIO－
HANA（KO）
HANAKUSO
HANAMEEMEE
HANANIWA
HANANKII
HANANSYU
HANAO－
EVYNAO－
HANAODO－
HANAODOO一
膿AOTO－
HANAPE
llANATAREMUSI
｝｛ANAZ正
｝｛IANB正
HANBIN
HANDAKE
HANDAKO
HANDO
HANDOO
一88一
いびきをかく荊部分（皿・89）
いびきをかく前部分（ll・89）
いびきをかく前部分（ll。89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく離部分（fl・89）
いびきをかく繭部分（H・89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく荊部分（＃・89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく離部分（H・89）
いびきをかく薗部分（H・89）
いびきをかく前部分（＃・89）
い・びきをかく前部分（H・89）
鼻（耳i。113）
匂をかぐ離部芳（護。85）
機糸（N・157）
匂をかぐ前部分（H・85）
匂をかぐ前部分（H・85）’
匂をかぐ龍部分（K・85）
匂をかぐ前部分（猛・85）
’とさカ・（V。215）
粟iの鳴き声その2（wr。299）
かたつむりその2（V・237）
庭園（IV◎193）
綿（郵●158）
郵（1嚢・l13＞
匂をかぐ爾部分（ll・85）
いびきをかく荊部分（ff・89）
いびきをかく縫部分（旺・89）
いびきをかく箭部分（嚢・89）
いびきをかく薗部分（涯・89）
彗峯（胆・113）
なめくじ（V。239）
頭佃・IOI）
まむし（V。228）tt
まむし（V・228）
きのこ（V・245）
jiPL　（　M　・143）
米びつ〈特殊な名称〉（iV・
　　166）
米びつく特殊な名殊〉（N・
HANE
EEANE一一
HANECURUBE
｝IANEMAI
（ウHANERU
HANESEN
HANEZEN
HANGE
壬｛ANGE～
HANGEatama
HANGEE
HANGEN
HANGI
HANGI
HANGIRAYUN
HANGIRAYUN
HANGYUし「
HANI
HANMADOOooO
HANMAI
HANMAI
HANMAIBICU
HANMAIBIT
HANMAIC｛．fBO
HANMAIGAME
HANMAIGOME
HANMAIIRE
HANMAIKAN
HANMAINOKOME
HANMAIOKE
HANME
HANMEBAKU
　166）
おつり（押。152）
片足跳びをする前部分（恥
　54）
芽警戸（IVF・197）
おつり（IL「・152）
片足銚びをする後部分（H・
　55）
おつり　（『V●152）
おつり（E》●152）
はげ頭（雛・103）
はげ頭億・103）
はげ頭（斑・103＞
はげ蔓頁（皿●103）
はげ頭（皿・103）
たてがみ（V。205）
とさカ、（VG215＞
〈幼児を〉負う（H・64）
〈包を〉背負う（猛・65）
たてがみ（V・205）
おかね（W・151）
肩車〈特殊な名称〉（1耳・150）
うるち（IL「。168）
飯米（N　・170）
米びつ〈一般的な名称〉（Nt
　l65）
米びつ〈一般的な名称〉（lv・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　165）
飯米（配。170）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一一般的な名称〉（！v・
　165）
うるち（N・168）
米びつ〈一般的な名称〉（SL「・
　165）
うるち（W。168）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
HANMEE
HANMEE
HANMEEGOME
HANMEEGUMI
HANNAGEYUN
EtaNNAIYU－
HANNAMI（1）
HANNAMMII
HANNARI
HA照AR（U）
HANNUMI
HANNYA（A）I
HANNYO
HANOGODO－
HANOODO－
HANRYOO
HANRYOOBAKO
HANRYOOMAI
HANSI’
HANSI’N
HAN質YUI
HANT茎YUN
E【A澱（A
HANUSエ
HANUSU
HA（N）ZI
HANZIKI
HANZIN
HANZ董N
HANZYU
HAO
HAooE［AO（O）
HAooSE
E［ARA
HARA
HARA
ItaRA
HARA
HARA－
HARA一
一89一
　165）
うるち（W。168）
飯米（N・170）
飯米（N・170）
飯米（N・170）
捨てる（ll。62＞
いびきをかく前部分（li・89）
trC，f戟@（　W　・　256）
”E．pt’iwu・256）
ew（wo・256）
雷（Vi●256）
雷（V【●256）
雷（Vl・256）
爾箪く特殊な名称〉（皿6150）
いびきをかく前部分（li・89）
いびきをかく前部分（ll・89）
飯米（fL「・170）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
飯米（W・170）
さつまいも（W。176）
さつまし（も（！V・176）
〈雷が〉落ちる（H・95）
〈雷が〉落ちる（fl・95）
もみがら（N・171）
さつまいも（N。176）・
さつまいも（N。176）
たてがみ（V・205）
お手ヨ三（IH。145）
さつまいも（N・176）
さつまい・も（N。176）
とさカ、（V●215＞
顔（姫106）
桑の鳴き声その1（M。298）
桑の鳴き声その2（M。299）
番（鼠・117＞
水主〈集合〉（鐸・186）
林（TV・199）
芳番（Vl。268＞
悪事（Vl・269）・
しおからい（1・39）
匂をかぐ前部分（ll・85）
t－gARA
HARAASYEN
HARABAN
HARABANDO
HARABETTO
HARACIGICCYO
HARADA－
HARADANBETTO
HARADOBO
HARAEfAAN
HARAHAN
I－IARAHIN
HARAKA
HARAKAM正
HARAKE
HARAMANKOI
HARAO－
HARASA，
HARASAAN
｝｛EARASAN
HARASARI
I－IARASURI
I－IARASYUI
｝IARASYUN
HARATACIBABAA
HARATACIGENBE（E）
HARATACIGENGO
｝｛［ARATACIGONBE（E）
HARATACIGOORI
HARATACIIBOMUSI
HARATACI（MUSI）
林（lv「・199）
辛い（1・40）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・22；）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
うそをつく繭部分（E・91）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細麟〉（V・
　223）
おたまじゃくし（V・221）
辛い（1　●40）
辛い・（1・40）
貸す（恥70）
辛い（韮。40）
襖障子（N・192）
畑（N・188）
肩車〈特殊な名称〉（測・150）
うそをつく前部分（嚢・91）
辛い・（　1．40）
辛い（　1　・40＞
辛い（1・40＞
辛い（1・40）
貸す（皿・70）
貸す（ll・70）
貸す（皿・70）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
かまきりく一般的な名称〉（V。
　229）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
EEARI
HARI
－EEARI
丑ARI
HARIDACU
HARIDAKA
HARIDAKO
HAR王GANEMUS正
．HAR夏I
I｛ARIRI
HARU
HARU
HARU
HARUAME
HARUNNA
HARUSAME
HARYAAMI
｝｛LARYUN
HASAATI
HASAATINU－
　NAACYAA
I－IASAATINUINiAA－
　CYANUNAACYAA
HASAMIMUSI
HASEIMO
HASI
HASI
HASIGAKE
HASIGIIN
KASIGIIN
HASIGIN
HASIGIN
HASIGIYUN
HASIGOKI
一90一
　　230）
とげ〈指にささ．る木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　　とげ〉　（V・250）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33＞
戸帆（［【1．143）
∫師～（1耳●143）
厭（阻●143）、
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　　230）
まぶしい後部芳（1・31）
借りる（嚢・71）
〈水が〉凍る（恥96）
水田〈集合〉（！》・186）
畑（N・188）
．梅雨（va　・254）
かたつむりその1（V。236）
梅雨（VlO254）
ゆうだち（畷。255）
借りる（且・71）
明後N（W・284）
明明後驕（擁・285）
明明明後日僅・286）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　　230）
じゃがいもく特殊な名称〉（N・
　　175）
木綿糸（rv・156）
機糸（N。157）
片足跳びをする前部分（掛
　　54）
　〈幼児を〉負う（il・6の
く包を〉背負う（ll。65）
〈幼児を〉負う（恥64）
　〈＠を〉背負う（H・65）
〈幼児を〉負う（且・64）
片足跳びをする前部分個・
　　54）
HASII
HASIIMO
HASIKENKEN
HASIKONKON
HASIRAKAKE
HASIRIAME
HASITAGUI
HASITI
HASSEN
HASSENBURI
HASSYOIMO
HASSYOOIMO
HASUIMO
HASUKIBI
｝｛｛ATA
HATA
HATAABICYAA
厳ATAAMIN
HATAAMIN
HATAE
HATAGAME
HATAGAMI
HATAGAMISAN
HATAG（g］E
HATAGCg）E
E［ATAG（g）I
HATAGCg）O
HATAGOITO
｝IATAGWAAMUCYEE
HATAHATA
厳ATAHE
HATAHWAKISUN
HATAI
E｛ATAIMO
機糸（ly「・157）
里芋その2（障。178）
片足跳びをする蔚部分（H・
　54）
片面跳びをする前部分（R・
　54）
蜘蛛の巣（V・234）
ゆうだち（V・255）
片足跳びをする前部分（li・
　54）
明後臼僅・284＞
梅雨（V【．254）
梅雨（M・254）
じゃカ§いも〈特殊な名称〉（N・
　175）
じゃがいもく特殊な名称〉（1》・
　175）
里芋その2（1V・178）
とうもろこし（N・182）
凧（皿・143）
畑（N　・188）
蟻（V・218）
〈材木を〉かつぐ（冠・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（K・67）
畑（ILr・188）
雷（V●256＞
雷（V・256）
雷（V・256）
畑（IV「・188）
畑（N・188）
畑（N・188）
畑（N・188）
機糸（W・157）
隅車〈一般的な名称〉（無。・
　149）
かまきりく特殊な名称〉（V。
　230）
ns（N　・188）
〈片方の贋で包を〉かつぐ（VI　■
　294）
畑（ivr・188）
里芋その1（｝1「・177）
E［ATAITO
HATAKE
猿ATAKE：王MO
HATAKENASU
HATAKI
｝1［ATAKO
HATAMAME
猛ATAM£
HATAMI困
HATAMIIN
RATAM正正N
HATAM脳
HATAMIN
HATAMIN
HATAMIN
1”IATAMIN
HATAMIN
FIATAMIN
HATAMIN
HATAMIYUN
HATAMIYUN
HATANE
｝IATANOITO
HATAORIGUMO
KATAORIITO
HATAORIKASE
HATAORI（MUSI）
E［ATAORINOITO
HATAORUITO
HATASE
HATASEITO
HATASI
HATASO
HATASUITe
HATAUCCYAKI　SUN
HATAUSSAKI
HATAZINE
一91一
機糸（N・157）
畑（N　・188）
里芋その1（｝V「・177）
なす（1V・181）
畑（N・188）
凧（浬●143）
ew（va・256）
肇璽（V1．256）
〈梶木を〉かつぐ（ll・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（∬・67）
〈二人で〉かつぐ（紅。68）
〈梶木を〉かつぐ（il。66）
〈天秤榛を〉かつぐ（丑。67）
〈二人物〉かつぐ（k・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（VI。
　294）
〈材木を〉かつぐ（到・66）
〈ヲミ秤棒を〉かつぐ（短。67）
〈二人で〉かつぐ（k・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W・
　294）
〈材木を〉かつぐ（裂。66）
〈ヲミ秤棒を〉カtSつぐ（凱●67）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
機糸（郵・157）
蜘蛛（V・233）
機糸（N・157）
機糸（N・157）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
機糸（rv「・157）
機糸（W　・157＞
機糸（TS「・157）
機糸（N　・157）
機糸（TL「・157）
機糸（N　・157）
機糸（W　・157）
〈包を〉背負う（n．65）
肩車〈一周的な名称〉（皿・
　　149）
機糸（IV「・157）
HATAZINEITO
HATE
ELATEE
HATEHE
HATI
KATO
MATOBANBA
HATOBIKI
HATOBIKU
HATOBOI
NATOHATO
｝IATOKAGCg）ASU
HATOKAKASI
HATOKAKASI
HATONOSOME
E［ATOYOKE
HATTAGI
HATTAKE
｝一IATTANGYAA
MATTE
HATTOAME
HAU
HAWA
HAYA
HAYA
HAYAI
－HAYAi
HAYAIMO
HAYAKE
E［AYASE
HAYASI
HAYASI
｝｛IAYASI
HAYASI
・一gAYASI
｝E［AYASIWARA
HAYASIWARA
HAYASIWARA
HAYASU
機糸（rv．157）
畑（iv・188）
畑（W。188）
灯正1（配・188）
畑（N・188）
桑の鳴き毒その2（W・299）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその1（V。219）
ひきがえるその1（V・219）
とりおどし（fV「・i89）
かまきり〈欝殊な名称〉（V・
　230）
かかし（fL「・190）
とりおどし（｛V・189）
かかし（揮・190）
とりおどし（N　・189）
とりおどし（iv・189）
カ、まきりく特殊な名称〉　（V．
　230）
きのこ（V・245＞
すみれ（V。240）
畑（iv「．188＞
肩車〈特殊な名称〉（皿。150）．
蛇（V・226）
芳香（Vl・268）
林（fV．199）
郵舞（V●232）
籍…（麗。198）
まぶしい後部分（1・31）
じゃがいも〈穂殊な名称〉（　EV・
　175）
癒（IH・132）
林（N・199）
pt（W　・198）
林（rv　・199）
X（N・198）
林（9Lf・199）
林（！V・199）
nc（W　・198）
林（INr●199）
林（pa・199）
森（W●198）
HAYASU
XAYATE
HAZA
HAZA
HAZA
HAZA－
HAZADU－
HAZEMICI
HAZIREKIBI
HAZISUZI
．HAZU
．HAZU
HAZYA
HAZYA
歪｛AZYA
HAZYA－
HAZYAA
嚴AZYAA
HAZYAA一
琵E〔he〕
既〔hε〕
霞〔協〕
麗〔he〕
既〔hε〕
嚴E〔hee〕
一HE
HEB
HEBA
HEBA
－HEBA
HEBAITA
HEBARI
HEBARI
－HEBARI
－HEBARU
員E：BBE
HEBBI
頁EBE
HEBE
KEBENKO
KEBENOKO
一92一
林（Tl「・199）
ゆうだち（聡。255）
鱗（V●217）
芳香（yl．268）
悪奥（Vl俸269）
匂をかく構部分（ll・85）
匂をかぐ肖梛分（臣85）
あぜ（IV・187）
とうもろこし（W。182）
たてがみ（V・205）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
ほくろく小さいもの〉（1旺・
　　133）
ヲ潮香（W穫。268）
悪臭（Vl。269）
匂をかく一部分儒・85）
芳香（Vl・268）
’悪臭（Vl●269）
匂をかぐ荊部分（耳・85）
蝿（V●232＞
蠕（V。232）
舅還（V。232）
灰（VI・270）
灰（V護●270）
灰（Vl・270）
蜘蛛の糸（V。235）
蛇（V●226）
まないた（iv・164）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の糸（V。235）
まなしへた（IV奪164）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の糸（V・235）
蛇（V・226）
蛇（V・226）
子牛（V・209）
蛇（V。226）
子乙拝（V●209）
子牛（V・2G9）
HEBI
HEBI
”一tgEBI
HEBIGAI
HEBII
HEB琵
HEBIKASIRA
MEBIKEEKO
HEB王KUSA
HEBIME
HEBIME
HEBIMEE
HEBIN’OBAZYO
HEBINOMAKURA
HEBINOMAKURA
HEBIINOOBASAN
HEBINOOBASAN
HEBINOOISYA
HEBINOOYAZI
HEBIRA
HEBISU
HEBITAKAMEE
HEBITAKEE
｝犯BITAMA
HEBITAMAKURA
HEBITAru［AKURI
HEBO
HEBU
HEBUME
HEBUME
HECCYOU
HECI
HECIMA
HE夏）A
HEDO
HEE
HEEChe：］
HEE（he：）
HEE｛heaD）
HEE（h3：）
蛇（V・226）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
かたつむりその1（V・236）
蛇（V・226）
まむし（V。228＞
親｝旨（皿◎121＞
かたつむりその1（V・236）
どくだみ（V。242）
蛇（V・226）
まむし（V・228）
舵（V。226）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその2（V・237）
つくし（V・244）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
とカ、げ（V・224）
と7う、げ（V．224）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
どくだみ（V　・242）
かたつむりその2（V　・237）
かたつむりその1（V・236）
　　　　　　　　　　　　　　1かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237＞・
とんぼ（V。231）
蛇（V●226）
蛇（V贋226＞
まむし（V・228）
〈包を〉背負う（H・65）
子馬（V・204＞
機糸（W・157＞
とげく揚にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
庭幽（IV・193＞
おつり（N・152）
蝿（V・232）
蝿（V・232）
蝿（V．232）
蝿（V●232）
HEE［hEe：）
HEE（he：）
HEE（he：）
H£Eこhεお〕
HEE（h3：）
HEE（ha，：）
一HEE
一｝鷺£
HEEBA
HEEBE
HEEBI
～HEEB王
HEEBO［hEe：bo）
HEEBO（he：一）
HEEBO（he：N）
HEEBU
HEECI
HEEGI
HEEHEE
HEEHO
HEEI
HEEIMO
HEEKANBO
HEEKE
HE（E）MAGO
HEEME（he：me）
KEEME｛ke：rne）
HEEMI
HEEMO
HEEMU
HEENBI
HEENOKOCh2E：noko｝
HEEP
HEEROIHAAROI
HEEROKUDAMA
HEEROKUIMO
HEERU
HEESAMA
HEESi
HEESI
一93一
蝿（V●232）
灰（Vl・270）
灰（　Vl・270）
灰（va・270）
灰（VI・270）
灰（VI●270＞
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V。235）
いくら〈値段〉（1。50）
蛇（V●226）
蛇（V・226）
まむし（V・228）
蝿（V・232）
灰（畷・270）
灰（VI。270）
蛇（V●226）
ゆうだち（M・255）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
繁1の鳴き声その1（vr・298）
お手ヨ三（覆・145）
おつり　（IV●152）
里芋その2（N・Σ78）
つくし（V・244）
桑の鳴き声その1（擁・298）
ひまご（壁・139＞
蝿（V●232）
蝿（V◎232）
蛇（V・226）
里芋その2（揮。178）
蛇（V・226）
蛇（V⇔226）
蝿（V毎232）
蛇（V・226）
肩車〈特殊な名称〉（臆・150）
おたまじゃくし（V・221）
じゃがいも〈特殊な名称〉（膵・
　175）
やる（籔・73＞
太陽（vi・251）
おつり　（『》・152）
森（配。198）
HEESI
HEESUKE
HEESUZUME
HEETAME
HEETARAZIZII
HEETO
HEEZIISAN
HEGE
HEGERA
HEGESO
HEGI－
HEGO
HEGORE
HEGURI
HEGUSA
HEHAKARI
HEHERANGO
HEHERU
HEI（heD
HEI（hei］
HEI（hei）
HEKI－
HEKIGAERU
HEKINAGAERU
HEKKAA
HEKKATA
HEKKO［hekko）
HEKKUSUU
HEKO（heko］
HEKOKIGUSA
HEKUSANBO
HEKUTA
HEMI
HEMO
林（N・199）
桑1の鳴き声その1（va　・298）
雀（V●214）
牡牛（V・207）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
機糸（IV「・157）
嘗五一纈・142）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげく指にささる木や瞥の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈指にささる木や哲の細片〉
　　（　V　・249）
せきをする前部分（嚢・87）
とげく掻にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
松）OtSさ（V。247）
どくだみ（V・242）
とカ，げ（V。224）
おたまじゃくし（V・221）
おたま　じゃく　し（V◎221）
蝿（V●232）
灰（Vl・270）
灰（M・270）
せきをする前部分（9・87）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
せきれい（V・213）
蝿（V・232）
ほくろ〈小さいもの〉（紐・
　133）
蝿（V・232）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
蛙（V●218）
蛇（V．226）
里芋その2（W・178）
HEN
HENA
HENAKO
HENBA
HENBA
HENBA
－HENBA
HENBAITA
HENBAN
HENBARI
HENBARI
－HENBARI
HENBARI
HENBE
HENBI
HENBO
厳ENBO
HENBO
HENBO（hembe）
HENBOO
HENBOOKAKE
HENBU
HENBUU
HENDA
HENDAROKU
HENGARA
HENGARI
HENGORO
HENGURI
HENGURU
HENKO
HENME
HENMI
HENNAGO
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とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
幽く卑称〉（M　・138）
女く卑称〉（皿・138）
牝馬（V・203）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蜜朱の巣（V・234）
まないた（N・164）
まないた（『V●164）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蛇（V・226）
蛇（V。226）
蛇（V・226）
かまきりく特殊な名称〉（V。
　23e）
とんぼ（V・231）
蝿（V・232）
とんぼ（V・231）
カ・まきりく特殊な冬称〉（V・
　230）
とん酸（V・231）
とん醸（V・231）
女〈卑称〉（班・138）
歯車く特殊な名称〉（膿・150）
片足跳びをする荊部分（R・
　54）
片足跳びを’する前部分（R・
　54）
片足跳びをする前部分旬・
　54）
片足跳びをする前部分（9・
　54）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
鱗（V・217）
蛇（V。226）
蛇（V・226）
女〈卑称〉鑓・138）
HEP
HEPPABBん
HEPPAKU－
　HEPPAKU－
HEPPAKUNAKeTO－
HEPPAKUO－
HEPPE
HEPPI
HEPPIRIGUSA
簸£RA
HERA
HERA
HERAGUCI
HERAGUT
HERAKUCI
HERE
HERERA
HERI
HERO
HESOBI
KESOBI
HESONASI
HESONUKI
HESOOCI
HESOOTOSI
HET
HETA
HETABERA
HETARU
HETO
且ETOMON
HETOMONO
HETTAN－
HETTOTTO
｝｛evN
蛇（V・226＞
うそをつく前部分（n・91）
うそをつく前部分（＃・91）
うそをつく前部分（ll・91）
うそをつく前部分（ll・91）
蛇（V●226）
蛇（V・226）
どくだみ（V・242）
雷（贋・117）
鱗（V・217）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
まむし（V・228＞
まむし（V。228）
まむし（V。228）
鱗（V・217）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・’249）
とげ〈箔にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
舌（IH。117）
ほくろ〈小さいもの〉（照・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（膿・
　134）
娃（V・218）
eq’（va・256）
みずおち佃・130）
みずおち伽・130＞
蛇（V。226）
雷（瓢・117）
雷噸・117）
あぐらをかく（it。52＞
陶磁器（rv・161）
陶磁器（N・161）
陶磁器（IV・161＞
片足跳びをする前部分（9・
　54）
片足跳びをする前部分（9・
　54）
癒になる（H。80＞
HHUCI’KUM　”一
1－IHUCr’NNAK｛J
E｛HUMUi’
㎜MUZ璽㎜N
冊USII
HRWADUL重
H｝iEWADURYA
HewANUUMA
E［HWAUSI
HHWIIRUN
脳1∬RUN
HHWIL’P’
HHWIL璽
H｝rwYADURYA
HI
HI一
｝IIASATTE
HIASATTE
HIAsAT’rYE
EEIBA
班BABA，
賑IBAKARI
HIBASIRA
HIBE
HIBEEC－vbe：）
HIBI
田BIKI
HIBIKIO－
H正BOI
HIBC＞GORI
HIBOKORI
H誕BU
田BU
HIBUGASI
HIBUGURI
HIBURA
HBUS王
H王C（C）正CIN
HICCICINTAROBE
HICCUI
HICCURU
HICCYAERAT
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癒に二なる（k・80）
里芋その2（N。178）
里芋その2（N。178）・
里芋その2（配・178）
垢（i正●131）
釜（V●214＞
歪藍（V。214）
子，澤§（V・204）
二子牛（V●209）
やる（嚢・73）
呉れる（fi・74）
やる（撰・73）
興れ，る（H・74）
釜（V・214）
太陽（M・251）
灸をすえる前部分（9・83）
明明後日（～ひ285）
明明明後匿ヨ（Vl．286）
明彫ヨ後日（VI・285）
舌（膿・117）
まぶしい前部分（1・30）
かなへび（V・225）
稲妻（V【●258）
蛇（V。226＞
灰（耀・270）
蛇（V。226＞
いびきをかく前部分（∬・89）
いびきをかく前部分（＃・89）
灰（WO・270）
灰（M・27◎）
灰（W・270＞
蛇（V・226）
蜘蛛（V●233）
蜘蛛（V・233）
灰（V［・270）
林（郵●199＞
煙（VI。265）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
捨てる（嚢・62）
捨てる（皿・62）
〈雷が〉落ちる（ll・95＞
HICCYAYUI
HICCYAYURU
HICCYAYUT
HICCYOU
HICCYURU
HICI　一一
HICIBU（’一）
HICIBU（　’一）
HICIIN
HICIKA
HICIKU
HICIMAAGA
HICINA
HICINMAGA
田CIRO
田CIWATA
綴CU
脹CYA
HICYAA
騰CYAKAKUZ王
HICY｛ro
HICYUU
HIDA
HIDA
珊正）A－
HIDAGE
HIPAMAZUKU
HIDA　TACURU
HIDA　TATERU
田1）E－
HIDENGAERU
HIDERIAME
班DER王PP∞
班1）O一
鷺IDON
HI王）ONO
HIDONSAMA
HIDOORIKUSAI
KIEE
H王EG〔g〕0
〈雷が〉落ちる（ll　・95）
〈霞が〉落ちる（莚・95）
〈雷が〉落ちる（嚢。95）
〈包を〉背負う（恥65）
捨てる（H・62）
片足跳びをする一部分（獲・
　54）
と力瓦げ（V・224）
かなへび（V・225）
捨てる（ll・62）
明明明後日（鳩。286）
桑（V・212）
やしゃこ（癬・140）
蛇（V。226）
やしゃこ（巫・140＞
まぶしい前部分（い30＞
轟綿（N・159）
米びつ〈特殊な寝称〉（N・
　166）
毒（撲。117）
雷（盟・117）
あごく全体〉偲・109）
糸（酔153）
月（V1・252＞
ts（M　・l17）
たてがみ（V・205）
まぶしい前綿分（1・30）
たてがみ（V・205）
すわる儒・51）
すわる（ll・51）
すわる儒・51）
まぶしい前部分（1・30）
ひきがえるその2（V。220）
ゆうだち（壌。255）
とんぼ（V・231）
まぶしい前部分（i・30）
太陽（wu　．251）
太湯（擁，251＞
太陽（M・251）
焦げ臭い（1。36）
灰（Vl●270）
とかげ（V・224）
HIGA一
碧GA．
HIGAASATTE
HIGACC脳
綴GAKAKU
HIGAKURE
HIGANBO（O）
HIGANBO（O）SI
HIGANBO（O）ZU
猿王GANBOS工NO－
　tlSAKETANO
罵GASATTE
HIGASATTEASITA
田GE
HIGEatama
XIGEIMO
HIGI－
HIGI－
NIGI－
HIGI一
締GORO
HIGU一
一HIGU
HIGUIMAKI
HIGVN
HIGUREDONBIKI
HIGURU
班貰IGO
HIHOGORI
｝｛夏HOKOR王
一HI｝一IU
HIHUKIGAERU
HIam［ZYUI
田1
｝｛1王
HII一
．擁H
－HII
－KII
HIIASATTE
HIIBI
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まぶしい前部分（1。3G）
きな臭い・前部分（1。34＞
明則冒後EI（V【・285）
せきれい（V・213）
稲妻（V【。258）
今晩（壌・281）
つくし（V・244＞
つく　し（V●244）
つくし（V・244）
す’ぎな（V・243）
明明後日僅・285）
明朋移弓後鰯（V璽●285）
とげ〈振にささる木や腔の細片〉
（　V　・249）
はげ頭熱・103）
翌芋その2（揮・178）
fj、さt（（i●22）
糸園い（　1　・24）
まぶしい前部分（1・30）
せきをする前部分（ll・87）
垢（膿●131）
まぶしい前部分（1・30）
いびきをかく後部分（ll・90）
凍傷（涯・127）
灰（M・270）
ひきがえるその1（V・219）
垢（膿◎131＞
やしゃこ（田・140）
灰伽・270）
灰（ve　・270）
せきをする後部公（E・88＞
ひきがえるその1（V・219＞
稲妻（Vl・258）
家屋（N。191）
太陽（Vl・251）
灸をすえる前部分（li・83）
せきをする後部分（ll・88）
いびきをかく後部分（匪・90）
うそをつく（H・92）
明明後臼（壌・285）
館（V・226）
HIIBISA
HIIBUSI
HIIBUSI
HIIBUU
｝孤BUUGAA
HIIBUU’YAA
HIIGUIBAABAA
HIIHAN
HI旧II
HI（1）HI（1）MAGO
HIIHIIUMAGO
HIIHIIZIISAN
HIIHIIZISA
HIIHINMAGO
HIIEEUU
HIIKUGCg］I
HI（1）MAGO
班（1）MAGO
HI（1）NMAGO
HIIOTOOSAN
磁10ZI1
HIIOZI（1）
HIIOZIISAN
HI（1）OZI（1）SAN
HIIOZINCAMA
MIOZIYAN
HIIOZIZI
H正IRα
HIIRUIN
HIIRUN
HIISAMA
EEIISAN
HIITABA
－HIITETOBU
HIITOO
HI（1）UMAGO
HIIZICCAMA
HIIZICCAN
HIIZICCISAN
M（1）ZI（1）
HI（1）ZIICYAN
竹馬（1耳喚144）
蒸気〈湯の場合〉（W・266）
蒸気〈飯の場合〉（W　・267＞
蜘蛛（V・233＞
蜘蛛の糸（V。235）
蜘蛛の巣（V。234）
稲妻（V【●258）
太陽（Vl・251）
樂：の鳴き声その1（VI・298）
やしゃこ（蟹・140）
やしゃこ（賑。140）
曽祖父佃・142）
曽撫父（m・142）
やしゃこ（照・140）
お手玉値・145）
すりこぎ（痒。163）
ひまご（猛・139）
やしゃこ（皿・廻0）
ひまご（皿・139）
曽祖父伽・142＞
祖父（照・141）
曽裾父伽・142）
撮父㈲・141＞
曽櫨父領・142）
瞥祖父個・142）
瞥祖父（盟。142）
曹祖父（皿・142）
お手玉催・145）
やる（H。73＞
呉れる（嚢・74）
：太陽（W・251）
太醗（VI●251）
ひきがえるその1（V・219）
片足跳びをする後部分（臣
　55）
お手玉（m●145）
ひまご個。139）
善祖父伽・142）
曽祖父伽・142）
曽祖父（贋・142）
蓉檀父倒・142）
瞥祖父纈・142）
HIIZIIKO
HIIZI（1）SA
HI（1）ZI（1）SAMA
HI（1）ZI（1）SAN
HIIZIISYAN
HI（1）ZI（1）YAN
HI（1）ZI（1）ZI
HIIZINCA
甕【IIZINCAMへ
HIIZINCAN
HIIZINCYAMA
HIIZINCYAIsl
HIIZINZI
HIIZISSA
HIIZISSAMA
HIIZIZII
HIIZIRUSI
HIKACCAN
田KAG〔葛〕£
mKAG〔讐〕E
HIKAHIKA
E［IKAHIKAEK）N
H董K細KASAMA
MKAI
HIKAI零
H］IKAIDON
HIKAIMENDON
田KAIMON
HIKAIMON＊
HIIKAIMONDON
｝｛llKAIMONSAA
HIKAMEKI
HIKAMENDON
｝｛ilKAMIKI
H三KARI
HIKARIMON
HIKARIMON
HIKARIMON＊
1－IIKARIMONO
磁KARU
HIKARU
理KARU零
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曽祖父（狐・142）
雪複父（m・142）
蟻蚕石窟・142）
曽裡父（M・142）
曽担右前・；42）
讐祖父（M・142）
曽祖父伽・142）
曽租父佃・142）
曽祖父（磯・142）
曽祖父㈲・142）
嘗祖父佃・142）
瞥祖父伽・142）
曽巌々価・142＞
曽裾父（盟・142）
曽裡右向・142）
嘗祖父（M・142）
癒（題。132＞
せきれい（V・213）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
稲妻（Vl●258）
稲妻（ヤ董・258＞
稲妻（M・258）
稲妻（Vl．258＞
稲妻（V【・258）
稲妻（VI．258）
稲妻徳・258）
稲萎（V【・258）
稲i妻（W榎・258）
稲妻（Vl●258）
稲i妻（V1。258＞
稲妻（Vl・258）
稲妻（M・258）
稲妻（畷・258）
稲妻（V【．258）
雷（顎●256）
稲妻僅・258）
稲妻（Vl。258）
稲妻（V粟●258）
はげる個。104＞
稲妻（W　・258）
稲妻（Vl・258）
田KAR（U）MON
HIKE
田KE正丁O
KIKENGYO
m－
H互KI
MKI一
斑KBAASAN
田KIBABA
HIKIBETTOO
HIKIBOTE
田KIDA
HIEKIDAGAERU
HIKIDAGAWAZU
HIKIDASI
撮KIDO
HIKIDONBIKI
｝｛IKIGAERO
HIKIGAERU
E［IKIGAWAZU
HIKIGEECU
HIKIGOTO
HIKIITO
磁KIMAASI
預KIMAGA
KIKIMONMEN
HIKINAGAERU
E［IKINBO
HIKINDO（O）
HIKINMAGA
HIKINOKA
田K：INOKO
HIKIOU
HIKIRA
HIKIRAGAWAZU
HIKITA
HIKITANBO
稲妻（VI●258）
ふけ（M・105）
機糸（N・157）
片足跳びをする前部分（恥
　54）
蟻（VO218）
ひきがえるその1（V。219）
せきをする飼部分何・87）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V。219）
ひきがえるその1（V。219）
ひきがえるその三（V・219）
米びつ〈特殊な名称〉（lv・
　166）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
肇圭（V．218）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V。219）
ひきがえるその1（V　・2三9＞
ひきがえるその1（V・219）
機糸（N　・157）
つむじかぜ（W・264）
やしゃこ（紐・140）
機糸創・15の
ひきがえるその1（V。219）
肇圭（V・218）
肇圭（V●218）
やしゃこ（遜・140）
もみがら（N。171）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細國〉（V・
　223）
〈儀を〉背負う（頚・65）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V。219）
蛙（V●218）
片足跳びをする前部分（∬・
　54）
HIKITARO
HIKITTO
HIKIWATA
HIKKACUG［s）U
HIKKACUG［g）U
薦〔亙KKACUNERU
HIKKACUNERU
HIKKAGAMI
HIKKAKE
HIKKAKEONERU
HIKKAKERU
HIKKAKEZYOINI－
　SURU
HIKKAKU
HIKKAKUI
綴KKAKURU
HIKKAくUT
HIEKKARI
HIKKARI－JU
HIKKAZUG（e）U
HIKKENKEN
HIKKOIBI
HIKKOME
HIKKOYUBI
HIK（K）UNAGI（DORI－
　KO）
HIKKURA　SURU
HIKO
HIKO
HIKO
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蛙（V・218）
蛙（V・218＞
真綿（rv．159）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（V（　・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（WO・
　294）
〈包を〉背負う（臣65）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（VI　■
　294）
カΣカ、と（盤・129）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M。
　294）
〈包を〉背負う（賎。65）
〈杵方の肩で鴇を〉かつぐ（擁・
　294）
〈片方の肩で魁を〉かつぐ（V卜
　294＞
〈片方の矯で包を〉かつぐ（礪・
　294）
〈片方の肩で働を〉かつぐ（礪。
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（Wの
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　294）
穏妻（Vl●258）
〈鵠を〉曹負う（n・65）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（珂・
　294）
片足跳びをする筋部分（H・
　54）
ij、｝旨（賑。125）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
ij　x｝雪（瓢・125）
せきれい（V●213）
驚く（匪・77）
ひまご（無。139）
やしゃこ（賑・140）
魅（V・218）
HIKO　t－t
HIKODAI
田KODO
HIKODOYUBI
HIKOEBI
HIKOHACI
HIKOHIKOooRI
HIKOIBI
HIKOKENKEN
HIKOMAGO
田KOMAGO
MKOMAGONO－
　Z正SAMA
田KOMAGOZ王SA
田KONAGI
HIKONOKO
HIKONOZINZII
HIKONSUKE
HIKONZII
｝｛｛IKO’OYA
HIKO’OZII
HIKOROKU
田KOROKU
HIKOTARooBIKI
HIKOTAGI
HIKOYUBI
HIKOZI（1）
HIKOZI（1）SA
HIKOZI（1）SAN
HIKOZIKO
HIKOZINCA
｝IIKOZISAMA
HIKOZIYA
HIKOZIZI
．田KU
片足跳びをする荊部分（皿・
　54）
雷（M・256）
ひきがえるその1（V　・219）
小指（M・125）
ij、聖旨（膿●125）
ひきがえるその1（V・219）
せきれい（V。213）
ノjx季ts（dl．125）
片足跳びをする前部分（∬・
　54）
ひまご（皿・139）
やしゃこ（皿・140）
曽祖父（皿・142）
瞥祖父（皿・142＞
片足跳びをする前部分（皿・
　54）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細國〉（V・
　223）
嘗祖父（m・142）
ひきがえるその1（V・219＞
瞥祖父（皿・142）
曽裾父（遷・i42）
曽檀父（m・142）
桑（V・212）
桑の鳴き声その2（W・299）
農圭（V・218）
片足跳びをする蔚部分ω・
　54）
／」、オ蜜（m・125）
嘗祖父（皿・142）
曽複父纈・142＞
雪祖父（皿・142）
嘗祖父磁・142）
曽祖父億・142）
曽祖父（皿・142）
瞥祖父纈・142＞
回視父（皿・142）
片足跳びをする後部分（ll　・
　55）
一HIKU
一｝｛IKU
田KUBU
HIKUBUU
HIKUDA
田KUGA£RU
HIKURU
田KYARI
HIMA－
HIMAGA
田MAGAHIMAGOZISAN
HIMANGO
｝｛IMEン
田MECYO
HIMEMI一
際MIRU
HIMIRU
田MIZI
田MIZU
HIMIZU
田MIZU
HIMIZUNEZUMI
KIMOGO
HIMOYAGE
HIMU凹
田N
HIN
田N
－HIN
．HIN
fHIN
．HIN
田NA－
HINABIKARI
HINADERI
HINAKUSAI
HINAMI－
glNAUMA
照AUSI
HINAZUMA＊
HINA（ZYO）KIBI
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せきをする後部分（ll・88）
いびきをかく後部分（ll・90）
もみがら（N・171）
もみ：がら（N・171）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
垢（m●i31）
稲妻（恥258）
まぶしい前部分（1・30）
ひまご（珊・139）
やしゃこ（雌・140）
曽租父君・142）
ひまご（盟・139）
まぶしい蔚部分（1・30）
なめくじ（V・239）
きな臭い前部分（1。34）
〈水が〉凍る（ll・96）
〈手拭が〉～隔る（涯・97）
きのこ（V・245）
もぐら（V・211）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
もぐら（V・211）
ひまご（re　・139）
凍傷（H・127）
まぶしい前部分（1・30）
牡馬（V。202＞
学ヒ馬（V．203）
牝牛（V・208）
匂をかぐ後部分（ll・86）
せきをする後部分（li・88）
いびきをかく後部分（ll・90）
うそをつく後部分（fl・92）
きな奥い前部分（1。34）
稲妻（W肛。258）
稲妻（順。258）
焦げ謡い（1・36）
きな臭い前部分（1・34）
子馬（V　・204）
子牛（V。209）
稲妻（礪・258）
とうもろこし（IV・182）
HINAZYOO
HINA（ZYO）TOKIBI
HINBA
HINBA
HINBA
HINBA
HINBA
HINBI
HINBOE
HINDOODOO　一
HINE－
HINE（NO）OZIISAN
｝EEINEOZII
HINEZII
HINEZIISA
HINEZIISAN
HINEZIIZI
HINEZINZI
HINEZIZII
HINGARA
MNGARI一
1｛INGIMITA－
HINGU
HINGUI
田NGYU
H王NGYUU
HI醗IN
HINHINMAGO
HINKACCYO
HINKACIBANA
HINKACIGUSA
MNKAKKA
王｛INKAT
HIN］t〈O
｝一II（N）KOCI
I－IINKOYUBI
HINKUTAKUTA
HINMA
HユNNOHゾEE〔．vgee：〕
HINOASATTE
とうもろこし（W・182）
とうもろこし（IV。182）
林（配。199）
牡馬（V。202）
隼ヒ馬（V●203）
子馬（V・204＞
牛ヒ牛（V●208）
蛇（V・226＞
灰（ve　・270）
庸嚢巨〈精殊な名称〉　（臓●150）
まぶしい前部分（1・30）
瞥複父倒・142）
嘗祖父鯉・142）
嘗櫨父備・142＞
雪裡父（皿・142）
雪櫨断碑・142）
曽徳父（M・142）
嘗檀父倒・142）
善穂父纈・142）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
片足跳びをする前部分（＃・
　54）
うそをつく前部分（ll・91）
垢（猛．131）
垢（翅・231）
牛ヒ牛（V・208）
孚ヒ牛（V●208＞
，eg（V・201）
やしゃこ（獺・140）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
子馬（V。204）
せきれい（V・213）
4、継送（置・125）
せきれい（V・213）
牛ヒ馬（V●203）
灰（Vl・270）
明明後El（V【●285）
HINOBORI－
HINOBORIKUSAI
HINOKAMISAN
礒NOK：O
H夏NOKO
HINOME
HINOME－
H脳OMI－
KINOMIGOTO
HINPEE
HINTATAT
HIN’YA－
HINZIISAN
HIO－
HIONZYO
HIPOGORI
HIPOKORI
HIPPAGEROWA
綴PPAG£RU
搬PPAGURU
HIPPI
HIPPOGORI
HIPPOKASU
HIRA
HIRA
MIRAAKUDA－KAKU
MIRABUTA－
HIRABUTA　KAKU
HIRABUTA－KUMU
HIRACUKE
HIRAGATA　KAKU
HIRAGUTA　KAKU
I－IIRAGUTA　SURU
HIRAIGO
｝翌RAK正
田RAK更SAME
HIRAKUCCI
HIRAKUCI
貝取AKUT
HIRAKUUCI
HIRAMATA－KAKU
田RANIWA
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きな臭い前部分（1・34）
焦げ臭い（1・36）
太陽（Vl・251）
もぐら（V●211）
灰（Vl・270＞
太腸（～穫。251）
きな臭い厳1部分（1　。34）
きな臭い蒲部分（1・34）
ひきがえるその2（V・220）
唾（涯・118）
せきれい（V　・213）
きな奥い酪部分（1。34）
暫祖父億・142）
灸をすえる前部分（ll・83）
曹祖父（副・142）
灰（Vl辱270）
灰（Vl．270）
はげる（擁・104）
はげる（H卜104）
はげる（租・104）
蛇（V。226）
灰（W・270）
鶏てる（ij・62）
看（瓢・117）
鱗（V・217）
あぐらをかく（fl。52）
あぐらをかく（il・52）
あぐらをかく（H・52）
あぐらをかく（騒。52）
幸く卑称〉（賑・138）
あぐらをかく（皿・52）
あぐらをかく（k。52）
あぐらをかく旬・52）
お手玉（IH・145）
ゆうだち（M・255）
ゆうだち（W・255）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
あぐらをかく（＃・52）
庭園（N・193＞
HIRAYma
HIRE
HIRO
H取0
H’奄qOG（g）1’
HIROIKO
H正RU
．H正RU
HIRUI
HIRUKO
HIRUN
HIRUN
厭RUSI
I－IISA
田SA～
HISAA
田SAMA
HISAMAZYAKI　S－
HISAMUSI
田SAN
HISASATTE
HISASIYUBI
E［fSSI
H工SSYORU
HISYE
一田T
－HIT
HITA
HITAAGI
HITAAGO
HITAAGO
HITABERA
HITABERO
HITABIRA
H正TAKE
HITAKI
HITASASIYUBI
林（IV「●199）
鱗（V・2i7）
米びつ〈特殊な名称〉（lv・
　166）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
すりこぎ（押。163）
お・手玉（m・145）
なめくじ（V・239＞
うそをつく後部分（嚢・92）
稲妻（R・258）
なめくじ（V・239）
やる（H・73＞
興れる（恥74）
癒（罰。132）
舌（皿。117）
片足跳びをする前部分（ll　・
　54）
太陽（Vl・251）
太陽（Vl・251）
すわる（ll・51）
かなへび（V・225＞
太陽（級・251）
明明心後爺（V鷹。286）
人差し指（皿・122）
せきれい（V・213）
〈幼児を〉負う（猛・64）
ふけ（皿・105）
せきをする後部分（ll・88）
うそをつく後部分（距92）
舌（瓢●117）
あご〈とがった部分〉（皿・
　108）
あごくとがった部分〉（皿・
　108）
あご〈全体〉（盟。109）
舌（照・117）
舌佃・117）
ts（M　・117）
ゆうだち（耀・255）
ゆうだち（Y・255）
人差し指傭・122）
HITATAKITARAZYO
HITE－
HITE　t一
HITERU
HITIIN
HITIN
HITIRUN
HITO一
HITOCU　一一
HITOGATA
HITOGURUMA
HITOHITOGAA
HITOHUTA
HITOISI
HITOKATA
HITOKENKEN
HITONIE－h
　HITON’IE
HITONOMICI
田丁OMONO
HITONOSOME
HITOSAASI
HITOSAHIP
HITOSAI’IBI
HITOSAIYUBI
田TOSASI
HITOSASIBI
HITOSASIEBI
HITOSASIIB
HITOSASIIBE
HITOSASIIBI
HITOSASII｝IU
HITOSASIIT
HITOSASIU王B正
HITOSASIYOBI
HITOSASIYUB
HITOSASIYUBE
－HITOSASIYUBI
HITOSASIYUP
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せきれ，い（V。213）
まぶしい前部分（1・30）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
捨てる（ll　・62）
捨てる（H。62）
捨てる（猛・62）
播てる（∬・62）
片足跳びをする前部分徹・
　54）
お手玉（1】玉。145＞
かかし（N・190）
肩車〈特殊な名称〉（皿・150）
お手玉（盟・145＞
お手iK（M・145）
お手ヨ旺（頚1・145）
かかしGV・190）
片足跳びをする前部分（＃・
　54）
家屋（rL「・191）
せきれい（V・213）
陶磁器（1》・161＞
かかし（N・190）
人差し指個・122＞
人差し指侮・122）
人差し指佃・122）
人差し鮨（阻・122）
面差し指南・122）
人差し指個・122）
人差し指伽・122）
人差しue（M　・122）
人差し摺（皿・122＞
人差し搬侮・’122）
人差し旛傾・122）
人差し指傾・122）
人差し指細・122）
人差し指伽・122）
人差し揺倒・122＞
人差し摺価・122＞
人差し指（醗・122＞
人差し鮨（膿・122）
｝IITOSASIYUT
HITOSASIZYUBI
｝｛EITOSAT
HITOSAT’IT
HITOSIIBI
HITOSOS王
HITOSOSIIBI
HITOZ王ME
HITTAMAGARU
HITTATAKI
HIETTIIN
HITT王N
HITUSASI（JYUBI
HITUSASIYUBI
HITWATA
KIUCI－SURU
i｛鼠JMA
HIWAODOSI
HIYANASATTE
HIYASATTE
田YASI
HIYOMAGO
田YOS王
HIYOZIISAN
綴ZA　CUKU
HIZA　CUTOMERU
｝｛IZA　KAKU
I－IIZA－KAKU　・
HIZA　KUMU
I－IIZA－KUMU
HIZA－KUZUSU
HIZAMAGE　SURU
HIZAMAGE　SUWARU
HI［ZA　MAGURU
HIZAMAGURU
HIZAMAKU　・
HIZAMAZUKU
HIEZAMAZUMU
班ZA　ORU
HIZA　TACURU
HIZA　TATERU
HIZA　UCU
人差し指（盤・122）
人差し｝tl（M・122）
人差し指億・122）
人差し指伽・122）
人差し指価・122）
人差し指倒・i22）
人差し指御・122）
カhカtsし（『V。190）
驚く　（皿・77）
せきれh（V・213）
捨てる（n・62）
播てる（ll・62）
人差し指（皿・122）
人差し拙佃・122）
真綿（！V●159）
あぐらをかく（ll・52）
牛ヒ馬（V。203）
とりおどし（N・189）
明明明後N（M・286）
明明後i爲（Vi。285）
＝太こ陽（VI。251）
ひまご（擁・139）
蘂iの鳴き声その2（礪。299）
雪撫父㈲・142）
すわる（琵・51）
すわる（E・51）
すわる（E・5i）
あぐらをかく（ll・52）
すわる（ll・5三）
あぐらをかく（＃・52）
あぐらをかく（＃・52）
すわる（＃。51）
すわる（ll　．51）
すわる（匪・51）
あぐらをかく（ll・52）
すわる（匪・51）
すわる（皿・51）
すわる（∬・51）
すわる（ll・51）
すわる儒・51）
すわる（＃・51）
すわる（距5ま）
HIZENGUSA
HIZI
HIZI
HIZINMA
HIZIRI
HIZIYA
HIZO－KUMU
KIZU－
HIZUBIRA
MIZewA
KIZYA
HIZYA　CUKU
HIZYA　KAIE〈U
HIZYAMACUKOWA
HIZYAMAKU
HIZYAMAN　CUKU
KIZYAMAZUKU
HIZYA　ORU
HIZYA　TATERU
fflZYOORI
HIZYUR
HIZYURIKI
EffZYUURI
｝一IIZZUWARI－SURU
賛O
HO
HO
HOBA王
HOBAI
HOBENTAA
且OB£RA
HOBETA
HOBETAA
HOBETTA
HOBIRA
HOCCUKE
HocCURU
HocCYARU
HocCYOKA
HOCCYOKA
一102一
どくだみ（V・242）
あごくとがった部分〉（膿・
　108）
くるぶし磁・128）
曽祖父㈲・142）
稲妻（畷・258）
曽禎父（阻・142）
あぐらをかく（ll・52）
まぶしい蘭部分（1・30）
讐（n至。116＞
すぎな（V・243）
とげ〈チ旨にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
すわる（9・51）
すわる（＃・51）
すわる（庭・51＞
すわる（n　．51）
すわる（H・51）
すわる（n・51）
すわる（ll・51）
すわる（嚢。51）
稲妻（V茎・258）
稲妻（Vl。258）
稲妻（M・258）
稲妻（Vl・258）
あぐらをかく（R・52）
頬（誼i曹107）
井戸（『》。197）
集1の鳴き声その1（擁・298）
まぶしい前部分（1・30）
まぶしい後部分（1。31）
無価・107）
頬（測．107）
頬（凱・107）
頬（唄・1G7）
頬（隈・io7）
かぼちゃ（IYi。180）
桑1の鳴き箪その2（V【・299）
捨てる（E・62）
捨てる（ll・62）
／jxさい（1●22）
細レ）（1∂24）
HocCYOKA
HocCYOKUBOO
HocCYO（RO）
HODA
HODARA
嚴ODARE
HODARENBoo
HODARU
HODERI
HODERI＊
HODERU
HODO
HODOAGU
HODOIMO
HODORI
HOE
HOETO
HOGA
HOGA
HOGん
HOGAO－
MOG（g）E
HOG〔弓〕E
HOG（s）E
HOGCn）E
HOG（g）EE
HOG（g）EE
HOGETA
HOGORI
HOGORO
HOGURA
HOGURO
HOGURO
HOGURO
HOGUROKO
HOGUROKO
細力》い（王・25）
つくし（V・244）
つくし（V。244）
牛ヒ，廉≡｝（V．203）
つらら（M・262）
つらら（W・262）
つらら（W・262）
つらら（W・262）
稲妻（M。258）
稲妻（Vl・258）
稲妻（Vl・258）
じゃがいも〈特殊な名称〉（fV「’
　175）
灰（順・270）
じゃがいも〈特殊な名称〉（W・
　175）
蒸気〈飯の場合〉（雁。267）
蒸気〈飯の場禽〉（K。267）
桑1の鳴き声その2（W・299）
芳香（耀。268）
悪善（V【。269）
匂をかく箭部分（ll・85）
匂をかぐ前部分（ll・85）
蒸気〈湯の場合〉（W。266）
蒸気く湯の場合〉（V［・266）
蒸気く飯の場合〉（擁・267）
蒸気〈飯の場合〉（畷。267＞
蒸気く湯の場合〉（M・266）
蒸気く飯の場合〉（W・267）
頬個・107）
灰（～（・270）
ほくろ〈小さいもの〉（凱・
　133）
つらら（M・262）
癒（瓢●132）
ほくろ〈小さいもの〉（盟・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（m・
　134）
ほくろ〈小さいもの〉（瓢・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（研・
HOGURoo
HO｝玉E（E）
HOHO
HOHO
HOHOBERA
HOHOBETA
HOHOO
HOHOPETA
HOHOPPETA
HOHORI
HOHOROGO
HOHOTA
HOIBOO
HOIDO
HOIPO
HOI（HOI）
HOIHOIDORI
HOIMO
HOISO
HOITA
HOITO
HOITONOYADO
HOKA正
HOKAMAZU
HOKANIWA
HOKARAKASU
貝OKARU
HOKASU
HOKE
HOKE
HOKE
HOKE
HOKE
HOKEE
HOKEE
HOKEKYOOBANA
HOKERI
HOKERI
HOKETA
HO照
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　134）
ほくろく大きいもの〉（穰・
　134）
果1の鳴き簿その2（耀・299）
頬（薮1・107）
桑の鳴き声その1（～恥298＞
頬（∬正●107）
頬（照．107）
頬（瓢・107）
頬（皿・107）
頬（皿・107）
をまこり（Vl。271）
おた：まじゃくし（V・221）
頬（1霞●107）
松かさ（V・247）
男（租。136）
幽く卑称〉佃・138）
桑の鳴き蓄その1（WO　・298）
桑（V・212）
黒芋その1（配・177＞
桑の鳴き声その2（M・299）
ものもらい御・112）
ものもらV・（M・112）
ものもらい（猛・112）
頬（m・107）
頬（皿・107）
庭園（W・193）
捨てる（ll。62）
捨てる（ll・62）
捨てる（ll・62）
ふけ（畷・105）
踏面。265）
蒸気〈湯の場含〉（踊・266）
蒸気〈飯の場含〉（R。267）
をまこ　り（va・271）
蒸気〈湯の場合〉（W・266）
蒸気〈飯の場合〉僅・267）
すみれ（V。240）
蒸気〈湯の場合〉（M・266）
蒸気〈飯の場合〉（W。267）
頬（鉦・107）
蒸気〈飯の場合〉（罐・267）
HOKIRI
HOKIRI
HOKIRI
HOKKAI
HOKKAIDeOIMO
HOKKAMAZU
HOKKARU
HOKKE
HOKKE
HOKKETA
HOKKO（O）
HOKKUR正
HOKKURI
HOKKURO
HOKKURO
HOKOCCYO
HOKOI
HOKOI
HOKOI
HOKONKA
HOKONOKA
HOKOO
HOKOOSEE
HOKOOSYOO
HOKORE
MOKORE
HOKORE
HOKORI
HOKORI
HOKORI
HOKORI
HOKOR互
HOKOR王
HOKORIGOMI
蒸気〈湯の場合〉（Vl・266）
蒸気〈飯の場舎〉僅・267）
ほこり（M・271）
頬（猛。107）
じゃがいも〈特殊な名称〉（hy「・
　175）
頬（1置・107）
捨てる綴・62）
頬（皿歪。107）
お乎玉（租・145）
頬（皿．107）
桑（VO212）
ほくろ〈小さいもの〉（賑・
　133）
ほくろ〈火きいもの〉（盤・
　134）
ほくろ〈小さいもの〉（皿。
　133）
恥くろく大きいもの〉（紐・
　134）
桑：の鳴き声その2（擁・299）
季籔ζ二り（Vl．271）
ごみ〈罠にはいるもの〉（聴・
　272）
ごみ〈掃鈴の対象〉（Vl・273）
九日（Vl・288）
九日（W・288＞
桑の鳴き声その2（W・299）
桑の鳴き爾その2（畷・299）
桑の鳴き声その2（距299）
ほこり（壌・271）
ごみ〈農にはいるもの〉（W・
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（擁・273）
ふけ（鐙。105）
灰（Vl。27G）
砥；こ　り（W。271）
ごみ〈関にはいるもの〉（M・
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（礪・273）
ごみく川のごみ〉（耀・274）
ほζ：り（K・271）
HOKORIZIMESI
HOKORO
HOKORO
HOKORO
HOKOSAN
HOKOSYO（O）
HOKOT
HOKVBE
HOKUBO
KOKvaOKU
賊OKURE
HOKURI
HOKURO
薮OKURO
HOKURO
KOKURO
HOKUROAZA
HOKURODORI
HOKVROKU
HOKUROO
HOKUROO
KOKURU
HOKURU
HOKUSO
HOMAIBUKURO
HOMAIKAN
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ゆうだち（壌。255）
ほくろく小さいもの〉’ i膿・
　133）
ほくろく大きいもの〉（限・
　134）
桑（V。212）
つくし（V・244）
桑の鳴き声その2（W・299）
ほこ　り（Vl・271）
ほくろ〈小さいもの〉（膿・
　133）
ほくろく小さいもの〉（膿。
　133）
桑の鳴き声その1（WS　・298）
書くろく小さいもの〉（1皿・
　133）
ほくろ〈小さいもの〉（1∬・
　133）
癒（灘●132）
ほくろく小さいもの〉（腹・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（雌・
　134）
桑の鳴き湾その1（W・298）
ほくろ〈大きいもの〉（紐・
　134）
桑（V。212）
果（V●212）
ほくろ〈小さいもの〉（賑・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（猛・
　134＞
ほくろく小さいもの〉（膿。
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（賑・
　134）
ほくろ〈小さいもの〉（瓢・
　133）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（臥
　王65）
HOMEKI
HOMU
－HON
HONE
HONECUGIGUSA
HONGOKU
HON（KON）
頁ON｝至ONDORI
頁ON’IMO
HeN’ITO
HON’ITO
HONNOIMe
HONO
HONOGE
HONOGI
HONOKI
HONSOHONSO
HONSUZUME
HOO
HOO
HeOBECCYA
HOOBEETA
HOOBEKU
HOOBENTA
HOOBERA
HOOBETA
HOOBETTA
HOOBET’i’AA
HooBET’ro
HOOBIRA
HOoclBUKUI
HeOCIPAMI
HOoclGARA（A）
HO（O）CUK（K）O（O）
HO（O）CUKO（O）
HOocUKU
HO（O）CUKU
HOocYABO
HOODAMA
HOODORI
HOosAI
蒸気〈飯の場合〉（M・267）
ほこ　り　（Vl．271）
くすぐったい後部分（1・33）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）
すぎな（V・243＞
機糸（N・157）
桑の鳴き声その1（W・298）
桑（V・212）
里芋その1（1》賎77）
絹糸（罪・155）
機糸（N・157）
里芋その1（rv「・177）
蒸気〈飯の場合〉（VI・267）
水田←匿画〉（N・185）
水碑〈一息画〉（N・185）
水日工〈一優ζ画〉　（配●185）
つくし（V。244）
雀（V・214＞
頬（IH。107）
樂：の鳴き声その1（M・298）’
頬（IH・107）
頬樋・107）
頬（盟・107＞
頬（91・107）
頬伽・107＞
頬（珂・107）
頬（旬・107＞
頬佃・107＞
頬（翔。107）
頬（HI・107）
ごみ〈掃除の短象〉僅・273）
ごみ〈掃除の対象〉（W・273）
ごみ〈掃除の対象〉伽・273）
桑（V・212）
樂の鳴き声その2（VI・299）
桑（V●212）
桑の鳴き毒その2（M・299）
頬（猛●107）
頬（Hl。107）
桑（V。212）
蔑（珊。107）
HOOGA）vCEACI
HOOGAO
HOOGETA
HooGEclro
HOOGO
HOOGO
HOOGO
HOOGOROSU
HOOGURO
HOOGURO
HOOGURO
HOOHE
HOOHE
HOOHI
HOOHO
HOOHON
HO（O）HO（O）
HOOHOO
HO（O）HO（O）DORI
HOOIBU
HOOI　（HOOI　）
HOOKABACI
HOOKAI
KOOKANBACI
HOOKARAKASU
HOOKARU
HOOKASU
HOOKE
HOOKE
HOOKE
HOOKI
HOOKKAO
HOOKOIMO
HOOKO（O）
HOOKOOS（Y）EE
HOOKOOSYO（O）
HOOKORO
HOOKORO
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頬（m・107）
頬（獄。107）
頬（鉦・王07）
頬（HIO107）
子牛（V・209）
ほこり（Vi・271）
桑の鴨き声その2（W　・299）
とうがらし（N。183）
癒（IH・132）
ほくろく小さいもの〉（頂・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（脹・
　134）
桑の鳴き声その1（琉・298）
漿の鳴き声その2（wn　・299）
牝牛（V・208）
棄：の鳴き声その1（M・298）
桑（V●212＞
桑（V。212）
桑の寒き声その1（Vl・298）
桑（V●212）
おたまじゃくし（V・221）
桑：の鳴き声その1（M・298）
頬（U豆・107）
頬（田●107）
頬（翔。107）
捨てる（匪・62）
捨てる（皿・62）
捨てる（皿。62）
煙（M・265）
蒸気〈湯の場含〉（M・266）
蒸気〈飯の場含〉（W。267）
蒸気〈飯の場合〉（W・267）
頬（11夏．107）
里芋その2（配。178）
桑の鳴き声その2（W。299）
桑の鳴き声その2（M・299）
桑の鳴き声その2（M。299）
ほくろ〈小さいもの〉（劃・
　　133）
ほくろ〈大きいもの〉（蜀・
　　134）
壬玉0（0）KUBODOR！
HOOKUBOHOOKUBO
HOOKUCIDORI
HOOKUE［OOKU
HOOKURE
HOOKURE
HOOKURI
HOOKURI
HOOKURI
HOOKURIBooZU
HOOKURO
壬｛00KURO
HOOKURO
HooKuReo
HOOKUROO
HO（O）KURO（O）
HOOMENCYO
HOOMO
HooMUN
HOON
HOONEMO
HOONENBOO
HO（O）（N）GURI
HOoo（HOOO）
KOOPE
HOOPETA
HOOPETTA
HOOPPETA
HOOPPITA
HOORAGUSU
HOORI
桑（V．212）
桑の鳴き声その1（R・298）
桑（V．212）
桑1の鳴き声その1（Vi　・298）
ほくろく小さいもの〉（頂。
　133）
ほくろ〈火きいもの〉（測・
　134）
ほくろ〈小さいもの〉（隈・
　133）
隠くろく：大きいもの〉（胆・
　134）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
癒（瓢。132）
ほくろ〈小さいもの〉（膿・
　133）
ほくろ〈火きいもの〉（瓢・
　134）
ほくろ〈小さいもの〉（斑。
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（鉦・
　134）
桑（V・212）
頬（HI●王07）
ほここ　り　（Vl．271）
ごみ〈議にはいるもの〉（VI・
　272）
果の鳴き声その1（“。298）
じゃカ9いも〈特殊な名称〉（IV・
　175）
じゃカ：いも〈特殊な名称〉《W・
　175）
松力．さ（V。247）
桑1の鳴き斑その1（W・298）
頬但・107）
頬（亘1・107）
頬御・107）
頬細・107）
頬（凱●107）
とうがらし（W。183）
ほこり　（Vl・271）
HOORIDONO
HOORISUTERU
HOOROKU
HOOROKUMON
HOORU
HOORUGUSU
HOOSE
HOOSEE
｝｛00S互
HOOSI
HOOSI
HO（O）SI
HO（O）SI
HOOSIKO
HOOSIKONOHA
HOOSIKONO－
　OBA（SAN）
HOOSIKONOOYA
HOOSI（N）BO
KOOSINOCYACCYA
HOOSINOKI
HO（O）SI（NO）KO
HOOSINOOYA
HOOSO
HOOSO
HOOSO
HOOSOI
HOOSOI
HOOSOI
HOOSOKKEE
HOOSO（O）
HOOSU
HOOSUKIE
HOOSUKE（DORI）
HOOSYA
HOOS（Y）E（E）
HOOS（Y）EN
HOOTA
HOOTAA
HOOTABA
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カ」まきりく特殊な名称〉（V・
　230）
捨てる（ll。62）
陶磁｛措（N・161）
陶磁器qv・161）
捨てる（且・62）
とうがらし（IV。183）
細い（レ24）
細い（1・24＞
細くろく小さいもの〉（皿・
　133）
男（盤。136）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
暴1の鴨き声その2（W・299）
すぎな（V・243＞
すぎな（V・243）
すぎな（V。243）
すぎな（V。243）
つく　し（V。244）
つくし（V。244）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）・
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
細い（1・24）
ij、さい（1・22）　．
細い（1・24＞
細力》い（　1　●25）
細い（1　。24）
桑の鳴き声その2（X　・299）
集iの鳴き声その2（耀・299）、
疑の鳴き声その2（擁・299）
築（V●212）
つくし（V・244）
桑の鳴き声その2（壌。299）
樂1の鳴き声その2（耀。299）
頬㈲・107）
頬（圃。107）
頬（HI●エ07）
HOOTABBA
HOOTABERA
HOOTABO
HOO’1’ABU
HOOTABURA
HOOTABURO
HOOTAI
HOOTAKABACI
HOOTAMA
HOOTAN
HOOTANBA
HOOTANBACI
HOOTANBERA
HOOTANBO
HOOTANBOO
HOOTANBURO
HOOTANE
HOOTANPERA
HOOTANPO
HOOTARU
HO（O）TARUGUSA
HOOT（HOOT）
HOOTOBIKI
HOOTOBURA
HOOTTABO
HOOTTANE
HOOUHIT
HOOU（U）（HOOU（U））
HOeYAKE
HOOYAKE
HOOYAKU
HOOZURA
HOPE
HOPETA
HOPITA
HOPPARAKASU
HOPPARU
HOPPATA
HOPPE
HOPPEE
HOPPERA
頬（劉・107）
頬（m・107）
頬（皿・107）
頬（膿●107）
頬（斑・107）
頬（m。107＞
頬（Hl●107）
頬纈・107）
頬個・107）
頬（皿・107）
頬（匪・107）
頬（題●107）
痙縮・107）
頬（皿・107）
頬（膿・107）
頬面・107）
頬（HI・107）
頬（皿。107）
頬（膿・107）
捨てる（H。62）
すぎな（V・243＞
桑の鳴き声その1（V。298＞
ひきがえるその1（V・219）
頬面・107）
頬（猛・107）
頬（田。107）
牛ヒ牛（V●208）
桑の鳴き声その1（M・298）
癒（盟．132）
ほくろ〈小さいもの〉（瓢・
　　133）
癒（皿．132）
頬（簸・107）
頬催・107）
頬（綴・107）
頬（i皿・107）
捨てる（藝・62）
捨てる（E・62）
頬（盟。107）
頬（｛証・107）
頬（m・107）
頬（皿・王07）
HOPPETA
HOPPETTA
HOPPOI
HOPPO（O）DORI
HOPPYOO
HORA－
HORAA－
HORAGAERU
HORAKA
HORAKO
HORAKURU
HORAO－
HORI
HORICUKE
HORICUKI
HORIIDO
HORIIGAWA
HORIrNWKI
HORINUKIIDO
HORISITERU
HORISUKE
HORO
HORO－
HOROCUKE
HOReCUKE
HOROCUKU
HOROCUKU
HOROHORO（O）
HOROKERU
HOROKO
HOROKO
HORONANKA
HORONKO
HORONOKO
HOROSUKE
HOROSUKE（DORI）
HOROSUKEME
HOROT
HOROTTO
HORU
HORUKUTO
HORUTE
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頬（班・107）
頬（劉・107）
桑（V●212）
桑（V・212）
すみれ（V・240）
うそをつく前部分（ll・91）
うそをつく前部分（9・91）
ひきがえるその2（V・220）
うるち（IV・168）
うるち（麗磯68＞
〈雷が〉落ちる（n・95）
うそをつく煎部分（嚢・91）
水離く六合〉（W・186）
桑の鳴き欝その2（W・299）
桑（V●212）
井戸享（！V・197）
井芦（N●197）
井戸（】V・197）
井戸（N・197＞
捨てる（li。62）
桑：の鳴き声その2（Vi・299）
子馬（V。204）
うそをつく前部分（H・91）
桑（V・212）
桑の鳴き声その2（W・299）
桑（V●212）
桑：の鳴き声その2（耀・299）
桑の鵬き齊その1（WO　・298）
〈雷が〉落ちる（［・95）
うるち（W・168）
子，麗（V。204）
細い（レ24）
子馬（V・204）
子，罵（V●204）
桑の鳴き声その2（W・299）
桑（V。2圭2）
桑（V●212）
築の豪き声その1（樋　・298）
彙の鳴き声その2僅・299）
捨てる（＃・62）
桑の囎き声その2（膨299）
ものもらい（瓢・l12）
HORYOOMAI
壬｛OS£
壬｛OSE
HOSE
HOSEE
HOSEKURA
HOSEN
HOSI
HOSI
壬｛OSI
HOS斑OS正
HOSII
HOSII
HOS凪OBON
HOSIKOBONNOOYA
HOSIKOBONNO－
　TAKETAN
HOSIKONORI
HOSINOSAKI
HOSO
HOSO－
HOSOBE
HOSOBE
HOSOBI
HOSOBI
HOSOE
HOSOI
HOSOI
班OSOI
HOSOKA
HOSOKA
HOSOKA
HOSOKE
HOSOKEE
飯米（N・170）
細h（　1。24）
蒸気く湯の場合〉（Vl・266）
蒸気〈飯の場合〉（埴・267）
綿1い（1　・24＞
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
集1の鳴き声その2（確。299）
ものもらい（脹。112）
ほくろく小さVもの〉（1聾。
　　133＞
ほくろ〈大きいもの〉（猛・
　134）
ほくろく小さいもの〉（濯・
　133）
細い（亙　辱24）
桑1の鳴き声その2（～恥299）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
肩蘂〈特殊な名称〉（胆。15G）
みずおち（M　・130）
細い（　1　◎24）
くすぐる前部分（ll・81）
ほくろ〈小さいもの〉（盤・
　133）
織くろく大きいもの〉（膿。
　134）
憔くろく小さいもの〉（皿。
　133）
ほくろく大きいもの〉（皿・
　134）
細い（　｛●24）
’」、さh（1・22）
糸田い（　韮　●24）
細入》い」（1　●25）
ノ」、さい（1・22）
細い（　1　．24）
細かい（1・25）
細し（（1　。24）
細レ）（　要　の24）
HOSOKKEE
HOSOKKOI
HOSOKOI
HOSOKYA
HOSOME（DA）
HOSOOI
HOSOSARI
HOSOwr
HOSSE
HOSSI
HOSSOI
HOSSYO
HOSUBE
HOSUBE
HOSUKA
HOSUT
猛OSYA
MOSYE
HOSYE
HOS（Y）E（E）
HOTA
HOTA
HOTABIRA
HOTABO
HOTABU
HOTAN
HOTANBACI
KOTANBO
KOTANBUCI
HOTARAKASU
HOTARU
HOTEE
HOTERU
HOTERU＊
HOT（HOT）
HOTOGE
HOTOGE
HOTOKEDORI
HOTOKENHITAKI
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細い（1　．24）
細い（1．24）
細い（　1●24）
細い（1・24）
細力、い（1・25）
細い（1　●24）
細い（　1魯24）
細㌧へ（｛。24）
細い（　1．24）
ss　vti（　1・24）
細h（　1・24）
桑の鳴き声その2（擁・299）
ほくろく小さいもの〉（膿。
　133）
ほくろく大きいもの〉（膿・
　134）
細い（　1◎24）
桑の鳴き声その1（擁・298）
細い（1・24）
蒸気く湯の場合〉（M。266＞
蒸気〈飯の嚇含〉（畷：・267＞
疑の嘱き辮その2（ltl・299）
頬（阻。王07）
あぜ（罪　・187）
頬（i正・107＞
頬（皿・107）
頬（ヨ1．107）
類（溺。107）
頬佃。107）
頬（阻・107）
頬（IH。107）
捨てる（il・62＞
捨てる（麺・62）
牡牛（V・207）
穏妻僅・258）
稲妻僅・258）
桑1の鳴き声その1（耀・298）
あごくとがった部分〉（膿・
　108）　・”
あごく全体〉（斑・109）
せきれい（V・213）
せきれb（V・213）
HOTOKEUMA
HOTORI－
HOTORIKUSAI
HOTTA
HOTTABO
HOTTABU
HOTTAI
HOTTAI
HOTTAKABACI
HOTTANE
HOTTARU
HOTTE
HOTTEN
HOTTOKASVKE
HOTTOKASUKE
HOTTOKU（GAERU）
HOTTONGAERU
HOUROU
HOUUHOUU
HOYA
HOYA
HOYA
HOYAGE
HOYAKA
HOYAKE
HOYAKE
HOYAKE
HOYOOMAI
HOYUU
HOYUUMAI
HOYUUMEE
HOZAKE
HOZE
HOZOBI
HOZOBI
HOZURAA
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
きな臭い前部分（1・34）
焦げ臭い（1・36＞
頬（膿●107）
頬催。107）
頬（鉦。107）
頬（韮1．107）
ひきがえるその2（V・220）
頬（畷・107）
頬侮・107）
捨てる（藝・62）
，Lli±牛（V◎207）
稲妻㊥・258）
桑（V・212）
稟iの鳴き声その2（礪・299）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
かくれんぼ（瓢・148）
桑の鳴き声その1（W・298）
癒（珊・132）
ほくろ〈小さいもの〉（贋・
　133）
蒸気〈飯の場禽〉催・267）
癒（盟。i32）
癒（盟・132）
ue（M　・132）
ほくろ〈小さいもの〉（顕・
　133）
橡くろく大きいもの〉（延・
　134）
飯米（N◎170）
飯米（『V・170）
飯米（即・i70）
飯米（fV「・170）
癒（盟．132）
桑1の嶋き声その2（～1。299）
ほくろく小さいもの〉（阻・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉伽・
　134）
頬（m・107）
田
｝IUBENTA
HUBETA
田BIITA
HUBO
HUBU
HUBUGASI
ErerBUGASI
HUBUKASI
厭JCCYARU
HUCI
HUCI
HUCI
HUCI
HUCI’
HUCI一
｝IUCII
HUCIKATA
nvCIKATAGOME
HUCIKATAIRE
HUCIKATAMAI
厭JαMA
厭JαMAI
厭JCIMEE
HUCINUSIBA
厭JC照JSIPA
HUCINUSUBA
HUCrrNi”USUPA
HUCINUSYUBA
HUCU
HUCUMA
－E［UCUN
HUCURU
HUCUT
HUCUU
－HUCUU
HUCUUMAI
I－IUCUUNOKOME
HUCWII
HUCYARU
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頬（膿・107）
頬（IH・107＞
頬（IH●107＞
頬（IH・107＞
蜘蜜朱（V．233）
蜘垂宋（V。233）
蜘鎌の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V。234）
捨てる（H。62）
太い（　1　●20）
麟（瓢・115＞
米びつ〈一般的な名称〉（N。
　165）
飯米（N　・170）
匹ll（瓢・115）
灸をすえる前部分（＃・83）
太い（1・20＞
飯米（iv「●17G）
飯米（N・170）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
飯米（N・170＞
襖障子（N・192）
飯米（揮・170）
飯米（N・170）
讐（阻じ116）
醤（膿・116）
讐（膿・116）
讐（畷・116）
讐（1正・116）
PII（M・115）
襖障子（N。192）
いびきをかく後部分（皿・90）
捨てる（E・62）
捨てる（H・62）
太い（1・20）
いびきをかく後部分（皿・90＞
うるち（N・168）
うるち（N。168）
太い（1。20）
捨てる（冠。62）
丁田CYUN
HUDA－A
HUDANGUI
HUDDA
HUDDABIKI
田DE．
HUDEI
則DE（KO）
田DI
田1）II
HUDOIMO
HUDUI
厭JI）URI
珊GA
田GA
E（UGA一
｝｛IUGAA
｝｛UGwwATA
｝一IUG（s）AASISIRII
田GAIRU
田GAMACI
薮UGAMAT
田GAMAT’
HUGE
日JG〔9〕E
｝IUG（g）E
HUGETA
EIUGETAA
田GIRI
HUGU
一HUGU
一｝釦GU
－HILJGU
HUGUCU
HUGUDAMA
いびきをかく後部分（ll・90）
稲妻（Vl。258）
飯米（iv・17G）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
まぶしい前部分（1。30）
稲妻（Vl．258）
つくし（V。244）
稲妻（Vl●258）
稲妻（Vl●258）
じゃがいも〈特殊な名称〉（iy「・
　175）
稲妻（Vl●258）
稲妻（Vl◎258）
芳ts（M。268＞
悪奥（Vl奪269＞
匂をかぐ前部分（ll・85）
ひきがえるその2（V　・220）
ひきがえるその2（V・220）
すりこぎ（N・163）
黄色い（1●27）
頬（nl・107）
頬（1正・107）
あごく全体〉（膿・109）
ふけ（1鼠。105）
蒸1善く湯の場禽〉（壌・266）
蒸気く飯の場合〉（擁・267）
頬（膿・107）
頬（膿。107）
松力》さ（V●247）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
片足銚びをす多後部分（護・
　55）
いびきをかく後部分（K・90）
うそをつく後部分（il・92）
おしたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細園〉（V・
　223）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
HUGURO
HUGURO
KUGURO
｝E［UGURO
HUGUTAIRO
HUGUTAN
HUI－IIMA
｝｛UHOO
HU（田＞
HUHUGASI
｝｛UHUM
｝㎜M正
HU瓢」顧
HM一
照JICURU
磁JICYA－
IrulMA
IeelMA
冊Nst
I－IUITERU
I－IUKAA
EEUKAMIKI
田KARI
珊KASI
HUKASUN
冊（ATA
照（ATA
田KAYAMA
銀涯（AZUG〔g〕U
EfUKBIRYA
一110一
　223）
垢（獺・131＞
ほくろ〈小さいもの〉（服・
　133）
ほくろく大きいもの〉億・
　134）
松かさ（V・247）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細園〉（V・
　223）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
襖障子（N・192）
桑の鳴き声その1（W・298）
桑の鳴き声その1（W・298）
蜘蛛（V・233）
ほこ　り　（V【・271）
聖楽こ　り（VI・271）
ほこ　り　（M・271）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
（　1　・18）
播てる（n・62）
大きいくオオキイ類の詳細國〉
　　（　1　・18）
肩車く特殊な名称〉（瓢。150）
襖障子（rv「・192）
居る（H・53）
捨てる（ll・62）
稲妻（Vl。258）
まぶしい蘭部分（1。30）
まぶしい後部分（1・31）
稲妻（M・258）
稲妻（M・258）
煮る（ff。58）
煮る（il・58）
水田〈一服画〉（N　・185）
水田く集合〉（N・186）
林（『V●199）
〈片方の肩で勉を〉かつぐ（可。
　294）
たんぽぽ（V・241）
NUKE
HUKE
HUKEE
I－IUKEGAWAZU
HUKERA
KUKI
｝IUM
HUK王
HUKI
HUM
膿AGE
一｝一IUKIDASU
HUKIGAERU
HUK護TO
EfUKIMAWASI
HUKKAKE
｝一IUKKAKEAME
HUKKAKURU
HUK（K）UI
HUKO
HUKOGAERU
HUKOMAGO
HUKONOKA
EfUKORO
EKJKOZI
HUIく：U
HUKU
HUKU
－HUKU
一HUKU
－HUKU
－EreKU
HUKUBE
1－IUKUBE
HUKUCI
ふけ傾・105）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
ふけ細・105）
ひきがえるその1（V・219）
ふけ（皿・105）
ふけ織。105）
とりおどし（iv「・189＞
ひきがえるその1（V・219）
蒸気〈湯の場合〉（M・266）
蒸気〈飯の場合〉（W・267）
つむじかぜ（距264＞
せきをする後部分（恥88）
ひきがえるその1（V。219）
機糸（揮。157）
つむじかぜ（wr　・264）
ゆうだち（M・255＞
ゆうだち（wr　・255）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（屑・
　294）
看『まこり（VI。271）
ひまご（雌・139）
ひきがえるその1（V・219）
ひまご（届・139）
プし長ヨ（Vl・288）
桑（V。212）
盤複父個・142）
ひきがえるその1（V・219）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳継図〉（V・
　223＞
桑の鳴き声その1（擁。298）
片足跳びをする後部分（ll・
　55）
せきをする後部分（＃・88）
いびきをかく後部分（ll・90）
うそをつく後部分（H・92）
ほくろく小さいもの〉（題・
　133）
ほくろく大きいもの〉個・
　134）
ごみ〈掃除の紺象〉（顎。273）
｝roKUCI
HUKUCICI
HUKUDA
I－IUKUDABIKI
HUI（UDABHく三GAERU
｝｛IUKUDADONBIKI
Hし蓬（UDAGAERU
HUKUDAGO
澱くUDAK：ABIKi
HUKUDAMA
HUKUDARAB琵くI
EELIKUDAREBIKI
E｛UKUDAROBIKI
KUKUDARoo
I－IUKUI］）ORI
I－IUKUDURYA
HUKUGAERU
I－IUKUGAKU
HUKUGAWAZU
懸（UGE£CU
｝IUKUGOTO
闘くUGUROSUKE
HUKUGUROSUKE
EruKUI
囲KUKOMI
一一lJKUMUN
一｝IUKUN
細KUNO】隈I
HUKUONBIKI
㎜く：URA
｝一IUKURADORI
｝IUKURASUZVME
HUKURASUZUME
EEUKUREDORI
HUIくURO
E｛UKURO
一lll一
ごみ〈掃除の対象〉（va　・273）
ごみ〈Ji［のごみ〉（遭・274）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219＞
ひきがえるその1（V・219）
おた：まじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細國〉（V。
　223）
ひきがえるその1（V・219）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　など類の詳細國〉（V。
　223）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219＞
ひきがえるその1（V・219＞
ひきがえるその1（V・219）
桑（V・212）
たんぽぽ（V・241）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V　・219）
ひきがえるその1（V・219）
桑（V・212）
桑の鳴き声その2（M・2gg）
ごみ〈掃除の対象〉（耀・273）
つむじかぜ（Vl・264）
癒になる（E・80）
いびきをかく後部分（ll・90＞
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219＞
雀（V●214）
漿（V●212）
桑（V．212）
釜（V・214＞
桑（V・212）
ぼくろく小さいもの〉（膿・
　　133）
ほくろ〈大きいもの〉循・
　　134）
黛JKURO
厭JKURO
｝IUKURO
｝一IUKURODORI
I－IUKURODORIME
HUKUROGAERU
I一｛UKUROKIBI
I－IUKUROKIMI
HUKUROKO
I－an〈UROKO
｝一IUKUROKU
HUKU民OKU
HUKUROO
田KUROO
IIUKUROODeRI
MUKUROUCI　一
1－IUKUROUCI　DEKIRU
HI！YKUROUCI・NI
　NARU
｝EEUKURU
繊くURU
E［UKURUDORI
HUKURUU
｝一IUKURUU
HUKURUUII＞ORI
NUKURYO（O）
HUKUSIMI
wa〈USIN
HUKUTARoo
厭JKUZI
HUKUZI
I－IUK（Y）AGAERU
HU瓢A一
厭JMA－
HU鍛1
照JM夏
賊UMI
HUMIBAI－IU
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
桑（V・212）
桑の鳴き声その1（W。298）
sge￥il　（　V　・・　212）
桑（V。212）
ひきがえるその1（V・219）
とうもろこし（y。182）
とうもろこし（N・182）
桑（V・212＞
桑の鳴き声その1（擁・298）
桑（V・212）
桑の鳴き声その1（擁。298）
ほくろ〈大きいもの〉（租・
　134）
桑（V●212）
桑（V・212）
癒になる（E・80＞
癒になる（翌・80）
癒になる（藍・80）
水田く集合〉（W・186）
桑（V●212）
疑（V◎212＞
桑（V・212）
彙の鳴き声その1（順・298）
桑（V・212）
桑（V●212）
ごみ〈即ζはいるもの〉（擁・
　272）
ほこ　り（V【・271）
桑（V。212）
ごみく玉除の対象〉（K・273）
ごみく掃除の対象〉（樋・273＞
ひきがえるその1（V・219）
細力、い（1　025）
まぶしい前部分（1　・30）
米（E＞・167）
うるち（i＞。168）
米（N・167）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165＞
則MIBAKKU
HUMIBICI
HUMI王
EIUMII
I－llJMInmRA
HUMIUUKI
HUMU
－ffUN
－HUN
－HUN
－am
－moN
amADifRE
HUNAT
I－IUNATA
HorKIAT’UMA
E（UNAT’USI
HUNE
I－IUNEGO
amEKO
I－IUNGVRI
HUNGURIMOCI
mmDAA
HUNMADO
厭JOOHUOO
LruPAA
KUPETA
I－IUPPARIDOZYO
細PPETA
I｛URAKASU
EIURARA
HURAZ王
一HURI
HURICUKU
HURIENAA
一112一
米びつ〈一般的な名称〉（IN「・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（iv・
　165）
米（rli・167）
うるち（膨・168）
もみがら（fV「・171）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
蜘虫朱（V，233）
片足跳びをする後部分（ti・
　55）
匂をかぐ後部分（1・86）
せきをする後部分（ll・88＞
いびきをかく後部分（韮・90）
うそをつく後部分（H・92）
雀（V●214＞
女催・137）
ひきがえるその2（V・220）
学ヒ，摩§（V・203）
牛ヒ牛（V・208）
米びつ〈特殊な名称〉（rlf・
　166）
井戸th（IV。197＞
井戸（N。197）
営力hさ（V◎247）
もぐら（V・211）
…1年Eヨ（Vl俸276）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
桑の旧き声その1（wr・298）
まむし（V・228＞
頬（IH。107）
おたまじゃくし（V・221）
頬（1正・107）
捨てる（ll・62）
づらら（聴。262）
頭（唄・101）
お手玉遊び（皿・146）
桑（V・212）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（擁・
HURIGAMI
｝1［URIGE
HUR王1
｝ruRIKACUGC9）U
HURIKAKERU
HURIKATAGENI－
　SURU
HUR王SYOU
HURO
KURO
HUROCUKO
HUROCUKU
－HURU
HURUCVKI
月〕しJRUCUK：（K）U
HURUCUKO
EEURUCUKU
HURUCURU
HURUDA
E［URUDA
I－IURUDABIKI
I－IURUDABIKKI
｝一IURUDADOBA
｝一IURUDAGO
HURUDAKO
HURUDA（NO）KO
1－IURUDANOKOKKO
狂UR畷URUMAGWA
HURU正
HURUIOZII
｝i｛URUIOZIISAN
HURUIZ田AN
　294）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
稲妻（V【・258）
〈緯方の肩で包を〉かつぐ（～弘
　294）
〈片方の肩で勉を〉かつぐ（W・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（VI・
　294）
〈酵方の肩で包を〉かつぐ（Vl・
　294）
あぜ（酔187）
林（N・199）
桑の鳴き声その2（壌・299）
彙（V●212）
お手玉遊び価・146）
桑（V・212）
桑の鳴き声その2（耀・299）
桑の鳴き声その2（M。299）
桑（V●212）
果（V・212）
蛙（V魯218）
ひきがえるその1（V　・219＞
ひきがえるその1（V・219＞
蛙（V●219）
ひきがえるその1（V・219）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細醒〉（V・
　223）
蛙（V。218）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細園〉（V・
　223）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細國〉（V・
　223）
子馬（V。204）
稲妻（VI。258）
嘗櫨父儂・142）
曽尊父（驚・142）
雷徳父磁・142）
E［JRIJIZ王正CYAN
EIURUIZIISA
HURUIZIISAMA
雛JRUIZ叢SAN
HURU正ZI王YAN
HURUOZIISAN
HURUZII
HURUZIISAN
HUSA
－E｛USA－
EIUSATOGIN
HUSE
－HUSEE
琢JS璽〔si〕
HUSII
HUSIINUKWAA
｝｛USIMA
HUS’奄lA
EaJssu
蔵USSURU
田SSUU
EWSSYU
薮USU
HUSU－
HUSUBE
｝IUSUBE
HUSUBIREKUSAI
I－IUSUBORI－
HUSUBORIKUSAI
HUSUBURE－
HUSUBURI－
HUSUG［g）U
HUSUKUMI
HUSUMA
HUSifMA
HUSUMAA
HUSUMAEK）
HUSUMADoo
EIUSUMAKKASU
一113一
暫祖父（阻。142）
嘗祖父綴・142）
曹祖父働・142）
善祖父（阻・142）
一丁父（皿・142）
曽祖父倒・142）
嘗祖父（M・142）
嘗国父伽・142）
たてがみ（V・205）
きな臭い後部分（｝。35）
とうもろこし（IV畦82）
お手玉倒・145）
きな奨い後部分（1・35）
牛（V。206）
牛（V・206）
子牛（V・209）
襖障子（｝V●192＞
襖1薙子（fYi●192）
祖父（M　・141＞
捨てる（皿・62）
とうがらし（W・183＞
福父（M・141）
垢（1畦・131）
くすぐったい前部分（1・32）
ほくろ〈小さいもの〉（皿。
　i33）
ほくろく大きいもの〉（1亘・
　134）
焦げ異い（1・36）
きな臭い前部分（1・34＞
焦｛ず臭い（　1　●36）
きな臭い前部分（1・34）
きな臭い前部分（1・34）
もみがら（N・171）
ごみ〈掃除の対象〉（W　・273＞
ほくろ〈小さいもの〉（濯・
　133）
襖障子（N●192）
つむじ（盟・王02）
襖障子（N　・192）
襖障子（N。192）
ほくろく小さいもの〉（頂・
｝一IUSUMEE
HUSUMOI－
HUSURI
田SUT
HUSYASYA
HUSYU
．H疋JT
厭JTA
｝｛UTABIRA
I”IUTABU
nvTABURA
｝i｛UTAGURA－KAKU
I－IUTAGURA　SURU
MILITAHIMAGO
－EEUTAI
厭JTA正NOK£
｝ft｝TAKE
｝一IUTAKO
壬｛UTAN
HUTAINBERA
HUTANBU
HUTANP，URA
HUTARI
HUTE
EfUTE一
｝一IUTE－
1－IUTE一
｝IUTE一
｝丑JTEE
I－IUTERU
HU’MUT
田TI
E［UTI
E［UTII
磁JTH
HUTII
I－IUTIMA
HUTIRUN
HUTMA
I－IUTO
HUTOE
　133）
祖父（M・141）
きな臭い前部分（1・34）
煙（V韮．265＞
煙（Vi・265）
悪臭（Vl・269）
視父御・141）
せきをする後部分（恥88）
頬（賑・107）
頬（（服・107）
頬（膿。107）
頬（翼1●IG7＞
あぐらをかく（漿。52）
あぐらをかく（ll。52）
やしゃこ（匪・140）
くすぐったい後部分（1・33）
眉毛億・圭11）
唾（董狂◎118）
機糸（rv「・157）
頬（1韮・107）
纈（眼・107）
頬（丑10107）
頬（膿・107）
垢（1韮・131）
太い（1。20）
大きい（1・17）
太い（　1　・20＞
粗い（レ21）
まぶしい前部分（1。30）
太い（1。20）
捨てる（E。62）
桑の鳴き声その1（顎。298）
太い（1・20＞
稲妻（VI。258）
太い（｛・20）
〈雷が〉落ちる（藝・95）
牧牛（V・207）
襖障子（N　・192）
〈雷が〉落ちる（E・95＞
襖障子（N●192）
太い（韮　・20）
太い（　1願20）
HUTOGA
I－IUTOI
HUTOI
HUTO王
薮UTOIBI
HUTOIB王
薮UTOIBI
HUTO七八0
｝一IUTOKA
I－ftJTOKA
瓢JTOKA（3行隅8段〉一＞
　OOKIKA
E｛UTOKA
HUTOKKEE
狂UTOKYA
HUTONWATA
｝一IUTOO
肌ヌTOO正
賊UTOSAS正
HUTOSASIEBE
｝一｛Ull）OSASIEBI
HUTOSASIIBI
｝｛［UTOSASIYOBI
HUTOSASIYUBI
HUTOW王
1－IUTTABA
ewTTABIRA
I－IUTTABO
MUTTABU
I－IUTTAMAGARU
HUTTE
HUTTEE
HUTTIUSI
HUTTOGA
HUTTOI
I－IUTTOKA
欝TU瓢A
照JTUR三
EIUTURYA
厭JTWII
HUU
HUU
一114一
太い（1・20）
大きい（夏・17）
太い（1。20）
親い（1。21）
人差し指噸・122）
中乎旨（撫。123）
薬｝旨（殿。124）
機糸（iv・157）
大きい（｛・17）
太い（1　・20）
太い（｛。20）
糧し（（玉●21）
太い（　1．20）
太い（1・20）
綿（W奪158）
太い（韮　・2G）
太い（　1。20＞
人差し指（灘・122）
人差し捲（阻・122）
人差し指細・122）
人差し捲（M　・122＞
人差し指織・122）
人差し指侮・122）
太い（i・20）
頬（m●107）
頬（阻。王G7）
來頁（劉●107）
頬（1正・107）
驚く　く藍・77）
太い（　1●20）　．
太い（1・2G）
牡牛（V。207）
太い（1・20）
太い（1・20）
太い（1。20）
襖障子（fV「・192）
稲妻（Vl●258）
稲妻（M・258）
＝太こい（　董　●2G）
頬（1耳・1G7）
今Eヨ（Vl●280）
照∫．
HUU一
HUU一
｝瓢J一
馴一
棚一
日目U一
｝IUUABUZI
HUUANGO
馴BAAHUUBENTA
HUUBENTAN
HU”UBENTEE
｝：IUUBENTOO
HUUBENZURA
amBETA
I－IUUBINTA
HUUBINZURA
HUUCII
HUUDII
HUUGETA
HUUGITI
MUUGUTI
HUUHUGASI
umwsyu
H：uu但uu）
HUUHUUGAASII
HUUHUUGAASII
wmGAASINUSII
－wm
EfUUIBI
HU（U）IHU（U）I
HUUIN
HUUKII
ERruKII
MUUKITEgEUUKII
IWUIくURO
｝｛［UUKURO
HUUKUU
大きい（1・17）
大きいくオオキイ類の詳細閣〉
　　（　1　・18）
太い（1・20）
粗い（1・21）
il、さい・（1・22）
細い（1・24）
細力》い（韮　．25）
曽裾濃（皿・142）
ひきがえるその1（V・2王9）
蜘蛛（V・233）
頬（正［正・王07）
頬（盟・107）
頬（皿。107）
頬（罵・107）
頬（　M　・107＞
頬（毘●1G7）
頬（1匪・107）
頬（IH。107）
太い（1・20）
稲妻（Vl。258）
頬（1ヨ・107）
牡牛（V・207）
生七牛（V。207）
蜘蛛（V●233）
瞥君父（田・142）
蘂1の恥き声その1（M。298）
蜘蛛（V。233）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の巣（V・234＞
せきをする後部分（H・88）
親チ匿（羅・121）
果1の鳴き声その1（Vt。298）
貰う（＃・76）
蒸気〈湯の場合〉（M・266＞
蒸気く飯の場合〉（W・267）
桑の若き覆その1（M・298）
ほくろ〈小さいもの〉（盟。
　133）
ほくろく大きいもの〉（贋・
　134）
たんぼぼ（V・241）
HUUMAGO
HUUMAN
HUUMANDOZYOO
HUUMU
｝IUIjPETA
HUUPPETA
｝｛［UUROOMOMA
l－ftlURUCI
HUURYO（O）
田σSUBE
HUUSUBE
銀∫USUU
願JTA
HUUTABIRA
｝IUUTABO
HUUTABU
HUUTABURA
｝一ruUTAI
I”IUUTAN
HUUTANBIRA
HUUTANBO
I－IUUTANGEERO
1－IUUTANGO
I－IUUTANMAO
HUUTARA”AMAI
｝一IUUTEE
HUUTEE
l”ILftJTII
HUUTO
HUUTOI
EfUUTOO
I－IUUTTAN
田UTWH
｝IUU’UBI
一115一
ひまご（阻・139）
おたまじゃくしくヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細國〉（V。
　223）
ほこり（M・271＞
頬伽・107）
頬（班・107）
桑（V●212）
みずおち（則・130）
凧（斑●143）
ほくろ〈小さいもの〉（瓢・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（盟・
　134）
とうがらし（N。183）
頬伽・107）
頬（1匪・107）
頬（匪・1G7）
頬（IH。1G7）
頬（盟・107）
頬（HI。107）
頬（撰・107）
頬（畷・107＞
頬（至豆。107）
おたまじゃくしくヒキ。ワクド
　などの類の詳細國〉（V。
　223）
ひきがえるその1（V。219）
やしゃこ（馴・140）
〈塩味が〉うすい（1・38）
太い（　1．20）
頬（皿・107）
太い（1・20）
頬（題・1G7）
太い（1・20）
頬（瓢●107）
頬（綴。107）
太い（1・20）
親指（翔・121）
HUUUI－IUUU
wwBI
｝一IUUYUM
swZII
｝pmJZIISAN
珊UZIRA
HUUZIRAA
田UZ更YA
HUUZOOBANA
HUUZURAA
EKJYOOMAI
HUZII
照JZ脳
MUZUUNOUMA
蝦WAAHUSI
冊AA｝｛UZI
HWAANUUMA
｝一rvVAASYUM
殖WAASYUN
｝IWAAUMA
｝rwAAUSI
｝｛IWADAG（g］E
I－rwAE［ipae）
MWAGEatama
HWAGERU
ErvVAGIatama
HWAGIIN
HWAGIN
HWAGU
HWAGUCI
HWAKUN
EfVVANA
｝rwANAA
蚤｛WANM£E
H（W）ANNAI
｝rwANSUU
｝一iWARU
HVVARUU
HWATAKI
F｛WATEE
桑の鴫き声その1（K・298）
親｝旨（田●121）
f詩りる（9・71）
｛黄りる（嚢・71）
曽楓父億・142）
蓉祖父（　IE・142＞
頬（灘。107）
頬億・107）
頬（脹・107）
すみれ（V・240）
頬（｛丑◎107）
飯米（N。王70）
稲妻（塾258）
女侮・137）
牡馬（V　・202）
子ゐト（V．209）
瞥祖父樋・142）
子馬（V・204）
貸す（且・70）
貸す（il・70）
子馬（V・204）
こヨ菰牛（V。209）
畑（ELt・188）
麟藝（V。232）
はげ頭紐・1◎3）
はげる織・104）
はげ頭（剛・103）
はげる（即・104＞
はげる（賑・104）
とりおどし（N・189）
あごくとがった部分〉（賑・
　108）
〈短を〉背負う（琵・65）
鼻（瓢・113）
鼻（膿・113）
飯米（戸田70）
雷（VI●256）
さつまいも（痒・176）
畑（N・188）
畑（iv・188＞
畑（Ey「・188）
畑（fLf・188）
HWATEEUMU
薮WATTE
HWAYAS王
HWAYASI
ErWECofe）
薮WE〔φ芭〕
HWE（ipe）
ewE（ipEe）
IE［WE（ipe）
薮W琵〔醐
HWE［¢e）
HWE（ipa｝）
HWEBI
－v　HWEBI
HWEBUGURO（ipEe　N）
IrwEE（ipe：）
1－IWEE（ipe：）
｝一IWEE［ipae：）
HWEE（die：）
EEWEE｛ipE；｝
｝一IWEE［es：）
｝一IWEE［ipee：）
｝IWEEI））A
HW班GOROMO〔φε：創〕
酬E£MAGO
ErvVEEZA
HWEGI一
｝一IWEI（ipei）
酬EI〔φ蒼i〕
HWEI［ipei）
HV～ZEI〔φ琶圭〕
ewEKI〈O（｛bEkko）
HWEKKO（¢a2kko）
HWEKKO［¢ee一一）
HWEN（¢EN）
IrwENBI
HWERERU
HWERERU
EfWERO
HWERU
ErWETOMONO
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塁芋その1（IXf・177）
畑（W・188）
林（i》・199）
林（iv・199）
蝿（V・232）
郵還（V●232＞
蝿（V．232）
蝿（V。232）
灰儲。270）
灰（Vl．270）
灰（Vl．270）
灰（Vl●270）
蛇（V。226）
まむし（V●228）
灰（W．270＞
餐羅（V・232）
蝿（V・232）
蜷（V・232）
灰（Vl・270）
灰（Vl●270＞
灰（Vl。270）
灰（M・270）
とんぼ（V。231）
灰（Vl・27G）
ひまご儒・139）
とんぼ（V・231）
せきをする肯榔分（H・87）
蝿（V●232＞
蝿（V●232）
灰備・270＞
灰（擁・270）
蝿（V．232）
蝿（V。232）
灰（擁・270）
蝿（V・232）
蛇（V9226）
やる（裂・73）
呉れる（＃・74）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
やる（H・73）
陶磁器（iv・161）
EfWEZA
闘〔φ圭〕
HWIBE
HWIBI
maCIMAAGA
HWICIMAAGAA
KWICIMAGA
EEWICINMAGA
EfWIDA
HWのER1
照GUROHWIGURU
ErWII
HwrI
頁W正し
｝IWIIHWAA
HWIILI
HWIILi’
E［WI（1）MAGO
㎜王RUN
HWIIRUN
HWIISYAMAKI
照IZI
IrwllZI
ErWIIZII
HWIKE
ffWIKIWATA
HWIKO
E［WIKOMAGO
EEWIKOMAGO
HWIKOZISAMA
蹄11NGU
EA］VIRO
HWIRUMIKKWA
騨RUN
質WIRUN
HWISAMANCII　S－
EfWISAMANKI　S，
醐SO
腿ZISAMA
とんぼ（V・231）
蝿（V。232）
蜜自（V●226）
蛇（V。226）
やしゃこ幡・140）
やしゃこ（di・140）
やしゃこ（班・140＞
やしゃこ催・140）
たてがみ（V。205）
稲妻（Vl・258）
垢（臆・131）
垢（瓢・131）
やる（H・73）
歩ミれる（ll・74）
大きい〈オオキイ類の詳細國〉
　　（レ18）
蛇（V・226）
やる（誼・73）
呉れる（＃　．74）
ひまご（珊・139）
やる（嚢・73）
呉れるω・75）
凍傷（厭。127）
やる（H・73）
興れる（酊・74）
蛍祖父噸・142）
ふけ（田・105）
真綿（N。159）
ひまご（賑。139＞
ひまご（膿・139）
やしゃこ（皿・140）
普祖父佃・142）
垢（董正。131）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
まむし（V・228）
やる（H・73）
呉れる（且・74）
すわる（ll・51）
すわる（＃・51）
垢（亙1●王31）
讐祖父価・142）
｝rwo
ewVO（HWO）
ewOOBETA
HWOO（rwOO）
E［WOORUGUUSYU
｝｛WOOS（Y）E（E）
HWOPPE
HWOPPETA
HWORA－
E［WOT（ewOT）
狂WOTTABU
｝IWYAACipja：）
HWYAACOja：）
HVvyE［¢jae）
HYA
HYAA［ga：）
HYAA
HYAAI
HYAA王
HYAAME（ga：me）
HYAAN
HYAANUMIKUSA
HYAASI
HYAASI
HYAGEatama
HYAKUIMO
HYAKUNICIKOBU
HYAKUYAKU
HYAN
HYE
HYE（ga，）
HYECgEe）
HYEB
HYEBE
HYEBI
HYEBU
HYEE
HYEE［ge：］
HYEECge：）
HYEE［g2i）：］
HYEECgeEe］
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頬（1耳・1G7）
桑の旨き砺その1（W・298）
頬（HI。107）
桑の鳴き声その1（～脂298）
とう；がらし（狸。183）
桑の鳴き声その2（W。299）
頬（1耳・107）
頬（Hl・107）
うそをつく前部分（甕・91）
桑の鳴き声その1（M・298）
頬（贋●107）
蝿（V。232）
灰（va・270）
灰（VI●270）
灰（VI・270）
蝿（V・232＞
灰（Vl●27G）
蝿（V●232）
灰（埴・270＞
蝿（V●232＞
桑の鳴き声その1（樋・298）
どくだみ（V・242＞
森（1V・198）
林（N・199）
はげ頭侮・103）
じゃがいもく特殊な名称〉（！V●
　175）
くるぶし（醗・128＞
どくだみ（V・242）
貰う（庭。76）
家屋（ELt●191）
蝿（V。232）
灰（M・270）
蛇（V・226）
蛇（V・226）
蛇（V・226）
蛇（V・226）
家屋（翌｝「。］L91＞
蝿（V。232）
蝿（V。232）
蝿（V。232）
蝿（V．232）
HYEE［ge：）
HYEE（ge：）
HYEE（gEe：］
HYEECgeEe）
KYEEBI
KYEEBO（ge：bo）
HYEEBO（geEeN）
萎｛YEEBU
薮Y££則KI
頚YEEME〔gee：無e〕
最Y£EMI
琵YE£MI〔ge：m童〕
HYEERO
HYEGI－
HYENBE
HYENBI
HYENBO
HYENBU
HYENME
HYERAKUCI
HYERAKUT
HYERO
HYET
HYETO
HYETOMONO
HYoo
HYooGAIMO
HYOO（HYOO）
HYooMAGO
HYooNOKO
HYooNOKO
HYooROKUDAMA
HYooROO
HYooROOGOME
HYOOROOMAI
HYOOROOMEE
HyoeRyoo
HYooT
HYooZIISAN
灰（Vl。270）
灰（yl。270）
灰儲・270）
灰（W・270）
蛇（V・226）
蠣（V●232）
灰備・270）
蛇（V●226）
すき“な（V◎243）
蝿（V。232）
蛇（V．226）
蝿（V．232）
米びつく特殊な名称〉（W・
　166）
せきをする前部分（＃・87）
蛇（V・226）
蛇（V　・226）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231＞
館（V●226）
まむし（V。228）
まむし（V・228）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
蛇（V●226）
陶磁器（rv　・161）
陶磁器（rv　・161）
米びつく特殊な名称〉（酔
　166）
さつまいも（fV「・176）
桑の鳴き爾その1（畷・298）
ひまご（劉・139）
子馬（V。204）
子牛（V・209）
おしたまじゃくし（V・221）
飯米（N　・170）
飯米（N・170）
飯米（N・170）
飯米（N・170）
飯米（N。170）
纂1の鳴き声その1（W・298）
曽裡父（皿・142）
HYOROHYORO
HYOU
HYU
HYUHYURAMAGO
HYUNUYURU
HYUU
薮yUUCU
HYUUCU
HYUUDONooN
KYUUGAIMO
HYUUGAIMO
KYUUGAIMO
HYUUGANGAN
HYUUI－1［YUU
HYU（U）mm（U）一
　MAGe
HYUUMAGA
HYU（U）MAGO
HYUUMAGO
HYUUMAGO
HYUUMANGO
HnmMAGO
HwwYURU
HYUUOZIISAN
HYUUでAN
HYUUTANMAGO
HYUUZICCAN
｝｛YミJ（U＞Z王（1）
HYUUZIISAA
HYミJ（U）Z王（1）SAN
HwwZIIYA
薮YU（U）Z王（1）YAN
HYU（U）ZISAMA
HYU（U）ZYOSAN
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おたまじゃくし（V。221）
〈包を〉背負う（H・65）
今日（V韮・280＞
やしゃこ（撲・140）
今晩（VI．281）
今Ei（W。280）
いくつ〈欄数〉　（　｛●49）
し（くつ〈何歳〉　（V【●293）
肩車く特殊な名称〉（IH・150）
じゃカζいもく特殊な名称〉（W。
　175）
さつまい・も（W・176＞
里芋その2（iY「・178）
肩車：〈特殊な名称〉（獄。15G）
榮の鳴き声その1（va　・298）
やしゃこ（田・140）
ひまご（剛・139）
ひまご（則・139）
やしゃこ（擁。140）
瞥祖父（X　・142）
ひまご（翅・139）
ひまご（田。139）
今晩備・281）
瞥複父佃・142）
頬（且1。107）
やしゃこ（擁・14G）
曽祖父佃・142）
瞥祖父佃・142）
曽祖父（m・142）
瞥祖父佃・142）
瞥祖父㈲・142）
暫祖父佃・142）
瞥祖父（餌・142）
瞥複父細・142）
1?
一1
－1
－1
－I
IBARA
IBARA
一IBARA
－IBARA
IBARANOHARI
IBARANOTOGI
IBAR正
蓬BARI
王BE
IBI－
IBIBBA－
II31G正．
IBIGIO－
IBIHIO－
IBII－
IBIIKI－
IBIK－
IB三KL
B三KIBA．
IBIKII－
IBIK夏K
IBIK王0．
IBIK’O－
IB玉KU，
IBIKUBA－
IBIKYO
IBIKYOO－
H3正KYU一
（1）
助言認「が」〈「雷が落ちる」にお
　ける〉（嚢・98）
家長墓…（罪。191）
まぶしい後部分（1・31）
うそをつく後部分（＃・92）
蜘蛛の巣（V・234＞
蜘蛛の糸（V・235）
、とげく詣にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V．250）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V。235＞
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V・250）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　と｝ず〉（V・250）
蜘蛛の糸（V・235＞
蜘蛛の糸（V・235）
家屡（N・191＞
いびきをかく前部分（＃・89）
　　　　　　　　　　　　　へいびきをかく前部分（嚢・89＞
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく前部分（皿・89）
いびきをかく前部分（距89）
いびきをかく前部分（＃・89）
いびきをかく前部分（＃・89＞
いびきをかく前部分（li・89）
いびきをかく前部分（ll・89）
bびきをカts〈前部i3・（凱奄89）
いびきをかく前部分（＃・89）
いびきをかく蘭部分（＃・89）
いびきをかく前部分（翼・89＞
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく前部分（匪・89）
いびきをかく前部分（＃・89）
いびきをかく前部分（9・89）
IBIKYUU－
IB1NA
王BIRA
IBIRAA
IB王RI
IB正RL
三B三R璽RYUN
IBISEE
IBISI
IBIT
IBIYU－
IBO
IBO
IBO
??
I
IBOAZA
IBOBETTOO
IBOBIKI
IBOBIKIPA
IBOBOC（C）1
IBOBOKURO
IBoc（C）IGIRI
IBOC（C）URIMUSI
IBoc（C）YO
IBOCUKAMI
IBOCYOKKO
（IBO）DOKURO
IBODONKU
IBOGACIGAERU
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いびきをかく前部分（E・89）
昨晩（Vl・279）
ほくろ〈大きいもの〉（遡・
　134）
ものもらい㈲・112＞
ものもらh（皿・112）
いびきをかく前部分（ll・89）
驚く　（嚢・77）
恐ろしい（1・42）
恐ろしい（1。42）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
いびきをかく前部分（雍・89）
ものもらい㈲・112）
ほくろ〈小さい竜の〉（盤・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（田。
　134）
とうもろこし（即・182）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
ほくろ〈大きいもの〉（膿。
　134）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V。219）
かまきり〈一毅直な名称〉（V。
　229）
ほくろく大きいもの〉（盟・
　134）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
カ、まきりく一一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
IBOGAERU
IBOGONDAYUU
IBOGURA
IBOIBO
IBOKABURI
IBOKAKI（MUSI）
IBOKIRI（MUSI）
IBOKUIE［ATTAGI
IBOKUI（MUSI）
IBOMOKKE
IBOMUSI
IBOMUSIKOOTAROO
IBOMUSIRI
IBONANKO
王BONUKI
正BO（0）Z三
IBOPASI
IBORA
IBORABIKI
IBORAMOKKE
IBORIMUSI
iBOROBIKIDA
IBOSASI
IBOTAGAERU
IBOTAKA
IBOTAMUSI
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
カ、まきりく一一＆u的な名称〉（V・
　229）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V・250）
カ、まきりく一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈～般的な名称〉（V・
　229）
カ、まきりく～般的な名称〉　（V●
　229）
かまきり〈一・毅的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一般約な名称〉（V・
　229）
ひきがえるその2（V・220）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般約な名称〉（V・
　229）
ひきがえるその2（V・220）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
カtSまきりく～般的な名称〉（V。
　229）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその1（V・219＞
ひきがえるその2（V・220＞
かまきり〈一一一・一般的な名称〉（V・
　229）
ひきがえるその1（V・219）
カtSまきりく一一一一般的な名称〉（V・
　229）
ひきがえるその2（V・220）
カ》まきりく一一般的な名称〉（V。
　229）
ヵ、まきりく一般的な名称〉（V。
IBOTORI（MUSI）
IBOWAKUDO
IBOZIRI
IBU－
IBUCIT
IBUK王．
IBUK正1・
IBミJKIα
IBUKUSAI
IBURI－
IBURIKUSAI
IBURO
IBUSEE
ICC王
ICCI
ICCI’A｝一IA
ICα王
ICCIKU
IC（C）1（N）CIN
ICCINKO
工C（；1NZIKI
ICCUU
ICCYAERASIJ
ICCYAERU
ICCYARU
ICCYERU
ICCYOMCYO
ICCYORU
ICCYU
ICCYU
ICCYUHICYW
ICCYUU
ICI
三CI
互α
ICI
ICI　一一
正CIBU
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　229）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
ひきがえるその2（V・220）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
きな臭い前部公（1・34＞
いびきをかく荊部分（嚢・89）
いびきをかく薦部分（1。89）
いびきをかく前部分（＃・89）
いびきをかく前部分（ほ・89）
焦げ培い（1・36）
きな臭い前部禁（1・34）
焦げ臭しへ（1。36）
桑（V・212）
恐ろしい（1・42＞
ふけ倒・105）
鱗（V・217＞
ふけ（恥105）
鱗〈V・217）
お手玉（誼1●145）
せきれい（V。213）
お手玉（翼1。145）
お・手玉（罰・145）
お手玉㈲・1荏5）
〈雷が〉落ちる（H・95）
〈雷が〉落ちる（H・95）
やる（庭・73）
捨てる（匪・62）
お手玉（頂　・145）
〈雷が〉落ちる（＃・95）
糸（rlt・153）
機糸（｝Li・157）
絹糸（N・155）
糸（N・153）
鱗（V・217）
雪（Vl卿260）
蒸気〈湯の場合〉（W　・266）
蒸気く飯の場合〉（Vl。267）
藍建跳びをする前部分（掛
　54）
米びつ〈特殊な名称〉（W・
ICICIKOBU
ICIDORI
IC’P’f（g）I
ICI’GCg）I
ICIKA
ICIKAA
IC眠ABUI
ICIKABURI
IC’P’jI
ICI“KI
ICIKO
ICIKOICI
ICILI’
ICIMONCYOO
ICIMONKO
ICIMON’YOO
正CIN－
ICIRI　t’一
ICIYANEGIDONO－
　TAIKOTATAKI
ICUCUIKO
ICU｝IUKUBI
ICUKASI
ICUKKA
ICURI
ICYooTE
正CYU
ICYU
ICYU
－ICYU
ICYU王TU
茎CYUU
ICYUU
互CYUU
－ICYifU
IDA（A）
IDACCAMA
IDACI
IDACIAME
　　166）
お手玉（頂●145）
お手玉（HI●145）
蒸気〈湯の場合〉（M・266）
蒸気〈飯の場合〉（距267）
明明明後日（Vl　・286＞
明明明後瞬（M・286＞
明明明後日（W・286）
明明明後日儲。286）
蒸気く湯の場合〉（M・266）
蒸気〈飯の場合〉（賑267）
お手玉（皿・145）
お手玉（雛●145＞
〈雷が〉落ちる（E・95）
お手玉（皿・145）
お手玉（皿・145）
お手玉（照・145）
せきをする前部分（＃・87）
片足跳びをする前部分（＃・
　54）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　23e）
お手玉（撮◎145＞
虹（Vl．259）
明明明後賑（～恥286）
明明二月後日（V卜286）
真綿（W・159＞
お手玉伍・145）
糸（IV・153）
絹糸（rv「・155）
機糸（IV「・157）
蜘蛛の糸（V・235）
絹糸（N・155＞
糸（N。153）
絹糸（N　・155）
機糸（罪・157）
蜘蘇の糸（V。235）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
雷（Vl●256）
雷（Vl・256）
ゆうだち（VI・255）
IDAKURAME　SURU
IDARA－
1玉）ARE
IDARE
IDARI
IDARI
IDDA
IDDA
のDA
IDERU
IDERU
IDESUZUME
I窃
IDO
I亙）0
王1）0
エDO
ioo
IDOBA
IDOE
IDOGAWA
IDOHURISUZUME
IDOKO
IDOMIZU
IDOMONE
IDONKAWA
IDOO
IDOO
r’Doo
IDOSAN
三DOSO
IE
－IE
正EE
IEIMO
IEKARI
IEKARII
IEKAR工NAMEKUZI
工EKARUI
IEKARUINAMEKUZI
IEKAZUKI
IEMABURI
一121一
あぐらをかく（ll・52）
まぶしい前部分（1・30）
唾伽・118）
よだれ（画・119）
唾（猛・118）
よだれ佃・119）
いくつく個数〉　（1　。49）
いく　らく値段〉　（　1　●50＞
いくつ〈｛可歳〉　（M●293）
〈水が〉凍る（ll・96）
〈手拭が〉凍る（薮・97）
せきれい（V・213）
井ヌ≡ff（N　・197）
顔（膿・106）
糸（iv「・153＞
井ア箭（N．197）
糸（鮎153）
弁戸（『》●197＞
井戸ξ（IL「・197＞
井戸（TL「●197）
rtpa　（　rv　・197）
せきれい（V・213）
糸（N・153）
井ア無（TVT。197）
みずおち（M　・130）
井ア葺（rv・197）
糸（N・153）
井戸（IY「・197）
井戸（ps　．197）
井戸（即・197）
糸（N・153）
家屋（SV「・191）
蜘蛛の巣（V・234＞
家屋（韮V・191＞
里芋その1（EVT。177）
かたつむりその1（V。236）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその1（V。236）
ひきがえるその2（V・220）
IENASI
IENASI
IENASIGEGEPPO
IENASIMAMEKUZI
正ENAS羅EEMEE
正ENAS三SAIKO
IENbEREBOO
玉EOIMUSI
正ESUZUM£
王ESYαBIIB簸
IESYelMUSI
王G〔9〕A
夏GA
IGA
IGA
一IGA
JGA
IGAA
IGAARE
IGAARE
IGAAREE
IGAGO
IGAIGA
IGAIGA
IGAIMO
IGAKE
IGAK］［
一IGAKI
IGANBOO
JGARAM王
IGARE
IGARE
－IGARE
－IGARE
正GARI
正GARI
かたつむりその1（V。236＞
なめくじ（V・239）
なめくじ（V。239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239＞
かたつむりその3（V　・238）
かたつむりその1（V・236）
ac（V・214）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその1（V。236）
もみがら（N・171）
蜘蛛の糸（V　・235）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V。235）
温海（EVf”197）
蜘蛛の稟（V・234＞
蜘蛛の糸（V・235）
おた：まじゃくし〈カエル類の詳
　細i函〉　（V・222＞
子馬（V・204）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V。25G）
黒芋その1（IV・177）
凍傷（阻●127）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の巣（V。234）
とげく指にささる本や竹の細片〉
　　（　V　・249）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234＞
蜘蛛の糸（V・235＞
蜘蛛の巣（V・234＞
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V。235）
・王GAR王
一IGARI
IGARICUK王KUSA工
王GAWA
王GE
王G£
IGE
IGCg）E
王G〔9〕E
夏G〔9〕E
更G〔e〕E
．王GE
IGEBAC王
IGECIKUSYO
王GEbORO
IGCIj］EE
IG［e）EE
IG［g｝EN
IG〔墾〕EN
IGENBOO
IG（g）ERI
IG〔葛〕ER王
IG［g）ERI
IGEZARU
IGGん
IGG（g）E
正GG〔9〕E
IGGONCYOI
IG正
IGI
正Gi
IGi
IGI
IG（g）I
IG〔讐〕1
一122一
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V。235）
焦げ奥い（1・36）
5Ji二戸（『V・197）
蜘蛛の糸（V・235）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげくいばら。さんしょうなどの
　と1ず〉　（V・250）
蒸tiL〈湯の場合〉（va　・266＞
蒸気〈湯の場合〉儲・266＞
蒸気く飯の場合〉（耀・267＞
蒸気く飯の場含〉（壌・267）
蜘蛛の糸（V・235）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　と幹デ〉（V。250）
男（韮｛陰136）
とげくいばら・さんしょうなどの
　と｝ず〉　（V・250）
蒸気〈湯の場合〉（～廓266）
蒸気〈飯の場含〉（WO　・267）
蒸気く湯の場合〉僅・266＞
蒸気く飯の場合〉（壌・267）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）
蒸気く湯の場合〉（W・266）
蒸；気く湯の場禽〉（M・266）
蒸気〈飯の場合〉（W・267）
男纈・136）
せきをする前部分（耳・87）
蒸気〈湯の場食〉鵬・266）
蒸気〈飯の場合〉（VI・267）
お手三1三（撮・145）
g（　va　・260）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V・250＞
蒸気〈湯の場合〉（M・266）
蒸気〈湯の場合〉（M・266）
??〕??????
???
??????????
?． （．?．?．??
?????
蒸気〈飯の場合〉（擁。267）
蒸気〈飯の場合〉（距267）
せきをする前部分（恥87）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
凍傷（測．127）
いびきをかく前部分綴・89）
蒸気〈湯の場含〉（W・266＞
蒸気〈飯の場合〉（M・267）
真綿（酔159）
凍傷（盟。127）
凍傷佃・127）
ふけ（∬1・105）
井pa（N　．197）
鱗（V・217）
里芋その1（IVi・177）
いびきをかく前都分（ll・89）
いびきをかく前部分（ll・89）
せきをする前部分（9・87）
いびきをかく前部分（嚢・89）
いびきをかく前部分（1・89）
盟芋：その1（！V・177＞
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
いくら〈値段〉（1。50）
いびきをかく前部分（ll・89＞
いびきをかく前部分（ll・89＞
いびきをかく前部分（ll・89＞
いくつくイ匿1数〉　（韮．49）
いくつ〈｛可歳〉　（Vi。293）
いくつ〈個数〉　（韮。49）
いくつ〈値1歳〉　（Vl．293）
いくらく値段〉（1・50＞
貰う（1●76）
家屋GV・191）
いい〈天気だ〉（1　・45＞
いい〈天気だ〉（1・45＞
いい〈天気だ〉（1・45）
いいく天気だ〉（1・45）
い」いく天気だ〉　（1●45）
一II
．買
IIBE
IIBIGWAA
IIBINGWAA
IIB描くWAA
IIBINUKWAA
IICI
IICI
IICYU
IICYU
IICYU
J夏CYU
IICYUIICYUU
IICYUU
IIDAC王
IIE
IIKA
IIKE
IIKI
IIKI
II－
IIKII
IIKII
IIKO
IIKO
薮KOYA
I取
一IIN
正鵠O
i三RA㎜
互三RAHUN
三王RASUN
闇闇RASUN
王1RASYUN
夏IRASYUN
IIRUN
IIS互TA
IISYUU
IITO
I正TUWATA
一123一
蜘蛛の糸（V。235）
うそをつく後部分（H・92）
昨晩（Vi。279）
’j、控雪（江1・125）
4＼｝旨（班・125）
fj、才旨（盤・125）
fj、｝匿（無・125）
ふけ（豆［●105＞
麟（V・217）
糸（N　・153）
絹糸（W・155）
真綿（lv「●159）
蜘蛛の糸（V・235）
絹糸（L「・155）
糸（N・153）
ゆうだち（～躯255）
家屋（IV。191）
肩瓦（皿匿●143）
無きh〈デカイ・イカイ類の詳細
　園〉　（1　・19）
ふけ（IH・105）
鱗（V・217＞
雪（V霊・260）
ふけ伽・105）
鱗（V●217）
ふけ（猛・105）
鱗（V・217）
ものもらい伽・112＞
貰う（i．76）
うそをつく後部分（H。92＞
つむじかぜ（～恥264）
やる（＃・73）
呉れる（ll・74）
・やる（H・73）
呉れる（菰・74）
やる（G・73）
鴨れる（＃・74＞
’貰う（＃・76）
せきれい（V・213）
糸（揮・王53）
糸（押・153）
真綿（郵・159）
一IIYM
IIYUN
IIZATOHANNYA
IIZIKYA
IIZIKYA
王K：A
IKAA
工KABON
IKADAKO
IKAGO
王KAE［ODO
IKAI
IKAI
IKAI
IKAI
IKAKE
－IKAKE
IKAru
－IKAKI
凪ANBEE
IKANBO（O）
IKANBO（O）RI
IKANDA
IKANOBORI
凪ASA
正KASA
HくASA
IKAWA
IKE
1’KE
IKEE
IKEGAA
IKENATA
IKERI
IKERI
IKI
IKI
IKI
うそをつく後部分（G・92）
『貰う（E・76）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
ふけ（M・105）
鱗（V・217）
礪（猛・143）
大きい〈デカイ・イカイ類の詳細
　霞〉　（1。19）
屑真（阻●143）
凧（HlO143）
凧（研．143）
いくら〈値段〉（i。50）
大きい・（1奪17）
大きい〈デカイ・イカイ類の詳細
　図〉　（1　。19）
太い（1・20）
粗い（1・21）
1東傷（1韮・127）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の巣（V　・234）
蜘蛛の巣（V・234）
凧（1韮。143）
MiL（M・143）
1賦（1正。143＞
凧（膿・143）
ノ『民（阻．143）
いくつくイ霞数〉　（1・49）
いくら〈値段〉（i・50）
いくつ〈｛亘∫歳〉　（Vl・293）
井戸（1＞・197）
井JPt（IV・197）
井ヌ賃（N　．197）
大きいくデカイ・イカイ類の詳細
　図〉　（韮　・19）
男（擁・136）
弁戸（！V。197）
蒸気く湯の場合〉（Vi・266＞
蒸気く飯の場合〉（Vl　・267）
庭園（N　・193）
蜘蛛の糸（V。235）
雪（礪・260）
夏王くI
IKI
IKI－
IKIB正KL
茎K茎BIO－
IKIBORI－
IKIBORIKUSAI
IKICCURA
王KICURA
IKIGA
IKIGA－
IKIGAA
IKIGAAUMA
IK工GAAUSI
IKIGAKE
IKIGIRI
夏K王HUCI
IKII
IKII
IKIKAKE
IKIKIO－
iK：醸一
IKIO－
IKIR正
IKIRI
IKISA
IKISI
IKISORU
IKIWAKE
IKIYAKE
IKIYAKI
IKK
IKKA
IKKA王
IKKAKE
IKKAKE
IKKE
IKKEE
IKKEN（一）
一124一
蒸気〈湯の場合〉（W・266）
蒸気〈飯の場合〉（耀・267）
せきをする蘭部分（ll・87）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく前部分綴。89）
きな臭い潮部分（1・34）
焦げ臭い（1・36）
顔倒・106）
顔（1韮・106）
男（盤●136）
せきをする筋部分（H・87）
男（翔。136）
牲馬（V。202＞
牡まト（V●207）
凍鰯（1丑の王27）
せきをする削部分（H・87）
みずおち（91・130）
蒸気〈湯の場合〉（擁・266）
蒸気〈飯の場合〉　（Vl・267）
凍傷（al・127）
いびきをかく前部分（嚢・89）
せきをする前部分（H・87）
せきをする前部分旬・87）
蒸気〈湯の場合〉（M・266）
蒸気く飯の場合〉（V種・267）
いくら〈値段〉（｛・50）
お手玉（瓢・145）
驚く　（ll・77）
～榮傷（江1・127）
凍傷（［旺●127）
凍傷（胆。127）
ふけ億・105）
お手玉纈・145）
大きい〈デカイ。イカイ類の詳細
　図〉　（1　。19）
凍傷（1正●127）
ゆうだち（Vl・255）
大きいくデカイ・イカイ類の詳細
　園〉（1・19）
大きいくデカイ・イカd類の詳細
　図〉　（韮●19）
片足跳びをする醗部公（＃・
IKKENKEN
IKKENKO（　・一一　）
IKKENSYO
IKKENTOBI
IKKI
IKKI
IKKO
IKKO
IKKeN
IKKONIKO
IKKONKO　（　一・　）
IKKONSYO
IKKOSI
IKKOZYO
IKKU
IKKYAKE
IKKYAKI
IKKYONIKKYO
IKO
IKO
IKO
IKOMAKKO
IKOOB夏
IKOOBI
IKOSU
IKU－
IKU－
IKU一
王KU．
IKUBIO一
夏KUCI
IKUCI
IKUCII
IKUCU
IKUCU
　54）
片足跳びをする前部分（莚・
　54）
片足跳びをする前部分（嚢・
　54）
片足跳びをする前部分（臣
　54）
片足白びをする前部分（H・
　54）
ふけ（蹟・105）
鱗（V・217）
お手玉（nl●145＞
鱗（V・2王7）
お手玉（臆・145）
お手玉（盟・145）
片足銚びをする前部分（9・
　54）
お手玉（翌夏・145）
お手玉（∬1・145）
お手玉（∬1・145）
お手玉（腿●145＞
環鰯（藝［◎127）
喪主（皿・127）
お手玉（翌・145）
ふけ樋・105）
井ア欝（N・197＞
鱗（V・217）
片足跳びをする薗部分（E・
　54）
いくつくイ蜀数〉　（1・49）
い・くらく値段〉（1。50）
やる（獲・73）
ノ」、さい（1●22）
細い（1・24）
細力》い（1　●25）
せきをする前部分（9・87）
いびきをかく煎部分（H・89）
いくつ〈（固数〉　（1　・49）
いくつ〈侮歳〉　（Vl・293）
い・くっく｛亘1歳〉　（V【●293）
いくつくイ固数〉　（1・49）
いく　らく纏段〉　（　1●50）
IKUCU
IK：UCYしr
IKUCYU
IKURA
IKURA
IKURA
IKUSA
IKUSA
夏KUSEN
夏KUSU
IKUSU
IKUT
三KUT
琵（UT
頁KUTI
正KUTI
IKUTU
IKUTU
IKUTUU
IKUUCU
IKUUCU
IKUZI
IKYA
R〈YAA
IKYAI
IKYO一
王KYOO・
IKYU－
IKYUU－
IL品等
IMAooNKU
IMI－
IMI－
IMI’UIBI
IMI’UIBIGAMA
王MO
IMO
IMO
一125一
いくつく作q歳〉　（M●293）
い・くっくイ匿1数〉　（1●49）
いくつく何歳〉　（V1。293）
い・くつ〈個数〉　（1．49）
いくら〈値段〉　（1・5G）
いくつ〈何歳〉　（Vl●293）
いくつ〈個数〉　（　1　●49）
いdくらく値段〉（1・50）
いくら〈値段〉（1・5G）
やる（藝・73）
呉れる（藝・74）
いくつ〈個数〉　（夏。49）
いくらく値段〉（夏。50）
いくつ〈何歳〉　（Vl。293）
いくつ〈イ工数〉　（1。49）
いくつ〈何歳〉　（VI●293）
いくつ〈（固数〉　（1　。49）
いくつ〈侮歳〉　（Vl・293）
いくつ〈値∫歳〉　（Vl●293）
いくつ〈欄数〉　（韮●49＞
いくつく侮歳〉　（Vl。293＞
かたつむりその1（V・236）
大きい〈デカイ・イカイ類の詳細
　図〉　（1　・19）
大きいくデカイ・イカイ類の詳細
　図〉（1・19＞
大きいくデカイ・イカイ類の詳細
　籔〉　（｛　●19＞
せきをする前部分（＃・87）
せきをする前部分（＃・87＞
せきをする前部分（距87）
せきをする前部分儒・87）
鱗（V●217）
肇圭（V・218）
4、さい（1・22）
細い（1●24）
fj、｝旨（証1●125）
ノ」、手旨（班●125＞
〈天秤棒を〉かつぐ（嚢・67）
じゃがいOもく一般的な名称〉
　　（　N　・174）
さつまいも（！V・176）
IMO
IMOBEKUDA
IMOBIKIbA
IMOCYAKU
IMOGO
IMOGUSA
IMOKAZIRI
IMOKO
IMOKUZI
IMOMEZIRI
IMONKO
IMONOGO
IMONOHA
IMONOKO
IMORA
王MORABIK王
王MORA三
三MORI
IMORI
IMORI
IMOR至
～豆MORI
一一・　IMORI
IMORIKO
IMORYAA
IMOTOKO
夏MOZI
IMOZIGENDA
脳
．四
一IN
困A
困A，
INん
INA一
期AAGUU
INABE
里芋その1（rv・177＞
ひきがえるその1（V。219＞
ひきがえるその1（V・2ig）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
里芋その2（N。178）
どくだみ（V。242）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
里芋その2（W・i78）
なめくじ（V。239）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
里芋その2（配破78）
里芋その2（IV「・178）
どくだみ（V・242）
予期その2（IV・178）
ものもらい儲・l12）
ひきがえるその1（V・219）
ものもらい（膿・l12）
もぐら（V◎211）
おたまじゃくし（V・221）
とカs　t’7“（V・224＞
かなへび（V・225）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
おたまじゃくし（V。221）
おたまじゃくし（V・221）
畑（N・188＞
かまきりく一般的な名称〉（V。
　229）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
貰う（E。76）
うそをつく後部分（＃・92）
蜘蛛の糸（V・235）
地震（Vl●263）
iJ、さい（i●22）
細い《1・24）
細かい（1・25）
女（Hl●137）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
脳ABIKA
脳ABIKAI
脳ABiKAI＊
那ABIKARI
姻ABIKARI
三NABIKARI家
IINABIKARISAN
INABIKAR（U）
姻ABIKAT
INAB王KE
INABIKKARI
D曙AB王KYARI
脳ABU
脹ACU瓢A
姻ACURUBI
INADUMA
INADUMA＊
困A£RU
脳AGAM王
INAGE
脳AGO
rrNIAGOBABA
INAGOTORI
INAGU
1NAGU
馴AGUU
INAGUUUMA
INAGUUUSI
INAHIKARI
困AHU
脳AHU
INAMURA
INANPIKARI
INAOTOKO
INAPIKA
INAPIKARI
INAPPIKARI
INASUMA
INASUZUME
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　165）
稲妻（W・258）
稲妻（Vl・258）
禰妻（Vl●258）
tt’rt’（W．256）
稲妻（VI。258）
稲妻（Vl。258）
稲妻（Vl。258）
稲妻（Vl。258）
稲妻（VI●258）
たてがみ（V・205）
『柵妻（Vl。258）
楯妻（Vl●258＞
〈天秤棒を〉かつぐ（莚・67）
編妻（M。258）
稲妻（Vl●258）
稲妻（Vl。258）
稲妻（WO　・258）
〈天秤棒を〉カ〉つく“（耳辱67）
たてがみ（V。205＞
たてがみ（V・20δ）
お手玉（阻・145）
カ、まきりく特殊な名称〉（V膠
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
〈xx人で〉かつぐ（H・68）
女（田・137）
女（1且．137）
牛ヒ馬（V●203）
牛ヒ丘卜（V・208）
穏妻（距258）
〈天秤棒を〉かつぐ（探・67）
〈二入で〉かつぐ（裂・68）
雀（V・214）
稲妻（Vl・258）
穏譲i（Vl。258）
稲妻（Vl．258）
穰妻（Vl．258）
稲妻（V卜258）
稲妻（Vl●258）
釜（Vg214＞
脳AU
工NAU
脳AU
INAU
INAU
脳AUSI
膿AZUBA
脳AZUMA
INAZUMA
脳AZUMA＊
INAZUMAB夏KARI零
INAZUMABUKARI
INAZUMASAMA
INAZUMASAMA
脳AZUMAS梱
INBE
隈BE：E
IINBENA
脳BONBOO
INBooN
INBOSUI
INBOSUI
INDAKI
INDEE
INDUi
INDUNGAA
欝玉）UYAA
INEHARAMASE＊
INEKARIMUSI
INENOOBASAN＊
INENTONOZO
INGA
INGAA
INGAAUMA
INGAMA
INGAUMA
INGAUS王
INGI
〈材木を〉かつぐ（ll・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（置・67＞
〈二人で〉かつぐ（嚢・68）
女㈲・137）
〈片方の屑で包を〉かつぐ（Vl　■
　294）
子牛（V・209＞
稲妻（Vl。258）
雷（VI●256）
稲妻（M・258）
稲妻（　V｛・258）
稲妻（Vl。258）
稲妻（V【．258）
雷（刷・256）
稲妻（W・258）
稲妻（W・258）
昨晩僅。279）
ものもらVi（M。112）
昨晩（Vl。279＞
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
牛の鳴き声（V・210）
かまきり〈一一一・般的な名称〉（V・
　229）
かたつむりその1（V・236）
いくら〈値段〉（1・50）
ものもらい（盤・112）
雀（V・214）
釜（V・214）
釜（V・214）
稲妻（Vl・258＞
カtSまきりく一一般的な名称〉（V・
　229）
穰妻田。258）
稲妻（Vl・258）
男（贋●136）
男（珂・136）
牡馬（V。202）
牡馬（V・202）
凶冷（V●202）
牡牛（V・207）
とげく振にささる木や竹の細片〉
INGI
IINGO
INGORO
INGOROMOCI
INGURAMOCI
IN（1）GARAIMO
INIGUC夏
脳KA
INKIBANA
INKODORI
INKOROMOCI
INMEEN
INMr
INMOO
INMeRAI
IINUglGUCI
INN夏KU
INNOBEBE
酬OCUBUINNeCYONBO
INNOKO
IrslNoKuso
INNOKUSOGUSA
INNOME
INNOMONO
脳NOO
INNOe
INnvYAA
INO
INO
脳OB王KAR王
INOKO
INOKUCI
ptoo
INOO
INOOKAZE
INOU
INOU
｝］N（U）NOCUBE（HUKi）
INUNeHE
一127一
　　（　V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250＞
お手玉（】亘・145）
もぐら（V。211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・2難）
どくだみ（V・242）
みずおち（M　・130）
ぬか（｝V・172）
すみれ（V・24G）
せきれい（V・213）
もぐら（V・211）
牛の鳴き声（V。210）
ものもらい（皿・112）
牛の鳴き声（V・210）
ものもらい（膿・ll2）
みずおち佃・130）
どくだみ（V・242）
ものもらい（盤・ll2）
ものもらい（胆・112）
ものもらV・（M・112＞
ものもらい（題・112）
ものもらい（穣・112）
どくだみ（V・242）
ものもらv・（M。112）
ものもらい伽・112＞
〈天粋棒を〉かつぐ撞・67）
〈工人で〉かつぐ（レ68）
ものもらい（紐。112）
〈天秤棒を〉かつぐ（H・67）
〈二人で〉かつぐ（ll。68）
稲妻（Vl●258）
井荷（ly「。197）
みずおち細・130）
〈天秤棒を〉かつぐ（慧・67）
〈二入で〉かっぐ（匪・68）
つむじカ、ぜ（Vl⇔26硅）
〈天秤棒を〉かつぐ（レ67）
〈二人で〉かつぐ儒・68）
どくだみ（V。242＞
どくだみ（V・242）
iNUNOHEHIRIGUSA
INUNOKAKEBANA
INUTAZINA
INUUNUMARAKAZE
INZI
INZI
IOKIIBAN
IOKIRIBAN
IONCU
IOTORI
葺）PEN（～）
IPPENKONKO
IPPICU王く：EIZYOO－
　CUKAMACURiSOO一
　ROO
IPPON（　一）
IPPONASI
????
??
??
I
正RAAHUNIRmm
IRACYA
IRACYA’AKA
IRAGCg］I
IRAGUSANOHARI
IRAHUN
IRAHUN
正RAKI
王RAKKAA
IRAKO
IRAKO
どくだみ（V。242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
つむじかぜ（M。264）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈い・ばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V●250）
まないた（罪●164）
まないた（IV。164）
麟（V。217）
せきれい（V・213）
杵足跳びをする前蔀分（9・
　54）
片足跳びをする前部分（9・
　54）
釜の鴨き声（W。300）
片尾跳びをする萬部分（E・
　54）
片足銚びをする前編貿掛
　54）
ふけ（IH●105）
蓼爵（1昼。131）
鱗（V●217）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250＞
やる（歴・73）
呉れ，る（ll・74）
鱗（V●217＞
ふけ（M　・105）
鱗（V・217）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V。250＞
やる（嚢・73）
呉れる（庭・74）
鱗（V・217）
とげ〈指にささる木や竹の紬片〉
　　（V・249）
ふけ（1皿・105）
鱗（V●217＞
IRAKURAI　SUWARU
IRAKURA　KUMU
IRAKURAME”w
IRAMIRUN
王RARA
IRASA
IRASIIN
IRAS困
IRASUN
王RASUN
IRAU
IREBUCU
IREEKII
IREEKII
IREKO
IREMONO
IRIBORIKUSAI
IRICI
IRICI
IRICII
正R正CI至
至R正G〔9〕I
IR王KE
至RIKE
夏RIK王
IR正K1
互RIKII
IRIK茎I
IRIKO
至RIKO
IR正KOO
IRIKUSA・NI　NARU
IRIKYA
IRIKYA
三RKO
IRO
IRO
IRO－CUKU
王ROKO
IROKO
一128一
あぐらをかく（fi・52）
あぐらをかく（H・52＞
あぐらをかく（R。52）
貸す（E・70）
鱗（V。217）
鱗（V●217）
やる（fl・73）
呉れる（H・74）
やる（韮・73＞
呉れる（ll。74）
〈口入で〉かつぐ（嚢・68）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166＞
ふけ（撫105）
鱗（V・217）
ふけ（礎・105）
米びつく特殊な名称〉（rv。
　166）
焦げ臭い（1・36）
ふけ傭・105）
鱗（V。217）
ふけ（避。105）
鱗（V・217）
鱗（V・217）
ふけ（聰・105）
鱗（V・217）
ふけ（髄・105）
鱗（V。217）
ふけ（恥105）
鱗（V。217）
ふけ億・105）
鱗（V●217）
鱗（V・217）
癒に二なる（H・80＞
ふけ（聰・105）
鱗（V・217）
鱗（V・217）
居る（配・53）
井戸（N・197）
癒に＝なる（H・80）
ふけ（撫躾G5）
鱗（V・217）
一IRO・NI　NARU
夏ROO
IRU
IRU
IRUCI
IRUαAKへ
IRUG［g］I
IRUKO
玉RUN
IRUN
IRYAA
IRYAKI
ISAGUU－
ISAKI一
工SAKOO．
ISAKU一
王SAKUU－
IS£BAC夏
ISEBACI
ISE王MO
ISEMA
ISEMO
ISENOO（O）HURI
ISIBACI
王SIBAC王
ISIBAKUDO
玉S玉CURU
ISIDAMA
ISIISI
夏SIKA
ISHくA
iSIKAKEZOROBE
IS∬くANZ夏
ISIKENKEN
ISIKI
更S薮q
ISHく〇
三SIKOBU
ISIKONKON
癒になる（護。80＞
借りる（嚢・71）
居る（E・53＞
鱗（V．217）
鱗（V。217）
ふけ偬・105）
鱗（V。217）
麟（V・217）
借りる（嚢・71）
貰う（裂・76）
鱗（V・217）
鱗（V・217）
せきをする前部分（ll・87）
せきをする前田分鐙・87）
せきをする前部分（ll・87）
せきをする蒲部分（ヨ・87）
せきをする前部分（匪・87＞
すり鉢（N・162）
すり鉢（W　・162）
じゃがいも〈特殊な名称〉（騨・
　　175）
子，驚｝（V●204）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N。
　175）
せきれい（V・213＞
すり鉢（IL「・162）
すり鉢（EV・162）
ひきがえるその2（V・220＞
捨てる（5・62）
お手玉（i正。145＞
せきれい（V・213）
いく　らくi直配〉　（　1　・50）
明明9」ヨ後E王（Vl・286）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
片足跳びをする前部四三・
　54）
ふけ侮・105）
鱗（V。217）
お手玉個・145）
お手三1蕊（匪。145）
片足跳びをする前部分（臣
ISIKUNAGI
ISIMIMIRI
ISINAGI（DORI）
ISINAGO
iSINAGO
工SINANGO
ISINANKO　・
ISINASIGO
王S廼OGONKO
ISIP（P）ATAKI
王S王TAT
ISITATAK1（DORI）
王S王TATAKITAROBEE
ISIVVAKUDO
王SOBACI
ISODORI
ISOKACCYO
ISSAI
ISSAKUBAN
ISSAKUYANOBAN
IssAKUZICU
ISSE
ISSEE
ISSEKO
ISSENGASSEN
ISSURU
ISSYATUKEI
王SSYERU
五SUKA
ISexU．
ISYABOOZU
ISYABOOZUYミ∫B夏
ISYAGA｝i［AN
ISYAGAE［AN
1SYAIRAZU
ISYAIRAZU
ISYANCYURUMYAA
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　54）
せきれい（V・213）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
せきれい（V・213）
くるぶし（贋・128）
お手玉（罰。145）
お手玉（旺1．145＞
お手玉（m。145）
お響三型（皿●145）
お三ヨ三三1至（盟奪145）
せきれい（V・213）
せきれ，い（V。213）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213＞
ひきがえるその2（V・22G）
すり鉢（iYi・162）
せきれい（V・213）
せきれい（V。213）
子牛（V・209）
一華晩（VI●277）
一昨晩（VI・277）
一ぽF鉦1（V【．276＞
子馬（V・204）
子牛（V●209＞
子馬（V・204）
片足跳びをする前廓分（9・
　54）
捨てる（猛・62）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
捨てる（ll。62）
目朋月明後田（W・286）
せきをする前部分（距87）
薬ま旨（皿・124）
薬指纈・124）
4、さい（1．22＞
細かい（レ25）
とカ》げ（V●224＞
どくだみ（V・242）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
IS（Y）ATUU
IS（Y）ATUUMAI
ISYAYUBI
王TA
ITA
ITABAN
ITABIRA　KAKib
　ITABIRA－KAKU
ITABURA－KAKU
ITACIGUSA
ITACIKAZE
正TAI）AKI
王TAGAN£
ITAGURA　’w
ITAGURAI　一一
ITAGURAI　SURU
ITAGURA－KAKU
ITAGURAME－
ITAGURAME－KAKU
ITAGURAME－SURU
ITAGURAME　SUWA－
　RU
ITAGURAMI　”v
ITAGURAMI－SURU
ITAGURAMI　SUWA－
　RU
ITAGVRAMU
ITAGURAMYA一・
ITAGURAMYA－SURU
ITAGURAMYA　SU－
　WARU
ITAGURAN－SURU
ITAGURA－SURU
ITAGURE　SURU
ITAGURI　SURU
ITAGURUMAI　SURU
ITAGURUMA　KAKU
ITAGURUMA　SUWA－
　RU
ITAGURUME　SURU
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
薬叢雪（Hl・124）
屡｝る（1。53）
まないた（pa　・164）
まないた（N　・164）
あぐらをかく旬・52）
あぐらをかく（H・52）
どくだみ（V　・242＞
つむじかぜ（M。264＞
とさカ、（V・215）
氷（願・261）
あぐらをかく（嚢・52）
あぐらをかく（庭・52）
あぐらをかく（9・52）
あぐらをかく（ll・52）
あぐらをかく（il。52）
あぐらをかく（fl。52）
あぐらをかく（ll・52）
あぐらをかく（ll・52）
あぐらをかく（K・52）
あぐらをかく（fl・52）
あぐらをかく（E・52）
あぐらをかく（N・52）
あぐらをかく（9・52）
あぐらをかく（9・52）
あぐらをかく（レ52）
あぐらをかく（E・52）
あぐらをかく（且・52）
あぐらをかく（ll。52）
あぐらをかく（9・52）
あぐらをかく（＃・52）
あぐらをかく（レ52）
あぐらをかく（匪。52＞
あぐらをかく（＃・52）
ITAGURUME　SUWA－
　RU
ITAGURYMYA　SU．
　WARU
ITAGUWA－KAKU
ITAGUWA－SURU
王TAITA
ITAKURA
工TAKURASUZUME
ITAKURO
ITAMAGURA　SURU
ITAMAGURE　’v
ITAMAGURE－SURU
ITAMAGURI　一
ITAMAGURI　SURU
ITAMAGURI　SUWA－
　RU
ITAMAGURU
ITAMI
ITAMICIRU
ITANGWARU
ITATNOSYUUGEN
ITATTA
ITAZURAAME
1TEGANE
ITEGOOR王
ITERU
五TERU
ITIKAA
ITO
ITO
ITO
工TO
ITO
1’TO
－ITO
－ITO
ITOCUGURI
ITOHATA
ITOKIRIMUSI
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あぐらをかく（嚢・52）
あぐらをかく（E・52）
あぐらをかく（ll・52＞
あぐらをかく（ll。52）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V●250＞
雀（V・214）
雀（V・214）
雀（V・214）
あぐらをかく（ll。52）
あぐらをかく（H・52）
あぐらをかく（籔・52）
あぐらをかく（韮・52＞
あぐらをかく（ll。52）
あぐらをかく（H・52）
あぐらをかく（目・52）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
どくだみ（V・242）
あぐらをかく（H・52）
ゆうだち（擁。255）
せきれい（V。213）
ゆうだち（VI。255＞
氷（V1．261）
氷（Vl●261）
〈水が〉凍る（嚢・96）
〈手拭が〉凍る（嚢・97）
明明明後日（M・286）
糸（N・153）
絹糸（N　・155）
木綿糸（N・156）
機糸（N・157）
蜘蛛の糸（V・235＞
糸（N・153）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V。235）
機糸（TV「・157）
蜘蛛の糸（V・235）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
ITOKO
ITOMA
ITOMAI
ITOO
ITORU
ITOSAKI
ITOSAKIYUBI
ITOSAN
ITOSASIYUBI
ITOSO
ITOSO
ITOSO
ITOSOO
ITTAKURA
ITTATAKI
ITTATE
ITTATEAME
ITTETEGI
ITTU
ITU
ITU
ITU
ITU
ITU
ITU
－ITU
ITUIICY”UU
ITUNUIMI
ITUU
－IU
IWA－
IWABURI－
IWACUBAME
IWASIKAKI
IYAIBI
IYAYUBI
工YEETO一
王YONOME
IYUN
　229）
糸解・153）
贋毛（皿・王ll＞
眉毛（盟・111）
糸（揮・153）
すわる（∬・51＞
人差し詣（皿・122）
人差し指纈・122）
人差し指価・122）
人差し指（M　・122）
糸（W・153）
木綿糸（fli・156）
機糸（W・157）
糸（N・153）
雀（V・214）
せきれい（V・213）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
ゆうだち（M・255）
片’足跳びをする脊｛1部分（猛・
　54）
絹糸（N・155）
糸（　IV・153）
絹糸（N　．155）
木綿糸（W・156）
機糸（罪・157）
真綿（rv。159）
鱗（V・217）
蜘蛛の糸（V・235＞
絹糸（N・155）
絹糸（N・155）
糸（N・153）
うそをつく後部分（亘・92）
せきれい（V　・213）
きな臭い前部分（1・34）
せきれい（V・213）
せきれい（V。213＞
親指（盤・121）
親チ旨（盟●121）
灸をすえる削部分（ll・83）
ものもらい（阻・112＞
貰う（H●76）
一IYUN
－IYURI
IZA
IZMSr’
tzAI
IZARU
王Z三
IZI
IZI
IZI
tzI
王Z正GURI
IZIGURUGURU
yII
董ZIIDusf
IZIKI
IZIK王
董Z顧
IZIMAI　KAKU
IZINAGO
IZINGARAIMO
IZINUIRAG（g）U
IZ蝕IMAGO
茎Z重U
王ZIUL重
正ZU
－IZU
－IZU
IZUCU
IZUMAI　SURU
IZUMA　KAKU
IZUMAKASU
IZUMAKI
IZUMA－KUMU
玉ZUMARI　KA王（U
IZUMI
IZUM正SAN
IZURI
IZYA（A）
一131一
うそをつく後部分（窪・92）
うそをつく後：部分（ll。92）
とげく指にぎさる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
貸す（ll・70）
借りる（H・71）
すわる（遜・51）
つむじ（皿・102）
井戸（！V・197）
蒸気〈湯の場念〉（　Vl・266）
蒸気く飯の場合〉（V卜267＞
貰う（嚢。76）
つむじ侮・102）
つむじ侮・102）
貰う（＃・76）
貰う（H●76）
ふけ（聡・105）
麟（V・217＞
貰う　（H●76）
あぐらをかく（ll・52）
お手玉（盟・145）
じゃカ9いも〈特殊な名称〉（W・
　175）
鱗（V。217＞
やしゃこ（［鼠。140）
貰う（【【●76）
貰う（＃・76）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
井戸（函「書197＞
あぐらをかく（H・52）
あぐらをかく（ll・52）
あぐらをかく（il・52）
つむじ（阻・102）
あぐらをかく（ll・52）
あぐらをかく綴。52＞
井ア欝（罪●197）
井iiii（N・197）
真綿（iv．159＞
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
IZYAGUS工
IZYANZA
IZYAREKESI
IZYAREKESI
IZYE
－IZYUN
IZZYU
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
かなへび（V・225）
男（撮・ユ36＞
女く卑称〉億・138）
家蓬葵…（ILi・191＞
うそをつく後部分（li・92）
お乎玉（丑1●145）
MKA
KA
KA－
KA．
一KA
KAA
臨KAA
臨KtM
KAA
KAA
KAA－
KAABA一
。KAABU至
KAAG（g］ASI
KAAG（g）ASI
－KAAGU
KAAKUNATA
KAAI
KAAIMACUBUMUNU
KAA玉瓢O
KAAKA
KAAKA
KAAKAA
－KAAKU
KAAKURI
KAAMECCYO
KAAN
KAANAA
KAARABACI
KAARACINGO
KAARACU（N）（CU）一
　（N）
KAARA（DORI）
KAARAG（g）E
KAARAG（g）E
KAARAMOOMoo
一132一
（K］
芳香（W・268）
悪臭（擁・269）
桑の鳴き声その1（～恥298）
きな臭い前部分（1・34）
匂をかぐ餉都分（耳・85）
くすぐったい後部分（1・33）
イ昔りる（庭・71）
顔（胆・106）
おつり　（IV「・152）
井ヌ三奪（揮●197）
芳香（yl●268）
悪臭構・269）
稟1の鳴き舞その1（wr・298）
匂をかく葡部分（＃・85＞
匂をかく薗部分（嚢・85）
蜘1蛛の巣（V・234）
とりおどし（解・189）
かかし（W磯90）
匂をかく後部分（嚢・86）
ひきがえるその2（IV・220）
垢（田t131）
ごみ〈川のごみ〉（樋・274）
さつまいも（W・176）
しおからい（1・39）
辛い（　玉　・40）
松かさ（V。247）
いびきをかく後部分（ll・90）
氷備・261）
とカ、げ（V・224＞
とさカ、（V・215）
機糸（N　・157）
すり鉢（rv　・162）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
せきれい（V。213）
すり鉢（W。162）
すり鉢（rv　・162）
肩’車〈特殊な名称〉　（［藍●150）
KAARAP1NPIN
KAARASINBE
（KAARA）SYQOTO（O）
KAARAYmu－
　TURAAMA
KAARAYANU－
　TUNNAMA
KAARE
KAAREE
KAARU
KAARUGUSA
KAARU（NO）KO
KA（A）SANMAI
KA（A）SANME（E）
KAASI
KAASI
KAASII
KAASU
KAATA
KAATI
KAATO
KAAYAG正
KABA
KABA
KABA
KABA－
KABAA
KABAA
KABAA－
KABABAI
KABACI
KABACI
KABACI
KABACI
KABACI
KABACYA
KABAHA－
KABAKE一一一一．
　KOBAKE一
せきれい（V・213）
せきれい（V・213＞
せきれ，い（V・213）
雀（V・214）
雀（V・214）
≡率｝い（1●40）
しおからい（1・39）
鮭（V・218）
どくだみ（V・242）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V◎222）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237＞
とりおどし（配・189＞
かかし（即。190）
機糸（N・157）
貸づ臨（耳．70）
カ、カtsと（田。129）
あごくとがった部分〉（皿・
　108）
カ、カ、と（m・129）
ごみ〈辮のごみ〉（Vl　・274）
ひきがえるその2（V・220う
七番（Vl。268）
悪意（V【。269）
匂をかぐ前部分（ll・85）
芳香（Vl・268＞
悪臭（V【。269）
匂をかく働部分（li・85）
Mil（M・143）
頭（lli・101）
顔（田・106＞
あご〈とがった部分〉（壁・
　108）
あご〈全体〉（盟・109）
罪コ（昼1●115）
かぼちゃ（財・180＞
匂をかぐ前部分（且・85）
きな臭い前部分（1・34）
KABAS王
KABE
KABECYORO
KABECYORO
KABEKO
KAB茎
KAB王
KABI一
．KAB正
（一）KABI
KABI王
一KABll
KABIN
KABITAIMO
KABITULI
KABO
KABO
KABO－
KABOC王
KABOCYA
KABOCYO
KABOSYA
KABOZYA
－KABU
KABUCI
KABUCYA
KABUCYA
KABUCYO
KABU王MO
－KABUN
KABUNOKE
KABURI
KABURO
KABUROMOROKOSI
KABUSIMANEETA
KABUTAIMO
KABUTO
KABUTO
KABUTONABA
KABUZYA
一　133　一
芳香（恥268）
こ子＝牛（V●209）
とカΣげ（Ve224）
かなへび（V・225）
かなへび（V・225）
垢（斑●131）
きのこ（V・245）
きな：臭い前部分（1・34）
匂をかく後部分（H・86）
匂をかぐ後部分（li・86）
匂をかぐ後部分（嚢・86）
匂をかく後部分（il・86＞
芳香（1冴●268）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
鳳（HI●143）
顔（Hl・106）
鬼ごっこ（盟・147）
きな奥い鋳部分（1・34）
かぼちゃ（N・180）
かぼちゃ（N・180＞
かぼちゃ（N・180）
かぼちゃ（N・180）
かぼちゃ（W・180）
匂をかく後部分（＃・86）
かぼちゃ（W・180）
頭佃・1Ol）
かぼちゃ（N。180）
かぼちゃ（罪・180）
里芋その2（N・178）
匂をかぐ後部分（嚢・86）
層毛纈・111）
とさthi（V・215）
とうもろこし（N・182＞
とうもろこし（坪。182＞
まない・た（T』「●164）
じゃがいも〈特殊な名称〉（W・
　　175）
カ、カ》と（頒。129）
とさカ・・（V．215）
とさカ》（V．215＞
かぼちゃ（W・180）
。KABYU王
一KABYUM
－KABYUN
KACCUK王
KACCYA
KACCYAAKANGO
KACCYAKU
KAC（C）YOGE
KACI
KACIBE
KACIMINSOOREE
KACIMIYEE
KACINBANA
KACptI
KACINUMIIPAAPA．A－
　G［g］WAA
KACUGERU
KACUGERU
KACUGO
KACUGO
KACVG（g）O
KACUG（g）U
KACUGCIj）U
KACUG（g）U
KACUG［lj）U
KACUG（g）U
KACUG［lj）U
KACUG（g）U
KACUGC“）U
KACUG［g）U
KACUG（“）U
一KACUI
KACUKACU
KACUKIBI
KACUKIIMO
匂をかく後部分（翼・86）
匂をかぐ後部分（9。86）
匂をかぐ後部分（匪・86）
じゃカミいもく特殊な名称〉（fV・
　175）
松かさ（V。247）
肩車：〈一般的な名称〉（撰・
　149）
くすぐる後部分（9・82）
とげ〈指にささる木や竹の細ヤ〉
　　（V　・249）
とりおどし（痒。189）
ノ」、｝旨（1正●125）
鬼こ“っこ（HI●147）
鬼ごっこ（則・147）
すみれ（V。240＞
あぜ（恥187）
とヵエげ（V●224）
〈材木を〉かつぐ（＃・66）
〈片方の肩で楓を〉かつぐ（矯・
294）
〈材本を〉カ」つく“（匪。66＞
〈天秤棒を〉かつぐ（獲。67）．
〈片方の肩で包を〉かつぐ（琉・
　294）
〈包を〉背負う（掛65）
〈包を〉背費う（嚢・65＞
〈材木を〉かつぐ（ll・66）
〈材木を〉かつぐ（屡・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（fl・67）
〈天秤鰺を〉かつぐ（匪・67）
〈二人で〉かつぐ（且・68）
〈二人で〉かつぐ（H・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（VI・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（擁・
　294）
くすぐったい後部分（1・33）
たんぽぽ（V・241＞
とうもろこし（即・182）
じゃがいも〈特殊な名称〉（fV・
KACUKU
KACUKU
KACUNERU
KACUNERU
KACUNERU
KACUNERU
KACUUMA
KACUUP｝KARI＊
KACYA
KACYAMANGO
KACYANGOO
KACYOGI
KADA
KADA
KADA－
KADAA
KADAA
KADAA－
KADACCAMA
KADACI
KADACI
KADACIAME
KADACIAME（2行昌23段）
　一KANDACIAME
KADACISAMA
KADAGU
KADAGU
KADAGU
KADAGU
一KADAKAKU
（一）KADAMU
KADANBA
－KADARU
KADAU一
一134一
　175）
〈包を〉背語う（霞・65）
〈直木を〉かつぐ（B・66）
〈握木を〉かつぐ（ll・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（嚢・67）
〈二人で〉かつぐ（H・68＞
〈片‘方の肩で包を〉かつぐ（擁・
　294）
肩凝〈一般的な名称〉（瓢・
　149）
稲妻（Vl●258＞
肩車〈一般的な名称〉（羅。
　149）
肩台〈一般的な名称〉（撫・
　149）
肩蕉〔〈一般的な名称〉（雛・’
　149）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
芳香（Vl。268）
悪臭（耀。269＞
匂をかぐ飼部芳（置・85）
ヲ亨香（Vl。268）
悪臭（Vl・269）
匂をかく揃部分（ll・85）
雷（VlO256）
ゆうだち（M・255）
雷（Vl●256）
ゆうだち（W・255＞
ゆうだち（W・255）
雷（Vl●256）
〈材木を〉かつぐ（H・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（K。67）
〈二人で〉かつぐ（H・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W・
　294）
匂をかく後部分（翌・86）
匂をかく後部分（嚢・86）
庭園（｝V「。193）
うそをつく後部分（＃・92）
匂をかく儲部分（ll・85）
KADERU
KADERU
KADO
KADOERU
KADOERU
－KAooMU
KADONON［［WA
KADOSUZUME
KADOYURU
KAD（）YURU
KADUYURU
KへDUYURU
－KへDYUMU
KAEBO
KAEISYEN
KAEKODAMA
KAEL王
KAER王
KAERI
KAERI
KAER正KO
KAERIKO
KAERIKO
KAERISEN
KAERISEN
KAERISYEN
KAERIZEN
KAERO
KAERO
KAEROKKO
KAERONGO
KAERONOKO
KAEROTTAMA
KAEROTTAMA
KAERU
KAERU
数える（H・69＞
くお金を〉数える（礪。296）
カΣカ」と（盟・129）
数える（1。69）
〈お金を〉数える（W・296）
匂をかぐ後部分（：・86）
庭選嚢（即。193＞
雀（V・214）
数える（H・69）
〈お金を〉数える（M。296）
数える（且・69ン
〈おし金を〉数え．る（W・296）
匂をかぐ後部分（R・86）
鬼ごっこ（蟹．147）
おつり　（∫》●152）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　糸田函〉　（V・222）
おつり　（！V。152）
おrつり（罪．152）
蛙（V。218）
おつり　（即．152）
おつり（IV「の152）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V・222）
おつり（罪・152）
おつり　（N・152）
おつり　（即．152）
おつり（Tyi．152）
おつり　（郵●152＞
蟻（V●218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細i図〉　（V●222）
お・たまじゃくし〈カエル類の詳
　糸斑図〉　（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V●222）
蛙（V・218）
tw（V　・218＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　糸［畦劉〉　（V●222）
〈二人で〉かつぐ（掛68）
おつり（揮・152）
KAERU
KAIi）RU
KAERU
－KAERU
KAERUBAASAN
KAERUGO
KAERUKO
KAERUKOCYO
KAERUKODAMA
KAERUKONBO
KAERUKUTO
KAERUME
KAERUNBOO
KAERU（NO）K（K）O
KAERUNOKOKKO
KAERUNOZwwA－
　KU
KAESE（E）
KAESI
KAESI
－KAESI
KAESIDAE
KA£S正正
KAESU
KAESUHEN
KAESUSYEN
KAEZ王
KAEZIKERO
KAGAACUNMURI
KAGAAMII
KAGAB－
KAG［g）ABICCYO
KAG〔壌〕AB王CCYO
一　135一
蛙（V。218）
ひきがえるその2（V・220＞
おたまじゃくしくカXル類の詳
　細図〉　（V。222）
お手玉遊び倒・146）
ひきがえるその2（V・220）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　糸田図〉　（V．222＞
蟷（V●218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細心〉（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細蟹〉　（V・222＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉　（V。222）
曳圭（V●218）
蛙（V・218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図〉（V・222＞
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　翻i図〉　（V・222）
どくだみ（V・242）
桑の鳴き窟その2（通。299＞
おつり　（病「。152）
おつり　（W．152）
お手玉遊び（濯・146）
おつり　（EL「・152＞
おつり　（EV「。152）
おつり　（N　・152）
おつり　（TV。152）
おつり　（ELt●152）
おつり（EV・152）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりそ：の2（V・237）
とさカ、（V。215＞
まぶしい前部分（1・30）
とカ、げ（V．224）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
KAG（lj）ABICCYO（O）
KAGCg）ACI
KAG（g）ACI
KAGACU
KAG（g）ACU
KAG（g）ACUBACI
KAG（g）ADO
gAGcg）ADo
KAGAI－IA－
KAG（g）AHEBI
KAGAI正
KA（｝（“］AMECCYO
KAG（g］AMECCYO
KAGAMEE
KAG（e）AMENCYO
KAGAMETA
KAGAMI
KAGAM正
KAGAM王一
KAGAMI－
KAG（s］AMICCYO
KAG（lj）AMICCYO
KAG（g］・AMiCCYO（O）
KAG（lj）AMIC（C）Ye一
　　（o）
KAG（g）AMIC（C）YO
　　（o）
KAG〔讐〕AM王CYORO
KAGAMII
KAGAMIKO
KAGAMIKURA
KAGAMIONI
KAGAMISIGA
KAGCIj］AMISO
KAG（g）AMISOO
KAGAMU
KAGAN
KAGAN－
KAGANI
とかげ（V・224）
すり鉢（il「・162）
すり鉢（配・162）
陶磁器（iv・161）
づ噌り鉢（IV「◎162）
すり鉢（W躾62）
カ》カ、と（胆奪129）
カ、カ、と（皿9129）
まぶし哺1鄭分（1・30）
かなへび（V・225）
まぶしい前部分（い30）
とかげ（V・224）
かまきり〈一般的な名．称〉（V・
　229）
かくれんぼ催・148）
かなへび（V・225）
あご〈とがった部分〉（lll　・
　108）
とさ」O・・（V・215）
氷（Vl。261）
まぶしい簡部分（1・30）
きな臭い壽倉吝藝分（1・34）
かなへび（V・225）
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
とかげ（V・224）
とカ」げ（V・224）
かなへび（V・225＞
とかげ（V・224）
とさカ」（V・215）
かくれんぼ価・148）
かくれんぼ（紐・148）
かくれんk“（M・148）
氷（V卜261）
とthl・げ（V・224）
かなへび（V・225＞
氷（M・261＞
とさカ、（V◎215）
きな奨い前部分（1・34）
とさカ■（V・215）
KAGAP－
KAGARI
KAGARI－
KAG（g］ASE
KAGCg］ASE
KAG（g）ASI
KAG〔罰〕AS茎
KAG（g］ASI
KAG〔弓〕AS王
KAG（g）ASINBO
KAG〔弓〕AS脳BO
KAG（g）ASINeNIN－
　GYOO
KAG（g）ASIODOSI
KAG（g）ASIRA
KAG（lj］ASIRA
KAG（lj］ASIRA
I〈AGCg）ASISAN
KAG（g）ASIT
KAG（g］ASU
KAG（g）ASU
KAG（g）ASU
KAG（g］ASU
KAGATO
KAG（g］ATO
KAG（n］ATO
KAGAYA－
KAG［g）E
KAGE
KAGE－
KAGEKAGESUU
KAGEKAGESoo
KAGEKUSAI
KAGI－
KAGI－
KAGIBANA
KAG環王KIBANA
KAGCB）／ITORI
KAGO－
KAGOHAZURE
KAGOM茎GO
KAGOMIGUCUROO
一136一
まぶしい煎部分（1・30）
氷（耀・261）
きな臭い前部分（1・34）
とりおどし（W・189）
かかし（N　・190）
とりおどし（即●189＞
とりおどし（N・189）
かかし（N・190）
かカ・し（fLf・190）
かかし（W・190）
rk・・カ》し（W。190）
かかし（Egf。190）
かかし（N・190＞
一とりおどし（狸。189）
　とりお‘どし（fV「畦89）
カ）カtSし（fXt・190）
かかし（配・190）
かかし（W・190）
すり鉢（N・162）
すり鉢（N・162）
　とりおどし（N・189）
カ・かし（IY・lge）
　くるぶし（礪・128＞
カiカ、と（班●129）
カ、カ、と（濯●129）
　まぶしい前漏分（1・30）
すり鉢（ly「・162）
　とりおどし（ly「・189）
まぶし哺榔分（i・30）
まぶしい龍部分（1・30）
まぶしい後・部分（｛・31）
焦げ臭い（1・36）
　〈虹二Zi　1’〉きれいだ（1・47）
きれいに〈掃除する〉（1・48）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
とかげ（V・224）
　きな臭い荷倉部分（1・34）
みずおち倒・130）
かくれんぼ倒・148）
かくれんぼ儘・148＞
KAGOMIKAGOMI
KAGOMIONI
KAGONBO
KAGONGO
KAGONGOTO
KAGU一
一KAGU
（．）KAG（g］U
（一）KAG［“’g］U
（一）KAGCy）U
－KAG〔ヤ〕U
（一）KAG（s］U
－KAGU
KAGUDI
KAGURAMA
一KAGURU
KAGYU（U）
wmSI
KAHASI
KAHATO
KAHE
KAHERU
KAIHE［WIDUUMI
KAHI
KAH王K王DONBIKI
KAHO
－KAHU
KA｝i［UN
KAI
KAI
闘
闘
Kal－
KN一
一KAI
KA互BO
Kへ王CUBU
KAICUBURI
KAICUBURO
KAICUMORI
かくれんぼ細・148＞
かくれんぼ（獄・148＞
かくれんぼ傭・148）
かくれんぼ億。148＞
かくれんぼ（恥148＞
きな慶：い前著粥分（1。34）
片足跳びをする後下分（il・
　55）
匂をかぐ後部分（ll・86＞
匂をかぐ後部分（il・86＞
匂をかぐ後部分（霞・86＞
匂をかぐ後部分（K・86）
匂をかく後部魯魚・86＞
いびきをかく後部分（＃・90）
あご〈全体〉（翔・109）
肩車〈一般的な名称〉（盟・
　149）
匂をかぐ後部分（褻・86）
かたつむりその1（V・236）
とりおどし（罪・189）
かかし（W・190）
カ、カ、と（盟●129）
機糸（N・157＞
蛙（V・218）
かくれんぼ（m・148）
貸す（冠・70）
ひきがえるその1（V。219）
顔（膿・106）
いびきをかく後部分（嚢・90）
芳香（Vl●268＞
しおからい（1。39）
皐い（　蓋　●40）
借りる（1・71）
果1の鳴き声その1（W・298）
〈虹が〉きれいだ（1・47）
きれいに〈据除する〉（1・48）
くすぐったい後部分（1・33）
とんぼ（V・231）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
KAICUMURI
KAIDASI
－KAIDEMiRU
KAIDO
KAIDO（一）
KAIGARAMUSI
KAIGONUIICYU
KAIGUNUITU
KAI夏
KAIKA
KAIKA
KAIKAI（’v）
KAIKAICUNODASE
KAIKAICUNODASE
KAIKAIIMO
KへIKへISURU
KAIKAIE〈ERU
KAIKAZUKI
KAIKOITO
KAIKON’ITO
KAIKeNOITO
KA］［KONUITU
KAIKONUITU
KAIKOWATA
KA王KUITU
KAIKUNUITU
KA王MO
KAIMO
KAIMO
KA工MUSI
KAIN
KAINURU
KAINYoo
KAIRA猟J
KAIROO
KAIRU
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かたつむりその2（V。237）
井底（罪・197）
匂をかぐ後部公（H・86）
水E日く集合〉（W・186＞
片足跳びをする前部分（9・
　54）
かたつむりその1（V・236＞
絹糸（　IV・155）
絹糸（N・155）
くすぐったい後部分（1・33）
しおからb（1・39）
；辛い（1・40）
片足跳びをする前部分頓・
　54）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその3（V・238）
里芋その2（揮・178）
〈幼児を〉負う（il・64）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M’
　294）
かたつむりその1（V。236）
絹糸（N・155）
絹糸（W・155）
絹糸（IV・155＞
絹糸（ELi。155＞
真綿（N・159）
油綿（W・159）
真綿（N。159）
真綿（揮。159）
じゃカくいもく特殊な名称〉（N。
　175）
さつまいも（N。176）
里芋その2（N・178）
かたつむりその1（V・236）
借りる（ll　一71）
数える（耳・69）
森（揮・198）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉　（V●222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　績…1図〉　（V●222）
借りる（H・71）
KAITA
－KAITE’1’OBU
KAITO
KAITOIMO
KAITOSUZUME
KAIZYAKUSI
Krm－
KAKA－
KAKAASI
KAKAASI
KAKABE－
KAKAB王・
KAKABU－
KAKAC正
KAKAC工
KAKADO
KAKAERU
KAKAERU
KAIKAERU
KAKAGURU
（一）KAKAMU
KAKAS，
KAKASI
KAKASI
KAgZASINAWA
KAKASIBOIToo
KAKASINiNGYOO
wmsu
KAKASU
KAKATO
KAKAYUBI
KAKAZIRASU
KAKAZIRU
KへKE
KAKEBANA
KAKEBO
KAKEBOKKoo
KAKEBOO
KAKEBUI
KAKEBUR
KAKEBURI
かたつむりその1（V　・236）
片足跳びをする後部分（登・
　55）
水田〈集合〉　（痒・186＞
里芋その1（IV・177）
響くV●214）
おたまじゃくし（V・221）
くすぐる前部分（il。8王）
匂をかぐ前部分（＃・85）
とりおどし（N・189）
かかし（W・190）
きな契い萄f∫部ク全（　1。34）
きな臭い｝勤部分（｛・34）
きな臭い前部分・（1。34）
とりおどし（TXi・189）
かかし（N　．190）
rb・・）b・・と（即辱129）
〈梶木を〉かつぐ（翼・66＞
〈天稗棒を〉カΣつく“（庭・67）
〈二人で〉かつぐ（慧。68）
〈天秤棒を〉カtSつく“（琵。67）
匂をかく後部分（匪・86）
かかし（IV。190）
とりおどし（麗・189）
かかし（罪・190）
とりおどし（｛V・王89）
かかし（W・190）
かかし（N　．190）
と　りおどし（f竪・189）
かかし（揮・190）
カ、力蕊と（環．129）
ij、｝爵（班。125）
〈霞が〉落ちる（fl。95）
〈雷が〉落ちる（fl。95）
とりおどし（痒。189）
すみれ（V・240）
牡と詳（V・207＞
単眼（V・207）
牡ゐト（V●207）
ゆうだち（W・255）
ゆうだち（擁・255）
ゆうだち（樋・255）
｝〈AKECUKE
KAKECYO茎
KAKECYOO
KAKECYOT
KAKEDA
KAK£王丁O
KAKEN
KAKENMA
KAKEOSU
KAKERooKO
KAI〈ERU
KAKERU
KAKESO
KAKET
KAKE　lrEKAZUKU
KAKETEOU
KA茎くETORU
KAKEUSI
KAKEWATA
KAKIN
KAKKA
KAKKA
KAKKA
KAKKAERASU
KAKKASI
KAKKASU
KAKKAYURU
KAK（K）E（E）RO（O）
KAKKEGO
KAKKI－
KAKKIRYUN
KAKKO
KAKKO
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藁1の鳴き声その2（W。299）
〈杵方の肩で包を〉かつぐ（W・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W・
　294）
牛ヒ，穣雪（V．203）
機糸（貼157＞
〈1ヤ方の周で包を〉かつぐ（ill・
　294）
竹馬樋・144）
牡L’t：（V●207）
松かさ（V・247）
砲を〉背負う（距65）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（耀・
　294）
機糸（N・157）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（耀・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（通・
　294）
〈片方の窟で包を〉かつぐ（1fi　■
　294）
〈杵方の肩で包を〉かつぐ（珂・
　294）
牡とト（V．207）
；麺冷評（N。159）
〈包を〉背負う（匪・65）
四角い・（韮・26）
しおカ、らい（歪・39）
辛い（1・4G）
〈霊が〉落ちる（貝・95）
かかし（揮。190）
かかし（揮・190）
〈雷が〉落ちる（登。95）
松かさ（V・247）
かくれんぼ偬・148＞
かくれんぼ細・148）
〈幼児を〉負う（ll・64）
きのこ（V・245）
芳番（～穫・268）
　KAKKO
　KAKKO－
　KAKKOMOKKO
］　KAKKO（O）
　KAKKOO－
　KAKKOOSUHURUDA
　KAKKOYUBI
　KAKKU
KAKKU
KAKKU－
KAK（K）URI
KAKKUSI
KAKO－
KAKOI
KAKOMOKO
KAKOO－
KAKOOBI・〈名詞＞
KAKU
KAKU
KAKU
KAKU
KAKU
KAKU一
一KAKU
（一）KAKU
rKAKU
．KAI〈U
KAKUCI
KAKUCI
KAKUDA
醜くUDAKO
KAKUGORI
KAKUGORI
KAKUGU
KAKUI
KAKu王
悪臭（M・269）
きな臭い前部分（1・34）
たんぽぽ（V。241＞
松かさ（V　・247＞
きな臭い前部分（1。34）
ひきがえるその1（V・219＞
ノ」、多旨（賑・125）
あご〈とがった部分〉（擁・
　　108）
あご〈全体〉（盟　・109）
かくれんぼ個・148）
とげ〈揚にささる木や竺の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
きな奥い前部分（1。34）
森（N●198）
たんぽぽ（V・241＞
きな臭い前部分（1・34）
きな奥い前部分（1・34）
四角い（1・26＞
炊く　（且●57）
〈天秤棒を〉かつぐ（ll・67）
〈rm人で〉かつぐ（＃・68）・
くすぐる後部分（K・82）
きな臭い前部分（1・34）
緯足銚びをする後部分（li・
　55）
匂をかく後部分（掛86）
せきをする後部分（ll・88）
いびきをかく後部分（＃・90）
あご〈とがった部分〉（dl・
　108）
あご〈全体〉伽・109）
四角い（1・26）
凧（置・143＞
鬼ζごっこ（盃・147）
かくれんぼ（皿・148）
とりおどし（N。189）
四角い（i・26）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（擁・
　294）
KAKUNA
KAKUNEGINCYO
KAKUNEGe
KAKUNEGOCCYO
KAKUNEGOKKO
KA王くUNEGOSYO
KAKUNEGOTO
KAKUNEKANZYO
KAKUNEKO
KAKUNEKOKKO
KAKUNEKYO
KAKUNENBO
KAKUNENBO
KAKUNENGO
KAKUNENSYO
KAKUNESYO
KAKUNO
KAKUNOBORI
KAKURE
KAKUREBAE
KAKUREBAKKO
KAKUREBECYO
KAKUREBESO
KAKUREBO
KAKUREBOCCI
KAKUREBOCCYA
KAKUREBocCYO
KAKUREBO王YA王KO
KAKUREBOKKO
KAKUREBONBO
KAKUREBONZYO
KAKUREBOOSI
KAKURECCYO
KAKUREDO
KAKUREDO
KAKUREDOOSYA
KAKUREGAKKe
KAKUREGEECYO
KAKUREGEEKO
KAKUREGITTA
KAKUREGO
KAKUREGO
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四角い（1・26）
かくれんぼ伽・i48）
かくれんぼ伽・148）
かくれんぼ（田・148＞
かくれんぼ伽・148）
かくれんぼ（皿・148）
かくれんぼ（皿・148）
かくれんぼ（皿・148）
かくれんぼ（膿。148）
かくれんぼ傾・148＞
かくれんぼ（膿・148＞
1魁ごっこ（獲・147）
かくれんぼ（膿・148）
かくれんぼ噸・148）
かくれんぼ（蹟・148）
かくれんぼ（阻・148）
四角い（1・26）
凧（1耳・143＞
かくれんぼ（租。148）
かくれんぼ個・148）
かくれんぼ個・148）
かくれんぼ（租・148）
かくれんぼ（租・148）
かくれんぼ（脳・248＞
かくれんぼ樋・148＞
かくれんぼ（盟・i48＞
かくれんぼ（頭・148＞
かくれんぼ（　M　・148＞
かくれんぼ纈・148）
かくれんぼ（M　・148）
かくれんぼ（照・148）
かくれんぼ（膿・148）
かくれんぼ（膿・148）
鬼ごっこ（阻・147）
かくれんぼ（膿・148＞
かくれんぼ（膿。148）
かくれんぼ伽。148＞
かくれんぼ（撫・148）
かくれんぼ（皿。148＞
かくれんぼ（撲・148＞
鬼ごっこ（猛・147）
かくれんぼ（皿・148）
KAKUREGOCCYO
KAKUREGOCYA
KAKUREGOI
KAKUREGOKKO
KAKUREGOKU
KAKUREGOKURA
KAKUREGONCYOO
KAKUREGONGO
KAKUREGOONI
KAKUREGOTO
KAKUREGOTO
KAKUREGUCCYO
KAKUREGUROO
KAKUREHOI
KAKUREHOOKO
KAKUREHOTA
KAKUREKABO
KAKUREKAGO
KAKUREKAGO
KAKUREKAIKKO
KAKUREKANBO
KAKUREKANGO
KAKUREKAINKO
KAKUREKANZYOO
KAKUREKO
KAKUREKOI
KAKUREKONBA
KAKUREKONBO
KAKUREKONGO
KAKUREKORO
KAKUREKOZOO
KAKUREKURA
KAKUREKURAGO
KAKUREKYO
KAKUREMADO
KAKUREMAIDO
KAKUREMAKKO
KAKUREMOCI
KAKUREMODO
KAKUREMODO
KAKUREMODOSI
KAKUREMOKKe
かくれんぼ（獄。148）
かくれんぼ（賑・148）
かくれんぼ（膿・148）
かくれんぼ備・148）
かくれんぼ催・148）
かくれんぼ伽・148）
かくれんぼ倒。148）
かくれんぼ（瓢・148）
かくれんぼ磁・148）
鬼ごっこ（膿・147）
かくれん醸侮・148）
かくれんぼ伽。148）
かくれ，んぼ（贋・148＞
かくれんぼ（III。148）
かくれんぼ備・148）
かくれんぼ（剛・i48）
かくれんぼ（恥・148）
鬼ごっこ（獲・147）
かくれんぼ（癒・148）
かくれんぼ（擁・148）
かくれんぼ億・148）
かくれんぼ伽。148）
かくれんぼ（頂・148）
かくれんぼ纈・148）
かくれんぼ纈・148）
かくれんぼ礪・148）
かくれんぼ（餌・148）
かくれんぼ（胆・148）
かくれんぼ（恥・148）
かくれんぼ侮・148）
かくれんぼ（則・148）
かくれんぼ（恥・148）
かくれんぼ働・148）
かくれんぼ価・148）
かくれんts“（M　．148）
かくれんぼ億・148）
かくれんぼ億・148）
かくれんぼ（恥148）
鬼ごっこ偲・147）
かくれんぼ（X　・148）
かくれんぼ儲・148）
かくれんぼ（盟・148）
KAKUREMON
KAKUREMONDO
KAKUREMONGOO
KAKUREMONKO
KAI〈UREMONZYO
KAKUREMOOMO
KAKUREMOOZOI
KAKUREMOOZOO
KAKUREMOOZYAA
KAKUREMOSO
KAKUREMOTO
獺くURENAKO
KAKURENANGO
KAKURENANGO
KAKURENANKO
KAKURENBO
KAKURENBO
KAKURENBOCCI
KAKURENBOCCYA
｝〈AKURENBocCYe
KAKURENBOIYAI
KAKURENBOKKO
KAKURENBOOSI
KAKURENBOOZU
KAKURENCO
KAKURENGO
KAKURENGOCYA
KAKURENGOTO
KAKURENGYO
KAKURENKO
KAKURENPO
KAKURENZYO
KAKUREOIMO
KAKUREOKKO
KAKUREONDOI
KAKUREONI
KAKUREONIGO
KAKUREONIGeTO
KAKUREONIZYO
KAKUREONKi
I〈AKUREONKO
KAKUREPPO
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かくれんぼ樋・148＞
かくれんぼ億・148）
かくれんぼ倒・148）
かくれんぼ（獄・148）
かくれんぼ（涯・148）
かくれんぼ（膿・148）
かくれんぼ（置。148）
かくれんぼ価・148）
かくれんぼ（涯・148）
かくれんぼ（皿・148）
かくれんぼ（膿・148）
かくれんぼ（盟・148）
鬼ごっこ（盟・147）
かくれんぼ倒・148）
かくれんぼ倒・148）
鬼ごっこG拒147）
かくれんぼ（膿・148）
かくれんぼ纈・148）
かくれんぼ纏・148＞
かくれんぼ（獄・廻8）
かくれんぼ（撫・148）
かくれんぼ（礪・148）
かくれんぼ（醗・148）
かくれんぼ催・148）
かくれんぼ傾・王48）
かくれんぼ纈・148）
かくれんぼ価・148）
かくれんぼ（瓢・148）
かくれんぼ倒・148）
かくれんぼ偬・148）
かくれんぼ（lll・148＞
かくれんぼ儲・148＞
かくれんぼ（賑・148）
かくれんぼ（醗・148＞
かくれんぼ（瞑・148）
かくれんぼ（膿・148）
かくれんぼ（臆磯48）
かくれんぼ億。148）
かくれんぼ纏。148）・
かくれんぼ億・148）
かくれんぼ億・148）
かくれんぼ（臆。148）
KAKUREPPUCI
KAKURESAGO
KAKURESYO
KAKURETTO
KAKUREYAANO
KAKUREYAI
KAKUREYAIKO
KAKUREYOIDO
KAKUREZYAKKO
KAKUREZYOKKO
KAKU（R）1’一
KAKURU
KAKUSU
KAKUT
KAKUZI
KAKUZI
－KAKYU歪
KAKYUM
KAKYUN
－KAKYUN
KAL璽
KALINHU
一KAM
－KAM
KAMA－
KAMABAKUDO
KAMACCYO
KAMACCYO
KAMAC正
KAMACI
KAMACI
KAMACI
KAMACI
｝〈AMACI
KAMAC王1
かくれんぼ億・148）
かくれんぼ伽・148）
かくれんぼ（盟・148）
かくれんぼ倒・148）
かくれんぼ倒・148）
かくれんぼ（皿・148）
かくれんぼ（阻。148）
かくれんぼ（恥・148）
かくれんぼ倒・148）
かくれんぼ伽・148＞
かくれんぼ（阻・148）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W彊・
　294）
とげく指にささる木や管の細片’〉
　　（　V　・249）
〈片方の薦で抱を〉かつぐ（W・
　294）
あごくとがった部分〉（頂・
　108）
あご〈金体〉（無・109）
いびきをかく後部分（ll・90）
くすぐる後部分（駈82＞
くすぐる後部分（嚢・82＞
いびきをかく後部分儲・90）
借りる（距71）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　奉田図〉　（V。222）
くすぐったい後部分（1・33）
匂をかく後部分（ll・86＞
きな臭い前部分（1。34）
ひきがえるその2（V・220＞
と力尋ず（V・224）
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
頭（M・101）
顔（贋・106）
噸（胆・107）
あごくとがった部分〉（歴・108＞
あご〈剛体〉佃・109）
水日ヨ〈一一〇ni　＞　（押●185）
あご〈とがった部分〉嬢・
　108）
KAMAα王
KAMAC正KO
KAMACIKO
KAMACIKO
KAMACINCIKU
KAMACUKURI
KAMACYOCYO
KAMACYOCYO
KAMACYOG｛g］E
KAMACYOKO
KAMACYORO
KAMADeKESI
KAMADONBUKI
KAMAECYO
KAMAGARI（MUSI）
KAMAGE
KAMAG（g］ECCYO
KAMAGCe）ECCYO
KAMAG（g］ECCYe
KAMAG［g）ECYORO
KAMAGETA
KAMAGETA
KAMAGI
KAMAG［g］I
KAMAG（lj）ICCYO
KAMAG｛lj）ICCYO
KAMAG（g）ICCYO
KAMAG（lj）ICCYO
KAMAG（g）IC（C）YO一
　（o）
KAMAG［g）ICCYO（O）
KAMAG（g）ICCYORO
KAMAG（g）INCYO
KAMAGCg］IRI
KAMAGIRISU
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あご〈全体〉纈。109）
とカ》げ（V・224）
かなへび（V・225）
つむじかぜ（VI・264）
せきれい（V・213＞
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
とカ、げ（V・224＞
かなへび（V・225）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
とカ》げ（V●224）
女〈卑称〉　（盤●138）
ひきがえるその1（V・219）
と；う、げ（V・224）
かまきり〈一般約な名称〉（V・
　229）
米びつく特殊な名称〉（W・
　166）
とかげ（V。224）
とカ、げ（V。224）
かなへび（V・225）
とカ、げ（V．224）
あごくとがった部分〉（皿・
　108）
あご〈全体〉（餌・109）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
かなへび（V・225＞
とカ、げ（V・224）
かなへび（V・225）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229＞
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
とカ》げ（V．224）
かなへび（V・225）
かなへび（V・225）
とかげ（V・224）
とカ、げ（V・224）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
KAMAGCg）ISSYOO
KAMAGISU
KAMAGOTO
KAMAG［lj］UCI
KAMAG［g）YUU
KAMAHEB正
KAMA｝IEBI
KAMAITACI
KAMAITACI
KAMAITACI
KAMAKAKE
KAMAKAKKIRI
KAMAKATAGI
KAMAKAZE
KAMAKiCCYO
KAMAKICCYO
KAMAKIRI
KAMAKIRI
KAMAKIRIBATTA
KAMAKIRIBOOZU
KAMAKIRICYOORIN－
　BOO
KAMAKIRIDOBA
KAMAKIRIGICCYON
KAMAKIRIGO
KAMAKIRIHENBO
KAMAKIRIITACI
　229）
とカ、をデ（V．224）
かまきりく一般的な名称〉（V。
　229）
ひきがえるその2（V・220＞
かまきり〈一殻的な名称〉（V。
　229）
と力魂ず（V。22〈⇒
とh・・げ（V．224）
かまきりく一般的な名称〉（Vg
　229）
とカ｝げ（V・224）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
つむじかぜ（擁・264）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
カ・まきりく一般的な名称〉（V。
　229）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
つむじかぜ（M・264）
かなへび（V・225）
かまきり〈一一般的な名称〉（V・
　229）
とth・・げ（V●224＞
かまきり〈一般的な名称〉　（V。
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
カΣまきりく一般的な名称〉（V。
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
ひきがえるその2（V・220）
かまきり〈一一般的な名称〉（V。
　229）
かまきりく一殻的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
つむじかぜ（V1・264）
KAMAKIRIKAZE
KAMAKIRIMUSI
KAMAKIRISAN
KAMAKIRIZIISAN
KAMAKITTO
KAMAKITTO
KAMAKKIRI
KAMAKK工RI
KAMAKURA
KAMAKUSAI
KAMAMICCYORO
KAMAMORI（DOBA）
KAMAMORIGOTO
KAMAMUSI
KAMAMUS茎
KAMANBA
KAMANCYOO
KAMANCYORO
KAMANOKE
KAMAORI
KAMARi
KAMARI
KAMARI
KAMARI－
KAMARII－
KAMAR王KO
KAMAR王KO
KAMARIKO－
KAMARIO－
KAMAROWA
（一）KAMARU
KAMASU
KAMASU
一142一
つむじかぜ（W・264）
かまきり〈一毅的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
カhまきりく一階的な名称〉（V・
　229）
と；う》げ（V儘224）
かなへび（V。225）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
つむじかぜ（畷・264）
かたつむりその2（V。237）
焦げ臭い（1●36）
とかげ（V・224）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
とかげ（V・224）
かまきり〈一般的な名称：〉（V。
　229）
カ・まきりく一献的な名称〉（V・
　229）
とカ》｝ず（V・224）
と力忌デ（V・224）
瓦毛（胆・111）
かまきりく一般的な寝称〉（V。
　229）
匂をかく矯部分（藝・85）
芳香（Vl・268）
悪臭（Vl●269）
匂をかく揃翻分（fi・85）
匂をかく髄部公（ll・85）
芳香（Vl・268）
悪臭（Vl●269＞
匂をかく構部分（掛85）
匂をかく矯部分（丑・85＞
匂をかく後部三三・86）
匂をかく後部分（臣86）
米びつく特殊な名称〉（配・
　166）
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
一KAMASU
KAMATACI
KAMATAROO
KAMATATE（MUSI）
KAMATI
KAMATOBA
KAMAURI
KAMAUTTATE
KAMAWAKUDO
KAMAZI
KAMAZICCYOO
KAMAZIKKO
KAMAZYUU
KAMBARA
KAME
KAMEBIKI
KAMEGARATOO
KAMEHEBI
KAMENAR正
KAMEWAKUDO
KAMI
KAMI
KAMIBIKARI
KAMICCYO
KAMIDAKKO
KAMIDAKO
KAMIDON
KAMIGANUKERU
KAMIGE
K：AMIG王
一KAM！ps
KAM王KE
KAMIKIRI（MUSI）
KAMINAA
うそをつく後部分（聾・92）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
頬（匿●107）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かぼちゃ（W・180）
カ、まきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
ひきがえるその2（V・22G）
と）b■げ（V・224）
とカΣげ（V●224）
とかげ（V・224）
とカ》げ（V．224）
雷（M・256）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
ひきがえるその1（V・219）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
とカ、げ（V・224）
一as　（　va　・256）
ひきがえるその2（V・220）
頭（膿・101）
雷（V【・256）
稲妻（脇258＞
とカ、げ（V●224）
とかげ（V・224）
凧（獅。143）
雷（Vl●256＞
はげる（皿・104）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
匂をかぐ後部分（il・86＞
たてがみ（V。205）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
雷（M。256＞
KAMINal
KAMINAIDON
KAMINAISAMA
KAMINAISAN
KAMINAN
KAMINARE
KAMINARI
KAMINARI
KAMINARI
KAMINARI＊
KAM正NAR董AM£
KAMINARIBIKARI
KAMINARIDON
KAMINARIDON
KAM五NAR正GOCI
KAMINARII－IAN
KAMINARIHIKARI
KAMINARINOHE
KAM正NAR至NO蘇ESO
KAMINARINOHIKARI
KAMINARISAA
KAMINARISAMA
KAMINARISAME
KAMINARISAN
KAMINARISIGURE
KIAM正NAR正S］NDOO－
　RAI
KAMINARIZIKEAME
KAMINARIZIKI
KAMINAR（U）
KAMINARUSAN
KAMINASSAMA
KAMINASSAN
KAMINAT
KAMINOKE
KAMI（NOKE）
KAMI（NU＞WARI
KAM夏SAMA
KAMISAMANO－
　HAYASI
KAMI（SAMA）（NO）一
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露（V【。256）
雷（Vl・256）
雷（vr●256）
雷（礪・256）
一EHfW・’iW・256）
雷（Vl・256）
ゆうだち（斑・255）
雷（V【・256）
稲妻（M。258）
稲妻（V【●258）
ゆうだち（W・255）
稲妻（Vl．258）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
雷（擁・256）
ゆうだち（鷲・255）
雷（V【。256）
稲妻（V1●258）
どくだみ（V　・242）
つくし（V。244）
稲妻（　Nl・258）
雷（Vl。256）
翼雪（Vl●256＞
ゆうだち（W・255＞
雷（Vl◎256＞
ゆうだち（W　・255＞
雷（Vl。256＞
ゆうだち（W・255）
ゆうだち（擁・255＞
”Eptig（va’256）
雷（VO。256）
霜（Vl．256＞
as’（W　・256）
雷（Vl●256）
眉毛（M・111）
たてがみ（V・205）
とカ、げ（V●224＞
imTf：・・　（　wo　．　256）
森（N・198）
iX（N・198）
　HAYASU
KAMISAMANO．
　KE恥A王
KAMISAMANOKI
KAMI（SAMA）（NO）一
　　（O）YASIRO
KへM夏（SAMA）（NO）一
　YAMA
KAMI（SAMA）（NO）一
　YASIKI
KAMIS1脳
KAMI（SAN）（NO）一
　MORI
KAM至SANNOO田RO
KAMrSAN’ONBIKI
KAMISOMEBANA
KAMNAL茎
KAMNARESA－A
KAMNYARI
KAMO碧OK£
KAMOODA
KAMORI
KAMORI
KAMORI－
KAMORU
KA瓢OYOK£
KAMSAMA
KA鍛TUYUM
KAMU
（一）KAMU
KAMUCI
KAM（U）NA（A）RI
KAM（Y）NA（A）R〈U）
KAM（U）NARISAN
KA）v！UNARUSAN
KAMURO
－KAMURU
KAMUTO
KAN
IくAN
翻KAN
籟…（揮●198）
一X　（　rv　・198）
籍i（fV「。198）
茅寒（iLi陰198）
森（郵●198）
蜜（V重．256）
籍…（IV（．198）
森（fXi・198）
ひきがえるその1（V・219）
すみれ（V・240）
霜（鳩。256）
重心（V！・256）
雷（V1．256）
眉毛（盤・王11）
とカ、げ（V。224＞
芳番（擁。268）
悪臭（W・269）’
匂をかぐ醗部分（匪・85）
匂をかく後部分・（H・86）
とりおどし（押。189＞
雷（X　・256）
雷（ヤ了0256）
雷（Vl。256）
匂をかぐ後部公（H・86）
頬（IH。107）
雷（W・256）
雷（K・256＞
雷（V匿●256）
雷（VI．256）
とさカ、（V●215）
匂をかぐ後部分（掛86）
とさカ、（V．215＞
〈包を〉背負う（E．65）
借りる（且・71）
匂をかぐ後部分（ll・86）
米びつ〈特殊な名称〉（iv・
KAN
KAN
KAN
KAN－
KAN－
KAN－
KANA
KANA
KANA
KANA
KANAA
KANAA
KANABACI
KAINABACIBO
amABICC￥O（O）
KANABICCYOO
K姻AB茎CCYOONO・
　OOSAN
KANABIKARI
KANAB王KI
KIVsTACCIRO
KANACCYO
KANAC（C）YORO
KANACIRO
KANACU
KANACUBURI
KANACUMURI
KANACYOORAI
KANACYORO
KANAEC（C）YO
KANAECCYORO
KAINIAECCYORO
KANAEDO
KANAETO
KANAG［lj］AECYO
KANAG（ng）ARAHEBI
KANAG（lj）ARAI一｛EBI
KANAG（g）ECCYO
KANAG（“）EC（C）YO
KANAG（lj）ECCYORO
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とさカ、（V・215）
芳香（VI・268）
悪臭（距269）
まぶしい荊部分（1・30）
きな旨い離部分（｛・34）
匂をかぐ繭部分（E・85）
糸（N●153）
絹糸（　IV・155）
本綿糸（N・156）
機糸（N・157）
木綿糸（酔156）
機糸（fvr・157）
すり＄S（N　・162）
すりこぎ（EV・163）
とカ、げ（V・224）
かなへび（V・225）
とかげ（V・224）
早期（V紅・258）
ひきがえるその1（V・219）
とヵ興rデ（V●224）
かなへび（V・22S）
かなへび（V。22S）
かなへび（V・225）
陶磁器（鮮・161）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V・237）
かまきりく一一殻的な名称〉（V・
　229）
とヵ、iげ（V●224）
とヵ魂・デ（V・224）
とカ動ず（Vの224）
かなへび（V。225）
糸御・153）
糸（N・153）
とかげ（V。224）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
かなへび（V・225）
KANAG〔g］ECI
KANAG〔0〕IC（C）YQ
KANAG〔lj）IC（C）YO
KANAG〔g〕IC（C）YO（0）
KANAG〔g〕IC（C）YO（0）
KANAG〔導〕夏C〈C）YO－
　RO
KANAG〔e〕王CU
KANAG〔g〕ICYORO
KANAGiWARA
KANAGO
KANA薮EBI
KANAE［EBI
】KANAHEB王K（K＞O
KANA歪｛EB王KO
KANAHECCYO
　　　しりぴKANAICCYO
KANAICI
KANA王CYU
KANAmO
KANAIDO
KANA王TO
KA：NAITO
KANAITO
KANAITO
KANA王TU
KANAKANA
KANAKECCYO
KA聾AK正C（C）YO
KANAKIC（C）YO
KANAKIα
KANAK王SYO
KANAKO
KANAKO
KANAKOHEBI
KANAKO｝狙31
KANAKO王
KANAKOORI
KANAKOORI
KANAKOR王
KANAKOR工NOBOO
KANAKUR王
かなへび（V　・225）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
とカ》げ（V●224）
かなへび（V・225）
かなへび（V・225）
かなへび（V・225）
とrb■げ（V。224）
林（pa　・199）
つらら（Vl。262）
とカ｝げ（V。224）
かなへび（V・225）
とかげ（V。224）
かなへび（V・225）
かなへび（V・225）
と気風ず（V。224）
かなへび（V・225）
機糸（N・157）
糸（N　・153＞
糸（｛V．153）
糸（N・153）
木綿糸僻・156）
機糸（N　・157）
糸（酔153）
機糸（ELf・157）
とカ、げ（Vの224）
かなへび（V・225）
とカ｝げ（V・224）
かなへび（V・225）
かなへび（V・225）
とカ、げ（V・224）
糸（N・153＞
塞綿糸（N・156）
とかげ（V・224＞
かなへび（V・225）
つらら（顎・262）
）｝＜（Vl●261＞
つらら（H・262）
氷（擁・261）
つらら（W・262）
氷的・261）
KANAKURI
KArNiAKURU
KANAKURU
KANAKUSO
KANAMAI
KANAMALI
KANAMARA
KAISIAMARU
KANAMUS夏
KANAN
KANANBOO
KANANKE
KANANKYO
KANANKYO
KANASUZUME（KO）
KANAZUGI
KANAZUZU
KAINBA
KANBARA
KANBARE
KANBARI
KiurNiBIKI
KANBO
KANBO
KANBOCYA
KANBUCYA
KANBURIGE
KANCYO（O）
KANCYooRAI
KANCYORO
KANCYORO（ME＞
KANDACCAMA
KANDACI
KへNDACI
KANDACIAME－
　KADACIAME（2弩闘23段）
KANDACISAMA
KANDAMAYOSSA
KANDANSI
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つらら（va・262）
〈水が〉凍る（且・96）
ぐ手拭が〉～東る（ll・97＞
稟1の堰き声その2（～躯299＞
頭（M・101）
頭（無・101）
つらら（耀・262）
つらら（Vl・262）
かなへび（V・225＞
とさカ》（V●215＞
つらら（W・262）
かなへび（V。225）
とカ、げ（V。224）
かなへび（V・225＞
せきれ．い（V・213＞
頭（皿・101）
頭（斑・IO1）
とげく捲にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
肩至愛〈特殊な名称〉（盟・150）
凍煽（阻●127）
凍傷（紐・127）
ec（V　・218）
さつまいも（N●176）
いくつ〈何歳〉　（Vl●293）
かぼちゃ（W・180）
かぼちゃ（配。180）
た二てカ：み（V。205）
さつまV、も（即・176＞
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
とかげ（V・224）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229＞
雷（Vl●256＞
ゆうだち（擁・255）
g’（W・256）
ゆうだち（M　・255）
雷（V医の256）
肩至紅〈特殊な名称〉（劉・150）
かかし（N・190）
KANDARA
KANDARE
KANDERU
KANDERU
KANDURU
KANDURU
KANDUYM
KANDUYURU
KANDUYURU
KANE
KANEB夏K茎
KANEC（C）YORO
KANEC（C）YORO
KANECUKE
KANECUKEDOOKOO
KANECUKYA－
　DOOKYAA
KANEKO
KANEKoo
KANIIKoo
KANEKooRI
KANEKooRI
KANEKooRU
KANEKORI
KANEKORO
KANEKORO
KANEKORU
KANEKU
KANEKURI
KANEKUR王
KANENKORI
KANENKUNO－
　CUZURA
KANENKURI
KANERU
KANESASIYUBI
KANEYUBI
KANGAMETA
KANGAMETA
KANGAN
KANGE
つらら（願・262）
雷（Vl．256）
≡数える（錘。69）
〈お金を〉数える（W・296）
数える（∬・69）
〈お金を〉数える（Vl・296）
せきれい（V・213）
数える（ll　・69）
〈お金を〉数える（礪・296）
おかね（IV・151）
ひきがえるその1（V・219）
とカΣげ（V。224）
かなへび（V・225）
桑の鳴き声その2（贋・299）
襲（V・212）
果1の鳴き声その2（顎。299）
おかね（｝V「。151）
氷（ifi・261）
つらら（Vl・262）
氷（Vl●261）
つらら（M・262）
〈水が〉凍る（ll・96）
氷（壌・261）
氷儲・261＞
つらら（樋。262）
つらら（壌・262）
氷（wo・261）
氷（Vl・261＞
つらら（W。262）
氷（樋・261）
つらら（Vl●262）
氷（Vl。261）
肩車〈特殊な名立〉（澱・150＞
下手旨（涯　・124）
薬揚倒・12の
あご〈とがった部分〉（賑・
　108）
あご〈全体〉（M　・109）
とさカ》（V。215）
たてがみ（V・2G5＞
KANGEKIRI
KANGI
KANGI
KANGI
KANGIRI
KANGIRUN
KturNIGO－
KANGUBOO
KANI’
KANICUKEIBI
KANIGORO
KANIN
KAN芝N
KANKAN
KANKANBOO
KANKANBOOZU
KANKANKOBU
wmANMACU
KANKANNORI
KANKAN’YUBI
KANKARA
KANKASAN
KANKASAN
KANKIR王M｛JS王
KANKO
KANKO－
KANKO（BANA）
KANKOBI一
㎜ONBAR王
KANKOO－
KANKOORI
KANKOORI
KANKORI
KANKORO
KANKORO
－KANKU
KANKUGAMA
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かまきりく一般釣な名称〉（V・
　229）
森（1＞・198）
たてがみ（V・205）
とさカ、（V・215）
たてがみ（V。205）
〈幼児を〉負う（霞・64）
きな臭い前部分（1・34）
肩車く精殊な名称〉（胆。150）
診かね（N　・151）
薬指（膿・124）
おたまじゃくし（V・221）
たてがみ（V・205＞
とさカ」（V．215）
米びつ〈特殊な名称）（配・
　166）
さつまいも（1V・176）
松かさ（V・247）
松力・さ（V。2畦7）
松かさ（V・247）
松かさ（V。247）
眉弾く特殊な名称〉（岨・150）
ij、｝旨（1正。125）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
太陽（VlO251）
月（V韮●252）
カ、まきりく一般銚｝な名称〉（V。
　229）
zj、｝旨（藝匡●125）
きな臭い前部分（1・34）
すみれ（V・240）
きな婁to前部分（1・34）
肩車く特殊な名称〉　（猛●150）
きな臭い重言部分（J　。34）
氷（Vi。261）
つらら（Vl・262）
氷（WO・261）
松かさ（V・247）
つらら（Vl・262）
いびきをかく後部分（嚢・90）
／∫、チ簿（膿・125）
KANKUR王
KANMAKI
KANMARI
KANMARI
KANMARI－
KANMEKOKKe
KANMIKO
KANMO
KA（N）MORI
KANMUGI
KANMURI
KA（N）MURI
KANMURU
KANMUT
KANNA
KANNA
KANNAA
KANNAA
KANNA（A）MI（1）
KANNA（A）R（U）
KANNAASAN
KANNADPON
KANNAEDO
KANNAETO
KANNal
KANNAIDO
KANNAIDON
KANNalSAA
KAINNAISAMA
KANNAITO
KANNAITO
KANNALI
KANNAN
KANNANDABUCU
KANNANSAMA
KANNANSAN
KANNARA
KANNARE
KANNAREDON
KANNARESAA
KANNARESAMA
㎜AR正
氷（V【・261）
凍傷（1江・127＞
芳蚕（Vl●268）
悪臭（VI。269）
匂をかぐ前部分（E・85）
かくれんぼ（膿・148）
かくれんぼ圃・148＞
さつまいも（N・176）
とさ）btS（V．215＞
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205＞
とさカ、（V・215）
〈お金を〉数える（M・296＞
〈包を〉背負う（fi　・65）
糸（N・153）
木綿糸（N　・156）
糸（　IV・153）
雷（M。256）
雷（Vl。256＞
雷（Vl。256）
雷（V匿。256）
一ss（vi・256）
糸（fV・153）
糸（N・153）
雷（V【．256）
糸（iv「・153）
雷（Vl．256＞
雷（Vl・256）
雷（Vl・256＞
糸（配。153）
木綿糸（N　・156）
霊（畷・256）
雷（V1．256）
肩1車く特殊な名称〉（皿・150＞
雷（V｛・256）
雷（vr．256）
’護（V翌．256）
雷（V【．256）
雷（M・256）
雷（M・256）
雷（・V1。256）
雷（Vl・256）
KANNARIDON
KANNARISAA
mmARISAMA
KANNARISAN
KANNARSAMA
KANNASAA
KANNASAMA
KANNASSAN
KANNAT
KANNE（E）
KANNEE
KANNEE
KA　NNEEPON
KANNEESAA
KANNEESArm
KANNERU
KANNERU
KANNI
KANNII
KANNOKE
KANNONSAMA
KANNURU
KANNURU
KANNUSIGeTOBIKI
KANNYARI
KANNYUU
KANOITO
KANOKE
KANOKO
KANPAIMO
KANPERAIMO
KANPIKARI
KANPIRAIMO
KANPO
KANPORA
KANPORAIMO
KANPORO
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一ma，，，（wo・256）
雷（Vl・256）
雷（Vl●256）
劉讐（Vl。256）
餐雪（VI●256）
雷（Vi●256）
as（wo・256）
一twD一ive．256）
雷（va　・256）
たてがみ（V・2G5）
とさカ〉（V。215）
雷（Vl●256＞
雷（VI◎256）
雷（Vl●256）
劉讐（Vl・256）
数え．る（ll・69）
くお金を〉数える（擁。296）
たてがみ（V・205）
とさカ、（V・215）
眉毛纈・11i）
雷（V【．256）
数える（誼・69）
〈お金を〉数える（耀。296）
ひきがえるその1（V・219）
雷（Vl●256）
数える（叢・69）
糸（pa　・153＞
麿毛僅・111）
とさカ、（V・215）
里芋その2（N。178）
じゃカミいも〈特殊な名称〉（W・
　175）
稲妻（Vl●258＞
じゃカ｛いもく特殊な名称〉　（郵●
　175）
さつまいも（rv・176＞
じゃカミいもく特殊な名称〉　（N・
　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（W。
　’175）
じゃがいもく特殊な名称〉（N・
　　175）
KANPORO
KANPURA
KANPURAIMO
KANRANSAMA
KANRU
KANRYOO　SIRU
KANSI
KANSI
KANS三RO
KANSIROYUBI
KANSIYUBI
KANSYO
KANTA
KANTAA
amTAA
KANTARO
KANTAROYUBI
KANTAYUBI
IくANTO
KANTOIMO
KANTORIIBI
KANTUMEE
KANTUYAN
KANTUYUN
KANURU
KAN’YAKE
KAN’YOOSIRU
KANYO　SURU
KAN’YOSURU
KAN’YUBI
KANZEERU
KANZERU
KANZERU
KANZI
KANZI
KANZIIRU
KANZIIRU
－KANZIMERU
松力・iさ（V。247）
じゃがいもく特殊な名称〉（IV・
　175’）
じゃがいも〈特殊な名称〉（IV・
　175）
雷（VI●256）
ず熱りる（翼・71）
数える（匪。69＞
薬指（M・124）
iJ、t旨（韮1・125）
薬捲（毬。124＞
小詣（駆・125）
薬t旨（lfi●124）
さつまい・も（N　．176）
篇車〈一般的な名称〉（研・
　149）
たてがみ（V・205）
とさカ》（V●215）
ノ」、多旨（租・125）
ノjx｝旨（皿．125）
4、｝羨（Hl奪125）
とさカ、（V．215）
じゃカζいも〈讐奢殊な杢ヨ称：〉　（W・
　175）
7］、ま設（甜・125）
ig・（vi　・256）
雷（Vl。256）
雷（V藍の256）
数える（韮。69）
凍傷（盟●127）
（お金を〉数える（擁・296）
数える（H・69）
くお金を〉数える（蝋・296）
薬要旨（膿・124）
数える（渥　●69＞
数える（翼・69）
くお金を〉数える（贋。296）
とさh・・（V・205）
たてがみ（V。215）
数える（fl・69）
〈お金を〉数える（M・296）
匂をかぐ後部分（翼・86）
i〈ANZIN
KANZINGUSA
KANZIRU
KANZIRU
KANZIRU
i〈ANZIRU
KANZOERU
KANZOERU
KANZOORU
KANZOORU
KANZOO　SURU
KANZOOSURU
KANZO　SURU
KANZOSURU
KANZOyo
KANZOW
KANZOYURU
KANZU
K：ANZ謬KU
KANZURU
KANZURU
KANZ｛H；YURU
KANZUY’URU
KANZYO
KANZYO
KANZYOERU
KANZYOERU
amzyoo
KANZYOOI
KANZYOO　SERU
KANZYOOSERU
KANZYOO　Srv
KANZYOOSIN
KANZYOO　SIRU
KANZYOOS｝RU
KANZYOO　SOWA
KANZYOOSOWA
KANZYOO　SU
翻ZYOOSU
KANZYOO　SURU
KANZYOOSURU
KANZYOO　SYOWA
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ものもらv・（M・112）
どくだみ（V・242）
数える（fl・69）
〈水が〉凍る（裂・96）
〈手拭が〉凍る（K・97）
〈お金を〉数え，る（擁・296）
数えるく琵。69）
〈お金を〉数える（随・296）
数える（翼・69）
〈お金を〉数え，る（遭。296）
数える（匪。69）
〈お金：を〉数える（擁・296）
数える（＃・69）
〈お金を〉数える（擁・296）
数え，る（R・69）
〈お金を〉数える（V1・296）
くお金を〉数え．る（鳩。296）
たてがみ（V・215）
〈手拭が〉～熱る（H・97）
数える（騒・69）
くお金を：〉数える（Vi・296）
数える（匪・69）
くお金を〉数える（擁・296）
早天葛（V。202）
〈お・金を〉数える（yl・296＞
数える（藍・69）
くお金を〉数える（擁。296）
〈お金を〉数える（距296）
〈お金を〉数える（V　・296）
数える（翼・69）
〈お金を〉「数える（yl・296）
数え．る（駐・69）
くお金を〉数え．る（通。296）
数える（fl・69）
くお金を〉数える（随。296）
数える（翼・69）
〈お金を〉数える（擁・296）
数える（屡・69）
〈お金を〉数える儲・296）
数える（顎・69）
〈お金を〉数える（～撫296）
数える（蕨。69）
KANZYOOSYOWA
KANZYOO　SYUN
KANZYOOSYUN
KANZYOOYUN
KANZYO　SERU
KANZYOSERU
KANZYO　SIRU
KANZYOSIRU
KANZYO　SU
KへNZYOSU
KANZYO　SURU
KANZYOSURU
KANZYO　SYOWA
KANZYOYURU
KANZYO　ZERU
KANZYOZERU
KANZ（Y）U
KANZYU
KANZYU歪
KANZYURU
KANZYURU
KANZYUSYUN
KANZYLRJ
KAO
KAO－
KAOCCURA
KAOCYA
KAOI
KAONOKE
KAoo
KAoo
KAoo
KAoo．
KAORE
KAOR正
KAORI
KAORI－
KAORIKO
KAORIKO
KAORIO一
一KAORU
KAORYUU一
〈お金を〉数える（W・296）
数える（護。69）
〈お金を〉数える（W・296）
〈お金を〉数える（M・296）
数える（H・69）
〈お金を〉数える（擁・296）
数え，る（1。69＞
くお金を〉数える（W。296）
数える（鼠・69）
〈お金を〉数え，る（擁・296）
数える（韮・69）
くお金を〉数える（VT・296）
数える（且。69）
数える（嚢。69）
数える（慧。69）
〈お金を〉数える（酒・296）
たてがみ（V・205）
とさth・・（V・215）
たてがみ（V・205）
数える（H・69）
〈お金を〉数える（W・296）
〈お金を〉数え，る（M・296）
たてがみ（V・205）
彦頁（1嚢・106）
匂をかぐ煎部分（II・85）
顔（眠・106）
かぼちゃ（IV・180）
芳香（～躯268）
眉毛伽・111）
〈山脚を〉負う（臣64）
〈包を〉背負う（匪・65）
顔備・106）
匂をかぐ前部芳（嚢。85）
芳香（VI。268）
ヲ雪香（V【。268）
悪臭（X．269）
匂をかく楠部分頓・85）
芳香（va　・268）
悪臭（Vl◎269）
匂をかく慾部分（獲・85＞
匂をかく”｛tkms分（ヨ・86）
匂をかぐ潮部分（9。85）
KAOT
KAP－
KAPOCYA
KAPPO
KAPPOKO
KAPPOO
KAP（P）O（O）DORI
KAPPURAIMO
一KAPUN
KARA
KARA
KARA－
KARA－
KARA－
KARAA
KARAA
KARAA
KARAA
KARAA－
KARAACU
KARAAHU
KARAAI
KARAAN
KARAAS「照
KARABACI
KARABACU
KARABAKO
KARABALI
KARABEE（Nbe：］
KARABU
KARABU
KARACI
KARACIMON
KARACIMONO
KARACU
KARACUMeN
KARACUMONO
KARACUNOMONO
KARACURUI
KARACUYAKI
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芳香（M・268）
まぶしい前部分（1・3G）
かぼちゃ（W。180）
頭価・101）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
襲（V・212）
じゃがいもく特殊な名称〉
　　（N・175）
匂をかく後部分（H・86＞
芳香（V【・268）
悪契僅・269）
しおからい（1。39）
すっぱい（1・41）
匂をかぐ前出分（ll・85）
しおからい（1。39）
論い（1・40＞
芳香（Vl。268）
悪臭（Vl．269）
匂をかく揃部芳（慧・85）
陶磁器（W・161＞
貸す（酊・70）
辛い（卜40）
辛い（　1．40）
貸す（ll　・70）
すり鉢（即・162）
すり鉢（N。162）
米びつ〈特殊な名称〉（｛v・
　166）
灰（Vl●270）
清幽・270）
〈幼艶を〉負う（嚢・64）
〈笛を〉背負う（琵・65）
陶磁器（i＞・161）
陶磁器（N．161）
陶磁器（肘・161＞
陶磁器（酔161＞
陶磁器（rv　・161）
陶磁器（？v・161）
陶磁器（N・161）
陶磁器（N・161）
陶磁ee（N・161）
KARACYUMON
KARADAGE
KARADORI
KARADORIIMO
KARAGA
KARAGA
KARAG（g）AMI
KARAG｛g）AMI
KARAG（g］AMI
KARAG（g）AMIDO
KARAG（g］E
KARAG（g）EBACI
KARAG（lj］EBACI
KARAG｛“）EEBACU
KARAGOSYO
KARAGOSYOO
KARAHA
KARAHAAN
KARAHAE
KARA嚴AI
KARA騒A賊
KARA簸EBI
KARAHEBI
KARAHEBIKO
KARAHEBIKO
KARAEEEE（Nhe：）
KARAHEECt－hE：）
KARAE［UDoo
I（ARAHU罠
KARAHWEE（・一ips：］
KARAE｛YAA
KARAI
KARA王
KARA王
KARAI
KARAI
KARAIGO
KARAIMO
KARAIMO
KARAIMO
KARAIMOGUSA
陶磁器（W・王61）
竹（V。248）
里芋その2（fy「・178）
二士その2（iv「・178）
しおからい（1・39）
辛い（玉・40）
襖障子（iv●192）
襖障子（rVf●192）
襖障子（揮　・192）
襖障子創・192）
す1）　Pt（IV・162）
すり鉢創・162）
すり鉢（W・162）
すり鉢（W・162）
とうがらし（W・183）
とうがらし（｛V・183）
≡率…い（　韮　。40）
≡薯峯い（　至　。40）
灰（Vl・270）
灰（Vl。270）
璃跨い（1。40）
とth・・げ（V・224）
かなへび（V・225＞
とカしげ（V。224）
かなへび（V・225）
灰（壌・270）
灰G恥270）
辛い（1・40）
貸す（H・70）
灰（Vl・270）
灰（WO　・270）
粗い（1●21）
しおからい（1・39）
辛い（　｛　・40）
すっぱい（1・41）
借りる（fl・71＞
かぼちゃC痒。180）
じゃがいも〈特殊な名称〉（IV・
　　175）
さつまいも（配・176）
塁芋その2（iv。王78）
どくだみ（V・242）
KARAITO
KARAITO
KARAKA
KARAKA
KARAKA
KARAKAAMI
KARAKAM
KARARAM王
KARAKAM三
KARAKAMIDO
KARAKAMIIslARI＊
KARAKAMINO－
　SYOOZI
KARAKAMU
KARAKAN
KARAKANBO
KARAKASAIMO
KARAKO
KARAKO
KARAKOMANZAI
KARAKUSA
KARAKUSO
KARAKYA
KARAKYA
KARAKYA
KARAMAA
KARAMICYO
KARAMON
KARAMONO
KARAMUNU
KARAN
KARANAA
KARANAMETO
KARANKYO
KARAPA玉
KARAPALI
KARASA
KARASAM
I〈ARASAN
KARASAR五
KARASE
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絹糸（N　・155）
機糸（IV「・157）
しおからい（1・39＞
華い（1。40＞
すっぱい（1・4i）
襖餐輩子（押。192）
辛い（i・40）
捗き餐章子（IV。192）
綾郵章子（N　．192）
襖餐章子（N　．192）
稲妻儲・258）
縷醇攣子（麗。192）
襖1潭子（rv「・192）
？爽障子（IV・192）
じゃカくいも〈特殊な名称〉　（N。
　170r）
里芋その2（！V・178）
松かさ（V・247）
桑の鳴き声その2細・299）
肩車く特殊な名称〉（願・王50）
稟1の鳴き声その2（W・299）
集iの鳴き声その2（願・299）
しおからい（｝・39）
辛い（　1．40）
すっぱい（i・41）
とう；がらし（N・183）
とカ、げ（V。224＞
陶磁羅（N・161）
陶磁羅（N・161）
藁い（1・40）
辛いく1・40）
とうがらし（iv「・183）
かたつむりその1（V。236）
かなへび（V・225）
灰（Vl。270）
灰（Vl・270）
辛い（1・40）
導｝い（1．40）
幕い（1奪40）
峯い（1●40）
とうがらし（罪・183）
KARASI
KARASI
KARASI
KARASII
KARASIN
KARASUBOI
KARASUBOI
KARASUHIEBI
KARASUMON
KへRASUN
KARASUNINGYOO
KARASUNOKAZIME
KARASUNOODOSI
KARASUNOODOSI
KARASUNOTOBASI
KARASUNOTOBOSI
KARASUODOOSI
KARASUODOOSI
KARASUODOSI
KARASUODOSI
KARASUODOSU
KARASUR正
一KARASURg
KARASUTOBOSI
KARASUTOBOSI
KARASYAAR
KARASYEN
KARASYOINAME－
　KUZI
KARASYUI
KARASYUM
KARASYUN
KARASYURI
KARATO
KARATO
KARATO
KARATO
KARATORI
KARATORIIMO
KARATORISATOIMO
KARATORO
とうがらし（W・183）
かかし（！V・190＞
貸す（H・70）
貸す（H・70）
貸す（ll・70）
とりおどし（！V・189）
かかし（N・190）
とカ、げ（V曹224＞
陶磁器（N・161）
貸す（ll・70）
かかし（W。190）
かかし（N・190）
とりおどし（N・189）
かかし（N・190＞
かかし（N。190）
かかし（W・190）
とりおどし（N，189）
カ、カ》し（｝V・19G）
とりおどし（IV・189）
カ、カ、し（罪．190＞
かかし（麗・190）
貸す（H・70＞
匂をかぐ後部分（恥86）
とりおどし（N・189）
かかし（N・190）
辛い（1・40）
辛い（至・40）
かた：つむりその1（V・236＞
貸ナ（藍。70）
貸す（嚢・70）
貸す（ll・70）
貸す（H・70＞
カ、カ、と（皿．129）
米びつく特殊な名称〉（N・
　　166）
とうもろこし（IV・182＞
とうがらし（N・183）
里芋その2（iVf・178）
里芋その2（即・178）
里芋その2（IV・178）
里芋その2（IV・178）
KARAU
KARAU
KARAU
KARAU
K：ARAUR夏
KARAUSO－
KARAUSOBEE－
KARAYAKI
KARAYANじ
　GUUGWAA
KARAZI
KARE
KARE
KARE
KAREE
KへREE
KAREEMO
KAREKUSUU
KAREROWA
KARERU
KへR玉
KARI
KARI
KARI
KAR三BA
KARII
KARII
KARII
KAR正KA
KARIKA
KAR亙L工
KARIMANZYA
KARHミOWA
KARIRU
KARISO
KARIT
－KAROMU
KAROO
KAROO
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〈幼児を〉負う（9。64）
〈筏を〉背負う（艮。65）
庸車〈特殊な名称〉　（臆。150）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　294）
かぼちゃ（罪。180）
うそをつく前部分（li・91）
うそをつく前部分（fi・91＞
陶磁器（！V・161）
憲（V・214）
頭（皿・101）
しおからい（1。39）
辛い（1・40）
すっぱい（1。41）
しおからい（1・39）
辛い（1・40）
じゃカ｛いもく特殊な名1称〉（N・
　175）
果：の嶋き声その2（M。299）
借りる（E・71＞
借りる（嚢。71＞
しおカ、らい（1魯39）
辛い（1・40）
すっぱい（［・41）
借りる（ll・71＞
まないた（即・164＞
しおカxらい・（1　．39ノ
辛い（　1●40）
借りる（艮・71）
しおからい（1・39）
辛い●（1●40）
借りる（猛。71）
肩車〈特殊な名称〉（紐。150）
｛昔りる（猛。71）
借りる（ll。71）
とげく詣にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
借りる（冠・71）
匂をかぐ後部分（fi・86＞
〈幼児を〉負う（距64）
〈旬を〉背負う（距65）
KAROO
KAROU
KAROUU
KARRERU
KARRERU
KARRURU
KARU
KARU
KARU
KARU
KARUHEE［一the：）
1〈ARUI
KARUI
KARUKA
KARUKA
KARUN
KARUT
KARI一｝T
KARUU
KARur
KARUU
KARUU
KARYA
KARYA
KARYAA
KARYAA
KARYOM
KARYUM
KARYUN
KARYURI
KASA
KASA
KASA
KASA
KASA
KASA
KASA一
一KASA
KASABABA
〈片方の肩で筏を〉かつぐ（W。
　294）
〈包を〉背負う（廻。65＞
〈幼児を〉負う（ll・64）
数える（肛・69）
くお金を〉数える（贋・296）
数える（匪・69）
〈幼児を〉負う（ff◎64）
〈包を〉背負う（tt。65）
借りる（E・71）
〈片方の肩で創を〉かつぐ（VI　■
　294）
灰（M・270）
しおからい・（1・39）
辛い（　E●40）
しおからい（1・39）
辛い（1　・40）
イ昔りる（週奪71＞
〈幼児を〉負う（li・64）
〈鶉を〉背負う（9奪65）
〈幼児を〉負う（ff・64）
〈包を〉背負う（顧・65）
〈材本を〉かつぐ（護・66）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（協・
　294＞
しおからい・（1・39＞
辛い（1。40）
しおからい（1・39）
i辛い（卜40）
｛苔りる（翼・71）
イ昔りる（fl・71）
イ屠りる（H・71）
借りる（E・71）
貸す（fl・70）
とさカi（V・215）
ひきがえるその2（V・220）
松力、さ（V。247）
芳香（Vl・268）
三山（Vl●269）
匂をかぐ前部分（H・85）
蜘蛛の巣（V・234）
ひきがえるその2（V・220）
KASABAKUDO
KASABEKI
KASABIIRU
KASABOTTO
KASACIBORI
KASACUBU
KASACUBUSI
KASACUMURI
KASADE
KASADONBUKI
（KASA）DOOSAI
KASAG王IN
KASAGOTO
KASA王MO
KASAMEME
KASAMU
KASANAIRUN
KASANAIRUN
KASNNIBEE
KAsArslDo（o）
KASAPPACI
KASAPPACIMAIMAI
KASAWAKUDO
KASAYA至ミI
KASE
KASE
KASEE
KASEE
KASEITO
KASEITO
KASERU
KASERUU
KASESO
KASI
KASI
KASI
KASI
KAS茎
KASI－
KASIB歪KI
KAS王GU
KAS田AYA
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ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその1（V。219）
なめくじ（V・239）
ひきがえるその2（V。220）
松かさ（V・247）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V俸237）
かたつむりその2（V・237）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V・220）
〈包を〉曹負う（H。65）
ひきがえるその2（V・220）
里芋その2（fVf・178）
かたつむりその2（V・237）
匂をかぐ後部分（狂・86）
〈幼児を〉背負う（護・64）
〈鵠を〉鷲≧負う（嚢・65）
かたつむりその2（V。237）
カ、たつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V。237）
ひきがえるその2（V・220）
ゆうだち（Vl・255）
機糸（N　・157＞
とさカ、（V●215）
貸す（9・70）
機糸韓・157＞
絹糸（rv　・155）
機糸（N・157）
貸す（掛70）
貸す（撫70）
機糸（IV・157）
機糸（W・157＞
とさカ、（V。215）
蜘蛛の糸（V・235＞
桑の鳴き声その2（通・299）
機糸（N・157＞
まぶしい箭部分（1・30）．
とうもろこし（W・182）
炊く（恥57）
蜘蛛の巣（V・234）
KAS欝AYA照jlTU
KAS獺AYA照JMUSI
KASII
。KAS王I
KAS王三CCYU
KASI正PAL茎
KASIITO
KASIKAMARU
KASIKIRI
KASIKOMARU
KASIKOMARU
KASIKO　NEMARU
KAS正KU
KASIKUMARU
KASIMAGO
KASIMAKARU
KASIMARU
KAS腿（iBI
KASiPALI
KASIPALI
KASIRA
KASIRAGE
　　　　　　．KASIRAIMO
KIAS夏RU
KASO
KASOWA
KASSO
Iく：ASU
KASU
KASU
－KASU
－KASU
－KASU
－KASU
KASUGIRYUM
KASUGIRYUM
KASUI
－KASUMU
KASUPPE
KASURU
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛（V．233）
機糸（N・157）
くすぐったい後部分（1・33）
機糸（！V●157）
蜘蛛の糸（V・235）
機糸（N　・157）
すわる（旦・51）
とうもろこし（N・182）
すわる（ll・51）
あぐらをかく（lt・52＞
すわる（耳・51）
炊く（E・57）
すわる（1・51）
やしゃこ（欝・140）
すわる（＃・51）
すわる（ll・51）
とうもろこし（N・182）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V。235）
頭（膿・101＞
たてがみ（V・205）
里芋その2（N・178）
貸す（9・70＞
貸づ一（翼・70）
貸す（耳・70）
とげ〈捲にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
貸す（掛70）
オ、をす（HI。105）
垢（紐・131）
片足跳びをする後部分劔・
　55）
くすぐる後部分（酊・82）
匂をかく後部分ω・86）
うそをつく後部分（fi・92）
〈幼児を〉背負う（＃・64）
〈包を〉背負う（調・65）
貸す（　fi・70）
匂をかぐ後部分（II・86＞
桑（V畢212）
貸す（a・70）
KASUT
KASU（T）
KASW
KASYEZIME
KASYOMARU
KAT
KAT
KAT
－KAT
KATA－
KATAASI（一）
KATAASIGAERI
KATAASIKENKEN
KATAAS正TOB王
KATABEBE
KATABIKKO
KATABONBO
KATABUI
KATABUKU
KATABUN
KATABUSI
KATACINBA
KATACUBeRI
KATACUBURO
KATABURUCINKI－
　NUSI
KATACUMORI
KATACUMU
KATACUMURA
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貸す（9・70）
禦iの鳴き毒その1（～脂298）
貸す（臣70）
カ、まきりく特殊な名称〉（V・
　230）
すわる（＃・51）
借りる（il・71）
‡房（避・131）
桑：の鳴き声その1（W・298）
いびきをかく後部分（窪。90）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
片足跳びをする前部分（藍・
　54）
片足跳びをする萬部分（il・
　54）
片足跳びをする前部分（脂
　54）
片尾跳びをする前部芳（H・
　54）
肩車〈一般的な名称〉（嚴・
　149）
片足跳びをする前部分（恥
　54）
肩車〈一般的な名称〉（i鼠・
　149）
ゆうだち（M。255）
肩車〈一般的な名称〉（田。
　149）
贋1車〈一般的な名称〉（穣・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（皿・
　149）
片足跳びをする構部芳（ll・
　54）
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその2（V。237）
肩車く一般的な名称〉（盤・
　149）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V。237）
KATACUMURI
KATACUMURI
KATACUMUSI
KATACU（N）BURI
KATAGERI
KATAGERU
KATAGERU
KATAGERU
KATAGERU
KATAGET
KATAGET
KATAGICCYO
KATAGO
KATAGOK王
KATAGONooCIGO
KATAGOSI
KATAGU
KATAGU
KATAGU
KATAGU
KATAGU
KATAGU
KATAGUI
KATAGUI
KATAGUI
KATAGUI
KATAGUIMA
KATAGURA
カ》まきりく特殊な名称〉（V。
　230）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその2（V。237＞
片足跳びをする劇部分（H・
　54）
〈材木を〉かつぐ（嚢。66）
〈天秤棒を〉かつぐ劔・67）
〈二人で〉かつぐ（藝・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（壌・
　294）
〈材木を〉かつぐ（∬・66）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（雁。
　294）
肩幅く一般的な名称〉（理・
　149）
肩事〈一般的な名称〉（阻・
　149）
片足跳びをする前部分（撫
　54）
肩璽く一般的な名称〉（暇・
　149）
肩晦〈一一般的な名称〉（穣。
　149）
〈抱を〉背負う（週・65）
〈材木を〉かつぐ（皿・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（皿。67）
〈工人で〉かつぐ（n・68＞
肩車く一一般的な名称〉（1距
　149）
〈両方の肩で儀を〉かつぐ（vae
　294）
〈材木を〉かつぐ（ll。66）
〈天秤棒を〉かつぐ（U。67）
〈工入で〉かつぐ（∬・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　294）
肩車〈一一般的な名称〉（測・
　149）
肩車〈一一般的な名称〉（則。
　149）
KATAGURI
KATAGURISAMA
KATAGURU
KATAGURU
KATAGURU
KATAGURU
KATAGURU
KATAGURUMA
KATAGUT
KATAGミJT
KATAGUT
KATAGUT
KATAGUU
KATAEEAGI　（　一　）
KATAHISA
－KATAI
KATAIMO
KATAKACUG（lj］INI－
　SURU
KATAKAKE
KATAKAKE
KATAKAKEDEKAZU－
　G（g）U’
KATAKAKEDE－
　SYORU
KATAKAKENISERU
KATAKAKENISOU
KA’lrAKAKENISURU
KATAKAKENISYOU
KATAKAKERU
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ゆうだち（願・255）
肩車く一一般的な名称〉（瓢・
　149）
〈材木を〉かつぐ（ll。66）
〈ヲミ秤棒を〉かつぐ（嚢・67）
〈二入で〉かつぐ（嚢・68）
岸響至麺二〈特殊な名称〉　（m・150＞
〈片方の肩で包を〉かつぐ（V（　■
　294）
肩車く～般的な名称〉（瓢・
　149）
〈目木を〉かつぐ（［・66）
〈ヲミ蓉F棒を＞Jb■つく“（匪・67）
〈口入で〉かつぐ（且・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（耀。
　294）
〈材木を〉かつぐ（H・66＞
片足跳びをする醜部分（ll・
　54）
群議跳びをする前部分（9・
　54）
くすぐったい後部分（1・33）
さつまいも（麗奪176）
〈片方の肩で犠を〉かつぐ（耀。
　294）
肩車く一・一・般的な名称〉（1旺・
　149）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（礪。
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（雁・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（㍗
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（畷。
　294）
〈片方の肩で抱を〉かつぐ（擁。
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（Vl。
　294）
〈片方の肩で旬を〉かつぐ（W・
KATAKAKESURU
KATAKAKYOOSURU
KATAKARYAASURU
KATAKATA
KATAKATABAI
KATAKATAMAI
KATAKENKEN
KATAKERU
KATAKIMA
KATAKIMAI
KATAKIUMA
KATA（KKO）
KATAKOGI
KATAKONBO
KATAKONMA
KATAKUBI
KATAKUMA
KATAKU）vl［AI
KATAKUNBO
KATAKUNMA
KATAMA
KATAMAGURA
KATAMANKO
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（礪。
　294）
〈片方の肩で勉を〉かつぐ（VI・
　294）
〈片方の肩で勉を〉かつぐ（樋・
　294）
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V・237）
片足跳びをする前部分（9・
　54）
〈材木を〉かつぐ（皿。66）
肩車〈一般的な名称〉（殖・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（皿・
　149）
爾箪〈一般的な名称〉（珂。
　149）
肩車1〈一般的な名称〉（1匪・
　149）
片足跳びをする蒲部分毬・
　54）
肩1車〈一般的な名称〉（膿・
　149）
薦車〈一般的な名称〉（IH・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（膿・
　149）
薦嘩〈一般的な名称〉（猛・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（膿・
　149）
馬車〈一般的な名称〉（瓢・
　149）
篇車〈一般約な名称〉（礪・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（撮。
　149）
雇茎車〈一・般的な名称〉（瓢・
　149）
肩車〈一毅的な名称〉（膿・
KATAMARU
KATAMARU
KATAMERU
KATAMERUN
KATAMERUN
KATAMERYUM
KATAMERYUM
KATAMERYUM
KATAMERYUM
KATAMERYUM
KATAMET
KATAMII
KATAMII
KATAMII
KATAMII
KATAMII
KATAMIIN
KATAMIIN
KATAMIIN
KATAMIIN
KATAM叢N
KATAMIN
KATAMIN
KATAMIN
KATAMIN
KATAMts’　I
K：ATAM茎N
KATAMI’N
KATA顧N
KATAMINA
KATAMIRUN
KATAMIRUN
KATAMIRUN
KATAMIRUN
KATAMI’RYUM
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　149）
〈水が〉凍る（li・96）
〈手拭が〉凍る（＃。97＞
〈天秤棒を〉かつぐ（’ ?ｉ。67）
〈天秤棒を〉かつぐ（琶。67）
〈二入で〉かつぐ（登・68）
〈包を〉背負う（9・65）
〈泌木を〉かつぐ（恥66）
〈天秤棒を〉かつぐ（ll・67）
〈二人で〉かつぐ（H・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（擁・
　294）
〈核木を〉かつぐ（蓑・66）
〈材本を〉かつぐ（fi・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（K・67）
〈二人で〉かつぐ（窪。68＞
肩車〈特殊な名称〉　（岨．150）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（VI。
　294）
〈瓠を〉背負う（蓑・65）
〈材木を〉かつぐ（薩・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（彊・67＞
〈二人で〉かつぐ（ll・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W。
　294）
〈材木を〉かつぐ（旺・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（嚢・67＞
〈二人で〉かつぐ（ll。68＞
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　294）
〈材木を〉かつぐ（嚢・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（嚢・67）
〈二人で〉かつぐ（皿・68）
〈片方の薦で包を〉かつぐ（M・
　294）
’」、il旨（HI◎125）
〈材塞を〉かつぐ（皿。66）
〈天秤棒を〉かつぐ（藝・67）
〈二人で〉かつぐ（ll・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（擁・
　294）
〈材本を〉かつぐ（且・66）
KATAMIRYUM
KATArvffRYUM
KATAMIRYUM
KATAMIYUM
KATAM・IYUM
KATAMiYUM
KATAwwUM
KATAMし双
KATAMUI
KATAMU夏
KATAMUI
KATAMUN
KATAww
KATAMUN
KATAMUN
KATAMUN
KATAMURU
KATAMURYASI
KATAMUSI
KATAMUSINUBULI
KATAMUT
KATAMUT
KATAMYUN
KATAMYURYUN
KATAMveRYUN
KATAMYURYUN
KATAMYURwn
KATANBO
KATANCYOO
KATA（N）DO
〈天秤棒を〉かつぐ（H。67）
〈二人で〉かつぐ（且・68）
〈緯方の肩で包を〉かつぐ（壌・
　294）
〈材木を〉かつぐ（聾・66＞
〈芙秤棒を〉かつぐ（∬・67）
〈二人で〉かつぐ（嚢・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（WO　9
　294）
〈材本を〉かつぐ（嚢。66）
〈ヲミ租r，棒を〉カtSつく“（匪●67）
〈二人で〉かつぐ（9・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（Vl　・
　294）
〈包を〉背負う儒・65）
〈材塞を＞fj　tSつくtt（藝　・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（庭・67）
〈二入で〉かつぐ（ll・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（凋・
　294）
〈材本を〉かつぐ（藝・66）
肩車〈一般的な名称〉（瓢・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（恥・
　149）
肩舞韮〈一般的な名称〉（阻・
　149）
〈材木を〉かつぐ（籔・66）
〈片方の肩で創を〉かつぐ（W・
　294）
〈片方の爾でN．を〉かつぐ（W・
　294）
〈材木を〉かつぐ（琵。66）
〈天秤棒を〉かつぐ（翼・67）
〈二人で〉かつぐ（振。68）
〈片方の肩で勉を〉かつぐ（wr・
　294）
肩車：〈一一毅的な名称〉　（撰・
　149）
肩車く一般的な名称〉（1旺・
　149）
かたつむりその2（V・237）
KATANERU
KATANERU
KATANERU
KATANERU
KATANERU
KATANGONGO
KATA（N）KOMA
KATANMAGURI
KATANMAI
KATANNUUSII
KATANOBORI
KATA（NOR工）BONSAN
KATANOSE
KATANTONSAN
KATAPONPON
KATAPPO（　・一）
KATARA
KATARI
KATAR正KO
KATAROMUSI
－KATARU
KATASUBURI
KへTASYOI
KATASYOINISURU
KATASYOU
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〈包を〉背負う（H・65）
〈材木を〉かつぐ（H。66）
〈天秤棒を〉かつぐ（聾・67）
〈二人で〉かつぐ（耳・68）
〈片方の蔚で包を〉かつぐ（樋・
　294）
肩華〈一般的な名称〉（【旺・
　149）
肩車1〈一般的な名称〉（雌。
　　149）
屑’鐸蚊一般的な名称〉（璽・
　149）
肩葺亙〈一一・ew的な名称〉（m・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（服・
　149）
肩車〈一一般的な名称〉（鞭・
　149）
肩蕉郵一般的な名称〉（掴1・
　149）
肩車く一般的な名称〉（撰。
　149）
肩車く一毅的な名称〉（Ill・
　149）
肩車〈一般的な名称〉纈・
　149）
片足跳びをする菰部分（9・
　54）
とげくいばら・さんしsうなどの
　とげ〉（V・250）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）
片足跳びをする飼部分（ll・
　54）
かたつむりその2（V。237）
うそをつく後部芳（旦・92）
かたつむりその2（V・237）
〈片方の肩で包を〉かっぐ（通・
　294）
〈片方の膚で包を〉かつぐ（W・
　294）
〈包を〉背負う（Uゆ65）
KATATACUMURI
KATATAI
KATATA（N）
KATATEGARIISURU
KATATO
KATATOB王
KATATTE
KATAU
KATAU
KATAU
KATAUCCYAKII
　　SYし脳
KATAUCIKAKE
KATAUMA
KATAUMADooDOO
KATAUME
KATAYAGURA
KATAZI
KATAZIRO
KATENAGO
KATERU
KATEUSI
KATEYUN
KATEYUN
KATEYUN
KATMINAT
KA（T）NEDON
KATO
KATOKOMA
KATONERU
KATO（O）MA
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（　NC・
　294）
かたつむりその2（V。237）
片足跳びをする龍部分（9・
　54）
かたつむりその2（V・237）
〈材木を〉かつぐ（匪。66）
〈天秤棒を〉かつぐ（匪・67＞
〈片方の肩で筏を〉かつぐ（擁。
　294）
〈包を〉背負う（匪・65）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W・
　294）
肩車〈一毅的な名称〉（燕・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（贋・
　149）
肩車〈一一一一般的な名称〉（1∬・
　149）
肩車く一般的な名称〉（眼。
　149）
かたつむりその2（V・237）
どくだみ（V・242）
片足跳びをする前麟嚇ω・
　54）
〈手拭が〉凍る（距97）
牡牛（V．207）
〈脚本を〉かつぐ（慧・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（践・67＞
〈二人で〉かつぐ（展。68＞
かたつむりその1（V・236）
雷（Vl●256＞
牝牛（V。208）
肩単：〈一一般的な名称〉（撫・
　149）
〈材木を〉かつぐ（fi・66）
肩車〈一毅的な名称〉（瓢・
　149）
KATOOMANZYUU
KATOOZi
KATOUMA
KATOUS三
KATOUSI
KATOZI
KATTAE（GUSA）
KATTAIANGO
KATTA工CUBURI
KATTA｛CU（N）MURI
KAT（T）AIDO
KATTAKE
KATTANGAERU
KATTEEBOANGO
KATT王RUN
KATTOOMAI
KAU
KAU
KAU一
一KAU
一KAU
KAWA
KAWA
KAWA－
KAWAC正
KAWACIDORI
KAWACUBAME
KAWADORI（KO）
KAWAGARASU
KAWAGi
KAWAGOMI
KAWA｝｛｛IBARI
KAWAIKe
KAWAISITATAKI
KAWAKUMA
KAWAMOKU
一157一
肩車〈一般的な名称〉（膿・
　149）
物牛」（V・208）
肩車〈一般的な名称〉（盤。
　149）
牡牛（V・207）
牛ヒ牛（V・208＞
子隼（V●209）
どくだみ（V・242）
ひきがえるその2（V・220）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V。237）
かた：つむりその2（V・237）
きのこ（V・245）
ひきがえるその2（V・22◎）
ひきがえるその2（V・220）
捨てる（H・62）
肩車く一般的な名称〉（翅。
　149）
〈幼児を〉負う（ll・64＞
〈包を〉背負う（直・65）
くすぐったい前部分（1・32）
片足跳びをする後部分（嚢・
　55）
いびきをかく後部分（E・90）
顔（盤・106）
井戸（N。197）
せきれい（V。213）
頭（阻・101）
せきれい（V・213＞
せきれい（V・213）
せきれい（V。213）
せきれい（V．213）
ごみ〈川のごみ〉（畷。274）
ごみ〈用のごみ〉（va　・274）
せきれい（V・213＞
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
せきれい（V・213＞
せきれい（V・213）
ごみくJi［のごみ〉（WO　・274）
KAWANAGARE
KAWANOKE
KAWANooTAYAN
KAWARABACI
KAWARACYOPPIN
KAWARADAYUU
KAWARAG（g）E
KAWARAGICCYO
KAWAR超AS夏RI
KAWARA｝王正NGO
KAWARAE｛IWA
KAWARAKE
KAWARAKE
KAWARANOOISI
KAWARASEKIREN
KAWARASUZUME一
　（KO）
KAWARASYO（O）BIN
KAWARI
KAWAR夏
KAWARIO－
KAWASEKIREE
KAWASEMI
KAWASIA覇
（KAWA）SIGE
KAWASUZUME
KAWATI
KAWATI
KAWATO
KAWATONBO
KAWAWAKUoo
KAWAYOSE
KAWAZU
KAWAZU
KAWAZUNOKO
KAWAZYOOTO
KAWAZYUNZYUN
KAWOSI
－KAYAI
ごみ〈川のごみ〉（va　・274）
属毛（獄・lll）
せきれい（V・213）
づ龍り鉢（IY「●162）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
すり鉢（痒・162）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
陶磁器（N・161）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
せきれい（V　・213）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
芳書（V【。268）
悪臭儲・269）
匂をかく構部分（臣85）
せきれい（V◎213）
せきれい（V。213）
ゆうだち（V・255）
せきれい（V　・213）
せきれ．い（V●213）
あごくとがった部分〉（皿・
　108）
あご〈全体〉（鼠・109）
カ、カ、と（膿。129）
とんぼ（V・231）
ひきがえるその2（V。220）
ごみ〈川のごみ〉（WO　・274）
蜜圭（V●218）
ひきがえるその2（V。220）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド’
　などの類の詳細園〉（V・
　223）
せきれい（V・213＞
せきれい（V・213）
煙（Vl・265）
くすぐったい後部分（1・33）
KAYASUN
KAYUBI
KAYUI
－KAYUI
KAYUN
KAYURU
KAZA
KAZA
KAZA－
KAZAA
KAZAA－
1〈AZAI1）RU
KAZAERU
－KAZAGAKU
－KAZAGASU
KAZAGURUMA
KAZNDooGU
－KAZAKAGU
－KAZAKAMU
－KAZAKASU
－KAZAKU
（m）KAZAMU
KAZAN
KAZANBA
KAZAO一
（一）KAZARU
KAZASI
KAZASU
KAZAU－
KAZEDAMA
KAZEERU
KAZEERU
KAZEGAASI
KAZEITO
KAZEMAAYAA
KAZEMACI
KAZEMAKI
KAZEMAT
KAZEMURUSI
KAZERU
KAZERU
一158一
貸す（9・7G）
ij、｝旨（擁の125）
｛昔りる（嚢・71）
くすぐったい後部分（1・33）
借りる（猛・71）
蛙（V●218）
芳香（～彊・268＞
悪臭（M・269）
匂をかぐ脅郷分儒・85）
悪臭（Vl●269）
匂をかぐ前部分（嚢・86）
数える（H・69）
〈お金を〉数える（Vl・296）
匂をかく後部分（嚢・86）
匂をかぐ後部分（9・86）
肩車〈一月的な名称〉（1江・
　149）
陶磁器（N・161）
匂をかぐ後部分（K・86）
匂をかぐ後部分（嚢・86）
匂をかぐ後部分（9・86）
匂をかぐ後部分（il・86＞
匂をかく後部分（嚢・86）
庭園（罪。193）
庭園（揮　・193）
匂をかく揃部分（ll・85）
匂をかく後部分（1・86）
かかし（！V・190）
匂をかく後部分（匪・86）
匂をかく揃部分（距85）
つむじかぜ（WO　・264）
数える（莚・69）
くお金を〉数える（W・296）
ゆうだち（畷・255＞
機糸（解。157）
つむじかぜ（M・264）
つむじかぜ（M・264）
つむじかぜ（W・264）
つむじかぜ（壌・264）
つむじかぜ（M。264）
数え，る（琵。69）
〈お金：を〉数える（壌・296）
KAZIIRU
KAZIIRU
KAZIKO
KAZ王ME
K：AZ王ME
KAZIMINBO
KAZIMINGO
－KAZIMU
（一）KAZIN
KAZIZNOOSYA
・（継）ZIT
KAZOERU
KAZOERU
KAZOERYUM
KAZOERYUM
KAZOERYUN
－KAZOGU
KへZOKU
KAZOKU
（一）KAZOMU
KAZoo－
KAZeYURU
KAZOYURU
KAZUERO
KAZUERU
KへZUERU
KAZUG［g｝U
KAZUG（n）U
KAZUG（g）U
KAZUG（lj）U
KAZUG（g）U
KAZUG（g｝U
KAZUGCg）U
KAZUG（e）U
KAZUG（g］U
KAZUG（lj）U
KAZUKU
KAZUKU
KAZUKU
数える（R・69）
　〈お金を〉数える（W。296＞
片足跳びをする前部分ω・
　54）
とりおどし（IV・189）
かかし（卑・190）
かくれんぼ（盟・148＞
かくれんぼ（欝・148）
匂をかぐ後部分（ll・86）
匂をかぐ後部分（ll・86＞
罵車〈特殊な名称〉（測。150）
くすぐる後部分儒・82）
数える（慧。69）
〈お金を〉数える（樋。296）
数える（韮。69＞
〈お金を〉数える（W・296）
数える（且。69）
匂をかぐ後部分（it・86）
数える（E・69）
〈お金を〉数える（樋・296）
匂をかぐ後部分（ll・86）
匂をかく騰部公（ll・85）
数える（摂・69＞
くお金を〉数える（M。296＞
　　　　　　　　　　　　1数える（H・69）
数える（fl。69）
〈お金を〉数える（W。296）
〈包を〉背負う（H噺65）
〈包を〉背負う（H・65）
〈材本を〉かつぐ（遜・66＞
〈材木を〉かつぐ（嚢・66＞
〈天秤棒を〉かつぐ（置・67）
〈天秤棒を〉かつぐ（5・67）
〈工人で〉かつぐ（ll・68）
〈二人で〉かつぐ（甕・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（va　・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　294）
〈幼児を〉負う（置・64）
〈包を〉背負う（H・65）
〈材木を〉かつぐ（ll。66＞
MZUKU
KAZUKU
KAZUKU
（一）KAZUMU
KAZUMURU
KへZUMURU
（一）KAZUN
KAZUNERU
KAZUNERU
KAZUNKO
KAZUNURU
KAZUNURU
KAZU（O）SERU
KAZU〈O）SURU
KAZURERU
KAZURERU
KAZURU
KAZURURU
KAZURURU
KAZU　SERU
KAZU　SIRU
KAZUSIRU
KAZU　SURU
KAZUYURU
KAZUYURU
KAZYA
KAZYA
KAZYA－
KAZYM
（一）KAZYAMU
KAZYAU－
KAZYE　SURU
KAZYOERU
KAZYOERU
KAZYOOI
KAZYOOI
KAZYOYUI
KAZYOYUN
KAZYUIN
－KAZYUN
KAZYUUIN
一159一
〈天秤棒を〉かつぐ（冠。67）
〈二入で〉かつぐ（H。68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　294）
匂をかぐ満喫分（E・86）
数える（匪。69）
〈お：金を〉数える（V【・296）
匂をかぐ後部分（距86）
数える（且・69）
〈お金を〉数える（W・296）
庸車〈特殊な名称〉（河・150）
数える（遜・69）
〈お金を〉数える（M。296＞
〈お金を〉数え．る（擁・296）
〈お金を〉数える（V【・296）
数え．る（H・69）
〈お金を〉数える儲。296）
！数える（摂・69＞
数える（∬・69＞
〈お金を〉数える（罹・296）
数える（E。69）
数える（琵・69）
くお金を＞i数える（M・296）
数える（＃・69）
数える（li・69）
〈お金を〉数える（W・296）
芳香（Vl。268）
悪臭いか269）
匂をかぐ前部分値・85）
悪臭（鳩・269＞
匂をかぐ後部分（9　・86）
匂をかぐ前部分（匪・85）
数える（H。69）
数える（嚢・69）
〈お金を〉数える（層・296）
数える（fl・69）
〈お金を〉数える（珂・296）
数える（聾。69）
〈お金を〉数える（顎。296）
数える（H。69）
匂をかく後部分（ll・86）
数える（艮・69）
KAZYUUIN
KAZZERU
KE
KEAROPPA
KEBA
KEBA
KEBAIMO
KEBARA
KEBESA
KEBESU
KEB夏SI
KEBISU
KEBISYOGANAKKE－
　GONNAROWA
KEBO
KEBO
KEBU
KEBU
KEBU
KEBU－
KEBUI
KEBUR’
KEBURA－
KEBURE
KEBUR王
KEBUT
KEBUTAI
KEBUTAKA
KEBUTAKA
KECC（Y）AKA
KECCYAKI
KECCYAKU
KECCYONAGE
KECU－
KECUGO
KECUHURI（DORI）
KECU］EIURIOMACU
（KECU｝一IURU）TAN－
　KORO
くお金を〉数える（W・296＞
数える（恥69）
たてがみ〈V・205）
どくだみ（V・242）
雲契；新｝（IV●159）
ごみく掃除の対象〉（礪・273＞
塁芋その2（IV・178）
とげ〈指にささる木や竹のとげ〉
　　（V・249）
カ、カ、と（田。129）
カ、カ、と（濫。129）
カ、カ、と（1聾●129）
カ》カ、と（Ill。129＞
はげる（燕・104）
真綿（揮・159）
蜘蛛（V●233）
煙（Vl・265）
蒸気〈湯の場合〉（擁・266）
蒸気〈飯の場含〉（M・267）
きな毒匙い毒i∫部ラ｝・（玉　。34）
煙（V【・265）
煙（VI．265）
きな臭い・伺凸部ク3」（1。34）
煙（糧265）
煙（Vl・265）
煙（鳩。265）
煙（Vl・265）
まぶしい前部分（1・30）
まぶ：しい後蔀分（【・31）
とさカ、（V●215）
とさカ、（V‘215）
とさカ」（V・215）
片足跳びをする龍部分（藝・
　54）
くすぐったい前部分（i・32）
片足跳びをする雨部分（1・
　54）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
KECUTATAKI
KECYAKA
KEDO
KEE
KEE
－KEE
KEEBO
KEEBU
KEEBUSI
KEEBYOO
KE脇YOOME
KEECUU
KEE｝一｛A
KEEHAN
KEEfflMUD－
Kε磁
K£E三王
KEEKEECUNBURI
KEEKKO
KEEMUDURUU
KEEN
KEEN
KEERENZI
KEERI
KEERI
KEER夏
KEERIGO
KEERII
KE（E）RIKO
KEERISEN
KEERISYEN
KEERO
KEEROGO
KEEROKONBOZI
KEERO（NO）K（K）O
KEERU
KEERU
一　160　一
せきれい（V・213）
とさカ、（V。215）
男（凱・136）
謝二戸（W・197）
今日（Vl・280）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛（V。233）
蜘蛛（V●233）
くるぶし（燕・128）
かなへび（V・225）
と力縄ず（V・224）
とさカ、（V．215）
あぜ（【》・187）
あぜ（iv・187）
おつり　（押・152＞
おつり　（IL「。152）
おつり　（N　・152）
かたつむりその2（V。237）
かくれんぼ（顕・148）
おつり　（揮。152＞
やる（韮・73＞
呉れる（藝・74）
かたつむりその1（V・236＞
おつり　（｛V．王52）
蛙（V。218）
おつり　（N。王52）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　尉…1［翼〉　（V．222）
おつり　（fV「・152）
おたまじゃくし〈カエルの詳細
　図〉　（V・222）
おつり（iV・152）
おつり（痒．152）
画調（V。218）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細評〉　〈V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　ftfi図〉　（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の
　詳講班翼〉　（V辱222）
やる（E・73）
呉れる（R・74）
KEERU
KEERUGO
KEERUKeNBO
KEERUKONBOZI
KEERUME
王くEERU（NO）KO
KEERUU
KEESA
KEESEEGUSA
KEESI
KE（£）S夏
KEESI
KEESIDE
KEESIDEE
KE違S夏）EE
KEESII
KE：1三SIMUD綴
KEESIMUDUSI
KEESIMUDUSII
KEESiMURUSII
KEESUDE
KEESUDEE
KEETAMAGARU
KEETEYARU
KE（E）TOGE
KE（E）TOGI
KE（E）TO（O）
KEEZYOO
KEGA
KEGA－
KEGARA－
KEGON’ITO
KEGURO
KE王
KEI
KE王DAI
KEII）A王NOK王
蟻（V。218）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細i國〉　（V●222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉（V・222）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　蔚葺園〉　（V・222）
鮭（V・218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　寵躊図〉　（V。222）
おつり　（ELf●152）
今晩（Vlの281）
どくだみ（V・242）
おつり　（！V●152）
桑の鳴き声その2（～硲299）
おつり（潤。152）
おつり　（E￥」●152）
おつり　（解●152）
おつり（N　．152）
おつり　（W。152）
おつり（配◎152）
おつり（罪・152）
おつり　（理。152）
おつり　（配。152）
おつり　（N　・152）
おつり（IL「。152）
驚く　（嚢σ77）
やる（H・73）
とさカ｝（V●215）
とさカ》（V・215）
とさカ・・（V・215）
とんぼ（V・231＞
とげく指にささる木や竹の紛片〉
　　（V・249）
きな臭い後部分（1・34＞
きな臭い後翻分（1。34）
絹糸（N・155）
あぜ（N・187）
おつり（理。152）
今日儲・280）
森（鮮●198）
森（N．198＞
KE王MO
KEINOYOBBE
KEINOYONBE
KE（KE）
KEKERA
KEKEKOO
KEKKE
KEKKE　一”
KEKKEN（　”v　）
KEKKENAGE
KEKKERO
KEK（K）ERO（KO）
KEKKO王
KEKKOINA
KEKKOINI
KEKKOKU
KEKKOO
KEKKOODA
KEKKOONA
KEKKOONA
KEKKOONI
KEKKOOZYA
KEMAI
KEMAKI
KEMO
KEMe
KEMO
KEMO
KEMOE－
KEMOEKUSAI
KEMORI
KEMU
KEMU
KEMミJ
KEMUI
KEnvR
KEMURA－
KEMURI
KEMURI
一　161　一
里芋その2（1￥i賎78）
今晩（WO・281）
今1塊（VI・281）
桑の鳴き声その1（W恥298）
松かさ（V　・247＞
とさカi（V・215）
大きい（1・17）
片足跳びをする前部分（恥
　54）
片足跳びをする荊部分（恥
　54）
片足跳びをする前部分（匪・
　ro4）
君公thtSさ（V・247＞
とさ；う、（V・215＞
〈虹が〉きれいだ（｛・47＞
〈虹が〉きれいだ（1・47）
きれいに〈掃除する〉（1・48）
きれいに〈掃除する〉（1・48）
きれ．いに〈掃除する〉（1。48）
〈虹が〉きれいだ（1・47＞
〈虹が〉きれいだ（1・47）
きれいに〈掃除する〉（i・48）
きれいに〈摺除する〉（1・48）
〈虹が〉きれい・だ（1・47）
il、さしへ（1●22）
つむじ（眠・102）
蜘蛛（V・233）
煙（Vl・265）
蒸気〈湯の場合〉〈　Vl・266＞
蒸気〈飯の場合〉（　Vl・267）
きな臭い前部分（1　・34）
焦げ臭い（1・36）
煙（Vl●265＞
煙（W　・265）
蒸気〈湯の場合〉（W・266）
蒸気〈飯の場合〉（vr・267）
煙（W・265）
煙（Vl奪265）
きな臭い前部分（i。34）
煙（Vl●265）
蒸気く湯の場合〉（W・266）
KEMURI
KEmoRI－
KEMUT
KEN
KEN
KEN
KEN
KEN
KEN一
一KEN
－KEN
KENAm
KENABI－
KENABO
KENAGE－
KENARI－
KENASI
KENBERABocCI
KENBU　J
KENBU－
KENBUR夏
KENCYOKENCYO
KENI）OOSU
KENGURUMA
KENKE　’一
KENKEN
KENKEN
KENKE（N）
KENKEN
KENKEN　一・
KENKO
KENMURI
蒸気く飯の場合〉（Vi　・267）
きな臭い前部分（｛・34）
煙（V1。265）
とさカ｝〈V・215）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235＞
とげ〈詣にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V●250）
片足跳びをする前部分（H・
　54）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
きな臭い前都分（1の34）
きな謡い肖f∫部分（1・34）
きな臭い前部分（1。34）
きな鵡川｛鄭分（1。34ン
きな奥い前部分（｝・34）
林（『y「●199）
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
煙i（VI●265＞
きな臭い前部分（1。34）
煙（Vl・265）
片足跳びをする前部分（嚢・
　54）
松かさ（V。247）
肩車〈一般的な名称〉（HI・
　149）
片足跳びをする蘭部公但・
　54）
片足跳びをする前部分（＃・
　54）
薦車〈特殊な名称〉　（1且●150）
とさカ、（V。215）
とげ〈V・ばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V●250）
片足跳びをする前部分（E・
　54）
とさカ・（V・215）
煙儲・265）
KE｝NINYA－
KENNYO
KENOBORI－
KENTO（O）
KENUKA
KEN’YA．
KENYA－
KENZANME
KENZO
KENZYO
KERA
KEREKO
KERERU
KERERU
K£R王
K£R璽
KERIKO
KERIKO
KER三KO
KERIKUSAI
KERISYEN
KEROWA
KEROWA
KERU
KERU
KERU
KESA
KESI
KES王～
KESIBA
KESIB王CU
KESIBOOZU
KES三DEE
KESIGOME
KESIKESI
KESI｝く：0（O）（00RI）
KESI’NABAKO
一162一
きな臭い前部分（1・34）
flfド日（Vl・278）
きな臭い前部分（1・34）
とさ；う、（V。215）
ぬか（IV・172）
きな臭い煎部分（1・34）
きな臭い前音器分・（1・34＞
とんぼ（V・231）
とんぼ（V。231）
肩箪〈特殊な名称〉（田。150）
鱗（V。217）
おつり（解。152）
やる（振・73）
興れる（冠。74）
おつり　（郵・152）
おつり　（評●152）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
おつり（EV・152）
診つり　（揮。152）
焦げ臭い（｛　顧36）
おrつり（配・152）
やる（fl・73）
呉れる劔・74）
やる（嚢・73＞
呉れる（li・74）
貰う（9　・76）
とさthtS（V・215）
たんぽぽ（V．24i）
山尾跳びをする前部分（R・
　54）
とさカ・（V・215）
米びつく一般的な名称〉（i＞。
　165）
たんぽぽ（V・241）
おつり　（W●152）
飯米（　iv・170）
片足跳びをする前部分（距
　54）
桑（V・212）
米びつく一一般的な名称〉（IV・
　165）
KESINE
KESINE
KESINE
KES董N£
KESI］NEBACI
KESINEBAKO
KES恥「EB五C王
KESINEBICi’
KESINEBICU
KESir’NEBICU
KESINEDAWARA
KESINEGOME
KESINEMAI
KESINEMEE
KESINEOKE
KES虫BICU
KESUDE
KESUNE
KESUNEBAKO
KETA
KETEYARU
KETEYARU
KETEYOKOSU
KETO－
KETOKE
KETOKI
KETTA
KETTAI
KETTAN
KETTAONI
KETTO（　一一　）
米（rv「・167）
うるち（W。168）
飯米（酔17G）
飯米（N●170）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつく一口的な名称〉（！V・
　　i65）
米びつ〈～般的な名称〉（N・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一一SC的な名称〉（｛V・
　165＞
米びつ〈～般的な名称〉（｝y「・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
飯米（！Lr・170）
飯米（N　・170）
飯米（N・170）
米びつ〈～般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一一・ee的な名称〉（N・
　165）
おつり　（昏「。152）
飯米（ENiσ170）
米びつく一般的な名称〉（IV・
　165）
あぜ（N・187）
やる（＃・73）
興れる（ll・74）
異れる（ll・74＞
くすぐる前部分（：・81）
とさjb・・（V・215）
とさカ、（V・215）
かくれんぼ個・148＞
かくれんぼ纈・148）
かくれんk“（M・148＞
鬼ごっこ（理・147）
片足跳びをする蒲部分（嚢・
　54）
KEUKEU
KEYん
K上
組
KI－
KLA．DASUZUME
KIASI
KIBAI
KIBAKO
KIBAN
K王BARI
KIBAYA
KIBAYASI
KIBBA
KIBBAN
KIBI
K王BL
KIBIC・1’
KIBICU
KIB夏DAN
KIBINE－
KIBIRE
KIBIRE－
KIBIRIN
KIBIRISA
組BISA
KIBISAKOBU
KIBISI
KIBISI
KIBISINOKOBUTO
KIBISO
KIBISOGA
K正B1SSYO
KIBISSYOO
KIBISU
KIBISU
KIBISYA
K王BISYO
一163一
桑の鳴き声その1（M・298）
きな臭い前部分（レ34）
黄色い（1・27）
森（N・198）
灸をすえる前部分（ll　・83）
せきれい（V。213）
竹長葛（猛．144＞
灰（通・270）
米びつ〈特殊な名称〉（ILr・
　166）
まないた（N　．164）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
林（痒・199）
林（配・199）
まないた（N　・164）
まないた（揮。164）
とうもろこし（N・182）
きな輿：い前部分（1・34＞
米びつく一般的な名称〉（N・
　165）
米びつく特殊な名称〉（IV「・
　166）
まないた（N・164）
きな呪い前部分（1・34）
悪奥（M。269）
きな翼い前部分（1・34）
とうもろこし（IV。182）
th、カtsと（眠・129）
カ》rbtsと（理⇔129）
くるぶし（贋・128）
くるぶし（鍵・王28）
カ》カ、と（皿。129）
くるぶし（恥・128）
カ、カ、と（猛．129）
恐ろしい（i。42＞
；う》カiと（穣．129）
力巧う、と（堕・129）
くるぶし⑳・128＞
th》カtSと（撫・129）
カ、カ、と（澱。129）
くるぶし細・128）
K王BISYO
KIB茎SYOO
KIBIWARUI
KIBO
KIBooSI
KIBOSEE
KIBUI
KIBUNCI
－KIBURU
K茎BUSA
K茎BUSI
KIBUS三
KIBUS王
1〈IBUSI
KIBUSI
KICCAAN
K王CC王
KICCU
KICC￥OGI
K茎CI
KICI
KICIGOME
KICIKICI
KICIMAI
KICINGOME
KICINOKOME
KICINTO　CUKUBARU
KICINTO　SURU
K王CIN孚O　SUWARU
KICU
KICUNEBACIRI
K王CUN鷺B劉
K王CUN£DO
KICUNENOROOSOKU
KICYASATE
KICYASATTE
KICYO一
カ、カ〉と（HI・129）
カ、カ、と（眠●王29）
恐ろしい（1・42）
蜘蛛（V。233）
煙（V3・265）
恐ろしい（i・42）
煙（Vl●265）
煙（Vl。265）
いびきをかく後部分（ff・90）
カ、カ・iと（撲．129）
煙（“　・265）
蒸気〈湯の場合〉（VI・226）
蒸気〈飯の場合〉（Vl・267）
蒸気く湯の場合〉（耀　・266）
蒸気〈飯の場合〉（Vl・267）
黄魯い（1●27）
米びつく特殊な名称〉（W・
　166）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
とげく鮨にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
うるち（W・168＞
米びつ〈特殊な名称〉（jNi・
　166）
うるち（fV磋68）
つむじ偬・102）
うるち（IV。168）
うるち（IV・168）
うるち（W　．168）
すわる儒・51＞
すわる（9・51）
すわる（裂・51）
米びつ〈特殊な名称〉（jV・
　166）
どくだみ（V　・242）
つくし（V・244）
襖1難子（1＞・192）
つくし（V・244）
明明明後H（Vl●286）
明明明後日（VI・286）
くすぐる前部分（ll・81）
KICYOKICYOKICYO－
KIDA
KIDACI
KIDACIHARA
KIDACIYAMA
KIDONI
KIE－
KIGA－
KIGAN’IMO
KIGISU
－KIGU
K夏GYO
KIGYOO
KIGYOONOBAN
KI王｛A£
KIHew
K玉｝ま鍵
K田u
K斑u
KIHUSI
KII
K更I
KI（1＞
MI
KII
Ki三
KII－
KIIBAN
KIIBI五
K王三B三SA
K口B三SAA
KIIBISO
KIIBISYA
K茎五BU
KIIBUSI
照IDA
KIIGU王
K山田AZI
K正IITO
一164一
雀の鳴き声（擁。300）
黄色）へ（i・27）
林（N・199）
旧く揮●圭99）
林（fVf・199）
とさカ》（V。215）
きな臭：い有舞部分（1。34）
きな臭い前部分（1・34）
じゃカくいもく特殊な名称〉　（即σ
　175）
くるぶし（租・128）
匂をかく後部分（恥86）
費’拝日（V1・278）
酸三Eヨ（V昼9278）
昨1晩（Vl・279）
林（N　・199）
蒸気〈湯の場合〉（擁・266）
蒸気〈飯の場含〉僅・267）
蒸気暢の場合〉（W　・266）
蒸気〈飯の場禽〉（M・267＞
煙（Vi●265）
下魚い（1。27）
ふけ（斑。105）
とげ〈指にささる木や竹の細
　ノヤ〉　（V．249）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とをず〉（V●250＞
今摂（壌・280）
今日（Vl・280）
灸をすえる肖榔分（ll・83）
まない、た（W。164）
君、｝活（IH・125）
竹、馬（1正●144）
竹馬画・144）
thtSカ・・と（灘・129）
牛ケ斧§（盟．144）
蜘蛛（V・233）
くるぶし（盟・128）
黄色い（］　●27）
竹，罵（膿・144）
竹馬（雛・144）
絹糸（N，・155）
?????????????????????????????????????????黄色い（1・27）
禦iの鳴き声その1（～恥298）
雀の鳴き畜（X・3GO＞
匂をかぐ後部分（レ86）
竹馬（m・144）
籍…（配●198）
やる（獲・73）
呉れる（H・74）
黄色い（1。27）
黄色い（1。27＞
竹馬伽・144）
きのこ（V・245）
きのこ（V・245）
竹馬（且1・144）
灸をすえる前部分（ひ83）
竹馬（膿。144）
竹馬（鼠・144）
竹馬（浬。144）
黄色い（1・27）
黄色い（｛●27＞
黄色い（1・27）
黄色い（1・27）
黄色い（｛。27）
黄色い（1。27）
黄色い（1●27）
黄色い（1・27）
黄色い（1・27）
やる（韮・73）
黄色い（1　。27）
やる（讃・73）
呉れる（護・74）
黄色い（1・27）
どくだみ（V・242）
蘂：の鳴き声その1（W。298）
絹糸（N・155＞
機糸（iLi・157）
真綿（IV・159）
林（iV・199）
灸をすえる煎部分（匪・83＞
林（fV●199＞
やる（聾。73）
呉れる（恥74）
KIIZYA
KIKA
K董KAEEDO
K王KAl
KIKAIBIKI
KIKAIGASE
KIKAIITO
KIKA三SO
KIKAiSO
K王（K正）
照K夏B正SO
KIKIBISO
KIK‘IBISU
K王K王BUSA
KIKIMISO
KIKKARAKIKKADA－
　KA
K夏KKATA
KIKKONAGE
KIKOR夏BA
KIKU
（一）KIKU
KIKURAGE
KIKUZARA
KIMA
KIMAWATA
K王MB一
照ME（KKO）MUS正
KIMEKUSAI
K王MEN，
KIMERI－
K夏MI
KIMI－
KIMIE－
KIMINE－
KIM三RE．
KIMO
KIMO
K茎MO
KIMO一
一165一
黄色い」（1。27）
黄色い・（1●27）
井ア蒋（酌「。197）
機糸（鮎157）
機糸（貼157）
機糸（Iy「・157）
機糸（N・157＞
木綿糸（fV・156）
機糸（ltf。157＞
簸の鳴き声その1（擁・298）
くるぶし（璽・王28）
カ｝Jb・・と（盤G129）
）OtSカ、と（膿。129）
カ、カ、と（贋・129）
カ、カ、と（盟・129）
雀の鳴き声（M・300＞
せきれい（V・213）
片足跳びをする購部分（庭・
　54）
林（鐸・199＞
とさカ・・（V●215＞
匂をかぐ後部分（翌・86）
とさカ・・（V・215）
つむじ（皿。102＞
竹馬倒・144）
真綿（Nt159）
きな臭い前部分（レ34）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
焦げ臭い（1。36＞
きな臭い蔚部分（1・34＞
きな臭い前部分（1。34）
とうもろこし（IV「・182＞
きな臭い前部分（レ34）
きな高い前部分（1・34）
きな高い前部分（1・34）
きな臭い前部分（i・34）
とうもろこし（W・182＞
とさカ、（V。215）
蜘蛛（V・233）
きな臭い前部分（1。34）
KIMOA　CUBURERU
K工MOL
KIMONOITO
KIMON’YAKI－
KIMOO　CUBUSU
K王MORI
KIMOSACU
KIMOSAKI
KIMOYAKE－
MMU
KIMUGUC王
K至MUITO
K王MUNGUC王
KIMUYAAMI
K夏N
KIN
KIN
KIN
KIN
K嬢．
K園・
一KIN
K：那A
KINA
KCI〈g）INA
KINA－
K王NAA
KINABI－
K脳AGO
KINAGO
KINAI
KINAIRO
KINAKA
KINAKUSAI
KINAMA－
KINAMI－
KINANOBAN
KINANOBAINGE
KINANOYORU
K夏NB琵・＜名詞＞
KINCUKI
KINE一
吊驚く　（匪。77）
きな蒼い荊部分（1・34）
木綿糸（｛V・156）
きな臭い前輝分（1◎34）
驚く　（翼。77）
as（N・198）
みずおち（胆・130）
みずおち（阻。130）
きな奥い前部分（1・34）
蒸気く飯の場合〉（Vl・267）
みずおち（m・130）
絹糸（iv・155）
みずおち侮・130）
梅雨（VI●254）
機糸（N・157）
とさz）・・（V・215）
蜘蛛の糸（V・235）
きのこ（V・245）
つむじかぜ（擁・264）
黄色い（　1　・27）
きな臭い前部ラ全（1・34）
蜘蛛の糸（V・235）
黄色い・（1・27）
昨El（Vl．278）
蹟乍日（Vlの278）
きな臭い離∫部分（1・34）
咋日（Vl・278）
きな臭い前部分（1。34）
お手玉（M。145）
氷（M・261）
黄色い（1・27）
黄色い・〈1・27）
黄色レへ〈1。27）
焦げ臭い（1・36）
きな臭い前部分（1・34）
きな奥い離部分（1・34＞
｝牟晩（Vl．279）
咋晩（Vl。279）
ぽ露晩（Vl●279）
きな奮い前部分（1・34）
牡馬（V・202）
きな臭い前部分（｛・34）
KINEBA
KINEE
KINEENOYOBBE
KINEI
KINEINOYOBBE
KINEINOYONBE
KINEINOYONBEI
K工NERA
KINGOO
KINGYO
KINI正
KiNrlNOYONBE
KINI茎TO
K王NINA
K王NISUR正
K夏N’ITO
KIN’王TO
KINKA
KINKA
KINKA
KINKA
KINKA一
～K夏NKA
KINKAatama
KINKAATAMANI－
　NARU
KINKABOOZU
KINKAE［AGE
KINKAIMO
KINKAIMU
KINKAN
KINKANatama
KINKANBOOZU
KINKAN’IMO
KINKANINARU
KINKANNARU
KINKANNINARU
K王NKIN
一166一
真口唱（N。159）
昨日（Vl。278）
一昨晩くVI・277）
＃’li　Ei　（　VI　・278）
昨｝塊（Vi瞬279）
a’11晩（Vl。279）
一窪薄瑛｝（Vl。277）
とfj　tSげ（V。224）
昨日（VI。278）
春望ヨ（Vl・278）
昨臼（V耀・278）
一昨晩（V卜277）
絹糸（IV・155）
g’F　一　（　VI　・278）
機糸（pa　・157）
絹糸（N・155）
蜘蛛の糸（V・235）
黄色い（1　．27）
はげ頭備・103）
じゃがいも〈特殊な名称〉（鐸。
　175）
かぼちゃ（N。i80）
はげ夏頁（1韮・le3）
はげ頭億・103）
はげ頭備・103）
はげる（膿。104）
はげ頭儒・103）
はげ頭（猛・103）
じゃがい・もく特殊な名称〉（N・
　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（iV・
　175）
はげ頭（頂・103）
はげ頭（m。103）
はげ頭侮。103）
じゃがいも〈特殊な名称〉（IV「・
　175）
はげる（即。104）
はげる（盟・104）
はげる（膿。104）
肩車〈特殊な名称〉（M　・150）
KINKIN（DORI）
KINKIN　SURU
KINKIRA
KINK王RI
KINKIRI
KINKocU
K王NKOO
KINKORO
KINKWAN
KINKYAAMO
KINKYANARU
KINMA
K三NMAKKO
KINMAZYA
KINME－
KINMEN－
KINNA
KCkg）INNA
K三NNAA
KINNAI
KINNAKA
KINNANGO
KINNANOBAGE
KINNANOBAGE
KINNANOBAN
KINNANOBAN
KINNANOBANGATA
KINIslANOBANGE
KINrslANOBANGE
KINNANOYOMA
KINNANOYOOSARE
KINrNIANOYORU
KINNANOYORU
KINNANOYOSA
KINNANOYOSARE
KINNA（NO）YOSARU
K王NNE．
KINNEEKUSAI
KI］ymilNA
K夏NNO
KCkg）INNO
せきれい（V・213）
すわる（ll・51）
とさカ」（V・215）
牡馬（V・202＞
牡牛（V・207）
せきれい（V　・213＞
蜘蘇（V。233）
聴力、さ（V・247）
かぼちゃ（N・180）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
はげる催・104）
竹馬（斑●144＞
肩車〈瞥殊な名称〉　（翔．150）
肩車1〈特殊な名称〉（無・i50）
きな臭い前部殆（1・34）
きな匂い前部分（レ34＞
昨日（Vl●278）
昨胤Vi・278）
昨垂耳（Vl・278）
黄色い（1。27）
黄色い（1．27）
お手玉（賑●145）
一昨晩（Vl苧277）
咋晩（Vl。279）
一昨晩（Vレ277）
昨晩（V董●279）
昨晩（雁・279＞
一昨晩（Vl●277）
時三晩（M●279）
昨晩（Vl・279）
昨晩（W・279）
～ぽF晩（VI。277）
昨晩（Vl・279＞
fr巨晩（V肛。279）
昨晩（Vl・279）
一一赶ﾓ（Vl●277）
きな臭い煎部分（1・34）
焦げ臭い（　1　●36）
酢ヨ環（Vl●278）
昨Eヨ（ヤ1。278＞
咋臼（W・278）
KINNOGO
KINNO王TO
K王NNOKO
K．INNONA
KINNO（NO）BAINI
KINNONOBAN
K］tNNONOBANGE
KINNONOBANGE
KINNONOYOOSA
K］［NNONOYORU
KINNONOYOSA
KINNONOYOSA
KINNONOYOSARI
KINNOO
K（kg）INNoo
KINNOOBANGE
KINNOONOBAN
KrrsuOO（NO）BAN
KINNOONOBANGE
KINNOeNOBANGE
KINNOONOYO
KINNOONOYORU
KINNOooTOCUI
KINNOYUUBE
MNNU
KINNUICYU
KINNUITO
K王㎜KINNUNOBAN
K照J（Nじ）YURU
KINNUU
KImmYURU
KINNUYURU
KINNYA
K（kg）INNYA
K夏NNYANA
KINNYANOBAN
K工NNYANOBAN
KINNYANOBANGE
KINNYANOBANGE
KINNYO
K正NNYO〔つ〕
一167一
??????????????????????????????????????????????????
?????????????????????
????????????????
??
??????????????????????
???????
???
??）???））??????）???????????））））??）〉）? ?? ????????????
????
??
??
????
????????
????
????
????
??
????
??
?????
??
???????
??????
????
????
??
?
? 。?????????? ?? ? ?? ???? ?? ??? ?????????? ?? ?? ?? ? ????? 〜 ?
K（kg）INNYO
K王NNYOI
KINNYONA
KINNYONANOBANGE
KINNYO（NO）BAN
KINNYONOBAN
KINNYONOBANGE
KINNYONOYONBE
KINNYONOYOOSA
KINNYONOYORU
KINNYONOYOSA
KINNYONOYOSARI
KINNYOO
KINNYoo（NO）BAN
KINNYoo（NO）BAN
KINNYOONOBANGE
KIINNYOONOBANGE
KINNYooNOBANGEE
KINNYooNOYORU
KINNYOOOTOTOI
KINNYU
KINNYUNOBAN
K梱O
KINO（3］
KINO
KINOBE－
KINOBI－
KINOBORI－
K茎NOGO
KINOHO
K叡αTO
KR可0歪丁O
KINOKO
K王NOKO
KINeKoo
KINOME－
K三NOMI－
K夏NONA
K釈ONA
KINONANOBANGE
K｝NONOBAN
KINO（NO）BAN
『葬貨i（Vl・278）
昨1三1（Vl・278）
ff’F　1！1　（　VI　・278）
昨1塊（Vl●279）
一拶「…晩（VI。277）
昨晩（Vl・279）
昨晩（V【・279）
一莚乍晩（VI・277）
一号晩（V巨・277）
臼乍…晩（Vl・279）
餐ノF晩（Vl。279）
咋晩（Vl・279）
舞乍鴛1（Vl●278）
～咋｝塊（V匿・277）
舞ノ1ヨ1晩（Vl。279）
一早晩（Vレ277）
費ノ1…晩（Vi◎279）
昨晩（Vl。279）
一訂fF晩（Vl．277）
～疑筆蹟1（Vl●276）
昨配ヨ（Vl・278）
擁r巨費（糠・277）
昨EI（埴・278）
ik1　fi　（　Vl　・278）
昨日（Vl・278）
きな契い前部分（｛・34）
きな臭い葭1部ラう・（　1　。34）
きな臭い前部分（1・34）
きのこ（V。245）
きのこ（V・245）
絹糸（N　・155）
機糸（IV・157＞
とさ）b・・（V．2王5）
きのこ（V。245）
きのこ（V・245）
きな臭哺縮紛（1。34）
きな臭い中部芳（1。34）
昨日（鳩・278）
YF　N（va・278）
1玲e晩（VI。279）
的…晩（Vl．279）
一昨晩（Vl。277）
KINONOBANGATA
KINONOBANGE
KINONOBANGE
KINONOYOSA
KINOO
K王NOO〔っ：〕
K（kg］INOO
K互NOO
KINOONA
KiNOO（NO）BAN
KINOO（NO）BAN
KINOONOBANGATA
KINOONOBANGE
KINOONOBANGE
KINOONOE
KINOONOMAENOBAN
KINOONOYOI
KINOONOYO工
KINOONOYOMA
KINOONOYOOSA
KINOONOYOOSA
KINOONO￥OOSARI
KINOONOYORU
KINOONOYORU
KINOONOYOSA
KINOONOYOSA
KINOONOYOSARI
KINOONOYUNBE
KINOO（NO）YUUBE
KINOONUYUNEEN
KINOONUYURU
KINOONUYUU
KINOOOTOTENA
KINOOOTOTOI
KilSIOOOTTOI
KINOOumBE
KINRU正
KINSIN’ITO
KINSO
KINTAMAMOCI
KINTAROOZUCI
KINTO
一168一
H乍晩（V【●279）
一昨晩（V江。277）
約…1騎（Vl。279）
鋒乍i＆（Vl顎279）
膨ド蓑三i（Vl．278）
ET’ff　F．1　（　Vl　・278）
ff’li　lll　（　Vl　・　278）
昨1三｛（Vl・278）
昨iヨ（Vl●278）
一｝｝乍晩（V【・277）
昨1晩（Vi・279）
曲筆1駝（Vi●279）
嘱ぎF晩（擁・277）
ぽF｝塊（Vi●279）
一1乍1塊（Vl・277）
一躍晩（V董の277）
一睡【壌1（V卜277）
昨晩（VI・279）
ほ乍晩（Vl●279）
～ヨ箏｝晩（Vl●277）
ifFifot　（W・279）
昨1塊（Vi・279）
一昨晩（VI。277）
｝咋晩（Vl。279＞
一一№?ｗａ（wr・277）
ガ擬塊（Vl。279）
昨晩（Vl。279）
一『「三晩（Vl●277）
一咋晩（Vl。277）
～昨晩（Vl・277）
一匹浮々（V1。277）
一一撃兼癆ﾓ（Vl。277）
一一?冝iVl・276）
一昨日（Vl・276）
一昨日（M・276）
y＃建免（Vl　9279）
きのこ（V・245＞
機糸（｝V・157）
絹糸（N・155）
牡馬（V・202）
おたまじゃくし（V・221）
かぼちゃ（W。180）
KINTO　CUTOMUU
KINTOKI
KINTO　SrwARU
KINU
K正NU
K［kg）INU
KINU
KINU一
．K正NU
KINUGANA
KINUGAYUU
KINUGEERUU
KINUGUYUU
KINUICCYU
KINUICCYUU
KINUICYUU
KINUIICYUU
KINUIISUU
KINVITO
KINび王TO
KINU王TO
KINUITONOITOSO
KINUITU
KINUKANA
KINUKANNA
K卿JKU
KINUKUNMU
KINUNOBAN
KINUNOB韻
K王NUNOI塚’OSO
KINUNONUISO
KINUNONUITO
KiNUNOWATA
KINUNびTAN三GAS王
KINUNUYONE
KINU（NU）YURUKImmRU
KINUNUYifU
KINUSO
KINUU
K（kg）INUU
KINUU
すわる（匪・51）
とさカ、（V。215）
すわる（甕・51）
絹糸（W・155）
註’拝Eヨ（Vl●278）
昨日（W・278）
昨繊（V［●278＞
きな臭い煎部分（i・34＞
蜘蛛の糸（V・235）
絹糸（N●155）
一艮乍晩（Vl●277）
一ifgetw　（　va　・　277）
一一一一№?晩（Vi。277）
絹糸（N　・155）
絹糸（配・王55）
絹糸（熟r・155＞
絹糸（｝Xt・155）
絹糸（iVt・155）
絹糸（Ey「・155）
機糸（N・157）
蜘蛛の糸（V・235）
絹糸併・155）
絹糸（iv「。155）
絹糸（N・155）
絹糸（EV「・155）
きのこ（V。245）
墨芋その2（配。178）
一昨晩（距277＞
昨晩（Vl●279）
絹糸（狸●155）
絹糸（N・155）
絹糸（fV」・155）
真綿（『V・159）
絹糸（N・155）
一昨晩（擁・277）
一一咊u選免（Vl●277）
ぽF…晩（Vl．279）
～舞乍晩（VI●277＞
絹糸（即・155）
昨日（擁・278）
昨Eヨ（Vl・278）
昨日（VI●278）
KINUUNA
KIwwOBAN
K］［NUUNUBAN
KINUU（NU）YURU
KiNUUNU－YURU
KINUUNUYUU
KINUWATA
KINUYUBI
KINYA
KIN’YA－
K（kg］INYAA
KINYO
KINYO
K（kg）INYONA
KINYONOBAN
KINYONOBAN
KINYONOYOSA
KINYOO
KINYOO（o：）
KCkg）INYoo
KrNyoo
KIN’YOe
KINYOe（NO）BAN
KINYOO（NO）BAN
KINYOO（NO）BAN
KINYOONOBAN
KINYOONOE
KINYOONOYOI
KINYOONOYONAKA
KINYOONOYOOMA
KINYOONOYOOSA
KINYOONOYORU
KINYOONOYORU
KINYOONOYOSA
KINYOONOYOSA
KINYOONOYOSA
KINYOONOYOSAI
KINYOONOYUNBE
KINYOO（NO）YUUBE
KINYOooTOTEE
KINYOooTOTOI
KINYU
一169一
ぽF蓑ヨ（Vi。278）
咋騰（V卜279）
一昨晩（V！●277）
一昨匿免（VI●277）
昨晩（Vi・279）
昨…晩（V歪・279）
真綿（EV「・159＞
一睡三晩（Vl●277）
昨Eヨ（Vl●278）
きな臭い煎部分（い34）
昨B備。278）
昨日（VI．278）
咋El（Vl●278）
昨日（VI●278）
一匿乍晩（V【・277）
昨日免（M．279）
昨晩（Vi．279）
昨日（Vl・278）
昨日（Vl。278）
昨Eヨ（V正。278）
昨聞（Vl・278）
昨儲（Vl・278）
一一撃宴m巨晩（Vl●277）
旨乍晩（Vl・279）
一昨晩（Vl・277）
ぽ「…晩（Vl・279）
昨晩（駿。279）
一晋乍晩（Vl・277）
昨晩（Vl●279＞
一．＿一一?ﾓ（Vl・277）
一昨晩（Vl・277）
＿＿?ﾓ（Vl。277）
昨晩（Vl。279）
一昨晩（V【。277）
昨1猛（VI。279）
昨晩（塾279）
＿一?ﾓ（Vl●277）
＿crF晩（Vl●277）
一昨晩（調・277）
一昨日（VI●276）
一一?冝i～（・276）
ff’F　H　（　vr　・　278）
KINYUNOBAN
KINYUNOBAN
KINYUNUYURU
K三NYUU
KINYUUNOBAN
KI（N）ZIN（O）KO
K更0．
KIPAN
KIP王SA
KIP三SYA
KIPITA
KIPPOONI　NARU
KIPUSI
KIPUS王
KIRA－
K王RA一
一KIRASU
KIRE
KIRE
KIRE－
KIREBAN
KIREE
KIREE
KIREEDA
K王RE£DA
KIREEKA
KIREEKU
K三REENA
KIREENA
KIREENAZYA
KIREEN王
K茎REEN【
KIREERA
KIREEYA
KIREEZYA
KIREME一
一KIRERU
KIRI
KIR王
KIRI
KIRIATE
KIRIBA
nt奄汲鉛ﾓ（Vl。277）
巨乍1晩（Vl・279）
一一一凾№券ﾓ（VI・277）
縫乍撮（Vl●278）
一昨晩（V1・277）
松かさ（V・247）
灸をすえる慾部分（9・83）
唾な兵魯（胆・144）
カ｝カ、と（阻・129＞
カ、カ》と（盟。129）
頭（恥。IO1）
〈手拭が〉凍る（ff。97）
蒸気〈湯の場合〉（　VI・266）
蒸気〈飯の場舎〉（　NK・267）
〈虹が〉きれい・だ（夏・47）
きれいに〈婦除する〉（1。48）
せきをする後鰯巌且・88）
水E日く一駐薩〉　（配・185）
水田く集合〉（rv　・186）
きな奥い前部分（1・34）
まないた（W・164）
〈蚊が〉きれいだ（i・47）
きれいにく掃除する〉（1。48）
〈虹が〉きれいだ（［・47）
きれいに〈掃除する〉（1・48）
〈虹が〉きれいだ（1・47＞
きれいに：〈掃除する〉（1・48）
〈虹が〉きれいだ（1・47）
きれいにく掃除する〉（1・48）
〈虹が〉きれいだ（1。47）
〈虹が〉きれいだ（1・47）
きれいに〈掃除する〉（1・48）
〈虹が〉きれいだ（1・47）
〈虹が〉きれいだ（卜47＞
〈蛙が〉きれいだ（1。47）
きな萎ミ，い毒往部分（1・34）
せきをする後部分（H・88）
つむじ（錘・102）
つむじかぜ（距264）
ごみ〈掃除の対象〉（M。273＞
まないた（iv・164）
まないた二（罪・164）
K王RIBAN
KIRIBAN’ITA
KIRIBISA
KIRIBISYA
KIR王BOSI
KIRIBON
照RIBUSA
KIRIBUS茎
K正RIDAI
KIRIDEE
KIRIGIRISU
KIRIGO
K王RIGUSA
K王R王HUSA
KIRIIMO
KIR夏王TA
KIRIKIRI
K：三R茎K：工R王
KIRIKIRIKAZE
K王R区王R三MA正MAI
K王RIKUSA
K王R正M£．
K王RIM£N－
KIRIONI
KIRISAAME
KIRISABURU
KIRISUBO
KIRO
－KIRU
一KIRU
KIRUBAN
KIRUKAZE
－KIRUN
－KIRUN
・K工SAA王
KISAGOTOO－
KiSASATE
KISASATTE
一170一
まないた（罪●164）
まないた（iVi・164）
カ・・カ》と（m・129）
；かカ》と（醗・129）
つむじ（皿・102）
まないた（1ゾ・164）
カ、カェと（瞑。129）
カ》カ、と（膿・129）
まないた（狸・164）
まないた（響・164）
カ・まきりく特殊な名称〉（V・
　230）
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
カ、カ、と（醗・129）
）b・・th・・と（照・129）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
まないた（IVf。164）
つむじ（翔・102）
彙の鳴き駕その1（擁。298）
つむじかぜ（W・264＞
つむじヵ、ぜ（Vl。264＞
カ、カ、と（紐。129）
きな異い荊部分（1・34）
きな喰い肖嘗音郵分（　韮　●34）
殖こ“っこ（皿・147）
梅雨（Vi奪254）
梅雨（距254）
カ、カ、と（盤。129＞
あぜ（即。187＞
片足跳びをする後部分（ll・
　55）
うそをつく後部分（ll・92）
まないた（W・164）
つむじかぜ（通・264）
匂をかぐ後部分（＃・86）
うそをつく後部分（褻・92）
きな奥い後部分（1・35）
うそをつく前部分（丑。91）
明明明後日（Vl・286）
明明明後日僅・286＞
KISATE
KISE
KIS王
KISI
KIS臓C1
KISIBICU
KIS沁IBiα
KISINE
KISINEBAKO
KISir’NEBAKO
KISI’NEBICI’
KISINEBICU
KIS璽N£B夏CU
KISIRIBANA
KIS1R重B玉C董
KISUIMO
KISUNE
KISUNEBAKO
KISUNEBICU
KISUNEBISU
KISYASATE
KISYASATTE
－KITAI
KITAKE
KITAKI
KITAKITA
KITANEEMON（O）
KITAPPE
KITASATE
明明開後日（WO　・286）
あぜ（N・187）
あぜ（N・187）
せきれい（V・213）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつく一般的な名称〉（W・
　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　165）
飯米（N・170）
米びつく一般的な名称〉（IL「・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつく～般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
すみれ（V・240）
米びつく一般的な名称〉（N・
　165）
じゃがいもく特殊な名称〉（W・
　175）
飯米GV・170）
米びつく一一般的な名称〉（N・
　165）
米びつく～般的な名称〉（W・
　165）
米びつ〈～般的な名称〉（N・
　16S）
明胴明後日（Vl・286）
明明開後日（距286）
くすぐったい後部分（1・33）
唾（延●118）
唾（照・118）
せきれい（V・213＞
ごみく川のごみ〉（va　・274）
唾（猛・118）
明明明後：暇（M・286）
KITEASATE
KITTA
KITTAK正
KITTO　ITORU
KIU－
KIUO－
KIUSI
KIUSI
K更usi
KIUS茎
MILru－
KIWARA
KIWARA
K王WATA
K正WATA
KIWATANOITO
KIWUI
K王YA．
K三YABO
KIYABU
KIYAMA
KIYO
KIZI
KIZIMAIKI
K更ZIME．
KIZIMEKUSAI
KIZIMEN－
KIZIMENKUSAI
KIZINE－
KIZINe－
K正ZOME
KIZUMI一
一KKUSN
－KKUSAKA
－KKUSE
－KKUSEE
KO
KO
KO
KO．
一KO
KOBA
一　171　一
明明明後日（VI・286）
鬼ごっこ（撫・147）
唾（置．118）
すわる（il・51）
灸をすえる前部分（＃・83）
灸をすえる前部分（＃・83）
蒸気く湯の場合〉儲・266＞
蒸気〈飯の場合〉（　Vi・267）
蒸気〈湯の場合〉（Vl・266）
蒸気〈飯の場合〉（畷。267＞
灸をすえる前部分（ll・83＞
pt（N　・198）
林（iv・199）
綿（N。158）
真綿（N・159）
木綿糸（酔156）
煙（Vl●265＞
きな臭い前部分〈玉・34）
林（｝Li●199）
林（N・199）
林（N・199）
今鐵（M・280）
つむじ（頂　・102）
つむじ（膿・102）
きな臭い前部分（1・34）
焦げ臭い（1・36）
きな臭い前部分（1・34）
焦げ臭い（1・36）
きな旧い前部分（1・34）
きな旧い前部分（1・34）
黄色い（1辱27）
きな奨い前部分（1・34）
きな臭いt菱部分（里・35）
きな臭い後：部分（1・35）
きな奥い後部分（1・35）
きな奥い後部分（1・35）
二戸…f（麗．197＞
子馬（V●204）
子牛（V●209）
くすぐったい前部公（い32）
お手玉遊び（頂・146）
カ｝fi・・と（盟●129＞
KOBA
KOBA－
KOBAKE一一
　KABAKE－
KOBAKEKUSAI
KOBARNKO
KOBATA
KOBE
KOBEBO
KOBE（E）
KOBEEC．一be：）
KOBEEKO
KOBEKO
KOBEKOKO
KOBEKUSAI
KOBI
KOBI
KOBI
KOBI
KOBICCYO
KOBICU
KO8至C雛（£KUSAI
KOB王CUK三KIUSAI
K：OB夏KUSA王
KOBIRIKUSAI
KOBITOESI
KOBO
KOBO
KOBO
KOBO
KOBOCYA
KOBOIMO
KOBOISI
KOBOKUSAI
KOBOKYA
KOBON
KOBO（O）
KOBOSI
KOBOSI
I〈OBOTA
子J馬（V。204）
きな臭い前部分（1。34）
きな臭い前調‘分（1・34）
焦げド異い（i。36）
おた：まじゃくし（V・221）
礪（1延。143）
頭（撲・101）
子とド（V●209）
三FL，El：（V。209）
灰（擁・270）
子鼠（V・209）
子嬬二（V・209）
子L，1：（V・209）
焦げ臭い（1・36）
ふけ（盟・105）
垢（阻。131）
お手腕鼠（撲・145）
蜘蛛（V。233）
子馬（V・204）
米びつ〈特殊な名称〉御・
　166）
実ξミ1ず臭い（　1　◎36）
焦げ謡い（1　．36）
焦げ臭い（1・36）
，薙ミ｝ず臭い・（1●36＞
お手玉儒・145）
くるぶ：し（阻・128）
お手玉（租・145）
子馬（V・204）
蜘蛛（V・233）
かぼちゃ（IV。180）
じゃがいもく特殊な名称〉（N・
　175）
お手玉（擢・145）
，焦げ臭レへ（1　●36）
かぼちゃ（ly「。180）
お手玉価・145）
子牛（V。209）
くるぶし（翅・128）
お手玉（［H・145）
子牛（V・209）
KOBOOSI
KOBU
KOBU
KOBU
KOB更J・
KOBUAZE
KOBUGASI
KOBUGASI
KOBUIGE
KOBUIS王
KOBUNAE
KOBUNAE
KOBURA
KOBURA
KOBURE
KOBUSI
KOBUSI
KOBUSI
KOBUTAGAERU
KOCCI
王く（＞Cα．
KOCCI－
KOCC三GO
KOC（C）IGO
KOCCil
KOCCIUSI
KOCCO－
KOCCO－
KeCCU
KocCU－
KOCCU－
KOCCUGORO
KOCCU正
KOCCUIUSI
KOCCUU
KOCCUUSI
KeCCLftJUSI
KeCCYA－
KOCCYO－
KOCCYO－
KOCCYU－
KOCI
一　172　一
つくし（V。244）
くるぶし（撰・128）
お手三1三（璽・145）
蜘蛛（V・233）
きな旧い前部分（1。34）
あぜ（IV。187）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V。234＞
お手玉儲・王45）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V。235）
くるぶし（1鼠・128）
お・手肇三（田●145）
万瓢（阻●143）
くるぶし（紐・128）
カ、カ》と（1韮・129＞
診二三f藍（擁。145）
ひきがえるその2（V・220）
牡Ll二（V・207）
くすぐったい繭纏分（1・32）
くすぐる前部芳（恥81）
肇韮嬬二（V・207）
子とト（V・209）
牡t’1：（V●207＞
雫謡：∠毒二（V・207＞
くすぐったい前部分（い32＞
くすぐる萄f∫部分（ll。81）
牡と1二（V・207）
くすぐったい萌部分（1・32）
くすぐる煎部分（H・81）
子有二（V。209）
牡と1二（V。207）
牡牛（V・207）
二二（V。207）
牡とF（V・207）
牡ゐト（V。207）
くすぐったい荊部分（1・32）
くすぐったい蘭．部分（i・32）
くすぐる爾部分（st　・81）
くすぐったい前部分（1・32）
癒（鍵●132＞
KOCI
KocI－
Kocl－
KoclBI
KOCIGOCI．
｝く0α王
KOCI王B夏
KocIIUSI
KoclNKO
KC｝CIPPI
KOCIYAKE
KOCO－
KOCO－
KOCU
KOCU－
KOCU－
KeCUBO
KocUGA－
KocUI
KOCU王
KOCU茎
KOCUKU
KOCUMO
KOCUONBIKI
KOCURIGA－
KOC琴RO
KOCURU
KOCW－
KOCWSI
KOCYA－
KOCYん
一KOCYAI
KOCYAIBI
KOCYAYUBI
KeCYO－
KOCYO－
KOCYOBE－
KOCYOCYO一
一KOCYOI
KocyoKo．
KocYOKOCYO－
KOCYU一
牡牛（V。207）
くすぐったい・前部分（1・32）
くすぐる前部分（匪・81）
ノjxす旨（撫●125）
くすぐる前部分（9・81）
牡まト（V・207）
ノ」、｝旨（IH●125＞
牡牛（V●207）
子牛（V・209＞
ノ」、｝旨（欝●125）
癒（撰●132）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（距81）
牡牛（V。207）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる薗部公（i・81）
庭園（麗・193）
せきをする前部芳（恥87）
ノ』、さい（至●22）
糸匪1い（　［。24）
細かい（1・25）
せきをする後部分（臣88）
ごみ〈川のごみ〉（　Vl・274）
ひきがえるその1（V・219）
せきをする菌部公（距87）、
せきをする後部分（9・88）
せきをする後部分（臣88）
せきをする前部分（ll・87）
J？1　LI：　（　V　・207）
くすぐったい前部芳（1・32）
くすぐる前部分（9・81）
くすぐったい後部分（1・33）
ノ」＼｝旨（阻●王25＞
ノ」、才旨（阻・125）
くすぐったい肯榔分（1・32）
くすぐる前部分（H・81）
くすぐる荊部分（9・81）
くすぐる前部分（翼。81）
くすぐったい後部分（1・33）
くすぐる筋部分儒・81）
くすぐる前部分（翼・81）
くすぐったい前部芳（1・32）
KODA
KODACI
KObASIBAKO
KODASIKAN
KODE
KODEB至
KODEEBI
KODEYUBI
KODO
KODO琶B正
KODOIBI
KODOMO
KODO湿O
KOII）C）MCOUMA
KODOMOUSI
KODOYUB至
KODOYUBIKO
KOEBE
KOEBE
KOEBI
KOE（E）
KOEESA
KOEMATTAKE
KOERA
KOESA
KOGA
KOGA－
KOGAI－
KOGAKE－
KOGAKUSAI
KOGAME
KOGANEMUSI
KOGARE－
KOGAREKUSAI
KOGARIKUSAI
KOGE
KOGE
KOG（g）E
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水目ヨ〈一区蒲〉　（揮●185）
ゆうだち（擁・255）
米びつ〈特殊な名称〉（rLr・
　166）
米びつ〈縛殊な名称〉（｝yr。
　166）
小指（阻。125）
i］　Nts　（　M　・125）
／1、ヨLts（匪1驚125）
小指（胆・125＞
子牛（V●209）
iJ、オ旨（Hl●125）
ノj、｝旨（璽。125）
子馬（V・204）
子馬二（V・209）
子馬（V・204）
子体（V・209）
fJ、餐雪（｛11●125）
ノ」、｝旨（璽●125）
小半（M　・125）
今晩（擁・281）
小指（瞑・125＞
桑の鳴き声その1（W・298）
今晩（Vi・281）
きのこ（V。245）
鱗（V●217）
今晩（VI・281）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
きな臭い前部分（1・34）
きな臭い潮部分（1・34）
きな臭い蒲部分（i・34）
焦げ臭い（｛・36）
みずおち儒・130）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
きな臭い前部分（1。34）
焦げ臭い（1・36）
tt，ミげ臭い（1　●36）
ふけ（阻・105＞
塘（狐。131）
鱗（V●217＞
KOGE
KOGE－
KOGECUKIKUSAI
KOGEKUSAI
KOG（g］ERA
KOGERUI
KOGI－
KOGICUKIKUSAI
KOGIKUSN
KOGOEBARE
KOGOERU
KOG（g］OME
KOGONAKA
KOGONE
KOGONKA
KOGONOGA
KOGONOKA
KOGORI
KOGOR正
KOGORU
KOGORU
KOGORYA
一KOGU
－KOGU
KOHAI
KOHE
KOHERA
KOHONE
KOE［U
KOI
KO茎
KO三
KO正
．KO王
．KO夏
KOIB
KOIBE
KOIBE
KOIBI
KOIBI
きのこ（V・245）
きな臭い煎部分（1。34）
焦能ず臭い（1●36＞
焦げ奥い（1・36）
鱗（V・217）
きのこ（V・245）
きな臭い蘭部分（1・34）
焦げ臭い（　｛　。36）
焦げ臭い（1。36）
凍傷（HI・127）
〈手拭が〉凍る（fl。97）
ぬか（揮・172）
九日（W・288＞
たてがみ（V・205）
九日（距288）
九絹（Vl，288）
プL日（VI。288）
氷（VI●261）
つらら（VI・262）
〈水が〉凍る（撫96）
〈手拭が〉凍る（＃・97）
お‘たまじゃくし〈カXル類の詳
　糸田図〉　（V・222）
いびきをかく後部分（fl・90）
うそをつく後部分（且。92＞
ごみ〈國にはいるもの〉（W・
　272）
垢（HI・131）
鱗（V・217）
たてがみ（V・205）
蜘蛛（V●233）
細力、い（　1　・25）
〈水が〉凍る（ll・96）
〈手拭が〉凍る（H。97）
氷（Vl・261）
まぶしい後部分（1。31）
くすぐったい後部分（1・33）
石、t旨（IH・125）
ij、t旨（盟。125）
今晩（Vl●281）
ノjx手錘（租●125）
今晩儲・281）
KOIBIR王
KOIC王B三
KOIE
KOII－IU
KOIIBE
KOI（KOI）
KOIKOIMO
KOIMARA
KO王MO
KO王MO
KOIP
KOIRA
KOISA
KOISARI
KOIT
KO王YA
KOKABICU
KOKE
KOKE
KOKE
KOKE
KOKE
KOKECU
KOKEE
KOKEKKWA
KOKEKKWAKKWAT
KOKENTAN
KOKERA
KOKERA
KOKERA
KOKERA
KOKEYARU
KOKEZA
KOKI
KOKIRA
KOK（K）ERA
KOKKO
KOKKO
KOKKOBEEKO
KOK（K）OBEKO
KOKKOBEKOKO
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fj、手旨（i耳●125）
ノ」、指（1鼠・125）
今晩（～C・281＞
ノ」、チ后（HI。125）
iJ、手簑（阻・125）
桑の鳴き溝その1（W・298）
さつまいも（罪・176）
おたまじゃくし（V・221）
さつまいも（N・176）
里芋その2（EV・178）
ノ」、壬蜜（蝋・125）
鱗（V・217）
今晩（va・281）
今晩（Vl・281）
ノ」、t旨（Hl●125）
今晩（VI●281）
米びつ〈特殊な名称〉（IV・
　　166）
ふけ億・105）
垢（【症●131＞
鱗（V。217＞
きのこ（V。245）
彙の鳴き声その2（樋。299）
垢（1韮・131）
きのこ（V・245）
すみれ（V・240）
すみれ（V　・240）
垢（1皿。131＞
ふけ（班・105）
とさカ、（V。215＞
鱗（V・217）
きのこ（V・245＞
〈霞が〉落ちる（H・95）
鱗（V・217）
鱗（V。217）
鱗（V・217）
松田tSさ（V。247）
子、雇蚤（V・204）
子牛（V●209）
子ゐト（V●209）
子牛（V●209）
子牛（V●209）
KOKKODORI
KOKKOIB工
KOK（K）OMA
KOK（K）OMAK（K）e
KOKKOMANKO
KOK（K）ONMA
KOKKOUMA
KOKKOUS三
KOKKOYUBI
KOKKYAKO（O）
KOKO
KO（KO）
KOKOE
KOKOMOKA
KOKONAKA
KOKONATTE
KOKONKA
KOKONOGA
KOKONOG（lj］A
KOKONOKA
KOKONOKWA
KOKONOSATE
KOKONOSATTE
KOKONUKA
KOKOYUB王
一KOKU
－KeKU
－KOKU
KOKUBAKO
KUKUBECU
KOKUBICI“
KOKUBICU
KOKUBICYU
KOKUBITU
KOKUBUCU
桑（V・212）
小掻（1］・125）
子馬（V・204＞
子馬（V・204）
子馬（V・204）
二子馬（V。204）
子、辱葛（V。204）
子牛（V●209）
i∫、｝旨（盤・125）
松かさ（V・247）
‘まこり（ヤ窒・271）
桑の鳴き声その1（M・298）
桑の鴨き声その2（鳩・299）
プLEI（Vl。288）　　’
九日（距288）
明明晦後日僅・286）
九賑儲・288）
九日備・288）
九日（va　・288）
九H（W・288）
九B（K・288）
明明明後繕（～E・286）
明明直後呂（矯　・286）
九H（脇288）
ノ」、餐妻（恥・125）
片足跳びをする後部分（距
　55）
いびきをかく後鶴分（H・9G）
うそをつく後部分（匪・92）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（　lv・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（｝v「・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（EV・
KOKUBUCUIRE
KOKUBUNE
KOKUDANSU
KOKUDE
KOKUDENKWASI
KOKUDOO
KOKUGAN
KOKU玉RE
KOKUKAN
KOKUMASU
KOKUMONBAKO
KOKUMeNBICU
KOKUMONGWAN
KOKUNKA
KOKIUOKE
KOKUREN
KOKURENKWASI
KOKURO
KOKURU
KOKYAN
KOMA
KOMA
KOMAA
KOMAAKA
KOMAAKA
KOMABIKI
KOMACUNAGIGUSA
KOMACU］NBO
KOMAGA
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　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
とうもろこし（W・182）
とうもろこし（N・182）
とうもろこし（罪・182）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（iv・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（ILr・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165＞
米びつ〈～般的な名称〉（iv・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（vr・
　165）
米びつく一一・一一般的な名称〉（N・
　165）
九臼（腋・288）
米びつ〈一般的な名称〉（IVf・
　165）
とうもろこし（N・182）
とうもろこし（即。182）
ほくろ〈大きいもの〉（紐・
　134）
〈雷が〉落ちる（嚢・95）
すみれ（V・240）
牡，睦｝（V●202）
子、馬（V・204）
細力》い（韮　・25）
細い（レ24）
ase　カtSい（｛　・25）
すみれ（V・240）
すぎな（V・243）
松かさ（V・247）
細力》い（韮　●25）
KOMAGmmA－
　DAUMAGAKAKKA
KOMAGO
KOMAGO
KOMA王
KOMA王
KOMAI
KOMA更
KOMAIBICU
KOMAKA
KOMAKA
KOMAKA
KOMAKAA
KOMAKAPA
KOMAKAI
KOMAKA正
KOMAKAI
KOMAKAKYA
KOMAKANA
KOMAKANA
KOMAKAR王
KOMAKATEBAINA
KOMAKE
KOMAKEE
KOMAI〈KAI
KOMAKKE
KOMAKKEE
KOMAK（K）O
KOMAK（K）O
KOMAKKOI
KOMAKKYAA
KOMAKOI
KOMAKOI
KOMAI〈UI
KOMAME
KOMAME（DA）
KOMANBO
KoMArxlBoo
KOMANBoo
KOMANCII
KOMANCI王
すみれ（V・240）
牡，焉（V‘202）
子，醸蚤（V●204）
ノ」、さい（1・22）
細い（レ24）
kllカ、い（　1　●25）
うるち（N・168）
米びつく～般的な名称〉（N・
　165）
ij、さい（1●22）
義i置1い（1・24）
細｝カ》い（｝・25）
蔚ヨカ》い（玉◎25）
糸紐力、い（　1　。25）　　　　．
ノ」、さい（1。22）
kilい（　1　・24）
糸周胎、レへ（｝。25）
細かい（i。25）
ノ卦さい（1。22）
細iカ、い（　　　●25＞
細力、い（　1　・25）
すみれ（V・240）
糸狂iカ、い（　1　●25）
細かい（1・25）
細力、い（1●25）
細力、い・（　1　●25）
細力、い（　1　・25）
牡，馬（V．202）
子馬（V。204）
糸置1カ、い（1　●25）
糸購力Σい・（　1　。25）
fJ、さい（1。22）
糸田力、い（1　・25）
細力Σい（1　奪25）
子，驕（V●204）
細力、い（互　●25）
牲馬（V・202）
牡馬（V。202＞
子馬（V。204）
／」、さい（1・22）
細い（卜24）
KOMANC王Kへ
KOMANKA
KOMArx｝KA
KOMANKA
KOMAUMA
KOMAUMAKACIKACI
KOMAUMANI－IANA
KOME
KOME
KOME
KOME
KOME
一一jOME
KOMEBAKO
KOMEBAN
KOMEBECU
KOMEBICI
KOMEB王C至
KOMEBICU
KOMEBICYU
I〈OMEBIICU
KOMEB至SI
KOMIEB正T
KOMEBITU
KOMEBOCI
KOMEBUCI
KOMEBUC互
KOMEBUCU
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、細かい（レ25）
ノjNさい（1。22）
細い（i・24＞
糸田力、い（1。25）
牡，羅§（V．202）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
紐i7ク》い（1の25＞
米（IV帖167）
うるち（N。168＞
飯米（N・170）
たてがみ（V。205）
飯米（痒。170）
米びつく一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつく一般的な名称〉（iv・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつく一殻的な名称〉（N・
　　165）
米びつく一般的な名称〉（EV・
　　165）
米びつく～般的な名称〉（N・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（IV・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（fLf・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（W・
KOMEBUKURO
KOMEBUNE
KOMEBUT
KOMECCYO
KOMECUBO
KOMECUKE
KOMEDA
KOMEE
KOMEE
KOMEGAME
KOMEGAN
KOMEGARA
KOMEGARATO
KOMEGATTO
KOMEGICCU
KOMEGURA
KOMEGUSA
KOMEGWAN
KOMEKANDOO
KOMEH簸CU
KOMEIRE
KOMEIREBAKO
KOMEIREGANGAN
KOMEIREKAN
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（配・
　　165）
米びつく一一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（痒・
　　165）
女〈卑称〉　（灘。138）
米びつ〈一般的な名称〉（Etf・
　　165＞
稟iの鳴き声その2（W・299）
細かい（1。25）
紐力、い（1　・25）
米（W・167）
米びつ〈一般的な名称〉（IV　・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉御・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（配・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165＞
米びつく一般的な名称〉耀・
　165＞
　　　　　　　　　　　　　へ米びつ〈一般的な名称〉（郵・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（IL「・
　165）
すぎな（V・243）
米びつ〈一般的な名称〉（配・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（桿。
　165）
米びつく一般的な名称〉（郵・
　165）
米びつ〈一般約な名称〉（N・
　165）
米びつく一般的な名称〉（痒・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（SVi・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（rLf・
KOMEIREMON
KOMEIRIBICU
KOMEKAN
KOMEKANKAN
KOMEKARATO
KOMEKICCU
KOMEKWAN
KOMEMUKA
KOMENA
KOMENKA
KOMENKA
KOMENKA
KOME］ouKA
KOMENOIREMON
KOMENOKARA
KOMENOMUKA
KOMENUG（g）A
KOMENUKA
KOMENUKA
KOMEOKE
KOM£P正CU
KOMESI
KOMESIBIT
KOMETANGO
KOMETANKU
KOMEZOO
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　165）
米びつ〈一般的な名称〉（lvr・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（iV・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈～般的な名称〉（N・
　165）
ぬか（EVf・172）
つくし（V。244）
ノ」、さい（1。22）
糸賑い（1・24）
縮力、い（1●25＞
ぬか（即・172）
米びつ〈一般的な名称〉（TVt・
　165）
もみがら（N・171）
ぬか（N　・172）
ぬか（配・172）
もみがら（N・171）
ぬか（罪・172）
米びつ〈一般的な名称〉（rv・
　165）
米びつ〈～毅的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（W・
　165）
米びつ〈～般的な名称〉（W・
　165）
米びつく一般的な名称〉（W・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（iv・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N。
　165）
KOMI
KOMI
KOM王KWAN
KOMINUKA
KOMOKAI
KOMOKKE
KOMORI
KOMORI
KOMORIGAMA
KOMORU
KOMORU
－KOMU
KOMUG（g］A
KOMUKA
KOMVMA
KOMYA
KOMYAA
KON
KON
KON
KONAK茎BI
KONAWA
KOINIBAN
KONBANGATA
KONBANKAZU
KONBARIKO
KONBE
KONBE
KONBEE
KONBI
KONBrCU
KONBOIBI
KONBOO
KONBO（O）
KONBU
KONB，UU
KONCIBI
KONCII
KONCII
KONCII
ノ卦さい（1。22）
うるち（N・168）
米びつ〈一般的な名称〉（rvf・
　165）
ぬか（rv　．172）
糸田力、い（　1．25）
剰碧力、い（　董　●25）
森（W・198）
氷（M・261）
おたまじゃくし（V・221）
〈水が〉～東る（翼・96）
〈乎拭が〉凍る（ll・97）
匂をかぐ後部芳（藝・86）
ぬか（揮。172）
ぬかGV弓72）
牡，摩蚤（V●202）
糸田カエい（　1　・25＞
避走力〉い（　1　，25）
〈水が〉凍る（遜。96＞
氷（M・261）
襲の鳴き声その1（～硲298）
とうもろこし（fYf・182）
あぜ（IL「・187）
今晩（Vl。281）
今晩（Vl●281）
今晩（Vl・281）
おたまじゃく　し（V。221＞
頭（翅・101）
ts（M　・131）
子　4：（V・209）
垢（田・131）
米びつく一般的な名称〉（N・
　165）
ij、チ霧（董韮●125＞
子馬（V・204）
子連二（V●209）
蜘蛛（V。233）
蜘蛛（V。233）
ノ」、手旨（盟。125）
ij、さい（1●22）
細い・（　1●24）
剰｛1カ、い（　1　の25＞
KONCUKYA
KONC￥OKA
KONCYOKA
KONCYOKA
KONDACI
KONDACIAME
KO醗）A王
KONDOONE
KONEBACI
KONEE
KONEE
KONEE
KONEGE
KONEKA
KONE（羅）
KONG（g］A
KO1略G〔塁〕A
KONGARASU
KONGI
KONGYA
KONI
KONIG（g）A
KONIKA
KONIWA
KONKA
KorNg〈A
KONKANA
KONKOKONKO
KONKON
KONKONB王K王
KONKONDORI
KONKONGOTO
KONKONUKA
KONMA
KONMA
KONMAI
KONMAI
KONMAI
KOwwKONMAKA
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桑の鳴き声その2（va・299）
／jxさい（i・22）
糸田い（　｛　。24）
糸田力、い（1　●25）
ゆうだち（糎・255）
ゆうだち（V｝・255）
子牛（V。209）
子蔦§（V・204）
すり鉢（fV　・162）
iJ、さし（（1・22）
糸田い（　1　●24）
痢田力、い（1025）
たてがみ（V・205）
ぬか（Pv「・172）
たてがみ（y・205）
ぬか（揮。172）
ぬか（pa　・172）
松かさ（V・247）
片馬跳びをする繭部芳（ll・
　54）
今晩（va。281）
たてがみ（V・205）
ぬカ、（W・172）
ぬか（N　・172）
庭園（iv．193）
ぬか（W　・172）
ナkEI（Vl●288）
木綿糸（iSi・156）
ひきがえるその2（V・220）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
ひきがえるその1（V・219）
桑（V。212＞
ひきがえるその2（V　・220）
ぬか（IV・172）
牡，鴇（V・202）
子馬（V●204＞
1」、さい（1・22）
細いd（　1●24）
細力、い（1・25）
ij、さい（韮●22）
細い（　1。24）
KONMAKA
KONMAKAI
KONMAKKEE
KONMAKKO
KONMAKO
KONMAKOI
KONMAME
KONMANKA
KONMANKO
KONMAUMA
KONME
KONME
KONMEBICU
KONMEE
KONMOO
KONMORI
KONMORI
KONMYAA
KONNA
KONNICCAMA
KONNICCAN
KONNICCYAN
KONNICI
KONNICISAMA
王くONNITTAN
KONNYA
KONNYAA
KONNYAGATA
KONNYANOYORU
KONNYANOYOSARI
KONOCIKITOKKO
KONOCIT
KONOCUKU
KONOG（g）A
K：ONO簸琵くE
KONOHITOTOKKOO
KeNOHITTONKO
KONOHUTOKKO
KONOKA
KONOKE
KONOSUKE
細力》い・（1。25）
細力、い（　1　●25）
糸田力、い（［●25＞
子馬（V・204）
牡馬（V・202）
綱力》い（1・25）
子馬（V・204）
層、さい（1．22）
子馬（V。204＞
牡馬（V．202）
細力、い（1●25）
お手玉（HI・145）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　　165）
細thtSい（韮　・25）
子牛（V・209）
M（N・198）
松かさ（V・247）
糸旺1カ，い（　1　●25＞
今晩（距281）
太腸（Vl。251）
太陽（W・251＞
太陽（距251）
今日備・280）
太陽（VT・251＞
太陽（V【●251）
今晩僅。281）
今晩僅・281）
今晩（樋・281＞
今晩（M　・281）
今晩僅・281）
桑（V・212）
桑1の鵬き声その2（Vl。299）
桑の鳴き声その2（擁・299＞
ぬか（ILi・172）
稟1の嶋き声その2（～恥299）
桑（V。212）
桑（V●212）
桑（V・212）
ぬか（W・172）
眉毛（X・111＞
桑の鳴き声その2（M恥299）
KONOSUKEDOKKO
KONOUMA
KONOYARoo
KONSU
KONUG（g）A
KONUG（g）A
KONUKA
KONUWOTOKO
KON’YA
KONYA
KON’YAGATA
KON’YAKAZU
KON’YANOBAN
KON’YANOBANGE
夏くON’YANOYORU
KON’YASIGATA
KONYUG｛g）A
KONYUKA
KONZUU
KOO
KOO
KOO
KO（O）
KOO
KOOBAA
KOOBAAITU
KOOBAASII
KOOBAIMO
KOOBASII
KOOBE
KOOBE
KOOBE．
KOOBECU
KOOBI－
KOOBi・〈名詞＞
KeOBI
KOOBO
KOOBOIMO
KOOBOODAISI
一　179　一
桑（V・212＞
子馬（V．204）
男（蟹●136＞
くるぶし儲・128）
ぬか（IVf・172）
ぬか（iv・172）
ぬか（配。172＞
男（1耳・136＞
今晩（VI・281）
今晩（VI・281）
今晩（W・281）
今wa（K・281）
今晩（VI・281）
今晩（W281）
今晩（Vl・281＞
今晩（Vl・281）
ぬか（fL「・172）
ぬか（IV・172）
松かさ（V・247）
〈水が〉凍る（H・96）
〈手拭が〉凍る（藝・97）
井戸（『L「・197）
｝籏こ　り　（Vl。271）
桑の鳴き声その1（～恥298）
蜘蛛（V・233）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V　・234）
じゃがいも〈特殊な名称〉（配・
　175）
焦げ臭い（1　・36）
頭（［匪。101）
今晩（Vl●281）
きな奥い前部分（1。34）
頭伽・101）
きな臭い前部分（1・34＞
きな臭い前部分（1　・34＞
ノ」、t蜜（撫●125）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N。
　175）
～二やカミいも〈特殊な名称〉（N。
　175）
肩車：〈特殊な名称〉（瓢・150）
KOOBOOIMO
KOOBOSI
KOOBU
KOOBUI
KOOBUSI
KOOCI
KOODO
KOOGE
KOOGIRI－
KOOGOIMO
KOO（｝UU
KOOGYしπJ
KOO珊N
KOOI
KOOI
KOO正
KOOI
KOO王KOOI
KeOKE
KOOKI
KOOKICI
KOOKICI
KOOKKi
KOOKOIMO
KOOKOIMO
KOOKOMO
KOOKOO
KOOKOO
KOOKOOIMO
KOOMA
KOOMAI
KOOMAI
KOOMAI
KOOMAi
KOOMAKU
KOOME
KOOMEE
KOOMENGUSA
KOOMIN
KOON
じゃがいも〈特殊な名称〉（W・
　175）
すぎな（V・243）
蜘蛛（V●233＞
蜘蛛（V・233）
くるぶし（撮　・128）
水田〈集合〉（N・186）
水田く集合〉（鯵186）
たてがみ〈V・205）
きな臭い肯言」部分（1。34）
じゃがいもく特殊な名称〉（IV・
　175）
蜘蛛（V。233）
とうがらし（揮　・183）
貸す劔・70＞
〈水が〉凍る（韮・96）
〈手．拭が〉凍る（H。97）
氷（～恥261）
つらら（Vl。262）
くすぐる蘭部分（1・81）
垢（1韮●131）
芳香（Vl・268）
榮（V。212）
桑の鵬き声その2（擁・299）
桑の鳴き寓その2（W。299）
さつまL（も（N・176）
里芋その2（rli・178）
さつまいも（N・176）
襲（V・212）
桑の鳴き声その1（M　・298）
さつまいも（W。176）
子馬（V・204）
ノ」、さい（1．22＞
細い・（玉　・24）
細rbtSい（　｝　・25）
うるち（鐸。168）
つむじ（斑・102）
たてがみ（V・205）
細力・iい（　1　・25）
どくだみ（V・242）
とさカ、（V・215）
〈水が〉凍る（匪・96）
KOON
KOON
KOONE
KOONEGUSA．
KOONEKKO
KOONE（NKE）
KOONOG［g）A
KOONeKE
KOONUKA
KOORA
KOORA三
KOORAIK三B互
KOORAKIBI
KOORANOMI
KOOREEGUSU
KOOREEGUSUU
KOOREEGUSYU
KOOREE（｝UUSUU
KOOREEKWEE
KOOREEKWEE
KOORI
KOORI
KOORIBANA
KOORIBASIRA
KOORICUKU
KOORI－HARU
KOORIN
KOORINBOO
KOORINI　NARU
KOORINOMOGA
KOORU
KOORU
KOORUI
KOORURI
KOORURU
KOORYAN
KOORYANKIBI
KOORYし贋
KOORYUM
KOORYUM（i行［琵16段）
　一一一，　KooRYUN
KOeRYUN
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肩率：〈穂殊な名称〉（H【・150＞
氷（Vl・261）
子、雛｝（V●204）
どくだみ（V　・242）
子，罵（V◎204）
たてがみ（V・205）
ぬか（N・172）
眉毛縦・111）
ぬか（四・172）
カ・・カ・・と（顯◎129）
とうもろこし（IV・182）
とうもろこし（iv・182）
とうもろこし（N畦82）
とうもろこし（即・182）
とうがらし（N・183）
とうカミら〉し（『V・183）
とう；がらし（N・183）
とうがらし（痒・183）
と力寸ゲ（y。224）
かなへび（V・225）
氷（V卜261）
つらら（Vl。262）
つらら（擁。262）
つらら（通。262）
〈手拭が〉凍る劔・97）
〈水が〉凍る（嚢・96）
イ昔りる（fi・71）
つらら（VI・262）
〈水が〉｝rkる（韮・96）
つらら（K・262＞
〈水が〉凍る（鼠・96＞
〈手拭が〉凍る（ll・97）
〈水が〉凍る（嚢。96）
〈水が〉凍る（H・96）
〈水が〉凍る（K・96）
とうもろこし（N・182＞
とうもろこし（IV破82）
〈水が〉凍る（H・96）
〈手拭が〉凍る（K・97）
〈手拭が〉凍る（韮・97）
〈水が〉凍る（K・96）
KOORYUN　一
　KOORYIJM（三行覇16段）
KOORYURI
KOORYURI
KOOSA
KO（O）SI
KOOSI正MO
KOOS正MO
KOOSINMO
KOOSUIMO
KOOSUKE
KOOSUKE
KOOSUN
KO（O）SUT
KOOSUU
KOOSYO
KOOSYOIMO
KOOSYOO
KOOSYOOIMO
KOOSYU
KOOSYUU
KOOSYUUIMO
KeOSYUUIMO
KOOT
KOOT
KOOT
KOOYATULI
KOOYORIAKA
KOOYU夏
KOOYUI
KOOYUM
KOOYUM
KOOYUN
KOOYUN
KOOZI
〈手拭が〉凍る（匪・96）
〈水が〉凍る（護・96）
〈手拭が〉凍る（脂97）
今晩（　NI・281＞
桑の鳴き声その2（W・299＞
じゃがいもく特殊な名称〉（N●
　　175）
じゃがレSもく特殊な名称〉（配。
　　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（y「・
　　175）
じゃがいもく特殊な名称〉（iv・
　　175）
桑（Vの212）
襲の鳴き声その1（耀・298）
貸す（H・70）
桑の鳴き霜その1（W・298）
とうがらし（N・183）
とうがらし（W。183）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
とうカζらし（配・183）
じゃがい・もく特殊な名称〉（iv・
　175）
とうがらし（罪・183）
とうがらし（N　．183）
じゃヵζいもく特殊な名称〉（N’
　175）
盟芋その2（iv・178）
〈水が〉凍る（K・96）
〈手拭が〉凍る（H・97）
氷（通・261）
桑（V・212）
壌（阻。131）
〈水が〉凍る（H・96）
〈手拭が〉凍る（E・97）
〈水が〉凍る（＃・96）
〈手拭が〉凍る（撫97）
〈水が〉～東る（籔・96）
〈手拭が〉凍る（臣97）
子牛（V．209）
KOOZI
KOOZINDONKU
KOOZIUSI
KO（O）ZO（O）（DORI）
KOOZUKU
KoozuuDoeKoo
KO（O）ZU（U）（DORI）
KOOZYARAKU
KOPPA
KOPPAGURU
KOPPE
KOPU
KORAKIBI
KORASATTE
KORE
KOREKUT（T）E
KORI
KORO
KORO
KOROBOS王
KOROBUSI
KOROCUK慧
KOROKKO
KeROKKOKOZU
KOROKOBOSI
KOROKOBUSI
KOROKORO
KOROKUSO
KOROKUTO
KOROKUTOKOOZOO
KOROMO
KOROPOSI
KOROPPO
KOROPPOSI
KOROPPOSI
KOROTTO
KORU
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子牛（V●209）
ひきがえるその2（V・220）
子止卜（V●209＞
桑（V●212＞
せきをする後部分（ll・88）
桑（V●212）
桑（V。212）
まむし（V。228）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
はげる（田・104＞
頬（撫・107）
蜘虫朱（V。233＞
とうもろこし（W・182）
明澄開後呂（～ひ286）
鱗（V．217）
桑の鳴き声その2（～恥299＞
氷（Vl・261）
あぜ（IV「・187）
子牛（V・209）
くるぶし（鐵・128）
くる藩；し（擁・128）
果の鳴き声その2僅・299）
桑の鳴き声その2（擁・299）
桑（V・212）
くるぶし（盟・128）
くるぶし佃・128）
累1の鳴き声その1（～恥298）
桑の鳴き声その2（M。299）
稟iの鳴き声その2（Vl・299）
襲（V・212）
灰（Vl・270）
ほくろく小さいもの〉（撰・
　　133）
ほくろ〈小さいもの〉（盤・
　　133）
ほくろ〈小さいもの〉（阻。
　　133）
ほくろ〈大きいもの〉（田・
　　134）
果：の輪さ声その2（M・299）
〈水が〉凍る（E・96）
KORU
KORU
KOSA－
KOSA－
KOSAACU
KOSAEミU
－KOSAI
KOSARU
KOSAU
KOSAURU
KOSE
KOSE
KOSE－
KOSE－
KOSERA
KOSERU
KOSI
KOSIERU
－KOSII
－KOS王I
KOSHく1
KOSIRAERU
KOS正RAU
KOSIRAURU
KOSIRAYURU
KOSIRERU
KOSIROO
KOSIRO琴
KOS正RURU
KOSO
KOSO－
KOSO－
KOSODEWATA
KOSOKOSO－
KOSON－
KOSSA－
KOSSA－
KOSSAERU
KOSSAYURU
KOSSERU
KOSSIRAERU
〈手拭が〉凍る（fl・97）
あぜ（IV・187）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる毒1∫部分（翌・81）
イ乍る（9。56）
ダ拝る（ll。56）
くづ舳くt’つたい噸麦畑ラナ（　夏　。33＞
f摺る（顎・56）
｛乍るく翌・56）
作三る（翼・56）
あぜ（N・187）
林（IV・199）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前自分儒・81）
鱗（V●2i7）
f乍る（駐・56）
おつり　（rv　．152）
作る（琵・56）
まぶしい後部分（1。31）
くすぐった：レ・後藻聡（1・33）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
f乍る（1・56）
イ上る（E・56）
作る（琵・56）
作iる（嚢・56）
作る（＃・56）
作る旬・56）
イ乍る（韮・56）
｛乍る（嚢・56）
とうがらし（N・183）
くすぐったい萬部分（1・32＞
くすぐる前部分（ll・81）
綿（N　．158）
くすぐる前部分旬・81）
くすぐったい構部分（1・32）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（ll・81）
イ乍る（9・56）
｛乍る（韮・56）
皆乍る（韮・56）
｛乍る（藝。56）
KOSSiRERU
KOSSYAERU
KOSSYAU
KOSSYAYU
KOSSYERU
KOSSYOO
KOSSYし瑠
KOSU
KOSU－
KOSU一
一KOSU
一KOSU
K：OS膿
KOSU粟
KOSUI
KOSUPPODORI
I〈OSUU
KOSYAA
KOSYAAROWA
KOSYAERU
KOSYARU
KOSYAU
KOSYAYURU
KOSYE
KOSYEン
KOSYEEROWA
KOSYERAERU
KOSYERU
KOSYO
KOSYO－
KOSYO－
KOSYOO
KOSYOO
KOSYOOKARAI
KOSYORU
KOSYOU
KOSYU
KOSYU－
KOSYU－
KOSYU夏MO
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｛乍る（fl。56）
f乍る（ll・56）
イ乍る（E。56＞
作る（E・56）
作る（ff。56）
作る（ll。56）
とうがらし（N。183）
とうがらし（ELi・183）
くすぐったい薦部分（1。32）
くすぐる荊部分（ll・81）
片足跳びをする後部分（fl・
　55）
くすぐる後部分（耳・82＞
ノ」、さい（1。22）
細い（1・24）
糸薮iカ〉い（　i　巳25）
漿（V．212）
とうがらし（N　．183）
｛詣る（H・56）
作る（H・56）
イ上る（H・56）
｛詣る（H・56）
作る（員。56）
｛叢る（颯・56）
ふけ倒・105）
くすぐる前部分（旺・81）
｛乍る（韮・56）
イ知る（韮。56）
作る（翼・56）
とうがらし（騨。183）
くすぐったい葭部分（1・32）
くすぐる酪部分（fl・81＞
f乍る（韮・56＞
とうがらし（N・183）
辛い（1　・40）
作る（匪・56）
作る（展・56）
とうがらし（IV「・183）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（H・81）
じゃがいもく特殊な名称〉（N・
　175）
KOSYURAERU
KOSww
KOSYUUIMO
KOT
KOT
KOT
KOT
KOT
KOTA
KOTA
KOTAGORIO
－KOTAI
－KOTAI
KOTARO（O）BIKI
KOTE
KOT’E
KOTEBEKO
KOTEBO
KOTECUBA
KOTEE
KOTEE
KOTEEBEEKO
KOTEEBOKKO
KOTEEUS夏
KOTEKO
KOTEKO
KOTEKOKKO
KOTENBO
KOTENBOO
KOTEUHII
KOTEUSI
王くOTEYAKE
KOTEYAKI
KOTI
KOT王I
KOTINBO
KOTIUSI
KOT（KOT）
KOTMANIくO
KOTNOKENNOSU
KOTO
作る（H・56）
とうがらし（IV・183）
じゃカStいも〈特殊な名称〉（N。
　　175）
〈水が〉凍る（il・96＞
〈乎拭が〉凍る（嚢・97）
牡牛（V。207）
蜘蛛（V。233）
氷（V匪。261）
水田く一霞画〉（N・185）
水韻〈集合〉（N・186）
せきをする前部分（正・87）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（卜33＞
蛙（V・218＞
牡牛（V。207＞
蜘蛛の糸（V・235）
牡牛（V●207）
牡牛（V・207＞
X（M・116）
牡とト（V。207＞
子牛（V●209）
牧牛（V●207）
牡牛（V。207）
牡牛（V・207）
牡牛（V・207）
子牛（V．209）
子牛（V・209）
牡牛（V。207）
牡th二（V◎207）
牡牛（V・207）
牡牛（VG207）
癒（i正◎132）
癒（阻．132）
牡牛（V。207）
牡牛（V・207）
牡牛（V・2G7）
牡牛（V・207）
桑の鳴き誰その1（R・298）
子馬（V●204）
蜘蛛の巣（V。234）
癒（1嚢・王32）
KOTO
KOTO－
KOTO－
KOTOI
KeTON－
KOTORIIMO
KOTORIYOKE
KOTOSIGO
KOTOSIKKO
KOTOUSI
KOTOYAKE
KOTOYUBI
KOTTAI
．KOTTAI
KOTTARA
KOTTE
KOTTE
KOTTEBO
KOTTEE
KOT（T）E（E）GO
KOTTEEUSI
KOTTEEUZ工
KOTTEGORO
KOTTEI
KOTTEKO
KOTTEN
KOTTEN’USI
KOTTEU腿
KOTTEUSI
KOTTE（USI）
KOTTEUZI
KOTTI
KOTTII
KOTTIUSI
KOTTO
KOTTO－
KOTTOE
KOTTOI
KOTTOI
KOTTOIBIKr
KOTTOIGUSA
KOTTOIUSI
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ごみ〈川のごみ〉（va・274）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（嚢・81）
牡牛（V・207）
くすぐったい前部分（1・32）
璽芋その2（fYr・178）
とりおどし（罪・189＞
子馬（V。204）
子牛（V・209）
牡牛（V●207＞
癒（猛●132＞
fj、季旨（亘1●125）
牡牛（V・207）
くすぐったい後部分（1・33）
蜘蛛（V。233）
牡馬（V。202）
牧牛（V・207＞
牡牛（V・207）
牧牛（V。207）
子牛（V●209）
牡牛（V●207）
牡牛（V・207）
牡牛（V。207）
牡牛（V・207＞
子牛（V●209）
牡牛（V・207）
融融（V・2G7）
牡牛（V・207＞
牡牛（V・207）
子牛（V。209）
牡牛（V。207）
牡牛（V・207）
牡牛（V⇔207）
牡牛（V。207）
牡牛（V。207）
くすぐったい前部公（1・32）
牡牛（V・2G7）
牡牛（V・207）
子牛（V●209）
ひきがえるその1（V・219）
すみれ（V・240）
牡牛（V・207）
KOTTOIUZI
KOTTOOUSI
KOTTORI
KOTTORIUSI
KOTTOUSI
KOTTUI
KOTUBO
KOTUI
KOTUUS茎
KOUMA
KOUNMA
KOUSI
KOUSIME
KOUUSI
KOUZI
KOWAA
KOWA貰
一KOWAI
KOWAKYA
KOWARAYAMA
KOWARE茎
一KOWASII
KOYABI
KOYAEB正
KOYAIBI
KOYAIT
KOYAS王
KOYASUMIZINZO
KOYAYOBI
KOYAYUBI
KOYAYUT
KOYOBE
KOYOBI
KOYO王
KOYOSA
KOYUB
KOYUBE
KOYUBI
KOYUB王KO
KOYUHU
KOYUP
KOYUPI
牡牛（V・207）
牡t＃（V・207）
牡とF（V・207）
牡∠二t二（V●207）
牡牛（V・207＞
牡牛（V・207）
庭園（iv・193）
牡隼（V・207）
牡t卜（V・207）
子，累茜（V9204）
子、篤（V●204）
子と杵（Vg209）
子牛（V・209）
子牛（V・209）
子牛（V●209）
まむし（V・228）
恐ろしい（i・42）
くすぐったい後部分（1・33）
恐ろしい（1・42）
林（昏「・199）
林（鐸●199）
くすぐったい後都分（1・33）
ノ」、餐雪（猛。125）
／」、餐雪（溺●125）
ノ」、｝旨（頭・125）
ij、手旨（膿・125）
畑（揮。188）
肩車〈特殊な名称〉（1韮・150）
ノ」、｝き（獄・125）
iJ、手旨（1且・125）
ノ」、｝羨（膿●125）
今晩（Vl。281）
ノ」、指（擁・王25）
今晩儲・281）
今晩（Vl●281）
ノjx｝ts（1耳●125）
／jxtts（M・125）
b／旨（繊参125＞
ij　x｝ts（　M　・125）
石、｝旨（盟・125）
肩寸旨（盟・125）
小指（皿・125）
KOYUSUR王
KOYUT
KOYUUBI
KOZAENBA’1”AKE
KOZIIMO
KOZIKERU
KOZIKI
KOZ王K正KUSA
KOZIKIME
KOZ1KIくO
KOZIKKOROSI
KOZIN（WAKUDO）
一（KO）ZIRU
一（KO）ZIT
KOZO
KOZOO
KOZoolMO
KOZOOUMA
KOZUI
KOZUKU
KOZURIBAI
KOZUT
KOZUUKU
KOZYORO
KOZYOU
KOZYUBI
KOZYミJKU
KOZYUUGARA
KU
－KU
KUBAANUKASI
KUBAGASI
KUBAGAS茎
KUBAKI
KUB正
KUB茎AGE
KUB支CUR王
KUBIDAKASYUN
KUBIDAKYUN
一王84一
せきれい（V・213）
zj荘旨（m・125）
ノjx多旨（肛1．125＞
薄”（痒・188）
里芋その2（EV・178）
〈手拭が〉凍る（韮。97）
ものもらい（膿・112）
どくだみ（V・242）
ものもらい（譲・112）
子土卜（V●209）
どくだみ（V・242）
ひきがえるその2（V。220）
くすぐる後部分（駈82）
くすぐる後部分（9・82）
子罵（V・204）
男（膿。136）
里芋その2（揮・178）
子薫§（V●204＞
襲（V・212）
せきをする後部分（掛88）
灰（VI・270）
せきをする後部分（H・88）
せきをする後部芳（il・88）
桑（V・212＞
〈片方の肩で繍を〉かつぐ（K・
　294）
月、装舞（韮1。125）
せきをする後部分（距88）
せきれい（V。213）
桑の鳴き声その1（贋・298）
くすぐる後部分（H・82）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛（V。233）
蜘蛛の巣（V・234）
唾（皿・118）
頭個・101）
肩車〈一・般的な名称〉（膿・
　149）
肩事く～般的な名称〉（響・
　149）
〈幼児を〉負う（旦・64）
〈幼児を〉負う（旺・64）
KUBIDO夏ミIKO
KUBIGE
KUBIGURUMA
KUBIKAKEBONBO
KUBIKASE
KUB王KE
KUBIKINMA
KUBIK更RI
KUB正K：正R三BANA
KUBIK：王R正GUSA
KUBIKIRINMA
KUBi（K）KOMA
KUBI（KO）
KUBIKONMA
KUBI（KO）NORI
KUBI（KO）NOSE
KUB三KUMA
kuBIKUNMA
KUBIKURA
KUB王MA
KUBIMANKO
KUBIMATA
KUBINOKE
KUBIOPPA
肩軍：〈一般的な名称〉（匪・
　149）
たてがみ（V・205）
肩車く一一般的な名称〉（胆・
　149）
肩車〈一一一・一般的な名称〉（紐・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（皿・
　149）
たてがみ（V　・2e5）
旧事く一般的な名称〉（珂・
　149）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
肩牽：〈一一般的な名称〉（盟・
　149）
肩車〈一一般的な名称〉（撫・
　149）
構早く一般的な名称〉（賑・
　149）
肩車：〈一一一一般的な名称〉（罰・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（凱。
　149）
肩車〈一般約な名称〉（nレ
　149）
篇車〈一一般的な名称〉（餌・
　149）
肩車く一一般的な名称〉（瓢・
　149）
薦車く一一般的な名称〉（畷・
　149）
肩車〈一一般的な名称〉（鼠・
　149）
隅陣：〈一一一一一般的な名称〉（1証・
　149）
肩車く一般的な名称〉（㎜。
　149）
たてがみ（V・205）
肩車：〈一一般的な名称〉（盤・
　149）
KUB王SU
KUBITA（Ke）
KUBITAMA（KKO）
KUBITANOKAMI
KUBITTeRI
KUB正UMA
KUBO
照JBO
KUBO
KUBOITO
KUBOKIR正
KUBOKO
KUBOME
KUBONAME
KUBOO
KUBORIGAKi
KUBU
KUBU
KUBUCYA
KUBUGAASI
KUBUGASI
KUBUGAS王
KUBUGASI
KUBUGASII
KUBUGASII
KUBUGAS購王CU
KUBUGE
KUBUKASI
KUBUKASI
KUBURUU
KUBUYAA
KUCCABI
KUCCI
KUCCU－
KUCCU－
KUCCUBA
KUCCUBA
KUCCYABI
一185一
カtUカtSと（盤．129）
肩車〈一毅的な名称〉（蹟・
　149）
薦車〈一毅的な名称〉（斑・
　149）
たてがみ（V・205）
すみれ（V・240）
肩車〈一般的な名称〉（1丑・
　149）
水闘く一区画〉（W・185）
蜘蛛（V●233）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
たんぽぽ（V・241）
蜘蛛（V。233）
蜘蛛（V．233）
蜘蛍朱（V。233）
蜘蛛の巣（V・234）
みずおち（皿・130）
蜘蛛（V●233）
かぼちゃ（毘・180）
蜘蛛（V。233）
蜘蛛（V●233）
蜘蛛の巣（V・234＞
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の糸（V・235）
たてがみ（V・205）
蜘蛛の巣（V・234＞
蜘蛛の糸（V・235）
頬（醗・107）
蜘蛛の巣（V・234）
まむし（V・228）
口（1匪・115）
くすぐったい前部分（i・32）
くすぐる前綿分（9・81）
醤（1匪・116＞
唾（盤●118）
まむし（V・228）
????
????????????????????????????
? ???????????????????? ?????????????????やしゃこ（皿・140）
まむし（V・228）
まむし（V・228＞
ひきがえるその1（V・219）
re（M・115）
唇i（盟・116）
目（【霞・115）
くすぐったい前部分（｛・32）
くすぐる前部分劔・81）
醤（瞑・116）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
醤（瓢・116）
口（翅。115）
謄（翔・116）
讐（猛・116）
謄（無・116）
薬聖母（1正●124）
讐（灘・116＞
唇（翔・116）
醤（翼卜116）
舌（翔。117）
謄（凱・116）
籍（翔。116）
讐（獄・116）
醤（獅・116）
讐（獄・116）
懸（翔・116）
懸（翔。116＞
醤（韮1摩116＞
鱈（研。116）
讐（籔i。116＞
唇（撫・116）
唇（無・116）
唇（誼匡．116）
唇（裂夏0116）
醤（撫・116）
唇（擁・116）
讐（毬・116）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
KUC賑AMI
KUC田BBI
KUC田IRA
KUC田IRU
KUCI夏
KUCIKAWA
KUC猟AME
I〈UCIME
KUCIME
KUC三MIRU
KUCIM王ZU
KUCIMIZU
KUC瓢A
KUCiNA
KUCINAA
KUCINAGO
KUCINAITADORI
KUC1NAMI
KUCINANGO
KUC王NAO
KUCINAWA
KUCINAWA
KUCINAWAA
KUCINBIRU
KUCINeHATA
KUCINYAA
KUCINYAWA
KUCIPASI
KUCIPIRO
KUCIPIRU
KUCIPPE
KUCIRU
KUαRUB王
KUCISAB正
KUCISIRU
KUCISIWA
KUCISUBA
KUCI（Y）AME
KUCIYAMI
KUCOHEEBI
KUCU
KUCU一
一　186　一
まむし（V・228）
まむし（V・228）
欝（【鼠・116）
唇（膿。116）
撒（阻・115）
讐（盟・116）
まむし（V・228）
蛇（V・226）
まむし（V・228）
癒に：なる（ll・80）
唾（罰・118）
よだれ（餌。119）
蛇（V。226）
まむし（V。228）
重窃（V．226）
蛇（V●226）
どくだみ（V・242）
まむし（V・228）
蛇（V・226）
蛇（V。226）
蛇（V●226）
まむし（V・228）　・
蛇（V・226）
馨妻（ヨi・116）
唇（獄・116）
蛇（V・226）
蛇（V・226）
醤（獄・116）
醤（恥・ll6）
ig（M　・116）
唇（毘・116）
癒になる（il・80）
薬手旨（胆・124）
まむし（V・228）
よだれ（1鼠・119）
醤（膿・116）
醤（膿。116）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228＞
［コ（皿¢115）
くすぐったい前部分（1・32）
KUCU－
KUCUABI
KUCUBA
KUCUBIKI
KUCUGUCUT
KUCUKATA－
KUCUKUCU－
KUC膿AKUCUNAWA
KUCUNAWA｝IYEBI
KUCUNERU
KUCUNERU
KUCUNERU
KUCUNERU
KUCUWABIKI
KUCYAAME
KUCYABI
KUCYAHAME
KUCYA｝｛｛EBI
．KUCYAI
KUCYAME
KUCYAMI
KUCYASATTE
KUCYO
KUCYU
KUCYU－
KUCYU－
KUCYUBIRU
KUCYU｝IABI
KUCYUKUCYU＊
KUCYUKUCYU－
KUDAB王KI
KUDAKE
KUDARABIKI
KUDAS蕪くIMINAKA
KUoo
KUooI
KUI）OI
KUDOIMO
KUE
くすぐる前部分（距81）
まむし（V・228）
盤（猛。116＞
ひきがえるその1（V・219）
くすぐる前部分（レ81）
くすぐる前部分（ll・81）
くすぐる前部分（ll・81）
蛇（V。226）
蛇（V●226＞
舵（V・226）
〈材木を〉かつぐ（翌・66）
〈天秤棒を〉かつぐ（H・67）
〈工人で〉かつぐ（ll・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（N。
　294）
曳圭（V●218＞
まむし（V・228＞
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
くすぐったい後部分（1・33）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
明明明後m（Vl．286）
蛇（V。226）
rl（M・115）
くすぐったい前部分（レ32）
くすぐる離部公（距8め
讐（雛・116）
まむし（V・228）
雀の鳴き毒（VI・300）
くすぐる煎部分（∬・81）
ひきがえるその1（V　・219）
ぬか（rv　・172）
ひきがえるその1（V・219）
庭［璽1（郵・193）
灰（Vl◎270）
しおからい（レ39）
すっぱい（1・41）
じゃカミいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
水日H〈一裟i蛋1〉　（配●185）
KUERU
KUERU
KUGE
KUGI
KUGI－
KUGIBIRO
KUGIKUSAI
KUGIREKUSAI
KUGIRI－
KUG正R王KUSAI
KモJGOAZE
KUGCg）UNUGA
－KUGURI
KUH三HABI
KU田MA
KUHIRIYUBI
KUKeBI
KUHIOBI
KUHUNUKA
KUE［USI
KUHIJSISSA
KUMWAZYARAKA
KwwAZYARAKU
KU｝｛［WERU
KU｝｛WERU
KU｝｛E（W）O
KUI
KUI
KU正
KU正
KUI
KUI
KUI
－KUI
mKIJI
KUIBARA
一　187　一
やる（H・73）
呉れる（H・74＞
ふけ糠・105）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
きな臭い書な部分（1。34）
醤（盤。116）
焦げ臭b（1・36）
焦げ臭い（1・36）
きな臭い前世分（1・34）
，焦げ翼い（1。36）
あぜ（L「・187）
九H（K・288）
お手玉遊び（膿・146）
まむし（V。228）
婆障子（N・192）
薬手旨（脹・124＞
ほくろ〈小さいもの〉（珊・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（1レ
　134）
九H（贋・288）
くるぶし（盤・128）
癒（1正．132）
まむし（V・228）
まむし（V　・228＞
やる（ll・73）
XれXる（狂。74）
あぜ（N・187）
やる（匪・73）
興れる（K・74＞
水閣〈集合〉（N・186）
あぜ（IV。187）
とげ〈詣にささる木や物の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V・250）
桑の鳴き声その1（W・298）
くすぐったい後部分（1・33）
お手玉遊び（紐。146）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V・250）
KUIBI
KUIBUCi
KUI［BUZIKI
KUIDARA
KUZ［DORO
KUIGOME
KUIGOME
KUIIBI
KUIKKIYUM
KUIKOME
KUIKMNI
KUIKUU
KU夏MA茎
KU王ME£
一KUIN
KuxNAGIRI
KU茎NMA
KU王RUN
KU王RUN
KUIRYoo
KUIRYOOMAI
KUIRYooNOKOME
KU夏RYUU
KU更SIRO
KUIYOO
KUIYOONOKeME
KUKE
KUKIIMO
KUKKU王
KUKU一
一KUKU
KUKUN－
KUKUNAO
KUKUNUGA
KUKUNUKA
KミJMA．
KUMAKUMA
ノ］、ま旨（租●125）
飯米（N　・170）
食反う1《＝（W・170）
とげくいばら・さんしょうなどの
　と｝ず〉　（V。250）
とげ〈掲にささる本や竹の紐片う〉
　　（V　・249）
うるち（W・168）
飯米（！V・170）
ノ」、手旨（獺●125）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（va　・
　294）
飯米（W　・170）
借りる（嚢・71）
借りる（韮・71）
飯米（N　・170）
飯米（N・170）
くすぐる後部分（U・82）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
肩車〈特殊な名称〉（胆・150）
やる（慧・73）
1異れる（嚢。74）
飯米（W・170）
飯米御・170）
飯米（N・170）
飯米（W・170）
飯米（W・170）
飯米（IV・170）
飯米（W。170）
ふけ億・105）
里芋その2（IV・178）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V●25G）
くすぐる前部分ω・81）
うそをつく後部分（距92）
くすぐる前郵分（＃・81）
蛇（V．226）
九則塾288）
九騰（W・288）
細かい（1　・25）
たんぽぽ（V・241）
KUMAKUMANOHA－
　NAKO
KUMANBAC工
KUMARI　一
KUMI
KUMI
KU腰
KUM’
KUMIBAK
KUMIBAKU
KU醗IBAKU
KUMIBICI
KUM王GURA
KUM王I
KUM王I
K￥MIIDO
K慧M鼠AWA
KUMINt　KA
KUMI｛JUKI
KUMO
KUMO
KUMOAGE
KUMOAMI
KUMOAZE
KUMOAZU
KUMOAZU
KUMOEGi
KUMOEGI
KUMOEZU
KUMOEZU
KUMOgAZE
KUMOHAZU
KUMOflAZU
KUMOHAZURE
KUMOHAZURE
KUMOHEGI
一　188一
たんぼぽ（V・241）
肩車〈特殊な名称〉（脹・150）
かくれんぼ倒・148）
米（N・167）
うるち（Ek「・168）
米（W　．167）
うるち（EV・168）
米びつく一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（痒・
　165）
米びつ〈一毅的な名称〉（N・
　165）
米びつく一般的な名称〉（郵・
　165）
米（揮。王67）
米（IV。167＞
井戸（揮。197＞
井ア葺（IV・197）
ぬか（W・172）
米びつ〈一般的な名称〉（rv　■
　165）
蜘蛛（V．233）
蜘蛛の巣（V・234）
服（1且・143）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蘇の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235＞
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の糸（V・235＞
KUMOIE
KUMOIGI
KUMOIGI
KUMOITO
KUMOITO
KUMO正ZU
KUMOIZU
KUMOME
KUMOME
KUMONACU
KUMONEBARI
KUMONEZU
KUMONEZU
KUMONZYOO
KUMoo
KUMOSU
KUMOSU
KUMUSINOKUCI
KUN
KUN
KUNA
KUNA
KUNBINDOO
KUNBO
KUNBYooBA
KUNCI
KUNE
KUNGYA
KUNICI
KUNKA
KUNKYA
KUNR￥
KUNRU
KUNUCI
KUNU正｛A
KUNU正丁O
KUNUYURU
．（KUN）Zam
KUPAGUM王
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘i味の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235）
凧（膿・143＞
蜘蛛（V・233）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の糸（V。235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛（V・233）
蜘麟…（V●233）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
みずおち儘・130）
借りる（ll・71＞
ほこ二り（VI・271）
あぜ（N．187）
たんぽぽ（V・241）
肩車〈一般的な名称〉（紐・
　149）
蜘蛛（V●233）
肩隼1〈一般的な名称〉（1正・
　149）
九日（聴・288）
林（『》．199）
肩車〈蒋殊な名称〉（【鼠・150）
九環（M・288）
九撮（M。288）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
やる（H・73）
呉れ．る（＃・74＞
九日（W・288）
プも臼（Vi。288）
絹糸（TV「・155）
今晩（Y・281）
くすぐる後部分（距82）
うるち（W。168）
KUPO
KURA
KURA一
照JRA－
KURAA
KURAAI）UYAA
KURAAGWAA
KURA（A）YAMA（A）
KURAAZICYAA
KURABICCYoo
KURACICYA
KURADU王
KURAENCYAA
KURAHUCCYA
KURAMUDUYAA
KURARA
－KURASII
KURAYAMADUI
KURAYUMA
KURAYUMUDUYAA
KURAZIKA
KURE
KURERO
KURERU
KURERU
KURERU
KURERYUN
KURERYUN
KURERYURI
KURERYURI
KURET
KURET
KURETARU
KURETEYARU
KURETEYARU
KURETEYOKOSU
KUREU
KUREYA
KUREYUM
KUREYUM
KUR正
一　i89　一
蜘蛛（V・233）
米びつ〈精殊な名称〉（N・
　166）
〈虹が〉きれいだ（1・47）
きれいにく掃除する〉（1’・48）
釜（V・214）
釜（V。214）
釜（V●214）
釜（V．214）
釜（V・214＞
雀（V●214）
釜（V・214）
釜（V・214）
釜（V●214＞
釜（V●214＞
毬窒（V・214）
つらら（顎・262）
まぶしい後部分（1・31）
毛墾（V・214）
釜（V・214）
餐匿（V・214）
釜（Vの214）
あぜ（配・187）
やる（匪・73＞
やる（匪・73）
呉れる（藍・74）
貰う（fl・76）
やる（登・73＞
呉れる（E・74）
やる（匪・73）
呉れる（胆74）
・やる（蕨・73）
呉れる（獲・74）
やる（藝・73＞
やる（E・73）
呉れる（琵・74）
呉れる（E・74）
呉れる（匪・74）
今晩（擁・281）
やる（匪・73）
呉れ．る（匪・74＞
あぜ（1》・王87）
KURI
－KURI
KURIBOS正
KUR王BUSI
KURIBUSI
KUR王EDO
KUR夏GAKI
照JR王GE
KUR茎1
照JRiI
KURIITO
KURIKOBOSI
KURIKOG（s）E
KUR王KURI
KUR夏N
KUR夏N
KURINBOSI
KURIRI
KUR正RI
KUR正RUN
KURI’RUN
KUR王RYUM
KURIR￥VM
KURIRYURI
照JRIRYUR正
KURIYUM
KURIYUM
KURIYUM
KURIYUM
KURiYUN
KURIYUN
KURIYUN
KUR茎YUN
KURO
KURO
KUROAZA　t－
KUROAZA－1）EKIRU
KUROAZA　DERU
KUROAZA．NI　NARU
KUROBAS夏
KUROBATA
KUROBO
氷（M・261）
お手玉遊び㈲。146）
くるぶし酬・128）
くるぶし（則・128）
カ、カ》と（釦。129）
井ア葺（rXf・197）
ゆうだち（M・255）
たてがみ（V・205＞
やる（匪・73）
呉れる〈H・74）
機糸（貼157）
くるぶし（M・128）
すりこぎ（W・163）
つむじ（瞑・102）
やる（fi・73）
呉れる（韮・74＞
くるぶし（盟　・128＞
やる（裂・73）
1異れる（装・74）
・やる（翌。73）
呉れる（＃・74）
やる（藝・73＞
呉れる（丑。74）
・やる（翼。73）
歩ミれる（慧・74）
やる（H・73＞
呉れる（翼。74）
やる（ll・73）
呉れる（翼。74）
やる（li・73）
呉れる（翌・74＞
やる（ll・73）
呉れる（H・74）
あぜ（W・187）
暴1の鳴き声その1（W。298）
癒になる（翼。80＞
癒になる（H・80）
癒になる（K・80）
癒になる（韮・80）
くるぶし（翔・128）
あぜ（N・187）
癒（m辱132）
KUROBOSI
KUROBOSI
KUROBOSI
KUROBUCI・NI　NARU
KUROBUSI
KURODAME・NI
　NARU
KUROGA
KUROGEE－bERU
KUROGEE－IRU
KUROGasf　SURU
KUROGYAA一一
KUROGYAA－IRU
KUROHOSI
KUROI〈ANA
KUROKIWARA
KUROKIYAMA
KUROKOBOSI
韮くUROKOBUSI
KUROKUCI－DEKIRU
KURO　KUC工RU
KUROKU　NARU
一一　KUROKU　NARU
KUROMi
KURO畷RU
KUROMU
KURONAZ夏D£K至RU
KURONAZIMI一一
KURONAZIMI－DEKI－
　RU
KURONAZIMI－DERU
KURONAZ王瓢1・澱
　NARU
KURONAZI・NI　NARU
KURONEZI・NI　NARU
KURONIE－DEKIRU
KURONIE－IRU
KURONIE・NI　NARU
KURO　NIERU
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くるぶし（E・128）
ほくろ〈小さいもの〉（臆・
　　133）
ほくろ〈火きいもの〉（1∬・
　134）
癒になる（翼80）
くるぶし（皿・128）
癒になる（翼。80）
あぜ（N・187）
癒になる（E・80）
癒に二なる（E・80）
癒に二なる（匪・80）
癒になる（匪。80）
癒に二なる（ff。80）
ほくろく小さいもの〉（羅・
　　133）
糸（fV・153）
林（N．199）
林（即・199＞
くるぶし（崖。128）
くるぶし（M　・128）
癒に二なる（H。80）
癒に：なる（H・80）
癒に：なる（匪。80）
癒になる（E。80）
梅雨（Vl。254）
癒になる（H。80）
癒になる（翼・80）
癒に二なる（ll・80）
癒に二なる（H・80）
癒に二なる（庭・80）
癒になる（匪・80）
癒になる（匪・80）
癒になる（屡・80）
癒になる（匪・80）
癒に：なる（匪・80）
癒になる（ll・80）
癒になる（ll・80）
癒に二なる（ll・80）
KURONIE　SURU
KURO　NIGERU
KURO　NIZIERU
KURO　NiZiMU
KUROPOSI
KUROPOSI
KUROPOSI
KUROPPOSI
KUROPPOSI
KUROPPUS工
KUROSI
KURO　SIMU
KURO　SINDA
KURO　SINU
KURO　SYUMU
KUROUCI　一
夏くUROUC王・N正NARU
KUROZI　一一
KUROZI－DEKIRU
KUROZI－DERU
KUROZI－IKU
KUROZIMI一　・一
KUROZIMIDECU
KUROZIMI－DEKIRU
KUROZIMI－DERU
KUROZIMI－IRU
KUROZIMI・NI　NARU
KUROZIMI－SURU
KUROZINDACU
KUROZIN－DEKIRU
KUROZIN－DERU
KUROZINI－bEKIR（．；
KUROZI・一INI・IRU
KUROZIN－IKU
KUROZI・NI　NARU
KUROZINI．NI　NARU
KUROZINI．NI　SINDA
KUROZIN－IRU
癒になる（嚢・80）
癒になる（ll・80）
癒になる（君・80）
癒になる（且。80）
くるぶし（濯・128）
ほくろ〈小さいもの〉（擁・
　　i33）
ほくろく大きいもの〉（瓢・
　　王34＞
ほくろ〈小さいもの〉（灘・
　　133）
ほくろ〈大きいもの〉（盤・
　　134）
くるぶし（M　・128＞
桑の鳴き声その1（距298）
癒になる（嚢・80）
癒に：なる（耳。80）
癒に1なる（藝・80）
癒に：なる（fl・80）
癒に1なる（H・80）
癒に二なる（嚢・80）
癒に二なる（H・80）
癒に1なる（＃・80）
癒に：なる（麗・80＞
癒になる（il・80）
瘡：になる（琵・80）
癒になる（E・80）
癒に平なる（fl・80）
癒になる（H・80）
癒になる（韮・80）
癒になる（ll。80）
癒になる（嚢・80）
癒になる（U・80）
癒に：なる（冠。80＞
癒になる（雇。80＞
癒になる（遜・80）
癒になる（ll。80）
癒になる（9・80）
癒に二なる（匪・80）
癒になる（慧。80）
癒に：なる（H・80）
癒になる（嚢・80）
KUROZI・NI　SIMU
KeROZI・NI　SIN
KUROZI・一INI・SINDA
KUReZI・一INI・SINU
KUROZINI　SURU
KUROZI・NI　SYUMU
KUROZIN・NI　NARU
KUROZIN・NI　SIN
KUROZIN　SIMU
KUROZIN　SINDA
KUROZIN　SINU
KUROZIN－SURU
KUROZIN　YORU
KUROZIRI－DERU
KUROZIRI．NI　NARU
KUReZI－SURU
KUROZI－TAMARU
KUROZI－YORU
KUROZU－IRU
KUROZUMI－DEKIRU
KUROZUMI－DERU
KUROZUMI－IKU
KUROZUMI－IRU
帯くUROZUMI・NI　NARU
KUROZUMU
KURU
KURU
KURU
－KURU
－KURU
－KURU
－KURU
KURUBI
KURUBOSI
KURUBUKKi一　““
KURUBUSI
KURU夏）A
KURUDUN
KURU夏
KURUI
KURVKOBOSI
（　’v　）KURUKU　NARUN
一191一
癒になる（匪・80＞
癒になる（裂・80）
癒になる（琵・80）
癒になる（ヨ・80）
癒になる（H・80）
癒になる（H・80＞
癒になる（ll。80）
癒になる（H・80＞
癒になる（ll。80）
癒になる（H・80）
癒になる（ll・80）
癒に二なる（匪・80）
癒になる（褻・80）
癒になる（屡・80＞
癒になる（ヨ・80）
癒になる（H・80）
癒になる（嚢・80）
癒になる（ll・80）
癒になる（1・80）
癒に二なる（護・80）
癒になる（琵・80）
癒に：なる（嚢。80）
癒になる（ll・80）
癒に二なる（琵・80）
癒になる（冠。80）
〈水が〉凍る（疲・96）
〈手拭が〉～東る（H・97）
あぜ（iv・187）
くすぐる後部分（匪・82）
せきをする後部分（皿・88＞
うそをつく後部分（i・92＞
お手玉遊び儲・146）
くるぶし（恥128）
くるぶし（膿　・128）
癒になる（fi・80）
くるぶし（灘・128）
ひきがえるその1（V・219）
癒に二なる（韮・80）
やる（a。73）
呉れる（H。74）
くるぶし（鳳。128）
癒に：なる（H・80）
KURUKURU
KURUKURU
KURUKURUNMA
KURUKUTTOO
KURUMA
KURUMAIDe
KURUMI
幽くURUM夏BOSI
KURUMUN
KURUN
TKURUN
KURUNUKA
KURUPUSI
KURURU
KURURU
KURURU
－KURUSII
－KURUSIKA
KURUT
KURUT
KURUT
KURUTTO
KURUU－
KURUU
KURUZICIww
KURUZIN　NARU
KURUZIRUSI一　一一
KURYU夏
一KURYUM
KURYUN
KURYUN
－KURwn
－KUSA一
．KUSAA正
KUSABAI
KUSABAN
KUSABERA
KUSABIRA
KUSABIRAA
KUSABIRO
KUSABURA
KUSAGIN
肩車：〈特殊な名称〉（1賎・150）
おたまじゃくし（V・221）
肩車く特殊な名称〉（阻。15G）
桑（V。212）
くるぶし（紐。128）
穿｝ニヌ蔦（N◎197＞
くるぶし（賑・128）
くるぶし（瓢・128）
癒に二なる（fl。80）
作る（慧。56）
くすぐる後部分（ll・82）
もみがら（N・171）
くるぶし（醗・128）
やる（fl・73）
呉れる（皿・74）
［貰う（翌・76＞
まぶしい後部分（い3め
くすぐったい後部分（1・33）
やる（E・73）
呉れる（9・74）
貰う（i・76）
桑：の鳴き声その2（腋・299）
やる（週・73）
呉れる（＃・74）
癒に切なる（琵・80）
癒に二なる（廻。80）
癒になる（＃。80）
参興れる（N・74＞
くすぐる後部分（獅82）
やる（E・73）
呉れる（藝・74）
くすぐる後部分（E・82）
きな臭い後部分（1・35）
きな臭い後部分（1。35）
寸劇・270）
まない・た（N　．164）
どくだみ（V　・242）
きのこ（V・245）
きのこ（V・245）
きのこ（V。245）
きのこ（V。245）
とうもろこし（1》・182）
KUSAGI（NA）
KUSAGU
KUSAHAINIUKUSA
－KUSAI
－KUSAI
KUSAIBO
KUSAIKUSA
－KUSAKA
KUSAKARIMUSI
KUSAKIRiBAN
KUSAKIRIMUSI
一KUSAKU
－KUSAKYA
KUSAMATslAITA
KUSAM王
（一）KUSAMU
KUS課
KUSANZYO（O）
KUSARE
KUSAREBITTA
KUSAREKESI
KUSAREODOGO
KUSAREONAGO
KUSARI
KUSAR王GAK玉
KUSARINESYO
KUSARINESYOO
KUSAU
KUSAYABU
KUSE
KUSE
KUSE一
一KUSE
．KUSEE
KUSENKO
KUS茎
KUSIBIRU
－KUSIKA
I〈USINAWA
KUSO
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どくだみ（V・242）
匂をかぐ後部分（H・86）
どくだみ（V・242）
くすぐったい後部分（1・33）
きな奥い後部分（1・35＞
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
きな臭い後部分（i・35）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
まないた（IV。164）
かまきり〈一毅的な名称〉（V・
　229）
きな臭い後部分（1・35）
きな臭い後部分（i。35）
まないた（N　・164）
芳番（VI　9268）
匂をかく後部分（嚢・86）
匂をかく後部分旬・86）
どくだみ（V・242）
戴く卑称〉　（田●138）
女く卑称〉　（摺・138）
女〈卑称〉　（醗・138）
男（阻．136）
女く卑称〉　（膿・138）
どくだみ（V・242）
男（翼1●136）
女「〈卑称〉　（服・138＞
女〈尊翰〉　（蟹●138）
作る（藝・56）
林（W●199）
ふけ（証1・105＞
悪臭儲・269）
匂をかぐ溺部分（K。85）
きな臭い後部分（1・35）
きな臭い後部分（1・35）
どくだみ（V・242）
口（盤曹115）
唇（HI・l16）
くすぐったい後部分（1・33）
蛇（V●226）
とうがらし（N・183）
KUSO－
KUSO．
KUSOBE（kusobe）
KUSOBITTA
KUSODAI
KUSODAKE
KUSOGAERU
KUSOHEBE
KUSOHEBI
KUSOHEEBI
KUSOHENBE
KUSOHENBI
KUSOHIBI
KUSOHWEBI
KUSOHWENBI
KUSOHWIBE
KYSOHWIBI
KUSOHYEBI
KUSOHYENBE
KUSOHYENBI
KUSOKERO
KUSOMATTAKE
KUSOMERO
KUSONESYA
KUSONESYO
KUSOO
KUSOONNA
KUSORIEBI
KUSOR簸BI
KUSORIYOBI
KUSORIYUBI
KUSORIYUBI
KUSOSEBI
KUSOTAKE
KUSOYUBI
KUSSABI
－KUSSAI
－KUSSE
KUSSOHEBI
KUSSYAKO
KUSU
KUSU一
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分儒・81）
麟員（V・232）
女〈卑称〉　（翔●138）
大きい（1。17＞
きのこ（V・245）
ひきがえるその2（V・220＞
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V。228）
まむし（V・228）
まむし（V・228＞
まむし（V・228）
まむし（V。228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
男（阻。136）
きのこ（V。245）
女〈卑称〉　（皿●王38）
女〈卑称〉　（綴●138＞
女〈卑称〉　（照●138）
とうがらし（Ntl83）
女く卑称〉　（1慧・138）
薬指個・124）
薬指（罵・124）
薬才罎量（置【・124）
薬指（照・124）
小指（匪・125）
まむし（V・228）
きのこ（V・245）
薬指（皿・124）
まむし（V・228）
きな臭い後部分・（1。35）
きな臭い後綿分（1・35）
まむし（V・228）
やしゃこ幡。140）
とうがらし（ILi。183）
くすぐったい前部分（1・32）
KUSU－
KUSUBE
KUSUBE
KUSUBI
KUSUBORi－
KUSUBURI－
KUSUBURIKUSAI
KUSUGUTTAI
KUSUGUTTAI
KUSU工BI
KUSUIBIIBI
KUSUI’IT
KUSUIYUBI
KUSUIYUHU
KUSUIYUT
KUSUMA
KUSURI
KUSURI
KUSURIEBE
KUSURIEBI
KUSURIGUSA
KUSURII－IEBI
KUSURIiBE
KUSURIIBI
KUSURI’IIBE
KUSURI’IIBI
KUSURIIT
KUSURISASIIBI
KUSURiSASIYUBI
KUSURruBI
KUSURIUUBI
KUSURIYOBI
KUSURIYUBE
KUSURIYUBi
KUSURIYUBI
KUSURIYUP
KUSURIYUT
KUSURIZYUBI
KUSURMBI
一193一
くすぐる潮部分（ll・81＞
ほくろ〈小さいもの〉（斑・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（皿・
　134）
ほくろ〈小さいもの〉（匪・
　133）
きな臭い糊部分（1・34）
きな臭い前部分（i・34）
焦げ臭い（1・36）
まぶしい離部分（1・30＞
まぶしい後部分（1・31）
薬指（涯　・124）
薬多旨（盟・124）
薬ts（m・124）
薬重旨（HI・124）
薬t湊（磯●124）
薬チ旨（Hl・124）
襖障子（配・192）
薬旛伽。124）
悪臭（W　・269）
薬多旨（別。124）
薬｝S（M　・124）
どくだみ（V・242＞
まむし（V・228）
薬指（阻・124）
薬振（1韮・124＞
薬チ旨（IH・124）
薬詣（罰・124）
薬才旨（膿・124）
薬指（瓢・124）
薬壬湊（贋・124）
薬重旨伽・124）
薬｝旨（贋●124）
薬指（IH・124）
薬季き（羅●124＞
薬才旨（臓●124）
ノ」、季簿（HI・125）
薬｝旨（m●124）
薬詣纈・124）
薬指（M　・124）
薬｝旨（阻・124）
KUSURU’IIBI
KUSUYUBI
KUSUZYUBI
KUSYAGO
KUSYAMAGO
KUS（Y）AMI
KUSYAU
KUSYU－
KUSYURI’UIBI
KUSYifRIYUBI
KUT
KUT
KVT
KUT
KUT
－KUT
KUTAB琴RA
KUTAG（lj）E
－KUTAI
KUTAKE
KUTAKI
－KUTASV
K冒丁王
KUTI
KUTII
KUT欝S王
KU’1　NA
KUTNAWA
KUTNOHATA
．KUTTA王
KUTTAM工
KUTTI
KU’1’TII
KUTTIUUSI
KびT’rO－
KUTTOBIKI
KUU
KUU
KUU
KUU
KUU
融手羨（租●124）
薬指（Hl・124）
薬指（H卜王24）
やしゃこ伽・140）
やしゃこ（甜・140＞
悪臭（M。269＞
イ乍る（庭・56）
くすぐったい前部分（1・32）
薬｝旨（1韮●124）
薬指（題・124）
〈水が〉凍る（且・96）
〈手拭が〉凍る（獲・97）
郎（紐・115）
とげくいばら・さんしkうなどの
　とげ〉　（V。250）
桑1の鳴き声その1（Vl・298）
くすぐる後部分（E・82）
頬（1韮・107＞
唾（田．118）
くすぐったい後部分（1・33）
唾（田・118）
璽匡（1且。118）
くすぐる後部分（掛82）
瞬（1ヨ・l15）
牡と；二（V。207）
牡牛（V。207）
牡牛（V・207）
蛇（V・226）
蛇（V・226）
醤（翌互●116）
くすぐったい後部分（1・33）
まむし（V・228）
牡牛（V・207）
豪11；k二（V。207）
牲牛（V●207）
くすぐる荊部分（臣8め
蛙（V●218）
貰う（9・76）
〈水が〉凍る（嚢。96）
〈手拭が〉凍る（H・97）
蜘蛛（V・233）
とげく指にささる木や竹の細片〉
KU（U）
KUU
KUU－
KUU－
KUU一
一KUU
KUUBAA
KUL｝BAAGASI
KUUBAAGASI
KUUBAASII
KUUBArNreSII
KUUBI
KUUBU
KUUBU
KUUBUNUUMA
KUUBUU
KUUBWGAASII
KUUCI
KUUCUKE
KU（U）E
照JUGASI
KUUGASI
KUUI
KUUI
KUし服BI
KUUITULi
KUUKA（A）
KU厳（E
KUU（KUU）
KUUiくUUDOR正
KUし；KUUME
KUUMAI
KouMII
KUUNAYO
KUUNUYURU
KI一；UNtiYURUU
KUUO－
KUURI
KUURIN
I〈UURU
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　　　　　　　　　　　　　　　t　　（V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V。250）
今闘（W・28G）
fj、さい（1。22）
糸田い（　1・24）
灸をすえる煎部公言・83）
くすぐる後部分（恥82）
蜘蛛（V・233）
蜘鎌の巣（V。234）
蜘蘇の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の巣（V・234）
ij、壬旨（阻●125）
蜘蛛（V。233）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛（V・233）
蜘蛛（V●233）
蜘蛛の巣（V・234）
［］（　W　・l15）
たんぽぽ（V・241）
暴1の鴨き声その2（W。299）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V　・235）
やる（嚢・73）
氷（Vl。261）
ノjx｝羨（劉・125）
桑（V．212）
漿の鳴き声その2（擁・299）
ふけ伽・105）
桑の鳴き声その1（V【・298）
桑（V●212）
桑（V・212＞
飯米（『》．170）
米（N●167）
桑の鳴き声その2（罐。299＞
今晩（Vl●281）
今晩（Vl・281）
灸をすえる前部芳綴・83）
氷（W・261）
氷（Vl・261）
〈水が〉（mる（ll・96）
KUURU
KUURUHU
KUURUN
KUUSU
KUUSUUGARASAN
KUUSYU
KUUSYUU
KUUT
KUUT
KUUT
KUUT
KUUT
KU’iU）TAKA
KUUTARA
KUUUMA
KUUUMAGWAA
KUUUSI
KUUUSIGWAAKwwKUUYUSANDI
KUUYUU
K（U）WANK（Y）A（A）
KewASOO
KUWO
－KUYASIKA
KUYOI
KUYU
KUYUI
KUYUI
KUYUN
KUYUN
－KUYUN
KUYUT
照JYUT
KUZAMU
KUZI
KUZir’
一（KU）Z王1
一（KU）ZilN
〈手拭が〉凍る（ll・97）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細國〉　（V●222）
〈水が〉凍る（ll・96）
とうがらし（N・183）
辛い（　1。40）
とうがらし（W。183）
とうがらし（揮・183）
やる（虹・73）
興れる（H・74）
〈水が〉凍る（ll・96）
〈手拭が〉凍る（ll・97）
氷（VI●261）
桑の鳴き購その2（W・299）
とげ〈いばら。さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）
子馬（V・204＞
子，罵（V・204＞
子牛（V・209）
子牛（V。209＞
やる（莚。73）
今晩（Vl・281）
飯米（TLt．170）
桑の鳴き声その2（va　・299）
桑の鳴き声その2（M。299）
蜘蛛（V。233）
くすぐったb後部分（1・33）
飯米（Ett・170）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　ときデ〉　（V●250）
やる（慧・73＞
呉れる（到・74＞
やる（＃・73＞
呉れる（ll・74）
くすぐる後部分（ll・82）
やる（藝・73＞
呉れる（ll・74）
匂をかく後部分（ll・86）
口（膿．l15＞
口（斑。115）
くすぐる後部分（H・82）
くすぐる後輝分（＃・82＞
KUZIKUENA
一（KU）ZIN
KUZINA
KUZIrNIAKUSA
KUZIRA
KUZIRAGUSA
KUZIRANA
くKU）ZIRU
一（KU）Z王T
KUZU
KUZU
KUZU－
KUZU－
KUZURE
KUZURIYUBI
KUZUYAMA
KUZYU
KUZYUBERA
KUZYUU
KWA
KWAABIIBI
KWAAGUMI’
KWAAIBI
KWAAIIBI
KWAAMA
KWAAMAK（K＞WA〈A）
KWAAUBI
KWA（A）UMA
KWAAUMAA
KWA（A）USI
KWAAUSIKWAA
KWAAUUBI
KWA（A）WSI
KWAAYUBI
KWAAZYARAKU
KWAAZYARO
KWADAN
KWAGWAAUMA
KWAGWAAUSI
KWAIBI
KWAIIBI
一195一
たんぽぽ（V・241＞
くすぐる後部分（H・82）
たんぽぽ（V・241）
どくだみ（V。242）
たんぽぽ（V。241＞
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V。241）
くすぐる後部分（謹・82）
くすぐる後部分（H・82）
霞（則。115）
ごみ〈jllのごみ〉（～脳274＞
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（fi・81＞
凍傷（皿・127）
人差し詣価・122）
林（即・199）
口（穏●115＞
唇（盤。116）
〈片方の肩で勉を〉かつぐ（W。
　294）
おつり　（rL「●152）
ノ」、手話（HI・125＞
うるち（N・168）
ノ」、非運（磯。125）
小指（阻・125）
子馬（V。204）
子馬（V◎204＞
小指（1匪。125）
子馬（V。204）
子馬（V・204＞
子牛（V・209＞
子4二（V・209）
月寸覆（贋・125＞
子五1二（V・209）
fJ、｝旨（HI・125）
まむし（V。228）
まむし（V・228）
庭園（N・193）
子馬（V・204）
子と彰（V。209＞
4、垂旨（盟。125）
’」、ま旨くHI。125）
KWAKKWINTOORUU
KWAN
KWANNON｝vlUSi
KWARAKWARA
K（W＞AS王K夏B王
KWAUSIGWAA
KWAYU｝？
KWAZAN
KWAZYOO
KWEERU
KW達I
KWIIKwrI
KWIIN
KWIIN
KW王IRYUN
KWIIRYtlRI
KW慧YUN
KW王茎YUN
KWIIZIKIIN
KWIIZIKIIN
KW王YUN
KW三YU醤
KW王YUN
KWIYUN
KWO
KWOO（KWOO）
KWOT（KWOT）
KYA
KYAA歪）II三CIKA
KYAADIIYUHWA
KYAAGONOITO
KYAAKO
KYAA（K￥AA）
KYAANAMEKUSI
KYAARO
KYAAROKKO
KYAARU
かくれんぼ備・148）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
カ、まきりく一響きyyな名称〉（V・
　229）
雀1の鳴き声（珂・300）
とうもろこし（配・182）
子と1二（V●209＞
ノ」、餐雪（盟・125）
庭園（Nり193）
おつり（IV・152）
呉れる（翼・74）
呉れる（翼・74）
桑の鳴き声その1（W・298）
・やる（庭・73）
呉れる（獲・74）
呉れる（距74）
呉れる（振・74）
やる（H・73）
呉れる（fl・74）
〈包を〉背負う（匪．65）
〈片方の肩で楓を）かつぐ（ヤi・
　294）
やる（＃。73）
呉れる（ヨ。74）
やるく藍・73）
呉れる（嚢・74）
桑の鳴き声その1（VI・298）
果1の鳴き声その1（M・298）
桑の鳴き声その1（M・298）
集1の鳴き声その1（W・298）
理塚琶ほ弩弓後日（V【●286）
明明後摂（擁・285）
絹糸（IV。155）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細1図〉　（V・222）
桑：の鳴き声その1（擁・298）
かたつむりその1（V・236）
蛙（V・218）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　糸田麹〉　（V瞬222）
蛙（V・218）
KYA（A）　RUGO
KYAARUME
KYAARU（NO）KO
－KYAASIKYA
KYAKYACYACYA
KYAREKO
KYAROTTAMA
KYO
KYO〔つ〕
KYO－
XYOMAKE
KYOMAKI
KYONKYON
KYONOBANGE
KYONOYORU
KYoo
KYOO｛o：｝
K［kg）YOO
KYoo．
KYOOBAN
KYOOBANGE
KYoo（o：）BANGE
KYooMAGE
KYooMAKE
KYooMAKI
KYooMAKU
KYOONBAN
KYOONOBAN
KYOONOBANGATA
K（kg）YOONOBAN－
　GATA
KYooNOBANGE　，
K（kg）YOONOBANGE
KYooNOMAKI
KYooNOYONAKA
KYOONOYooSA
KYOONOYORU
KYOONOYOSA
KYooNOYOSARI
一196一
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細！國〉　（V。222）
蛙（V。218）
お・たまじゃくし〈カエル類の詳
　潅適職〉　（V◎222）
くすぐったい後部分（1。33）
審の鳴き声（M・3GO）
おつり（配磯52）
おたまじゃくし〈カXル類の詳
　灘1図〉　（V・222）
今日（M・280）
今i－ll（Vl●280）
灸をすえる前部分（拒83）
つむじ（廻卜102）
つむじ儲・1G2）
肩幽茸轟く特殊な名称〉　（翅。150）
今晩（　V［。281）
今晩（Vl．281）
今日（Vl●280）
今日（V［・280）
今Eヨ（V紅．280）
灸をすえる前部分賦。83）
今晩（VlG281）
今晩（Vi●281）
今1塊（Vl●281）
つむじ（胆・102）
つむじ（璽・102）
つむじ（1正。102）
つむじ（擁・102）
今晩（Vレ28王）
今晩（Vl．281＞
今晩（V1・281）
塵事（Vl●281）
今晩（W・281）
t今」晩（Vl・281）
つむじhiぜ（Vl。264）
今巨免（Vl●281＞
今晩（VI・281＞
今晩（VI。281）
今晩（Vl．281）
今晩（耀・281）
KYooO－
KYooTEE
KYooTEN－
KYOOTO正
KYOOZIRA
KYORA－
KYORA一
KYOSEE
KYU
KYU－
KYUGAYUU
KYUNBAN
KYUNUYUU
KYUO－
KYURA－
KYURA一
KYURO
KYUU
KYUU－
KYUUBA－
KYUUGAYUU
KYUUKO－
KYUUKOO
KYUUMAGO
KYUUNOBAN
KYUUNUYUNEEN
KYUUNUYUNEN
KYUUNUYUSARABI
KYUUNUYUU
KYUUO－
KYUUROI
KYUUSYUIMO
KYUUSYUU
KYUUSYUUIMO
KYUUSYUUIMO
KYUUTEN一
灸をすえる前部分（il・83）
恐ろしい（1・42）
灸をすえる前部分（E・83）
恐ろしい（1・42）
とかげ（V・224）
〈虹が〉きれいだ（1・47）
きれいに〈掃除する〉（1●
　48）
牡牛（V。207）
今総（VI・280＞
灸をすえる前部分（恥83＞
今晩（M・281）
今晩（M・281）
今晩（M・281＞
灸をすえる前部分（レ83）
〈虹が〉きれいだ（i・47）
きれいに：〈掃除する〉（1・
　48）
あぜ（N　・187）
今Eヨ（Vl。280）
灸をすえる前部分（E・83）
灸をすえる前部分（ひ83）
今wa（W・281）
灸をすえる荊部分（獲・83）
灸をすえる箭部分（9・83）
ひまご（田・139）
今廷免（VI。281）
今晩（VI．28玉）
今晩（Vl●281）
今晩（V匿●281）
今晩（Vl●281）
灸をすえる蘭部分（E・83）
黄色い（1027）
さつまいも（N・176）
さつまいも（N。176）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N。
　175）
さつまいも（麗・176）
灸をすえる前部分（恥83）
KYUUTEN．O－
KYUUU－
KYUUYAKI－
KYUUYAKIO－
KwwZIISAN
一197一
灸をすえる前部分（’ll・83）
灸をすえる前部分（距83）
灸をすえる前部分（＃・83）
灸をすえる前部分（＃・83）
ひいおじいさん（N．142）
Li1】畷
MA
MA
MA（？ma）
MA一
一MA
MAA
MAA
MAA（？ma：）
MAA
MAA－
MAABA
MAABATA
MA（A）CIKA（A）SA（A）
MAACIKAS（Y）UU
MAACINUKUUKW
MAACINUMUKKU－
　RUU
MA（A）CI（NU）NARI
MAAC｝NUSANI
MAAC王Z王
MA（A）CU（NU）NARI
MAAGAATAA
MAAGAYAA
MAAGE
MAAGUMI’
MAAGWAAMwwMAAHAN
MAA王
MAAK
MAAKA
MAAKAZE
MAALI’
MAA　MAA
｛L）
鱗「V。217）
（M）
眉毛（撫・111）
馬（V・201）
馬（V・201）
賛レ、（i。37）
蜘蛛の糸（V・235）
幽幽儀・王11）
馬（V・20王）
馬（V。20王）
牛の鳴き声（V。210）
重‡いb（1。37）
多簑；糸繕（『ゾ．159）
糞糸島（N。159）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
出力、さ（V・247）
松かさ（V・247）
松力》さ（V・247＞
松かさ（V　・247）
つむじ（翔・102）
松力、さ（V。247）
肩車く特殊な名称〉（撮・150）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　　230）
篇毛（撫・111）
　うるち（ly「・168）
子馬（V・204）
おいしい（顎・291）
fO’　LAしい（VI●291）
おいしい（Vl・291）
つむじ倒・102）
おいしい（樋・291）
つむじかぜ（Vl・264）
米（W・167）
LIの嶋き声（V・210）
MAAMAA
MAAMAIKI
MAAME
MAAME
MAAMEGE
MAAMIIS（Y）AATUU
MAAMINAIIBUU
MAAMINAISATUU
MAAMU
MAAN
MAANUK（K）WA（A）
MAARIKAZE
MAARUMAARUU
MAASA
MAASAuAN
MAASAN
MAAS葛00
MAASIG（g）i
MAASIG〔葛〕玉
MAASIKASA
MAASIKAZE
MAASUDAKEE
MAASUKONSORi
MAASUN
MAASUURooROO
MAASYEN
MAASYUDAKAA
MAASYUNKEERI
MAASYURAA照王
MAATA
MAATAA
MAATAAGAATAA
MAATAKADAAKAA
MAATAKURAAKAA
MAAWATA
MAAYA
MAAYUU
MABA一
一198一
かたつむりその2（V。237）
とうもろこし（N・182）
脇毛（阻・m）
かたつむりその2（V・237）
畑鼠（阻・111）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　’230）
カtSまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
璽芋その1（1》・177）
おいしい・（壌・291）
子馬（V．204）
つむじカ、ぜ（Vl。264）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
おいしい（Vl。291）
おいしい（Vl。291）
お～（しい（Vl●291）
すりこぎ（IV「・163）
すりこぎ（配・163）
すりこぎ（iLi・163）
松力・さ（V・247）
つむじヵ、ぜ（V【。264）
肩：ξ〈特殊な熱論〉　（欝磯50）
肩車く特殊な名称〉（醗・150）
炊く（ll・57）
肩車〈特殊な嶺称〉（膿。150）
おいしい（W・291）
肩車〈特殊な名称〉　（Hl。150）
肩輩巨く特殊な名称〉　（夏正。150）
肩車く特殊な名称〉（1匪・150）
真綿（IV「●159）
真綿（KV・159）
肩車〈欝殊な名称〉（1聾・150）
肩山巨〈特殊な名称〉　（紐・150）
肩車〈見目な名称〉　（翔・150＞
；真綿（EVf・159）
密毛備・111）
瓦毛備・111）
まぶしい龍部分（1・30＞
MAB跡
MABEKUZI
MAB王．
MABO－
MABU一
）ULABUCI
MABUGE
MABUSI
MABUSIME
MACCINGUI
MACCU（N）KOROKO－
　RO
MACCUUKASAKASA
MAC（C）U（U）KORO
MACCYAI
MACI
MAC正
MACI
MACIBANBAKO
MAC正BOKKUR夏
MACIBONBO
MACIBONKO
MAC玉DA
MAC工G双NU）TAN王
MAC王I
MACIKAC（C）YA
MACIKASIRA
MACIKAZE
MACIKI（rec；）NARI
MACINAIK：UU王くUU
MACINOGOGO
MACINOMr
MACI（NU）TANI
MACINZI
MACIPUGURI
MACIRI
MACIZI
MACIZIN
MACU－
MACU（BA）GUSA
MACU（BA）GUSA
MACUBAGUSANO一
まぶしい前部分（1・30）
なめくじ（V・239）
まぶしい前部分（1・30）
まぶしい前部分（1。30）
まぶしい前部分（1・30＞
眉毛（翔・111＞
眉毛（雁・111）
まむし（V。228）
まむし（V・228）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247＞
松かさ（V・247）
くすぐったい後部分（1・33）
つむじ（翔。102）
水田く一区繭〉（N・185）
水馬〈集含〉（恥ユ86）
松かさ（V・247＞
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
虚聞〈一区函〉（N・185）
松かさ（V・247）
つむじ（膿。102）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
つむじカtSぜ（V1・264＞
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松戸、さ（V●247＞
つむじ（賑・102）
松力、さ（V。247）
つむじ（癒・102）
つむ正二（瓢●102）
つむじ（賑・1G2）
まぶしい離部芳（卜30）
すぎな（V・243）
つくし（V。244＞
つくし（V・244）
　KO（BAE）
MACUBESO
MACUB王KI
MACUBO
｝vLACUBOKKURI
MACUBONBORO
MACUBO（N）GORI
MACUBO（N）GURI
）vCLACUBOOZU
MACUBOSA
MACUBUKI
MACUBUKI
MACUBUKINOHANA
MACUBUKUR工
MACUBU（N）GURI
MACUDAKE
MACUDANPO
MACUGARA
MACUGE
MACUGINARI
MACUGINUTANI
MACUGOTO
MACUE｛EKKURI
MACU｝EEE（N）G（G）URI
MACUHIGE
MACUI－IONGORI
MACUKAC（C）YA
MACUKASABONBO
MACUKASABONKO
MACUKASABOO
MACUKASABOOZU
MACUKASADANBO
MACUKASAKOKKOO
MACUKASE
MACUKASIRA
MACUKASO
MACUKESA
MACUKKe
MACUK（K）O（N）BOSI
MACUKOBE
MACUKOBORI
MACUKOBUSI
一199一
松かさ（V・247）
ひきがえるその1（V・219）
すぎな（V・243＞
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松力・さ（V・247＞
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247＞
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
つく　し（V・244＞
松かさ（V・247）
応力、さ（V。247）
きのこ（V。245）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
眉毛㈲・l11）
松かさ（V・247＞
松かさ（V・247）
ひきがえるその2（V・220）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
眉毛備・111）
松かさ（V・247）
出力、さ（V●247）
松力｝さ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247＞
松かさ（V・247＞
松かさ（V・247）
松力tSさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V　・247＞
松かさ（V・247＞
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松；う、さ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247＞
MACUKOGORI
MACUKOGURI
MACUKOKKO（O）
MACUKO（N）Doo
MACUKONGORO
MACUKOSA
MACUKUGURI
MACUKUSA
MACUMARA
MACUNA
MACUNA
MACUNAEGUSA
MACUNAEGUSA
MACUNAENToo
MACUZtNIANOKO
MACUNANOMEDACI
MACUrNIANOTOO
MACUNBAGUSAN－
　MEGUMI
MACUNBO
MACU（N）BUSI
MACUNEGUSA
MACUNGO
MACU（N）GURI
MACUNGURO（O）
MACU（N）KONZU（U）
MACU（N）KOOZUU
MACUNOBABO
MACUNOBENBO
MACUNOBONBOKKO
MACU（NO）BO（N）BO一
　　（N）
MACU（NO）BO（N）BO－
　RA
MACUISIOBONCIKO
MACU（NO）BO（N）KO
MACU（NO）BO（O）
MACUNOBUUBUU
MACUNOCIC工R凪O
MACUNOCICIRIN
MACUNocl（N）CIRO
MACUNOCINCIROKO
松かさ（V　・247）
松かさ（V・247）
松力、さ（V．247）
松かさ（V・247）
松Jb》さ（V・247）
松力xさ（V●247）
松」e・iさ（V。247）
松かさ（V。247）
松かさ（V・247）
すぎな（V・243）
つく　し（V。244）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
つく’L（V・244）
つくし（V・244）
松力sさ（V・247）
松かさ（V・247）
すぎな（V・243）
松かさ（V・247＞
松かさ（V　・247）
松力、さ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松力・さ（V。247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247＞
松力、さ（V．247＞
松カェさ（V●247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
つく　し（V。244）
群発、さ（V●247）
松力〉さ（V魯247）
松t＞tsさくV。247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
MACUNOCIRO
MACUNOCUGUMI
MACU（NO）CU（N）一
　GUR更
MACU（NO）DANGO
MACUNODENBO
MACUNOI）ONGURI
MACUNOEBO
MACU（NO）HO（O）一
　（N）GUR王
MACU（NO）1－IU（N）一
　GUR茎
MACU（NO）HUSO
MACU（NO）KAAKA一
　（A）
MACU（NO）KACCA
MACU（NO）KAKKO．
　（o）
MACU（NO）KANKO
MACU（NO）KAPPO一
　　（o）
MACU（Ne）KASA
MACUNOKIDANBOO
MACUNOKIKONBO
MACUNOKIKONBU
MACUNOKINODAN－
　GO
MACUNOK｛NOMI
MACUNOKOCUKU－
　TAN
MACU（NO）KO（N）．
　BO（O）
MACU（NO）KO（N）BU
MACU（NO）KOPPoo
MACUNOMIDORI
MACUNOMI（1）
MACU（NO）MO（N）一
　MO（N）
MACUNOPONPOKO
MACU（NO）PU（N）．
　GUR王
MACUNOTAMA
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松力iさ（V。247）
松力sさ（V。247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松rbtSさ（V・247）
磁力、さ（V◎247＞
松かさ（V・247）
松かさ（V。247）
松かさ（V・247）
松かさ（V。247）
松過属さ（V。247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・・247＞
松かさ（V・247）
松過、さ（V。247）
松力、さ（V。247）
松かさ（V。247＞
松かさ（V。247）
松かさ（V・247）
錦心、さ（V。247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247＞
松かさ（V・247）
応力tSさ（V・247）
松島、さ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
MACUNOTAMAKKO
MAC｛．｝NOTARA
MACUNOTONKO
MACUNOTO（O）
MACUNOTOO
MACUOGOSYO
MACUOKO
MACUOKOSI
MACUPAGURi
MACUPOGORI
MACUPOKORi
MACUPOKURI
MACUPO（N）GURI
MACUPUKURI
MACURA
MACURA
MACUSANI
MACUTAKE
MACUTAKE
MACUTANKO
MACUTTAKE
MACUZI
－MACYAI
MACYO．
MACYU菱くASAKA
MADACU
MADAKAZE
MAE
MAE
MAEBEKO
MAEDACI
MAEGAMI
MAEGE
MAEHIGE
MAEKOBEKO
MAENIWA
MAE（NO）BAN
MAE（NO）BAN
MAENOBANGE
MAENOBANGE
MAENOBANNOBAN
MAENOKEWATA
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
すぎな（V・243＞
つくし（V。244）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
感力」さ（V・247）
松かさ（V　・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
松力、さ（V・247）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
松かさ（V・247）
きのこ（V・245）
竹（V●248）
松かさ（V・247）
松かさ（V・247）
つむじ（瓢・102＞
くすぐったい後部分（1・33）
まぶしい前部分（1。30）
松かさ（V・247）
つむじかぜ（W　・264）
つむじかぜ（Vi　・264）
鞭毛（皿・111）
水日ヨ〈～簗ζ顧1＞　（訊「。185）
子牛（V・209）
たてがみ（V・205＞
たてがみ（V・205）
挿毛（懸・111）
眉毛傾・11圭）
子牛（V・209）
庭圏（iv・193＞
一昨晩（Vi。277）
昨晩（MD279＞
一昨…晩（V夏●277）
咋晩（Vl●279＞
一昨晩（VI●277）
真糸畠（桿●159）
MAENOMAENOBAN
MAENOYUUBE
MAEOSAGE
MAEOTOCUI
MAEYA
MAGA
MAGA－
MAGA－
MAGA．
MAGA至
MAGAISABAN
MAGAMAGA
MAGANKO
MAGARIKO
MAGASI
MAGASUN
MAGE
MAGE
MAGE－
MAGE一
一MAGERU
MAGETA
MAGI
MAGI－
MAGI－
MAGI－
MAG王ME
MAG王Y£EB王
MAGOHIKO
MAGOMAGe
MAGOME
MAGOME
MAGONZI三
MAGO’OYA
MAGO’OYANOOYA
MAGO’OZ更
MAGe’OZII
MAGO’OZIZI
MAGOZI
MAGOZICI
MAGOZICYA
MAGOZI（1）
一　201　一
一昨晩（V【。277）
一昨晩（V卜277）
たてがみ（V　・205）
一昨昨日（Vl．275＞
加島（斑・l11）
おいしい（擁・291）
大きい（1・17）
太い（1。20）
まぶしい前部分（1・30）
絹糸（N・155）
陶磁器（IY「・161＞
たんぽぽ（V・241）
つらら（羅・262）
つらら（W・262）
炊く（H・57）
炊く　（藍・57）
眉毛催・111）
つむじ（題・102）
大きい（1。17＞
太い（1・2G）
うそをつく後部分（E・92＞
まない・た（董V●164）
つむじ（膿・102）
大きい（1・17）
太い（1・20）
まぶしい箭部分（1・30＞
眉毛個・111）
六区旨（猛・121）
ひまご（翅・139）
たんぽぽ（V・241）
層毛（紐・111）
うるち（N・168）
禎父纏・141）
祖父纈・141）
曹楓父佃・142）
普祖父伽・142）
祖父纈・141）
瞥祖父（服・142＞
曽祖父偲・142＞
瞥祖父伽・142）
町議父個・142）
祖父（M・141）
MAGOZI（1）SA
MAGOZI（1）SA
MAGOZIISAA
MAGOZI（1）SAMA
MAGOZI（1）SAN
MAGOZI（1）SAN
MAGOZI（1）YA
MAGOZI（1）ZI
MAGOZIKO
MAGOZINZII
MAGOZISAMA
MAGOZISSAMA
MAGOZIYA
MAGOZIZI
MAGUCUMOKKE
MAGUME
MAGUSOMATTAKE
MAHA－
MAHAARU
MAHAN
MA｝｛［ARISARA
MAHEm
MAHEBE
MAHEB正
MA嚴£EBI
MAHIGE
MAHOO
MAHoo
MA｝｛YEBE
MAHYEBI
MAEEYEBU
MAI
MA正
MAI
MA茎
MAI
MAI
MA工
MAI
甑
MN－
MAI一
祖父細・141）
嘗祖父樋・142）
－裾父儲・141）
曽祖父（M・142）
祖父伽・141）
瞥祖父（m・142）
瞥祖父（m・142）
曽祖父個・142）
視父佃・141）
甘心（X・141）
裾窮鳥・141）
祖父価・141）
祖父（則・141）
翻意伽・141）
ひきがえるその2（V。220）
眉毛樋・111＞
きのこ（V。245）
まぶしい前部分（1・30）
陶磁器（N・王61）
寒い・しい（Vl●291）
陶磁器（N・161）
まぶしい醗部分（i・30）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
膣毛（1］・111）
とかげ（V・224＞
かなへび（V。225）
まむし（V・228）
まむし（V。228）
まむし（V・228）
甘い（｛・37）
つむじ億・102）
眉毛（盟・111）
米（N・167）
うるち（W・168）
水田く一鑑画（N・185）
蜘蛛の糸（V・235）
つむじかぜ（W・264）
おいしい（V1・291）
大きい（1。17）
太レ。（1・20）
MAI一
一MAI
－MAi
MAIBA－
MAIBORO
MAIBORO
MAIBOROCUBURO
MAICUBURI
MAICUZI
MAIDAMA
MAIDO
MA聡£
MA正GAWA
MAIGE
MA王GIRI
MAIG（g）URU
MAIHAKU
MAINIGE
－MAII
－MAil
MAilTA
－MAIKA
MA茎KAZ£
MAIKEERU
MAIMAI
MA正MAI
MAIMAI
MAIMAI
MAIMAICUBU
MAIMAICUBURI
MAIMAICUBURO
MAIMAICUMUGI
MAI［MAICUMURI
MAIMAICUNBO
MAIMAICUNGURU一　・
　MAI
MAIMAICUNODASE
MAIMAICUNODASE
MAIMAICYOO
MAIMAIDON
MAIMAIGONGO
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粗い（1。21）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
まぶしい前部分（1・30）
かたつむりその2（V・237＞
なめくじ（V・239）
かたつむりその2（V・237＞
つむじ価・102）
つむ1二（毘●102）
つむじかぜ（W・264）
鬼ごっこ（M・147）
耀毛（阻・111）
婁簗糸鵠（IV．159）
慮毛佃・111）
つむじ倒・102）
もみがら（N　・171）
米びつ〈一殿酷な名称〉（N■
　165）
贋毛（膿・11王）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1。33）
まないた（即・164）
くすぐったい後三分（1・33）
つむじかぜ（M・264）
肩窪鋒く特殊な名称〉（厭。150）
つむじ倒。102）
眉毛圃・U1）
かたつむりその2（V・237）
つむじかぜ（M・264）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V　・237）
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237＞
MAIMAIGONZYO（0）　かたつむりその2（V。237）
MAIMAIKAIBUCU　　　かたつむりその2（V・237）
MAIMAIKAMZYUU一　　かたつむりその2（V・237＞
　ROO．MAIMAIKANZYUUROO
MAIMAIKAZE
MAIMAKO
MAIMAIKO
MAIMAIKO
MAIMA夏KO簸くO
MAIMAIKONZYO
MAIMAIKOZI
MA三MA王K：OZI
MAIMAIKUZI
MAIMAIKUZIRA
MA三MA玉KUZ正RA
MAIMAIKUZIRA
MAIMAIKUZIRO
MAIMAIKUZIRO
MAIMAIMUSI
MAIMAISI
MAIMAIZU
MAIME
MAIMO
MAINOKE
MA正PIα
MA］［RA
MAIRADO
MAIS凪UBU
MAISYAN
MA王TA
MAITA
MAITO
MAIWA玉
mxYA
MAIZE
MAIZIKUHO
MAKA
MAKABI－
MAKABImm一
一MAKASU
MAKASUN
つむじカ》ぜ（VI・264）
つむじ（班。102）
かたつむりそ：の2（V・237）
つむじかぜ（VI・264）
つむじかぜ（擁・264）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその1（V。236）
かたつむりその2（V・237）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・’236）
かたつむりその2（V・237）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V。236）
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V。237＞
贋留山・111＞
里芋その1（IV・177）
膣毛（脹・111）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
襖障子（W・192）
襖障子（ILi●192＞
もみがら（rv「・171）
まぶしい前部分（1・30）
まないた（N　．164）
水日ヨ＜一区彊i＞　（IV。185）
絹糸（N・155）
眉毛纈。111）
燈毛（1江・111）
つむじかぜ（擁・264）
桑（V。212＞
おいしい（M。291）
うそをつく議部分（琵・91）
うそをつく灘部分（嚢・91）
くすぐる後部鶯（嚢・82）
炊く　（嚢・57）
MAKI
撒MAKI
MNg－
MAK王一
瓢AKL
MAKIAGE
MAKIAGEKAZE
MAK玉BI
MAKIBOSI
MAKICUBO
MAIKICUBORI
MAKICUBURI
MAKICUZI
MAKIEZU
MAKIGARI
MAKIGE
MAKIGIRI
MAKIGUR正
MAK］［KAZE
MAK正MAI
MAKIMAKI
MAKIMAKI
MAKIMAKIMAKI
MAKIMAWASI
MAK正ME
MAKIME
MAKIMEKO
MAK夏MI
MAKIZIBOSI
MAKKA
MAKKA
MAKKABEKO
MAKKADA
MAKKAI
MwwUNA
MAKKAN
MAKKANA
MAKKARAA
MAKKAZE
MAKKEE
MAK：K正BI
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つむじ（贋・102＞
水田〈一区i藤〉（W・185）
つむじかぜ（W・264）
大きい（1・17）
太い（1・20）
まぶしい前部分（1・30）
つむじかぜ（磁・264）
つむじかぜ備・264）
とうもろこし（W。182）
つむじ（盟。102＞
つむじ（盟・102）
つむじ佃・102）
つむじ佃・102）
つむじ価・102）
つむじ（膿・102）
つむじ（阻・102）
つむじ（瓢．王02）
つむじ（撫。102）
つむじ（磯・102）
つむじかぜ（顎。264）
つむじ（HI・102）
つむじ（斑　・102＞
つむじかぜ（vr　・264）
つむじ（皿・102）
つむじ（盤・102）
つむじ（照・102）
つむじかぜ（通・264）
つむじ㈲・102）
つむじ（HI。102）
つむじ佃・102）
赤い（1・28）
牝牛（V・208＞
辱七牛（V・208）
赤い（1・28）
赤い（　1　・28）
四角い（1・26）
松力iさ（V・247）
赤い（1　・28）
赤い（1・28）
つむじかぜ（距264）
赤い（1　・28）
とうもろこし（W・182）
MAKKIIROI
MAK（K）O
MAKKO
MAKKOGO
MAKKOGOKKO
－MAKKOI
MAKKOK（K）O
wwONKO
MAKKONOKO
MAKKONOKOKKe
MAKKYAKA
MAKKYAKYA
－MAKOI
MAKOME
．mxOSII
MAKU
MAKUIKAZE
MAKUMAI
mxUME
MAKUMEKO
MAKUMI
lwaKUREKAZE
MAKURI
MAKURIBABA
MAKURIGAICU
MAKURIGeKKO
MEAKURIKAZE
MAKURIKO
MAKURISUCURU
MAKUR正YA王
MAKURU
MALI
MALI
MAL五BAKU
MALIBICI
MALIBUBUKI
MALIG［g）AA
MALI’G（g］ARA
MALIG（g）URU
TvLALiNUARA
黄色い・（1。27）
馬（V・201）
子馬（V・204）
子馬（V。204）
子馬（V・204＞
くすぐったい後部分（1・33）
子、震｝（V。204）
子馬（V・204）
子馬（V・204）
子馬（V・204）
赤い・（1　・28）
赤い（　正。28）
まぶ：しい後部分（卜31）
つむじ（罵・102＞
まぶしい後部分（1・31）
つむじ（1鼠・102）
つむじかぜ（wr　・264）
つむじ（膿・102）
つむじ（1旺・102＞
つむ1二（i正●102）
つむじ（涯・102）
つむじかぜ（耀・264）
鬼ごっこ（撲・147）
鬼ごっこ（al　．147）
鬼ごっこ（測・147）
鬼ごっこ（恥穫47＞
つむじかぜ（男・264）
鬼ごっこ（盟・147）
捨てる（E・62）
鬼ごっこ（阻・147＞
捨てる（ll・62）
米（N・167）
うるち（揮・168）
米びつく～般的な名称〉（N・
　　165）
米びつ〈～毅的な名称〉（N・
　　165）
もみがら（ILI・171）
もみがら（　IV・171）
もみがら（IV・171）
もみがら（N・171）
もみがら（N・171）
MALIww
MAL峯P更K：I
MAMA
MA）vSEA
MAMA－
MAMADE
MAMADE
MAMAGOME
MAMAI
MAMAI
MAMAKA王
MAMAKOZIRI
MAMAKUZIRI
MAMANKO
MAMANOKOME
MAMASAN
厳A遜ASAN
MAME
MAME一
鍛蝋E～
瓢A蝦EBUKURO
MAMEE
MAMEGA
mmEGE
MAM£G王畷
MAM£GUZ王
MAMEKIBI
MAMEKIMI
MAMEKOZI
MAMEKUAI
MAMEKUCI
MAMEK　JS王
MAMEKUS王
MAMEKUZ王
MAMEKUZI
MAMEKUZINA
MAMEKUZINA
MAMEKUZIRA
MAMEKUZIRA
MAMEKUZiRI
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もみがら（1｛・171）
もみth　s’ら（配●王71）
祖父（M・141）
瞥祖父（題・142）
まぶしい荊部分（1・30）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその3（V・238）
うるち（W・168）
つむじ（胆・102）
うるち（W・168）
肩車く特殊な名称〉（瓢・150）
なめくじ（V。239）
なめくじ（V・239）
かたつむりその2（V・237）
うるち（N・168）
太陽（M・251）
月（K　・252）
眉癌（1匪。l11）
まオミしい自な部芳（1　。30）
お母三三猛（盟●145）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳翻魍〉（V・
　223）
両毛（盤・111）
層毛（X・111）
贋毛価・111）
とうもろこし（解・182＞
なめくじ（V・239）
とうもろこし（IV「。182）
とうもろこし（IV・182）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239＞
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239＞
かたつむりその1（V・236）
MAMEKUZIRI
MAMEKUZIRO
MAMEKUZYAKU
mmEKUZYO
MAMEMAKIBooZU
MAMEMAKIDORI
MAMENGE
MAMENZIRO
MAMENZYORO
MAMENZYUURU
MAMEYA
MAMEYAI
MAMEYOSI
MAMEZUKURI
MAMEZUI〈URI
MAMI
MAMIA蕉
MAM【三E
MAM三E
MAM正GE
MAMIGWAAGUSA
MAMII
MA題II
磁三RA
MAMI正YA
MAMIYAGE
MAMOSI
MA瓢てJ－
MAMUGE
MAMUSI
MAMUSI
一一・　MAMUSI
MAMUS膿£B三
MAMUS正｛EEB王
MAMUS田ENB至
MAN
MAN
MAN
MAN一
一MAN
MANAACYA
MANAB餅
なめくじ（V。239）
なめくじ（V。239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
たんぽぽ（V・241）
桑（V・212）
眉毛（膿・111）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
眉毛傭・111＞
眉毛（胆。111）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
眉毛（恥・111）
圏毛（班・111）
偶詠（撮・111）
眉毛（照・111）
眉毛（駈・王11）
すみれ（V・240）
眉毛㈲・111＞
麗毛纈・111）
眉毛纈・111）
函嶺佃・1王1＞
魑毛佃・111）
まむし（V・228）
まぶしい前部分（1・3G）
眉毛噸・111）
館（V●226）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V・228）
まむし（V。228＞
まむし（V・228）
里芋その1（ILi。177）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V。235）
まぶしい前部分（1・30）
蜘蛛の糸（V・235）
まないた：（IV・164）
まないた（IV磯64）
MANACA
MANACAA
MANACCA
MANACYA
MANAG（9）O
MANAGCg）O
MANAG（g）U
MANAG（lj）U
MANA王CYA
MANAITA
MANAITO
MANAKO
MANAKU
MArNIANCA
MANASYA
MANASYAA
MANATA
MANATA
MANATwwA－
　GAMA
MANAZITA
MANBUU
MANCA
MANCOOZI
MANDAIBI
MAINDARIKO
MANEETA
MANEKUZI
MANENTA
MANETA
MANGA
MANGATAMII　SUN
MANGATAMII　SYUN
MANGE
MANGE－
MANGE－
MANGO
MANGORO
MANGUU
MANGww
MANGWA
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まないた（N・16の
まないた（EV。164）
まないた＝（！V・164）
まないた（｝V「・164）
瞬（猛・lle）
藏（1韮・110）
鼠（脹・110）
隅（讃・110）
まないた（rv　・164）
まないた（N・164）
まなし（た（IV・164）
M（　dl　・lIO）
湯（瓢・110＞
まないた（iv・164）
まないた（N・164）
まないた（罪・164）
まないた（揮・164）
er（V　・218＞
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
まないた（N　・164）
絹糸（W　・155）
まない・た（IV・164）
垂董（V・214）
中手量（HI・123）
かくれんぼ（璽・148）
まないた〈N・玉64）
なめくじ（V。239）
まないた（fy「・164）
まないた（郵・164）
眉毛儀・111）
〈ヲミ秤棒を〉かつぐ（5・67）
〈林木を〉かつぐ（嚢。66）
二毛（M・lll）
大きい（1・17）
太い（1　・20）
たんぽぽ（V・241）
松かさ（V・247＞
蜘蛛（V●233）
蜘蛛（V・233）
蜘蛛（V・233）
MANGWAA
MANIrwlCYAA
MANICAN
MANIITA
MANINCA
MAN互NZA
MANITA
MANIZA
MANKACUGAERU
MANKAKII
MANKO
MANKO
MANKUBU
MANKUSY
MANK（W）A（A）
MANMA
MANMAASAN
MANMAGOME
MANMAI
MANMAI
MANMAISAN
MANMAISAN
MANMAISAN
MANMAN
MANMAN
MANMANCYAN
MANMANCYAN
MANMANGEERO
MANMANGEERO
MANMANKIBI
MANMANKO
MANMANSAN
MANMANZAI
MANMASAMA
MANMASAN
MANMOROKOSI
MANMUSINUITU
MANNAITA
MANNAKAYUBI
MANNEETA
MANNETA
MAN’NYON〈BIKI）
子馬（V。204）
蜘蛛（V●233）
まないた（藍V・王64）
まないた（fL「。164＞
まないた（EV・164）
まないた：（N・164）
まないた（fYf。164）
まないた（W・164）
ひきがえるその2（V・220）
肩奪：〈特殊な名称〉（盟・150）
子馬（V・204）
松力・さ（V。247）
蜘蜜朱（V●233）
きa）こ（V。245）
子馬（V・204）
月（Vl。252）
タヨ（Vl・252）
うるち（N　・168）
っむじ（1正●102）
とうもろこし（N・182）
太1場（Vl。251）
月（V1．252）
雷〈V琶。256）
とうもろこし（W・182）
たんぽぽ（V・241）
太陽（M・251）
月（Vl．252＞
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその3（V・238）
とうもろこし（IV。182）
とうもろこし（rv　・182）
月（ヤ望・252）
肩車〈特殊な名称〉　（盤・150）
月（W　・252）
弄ヨ（Vl●252）
とうもろこし（W。182）
絹糸（N　・155）
まないた（N　・164）
中韮雪（翔．123）
まないた（W　・164）
まないた（rv　．164）
ひきがえるその1（V・219＞
MANOAZUKiMESI
MANOKO
MANONTA
MANOSATO
MANOSATO
MANSYEN
MANamTEN
MA飛U
MA順JCA
MANUCYA
MANWATAA
MANZAIGOKU
MANZYUGOONA
MANZYUKAKKA
MAOI）OSI
MAP－
MARACYA
MARAITA
MARAKUSO
MARARA
MARAU
MAREBEKO
MAREBEKOKO
MAREMAK（K）O
MARI
MARooTO
MARU
MARUCYA
MARUCYAA
MARUGI
醒ARUHA
MARU蓋MO
MARUKOSUGI
MARUKUCI
MARUMO醤O
MARUSA
MARUSUZUME
MARUTA
MARUUMAME
MASA
MASAAN
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つくし（V。244）
子馬（V●204）
まないた（配・164）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
蜘蛛（V・233）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
；蓑嚢糸駐（痒。159）
まないた（rv　・164）
まないた（rv・164）
真糸寓（群・王59）
肩車〈特殊な名称〉（1韮・15G）
かたつむりその2（V・237）
肩車く特殊な名称〉（獄・150）
かかし（N・190）
まぶしい前鵠分（1・30）
まない・た（W。164＞
まないた（EV」・164）
桑の鳴き声その2（壌・299）
つらら（ivl・262）
貰う（E●76）
子ム1二（V・209）
子4二（V。209）
子，驕（V●204）
お手三K（匪1。王45）
ものもらい（阻・112）
牡，尾葛（V。202）
まないた（iv・164）
まない・た（iv「・164）
たんぼぽ（V・241）
子牛（V・209＞
里芋その2（！V。178）
すぎな（V・243）
子牛（V・209）
陶磁器（IV・161）
まない・た（rv●164）
綾室（V。214）
まないた（TV・164）
牡馬（V・202）
おいしい（Vl・291）
おいしい（腔。291）
MASABIKO
MASAN
MASI－
MASIG（g）E
MASIGCp］E
MASIGこ弓〕I
MASI’G（g］1’
MASIG［u）1’
MASIG（ptlRI
－MASII
－MASIKA
MASIKAKKA
MASIKAKUNO
MAS王KO
MASSAN
MASSAN
MASU
一MASU
MASUBIKI
MASUBOBIKI
MASUGAERU
MASUGARA－
MASUGE
MASUGEECU
MASUG（g）1
｝vLASUGCg）IRI
MASUG（g）IRIBO
MASUG（g）URI
－MASUI
MASUZU
MASUZUME
MATAASATTE
MATABYA
MATAGURANORI
MATAGURUMA
MATAHIKO
MAJI’AHIMAGO
MATAHWAA
MATAEEmxAGO
MATAI
－MATA王
すみれ（V・240）
おいしい（耀・291）
まぶしい前部分（1・30）
すりこぎ（EXt・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（fLi・163）
すりこぎ（郵・163）
すりこぎ（N・163＞
くすく“つた二し（後i部分（1　。33）
くすぐったい後部分（1・33＞
四角い（1・26＞
四角い（1・26）
肩車〈特殊な名称〉　（1琶。150）
釜（V●214＞
おいしい・（M・291＞
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
くすぐる後部分（嚢・82＞
ひきがえるその1（V・219＞
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V。220）
しおからい（1・39）
燭毛（皿・111）
ひきがえるその2（V・220＞
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（罪・163）
くすぐったい後部分（1・33）
雀（V。214）
雀cV●214）
彫ヨ明後Eヨ（VI・285）
竹馬御・144）
肩低く特殊な名称〉（贋・150）
肩車：〈特殊な名称〉（1翌・150＞
やしゃこ（照・140）
やしゃこ（腿・140）
ひまご（譲・139＞
やしゃこ（賑・140＞
〈塩味が〉うすい（1・38）
くすぐったい後部分（1・33）
MATAKO
MATAMAA
MATArmGA
MATAMAAGAA
MATA瓢AA猛A
MATAMAGA
MATAMAGA
MATAMAGO
MATAMAGO
MATAMAGU
MATANMAGA
MATAOZISAN
MATAZIICYAN
MATAZISAMA
MATE
MATITI
－MATTAI
MATTAKE
MATTAKUU
MATTARAA
MATUZI
MAWA．
MAWARIKAZE
MAWASI
MAWASIBOO
MAWASIG（g）I
MAWASIKAZE
MAWASUG（g）I
MAWASUG〔讐〕王
MAWATA
MAYA
MAYAAKUU
MAYMSUKUU
MAYAAZIKUKU
MAYAAZYUCYUKU
MAYACIKUHU
MAYAGE
MAYASI
－MAYASII
MAYASIKAZE
MAYASIKUHU
MAYASUKUHU
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やしゃこ（烈。140）
ひまご（M　・139）
ひまご（撰・139）
ひまご（醗。139）
ひまご（斑・139）
ひまご（胆。139）
やしゃこ（無・140）
ひまご（1耳・139）
やしゃこ（盤・140）
ひまご（盟。139）
ひまご（恥。139＞
曹橿父（距142）
嘗祖父纈・142）
曹複父島・142）
水国〈一区画〉（麗・185）
つむじ（1韮●102）
くすぐったい後部分（1・33）
きのこ（V。245）
顧（1匪・143）
凧（盟・143）
つむじ（贋・102＞
まぶしい前部分（i・30＞
つむじかぜ（W・264＞
すりこぎ（即・王63）
すりこぎ（郵・163）
すりこぎ（W・163＞
つむじかぜ（va　・264）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（IL「・163）
真綿（IV「●159）
眉毛（瞑・111）
桑（V。212＞
桑（V●212）
桑（VO212）
桑（V●212）
桑（V．212）
眉毛佃・111）
つむじかぜ（va・264）
まぶしい後部分（1。31）
つむじかぜ（贋・264）
桑（V．212）
桑（V●212）
MAYO
MAYOE
MAYOGE
MAYOIKAZE
MAYONOKE
MAYU
MAYU
－MAYU
MAYUGE
MAYUGIRI
MAYUHIGE
．MAYU王
MAYUME
MAYUNOKE
MAZI
MAZIMUN
MAZIMUNUNUAMI
MAZU［｛
MAZUNOBAN
MAZYUN
ME
ME
ME
ME
ME
ME
ME
－ME
－ME
MEAKA
MEAKAIMO
MEAN
MEBA
MEBA
MEBA－
MEBACIKO
MEBACURI
MEBA正丁O
MEBASI
MEBASU
MEBEKO
MEBO
挿毛（阻。111）
膚毛（1韮・l11）
眉毛（盟・1U）
つむじかぜ（Vl・264）
綴点点・111）
鳥毛（1拒111）
墨箋；綿（fV「●159）
蜘蛛の糸（V・235）
罎毛価・111）
つむじ（m　・IO2）
駕毛纈・111＞
まぶしい後部分（卜31）
眉毛儀・111）
眉毛（匪・111）
水田〈～区画〉（iLi・185）
蛇（V。226）
ゆうだち（W・255）
〈自脈が〉うすい（韮・38＞
一一?ﾓ（Vl。277）
蛇（V。226）
貫い（1。37）
醒（i韮・110）
隼ヒ馬（V・203）
牛ヒと1二（V●208）
子牛（V．209＞
牛の鳴き声（V。210）
おいしい（Vl・291＞
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
里芋その2（IV・178）
至昆芋そζ1）2　（iVf・178）
牛の鳴き声（V・210＞
ものもらい（膿・112＞
牛ヒ馬（V・2G3）
まぶしい前部分（1・30）
ものもらい伽・112）
ものもらい（瞑・112）
絹糸（W　・155）
真綿（EV。159＞
ものもらい（阻。112＞
牛ヒ彗二（V●208）
ものもらし・）　（M　・112）
MEBO－
MEBOCCI
MEBocU
MEBOI［lrA
MEBOITO
MEBOKORI
MEBORO
MEBOSI
MEBOSO
MEBUN
MEBURIBO
MEBURIBO
M氾B弓RUBoo
MECCI
MECCU
雑£CCU
MECCYAA
MECCYAA
瓢ECCYO
MECCYO
MECCYO
蟹ECCYOO
MECCYOO
MECINBO
M£C互NKE
MECYA
MECYACYA
MECYAKUCYARE
MECYO
MECYONPO
MECYooUSI
MEDOBBARA
MEE
MEE［me’）
MEE［me；）
MEE（me：’）
MEE
MEE
MEE
一　208　一
まぶしい前部分（1・30）
ものもらい（盟・112）
ものもらい（皿・112）
ものもらい（擁・112）
ものもらVi（M・112＞
ごみくE］にはいるもの〉僅・
　272）
ものもらい（劃・112）
ものもらい（麗。112）
ものもらい（匪・112）
ごみ〈1三1にはいるもの〉（M・
　272）
すりこ9“（N・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（W・163）
女く卑携◇　（田。138）
女〈卑称〉　（胆。138）
牛ヒゐ1：（V・208）
穿ヒ馬（V●203）
学ヒムト（V．208）
女く卑称〉（難・138）
隼ヒ馬（V・203）
学ヒとト（V●208）
女（1聾●137）
隼ヒとト（V。208）
ものもらい（獄・ll2）
ものもらい（1耳・112）
女く卑称〉　（鼠1・138）
ものもらい（瓢・112＞
女く卑称〉（濯・138）
女く卑称〉（M　・138）
ものもらい（欝・難2＞
牝牛（V・208）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
甘い（　1　・37＞
閉（盟・110）
際（m・110）
昌（恥UO）
米（N・玉67）
牛（V。206＞
牛の鳴き声（V・210）
MEE
MEE
MEE
MEE
MEEBEKO
MEEBO
MEEBOKORI
MEEBOKU
MEEBORO
MEEBORO
MEEBOROCUBURO
MEEE
MEEE
MEEE　MEEE
MEEEN
MEEEN
MEEEN　MEEEN
MEEGAMACI
MEE正
MEEKAZE
MEEKO
MEEKO
ME（E）KURABANA
MEEMA
MEEME
ME（E）MECUBU
ME（E）MECYO
MEEMEE
MEE　MEE
MEEMEE
MEEMEE
MEEMEECUBO
ME（E）ME（E）CUBU－
　RO
MEEMEECVGURA
ME（E）ME（E）CUGU－
　RO
MEEMEECUNO
MEEMEECUNO
蜘蛛の巣（V　・234）
蜘蛛の糸（V・235）
おいしレ、（Vl・291）
隼の鳴き爾（V・210）
牛t牛（V●208）
ごみ〈属にはいるもの〉（Vl・
　　272）
灰（Vl。270）
ごみ〈緩にはいるもの〉（VI・
　　272）
かたつむりその2（V。237）
なめくじ（V・239）
かたつむりその2（V。237）
牛の瞬き声（V・21e）
牛の鳴き声（V・210）
牛の鳴き声（V・210）
牛の鳴き声（V。21G）
牛の嶋き窺（V。210）
牛の鳴き声（V・210）
あご〈とがった部分〉（擢・
　　108＞
牛の鳴き湾（V・210）
つむじかぜ（情・264）
牝牛（V・208）
子牛（V。209）
たんぽぽ（V・241）
牛ヒ，囁（V●203）
牛の鳴き声（V。210）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
頭（盟。101）
牛の鳴き声（V・210）
かたつむりその2（V・237）
つむじかぜ（擁・264）
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその3（V・238）
MEEMEECYABURO
MEEMEEDON
MEEMEEGARA
MEEMEEKANKA
MEEMEEKAZE
MEEMEEKONGO
MEEMEEKONZYO（O）
MEEMEEKOOZI
MEEMEEKOOZI
MEEMEEKUZI
M鷺EMEEKUZ王
MEEMEEKUZI
MEEMEEKUZIRO
MEEM配KUZ三RO
MEE　MEEN
MEEMEESA（MA）
ME（E）ME（E）TACU－
　BO
MEEMEEZU
MEEMENGEERO
MEEMENGEERO
MEEMEmmA
MEEMENKO
ME（E）MENZYO
MEEMI
MEEMOOZU
MEEMYAA
MEEN
MEEN
MEEN　MEEN
MEENMEEN
MEENOKO
MEEOO
MEERO
MEERO
MEEROUMA
MEEROUMAME
MEEROUSI
MEEROUSIME
MEESUN
MEETA
MEEYSI
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かたつむりその2（V◎237）
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
つむじかぜ（Vl・264）
つむじカ、ぜ（Vl。264）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその2（V・237）
かた。．つむりその1（V・236＞
かたつむりその2〈V・237）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその2（V・237）
牛の鴇き声（V・210）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
：舞：（褻1。1王4＞
かたつむりその2（V・237）
子牛（V・209）
IF　Li：　（　V　・209）
牛の鳴き声（V・210）
牛の鳴き声（V。210＞
かたつむりその2（V・237）
こiと」二（V。209）
雪士牛（V・207）
女（1耳・137）
女〈卑称〉　（珊。138）
牛ヒ，驕（V。203）
隼ヒ、繹｝〈V・203）
牛ヒ牛（V．208＞
琴野牛（V●208）
炊く　（llO57）
女〈卑称〉　（阻・138）
牝牛（V。208＞
MEEUZI
MEEZI
MEGA
MEGAO
MEGASA
MEGA　lrANE
MEGE
MEGEMON
MEGENKE
MEGGE
MEGO
MEGOMI
MEGURI
M£G〔導〕UR茎
MEGCg］URI
MEG（lj）URI
MEG（e］1一；RI
MEG（g）URIBO
MEGCg）URIBO
MEG〔勢〕UR王BO
MEG（g）URIBOO
MEG（lj）URIBOO
MEG（“）URIBOO
MEGURIKAZE
MEG［p）URIKO
MEG［“］URIKOG（g｝｝
MEG（e）URIKOG（n）I
MEG（g）URUBOO
MEGYUU
MEHA－
MEHADAKO
MENIGE
MEHODA
MEHUGO
ME｝IUGURI
MEIBO
MEIZI
MEKAGE
MEKAGO
MEKAIGO
牛ヒとト（V。208）
虹（Vl●259）
牛の鳴き湾（V　・210）
顔（阻・106）
ものもらい（膿・112）
ものもらい（狐。112）
眉毛催・l11）
陶磁器（解・i61）
眉毛個・111）
おた：まじゃくし（V・221）
ものもらい（1恥112）
ごみ〈繍にはいるもの〉（VI・
　272）
つむじ（M。102）
すり鉢（IV・162）
すりこぎ（IV・163）
すりこぎ（W・163＞
すりこ9“（N・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（W・163＞
すりこぎ（N　・163）
すりこぎ（　IV・163）
すりこぎ（揮・163＞
すりこぎ（N・163）
つむじかぜ（Vl・264＞
すξ）こぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
ktP（V・208）
まぶしい前部分（1・30）
ものもらい（阻・112）
1習毛細・111）
ごみく縢にはいるもの〉（V（　■
　272）
ものもらい（撲・112）
ものもらい（阻・112）
ものもらい（盟・112）
子牛（V●209＞
ものもらい（阻・U2）
ものもらV・（M・112）
ものもらい倒・112）
MEKANKO
MEKANZIN
MEKAZE
MEKEKUSARE
MEKIRIKAZE
MEKKA
MEK（K）A
MEKKABEKO
MEKKAI
MEKKAI
MEKKAIBEKO
MEKKAIUMA
MEK（K）AK（K）O
MEKKANGO
MEKKAUMA
MEKKAUSI
MEKKE
MEKKE
MEK（K）E
MEKKEBEKO
MEKKI
MEKKO
MEKKO
MEKOZI
MEKOZ登（玉
MEKOZOO
MEKUBO
MEKUGI
MEKURA
MEKURABOCCI
MEKURAGO
MEKURAGOKKO
MEKURAGOTO
MEKURAMOOZYAA
MEKURANBO
MEKURANBO
MEKURAONI
MEKURAONI
MEKURAONIGOTO
MEKURASAGASI
MEKURIIMO
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鬼ごっこ（恥・147＞
ものもらい（田・112）
つむじかぜ（V【・264）
女く卑称〉　（HlO138）
つむじかぜ（W・264）
女〈卑称〉（撮・138）
牛ヒゐ｛二（VO208）
牝牛（V・208）
女（韮韮曹137＞
女く卑称〉　（罰・138）
隼ヒ乙弁（V．208）
牛t、穰§（V。203）
子牛（V・209）
鬼ごっこ（阻・147）
牛ヒ，購（V●203）
学ヒLl：（V・208）
女（置1・137）
女〈麟船（餌・138）
牛ヒと1二（V．208）
牝牛（V・208）
米びつく特殊な名称〉（酔
　166）
鬼ごっこ（田・147）
かくれんぼ（盤・148）
子とト（V。209）
ものもらい（照・li2＞
ものもらい㈲・112）
ものもらb（膿・112）
くるぶし侮・128）
鬼ごっこ（胆・147）
鬼ごっこ（猛・147）
鬼ごっこ幅・147）
かくれんぼ（皿・148＞
かくれんぼ（膿・148）
鬼ごっこ（歴・147）
鬼ごっこ個・147）
かくれんぼ（班・148）
鬼ごっこ（皿・147）
かくれんぼ（田・148）
かくれんぼ領・148）
かくれんぼ（田。148＞
じゃがいもく特殊な名称〉（N・
MEKUSA
MEKUSARE
MEMA－
MEMA
MEMANZYA
MEMARA
MEMARU
MEME
MEME
MEME－
MEMEDO
MEMEKATACUMURI
MEMEKOZI
MEMEKUZI
MEMEKUZIRA
MEMEKUZIRI
MEMEMUSI
MEMENDAIRO
MEMENDAIRO
ME（ME）NGO
MEMEN’ITO
MEMENKO
MEMENOKO
MEMENSO
MEME（N）ZYAKO
MEMENZYAKU
MEMENZYO
MEMENZYURU
MEMERIMUSI
MEMEZIKKO
MEMEZOKU
MEMEZUNOMAKURA
MEMEZURI
MEMONO
MEMONZYO
MEMORA
MEMORAI
　　175）
ものもらい倒・112）
ものもらい（贋・112）
まぶしい前部分（1・30）
牛ヒ馬（V・203＞
ものもらい（臆・112＞
ものもらい㈲・簸2）
ものもらい（M。112）
耳（匪・114）
子牛（V●209）
まぶしい・前部分（1・30）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
子牛（V・209）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその3（V・238）
ごみ〈霞にはいるもの〉（Vl。
　272）
木綿糸（iv・156）
お手玉（盤・145）
おたまじゃくし（V・221）
お手iK（M・145）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
ごみ〈暇にはいるもの〉（W・
　272）
かた：つむりその2（V・237）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　23e＞
かたつむりその2（V・237）
桑（V。212）
つくし（V。244）
糸（N・153）
ものもらい（蹟・112）
ごみ〈圏にはいるもの〉（M。
　272）
ものもらい（匪・112）
ものもらい（贋・112）
MEMORO
MEMUN
MEMUR正
MEN
MEN
MEN
MEN
MEN
MEN
MEN
MENA
MENA
M跡ぎABEKO
MENAGO
MENAITA
MENAKO
MENAKO
MENAMI
MENARE
MENATARE
MENAUMA
MENAUSI
MENBA
MENBEEKO
MENBEKO
MENBO
MENBO
MENBoo
ME（N）CIRI
MENCU
MENCU
MENCU
MENCU
MENCU
MENCUU
MENCYAA
MENCYAAME
MENCYO
MENCYO
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ものもらい（研・i12）
ごみく醸にはいるもの〉（～a・
　272）
ごみ〈顕にはいるもの〉（耀。
　272）
顔（盟・106）
説く卑称〉（恥138）
機糸（W・157）
牛ヒ馬（V●203）
集（V。206）
物心（V・208）
隼の鳴き声（V・210）
：女く卑称〉（猛。138）
牝牛（V・208）
隼ヒ隼（V●208）
隼ヒ、罵（V。203＞
まないた（IV・164）
臨（罎・110）
子牛（V・209）
孚ヒ牛（V。208）
女〈卑称〉　（HI●138）
女〈卑称〉　（H［・138）
牛ヒ馬（V．203）
牛ヒ牛（V。208）
牝馬（V・203）
牛ヒと蓄二（V・208）
学ヒ牛（V・208）
ものもらい樋・112）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（揮・163）
ごみく団にはいるもの〉（Nl・
　272）
彦負（蹟・106）
女（1耳●137）
女〈卑称〉　（1耳●138）
隼ヒ，態（V・203）
隼ヒ牛（V。208＞
女く卑称〉　（瓢。138）
女く卑称〉　（翔。138＞
女〈卑称〉　（難。138）
女〈卑称〉（皿・138）
牛ヒ牛（V。208）
MENCYOO
MENCYOOUMA
MENCYOOUSI
MENDA
MENDA
MENDA
MENDARAI－IUGU
MENDORI
MENEBU
MENEBUTO
MENEGUMO
MENEOTOSI
MENGO
MENGURI
MENG〔勾〕UR三
MENGYUU
MEN’IDO
MEN’ITO
MEN’ITO
MENI〈A
MENKAA
MENKO
MENKO
MENKO
MENKO
MENKOI
MENKOUS正
MENMA
MENME
MENME
MENMEN
MEN　MEN
MCENME（N）CUBURO
MENMENKAIBUCU
MENMENKAICUBO
MENMENTABAKURO
MENNAME
MENNOITO
MENOKE
MEN’OMA
牝馬（V・203）
牛ヒ馬（V・203＞
牛ヒゐF（V・208）
女く卑称〉　（｛U・138＞
牛ヒ，震｝（V●203）
牛ヒtp（V。208）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
鬼ごっこ（M・147）
ものもらい（譲・112）
ものもらい（膿・112）
ものもらV・（M・112）
みずおち（M・130）
Iir・　Ll：　（　V　・　209）
ものもらいくIII・112）
すりこぎ（N・163）
牛ヒLl：（V●208）
糸（押。153）
木綿糸（押・156）
機糸（N　・157）
牛ヒLP（Vの208）
牛t馬（V。203）
牛ヒ馬（V。203）
子馬（V●204）
牝牛（V・208）
子牛（V。209）
牛ヒ4二（V●208）
牝牛（V・208）
牝馬（V。203）
子代二（V。209）
かたつむりその2（V・237）
牛（V・206）
牛の鳴き声（V・210）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその2（V・237）
牛ヒ牛（V・208）
木綿糸（N　・156）
層露点・111）
牝馬（V。203）
MENOME（NO）
MENOMI
ME（NO）MO
ME（NO）MON（O）
MENOMORAI
MENONA正
MENSASIYUBI
MENSI
MENSI
MENSI王TO
MENSO
MENSOO
MENSU
MENSU
ME（N）SUBO
MENSYO
MENTA
MENTA
MENTA
MENTA
MENTAA
MENTAGO
MENTAUMA
M£NTAUS茎
M£NTAUZ正
MENUKI
MEN’UMA
MEN’US工
MEN’UZI
MEN’YAMA
MENZUKU
ME（N）ZURI
MENZYA
MEOUSI
MEOZI
MEPAZZIKI
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ごみ〈潤にはいるもの〉（M。
　272）
ごみく圏にはいるもの〉（M・
　272）
ごみく銅にはいるもの〉（M・
　272）
ごみ帽にはいるもの〉（VI・
　272）
ものもらい（涯・112）
ものもらい（無。l12）
薬多旨（綴●124）
木綿糸（酔156）
機糸（N・157）
木糸酷糸（IV●156）
木綿糸（Eti・156）
顔（罵・106）
木綿糸（N・156）
牛laL’1二（V・208）
ごみ〈繍にはいるもの〉（vr・’
　272）
お手玉纈・145）
女（腸。137）
女〈卑称〉　（翼1●王38）
雫ヒ馬（V●203）
牝牛（V・208＞
孚ヒ4二（V◎208）
おしたまじゃくし（V。221）
隼ヒ，ξ§（V陰203）
学ヒとト（V・208）
隼ヒ牛（V・208＞
くるぶし（頂。128）
学b震｝（V・203）
隼ヒ牛（V・208）
学ヒ牛（V・208）
密毛磁・111）
棄（V・212）
ごみ〈鐵にはいるもの〉（W・
　272）
井戸蕎（揮●197）
牛ヒムト（V。208）
牝隼（V。208）
ものもらい（劉・l12）
MEPPA
MEPPACU
MEPPAISYO
MEPPARI
MEPPASU
MEPPO
MEPPO
MERA
MERA
MERA
MERAGO
MERA夏丁O
MERAITO
MERANCU
MERAUHIi
M£RAU正
MERAUSI
MERAUUSI
MERO
MERO
MERO
MEROKUTA
MEROO
MEROO
｝v肥ROUMA
MEROUSI
M£S王
MESIGOME
MESIGOME
MESIIMO
－MESIKA
MES夏MAI
MESIMORAI
MESIRA
MESU
簸ESU
MESU
MESU
MESU
MESUBA
MESUGOME
ものもらい綴・112）
ものもらい（M・112）
ものもらい㈲・112）
ものもらしa（M・112＞
ものもらい（盤・112）
ものもらい（阻・112）
ごみ〈譲にはいりもの〉（V（　・
　272）
女（撮●137）
女く卑称〉　（HI。138）
牝牛（V。208）
子孟書二（V。209）
木綿糸（N・王56）
機糸（N・157）
女〈卑称〉　（離。138）
牛ヒ牛（V。208）
牛ヒ牛（V◎208）
牝牛（V・208）
学ヒtp（V。208）
女（菰1・137）
女〈卑称〉（皿・138＞
隼ヒ牛（V・208）
：女〈卑称〉（穰・138）
女（m・137）
醜く卑称〉　（皿●138）
隼ヒ，罵（V・203）
牛ヒ牛（V．208）
うるち（fV・168）
うるち（騨。168）
うるち（罪・168）
さつまいも（！V・176）
まぶしい後部分（1・31）
うるち（騨・168）
ものもらい（贋・l12）
女〈卑称〉　（覆。王38）
女（田・137）
女〈卑称〉（皿・138）
孚ヒ、馬（V・203）
隼ヒ牛（V●208）
子牛（V・209）
牛ヒ，驕（V．203）
うるち（即・168）
MESUGYUU
MESUKKO
MESUNOUSIME
MESUNOUSINENBe
MESUUMA
MESUUSI
META
META
META
METAC正
METAHACI
－METAI
METAKA
METAUSI
METE
METEE
METONGYO
METOPPO
METTA
METTA
MET（T）ABEKO
METTAGAWAZU
METTAKUSARE
METTAMANKO
MET（T）AUMA
MEUMA
MEUSI
MEUZI
M£Wん
一MEYA
MEYAGE
MEYANKE
MEYAWA－
MEZOOCI
MEZU－
MEZUOCI
MEZUUCI
MEZYO－
M正
Ml’
MI－
MIAMI
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学ヒ牛（V●208）
子牛（V・209）
牛ヒ牛（V・208）
牛ヒ牛（V・208）
牛ヒ馬（V・203）
隼ヒ牛（V・208）
女〈卑称〉（鼠・138）
牛ヒ，罵（V●203）
牛ヒ牛（V・208＞
女〈卑称〉（撮・138）
女〈卑称〉（1薩・138）
くすぐったい後部分（1・33）
蛙（V・218）
牝牛（V・208）
孚ヒ牛（V・208）
隼ヒ牛（V●208）
ものもらい（無・112）
ものもらい（膿・112）
女（1正。137）
女〈卑称〉　（膿0138）
学t牛（V・208）
ひきがえるその2（V・220＞
女〈卑称〉　（胆．138）
孚ヒ，馬（V・203＞
学ヒ擦姦（V●203＞
隼ヒ，罵（V。203＞
牝牛（V・208）
牛ヒ牛（V●208）
まぶしい前部分（1・30）
蜘蛛の糸（V・235）
鼠毛（皿・111）
眉毛（匿・111）
まぶしV、前部分（1・30）
みずおち（皿・130）
まぶしい雨部分（1・30＞
みずおち儲・130）
みずおち侮・130）
くづ鵬ぐつたい瀬」部ラう・（玉　。32）
臨（膿・110）
厨（膿。110）
まぶしい箭部分（1・30）
ゆうだち（Vl。255）
MIBASI
MIBO－
MICI
MICINOOKU
MICISAHAN
MICUGO
MICUKIIMO
MICURIN
MIDAKUNASI
MIDOOCI
MIDOOTE
MIDORI
MIDOTE
MIDOUCI
MI正）UM
MIDUMU
MIDUN
MIDUOCI
MIDUOKI
MIDUOTE
酸IDUUCI
MIGA］slA
MIGGOTOSI
MIGOCU
MIGOTO
MIGOTODA
MIGOTOI
MIGOTOI
MIGOTOKA
MIGOTONA
MIGOTONI
MIGOTOZYA
M撫EE
MIKUCIZYAKA
MII
MII
Mf茎
MII．
MIIBIRE
MIIBU
MIIDUMU
真綿（IV●159）
まぶしい脅鯛紛（1・30）
あぜ（罪　・187）
林（W。199）
太い（　｛　・20）
お手証1三（胆．145）
じゃがいもく特殊な熱称〉（fV「。
　175）
林（N・199）
暴く卑称〉　（翔・138）
みずおち（M・130）
みずおち価・130）
松本、さ（V・247）
みずおち（　lll　・130）
みずおち倒・130）
女価・137）
女（HI。137＞
女（願●137）
みずおち億・130）
みずおち儘・130）
みずおち（眠　・130）
みずおち（M・130）
たんぽぽ（V・241＞
みずおち徹・130）
きれいにく掃除する〉（1・48）
〈虹力9＞きれい・だ（1・47）
〈虹が〉きれいだ（1・47＞
〈虹が〉きれいだ（｛・47）
きれいに〈婦除する〉（レ48）
〈虹が〉きれいだ（1・47）
〈虹が〉きれいだ（｛・47）
きれいに二〈賛ξ除する〉（1●48）
〈藍が〉きれいだ（韮・47）
ものもらい（皿・112）
もぐら（V。211）
va　（　ge　・110）
耳（阻・114＞
鼠（眠・110）
まぶしい前音区分（　1　●30＞
ものもらい儒・112）
ものもらい（擁・l12）
女（灘・137）
MIIDUN
MIIGAA
MII薮ANA
MIIHUS三
MIII
MIIi
MlrlNB朋
MII’INDEE
MIIM
MI互MA
M正IMAA
M琵MA王
M護MAYO
M蒸MAYU
M難MI
M慧MiI
M茎王M慧
M丁丁MH
附田玉NBEE
MIIMINGE
MIIMUN
MIIN
MIIN
MI】NAL璽
MI茎N’王CYU
M夏INUUMA
M正正（SAN）
MIISI
MIISIWATA
MI王丁ミJNTAA
MIIUCI
M狐JMA
MIIUMAA
MIIUNAN
MIIUSAA
MIIUS正
MIIYOO
MIIZI
MIKE
MIKEN
MIKI〈AAKUU
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女（1匪・137）
耳（綴・114）
顔（無・106）
牛ヒ煮卜（V．208）
牛の鳴き声（V。210）
牛の鳴き声（V。210）
ものもらい（釦。112）
ものもらVi（M。112）
耳（翔・114）
牛ヒ馬（V●203）
牛ヒ馬（V●203）
旙毛（獄・111）
圏毛（獄・111）
薦毛（lll・l11）
耳纈・114）
耳（膿・114）
牛の鳴き声（V。210）
桑の鳴き声その1（W・298）
ものもらい（膿。112）
かたつむりその2（V・237）
学ヒ馬（V辱203）
葺（｛韮・114）
牛の鳴き声（V。210）
ものもらい（雛・l12）
木綿糸（N・156）
青馬（V・203）
蛇（V・226）
真綿（N顎159＞
真綿（｛V・159）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
牛ヒ牛（V曹208）
牛ヒ馬（V・203）
牛ヒ馬（V。203＞
牛ヒ牛（V。208＞
牝隼（V・208）
牝牛（V・208）
魍毛（pt　．lll）
虹（Vl。259）
：女く卑称〉（［鼠・138）
頭（翔・101）
鬼ごっこ価・147）
MIKKAAMAYA
MIKKWABIICYAA
MIKeCCYO
MIKOSI
MIKOSIGUSA
MIM
MIMACIGI
MIMEYoo
MIMI
MIMI
MIMICUKU
M夏MICUNGUR王
MiMIGO
M正MIGU王
MIMINIKIBANA
MIMII
MIMIN’ITO
M玉MIZUKU
MIMIZUKU
MIN
MIN
MIN
M脳，
MINAA
MINAGAMA
MIINAGAMA’UIBI
MINAGARE
M脳AKUCI
MINAKUZI
MINAKUZYO
M脳AMAA
MINANAMEKUZI
M脳AOα
MINAOTE
MINAPUTIR（U）
MINAU
MINA’UIBr
M脳BA
MINBEE
MINBURU
MINBURUNUAGA
ME曙α
鬼ごっこ個・147）
もぐら（V。211）
せきれい（V・213）
せきれb（V。213）
どくだみ（V・242）
耳（醗●114）
層毛纈・111）
きれいに〈掃除する〉（レ48）
翼（膿．114）
きのこ（V・245）
桑（V●212）
かたつむりその2（V・237）
耳（胆．114）
きのこ（V・245）
すみれ（V・24G）
葺（躍●114）
木綿糸（配・156＞
桑（V●212）
かたつむりその2（V・237）
園（贋・110）
耳（斑。114）
きのこ（V。245）
まぶしい前部分（1・30）
鷹園（麗。193）
／」、地虫（阻・王25）
’」、季旨（Hi。125＞
ごみ〈jllのごみ〉（VI・274＞
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその1（V。236＞
項、｝旨（翔。125＞
かたつむりその1（V・236）
みずおち価・130）
みずおち（皿・130）
稲妻（VI●258）
ものもらい（雌・112）
∠」、1簑（膿・125）
顔（盤●106）
ものもらい価・112）
頭（潮・101）
ふけ（班・105＞
fi　（IE　・110）
MINCI
MI（N）CIBUNU
MINCIKO
MI（N）CIMUNU
MIINCIRI
MINCYABU
MINCYABU（U）
MINCYAMU（N）
MINCYUBU
MI（N）CYUMVNU
MINDEE
MINGO
MINE［UZIRYAAN
MIN’ICCYU
MIN’ICYUU
MININTIRI
MINIUCI
MINIUTUSI
MINKUKU
MINMI
MINMINCUNODASE
MINMINCUNODASE
MIN’OTOSI
MINSI
MINSUU
MINTAI
MINUGA
MI（N）ZUKU
MINZYUU
MIPANA
MIRASA
MIROTE
MIRU
MIRU
－MIRU
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真綿（『L「◎159）
ごみく即こはいるもの〉（VI　■
　272）
桑（V●212）
ごみ帽にはいるもの〉僅。
　272）
ごみ〈陵にはいるもの〉（通・
　272）
頬（罰・107）
ごみく図にはいるもの〉（耀。
　272）
ごみ〈圏にはいるもの〉（切・
　272）
ごみ〈残にはいるもの〉（壌・
　272）
ごみ〈議にはいるもの〉（W・
　272）
ものもらい（瓢・112）
王奪：（HI．114）
iJ、餐雪（IH。125）
木綿糸（N・156）
木綿糸（N・156）
みずおち催・130）
みずおち（盟・130＞
みずおち（M・130＞
桑（V。212）
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその3（V・238）
みずおち（斑・130）
夷綿（N・159）
真綿（押●159＞
頬（罵・107＞
女（照・137）
桑（V●212＞
きのこ（V・245）
顔（【鼠・106）
ゆうだち（W　・255）
みずおち（M・1’30）
数える（嚢・69）
〈お金を〉数える（擁・296）
匂をかぐ後部分（ll・86）
MIRUTAMARI
MiSIKURUMIN
M王．S脳DA
MI－S珊
MISO　一一
（MISO）SAICIN
MISOSAZAE
MISOSAZAE
｝vllSOSIRIBACI
蟹王SOS茎衆王BOOZ玉
MiSOSURIBACI
MISOSURIBO
MISOSURIBO
MISOSURIBOO
MISOSURUBOO
MISYUDURI
MISYU燃AA
MISYU’IX－INNAMA
M蓋TABi
．MITA王
MIT’OTOSI
蟹KJMAN
M懸JSI
－MIYA
MIYABEESI
M正YABU
M三YAKA照JSI
MIYAMA
MIYAMA
MIYAMAGAERU
MIYANINIWA
MIYA（NO）HAYASI
MIYA（NO）（O）HURO
MIYOZI
M至ZI
MIZIKIBUSI
MIZIN
嫉IZ茎N
M夏Z脳GOMI
MIZO
MIZOBUCI
鍛IZOα
みずおち（闘・130）
耳〈瞑・114）
癒になる（ll・80）
癒になる（翼。80）
せきれい（V・213）
せきれい（V●213）
せきれい（V。213）
かたつむりその1（V・236）
すり鉢（W・162）
すりこぎ（酔163）
づ旙り鉢（置V●162）
一すりこぎ（【V・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N　・163）
すりこぎ（N・163）
釜（V．214）
釜（V．214）
雀（V・214）
竹馬（且i●144＞
まぶしい後部芳（1。31）
みずおち（阻　・13G）
隼ヒ馬（V。203）
牛ヒ4t（V●208）
蜘蛛の糸（V・235）
森（rv　・198）
森（fV●198）
森（fV「・198）
一“（N・198）
林（W。199）
ひきがえるその2（V・202）
森（N　．198）
森（罪●ig8）
森（N　・198）
学ヒと1二（V●208）
虹（Vl●259）
蒸気く湯の場合〉（Vl・266）
ほこり（鳩・271）
ごみ〈掃除の対象〉（Vl・273）
ごみ〈掃除の灼象〉（W・273）
みずおち（皿・130）
みずおち緬・130）
みずおち纈・130）
MIZOGUCI
MIZOOCI
MIZOOCIDO
MIZOOCIGIWA
MIZOOT
MIZOOTE
MIZOOTOSI
瓢IZOSITA
MIZOTE
MIZOTOSI
瓢正ZOUCI
M更ZU
MIZUDA
MIZUDA
MIZUDAME
MIZUDORI
MIZUGUCI
MIZUHASIR｝
MIZUI
醸IZ｛JIMO
MIZUKORI
MiZUKUBO
MIZL；KUMI（DORI）
MIZUKUMIKAWA
MIZUKUSAI
MIZUKUSAKA
MIZUKUSAKU
MIZUNA
MIZUOCI
MIZUOCIDO
MIZUOROSI
M茎ZUOTE
MIZUOTEDO
M王ZミJOTOS王
MIZUPPOI
MIZUSEMI
MIZUSITA
MIZUT
MIZUTANAZYOOKO
MiZUTATAKI
M茎ZUUα
MIZUYAGE
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みずおち儀・130）
みずおち圃・130）
みずおち倒・130）
みずおち（ee　・130）
みずおち（田・130）
みずおち（鼠1・130）
みずおち備・130）
みずおち（19・130＞
みずおち（M　・130）
みずおち（M　・130）
みずおち儒・130）
虫工（Vl。259＞
水田く一区纐〉（N　・185）
水田〈集倉〉（N・186）
みずおち㈲・130）
せきれい（V・213）
みずおち纈・130）
みずおち（阻・130）
〈壌味が〉うすい（1・38）
里芋その2（W・178）
氷（Vl。261）
みずおち（　1韮・130）
一ぜきれい（V・213）
井戸（IV●197）
〈塩味が〉うつ臆い（　1　・38）
〈趣味が〉うすい（1・38）
〈塩味が〉うすい（1・38）
すぎな（V・243）
みずおち（K・130）
みずおち佃・130）
みずおち（田・130）・
みずおち催・130）
みずおち（撮・130）
みずおち（1拒130）
〈塩味が〉うすい（1・38）
せきれい（V・213）
みずおち（韻・130）
みずおち（阻・130）
ひきがえるその2（V・220）
せきれい（V・213）
みずおち価・130）
凍携（拠・127）
MIZifYAKE
MIZYA
MIZYOOCI
MIZYUOCI
M王ZYUUα
MIZZYOTOSI
MMAHUN
MMNA
MMPAE［（一｝N
MNA
MO
MO－
MO－
MOBA
－MOCCII
MOCCYARA
Moccye
MOCCYO－
MOCI
MOCI
MOCI’
MOCIBANA
MOCIGOME
MOCIG（g）OME
MOCIGENg］OME
MOC夏G〔萄〕OME
MocrGcg｝oME
MOC正Gこ弓〕OME
MOCIG（g）UMI
MOCIGUSA
MOCIGUSA
MOCIII
MOCIKOME
MeC｝’KOME
MOCIMA三
MOC王MAI
MOCI’MAI
MOCIME
MOCIME
MOCIMEE
MOCINE
MOCINEG［g）OME
凍煽（翔●127）
弁芦（IV。197）
みずおち催・130＞
みずおち（盤・130）
みずおち個・130＞
みずおち（盤・130＞
〈幼児を〉負う（H・64）
かたつむりその1（V。236）
〈幼児を〉負う（嚢・64＞
かたつむりその1（V・236＞
牛（V・206）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（匪。81＞
ごみ〈川のごみ〉（W・274）
くすぐったい後部分（1・33）
おたまじゃくし（V・221）
くすぐったい繭部分（い32＞
くすぐる前部分（ll・81）
もち米（iv「・169）
もぐら（V・211）
もち米（N・169）
たんぽぽ（V・241）
うるち（W。168＞
もち米（N・169）
もち米（N・169）
もち米（！V・169）
もち米（N・169）
もち米（N・169）
もち米（即・169）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
もち米（W・169）
もち米（罪・169）
もち米（N・169）
もち米（W・169＞
飯米（N・170＞
もち米（N・169）
もち米（pa　．169）
もち米（N・169＞
もち米（N　・169）
もち米（酊・169）
もち米（N。169）
MOCINOKOME
MOCU
MOCU－
MOCU－
MOCUGCg）OME
MOCUG（p）OME
MOCUKOME
MOCUMAI
MOCYA一
一MOCYAI
MOCYO－
MOCYO－
MOCYしffくOME
｝vf［ODASE
MODASI
MODeKAKURE
MODORI
MODOTTE
MOE－
MOEMONO－
MOEOKORI
MOGARA
MOGARAMOCI
MOGARE
MOGARI
MOGE
MOG（lj）1’KARA
MOG（lj）1’NUG（g）A
MOGO－
MOGO－
MOGORA
MOGORAMOCI
MOGOROMOCI
MOGUI
MOG（g］URA
MOGURA
MOGURAMOCI
MeGURANEZUMI
MOGURAOZI
MOGUR王
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もち米（鮮・169）
もち米（N・169）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（ll・81＞
もち米（貼169＞
もち米（5r・169）
もち米（N・169＞
もち米（配・169）
くすぐったい前部分（1・23）
くすぐったい後部分（1・33＞
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（9・81＞
もち米（N・169）
きのこ（V・245）
きのこ（V・245）
かくれんぼ（恥　・148＞
おつり　（N。152）
桑の鳴き爾その2（擁・299＞
きな臭い前部分（1　・34）
きな臭い前部公（1。34）
灰僅・270＞
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249＞
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
甘い（1。37）
もみがら（N・171）
もみがら（N・171＞
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（li・81）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V・211＞
‡才い（1●37）
もみがら（N・171）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
MOGURIDOZYOO
MOGUR夏PE
MOGURO
MOGUROMOCI
MOGUROMUSI
MOGUROO
MOGURU
MOGUSA－
MOGUSAO－
MOGUSO
MOHO
MOHODORI
MOHO（MOHO）
MOHON
MOHooMOHOO
MOI
Mol’
MOIG［s）ARA
MOIMOI
MOINびKA
MO正YAMA
－MOKAI
MOKE
MOKESI
．MOKKA王
一MOKKAYAI
－MOKKAYUI
MOKKE
MOKKE
MOKKEBIKI
MOKKENOKO
MOKKOPEE
MOKKODEESI
MOKKOO
MOKKOOSUZUME
MOKKORAMocI
MOKKOROMOCI
MOKKURA
MOKKURAMOCI
MOKKURAMUSS工
おたまじゃくし（V・221）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V。211＞
もぐら（V。211）
もぐら（V・21王）
灸をすえる飼部分（恥83）
灸をすえる荊部分（U　・83）
ごみく川のごみ〉僅・274）
彙（V●212）
桑（V・212）
桑の鳴き声その1（～恥298）
桑の鳴き毒その1（～胆298）
桑の鳴き声その1（W　・298）
霧…（揮・198）
as（N　・198）
もみがら（IV。171）
かたつむりその2（V。237）
もみカ9ら（W・171）
森（EL「。198）
くすぐっ走い後部分（1　・33）
蓼霞（m●131＞
ひきがえるその2（V・220）
くすぐったい後部分（1・33）
くすぐったい後部分（i・33＞
くすぐったい後部分（1。33）
虫ま（V・2三8）
ひきがえるその2（V。220）
ひきがえるその1（V・219）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細醒〉（V・
　223）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその3（V・238）
雀（V●214）
釜（V・214）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V・2X）
MOKKUREMOCI
MOKKURIMOCI
MOKKURMOCI
MOKKUROMocI
MOKKURUMOCI
MOK（K）UZU
MOKKWAMOCI
MOKOReMOCI
MOKU
MOKUBAI
MOKUBYAA
MOKUDO
MOKURA
MOKURAME
MOKURAMOCI
MOKURE
MOKURIMOCI
MOK｛”｝RO
MOKUReGAERU
MOKUROME
MOKUROMOCI
MOKURONEZUMI
MOKUROUZI
MOKUROZI
MOKUSA
MOKUSAO－
MOKUTA
MOKUZO
MOKUZO（O）
MOKUZU
MOMA
MOME更）O
MOMEEI］＞O
MOMEEITO
MOMEITO
MOMEN
MOMEN
MOMENDO
MOMEN’ETO
MOMENGANA
MOMEN’ICYU
MOMEN’IDO
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もく“ら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V。211）
ごみ〈削のごみ〉（～躯274）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
ごみく川のごみ〉（W。274）
嘉徳・270）
灰（脇270）
ごみ〈li｛のごみ〉（W・274）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
ひきがえるその2（V・220）
もぐら（V●211）
もく“ら（V・211）
もく“ら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
ごみ〈川のごみ〉（M・274）
灸をすえる前部分（恥83）
ごみ〈Elのごみ〉（W・274）
ごみ〈掃除の対象〉（V［・273）
ごみく川のごみ〉（礪・274）
ごみく掃除の対象〉（M・273）
桑（V．212）
糸面・153）
糸（N・153）
木綿糸（N・156）
木綿糸（iY「・156＞
木綿糸（IV・156）
機糸（rv「・157）
糸（N・153）
糸（IV・153）
木綿糸（N　・156）
木綿糸伊・156）
糸（押・153）
MOMEN’IICYUU
MOMEN’ITO
MOMEN’ITO
MOMEN’ITO
MOMENKANA
MOMENKANNA
MOMENNOiTO
MOMENNOITOSO
MOMENISIONUIITO
MOMENOKA
MOMENSO
MOMENTO
MOMENWAgA
MOMETO
MOMI
MOM王
MOMI“
MOMIBAKO
MOMIBICU
MOMIDARA
MOMIDATE
MOMIDO
MOMIEDO
MOMIGARA
MOMIG（g］ARA
MOM王G〔萄〕ARA
MOMI’G（g）ARA
MOM茎G〔萄〕A衆A
MO畷G〔g〕AR正
MOMIG（g］ASU
MOMIG（g）AWA
MOMIG（lj）AWA
MOMi“G（lj）AWA
MOMIG（g）OME
MOMIG［g）ORA
MOMIGURA
木綿糸（IVi・156＞
糸（W・153）
木綿糸（W・156）
機糸（N・157）
木綿糸（N・156）
木綿糸（N・156）
木綿糸（配・156）
木綿糸（N・156）
木綿糸（N　・156）
もみがら（N　．170）
木綿糸（N・156）
木綿糸（N・156）
綿（配●158）
木綿糸（鮎156）
米（N・王67）
もみがら（N・171）
もみがら（N・171＞
米びつ〈一般的な名称〉（配・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈～般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（rv「・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（IV・
　165）
井戸育（N　・197）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
もみがら（N・171＞
もみがら（IV・171＞
もみがら（N・171＞
もみがら（N・171）
もみがら（fV「・171）
もみがら（即・171）
もみがら（！V・171）
もみがら（ILi・171）
もみがら（N．171）
もみがら（N。171）
もみがら（IN「。171）
米びつ〈～般的な名称〉（N・
MeMIIDO
MeMIIRE
MOMIITO
MOM璽王くACYA
MOMIKARA
MOM’奄jARA
MOMIKASU
MOMIKAWA
MOMIKKARA
MOM夏KORA
MOMIKUZU
MO醗MASU
MOMIMUKA
MOMING（g）ARA
MO顧N’ITO
MOMINOG（g）A
MOMINOG（g）A
MOMINOKへ
MOMIIYOKARA
MO罎NOKへWA
MOMINONUKA
MOMINUG（g）A
MOMrNUG（g］A
MOMINUKA
MO醸MJKA
MOMIIrNWKI
MOM王SAYA
MOM王TU
MOM王ZEKO
MOMIZUKUMO
MOM夏ZYUU
MOMO
MOMO
MO（MO）一
MO（MO）一
MOMOBUSI
MOMODANE
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　165）
糸（W・153）
米びつ〈一般的な名称〉（W・
　165）
木綿糸（N・156）
もみがら（N　．171）
もみがら（N　・171）
もみがら（N・171）
もみがら（rv　・171）
もみがら（llJ・171）
もみがら（N　・171）
もみがら（N・171）
もみがら（N・171）
米びつ〈一般的な名称〉（iVf・
　165）
もみがら（N・171）
もみがら（N・171）
木綿糸伽・156）
もみがら（N・171）
もみがら（狸・171）
もみがら（N・171）
もみがら（N　・171）
もみがら（N・171＞
もみがら（iv・171）
もみがら（N・171）
もみがら（N．171）
もみがら（rv　．171）
もみがら（ps　．171）
もみがら（即・171）
もみがら（ly「・171）
木綿糸（N・156）
米びつ〈搬的な名称〉（IV・
　165）
もみがら（N・王71）
米びつく一般的な名称〉（即・
　165）
くる、ぶし（紐・128）
牛の鳴き声（V・210）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（ll・81）
くるぶし（田・128）
くるぶし佃・128）
MOMOGU王
MOMORA
MOMORAMOCI
MO餌0）RAMOKK鷺
（MOMO）SU
MOMOZAINE
MOMUG（g］ARA
MOMUKARA
MOMU岬明KA
MOMURAMOCI
MON
MONAITA
MONBAKA
MONBAKO
MONB夏CU
MONBIICU
MONCUKIDORI
MONgA
MONENilTO
MONG（g］ARA
MONG（lj］ARA
MONGOO
MONGORO
MONGURA
MONGURAMOCI
MONMASI
MONMEN
MONMEN’ITO
箆【ONMEN’正TO
MONMENNOITO
MONMO
MONMON
MON　MON
MONMORA
MONMORAMOCI
MONNOCUU
MONNOKARA
くるぶし（斑。128）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
ひきがえるその2（V。220）
くすぐる後翻分（臣82）
くるぶし（阻・128）
もみがら（rv　・171）
もみがら（fV・171＞
もみがら（N・171）
もぐら（V・211）
牛（V・206）
まないた（iXi・164）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつく一働的な熱称〉留・
　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　165）
桑（V。212）
もぐら（V・211）
木綿糸（rv　・156）
もみがら（N・171）
もみがら（pu　・171）
鬼ごっこ（［巨●147）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211＞
もぐら（V・2il）
米びつく一般的な名称〉（1》・
　165）
木綿糸（N・156）
木綿糸（N　・156）
機糸（N・157）
木綿糸（N・156）
牛（V・206）
牛（V・206）
牛の鳴き声（V・210）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もみがら（W・171）
もみがら（rv　・i71）
MONNUKA
MONN（jlKA
MONO
MONO
MON（O）
MONO
MONO－
MONOGURAI
MONOMONO
MONOMORAI
MONONE
MONONUIITO
MONoo－
MONooKE
MONooKI
MONOSASI琶B王
MONOSASIYUBI
MONOURI
MONOYAKE－
MONRA
MONSA一
鍛ONSAO－
MONSUBO
MONZABA－
MONZITAKA
MOO
MOO
MOO
MOO
MOO
MOO
MOO
Mob
MO（O）CI
MOoclNKOME
MOOI）OOKAKURE
MOOGA
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もみがら（IX「・171）
ぬか（N・172）
ものもらい（翼1。112）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
ごみ〈園にはいるもの〉（W・
　272）
ごみ〈川のごみ〉（VI。274）
きな輿：い前離分・（1・34）
ものもらい（阻・112＞
ものもらVi（M・112）
ものもらい催・112）
ものもらい（田・112）
糸（押・153）
匂をかぐ蔭鄭分（ll・85）
米びつ〈特殊な名称〉（ls「・
　166）
米びつく特殊な名称〉（配・
　166）
人差し指（匪玉22）
人差し指儲・i22）
ものもらい（阻・112）
きな臭い前部分（1・34）
もぐら（V・211）
灸をすえる前部分（H・83）
灸をすえる唖聾分（H・83）
もみがら（IV・171）
灸をすえる飼部分（9・83）
漿（V●212）
輩睦う（9・76）
鬼ごっこ（i鼠・147）
かくれんぼ纏。148）
牛（V・206）
牛の鳴き欝（V。210）
ごみく憂iにはいるもの〉（雁・
　272）
牛の鳴き声（V・210）
牛の鳴き声（V。210）
とさカ、（V●215＞
もち米伊・169）
かくれんぼ儘・148）
つらら（擁・262）
MOOGANKE
MOOGAMくO
MOOGI
MOOGURA
MOOI
MOOKAKURE
MOOKO
MOOKO
MOOMANKWAA
MOOMINKARA
MoeMo
MOOMO
MOOMONDAKA
MoeMoo
MOO　Moo
MOO（MOO）
MOO　MOO
MOO　MOON
MOO　MooO
MOOMORIKO
MOON
MOON
MOON
MOON　MON
MOON　MOO
MOON　MOON
MOOO
Moeo
MOOO　MOOO
MOOON
MOOON
MOOON　MOOON
MOOoo
MOOoo
蟹00RA
MOORAMOCI
MOORAMOCI
MeORISURU
MOORKAZE
MOOSIKAZE
MOOTAA
MO（O）TTE
つらら（W・262）
つらら（V1・262）
虹（Vl・259）
もく“ら（V●211）
子牛（V。209）
かくれんぼ（盤・148）
牛（V撃206）
虹（V！●259）
肩箪く特殊な名称〉（濫・150）
もみがら（N・171）
牛（V。206）
牛の鳴き声（V・210）
肩車く特殊な名称〉伽・150＞
牛（V・206）
牛の鳴き購（V・210）
桑の鳴き声その1（va・298）
牛の鳴き舞（V・21e）
牛の鳴き声（V・210）
牛：の鳴き声（V・210＞
かたつむりその2（V・237）
牛の鴫き声（V・210）
牛（V●206）
牛の鳴き声（V。210）
牛の鳴き蘇（V・2io）
牛の鳴き蘇（V・210）
牛の鳴き爾（V。210）
牛の鳴き溝（V。210）
隼の鳴き湾（V・210）
牛の鳴き声（V・210）
牛の鳴き声（V・210）
隼の鳴き声（V・21G）
牛の鳴き声（V・210）
牛の鳴き声（V・210）
牛の鳴き声（V。210＞
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
〈幼児を〉負う（il・64）
つむじかぜ（　Vl・264）
つむじかぜ（M。264）
竹馬㈲・144＞
桑1の鳴き声その2（M・299）
MOOYA
MOOYAGOTO
MOOYO
MOOYOO
MOOZoo
MOOZooKAKURE
MORA
MORAA
MORABIKI
MORA｝｛［U
MORA王
MORAO
MORARU
MORAT
MORAU
MORAU
MORAU
MORAUU
MORAY－UM
MORAYUN
MORAYUR正
MORE
MOREMORE
MOR玉
MORI
MOR三
MOR童
MoRr
MORIBAYASI
MORIHL｝RO
MORIKI
MORIKO
MORIKO
MORI（NO）HAYASI
MORINOHAYASU
MORIOGAIMO
MORISAN
MORIYAMA
MORO
MORO
MOROBAYASI
MOROI
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かたつむりその2（V　・237）
鬼ごっこ（瓢・147）
鬼ごっこ（1匪・147）
かくれんぼ（猛。148）
かくれんぼ（盤・148）
かくれんぼ（阻・148＞
もぐら（V・211）
貰う（藍。76＞
ひきがえるその1（V・219）
貰う（E。76）
ものもらV・（M・112）
貰う（E・76）
貰う（嚢。76）
貰う（置。76＞
呉れ、る（H・74）
貰う（琵・76）
もぐら（V・211）
貰う（週●76）
貰う（且。76）
貰う（i・76）
貰う（il　．76）
森（韮V・198）
ものもらい（田・112）
森（1V●198）
林（配●199）
かたつむりその2（V・237）
？，Kt，ll　（　pa　・198＞
林（罪●199）
森（揮。198）
X（N・198）
森（E）「。198）
森（W・198）
森（揮・198）
森（N・198）
森（配●198）
里芋その2（N・178＞
森（IV・198）
森（ILf・198）
貰う（H●76）
森（郵。198）
森（N●198）
貰う（＃◎76）
MOROII
MOROKOSI
MOROKOSIMAME
MOROKU
MOROME
MOROMORO
MOROO
MOROOU
MORooWA
MORORYUM
MOROSI
MOROU
MOROYUM
MOROYUN
MOROYURI
MORU
MORU
MORU
MORUU
MOSARA
MOSO－
MOSO－
MOSORO
MOSU－
MOSUKOME
MOSUPE
MOSUPEE
Mosyo．
MOT
MOT
MOTA
．MOTAI
MOTG（g）eME
MOTI
MOT王G〔墾〕OME
MOTIG（lj］OME
－MOTTAI
MOTTOIMUSI
MOURA
貰う（H●76）
とうもろこし（N・182）
とうもろこし（W。182）
桑の鴨き声その2（～恥299＞
ものもらい（理・U2）
かたつむりその2（V・237）
9・9’う（嚢・76）
貰う（＃・76）
貰う（1・76）
貰う（E・76）
おつり　（iV」●152）
貰う（H●76）
論う（H’●76）
貰う（H●76）
貰う（H。76）
貰う（H。76）
X（N・198）
林（W・199）
貰う（狂。76）
とげく垂旨にささる本や竹の細片〉
　　（V　・249）
くすぐった哺油分（1・32）
くすぐる前部分（ff　．81）
とげ〈指にささる木や惚の細frl　｝’
　　（V・249）
くすぐる前部分（ll・81＞
もち米（N・169）
桑（V●212）
集1の鳴き声その1（擁・298）
くすぐったい前部分（1・32）
森（iv・198）
桑の鳴き声そのユ価・298＞
ごみ〈川のごみ〉（　VI・274＞
くすぐったい後部分（1・33）
もち米（W。169）
もち米（W・169）
もち米（W・169＞
もち米（IV・169＞
くすぐったい後部分（1・33）
カ、まきりく特殊な名称〉（V。
　230）
もぐら（V・211）
MOYA
MOYA
MOYA
MOZσ
MOZσ
MOZOKAKURE
MOZU
MOZU．
MOZYANKO
MOZYσ
Mひ
MU－
MUBINKUBUU
MUCI
MUCIG〔9〕UMI
MUCIG〔g〕UMI
MUCIG〔9〕UMI
MUCIG〔g〕UMI王
MUCI（｝〔9）YUM至
蟹UCHG〔9〕UMI
MUCIINUMALI
MUCI　MAALI
MUCIMAI
MUCIMAI
MUCIMALI
MUαME£
MUCIMI
MUC王M三MAL王
MUCIMUN
MUαNI
MUCINI
MUCINIG〔9〕UMI
MUCIN1G〔9〕UUMII
MUCIN王MALI
MUCU一
一MUCUKASIi
MUCUKII
MUCUKOI
　　　メMUCUMIKIAZE
MUI）A
MUDABOOKOO
一222一
ごみく｝ヨにはいるもの〉（W・
　272）
ごみく掃除の対象〉（～㌍273）
ごみく川のごみ〉（M。274）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる繭部分（R・81）
かくれんぼ（盟・148）
桑（V・212）
くすぐったい諮部労（1・32）
かくれんぼ（猴。148）
くづ一く“つたい萄倉部ラナ（1　俸32）
くすぐったい前部分（い32）
くすぐる一部分（恥81＞
もみがら（N　・171）
顔（1旺・106）
もち米御・169）
もち米（W・169＞
もち米（EV・169）
もち米（E＞・169）
もち米（酔169）
もち米（W・169）
もち米（N・169）
もち米（N　・169）
もち米（N・169）
もち米（IV・169＞
もち米（N・169）
もち米（N・169）
もち米（N・169）
もち米（N　・169）
もち米（W。169）
もち米（N’・169）
もち米（N・169）
もち米（N・169）
もち米（N・169）
もち米（W・169）
くすぐったい醜部分（1・32）
まぶしい後部分（1・31＞
綿（V「。王58）
一kli　viL　（1　・37）
つむじかぜ（M。264）
里芋その2（IV「・178）
疑の鳴き声その2（～胆299）’
MUDUS王
MUG（g］A
MUGENOZU
MUG工CUKIDORI
MUGIMAK正（DOR王）
MUGISUZUME
MUG即RASI
MUGU－
nvGUCCYO
MUGURA
MUGURAKKWA
MUGURAMOCI
MUGURI
MUGURO
］moGUROMOCI
MUKI
MUI
．M田
MUICI
MUI王TO
MUKA
MUKA
MUKACURA
MUKASIMOKKE
MUKKURAME
MUKKURAMOCI
MUKKURIMOCI
MUKURA
MUKURAMOCI
MUKUREMOCI
MU照JRO
MUKUROME
MOKUROMOCI
MUKUROO
MULI
mmEDO
MUMEN’ICY｛．｝U
MUMEN’ITO
MUMIG（g）ARA
MUMIG（g）URUCJ
MUMIIG（g）ARA
MUMIKARA
おつり（配・152）
もみがら（IL「・17∫）
虹（Vi・259）
せきれ，い（V・213）
せきれい（V・213）
釜（V・214）
桑（V●212）
くすぐったい前部分（1・32）
せきれい（V・213）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V。211）
蛇（V・226）
pt（rv　・198）
まぶしい後部分（1・31）
お手玉（皿・145）
機糸（N・157）
もみがら（N・171）
ぬか（罪・172＞
顔礪・106）
ひきがえるその2（V・220＞
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V・2H）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211＞
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
森（揮．198＞
糸（W・153）
木綿糸（N・156）
木綿糸（即・156）
もみがら（N。171＞
もみがら（｛V・171）
もみがら（N・171）
もみがら（N・171）
MUM夏N
MUMINHICYUU
mmrv’ICCYULI
MUMIIY’ICYU
MUMIN’ICYU
MUMIN’ICYUU
MU］YIIN’IICYU
MUMIN’IICYUU
MUMIN’IISYUU
MUMIN’ITO
MUMIN’ITO
MUMIN’ITU
MUMINKASU
MUMINKU
MUMINKUU
MUM照AAMUMINNUIZZYUU
MUMIN］WTANIGASI
MUMwwZZYU
MUMD蝦J正ICYUU
MUMISIKUBU
MUMU
MU（MU）一
MUMUIN’ITU
MUMURA
　　　　．MUNACUKI
MUNAGAMI
MUNAGARE
MUNAGUCI
MUNAMOTO
MUNAOCI
MUNAOTE
MUNAOTOSI
MUNASAKI
MUNASITA
MUNATE
MUNAUC正
MUNAUCISITA
MUNEHAZURE
MUNENOMIZO
MUNENOOTEKUCI
mmENSITA
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木綿糸（ly「・156）
木綿糸（酔156）
木綿糸（IV・156）
木綿糸（N・156）
木綿糸（N・王56＞
木綿糸（N・156）
木綿糸（W・156）
木綿糸（W．156）
木綿糸Gv・156）
木綿糸（IV●156＞
木綿糸（配・156）
木綿糸（N・156）
もみがら（配・171）
もみがら（N・171）
もみがら（pa　・171＞
木綿糸（N・156）
木綿糸（N・156）
木綿糸（N・156）
木綿糸（N・156＞
木綿糸（N・156）
もみがら（N・171）
牛の鳴き声（V・210）
くすぐったい酪部分（1・32）
木綿糸（IL「・156）
もぐら（V。211’）
みずおち（颯・130）
たてがみ（V・205）
ごみく川のごみ〉（畷・274）
みずおち伽・13e）
みずおち纈・130）
みずおち儒・130）
みずおち（M　・130＞
みずおち（濯・13G）
みずおち顧・130）
みずおち御・130）
みずおち（醗・130）
みずおち（盟・130＞
みずおち（M　・130）
みずおち（瞑・130）
みずおち（翔・130）
みずおち（恥130）
みずおち（猛・130）
MUNEOCI
wwEOTE
MUNEOTOSI
mxESITA
MUNG（g）ARA
MUNIGIIslGI－
MUN斑INZ更一
MUNINUOTOSI
MUNISIKUBU
MUNIUTIGUCI
MUN］［UTOSI
MUNIUTUSI
融夏UTUSI｝
一MUNU
MURAA
MURAAME
MURADACI
MURA三
MURAKAZE
MURAOWA
MURASA
MURASAKI　（IRO＞　・
　NI　NARU
MURASAME
MURASIAME
MURASUZUME
MURAU
MURAYUM
MURAYUN
MURAYURI
MUREN
nvRI
MURI
MURIYUM
MUROUWA
moROWA
MURU
．］y欝RU
MURUSUIく：UNUMI］N
MUSA－
MUSERU
～MUS茎
みずおち緬・130）
みずおち（M　・130）
みずおち（擁・130）
みずおち（IH・130）
もみがら（iv・171）
うそをつく簡部分（琵・91）
うそをつく削部分（ll　．91）
みずおち佃・130）
もみがら（N・171＞
みずおち（M・130）
みずおち備・130）
みずおち磁・130）
みずおち纈・130＞
くすぐったい後部分（い33）
貰う（員●76）
ゆうだち（M。255）
ゆうだち（壌・255＞
貰う（翌の76＞
つむじかぜ（VO　・264）
貰う（猛。76）
ゆうだち（iel・255）
癒になる（fi。80）
ゆうだち（男。255）
ゆうだち（壌。255）
雀（V・214）
貰う（H。76）
貰う（9・76）
P貰う（藍．76）
貰う（藝。76）
貰う（庭・76）
妻翼綿（1V・159）
森（jv．198）
．貰畠う（H・76）
貰う（韮・76）
叢叢う（9・76）
森（罪．198＞
くすぐる後部分（∬・82）
耳（涯。114）
くすぐったい前部分（1・32＞
せきをする後部分（9・88）
まむし（V・228）
．MUS蒸
MUSIIMO
MUSIMEE
MUSINOKUCI
MUSIWATA
MUS三YOKE
MUSU－
MUSU．
MUTABI
－MUTAI
－MUTTAI
MUTT玉MAI
翻MUU
MUUI）OOGUSA
MUUI
MUU　MUU
MifURA
MU（U）SI
酬JZI
MUZI
瓢uz璽
MUZINUMU
MUZI’rwtNIMU
MUZINUNN
MUZIww
MUZO－
MUZOGE
MUZU－
MUZU－
MUZUOCI
MUZYA
MUZZO
．MYA
－MYA
MYAA
MYAA
MYAA
MYAACIKO（e）HO
MYAACIKU（BU）
MYA（A）CUKO
MYAACUKUIKJ
一　224　一
まぶしい後部分（1・31）
さつまい・も（Nφ176）
もち米（N・169）
みずおち（紐・130）
真難曲（Tl「●159）
とりおどし（痒・189）
くすぐったい簡部分（1・32）
くすぐる飼部分（且。81）
唾’fS，％（猴。144）
くすぐったい後部分（1・33）
くすぐったい後部分（1・33）
もち米（N・169）
さつまいも（痒・176＞
牛の鳴き声（V。210）
どくだみ（V・242）
牛の鳴き声（V。210）
牛の鴨き声（V・210）
もぐら（V。211）
蛇（V●226）
虹（Vl・259）
黒芋その2（揮・178）
里芋その2（W。178）
墨芋その2（郵。178）
里芋その2（W。王78）
里芋その2（N　．17g）
里芋その2（N。圭78）
くすぐったv・前部分（1・32）
真綿（！v．159）
くすぐったい煎部芳（1・32）
くすぐる繭部分（H・81）
みずおち（獄・130）
くすぐったい前部分（1・32）
ごみく川のごみ〉（Vi　・274）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235）
牛の鳴き声（V。210）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235）
桑（V●212）
桑（V。212）
桑（V・212）
彙（V●212）
MYAAKAZE
MYAA　MYAA
MYAAMYAAKAZE
MYAARIKUKU
MYABA－MYwwA
MYAKMNI
MYAKUN
MYAN
MYANCIKKUU
MYAUMYAU
MYEE
MYEEKAZE
MYEEMYEEKAZE
MYEEN
MYOBAI
M［YOBE
MYOO
MYOeASATTE
MYOOBAN
MYOO　MYOO
MYOOMYOO
MYOoo
MYOOZI
MYOOZI
MYOOZ正N
MYOOZIUS工
MYOOZU
MYeOZYO
MYOOZYOO
MYOZI
MYUBAI
MYUUBAI
MYUUZI
つむじかぜ（M・264）
牛の鳴き購（V。210）
つむじかぜ（VI・264）
桑（V・212）
まぶしい前部分（1・30）
赤い（1・28）
ごみ〈掃除の対象〉（M・273）
ごみく川のごみ〉（W・274）
牛の鳴き驚（V・210＞
桑（V・212＞
桑の鳴き声その1（W・298）
牛の鳴き声（V・210）
つむじかぜ（～ひ264）
つむじかぜ（va　・264）
牛の鳴き爾（V・210）
梅絹謹（Vl●254）
梅雨（Vl・254）
牛の鳴き声（V。210）
明明後日佃・285）
巨財晩（Vi◎283）
隼の鳴き声（V・210）
かたつむりその2（V。237）
牛の鳴き声（V・210）
牝牛（V・2Q8）
虹（VI・259＞
虹（V歪●259）
牛ヒ牛（V。208）
虹（Vi・259）
虹（V璽。259）
虫1二（VI・259）
虹（V匿●259＞
梅雨（W・254）
梅雨（Vl・254）
虹（Vl●259）
NAAAMI
NAAASATI
NAABA
NAABENOCURU
NAACYA
NAACYANUYURU
NAA王BI
NAAI王BI
NAAKAMI
NAAK正RYAIIB王
NAA］KIRYAUUBI
NAAKURAA
NAAMENGO
NAAMUN－
NAAMUN’II－
NAAMUNU－
NAAMYAN’UBI
NAANAI’IBI
NmmASI
NAANASI’IIBI
NAANASIUBI
NAuA2slASI’UIBI
NAANASIUUBI
NAAINIASIYUBI
NAANEENUIIBI
NA－ANEENUUBI
NAANEEUBI
NAANEN’IBI
NAANEN’UBI
NAuANNAANUU’MBI
NAANNEEN’YEEBI
NAARAS王
一NAARASi
NAARIAMI
NAASAAZI’UIBI
NAASAS王WIIB王
NAASI
NAASIBI
NAASIKA
一225一
（N）
梅雨（Vi●254）
明明後騰（擁・285＞
きのこ（V・245）
虹（Vl。259＞
明H（VI・282）
明晩（擁・283）
FPt蓄（淫●123）
譲葉旨（阻。123）
一，．fg一ive・256）
薬ま旨（盟●124）
薬手憲（X・124）
雀（V・214）
女〈卑称〉（擁。138）
うそをつく前部分（E・91）
うそをつく前部分（il・91）
うそをつく前部分（E・91）
薬撰（m・124）
薬指備・124＞
粟糠㈲・124）
薬井雪（匪1・124）
薬箋（斑・124）
薬手事（醗●124）
薬瘤億・124）
薬｝蜜（盤．124）
薬多旨（阻・124）
薬指（al　・124）
薬ま旨（阻・124）
薬指（程。124）
薬｝旨（膿・124）
薬指（型・124）
薬ま旨（1匪。124＞
薬指億・124）
いびきをかく後部芳（ll・90）
ゆうだち（W・255）
薬指（撰・124）
薬多旨（1霞●124）
梅雨（Vl。254）
なすく罪・181）
今晩（Vl●281）
NAASIKYAA
NAASIN
NAASIRAZYA
NAASiRU
NAASIRUZYAA
NAASUBUYAA
NAASYL｝KWEEMA－
　BUYAA
NAASYUMABUYAA
隈㎜MA8UiNAATE
NAAUB｝
NAA’UIBI
NAAUU8王
NAAWA
NAAYA
NAAYANEN’UBI
NAAYO
NAAYUBI
NAAZA
NABA
NABA
NABA
NABA
NABA－
NABAA
NABACI
NABAN
NABE獄JTA
NABEKASI
NABEKOCIKI
NABEKOSAGI
NABEKOZ王｝くI
NABEKOZIRI
NABEKUZIRA
NABEKUZ王R三
NABENCUI
NABENCUR
NABENCURI
NABENOCURI
NABENOCURU
今匪免（Vi・281）
なす（N・181）
薬ま旨（HI．124）
今晩（擁・281）
薬ts（m・124）
なす（N・181）
かかし（毘・190＞
カ、カ、し（痒・190）
かかし（h1・190）
あぜ（配・187）
Fii叢雪（胆●123）
中鋒雪（撮●123）
中食旨（撰。123＞
きのこ（V・245）
お手玉纈・145）
薬指（膿。124）
お手玉（　1：　・145）
中三塁（溺・123）
薬｝旨（租・124）
凝雪（1韮。131）
とうがらし（揮・183）
とさカ・（V・215）
きのこ（V・245）
まぶしし（育重∫部分（　1　●30）
きのこ（V。245）
まないた（syi。164）
きのこ（V。245＞
お‘たまじゃくし（V。221）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
虹（Vl．259）
虹（擁・259）
虹（Vl．259）
虹（Vl●259）
虫1：（Vl・259）
NAB王CIKIKUSA王
NABIKAR三
NABIRU
NABUREKO
NACCAE
NACC鱗
NACIAAMOOREE
NACIGURE
NACIGURI
NACIGURUAMI
NACUBI
NACUGURi
NACUIMO
NACU王MO
NACUSIKE
NACYAMI
NADARE
NAE
NAGA
NAGAAAMI
NAGAAAMII
NAGAAME
NAGAAMI
NAGAAMMUYAA
NAGAAMON
NAGAARE
NAGAAS王1
NAGABI
NAGABII
NAGABURI
NAGAC王KE
NAGACUYU
NAGACUZUK工
NAG（g）ADADU
NAGADARE
NAGAGE
NAGAKAKUI
NAGAKAKUNA
NAGAME
NAGAMI
NAGAMON
一　226　一
焦げ臭い（1。36）
稠妻（VI・258）
なめくじ（V・239）
かくれんぼ（濯・148）
とさカi（V・215）
とさカ、（V・215）
ゆうだち（Vl。255）
ゆうだち（珂・255）
ゆうだち（遡・255）
ゆうだち（V【・255）
なす（rv・181）
ゆうだち（Vl　・255）
じゃがいも〈特殊な名称〉（｛V・
　175）
里芋その2（N・178）
梅爾（M’。254＞
ゆうだち（W・255）
つらら（擁・262）
重也震（Vl・263＞
蛇（V・226）
梅爾（V厘・254＞
梅爾（Vl●25娃）
梅潤匿（Vi。254）
梅爾（VI●254）
梅雨（V歪・254）
蛇（V●226）
梅雨（Vl。254＞
ゆうだち（WO・255）
中｝旨（盟◎123）
中｝旨（擁奪123）
梅雨（Vl．254）
梅雨（Vl・254）
梅雨（Vl．254）
梅爾（Vl。25嘆）
襖障子（W．192）
梅雨（iv｛。254）
たてがみ（V。205）
四角い（1・26）
gq角い（　1　。26）
梅雨（Vl●254）
梅雨（Vl・254）
蛇（V・226）
NAGAMONO
NAGAMUHI
NAGAMUI
NAGAMUN
NAGAMUSI
NAGANAA
NAGANIWA
NAGARE
NAGARE
NAGARE
NAGAREGeMI
NAGAREGONDO
NAGAREMONO
NAGASAA
NAGASAAME
NAGASAKIIMO
NAGASAK三三MO
NAGASE
NAGASEAME
NAGASEE
NAGASI
NAGASI
NAGASIAME
NAGASIAMI
NAGASIA醗
NAGASMOKI
NAGASIDON
NAGAS工1
飛AGAS丑くAKUNA
NAGASIKAKUNO
NAGASIMON
NAGASIZIKI
NAGASU
NAGASUKE
NAGATAKAYUBI
NAGAUBI
NAGAYUBI
NAGAZI
NAGAZIKE
NAGAZIKERI
－NAGE
NAGERU
蛇（V・226）
蛇（V・226）
蛇（V・226）
蛇（V・226）
舵（V●226）
蛇（V・226）
庭援箋（iV・193）
水田く一区繭〉（y。185）
水田〈集合〉（邸186）
梅雨（W・254＞
ごみく川のごみ〉（X　・274）
ごみくiliのごみ＞tw　・274）
ごみく川のごみ〉（W厘・274＞
梅雨（VI。254）
梅雨（Vl・254）
さつまいも（N。176）
里芋その2　（W●178）
梅雨（Vl・254）
梅雨（Vl●254）
梅爾（Vl●254）
梅蒼葡（Vl・254）
ゆうだち（耀。255）
梅雨（VI●254）
梅雨（Vl・254）
ゆうだち（畷・255）
梅雨（M．254）
梅雨（Vl．254）
ゆうだち（耀・255＞
四角い（　1　・26）
四角い（豆　．26＞
ごみ〈川のごみ〉（　VI・274＞
梅雨（Vl●254＞
ごみ〈川のごみ〉（Vi　・274）
蛇（V・226）
中チ旨（紐●123）
中叢雪（雌。123）
中t＄（蟹曜123）
梅雨（Vl・254）
梅雨（礪・254）
梅爾（V卜254）
お手玉遊び緬・146＞
捨てる（藝・62）
一NAGERU
NAGESE
NAGO
NAGO
NAGOUSI
NAGOYAIMO
NAHAA’UIBI
NmaBURA－
NAHAIBI
NAHAI王BE
NA｝｛AIIBI
NAHAMAASI　SUN
NmoACI　｝｛［ATA－
　MITUN一一一＋NAHANACI
　　HATAMIYUN
NAHAUBI
NAHA’UIBI
NAHAUYABI
NA蘇AWI正BI
NAEEAYASI
NAHAYUP
NAI
－NAI
NAIBi
NAIBORO
NalBORO
NAIBOROCUBURI
NAIBOROCUBURI
NAIIBI
NAIKAMISAN
NAIKANGANASI
NAIKO
NA］［MUN
NAINAIZYA
NAIPA
NA工PAG〔g）II
NAIPANUBUTU
NalPANUKII
NA王SIRU
NAKA
NAKAAZE
NAKABUCUMA
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お手玉遊び轍・146）
梅伺匡1（Vl●254）
女（且1．137）
お手玉（ヨ1。145）
牛ヒ4二（V●208＞
さつまいも（W・176）
中手象（磧。123）
恐ろしい（1・42）
申指（恥123）
中手養（灘・123）
中ヨ睾妻（匪1●123）
〈二人で〉かつぐ（琵・68＞
〈二入で〉かっぐ（嚢・68）
F＃　t旨（田。123＞
中｝旨（恥・123）
中手湊（穣●123）
中チき（贋。123）
まないた（rv　・164）
中ま旨（HI●123）
重胞震（Vl。263）
いびきをかく後部分（匪・90）
中整雪（礁●123＞
かたつむりその2（V　；237）
かたつむりその3（V。238＞
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその3（V・238）
申｝羨（錘．123）
雷（V｛奪256）
雷（VI。256）
とりおどし（配・189＞
陶磁器（rv「・161）
薬旛纈・124）
すり鉢（IV・162）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（ELf・163）
今晩（V【・281）
F戸｝1き（iH・123）
あぜ（EIS・187）
襖障子（rL「・192）
NAKACUBO
NAKADA
NAKADAKA
NAKADAKAEBI
NAKADAKAIBI
NAKADAKAYUBI
NAKA£＞ARoo
NAI〈ADAYUBI
NAKADAZYUBI
NAKADEYUBI
NA蚕（ADOR王SURU
NAKADORU
NAKAEBE
NAKAEBI
NAKAEEB王
NAKAGURO
NAKAIB
NAIKAIBE
NAKA正BI
NAKAIBI
NAKAI｝一IU
NAKAIB王
NAKAINAI　（SURU）
NAKAINAI　（SUT）F
　NAKAINI　（SUT）
NAKAINAU
NAKAINI　（SUT）一＞
　NAKAINAI　（SUT）
NAKAIT
NAKAMAASI　SUN
NAKAMOCI　SURU
NAKANAKAIBI
NAKANAKAYOBI
NAKANAKAYUBI
NAKANINYA　SURU
NAKAINIRAU
NAKAN王WA
NAKANαB茎
NAKANOYUBI
NAKAOC王
NAKASASIYUBI
NAKASSEEYUBI
庭鑑曇（病「。193）
Fiii重旨（1韮●123）
中チ旨（1韮．123）
中指倒・123）
中指（田・123）
中指（即・123）
中指（Iii・123）
r－W｝謹1（1且．123）
中事旨（m・123）
中出旨（翼1・123）
〈二入で〉かつぐ（翼・68）
〈二人で〉かつぐ（翼・68）
FF訂手雷（i韮●123）
中｝旨（HI．123）
申チ羨（且1◎123＞
あぜ（rv　・187）
F巨ix（1鼠．123）
中季旨（撮・123）
中ま旨（獲・123）
薬毒旨（難・124）
目gl旨（擁・123）
F戸手旨（Hl●123＞
〈二人掛〉かつぐ（翼・68）
〈二人組〉かつぐ（拒68）
〈二入で〉かつぐ（且・68）
〈帳入で〉かつぐ（ll・68）
P戸季旨（田。123）
〈二人で〉かつぐ（裂・68）
〈門人で〉かつぐ（ll。68＞
Fti｝ts（g・123）
FP｝ts（M・123）
中土旨（湿．123）
〈二人で〉かつぐ（匪・68）
〈二人で／・・かつぐ（H・68）
庭園（揮・193＞
中i旨（IH．123）
中手匿（豆H●123）
みずおち佃・130）
F旨｝濤（猛・123）
中ま旨（i｛i・123）
NAKATAKA
NAKATAKAIBI
NAKATAKAIP
NAKATAKAYOBI
NAI〈ATAKAYUBI
NAKATARO
NAKATAROO
NAKAUBI
NAKA’UIBI
NAKAUUBI
NAKAUYABI
NAKAW王18茎
NAKAYOB王
NAKAYUB　．
NAKAYUBE
NAKAYUBI
NmoYUBI
NAKAYt｝HU
NAKAYUT
NAKAYUUBI
NAKAZASI
NAKAZIRE
NAKAZURI　SURU
NAKAZURU
NAKAZUT
NAKAZYUBI
NAI〈EEBI
NAKIB王
NAKIBISUBONE
NAK王王MO
NAKIMO
NAKIRI
NAKIR夏BA
NAKIRIBAN
NAKIRIITA
NAK］［RIMANAITA
NAKKIRIBAN
NAKKO
NAKOOBIIBI
NAKUBESUTONGOO
NAKUR－
NAKUSAMANAITA
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中多旨（1韮●123）
F和才旨（Hi。123）
申｝旨（HI。123）
rt：i旨（正H．123）
申指（眠・123）
中t旨（膿・123）
中ま旨（聾1・123）
5＝臼寒雲（韮1●123）
中手器（濫・123）
Fi：；｝ts　（　M　・　123）
中多旨（ヨ1●123）
中指（田・123）
中乎爵（1鼠・123）
iP｝藷（匪1・123）
中季冬（濫●123）
F封手旨（撰・・123）
薬季旨（擁．124）
Fi：’｝旨（週1●123）
串｝旨（1聾。123）
巾｝旨（Hl。123）
中手蜜（IH●123＞
つむじ纈・102）
〈雑人で〉かつぐ（1｛・68＞
〈二入で〉かつぐ（獲・68）
〈二人で〉かつぐ（ll・68）
中手旨（亙1・123）
中手き（眠・123）
中｝簑（韮1●123）
くるぶし（磁。128）
里芋その2（罪。178）
里芋その2（IV「磯78）
まないた〈酔164）
まないた二（EVf。164）
まないた（『V・164）
まない・た（罪●164＞
まないた（狸・164）
まないた（IV・16の
お手玉（盟。145）
中指（膿・123）
くるぶし（姫128）
恐ろしい（1・42）
まないた（配・164）
NALIDOOGU
NAL茎MUNU
NAMA
NAMA－
NAMACUKUZI
NAMAGIN
NAMAIDA
NAMA王TA
NAMA王TO
NAMAKO
NAMAKOZIRI
NAMAKOZYARI
NAMAKUCIZIRU
NAMAKURI
NAMAKUSAI
NAMAKUSAITA
NAMAKUSAKIBBA
NAMAKUSAKIRIBAN
NAMAKUSAMANAI－
　TA
NAMAKUSAMANEE－
　TA
NAMAKUSASENBAN
NAMAKUZI
NAMAKUZ王
NAMAKUZIRA
NAMAKUZIRI
NAMAKUZIRO
NAMAKUZYARI
NAMANKINTAN
NAMATOKOZIRI
NAMAZU
NAMAZU
NAMAZU
NAMAZU
NAME
NAME
NAME
NAMEDARA
NAMEGUCI
陶磁器（揮・161）
陶磁器（N・164）
きのこ（V・245）
まぶしい前部分（1。30）
なめくじ（V・239）
とうもろこし（N・182＞
肩車〈特殊な名称〉（1韮・150＞
まないた（IV・164）
機糸（N・157＞
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
〈塩味が〉うすい（1・38）
まないた（W・164）
まないた（N・164）
まなレへた（『ゾg164）
まな：いた（N●164）
まないた（N・164）
まないた（N・164）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239＞
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
肩車く特殊な名称〉（醗・150）
なめくじ（V・239）
癒（阻。132）
ほくろ〈小さいもの〉（盟・
　133）
ほくろ〈大きいもの〉価・
　134）
なめくじ（V・239）
寒国・l18）
学ヒk卜（V・208）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V。239＞
NAMEGUSI
NAMEGUZ夏
NAMEH至K正
NAMEK王
NAMEKOMUSI
NAMEKOZI
NAMEKOZIRI
NAMEKUCI
NAMEKUCI
NAM鷺照JDO
NAMEKURA（MUSI）
NAMEKURI
NAMEKUSI
NAMEKUSI
NAMEKUZI
NAMEKUZI
NAMEKUZINA
NAMEKミJZ脳A
NAMEKUZINOIKEA－
　RUI一一．NAMEKUZINO－
　IEKARUI
NAMEKUZIRA
NAMEKUZIRA
NAMEKUZIRI
NAMEKUZIRI
NAMEKUZIRO
NAM£KUZIWO
NAMEKUZYO
NAMEMUZI
NAMERA
NAMERA
NAMERACCYO
NAMERAKOOZI
NAMERAKOOZI
NAMERAKUZI
NAMERAKUZI
NAMERAKUZO
NAMERAMUSI
｝NIAMERU
NAMES王
NAMESOO
NAMETA
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なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V。239）・
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V。239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239＞
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239＞
なめくじ（V・239＞
かたつむりその1（V・236＞
なめくじ（V。239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
はげる（瞑。104）
なめくじ（V・239）
蛇（V・226）
なめくじ（V・239）
NAMETAKUZI
NAMETO
NAMETO
NAMETOKOZIRI
NAMEZU
NAMEZU
NAMEZUKURI
NAMEZUKURI
NAMIAMIDAA
NAMIKE
NAMIK王
NAMIMUSYAA
NAMUKA
NAMUNU－
NAN
NANACIYUBi
NANACU
NANACU正B夏
NANAGGO
NANAHAN
NANAHAN
NANAIRO
NANAIS王
NANAKA
NANAKIKKO
NANAKO
NANANGO
NANASI
NANASIIB工
NANASINOYUBI
NANASIYUBI
NANBA
NANBA
NANBA
NANBA
NANBA
NANBA
NANBAA
NANBAA
NANBAGIMI
NANBAGIN
NANBAI
なめくじ（V・239＞
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V。239）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V。239）
なめくじ（V・239）
たてがみ（V・205）
林（W・199）
なめくじ（V・239）
乏コEl（Vl・287）
うそをつく前都分（fi。91）
なす（N・181）
薬歪錘（m●124）
お三ヨ三玉（IH●145＞
薬指（題・124）
お手玉（恥145＞
太陽（擁・251＞
月（M・252）
虹（揮。259）
お手玉（且1・145）
一L一・　H　（　wo　・287）
とかげ（V。224）
お手玉（IH。145）
お手玉（租。145）
ものもらい（田・ll2）
薬｝旨（眠・124＞
薬t旨（阻。124）
薬指（盟・124）
いくら〈纏段〉（1・50）
とうもろこし（IV。182）
とうカミらし（罪参183）
いくつ〈値1歳〉　（Vl・293）
とうもろこし（罪・182）
とうカミらし（IV・183）
とうもろこし（罪・182）
とうがらし（罪・183）
とうもろこし（N・182＞
とうもろaし（配・182）
とうもろこし（N・182）
NANBAIGO
NANBAKARAI
NANBAK三
NANBAK］EBI
NANBA（N）
NANB頗
NANBAN
NANBAN
NANBANBOOBURA
NANBANKARAI
NANBANKI
NANBANKIBI
NANBANKO
NANBANTOBIKI
NANBANTOKIBI
NANBANTOO
NANBANTOOGIN
NANBANTOONUCIN
NANBAR王
NANBATO
NANBATOO
NANBO
NANBO
NANBO
NANBO
NANBOCU
NANBOMUSi
NANBOO
NANBOO
NANBOO
NANBU
NANBU
NANBU
NANBU
NANBURU瓢JS三
NANCICIKAZA
NANCIKIKUSAI
NANCU
NANCU
NANDURUMUSI
NANEKUZIRI
NANGA
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かぼちゃ（N躾80）
畢い（1．40）
とうもろこし（N・182）
とうもろこし・（IV・182＞
凧（HI・143）
かぼちゃ（IV・180）
とうもろこし（N磯82）
とうがらし（罪・183）
かぼちゃ（W・180）
辛い（1．40）
とうもろこし（W。182）
とうもろこし（　IV・182）
とうがらし（痒・183）
とうもろこし（N・182）
とうもろこし（IV・182）
とうもろこし（W・182）
とうもろごし（W・182）
とうもろこし（ 。182）
とうもろこし（N・182）
とうもろこし（W・182）
とうもろこし（N・182）
いくつ〈欄数〉（レ嘆9）
V、く　ら〈擁段〉　（　韮　・50）
とうもろこし（N・182）
いくつ〈何歳〉　（V1奪293）
いくつ〈個数〉　（　韮。49）
なめくじ（V・239＞
いくつ〈個数〉　（　韮唇49）
いくら〈値段〉（韮・5G）
いくつ〈｛可歳〉　（Vl．293）
しへくつくイ間数〉　（　玉●49）
hくらく値段〉（1・50）
かぼちゃ（W・180）
いくつ〈侮歳〉　（Vl。293）
なめくじ（V・239）
焦げ臭い（｛・36）
焦げ臭い（1・36）
いくつく個数〉　（1・49）
いくつ〈何歳〉　（VI。293）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
七獄（Vl・287）
NANGO
NANGYARU
NANIDOSI
NANIKA
NANINUBIi
NnvくA
NANKA
NANKAA
NANKAA
NANKAKURU
NANKAN
NANKANKIBI
NANKI
NANK王I
NA湿くIIIMO
NANK1IMO
NANKIMO
NANKIMO
NANKIN
NANKIN
NANKiNBOOBURA
NANKINBUKURO
NANKIN’IMO
NANKINKABOCYA
NANKINMO
NANKO
NANKO
NANKO
NANKO
NANKONBO
NANKU
NANくWA
NANKWAA
NANKWAI
NANKWAN
NANMAI
NANMAIKIBI
NANMAN
NANMANDABUCU
お考三論（猛◎145）
捨てる（fi・62）
いくつく侮歳〉　（V【●293）
七賑備・287）
蘂多旨（i蕨●124）
かぼちゃ（W・180）
一ヒ「日（Vi●287）
かぼちゃ（fV　・180）
一ヒ1羅i（VI。287）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（Vl・
　294）
かぼちゃ（配・180）
とうもろこし（IV・182）
かぼちゃ（即。180）
里芋その2（！V・178＞
里芋その2（痒。178）
鰹芋その2（N・178＞
じゃがいも〈特殊な名称〉（N。
　175）
里芋その2（iLi・178＞
里芋その2（罪・178）
かぼちゃ（N。180）
かぼちゃ（1》・180＞
米びつ〈特殊な名称〉（即・
　166）
里芋その2（罪・178）
かぼちゃ（N。180）
里芋その2（痒・178＞
いdくつ〈蝦数〉　（1●49）
お手玉価。145＞
蛙（V。218）
ひきがえるその2（V。220）
ひきがえるその2（V。220）
かぼちゃ（N・180）
かぼちゃ（即。180）
かぼちゃ（IV・180）
かぼちゃ（N・180＞
かぼちゃ（W・180）
とうもろこし（rv　・182）
とうもろこし（N。182）
とうもろこし（IV「。182）
肩車〈特殊な名称〉（匿・150）
NANMANGIMI
NANMANKIBI
NANMANKO
NANNANKIBI
NANNOTOSI
NANOGA
NANOG［g）A
NANOKへ
NANPA
NANRYOO
NANSA王
NANTAKUZIRA
NANUGA
NANUKA
NANUKAA
NANUKWA
NAN’YO
NANYUKA
NANZYOO
NANZYORO
NAPPE
NAPPOERA
－NARAASYUN
－NARA｝IUN
NARAKAM王
NARAKAMISAN
－NARAKASU
NARANZYOO
NARASAA
NARASARI
NARAS正
一NARASI
NARASI’簸B王
一NARASU
NARASUKE
－NARASUN
－NARASURI
－NARASUT
NAREEMON
NAREEmm
NAREMON
NAR正
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とうもろこし（罪・182）
とうもろこし（麗・i82）
とうもろこし（IV・182）
とうもろこし（罪・182）
いくつ〈f可歳〉　（VI●293）
七E≡i（Vl・287）
七鐵（Vl・287）
七臼（Vl．287）
とうがらし（N・183）
つらら（耀・262）
いくつ〈｛飢歳〉　（Vl・293＞
なめくじ（V・239＞
七賑（W・287）
七日（V【・287）
一ヒ∫日（Vl。287）
七∫日（VI。287）
お手玉（題・145）
七日（K・287＞
つらら（M・262）
つらら（擁。262＞
唾伽・118）
肩車〈特殊な名称〉（胆・150）
いびきをかく後部分（掛90）
いびきをかく後部分（fi・90）
’雷（VI●256）
・as・・（wo　・256）
いびきをかく後部分（9・90）
つらら（Vl。262）
薬指（鷹・124）
霜（V1●256）
雷（W・256）
いびきをかく後部分（H・90＞
薬毒儲・124）
いびきをかく後部分（豆。90）
桑の鳴き声その2（贋・299）
いびきをかく後部分（E・90＞
いびきをかく後部分（聾。90）
いびきをかく後部分（9・90）
陶磁器（N。161＞
陶磁器（N・161）
陶磁器（N・161）
雷（Vl。256）
NARIHATA
NARIIMO
NARIKAME
NARIKAMI
NARIKAMISAMA
NAR工K：AMISAN
NARIKAN
NAR互KO
NARIMUN
NARIMUNU
NARINKO
NARIPPOOGUSA
NARKANDON
－NARU
NARUI
NARUIMO
NARUKAME
NARUKAMI
NARUKAMISAMA
NARUKAMISAN
MARUKAIsl
NARUKO
NASI
NAS歴
NASIBI
NASIBI
NASIBI
NASIBU
NAS正D正
NAS正正B
NASIIBI
NASI’IIBI
NAS王正MO
NASU
NASUB
NASUBE
NASUBI
NASUBI
NASUHU
雷（V卜256）
じゃカ：し（もく特殊な名称〉　（N。
　175）
雷（Vl。256）
選評（Vl●256）
雷（Vl●256）
劉雪（Vl●256）
雷（VI・256）
とりおどし（rv　・189）
陶磁器（痒・161）
陶磁暑諄（N・161）
とりおどし（V「・189＞
どくだみ（V・242）
雷（Vl・265）
いびきをかく後部分（匪・90）
〈塩味が〉うすい（1・38）
じゃカζいも〈特殊な名称〉（W。
　175）
雷（Vl．256）
s．r・iva・256）
雷〈Vl●256）
tr’（wo・256）
かぼちゃ（N　．180）
とりおどし（痒・189）
なす（EYi・181）
なす（N・181）
なす（N・181）
なす（rv　・181）
なす（N・181）
なす（iXi・181）
なす（IV・181）
なす（INi・181）
なす（N・181＞
薬指磁・124）
じゃがいもく特殊な名称〉（iv・
　175）
なす（rv　・181）
なす（ps　・181）
なす（IL「・181）
なす（N・181）
なす（W・181）
なす（N・181）
NASUT
－NAT
NATAKIRI（MUSI）
NATE
NAUNUPUSA
NAUNUPUSA
NAWA
NAWAA
NAWAKAG（g）ASU
NAWATE
NAYA
NAZ王MI～
NAZ王M夏のEKIRU
NAZIMI－DERU
NAZIMI・NI　NARU
NAZUKI
NAZUT
NBA
NBAU
NBOO
NBOO　NBOO
NBU
NBUU
NBUU
NBUU　NBUU
NDAMI
NDARU
NE
－NE
NEBA
MEBA
NEBA
NEBA
NEBA一
一NEBA
－NEBA
NEBAASI
NEBACI
NEBA罵T
NEBAIMO
NEBAITO
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なす（レ181）
いびきをかく後部分（il・90）
ヵ、まきりく一一般的な名ゴ称〉（V・
　229）
あぜ（N・187）
bくつ〈イ手数〉　（　韮・49）
いくらく値段〉　（夏。50）
きのこ（V・245）
きのこ（V・245）
とりおどし（W。189）
あぜ（fV・187）
地震（Vl。263＞
癒になる（颯・80）
癒になる（翌・80）
癒になる（翼・80）
癒になる（藝・80）
頭（翼i・101）
〈二入で〉かつぐ（掛6の
醤（1韮・116）
〈幼児を〉負う（韮●64）
牛の緩き声（V・210）
牛の鳴き声（V・210＞
〈幼児を〉蚤う（昼・64＞
〈幼児を〉負う律・64）
牛の鳴き街（V・210＞
牛の鳴き声（V・210）
かたつむりその2（V・237）
捨てる（n・62）
地震（Vl。263）
蜘蛛の糸（V・235＞
真綿（N・159）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
かたつむりその1（V・236）
まぶしい前部分（1。30＞
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V。235）
真綿（fV。159）
真綿（郵。159）
真綿（gyi・159）
盟芋その1（1》・177）
絹糸（N・155）
NEBAITO
NEBANEBA
NEBARI
NEBARI
－NEBARI
NEBARIWATA
NEBASI
NEBAS王
NEBASIWATA
NEBASU
NEBAWATA
NEBEK夏一
NEBEKOC工KI
NEBEKoclKI
NEBESUKE
NEBiG正一
NEBIGIO－
NEB夏KL
NEBIKII－
NEBIKIO－
NEBIKU－
NEBUCY
NEBUK王正一
NEBUKIO－
NEBURIGOTO
NEBUSI
－NEBUTTAI
NEBYAS正
NECUKE
NECUKEHOOHOO
NEE
NEEBIKI－
NEEBORO
NEEBORO
NEEBOROCUBURO
NEEBOROCUBURO
NEEHE
NEEI
NEEKA
NEEKANUYURU
NEEPAA
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の糸（V・235）
真綿（rVf。159）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V。234）
真綿（EVi・159）
機糸（N・157）
真綿（N・159）
莫綿（即●159）
真綿（揮・159）
真綿（N●159）
いびきをかく前部分画・89）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・329）
なめくじ（V・239）
いびきをかく前部分（翼・89）
いびきをかく籠部分（R・89＞
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく前部分餌・89）
いびきをかく前部分（藍・89）
いびきをかく前部分（距89）
米びつく～般約な名称〉（N・
　165）
いびきをかく前部分（9・89）
いびきをかく前部分（il・89）
ひきがえるその2（V。220）
ものもらい（｛H賎12＞
まぶしい後部分（1・31）
糞；綿（配・159）
桑：の鳴き爾その2（擁・299）
桑（V・212）
f也震（Vl●263）
いびきをする前部分（脂89）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその3（V・238）
かたつむりその2（V。237）
かたつむりその3（V・238）
今晩（VI◎281）
圭虚震（V！●263＞
今晩僅・281＞
今晩（～恥281）
すり鉢（rv　・162）
NEEPAAG（g）II
NEERYUN
NEERYURI
NEESOO
NEESUN
NEESUN
NEG（g｝IBACI
NEGISAMA
NEGUCIO－
NEGUIMO
NEGUSURII－
NEGUSURIO－
NEI
NEIBIK－
N摂B更K夏．
NEIBIKII－
NEIBIKIO－
NEIBIKww．
NEIK王O－
NEIKYO－
NEKA
NEKA
NEKKOKYA
NEKKOKYA
NEKKOKYA
NEKKORO
NEKKOROSYoo
NEKO
NEKOCIKO
NEKeCUKU
NEKObORI
NEKONOCYONBO
NEKOSUNCUKO
NEKOZURAKO
INIEMA
NEMARI
NEMARU
NEMARU
NEMEKUZ王
NEMUS王
NENBO
一233一
すりこぎ（N・163）
やる（匪。73＞
やる（嚢・73）
糸（N　・153）
炊く　（ll。57＞
煮る（琵・58）
すり鉢（】V・162）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
いびきをかく煎部分（H・89）
里芋その1（罪・177＞
いびきをかく前部分（li・89）
いびきをかく前部芳（ll・89＞
地震（擁・263）
いびきをかく筋部分（H・89）
いびきをかく筋部分（E・89）
いびきをかく前部分（慧・89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく薗部分（H・89）
いびきをかく前部分（H・89）
いびきをかく前部分（9・89）
もみがら（N・171）
ぬか（即・172）
iJ、さい（1●22）
細い（1。24）
maカtsい（　1　・25）
桑の急き声その2（WS　・299）
桑1の鳴き声その2（W。299）
雷（VI●256）
つく　し（V●244＞
彙（V・212）
桑（V。212）
つくし（V。244）
つくし（V。244）
すみれ（V・240）
爽綿（N・159）
蜘蛛の巣（V・235）
すわる（E・51）
あぐらをかく（琵・52）
なめくじ（V・239）
ふ医す（Hi。105＞
すりこぎ（N・163）
NENBO塾颪∫S茎
NENBOO
NENENKOTOKIBI
NENGUROO　NARU
NENKOROSE（E）
NENNEKO
NENNEN’YOBORI
NENNEUMA
NENPO
NENSIKOBARU
NENTOKOBARU
NENZI
NE：0茎
NEO王
NEO王一
NEO夏0－
NEPPA
NEPPE
NERECUKE
NEREZUKE
NERICUKE
NERICUKEHeOHOO
NERIITO
NER更ZUKE
NERU
NESSYO
NESYO
NESYO
NESYOBIRI
NESYOKURAI
NESYONOBINDARE
NESYONOKO
NESYoo
NESYoo
NESYOOSARE
NEYAS正
NEZI
NEZUMIIRAZU
NEZUMIRA
かまきりく特殊な名称〉（V・
　23e）
牛（V●206）
とうもろこし（W・182）
癒になる（嚢・80）
暴iの鳴き声そ：の2（va・299）
つくし（V・244）
rせ一きれい（V辱213）
子，鵯（V・204）
すりこぎ（N・163）
あぐらをかく（fi・52）
あぐらをかく（籔・52）
虹（Vl。259）
芳香（Vi●268）
悪臭（M・269）
匂をかく橘部分（韮・85）
匂をかく㍑部分餌・85）
唾（証1・王18）
唾（獲・118）
桑の鳴き声その2（Vl・299）
桑の鳴き声その2（壌・299）
桑の鳴き声その2（冤・299）
桑（V．212）
機糸（N・157＞
築の鳴き声その2（W。299）
煮る（且・58）
尊く卑称〉　（Hl・138）
女（盟。137）
女〈卑称〉　（穣●138＞
女〈卑称〉（撫・138＞
響く卑称〉（猛・138）
女〈卑称〉（則　・138）
女（旺正・137＞
女（1嚢・137＞
女〈卑称〉（則　・138）
＝女〈卑称〉（岨。138）
真綿（酔159）
虹（Vl。259）
米びつ〈特殊な名称〉（IV・
　166）
米びつく特殊な名称〉（酔
　三66）
NEZUMIZARU
NGI
NGI
NGIN
NGIN
NGORA
NGOROMOCI
NI
NI
M
NIBA三
NIBASU
NIBIKI－
NICCYOOBANA
NICI
NICI
NICI－
INIICIRENSAMA
NICIRIN
NICIRINSAMA
NICIRINSAN
NICUKERU
NIDOIMO
NIDOMO
NIDORYUUKYUU
NIDOSYU
NIDOTORIIMO
NIDOZYUUKYUU
NIE
NIE
NIE一
一234一
米びつ〈特殊な名称〉（lyr・
　166）
とげ〈鮨にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V●250）
もぐら（V．211）
もぐら（V。211）
」…蓮1震（Vl・263）
芳香（W・268）
悪臭（　Vl・269）
腱…關（麗。193）
霧麺糸吊（IV．159）
いびきをかく荊部芳（ll・89）
すみれ（V・240）
太陽（男・251＞
虫王（Vl・259＞
いびきをかく前部分（H・89＞
太陽（Vl・25王）
太陽僅・251）
太1場（Vl。251）
太陽（VI・251）
煮る（皿・58）
じゃがいもく特殊な名称〉（iv・
　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（iv・
　175）
じゃカくいもく特殊な名称〉（W。
　175）
じゃカ§い・もく特殊な名称〉（W・
　175）
じゃカミいも〈特殊な名称〉　（N・
　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
芳香（Vi。268）
悪輿（Vi・269）
匂をかぐ前部分（且・85）
NIEE
NIEE
N玉EE－
NIEEO一
澱EKUROMU
N磁0－
N王£RU
醗ERU
NIGA
N正GAIMO
NIGAKA
N正GANA
NIGE
NIGEE
澱G£E
N正GE£0，
NIGEKO
NIGEONI
NIGEONIZYO
NIGEZYAADOI
N正GI
NIGI（1）
NIGOI
NIGOI
NIGOI．
NIGOIO－
NIGUCI
NIGUR－
NIHA
NIHE
NIHEE
NIHI
NIHOI
NIHOI
MI
蝿1
簸王
N護
NII
MI一
芳香（冤・268）
悪臭（VI●269＞
匂をかぐ前部分（H・85）
匂をかぐ前部分（9・85）
癒になる（H・80）
匂をかく栩部分（匪・85＞
煮る（ll。58）
癒にな：る（H・80）
今晩（璽・281）
里芋その1（即・177）
しおからい（1・39）
たんぽぽ（V・241）
しおからい（1。39）
芳香（W・268）
悪莫（距269）
匂をかぐ前部分（E・85）
鬼ごっこ（撮。147）
鬼ごっこ価・147）
鬼ごっこ（皿。147）
鬼ごっこ（欝・147＞
とげ〈手旨にささる本や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　と壱ず〉　（V●250）
芳香（Vl。268）
悪奥（VI●269）
匂をかぐ醜部分（H・85）
匂をかぐ荊部分（E　・85）
みずおち億・130）
恐ろしい（1・42）
今晩（W・281）
今晩（V【・281）
今晩（Vl．281＞
虹（Vl●259）
湯番（ヤa●268）
悪臭（VI・269）
炊く（H・57）
煮る（聾●58）
地震（Vl●263）
芳香（Vl●268）
悪奥（Vl・269＞
匂をかぐ前部分（掛85）
NIIBAA
NI正BA正
NIIBAIAME
N茎IBEE
NIIBEEAME
NIIBUYAA
NIICI
NI王CI．
NIIGUCI
M田ARA
NIIHARAGUCI
NIII
NIII
NI王10．
N盤ITO
NII［ny：）ITO
N王IK：．
NIIKA
MIKI－
NIIKIO－
NIICI’
NI王L董
N玉玉N
M正N
NIIN
NIINAMUSI
MIO－
NIIPARAANUKWAA－
　GWAA
NI王ROWA
N嚢ROWA
N王王RU
NIISI
NIIT
MIwAA
MIYUN
NIIYミJN
NIIZI
NIIZIN
NI夏ZYACI
NIKA
NIKA
一　235　一
二圏（N．193＞
梅雨（VI．254）
二二（Vl・254）
梅爾（Vl・254＞
梅F博（Vl・254）
とんぼ（V・231）
虹（VI。259）
いびきをかく萌部分（ll・89）
みずおち儲・130）
みずおち値・130＞
みずおち（岨・130）
芳香（Vl●268）
悪婁（Vl。269）
匂をかぐ蘭部公（H・85）
糸（N・153）
糸（N・153）
いびきをかく前部分（冠・89）
今晩（Vl・281＞
いびきをかく前部分（匪・89＞
いびきをかく前部分（歴。89）
炊く　（【1●57）
煮る（H・58）
炊く　（匪　。57＞
煮る（匪・58）
雌震（Vl●263）
かたつむりその1（V。236）
匂をかぐ前部分（9　・85）
みずおち（M　・130＞
炊く　（嚢・57）
煮る（1・58）
煮る（1・58）
璽1：（Vl．259）
煮る（嚢・58）
庭ee（N・193）
炊く（裂・57）
煮る（H・58）
虹（Vl・259）
虫工（Vl。259）
みずおち伽・130）
もみがら（N・171）
ぬか（iy「・172）
NIKA
Ni’KA
NiKA
NIKAA
NIKAAYUU
NIKACIKUKU
NIKI－
NIKKA
NIKKI－
NIKKOO
NIKO
NIKO
NIKOI
NIKU
NIKUTA
NIMAU
NIME
NIME
NIMEBA－
NIMEE
臓MBE
NIMEE－
NIMEO
N王N
NIN
NIN
NI｛NANOMAI
NINAT
NINAT
畷NAU
N王NAU
N王NAU
N王NAU
N王NAU
NINGEE
NINGENNOODOSI
N王（N）GO
NINGYO
NINGYOGAME
NINGYONOODOSI
今晩儲・281）
もみがら（N・171＞
ぬか（W・172）
今晩（Vl．281）
今｝挽（VI●281）
築（V参212）
いびきをかく的部分（9・89）
今晩備・281）
いびきをかく前部分（ll・89）
太陽（Vi　・251）
き象こ　り　（Vl・271）
ごみく融くはいるもの〉（距
　272）
翻1カ、い（1・25）
煮る（fl・58）
ごみ〈川のごみ〉（W・274）
〈二入で〉かつぐ（翌・68）
芳香（WO・268）
悪契僅・269）
匂をかぐ前部分（匪。85）
芳香（Vl．268）
海面（Vl●269）
匂をかぐ餉部分（臣85）
匂をかぐ前部芳（巌・85）
炊く　（H・57）
煮る（ll・58）
虹（Vl。259）
つむじ（臆・王02）
〈天秤棒を〉かつぐ（K・67）
〈急調で〉かつぐ（且・68）
〈包を〉背負う（fi●65）
〈幅木を〉かつぐ（駐・66）
〈天稗棒を〉かつぐ（U・67）
〈二人で〉かつぐ（匪・68）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（礪・
　294）
鬼ごっこ（恥・147）
かかし（即・190）
ほこり（K　・271）
かかし（W・190＞
肩車〈特殊な名称〉（【鼠・150）
かかし（配・19G）
NINGYoo
NINGYOONOOeeSI
NINGYooODOSI
NINGYooSAA
NINGYooSAN
NIN茎
NINII
NIN王ZUK£
NININJYOKO
NINO
NINO
NINOO
NINOO
NINOU
N玉NRU
N玉NZ夏
NINZiN
NINZU
NINZYOO
MO
MO－
NめE
NめE
NIOE－
NIOEO－
NIOGU
MOI
MOI
N正OI
NIOI－
NIOIBA－
NIOIGA－
MOII－
MOIO－
MO）vru
NIOO一
（一）NIOO
NIOOKAAME
（一）NIOU
N王OYUU－
NIRAKAAME
一236一
かかし（fV「・玉90）
かかし（N　・190）
かかし（痒・190）
かかし（揮・190）
かかし（N・190）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）
耳（麗・114）
桑：の鳴き声その2（W・299）
肩車く特殊な名称〉（膿。150）
〈天秤棒を〉；うtSつく“（【［。67）
〈二人で〉かつぐ（嚢。68）
〈ヲミ秤棒を〉かつぐ（H・67）
〈押入で〉かつぐ（韮・68）
〈天秤棒を〉かつぐ（H。67）
煮る（匪・58）
虹（Vl●259）
虹（Vl。259）
虹（Vl●259）
かかし（配・190）
芳香（V匿。268）
匂をかく髄部分（簸・85）
芳香（Vl●268＞
悪臭僅・269）
匂をかぐ酪部分（嚢。85）
匂をかぐ簡部分（韮・85）
匂をかぐ後部分（fi・86＞
匂をかぐ萌部分（韮。85＞
芳香（Vl・268）
悪臭（“　・269）
匂をかぐ荊部芳（fl。85）
匂をかぐ前都芳（且・85）
匂をかぐ前部分（H。85）
匂をかぐ前部分（耳・85）
匂をかぐ前部公（H・85）
匂をかく後部分（H・86）
匂をかく糊部分（H・85）
匂をかく後部分（H・86）
ゆうだち（M・255）
匂をかぐ後部分（嚢・86）
匂をかく徹部分（韮・85）
ゆうだち（M・255）
NIRAU
NIRAU
NIRI
NIRICUKE
NIRO
N正RO
NIROWA
N王ROWA
NIRU
NIRU
NIRUN
N王RUN
N［RUR王
N正RUR王
NIRYUM
NIRYUN
NIRYURI
NISAKUIMO
MSI
NISIMERU
N夏SIMURU
NIT
NIT
N茎TAI3A
NITAK王SURび
N王TAKU
N正TOBAKO
NITTEN
NITTENBOSI
NITTENGATTENSAN
NITTENSAMA
NITTENSAN
NITTENTOOSAMA
N正UI
MUI
NIu王、
N王WA
N正WAA
NIWACINCIN
NIWACUBO
〈天秤孝奉を〉かつぐ（匪・67）
〈二入で〉かつぐ（H・68＞
虹（Vi。259）
稟iの鳴き声その2（擁・299＞
炊く（ll・57）
煮る（ll・58）
炊く（嚢。57）
煮る（H・58）
炊く　（H・57）
煮る（嚢・58）
炊く（且・57）
煮る（豆・58）
煮る（嚢・58＞
せきをする後四分（距88）
煮る（嚢。58）
煮る（冠。58）
煮る（H・58）
じゃがいも〈特殊な名称〉（iv・
　175）
虹（Vl●259）
煮る（ll・58）
煮る（嚢。58）
煮る（H・58＞
虹（ヤ1・259）
竹馬樋・144）
炊く　（II●57）
煮る（H。58）
米びつく特殊な名称〉〈N・
　166）
太陽（VI。251）
太陽（VI・251）
太陽（ve・251）
太陽（W25め
太陽（VI・251）
太陽（擁・251）
芳香（Vl●268）
悪臭（va・269）
匂をかぐ前部分（猛・85）
庭園（pa　・193）
庭園（IV。193）
釜（V・214＞
庭醐（iゾ●193）
NIWACUKURI
MWAKA
NIWAKAAME
NIWAKAB￥RI
醗WAKAKA灘E
NIWAKAME
NIWAKASAME
NIWAKASOBAE
NIWAKAYUUDACI
NIWAKAZALI
NIWAKI
NIWAKIBA
膿WAKKO
N正WAMA£
NIWANOUCI
NIWASAKI
NIWASU
NIWASUZUME
NIWATE
NIWAZUKURI
NIWAZUKUT
N歪WE
NIWE
NIWE
N王WE
NiWE－
NIWEE
NIWEE
INIIWEE－
NIWEEBA－
NIWEEO－
NIWE正
NIWEI
MWEO－
N王W王
N夏WI
NIwr－
NlwrI
NIWII
NIW王10，
NIWOI
N王WOI
一237一
纏i園（即。193＞
ゆうだち（V卜255＞
ゆうだち（擁・255）
ゆうだち（W倭・255＞
ゆうだち（～恥255）
ゆうだち（W・255）
ゆうだち（擁。255）
ゆうだち（擁・255）
ゆうだち（va・255＞
庭園（N・193）
庭園（恥193）
庭園（配．193）
雀（V・214）
庭園（N・193）
庭園（N。193）
庭園（配　・193）
釜（V●214）
雀（V．214）
庭圏（N・193）
庭園（揮・193）
庭園（W・193）
芳番（Vi●268）
悪奥（Vl●269＞
芳香（Vl◎268）
悪臭（擁・269）
匂をかぐ蘭部分（E・85＞
芳香（VI・268）
悪輿糊・269）
匂をかく橘部分（ll・85）
’匂をかく構部分（ll・85）
匂をかく髄部芳（匪・85＞
芳香（ivl・268＞
悪臭儲・269）
匂をかぐ前部分（9・85）
芳香（Vl・268）
悪臭（Vl・269）
匂をかぐ前部分（匪・85）
芳香（Vl●268）
悪奨（距269）
匂をかく前部分儒・85）
芳雷（Vl・268）
悪臭僅・269）
MWOi－
NIWO正BA－
NIWOIO一
（一）N夏WOO
NIYA
NIYAKAAME
NIYAKISURU
N王YASU
NIYASUN
NIYO夏
MYOI
MYOI
MYOI－
MYOIKA
NIYOIKA
NIYOIO一
一NIYOO
（一）NIYOU
MYor
MYtll
N王YUI
NIYUM
NIYUN
NIYUN
（一）NIYUU
MZI
MZI
N互Z三ERU
Niz王i
MZIN
MZU
MZYU
臨NKO
－NL董
NMA（？mma．v？m：ma）
NMA（mmatvm；ma）
NMA
剛AANMAA
NMAA　NMA
匂をかぐ前部分（嚢・85）
匂をかく揃部分（H・85）
匂をかく徹部分（9・85）
匂をかぐ後部分（藝・86）
庭園（『V・193）
ゆうだち（～ひ255）
炊く（H・57）
煮る（H・58）
煮る（H・58）
匂をかぐ煎部分（姦・85）
芳香（Vl●268）
悪臭（ヤT。269）
匂をかく騰部分（＃・85＞
芳番（VI。268）
悪臭（距269）
匂をかぐ前部分（掛85）
匂をかぐ後部分（fl・86）
匂をかぐ後部分（臣86）
煮る（∬・58）
芳香（Vl・268）
悪露（Vl●269）
煮る（菰・58）
炊く　（藍。57）
煮る（H。58）
匂をかぐ後部分（且・86）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）1
虹（Vl●259）
癒に二なる（H・80）
虹（Vl・259）
虹（Vl。259）
虹（W。259＞
虹（Vl・259＞
ぬか（IVF・172）
蘂：の鳴き声その2（Vl・299）
うそをつく後：部分（ll・92）
馬（V・201）
馬（V●201）
おいしい（擁・291）
馬（V。201＞
おいしい（V卜291）
牛の鳴き声（V。2王0）
NMAEE
NMAGA
NMAHAN
NMA王
NMal
NMA王C正KA
NMAKA
NMAKA
NMAK（K）O
NMAKYA
NIvfAME
NMANC？mman）
NMANOGUSOHEBI
NMANOKUSO
NMANUMARATAGA－
　CIN
NMANUTA
NMAREBEKOKO
NMASAAN
NMASAN
NMASYAALI’
NMATA
NMAUIBI
NMAYUKA
NME
NME
NME
NMEE
NMEE
NMEE
NMEE
NMEEE
NMEEN
NMEE　NMEE
NMEEN　NMEEN
NME王αKA
NMEIMO
NMEN
NMEYUKA
NMI
NMIBUSIKAM
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おいしい（M・291）
おいししへ（Vi「．29王）
おいしい（M・291）
甘い（1●37）
おいしい（W・291）
明明明後日（W286）
甘い（い37）
おいしい（鳩・291）
馬（V。201）
おいしい（W・291）
馬（V●201）
馬（V・2（）1）
まむし（V・228＞
桑の鳴き湾その2（穂。299）
とうもろこし（揮・182＞
まないた（｛〉・164）
子牛（Vr2G9）
お・いしい（贋・291＞
お・い・しい（樋・291）
おレ、しい・（擁・291）
爽綿（配．159）
親チ旨（覆。121）
明明後日（Vl●285）
甘い（1・37）
麟（1韮・110）
おいしい（畷。291＞
甘レへ（1●37＞
祖父（M・141）
牛の鳴き簿（V・210）
おいしい（V1・291）
牛の鳴き声（V・210）
牛の鳴き畜（V。210＞
牛の鳴き爾（V。210）
牛の鳴き声（V。210）
明明明後揖（～脳286＞
じゃがいも〈特殊な名称〉（i》・
　175）
牛の鳴き声（V・210）
明明後呂（聴。285）
王耳：（翌1。114）
まぶしい蔚部分（1・30）
NMII
NMIICIKA
NMINUBAHASA［K1
NM王YUUKA
NM［IZAKI
NMO
NMON
NMO　NMO
NMON　NMON
NMOO
NMOO
NMOO正
NMOOI　NMooI
NMOO　MOO
N］V［OON
NMOO　NMOO
lwtOoo
NMU
NMU
NMW
NMee
NMW　NMUUNMUUU
NMYAA
NMYAICIKA
NMYAMIIKA
NMYAYUUKA
NMYAYUUKA
NN
rNiN
NN
NNA
NNAAPIKAALt’
NNAA’UIBI
NNABIKAI
NNABIKALI’
NNAGURUDU
NNAHUSU－
NNA夏CIKA
NNAKA’UIBI
NINIAKAYifBI
NNAMI
閣（｛韮・llO）
明開明後閑（VI・286）
みずおち纈・130）
開明後N（VI・285）
みずおち（皿・130）
牛の鳴き欝（V・210）
牛の鳴き声（V　・2王0＞
牛の鳴き豫（V・2玉0）
牛の鳴き窟（V・210＞
牛（V・206）
牛の溶き声（V・210）
牛の鳴き声（V・210）
牛の良き声（V　・210）
牛の嶋き声（V・210）
牛の鳴き湾（V・210）
牛の鳴き声（V。210＞
牛の鳴き声（V・210）
さつまいも（N・176＞
里芋その1（N。177＞
さつまいも（V・176）
牛の鵬き声（V。210）
牛の鳴き声（V・210＞
牛の鳴き声（V。210＞
おいしVO（畷。291＞
明明開後日（Vl・286）
明明後EI（VI●285）
胆明後獲（M・285＞
明B弓　ffi後臼（Vl　D　286）
さつまし（も（配・176）
里芋その1（N・177）
牛の鳴き声（V・210）
かたつむりその1（V・236）
稲妻（Vl．258）
中才量（膿●123）
逢妻（W・258）
稲妻（Vl●258）
うそをつく前部分（fl・91）
うそをつく荊部分（H・91）
明明明後日（顎・286）
中障泥（膿●123）
中指（1ヨ・王23）
かたつむりその2（V・237）
NNAPIKALr’
NNAPIKARA
NNAU
NNAU
NNAYUUKA
NNBOO
rNaYGOROMOCI
NNI
NNI
NNI
NNICUBIHATUTI
NNIGUCI
NN夏GUS王
NNINUABam
NNiSUKVBUU
NNMAKA
NNME
NNMEE
NNMOO
NNMooN
NNN
NNNMOO
NN　NN
NNPoo
NNU
NNUGAYUU
NNUNKAZE
NNUNUDURU
NNYAICIKA
NNYAYUUKA
NNZI
NNZI
NO
NO
NOBE
NOBE
NOBI
NOB王YAKE
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『稲妻（V韮●258）
稲妻（Vl●258）
　〈天秤棒を〉かつぐ（韮・67）
〈工人で〉かつぐ（H・68）
明明後日（W・285＞
牛の鵬き簿（V。210）
もぐら（V・211）
炊く　（嚢・57）
煮る（H。58）
米（N・167）
せきれい（V・213）
みずおち倒・130）
みずおち（N・130）
みずおち（距130＞
もみがら（麗・171＞
甘い・（1●37）
甘い（1。37）
？9父侮・141）
牛の鳴き声（V・210）
牛；の耀き声（V・210）
牛の鳴き声（V・210）
牛の潜き声（V・210）
牛の鳴き簿（V・210）
集の鴫き齊（V・210）
昨日（Vl・278）
一一一一i?ﾓ餌・277）
つむじカ、ぜ（Vl。264）
昨晩（Vl曹279）
明明明後日儲・286）
崩明後N（～ff・285）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V。250）
助詞「が」〈「雷が落ちるllにお
　け’る〉（登・98）
水照〈集合〉（EV「・王86）
癒（瓢●132）
ほくろく小さいもの〉（雛。
　　133）
癒（皿●132）
癒（盟・132）
NOBORI
NOBORU
NOBOSI
NOBU
NOBU
NOBU
NOBUYAKE
NOC（C）UKE
NOCI
NOCUKE
NOCUKEHOSE
NODE
NOEETO
NOETO
NO6（g）A
NOGAMA
NOGAMI（NOKE）
NOGI
NOGI
NOGI
NoGcg）o
NO嚴A
NO薮ARA
NOHATA
NO｝覆O
NOHO
NOKO（NOHO）
NOIDO
NOIITO
NOISO
NOITO
NO王丁OSO
NOKA
NOKA
NOKAA
NOKECURA
NOKIBA
NOKIBASUZUME
NOKIDARE
擁礼（類・143）
〈雷が〉落ちる（H・95）
つくし（V・244）
第謹ミ（眼●132）
ほくろ〈小さいもの〉（錘・
　133）
ほくろく大きいもの〉（阻・
　134）
癒（正且◎132）
果1の鳴き声その2（WU　・299）
虹（Vl。259）
桑（V・212）
sptl（　（　V　・21　2＞
虫工（Vl◎259）
糸（N・153）
糸（N　・153）
もみカくら（Pl「．171）
つむじかぜ（y卜264）
たてがみ（V・205）
ものもらい（阻・112）
とげ〈振にささる木や竹の細口〉
　　（V　・249）
虹（顯・259）
もみがら（N・171）
ぬか（N・172）
林（彫・199）
虹琵（fSi・188）
ぬカ、（痒●ユ72＞
染（V。212）
桑の鳴き声その1（擁。298）
井戸（N・197）
本綿糸（N・156）
糸（N　・153）
糸（ELf・153）
木綿糸（iv・156）
もみがら（N・171）
ぬか（W　・172）
ぬか（鐸・172）
顔（盟・106）
釜（V・214）
雀（V・214）
釜（V。214）
NOKIDARE
NOK正I
NOK登
NOKISUZUME
NOKIWASUZUME
NOKKOCII
NOKKOCII
NOKKOI
NOKKOI
NOKKOI
NOKO
NOKOGIRIGUSA
NOKOGIRIMUSI
NOKOIZEN
NOKOOBI
NOKUT
NeMANNAKUR￥KA
NOME
NOMEKUGIRI
NOMEKUZI
NOMENNONUIESO
NOMERAKUZI
NOMI
NOMIGAWA
NOMIIDO
NOMITORIGUSA
．NONGI
NONME
NONNO
NONNOCYAN
NONNON
NONNONSAN
NoNrsloo
NONNOOSAMA
NONNOSAMA
NONNOSAMA
NONNOSAN
NONNOSAN
NONOCUKE
NONOKA
NONOOSAMA
一24e一
つらら（樋・262）
’j、さし（（1・22）
細力Σい（1・25）
雀（V・214）
雀（V●214）
ノ」、さい・（1。22＞
糸tlllい（　1　・24）
ij、さレ）（互・22）
細い（　1．24）
糸｛翼力、い（1・25）
桑の鳴き声その2（珂・299）
たんぽぽ（V・241）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
おつり　（N　．Iro2）
申叢雪（｛鉦奪123）
ごみく川のごみ〉（M　・274）
襲の鳴き簿その2（W。299）
ものもらい（賑・112）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
木綿糸御・王56）
なめく　じ（V●239）
ものもらい（獄・112＞
井戸（痒・197）
井ア無（Exr●197）
どくだみ（V・242）
虹（yt・259）
ものもらい（租・ll2）
月（Vl。252）
月（Vl・252）
月（屑・252）
月（yi●252）
月僅・252）
月（Vl●252）
太陽（Vl．251）
月（Vl書252）
太湯（Vl・251）
月（V［・252）
桑（V．212）
七日（Vl●287）
月（Vl。252）
NONOSAMA
NONOSAMA
NONOSAMA
NONO（SAN）
NONOSAN
NONOSAN
NONOZUKE
NONZI
NONZU
NOO
NOO
NOOBI
NOOCUKE
NOODEN
NOODO環
NOOGI
NOOGIRI
NOOGYA
NOOHO
NOOKAA
NOONO
NOONOOSAMA
NOONOQSAMA
NOONOOSAN
NOONOSAMA
NOONOSAN
NOORI
NO（O）SE（E）
NOOSINDEERe
NOOSUKE
NOOT
NOOTEN
NOOZI
NOOZIN
NOOZIR王
NOOZU
NOOZUKE
NeOZYAA　・
NORAISAN
NOREZ王KE
NOR王CU
NOR夏CUK£
太陽（V；・251）
月（Vl。252）
’，”≠堰h　（　vi　’256）
蓉祖父（盟・142）
太陽（Vl・251）
月（Vl・252）
稟iの鳴き声その2（～恥299）
虫工（Vl・259）
虹（W●259）
頭価・IO1）
水田〈訳合〉（IV・186）
虹（Vl。259）
果1の鳴き声その2（壌・299）
かたつむりその3（V。238）
梅雨（V［●254）
“1［（　va　・259）
ut（　va　・259）
虹（W。259）
桑の鳴き声その1（W・298）
ぬか（N　・i72）
普祖父催・142）
太陽（　Nl・251）
月（Vl●252）
rs　（W　・252）
月（Vl●252）
月（Vl・252）
虫1：（Vl・259）
桑の鳴き声その1（W・298）
かたつむりその3（V・238）
疑の鳴き声その2（擁・299）
虹（Vl●259）
頭（膿・10i＞
虹（Vl。259＞
虹（Vl．259）
虹（Vl・259）
虹（Vl・259）
桑の鷹き声その2（W・299）
di．T　（　VI　・259）
太陽（vi．251）
樂：の鳴き欝その2（屑・299）
桑の鳴き声その2（WO　・299＞
桑（V・212＞
NORICUKE
NORICUKEHOOSE
NORICUKEO（K）KE（E）
NORIKATE
NORISITE
NORISUKE
NORISURE
NORISUR（1）OKE（E）
NORISUTTE
NORIZUKE
NORO
NOROCUKE
NOROHIKI
NOROSUKE
NoRosuKE（goHo）
NOROSUKO
NOROSUKO
NOROZUKE
NORU
NORVRUIKE
NOSERU
NOSUZUME
NOT
NOTE
NOTORO
NOTTABiKI
NOTTAGAERU
NOTTANOTTA
NOTTONGAWAZU
NOUGUR－
NOYAMA
NOZAME
NeZI
NOZI
NeZU
NOZUKE
NOZYO
－NSAI
醗
rNWCI
一　241　一
桑の鳴き霞その2（“・299）
桑（V●212）
集1の鳴き声その2（～恥299）
粟：の鳴き声その2（～躯299）
漿の鳴き声その2（M　・299）
稟1の鳴き声その2（顎。299）
桑の鳴き声その2（耀・299）
桑の鳴き寅その2（M・299）
桑の鳴き斑その2儲・299）
稟1の囁き声その2（擁・299）
桑（V。212）
桑の粗き声その2（礪・299＞
なめくじ（V・239）
桑の鳴き憲その2（va・299）
疑（V・212）
桑（V●212）
桑の鳴き声その2（W・299＞
桑の鳴き声その2（W・299）
煮る（嚢。58）
稟iの鳴き辮その2（耀・299）
肩車〈特殊な名称〉（1韮・150＞
釜（V・214）
虫1二（Vl．259）
あぜ（rv「・187）
じゃ力気（もく特殊な名称〉　（N・
　175）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V・220）
肩馬巨〈特殊な≦搭称〉　（裂正・150＞
ひきがえるその2（V・220）
恐ろしい（i・42）
林（EV「。199）
おたまじゃくし（V・221）
虹（Vl●259）
つむじかぜ（耀・264）
虹（Vl．259）
桑の鳴き声その2（壌・299＞
あぜ（N・187）
きな臭い後部分（1・35）
助詞「が」〈「雷が落ちる．」にお
　ける〉（霞・98）
機糸（N・157）
NUCIKAS五
NUEDO
NUEE
NUEEDO
NUEETO
NUESO
NUETO
NUG（g）A
NUG［rg）A
NUG（g）A
NUG（lj）A
NUG（g）AA
N琴G〔9〕AN
NUGIBASUZUME
－NUGUwwrNftilBUU
NU王CI
NU：蓋αBUU
圃CYU
NUIDO
NUのO
NUIEDO
NUIETO
NU王GANA
NUI茎DO
NU五ITO
NU王ITO
rNft｝IKANA
NUIMI
NUIMON’ITO
NUIMびNU
NLrrMUNU
NMSO
NUISO
NUISO
NU茎TO
NU至TO
rxlulToso
N（／lTOSO
NUITOSU
NVITOSU
機糸（ry「・157）
糸Gv・153）
芳香（VI●268）
糸（臥153）
糸（jY・153）
糸（N・153）
糸（酔153）
もみがら（N・171）
もみがら（轡・171）
ぬか（罪　・172）
ぬか（N・172）
ぬか（鮮。172）
ぬか（N・172＞
繊（V●214）
うそをつく綾部分（嚢・92）
ぬか（N　・172）
糸（N　・153）
糸（W・153）
糸（郵●153）
糸（N　・153）
糸（即・153）
糸（揮・153）
糸（N。153）
糸（W・153）
糸（N・153）
糸（N・153）
糸（W・153）
木綿糸（N・156）
木綿糸（N・156）
糸（N・153）
糸（rv　・153）
とりお・どしくrv　・289）
かかし（N。190）
糸（W・153）
木綿糸（N　・156）
糸（fV「●153）
糸（N・153）
本糸青糸（IV・156）
糸（痒・153＞
木綿糸（IV「・156＞
糸（fVF・153）
木綿糸（N・156）
NJ王TU
NUIZZYUU
NUKA
NUKA
NUKA．A
rNft｝KABAI
㎜王
一NUKASU
NUKEAZA
NUKEHOSOBI
］wm
醗NUKIBA
NUKIITO
KUK【MUNじ
NUK夏MUNU
NUKel
NUKOI
’NUKU
NUKVNZYA
NUKifROMocI
NULIZZYU
NUMEKUR茎
NUM茎GAA
NUMIN’IICYUU
NUN
NUN
NUNGI
rNftlNGII
NUNGIR三
NUNZI
NUOI
NUO王
NUOI－
NURA茎MO
NURECUKE
NURI
NURIAZE
NUR三CUKE
NURICUKE
一242一
糸（N・153）
糸（ps　・153）
もみがら（IV・171）
ぬか（IV・172）
ぬヵtS（∫V・172）
灰（Vl●270）
ぬか（N。172＞
うそをつく後部分儒・92）
ほくろ〈大きいもの〉（di・
　134）
ほくろく大きいもの〉（獄。
　134）
機糸（郵・157）
井肖（ILr奪197＞
釜（V・214）
機糸（iv。157）
とりおどし（W。189）
かかし（解・王90）
ij、さい（｝。22）
細かい（レ25）
うそをつく後部分（9・92）
ごみくjiiのごみ〉（W’274）
もぐら（V・211）
糸（N・153＞
なめくじ（V・239）
井戸（IV．197）
木綿糸（Ti「・156）
炊く　（H。57）
煮る（翼。58）
虹（Vl●259）
日工（Vl●259）
虹（ヤ7．259）
虹（VI・259）
芳香（Vl・268）
悪臭（Vl・269）
匂をかぐ前部分（嚢・85）
里芋その1（N磯77）
桑の鳴き声その2（M。299＞
真綿（『》●159）
あぜ（N・187）
桑（V．212）
棄1の鵬き声その2（耀・299）
NURIDOTE
NびRIKORO
NURISiTE
NURISUKE
NURIZUKE
IWRU
NURU－
NURUBEE一
酬RUSUKE
NUSUDOKOBU
NUSUDOGUHU
NUSUTOGOCU
NUSUTOGOTO－
NUSUTOKOCU－
NUU．
NUUBA王
NUUBE
NUUBEE
NUUBEEAME
Nし彫DAAIIB夏
NUUETO
NUUG（g］A　，
即JG〔9〕U
NUUITO
㎜くAANUUMA
NUUMAGAMA
NUUMAGAMA
NUUMANUFFA
NUUZI
NUUZIN
NUUZYAA
NUUZZYU
NUWA
NUWOI
NUWOI
NI一｝ZI
NUZU
NUZZI
NUZZW
NUZZYUU
NYAADA’UiBI
あぜ（N。187）
あぜ（N・187）
果1の鳴き声その2（V；・299）
棄1の鳴き齊その2（W・299＞
桑の鳴き声その2（～恥299）
煮る（嚢・58＞
甘い（1●37）
甘しへ（1。37）
桑：の鳴き粛その2（Vi・299）
蜘蛛（V・233）
くるぶし催。128）
うそをつく葭部分（ll・91）
うそをつく前部分（＃・91）
うそをつく葭部分（H・91）
恐ろしい（1・42）
梅雨（M・25の
梅雨（Vl・254）
梅雨（Vl・254）
梅蓉苺（Vl●254）
人差し指（m・122）
糸（酔153）
ぬか（｝yf・172）
もみがら（N・171）
糸（N・153）
ぬか（N・172）
馬（V。201）
肩車く特殊な名称〉（毘・玉50＞
子馬（V・204）
子，濤｝（V・204）
虹（Vl・259）
虹（Vl●259）
虹（Vl●259）
糸（N。153）
庭園（EXf・193）
芳香（～い268）
悪臭（VI・269）
巻くVl◎259）
虫工（Vl●259）
糸（N。153）
糸（酔153）
糸（N・153）
薬指佃・124）
NYAAIKE
NYAANNYAAN
NYA（A）NYA（A）
N’YAANYAAZA
NYAAZA’UIBI
NYA王CIKA
NYANNYANGUSA
NYAU
NYE
rsiYE
NYEZI
NYOBA
NYOBE
NYOBO
NYOBOSYUU
NYOI
NYO！
NYO三〇・
NYONYOSAN
NYoo
NYoo
NYoo－
NYOOBA
NYOOBA
NYooBAI
NYooBAIAME
NYOOBAINOSIKE
NYOOBAIZIKI
NYooBASII
NYooBAUMA
NYooBO
NYooBO　．
NYOeBOMA
NYooBoo
NYooBOSYUU
NYooBOUMA
NYooBOUSI
NYOOI
NYooI
NYoorNrvOOSAN
NYooTOO
NYooZI
一243一
庭圏（貼193）
桑の鳴き声その1（～ひ298＞
果：の鳴き声その1（～酢298）
温麺雪（M・124）
薬指（M　・124）
明明明後賑（擁・286）
たんぽぽ（V・241）
桑の鳴き声その1（Vl・298）
芳香（VI．268）
軍畑（VI●269）
虹（VI●259）
女（盤。137）
梅雨（M。254）
女佃・王37）
女伽・137）
芳香（VI。268）
悪臭（Vi●269＞
匂をかく犠部公（ll・85）
月（W・252）
芳香（Vl・268）
悪奥（M・269＞
匂をかく構部分ω・85）
女（礁●137）
女〈卑称〉（盤・138＞
梅雨（Vl。254＞
黒藻雪（Vi。254）
梅粥（Vl。254）
梅雨（Vl・254）
女（阻●137）
牛ヒ馬（V・203＞
女（匪1。137）
女〈卑称〉（閉・138）
牛ヒ馬（V・203）
女（畷●137）
軍費・137）
牝馬（V。203＞
牝牛（V・2G8）
芳香（Vl●268）
悪臭（Vl。269）
月（Vl・252）
糸（N・153）
虹（Vl●259）
NYooZYO
NYUBAI
NYUBAIDOKI
NYし肥E
NYUBEAME
NYUBEE
NYUI
nm
NYUI－
NYUII
NYUKA
NYUM
NYUN
NY’UN
NY琴RU
NYUU
NYUUBA王
NYUUBAIAME
NYUUBAIBIYORI
NYUUBAIDOKI
NYUUBAIKE
NYUVBAIKOCIKIE
NYUUBA］ISAME
NYUUBAIZIKI
NYUUBE
NYUUBEAME
INIYUUBEE
NY（一reBEEAME
NYUUBEKIBUN
NYUUBESIKE
NYUUDOOBIKI
NYUUDOOGAERU
NYUUbO（O）GUSA
NYUUDOOMUSI
NYUUGYUU
NamYUUCUNO－
　DASI
NYUUIxlYUUCUNO－
　DASI
NYUUTO
NYUUTOU
NYUUZAIDOO
虹（Vl◎259）
梅雨（距254）
梅爾（Vl。254）
聖楽（Vl。254）
梅雨（Vl●254）
梅雨（va・254）
芳香儲・268）
悪筆（V歪。269）
匂をかく構部分（E・85）
悪奥（Vl．269）
ぬか（N・172）
煮る（冠・58）
炊く　（嚢●57）
煮る（E・58）
煮る（H・58）
牛（V・206）
梅爾（影254）
梅雨（擁・254＞
梅雨（Vl・254）
梅雨（V匿・254）
梅雨（W．254）
梅雨（Vl。254）
梅爾儲・254＞
梅雨（Vl。254＞
梅雨（Vl。254）
梅雨備・254）
梅雨（Vl●254）
墨髭錘（Vl●254）
梅雨（　VI・254）
梅雨（Vl俸254）
ひきがえるその1（V。219）
ひきがえるその2（V・220）
どくだみ（V・242）
かたつむりその1（V・236）
牛ヒkド（V・208）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその3（V・238）
糸（N・153）
糸（ELf・153）
梅爾（VI．254）
NYUUZI
NYUUZU
wwEwwE
NYUWE－
NwwEE
NYUWEE
NYUZI
NZI
NZI
NZYA
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虹（Vl●259）
虹（Vl。259）
芳香（va・268）
悪奥（yl。269）
匂をかぐ前部分（恥85）
芳香（Vl●268）
悪臭（V卜269）
虫工（Vl。259）
とげくtiV　ICささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　と季ず〉　（V・250）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　Y　．249）
oo
OAGURA　KAKU
OAGURA　KURU
OAME
OANZUK王
OASI
OBA
OBA
OBABANOSIRINUGUI
OBADONKU
OBAENKO
OBA（GAERU）
OBAKUDOZYOO
OBANAGO
OBANGO
OBARI
OBEKO
OBENBOO
OBERU
OBETIKIRYUM
OBETIKITI
OBETIKIYUM
OBEYUM一一，
　OB登YUM
OBIERU
OBII
OBIKO（DORI）
OB王RERU
OBOERU
OBOKERU
OBOO
OBOROKKO
OBORU
（o）
臨調「を」＜「いびきをかく」に
　おける〉　（ll・99）
助詞「を」〈fあぐらをかくjic
　おける〉　（置。王00＞
あぐらをかく（レ52＞
あぐらをかく儒・52）
ゆうだち（VI　・255）
お手玉（恥145）
おかね（N。151）
牡馬（V●202）
かた：つむりその1（V。236＞
どくだみ（V。242）
ひきがえるその2（V・220＞
鬼ごっこ価。147）
ひきがえるその2（V・220＞
おたまじゃくしくヒキ・ワクF
　などの類の詳細函〉（V・
　223）
子馬（V・204）
鬼ごっこ（瓢。i47）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
牡牛（V●207）
おたまじゃくし（V。221）
驚く　（狂．77＞
驚く　（H。77）
驚く（且・77）
驚く　（耳墨77）
”驚く　（琵●77＞
驚く　（嚢●77）
女〈卑称〉（M・138＞
せきれい（V・213＞
驚く　（G●77）
驚く　（H。77）
驚く　（H。77）
〈幼」尼を〉負う（H。64）
おたまじゃくし（V・221）
〈幼児を〉負う（翼。64＞
OBOU
OBOZUKKO
OBU
OBU
OBUBINKO
OBUCYAARU
OBUCYARU
OBUKERU
OBURERU
OBURU
OBUTO
OBUU
OCCAKINOUCICI
OCCAKINOUCUCEI
OCCI
OCCI
OCCII
OCCII
OCCIRU
OCCUGISA）vfA
OCCUHISAMA
OCCUiNOBAN
OCCUKISAMA
OCCUK工SAN
OCCVN（BIKKYA）
OCCURU
OCCUssAA
OCCUT
OCCW
OCCYAA
OCCYAA
OCCYAENARU
OCCYAKERU
OCCYAYURU
OCCYAYUT
occyo
occyoo
occyoeslRu
OCCYORO
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〈幼児を〉負う（且・64）
おたまじゃくし（V・221＞
〈幼児を〉云う（ll・64）
〈曾を〉背負う（歴・65）
肩車〈特殊な名称〉　（巨1●150）
捨てる（誼。62）
捨てる（fi・62）
lt．e〈　（藍・77）
驚く　（髭。77＞
〈幼児を〉負う（韮。64）
襖障子（N。192）
〈幼児を〉負う（耳・64）
一昨昨日（Vl．275）
～昨咋日（Vl．275）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（卜18＞
一昨購（M。276）
大きいくオオキイ類の詳細図〉
　　（レ18）
一咋日（Vl．276）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
月（Vl。252）
月（V呈。252＞
一『目挽（VI．277）
月（V亘・252）
月（VI・252）
ひきがえるその1（V・219）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
月（Vl●252）
〈雷が〉落ちる（韮・95）
～昨日（VT・276）
生歪：，焉（V●202）
牡牛（Vら207）
〈雷が〉落ちる（恥95）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
〈雷が〉落ちる（且。95）
〈雷が〉落ちる（E。95）
牡，廉§（V唖2G2）
男（1且・136）
〈雷が〉落ちる（E・95）
肩車〈一般的な名称〉（［鼠・
　　149）
OCIAI
OCIARE
Oα三）DON
OCIGISAMA
OCII
OCIKAKARU
OCIKISAMA
OCIK王SAN
OCIKO
OCIKOMI
OCIKUBO
OCIMIZO
OCIMONKO
OCIMe　SURU
OCINASARU
OCINCIN（一）
OCIN　KAKU
OCIN　SURU
OCIRAKARU
OCIRASSYARU
OCIRASU
OCIRU
OCIRU
OCiSASSERU
OCISASU
OCIssAA
OCISSAMA
OCIT
OCIYAA
OCIYAI
OCIYARU
OCIYAT
OCUBAIKO　SURU
OCUBO
OCUBOYAMA
OCUDDON
OCUGISAMA
OCUG王SAN
OCU三
〇CUKE
OCUKI
みずおち個畷30）
ゆうだち（W。255）
月（距252）
月（V【●252）
〈雷が〉落ちるω・95＞
〈雷が〉落ちる（甕・95）
H　（　va　・252）
月（Vl・252）
お手稿猛（HI。145）
みずおち（駕・130）
みずおち倒・130）
みずおち（X　・130）
お手玉（瓢。145）
すわる（il・51）
〈霞が〉落ちる（颯・95）
片足跳びをする前部分（9・
　54＞
すわる（艮・51）
すわる（厩・51）
〈雷が〉落ちる（li・95＞
〈欝が〉落ちる（＃・95）
〈雷が〉落ちる（＃。95）
〈雷が〉落ちる（＃・95）
〈雷が〉落ちる（嚢・95）
〈雷が〉落ちる（窪・95）
〈雷が〉落ちる（嚢・95）
月（Vl●252）
月（W・252）
〈雷が〉落ちる（ll。95）
〈雷が〉落ちる（臣95）
〈雷が〉落ちる（H・95）
〈霞が〉落ちる（H・95）
〈雷が〉落ちる（H・95）
すわる（li・51）
腱i園（N・193）
庭園（W．193）
月（Vl●252）
月（擁・252）
月（Vl。252）
〈雷が〉落ちるω・95）
おつり　（IV●152）
月（Vl。252）
OCU｛tSu］KI
OCUKISAMA
OCU（tSu］KISAMA
OCUKISAN
OCU（tsu）KISAN
OCVKIYOSAMA
OCUKIYOSAN
OCUKO
OCUKOUMA
OCUKOUSI
OCUKUBAI　SURU
OCUKUBAMI　SURU
OCUKUBARI　SURU
OCUKU（B一）NI　SUWA－
　RU
OCUKUSAMA
OCUKUSAN
OCU］E〈U　SURU
OCUKUWAE　SURU
OCUKYooSAMA
OCUME
OCUMO
OCUMO
OCUMORI
OCUMU
OCUNBE　SURU
OCUNCUN　KAKU
OCURE
OCURI
OCURI
OCURII
OCURISEN
OCURU
OCURU
OCUSSAA
OCUSSAA
OCUSSAMA
OCUSSAN
OCUT
OCUTEE
OCUTOI
OCW
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月（　Vl。252）
月（V蓋・252）
月（贋・252）
月（Vl。252）
月（Vl・252）
月（Vl。252）
月（Vl・252）
男（阻。136）
牡馬（V・202）
牡4二（V。207）
すわる（E・51）
すわる（且・51）
すわる（且・51＞
すわる（fl・51）
弄ヨ（Vl●252）
月（VI●252）
すわる（il・51）
すわる（9・51）
g　（　ve　・252）
お手玉億・145）
螺（皿・101）
瓜（膿・115＞
頭（1・101）
頭（猛・101）
すわる（ll・51＞
すわる（ll・51）
おつり　（iv。152）
おつり　（IV・152）
おつり　（W。152）
おしつり（rv　．152）
おつり（SSt・152）
〈霞が〉落ちる（＃・95）
おつり（N　・152）
月（顎・252）
月（Vl。252）
月（Vl・252）
月（Vl●252）
〈雷が〉落ちる（il・95＞
一昨EI（Vl。276＞
一一一
@ge　ll　（　wr　・276）
おつり　（fV「・152）
OCYANKOMARU
OCYANKO　SURU
OCYANTO　SURU
OCYANTO　SUWARU
OCYEKAKARU
OCYERU
OCYOC玉RU
OCYODAMA
OCYOKAI
OCYOKON　SURU
OCYON　esi
OCYONCYO
OCYONMA
OCYOPPO　SURU
OCYORU
OCYOTERU
OCYUKISAMA
OCYU（tsju）iKISA｝v］［A
OCYUKISAN
OCYURI
OCYUじ・
ODAGUCURI
ODAEIUGU
ODAIBUCCYA
ODAISAMA工MO
（O）DAISIIMO
ODAMA
ODEBI
ODEE
ODEEBI
ODEGAIRU
ODEIBI
eDEKAIRU
ODENGURUMA
すわる（il・51）
すわる（H・51）
すわる（9・51）
すわる（H・51）
〈雷が〉落ちる（il・95）
〈雷が〉落ちる（恥95）
〈雷が〉落ちる（掛95＞
お手玉（撮。145）
肩車〈一般的な名称〉（濯・
　　149）
すわる（ll・51）
片足跳びをする前部分（匪・
　54）
お手玉（皿1・145）
肩車〈一般的な名称〉（紐・
　149）
すわる（ll・51）
〈雷が〉落ちる（＃・95＞
〈雷が〉落ちる（fi・95）
月（Vl・252）
弄ヨ（樋。252）
月（VI。252）
おつり　（N．152）
灸をすえる前部分儒・83）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
女〈卑称〉　（覆●138）
肩車〈特殊な名称〉（田・150＞
じゃがいも〈特殊な名称〉（iL「・
　175）
じゃがいもく特殊な名称〉（N・
　175）
お手玉（m・145）
親｝旨（贋●121＞
恐ろしい（卜42）
親口車（甑121）
〈蟹が〉落ちる（ll・95）
親詣（盟・121）
〈雷が〉落ちる（恥95＞
雇｝車〈一般的な名称〉（IH・
　149）
ODEYUBI
O1）1三
〇DO－
ODO一
ODOEBI
ODGGA玉RU
ODOGAINASARU
Oi）OGEARU
ODOGENASARU
ODOGERU
ODOGESASU
ODOGEYARU
ODOGIARU
ODOGIYARARERU
ODOGO
ODeGOYUBI
O1）0王BI
ODOKAIRU
ODOKAS夏
ODOKASI
ODOKASIAME
ODOKERU
ODOKIAU
ODOKO
ODOMAHEBI
ODO（NO）HAYASI
ODONOKI
ODooSI
ODOOS王
ODooYASIKI
ODORAKAS工
ODORAKASI
QDORIGAIRU
ODORIKASI
ODORIKASI
ODORKAS王
ODOROIMO
ODOROKASI
OPOROKASI
ODOROKU
ODOROYAMA
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親｝ig（H【・王21）
恐ろしい（1。42＞
大きい（1・17）
大きいくオオキイ類の詳細翻〉
　　（1・i8）
親指（猴。121）
〈雷が〉落ちる（猛・95＞’
〈雷が〉落ちる（∬・95）
〈雷が〉落ちる（藍・95）
〈雷が〉落ちる（li　・95）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
〈雷が〉落ちる（E・95）
〈欝が〉落ちる（fi・95）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
〈雷が〉落ちる（恥95＞
男（贋・136）
親書旨（猛。121）
親指佃・121）
〈雷が〉落ちる（冠・95）
とりおどし（TV・189）
かかし（IY「・190）
ゆうだち（WO　・255）
驚く　（庭・77）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
男（涯・136＞
蛇（V・226＞
森（W。198）
森（恥「。198）
とりおどし（W・189）
かかし（N・190）
森（『》・198）
とりおどし（配。189）
カ、カ、し（『V●190）
〈雷が〉落ちる（恥95）
とりおどし（N・189）
かかし（N賎90）
かかし（N・190）
里芋その1（fV。177）
とりおどし（fV「・189）
カ》かし（痒・190）
驚く　（H・77）
林（N・199）
ODOS
ODOS
ODOSE
ODOSE
ODOSI
ODOSI
ODOS王AME
ODOSIDEKO
ODOSIMONO
ODOSiNODEKO
ODOSU
ODOSU
ODOYUBI
ODOZI
OEB正
OEG〔9〕正
OESAN
OGAEK更
OGAES至
OGAESU
OGA三MO
OGAKKE
OGAMA
OGAMAGIME
OGAMANA
OGAMANAKOROSU
OGAMANCYORO
OGAMANOTONOSAN
OGAMANOTooSAN
OGAMAN（Y）ATOO－
　SAN
OGAMANZYO
OGAMASS　（Y）O
とりおどし（即。189）
かかし（iYt・190）
とりおどし（iY「・189）
かかし（｛V・190）
とりおどし（W・189）
カ、カ、し（W●190）
ゆうだち（Vl・255＞
かかし（揮・190）
とりおどし（IV・189＞
カtSカ■し（配●igO）
とりおどし（EVf。189）
かかし（N。190）
親｝憲（鼠1。121）
かかし（W。190）
親指（溢・121）
蒸気〈飯の場合〉（Vl・267）
祖父江・141）
診ミ薪三猛（1丑●145）
おつり　（配・152）
おつり　（鐸。玉52）
里芋その1（W・177）
お手玉（瓢・145）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一一般的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一一殻的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一般的な名称〉（V。
　229）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229＞
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一一般的な名称〉（V・
　229）
カ、まきりく一般的な名称〉（V・
　229）
OGAMASU
OGAMATOOROO
OGAMAZA
OGAMAZU
OGAME
OGAME
OGAMECYOORAI
OGAMECYO（O）RO一
　　（o）
OGAMEDeN
OGAMEGATOOSAN
OGAMEMUSI
OGAMENCYOO
OGAMESSO
OGAMESYUSSYUT
OGAMETAROO
OGAMETooROO
OGAMETooSAN
OGAMEGIRO
OGAMEZYoo
OGAMEZYORO
OGAMI
OGAMICCYO
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かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
カ｝まきりく一般的な名称〉．（V。
　229）
カ、まきりく一般的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一般的な名称〉ぐV。
　229）
かまきり〈～般的な名称〉（V・
　229）
かたつむりその1（V・236）
かまきりく一般的な名称〉（V。
　229）
カ｝まきりく一般的な名称〉（V・
　229）
カ・iまきりく一般的な名称〉　（V。
　229）
かまきり〈一蹴的な名称〉（V。
　229）
力玉まきりく～般的な名称〉（V・
　229）
カ■まきりく一一般的な名称〉（V。
　229）
かまきりく一轍的な名称〉（V。
　229）
かまきり〈～般的な名称〉（V・
　229）
カ」まきりく一毅的な名称〉（V・
　229）
かまきりく～般的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一殿的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一一般的な名称〉（V・
　229）
かたつむりその1（V・236）
かまきり〈一一般的な名称〉（y・
　229）
かまきり〈～般的な名称〉（V・
　229）
OGAMIDAROe
OGAMIDoo
OGAMIMUSI
OGAM王NOKOBOS玉
OGAMINOTONOSAN
OGAMISOO
OGAMISOOROO
OGAMITAROO
OGAMITOOSAN
OGAMITooTOO
OGAMIZYOROO
OGAMO
OGAMU
OGAMUSI
OG餌BO
OGANBooSI
OGANCYOORAI
OGANCYORA
OGANCYORO
OGANDARA
eGANDARoo
かまきりく一一一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一一一ec的な名称〉（V。
　229）
カ》まきりく一一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一一一se的な名称〉（V・
　229）
カ）まきりく一般的な名称〉（V．
　229）
かまきり〈一一・ee的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229＞
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
カ、まきりく一般的な名称〉（V。
　229）
カ、まきりく～般的な名称〉（V・
　229）
カ》まきりく一殻的な名称〉（V。
　229）
かまきり〈一一・e設twな名称〉（V。
　229）
かまきり〈一一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一一般的な名称〉（V・
　229）
か窪きりく一殿的な名称〉（V。
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一一毅的な名称〉（V。
　229）
OGANDEKOROSU
OGANDO
OGANGIISif
OGANTAROO
OGANZYO
OG（p］E
OG（lj）E
OGEESI
OGEO－
OG（g）ERA
OGE［1］TA－
OGIBAME
OGO
OGCg）OISI
OGORA
OGORAMOCI
OGORI
OGORO
OGOROMOCI
OGORONEZUMI
oG（g］esl
OG〔身〕OSI
OGこ弓〕OS正RI
OGOSYO
OGURA
OGURAMOCI
OGUR麟BO
OGVRO
OGUROMOCI
OGUROOZE
OGUROOZI
OGYAMURI
OGYOOGINI　SUWARU
OGYOOGI　SURU
OGYOOGI　YOKU　SU一
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かまきりく一般的な名称〉　（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（Vφ
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
カ｝まきりく一般的な名称〉（V・
　229）
蒸気〈湯の場合〉（W・266）
蒸気〈飯の場合〉備・267）
おつり　（罪●152）
うそをつく前部分（1・91）
鱗（V。217）
うそをつく飼部分（1・91）
米びつく特殊な名称＞Gv・
　166）
あご〈全体〉（皿・109）
カ》カ、と（無．129）
もぐら（V。211）
もぐら（V・211）
灰（冤・270）
もぐら（V。211）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211＞
カ、カ、と（盟・129＞
カ・・th・・と（Hl・129）
カxthiと（皿。129）
松力tSさ（V・247）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V。211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
かまきり〈一一一・i般的な名称〉（V・
　229）
すわる（H・51）
すわる（藝・51）
すわる（旺・51）
　WARU
OGY（一RJ
OHAE
OHAGUROBANA
OHAI
OHAYASI
OHAYASI
OHAYASI
OHAYASU
OHEI
OHHISAMA
o－
OHICU
O｝III
O逸玉IIOZ王NCYA1灯
OMISAA
OHIISAMA
OHIIS1脳
OHIIZINCYAMA
O珊KARI
OHIKAR王＊
O｝IIKARISAMA
OI－IIKARISAN
OI｛IKOSAN
OHIMESAMA
OKIMESAMANO－
　SIRINUGUI
O磁MESAN
OHIROI
O組SAA
OMSAA
OH正SAMA
O田SAN
O田SASAMA
OH夏SSAMA
OHITe
O｝一IITOCU
OHITOKO
eHITONKIRI
OHIZA　SURU
OHIZINCAMA
牡4二（V。207）
森（W◎198＞
すみれ（V・240）
森（fV曹198）
森（痒。198）
林（郵・199＞
森（罪。198）
森（N●198）
森（IV●198）
太陽（M・251）
太陽（Vl●251）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
雷複父（M。142）
普祖父佃・142）
太陽（ve　・251）
太陽（Vl。251）
太陽（Vl●251）
葭轟々（X・142）
柵妻（V【●258）
稲妻（Vl。258）
稲妻（Vl●258）
稲妻（Vl・258）
瞥祖父（阻・142）
なめくじ（V。239）
どくだみ（V・242＞’
ものもらい（獺・112）
お手玉（旬。145）
太陽（M・251）
太陽（W・251）
太陽（su　・251）
太陽（W・251）
太陽灯・251）
太陽（Vl。251）
お手玉（Hl。145）
お響三玉（ヨ1●145）
お手玉傭・145）
お手玉㈲・145）
すわる（fl・51）
瞥祖父（臆・142）
OHIZYA　SURU
OHODORI
OHON（OHON）
OHO（OHO）
OHOO（OHOO）
OHORO
O磁涯（AKE
O｝紐（U
OHUKUMAN
O｝一IURIMIKO（N）CYO
O｝一IURIOMACU
（O）HURO
OKWO（OHWO）
OI
OIBI
OICCYO
OICI
O正CIG王
OICUKEYAI
OICUKEYAIKO
OIE
OHSA醗A
OIISAN
OIKA
OIKAEKGOKU－
　OIKAKEGOKU
OIKAKE
OIKAKEBABA
OIKAKEBO
OIKAKEBON
OIKAKEGOKKO
OIKAKEGOKUe
　OIKAEKGOKU
OIKAKEKURA
OIKAKENANGO
OIKAKEONI
OIKAKERENBO
OIKAKEYAI
OIKKO
O簸くO
OIKURA
OIMO
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すわる（＃・51）
桑（V●212）
桑の鳴き湾その1（随。298）
桑の鳴き声その1（M・298）
桑の鳴き声その1（V【・298）
おたまじゃくし（V・221）
ゆうだち（W　・255）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
せきれい（V・213）
せきれい（V●213）
森（fi「。198）
樂：の鳴き声その1（耀・298）
居る（翼。53）
親t旨（獄・12王）
お手玉（盤・145）
お手玉（1韮。145）
お手玉（狂1。145）
鬼ごっこ（隈。147）
鬼ごっこ（撫・147）
家涯藍（1VO19圭）
太陽（Vl・251）
太陽醗・25王）
鬼ごっll　（M・147）
鬼ごっこ（胆。147）
鬼ごっこ（罵・147）
鬼ごっこ備・147＞
鬼ごっこ（膿・147）
鬼ごっこ（膿・147）
鬼ごっこ（隈・147）
鬼ごっこ（盤。147）
鬼ごっこ（逓。147＞
鬼ごっこ（無・錘7）
鬼ごっこ倒。147）
鬼ごっこ側・147）
鬼ごっこ（瓢・147）
お手玉纈・145）
鬼ごっこ（雛。147）
鬼ごっこ（釦・147）
鬼ごっこ（瓢・147）
OINAINGO
OINANGO
OINERU
OINERU
OINYA
O正OI
OISAA
OISAMA
（O）ISEDORI
OISENOMIZUKUMI
OISII
OIS三KA
OITACU
OITOCU
OIYAI
OKA
OKAAMI
OKABO
OKADACCAM［A
OKADACCAN
OKADACI
OKADAC，　I
OKADACIAME
OKAI］）ACISAMA
OKADACISAN
OKADAIMO
OKAERI
OKAESI
OKAESI
OKAGAMI
OKAHATA
OKAIMO
OKAKKOMARI　SURU
OKAKKOMARU
OKAKKONI　SUWARU
OKAKKO　SURU
OKAMA
OKAMABIKI
OKAMADOBA
OKAMADeNKU
鬼ごっこ個・147）
かくれんぼ侮・148）
〈包を〉背負う（H・65）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W・
　294）
庭園（即。193）
桑の鳴き声その1（M・298）
太古（距251）
太陽（V【。251）
せきれい（V　・213）
せきれい（V・213）
お・い・しい（ve　・291＞
おいしい（Vl・291＞
お手玉（瓢【・145＞
お手玉傭・145）
鬼ごっこ（皿・147）
おつり　（痒。152）
たてがみ（V　・2G5）
かぼちゃ（IV・180）
雷（V匪・256）
雷（ヤ1。256）
ゆうだち（M・255＞
雷（V【。256）
ゆうだち（va　・255＞
es一（　vi　・256）
雷（V【。256）
じゃがいもく特殊な名称〉（N’
　175）
おつり　（N●152）
お手玉（1慧・145）
おつり　（N●152）
たてがみ（V・205）
畑（ILI・188）
さつまいも（配。176）
すわる（E・51）
すわる（ll・51）
すわる（ti・51＞
すわる（St・51）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
OKAMAGAERU
OKAMAGISU
OKAMAGO
OKAMAONBIKI
OKAME
OKAMEDOZYOO
OKAMI
OKAMINAI
OKAMINAISAMA
OKAMINARI
OKAMINARISAMA
OKAMINARISAN
OKへMOKKE
eKANARISAN
OKANB夏KI
OKANDACCAMA
OKANDACCAMAAME
OKANDACCAN
OKANDACCYAMA
OKANDACI
eKANDACI
OKANDACIAME
OKANI）AC工SAMA
OKANDASSAMAe
　OKNDASSAMA
OKANE
OKANE
OKANEGUSA
OKANKO
OKANNARI
OKANNARISAN
OKANODAINOMA－
　MEGAKUITAI
OKAZ正
OKE
OKE
OKE
OKE
OKE
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ひきがえるその2（V・220）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
おたまじゃくし（V・221）
ひきがえるその1（V。219）
たてがみ（V・205＞
おたまじゃくし（V・221）
たてがみ（V　・205）
雷（V【・256＞
雷薯（VI。256＞
霊誓（Vl．256）
雷（Vl．256）
雷（V至．256）
ひきがえるその2（V・220＞
雷（V【●256＞
ひきがえるその1（V　・219）
雷（Vl●256）
ゆうだち（M・255）
雷（Vl。256）
ew（ve・256）
ゆうだち（WO・255）
雷（V董曹256）
ゆうだち（雁・255）
雷（V【。256）
欝（ ・256＞
おかね（iv「・151）
おつり　（N・圭52）
すみれ（V・240）
松力、さ（V。247）
雷（Vl・256）
雷（Vl●256）
桑の鳴その2（墳・299）
畑（揮。188）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
蒸気〈飯の場合〉僅。267）
灰くVI●270）
桑の鳴き声その2（擁・299）
EKO
ANKO
UR艶???
?????????
AD欝0
???? ?
???????
????
????????? ?
???????
??????
??
?
?
??
?
?
0
大きいくオオキイ類の詳細園〉
　　（　1　・18）
大きいくオオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
〈雷が〉落ちる（H・95）
大きい〈オオキイ類の詳細函〉
　　（　1　・18）
水鋤く集合〉（W・186＞
灰（Vi　・270）
灸をすえる飼部分（9・83）
米びつ〈特殊な名称〉（W・
　166）
大きい〈オオキイ類の詳細園〉
　　（　1　・18）
水田〈集合〉（W。186）
水出く集合〉（rv　・186）
大きb〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
灸をすえる前部分（且・83）
灸をすえる離部分（ll　・83）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
灸をすえる煎部分（ll・83）
灰（M・270）
灸をすえる前部分（1・83）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
男（撫。136）
ゆうだち（W。255）
恐ろしい（1。42）
恐ろしい（1・42）
恐ろしい（1・42）
恐ろしい（1・42）
恐ろしい（1。42）
大きいくオオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
大きいくオオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
大きい（1・17）
大きh〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
太い（1・20）
OKKEN
OKKENA
OKKENAI
OKKENE
OKKENEE
OKKENKEN
OKKI
OKKICUKUSI
OKKI茎）A
OKK更1
0KK至NAKA
OKKINEE
OKK茎TA
OKKO
OKKO
OKKOCCIRU
OKKOCIRU
OKKONANZYO
OKKONE
OKKONE
OKKONEE
OKKOSURU
OKKOZ至RU
OKKOZ茎RU
OKKYOI
OKKYUI
OKNDASSAMA一一〉
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粗い（1●21）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
大き吟〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
大きいくオオキイ類の詳細函〉
　　（レ18）
大きいくオオキイ類の詳細翻〉
　　（い18）
片足跳びをする前部分（肛・．
　54）
大きいくオオキイ．類の詳細醒〉
　　（　1　・18）
すぎな（V　・243）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　g　・18）
大きいく日脚キイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
大きいくオオキイ類の詳細図〉
　　（レ18）
大きいくオオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
旧きいくオオキイ類の詳細図〉
　　（1　・18）
男（1目。136）
鬼ごっこ（m・147）
〈霞が〉落ちる（E・95）
〈雷が〉落ちる（旦・95）
鬼ごっこ（膿・147）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（レ18）
恐ろしい（1。42）
大きいくオオキd類の詳細図〉
　　（レ18）
〈幼児を〉負う（汀・64＞
〈雷が〉落ちる（藤・95）
〈雷が〉落ちる（R。95）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
大きいくオオキd類の詳細図〉
　　（　1　・18）
雷（Vl●256）
　OKANDASSAMA
OKODAMA
OKOGON
OKOGORO
OKOME
OKOME
OKOMI
OKONBOR王
OKONME
OKONNICCAMA
OKONNICCAN
OKONNISSAMA
OKOR三
〇KORIBABAA
OKORIMUSI
OKOROMO
OKOSU
OKOYAN
OKOYASUSAN
OKUBODORI
OKUDQO　（　BIKI　）
0照JMI
OKUMO
OKUNBO
OKUNBO（0）
OKUN三WA
OKURERU
OKURERU
OKURO
OKUYAMA
OKYAKUSAN
OKYO正
OKYOO－
OKYU－
OKYUO．
OKYUU－
OKYifUKO－
OKYUUO－
OMA
おたまじゃくし（V・221）
松かさ（V・247）
おたまじゃくし（V・221）
．米（N・167＞
うるち（W・168）
お手玉価・145）
お手玉（m●145）
お手玉（膿●145）
太陽（M・251＞
太陽（W・251）
太「≦易（V蔓●251）
灰（迩270）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　　230）
かまきり〈縛殊な名称〉（V・
　　230）
y（（su　・27e）
呉れる（嚢・74＞
お手玉（皿●145）
肩1車く特殊な名称〉（羅・150）
桑（V・212）
ひきがえるその1（V・219）
お手玉（湿・145）
塁：の騰き毒その1（M　・298＞
桑（V・212）
桑の鳴き黄その1（W・298＞
庭園（N●193）
呉れ．る（置・74）
驚く（嚢●77）
もぐら（V・211＞
林（郵・199＞
ものもらい（M・112）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
灸をすえる煎部分（E　・83＞
灸をすえる前部楚（恥83）
灸をすえる前部分（K・83）
灸をすえる前部分（嚢・83）
灸をすえる前部分（＃　・83）
灸をすえる前部分（掛83）
馬（V・201）
OMACU
OMAM夏
OMAMIGO
OMANBAKU
OMANKO
OMANZYERO
OME
OME
OMEKA王BO
OMEME
OM夏CU
（O）MIYA（NO）HAE
（0）MIYA（NO）HAYA－
　S重
OMIYANOHAYASU
（O）MIYA（NO）KI
（O）M！YANOMORI
O｝vllYANOSANRIN
（O）MIYA（NO）YAMA
OMIYANOYASIKI
（O）MIYA（SAN）
eMIZIRUSI
OMOGAESIBANA
OMOGANE
OMOKUSA
OMOON
OMOOZI
OMORA
OMORAMOCi
OMORI
OMOROMOCI
OMOSIR正
OMOTE
OMOTENIWA
OMOZI
OMOZ夏
OMURA
OMURAMOCI
ON
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せきれい（V・213）
牝牛（V・208）
：1　：fy一（V　・209＞
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
二軍〈特殊な名称〉（紐磯50）
おたまじゃくし（V。221）
‡才い（　1　・37）
おい・しい（畷・291）
かたつむりその1（V・236）
頭価・101）
せきれい（V・213）
森（昏「り198）
森（麗●198）
pt（N　・198）
森（痔「．198）
森（N・198）
＊＊rk　（N　．198）
森（揮。198）
st（N　・198）
森（IVf・198）
癒（鵬・132）
すみれ（V　・240）
ほくろく小さいもの〉（斑・
　133）
ほくろく小さいもの〉（皿・
　133）
隼の鳴き声（V・210）
牡4二（V●207＞
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
森（N●198）
もぐら（V・211）
カ、カ」と（撫●129）
顔（臆・106＞
庭園（貼193）
牡牛（V．207＞
牛ヒ牛（V。2G8）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
男（阻●136）
ON
ON
ON
ON
－ON
ONA
ONA
ONABE
ONABEKO
ONACU
ONAGADORI
ONAGAMI
ONAGO
ONAGO
ONAGO
ONAGO
ONAGOBARIME
ONAGOBASU
ONAGOBEBU
ONAGOBEEKO
ONAGOBEKO
ONAGOBIKK］r
ONAGOBINDARE
ONAGOBITTA
ONAGOBOOZU
ONAGODOMO
ONAGODOMO
ONAGODON
ONAGOKUSARE
ONAGOMA
ONAGOMAKKO
ONAGOME
ONAGOMECCUU
ONAGONOHITO
ONAGONOKO
ONAGOO
ONAGOOMA
ONAGOOSI
ONAGORAA
ONAGOSARE
ONAGOSI
ONAGOSI
森（N・198）
牡，濤｝（V・202）
穿ヒ牛（V●207）
牛の鳴き声（V。210）
くすぐったい後螂分（1・33）
あぜ（IV・187）
’ittP（　V　・208）
牛ヒと1二（V●208）
学ヒと1二（V・208）
お手玉儲・145）
せきれい（V・213）
たてがみ（V・205）
女（証1。137＞
女〈卑称〉　（Hl●138）
隼ヒ馬（V●203）
牛ヒゐト（V・208）．
泣く卑称〉　（胆●138）
女〈卑称〉（隈・玉38）
牛ヒ牛（V・208）
雫ヒと1二（V●208）
隼ヒ牛（V．208）
女〈卑称〉（紐・138）
女〈卑称〉　（HI●138）
女〈卑称〉　（頂●138）
長く卑称〉　（1正●138）
女（阻●137）
女〈卑称〉（撫・138）
女〈卑称〉　（Hl　O138）
女〈卑称〉（IH・138）
牛ヒ馬（V・203）
牝馬（V・203）
女〈卑称〉　（鉦｝●138＞
女〈卑称〉　（1韮●138＞
女（圃・137）
女（膿・137）
女（［ff・137）
牛ヒ馬（V・203）
牛ヒ牛（V●208）
：女〈卑称〉（斑・138）
：女〈卑称〉（凱。玉38）
女瓦・137）
女く卑称〉（膿。138）
ONAGOSYUU
ONAGOU田
ONAGOUMA
ONAGOUMAKO
ONAGOUNMA
ONAGOUSI
ONAGOUZI
ONAGOYUBI
ONAGU
ONAGUMA
ONAGURA
ONAGURO
ONA薮ACI
ONAKKO
ONAKO
ONAKO
ONAKO
ONAME
ONAME
ONAMEGO
ONAMERA
ONAMERO
ONAM£US王
ONAMEUZ王
ONAMI
ONAMI
ONAM田ZI
ONAN
ONANE
ONANGO
ONANGO
ONANGO
ONANGO
ONANKO
ONANKO
ONAN’YO
ONAPAS夏
ONAPASI
ONARI
ONARIKAMISAN
ONAUSI
ONAYO
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女（膿・137）
牛ヒ牛（V・2G8）
隼ヒ馬（V・203）
牛t馬（V・203）
牝馬（V・203）
牛ヒLi二（V●208）
牝牛（V・208）
ノ」、t旨（1且。125）
女（1［1。137）
辱七無§（V・203）
雀（V●214）
あぜ（N・187＞
女く卑称〉　（且1。138）
女（1匪。137＞
女（涯・137）
女く卑称〉　（礪。138）
雫ヒ鱗二（V・208）
女〈卑称〉　（撫・138）
牛ヒ響二（V。208）
子牛（V。209）
女く卑称〉（膿。138）
女〈卑称〉（m・138）
牛ヒゐ奮二（V●208）
雫ヒ牛（V●208）
牡4二（V・207）
牛ヒ牛（V●208）
牛ヒ列≒（V．208）
牛ヒ牛（V辱208）
辱＝ヒ牛（V6208）
女（∬1。137＞
お手玉（瞑・145）
牛ヒ牛（V・208）
子牛（V・209）
女〈卑称〉（則。138）
お三彗三三1蕊（夏夏。145＞
お手ヨE£（IH・145）
女（獄●137）
女く卑称〉（恥138）
雷（Vl●256）
雷（Vi。256）
牝牛（V・208）
お手玉（雁・145）
ONBA
ONBA
ONBA
ONBAGOTO
ONBAG（g）OZE
oNBAGcn）ozE
ONBAKU（GAERU）
eNBAONI
ONBARAI
ONBAZYORO
ONBE
ONB王KI
ONBIKI
ONB正K王αCIKO
ONBIKINOKO
ONBO
ONBOHURI
ONBOHYOKOHYOKO
ONBOISURU
ONBONBO
ONBOO
ONBOOGAKE　SURU
ONBORU
ONBOSAN
ONBOSURU
ONBOUMAME
ONBOUSI
ONBOUSIME
ONBOYA
ONBU
ONBURU
ONBUSARU
ONBUSURU
ONBW
ONBev
ONCU
ONCU
牲馬（V◎202）
とカtsげ（V・224）
かなへび（V・225＞
ひきがえるその2（V・220）
とかげ（V・224＞
かなへび（V。225）
ひきがえるその2（V。220＞
鬼ごっこ佃・147）
お手玉催・145）
とカ、げ（V●224）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230＞
蟻（V．218）
ひきがえるその1（V・219）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おたまじゃくしくヒキ・ウクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
〈幼児を〉負う（∬・64）
せきれい（V・213）
せきれ，い（V・213）
〈幼児を〉負う（晋・64）
〈幼児を〉負う（甕。64＞
〈幼児を〉負う（庭・64）
〈包を〉背負う（匪・65）
〈幼児を〉負う（琵・64）
とんぼ（V・231）
〈幼児を〉負う（掛64＞
牡馬（V。202＞
牡牛（V・207）
牡：牛（V。207）
鬼ごっこ（璽・147＞
〈幼児を〉負う（韮・64）
〈幼児を〉負う（ll・64＞
〈幼児を〉負う（韮。64）
〈幼児を〉負う（且・64）
〈幼児を〉負う（護・64）
〈包を〉背負う（遜・65）
牡馬（V●202）
牡牛（V・207）
ONCUU
ONCYOO
ONCYOOUMA
ONCYOOUSI
ONDA
ONbA
ONDOBAKKO
ONDOI
ONDOIKO
ONDOKODORI
ONDONGO
ONDONGO
ONDONKU
ONDORAGO
ONENNESAN
ONERU
ONERU
ONESYO
ONGAI
ONGAKU
ONGAMAS（S）U
ONGAMASS（Y）O
ONGAME
ONGAMEBAI
ONGAMESSO
ONGAMEZYO（O）
ONGAMIZYOO
ONGAYAMA
ONGO
ONGO
ONGO
ONGOORO
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女〈卑称〉　（m。138）
牡馬（V。202）
ii±馬（V．202）
牡ゐ1二（V●207）
男（灘●136）
牡馬（V・202）
鬼ごっこ（穣・147＞
鬼ごっこ（胆・147）
鬼ごっこ（恥・147）
鬼ごっこ（磧・147）
鬼ごっこ（田。147）
かくれんぼ磁・148）
ひきがえるその2（V・220）
鬼ごっこ（灘・147＞
月（Vl．252）
〈包を〉背負う（嚢。65＞
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W・
　294）
女く卑称〉　（韮1●138）
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
鬼ごっこ（恥・147）
かまきり〈一一一］般的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一一・eq的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一一般的な名称〉（V・
　229）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一一般的な名称〉（V・
　229）
鬼ごっこ（匪・147＞
あご〈とがった部分〉（恥
　108）
あご〈全体〉（M・109）
女〈卑称〉（贋・138）
もぐら（V・211）
ONGORA
ONGORAMOCI
ONGORI
ONGORO
ONGOROMOCI
ONGURAMOCI
ONGURO
eNGUROMOCI
ONGYAKI
ONGYAKU
OM
OM
ONIBA
ONIBABAA
ONIBAE
ONIBIKI
ONIBOI
ONBO夏KO
ONIBOKKO
ON【BOR王
ONIBUKURI
ONIBUKURI
ONIBUKURO
ONICUKAMI
OMD㏄王
ONIDOKKO
ONのOKKO
O瓢GAERU
eNIGASAGE
ON裏GO
ONIGO
O澱GOCYA
ONIGOCYA
ON正GOKKO
ONIGOKKO
ONIGOKU
ONIGOKU
ON茎GONGO
ONIGONZYOO
ONIGOTA
ONIGOTO
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら〈V◎211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もく“ら（V●211）
もぐら（V・211）
お四三甕（IH●145）
お手払儲・145）
鬼ごっこ（贋・147）
かくれんぼ㊥・148）
鬼ごっこ（綴。147）
かまきりく特殊な葱称〉，（V・
　230）
鬼ごっこ（膿・147）
せきれい（V・213）
鬼ごっこ（夏頚●147）
鬼ごっこ（罵・147）
鬼ごっこ伽。147）
鬼ごっこ（撮・147）
鬼ごっこ（膿。147）
かくれんぼ㈲・148）
鬼ごっこ（盤●147）
鬼ごっこ（猛。147＞
鬼ごっこ（膿。147）
鬼ごっこ（田・147）
かくれんぼ側。148）
ひきがえるその2（V・220）
かくれんぼ億・148）
］ngごっこ（膿。147）
かくれんぼ（狙・148）
鬼ごっこ（獺。147）
かくれんぼ（胆・148）
鬼ごっこ（縣・147＞
かくれんぼ価。148）
鬼こ“っこ（賑●147）
かくれんぼ価・148）
鬼ごっこ（膿・147）
鬼ごっこ（瓢・147）
鬼ごっこ（阻・147）
鬼ごっこ（匪・147）
ON正GOTO
ON’IKA
ONIKA
ON眠AE
ON菱KA£BO
ONIKAEKO
ONIKAENA
OMKANI
ONIKIR王
ON茎KO
ONIKO
ONIKOBOI
ONiKOKKO
ONIKOKKO
ONIKOMO
ONIKONANZYO
ONIKONBA
OIwrKONBO
ONIKONDOO
ONIKONGO
ONIKOROSI
ONIKOTORI
OrviKURA
ONIKURAGO
ONIKURAKO
ONIMOKKO
ONIMOKKO
ONIMOOMO
ON［MOOYA
OMMUS互
ONINANGO
ONINANKO
ON｛NANKO
ONINGYO
orsglNKu
ONIOKKO
eNISAGO
ONISAGO
ON王SAI
ONISAIGOTO
ONISAMA
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かくれんぼ細・148）
凧（膿・143）
鬼ごっこ（酬・147）
鬼ごっこ（阻・147）
鬼ごっこ（撫・147）
鬼ごっこ（則。147）
鬼、ごっこ（賑・147）
鬼ごっこ（甜。147）
鬼ごっこ（胆。147）
鬼こ“っこ（涯・147）
かくれんぼ価・148）
鬼ごっこ（撫・147）
鬼こ“っこ（迎1畢147）
かくれんぼ億磯48）
鬼ごっこ（獲・王47）
鬼ごっこ（闘・147）
鬼ごっこ（盟・147）
鬼こ“っこ（班。147）
鬼こ“っこ（盟。147）
鬼こごっこ（撮．147）
i親振（膿・121＞
鬼こ“っこ（膿・147）
鬼こ“っこ（塑・147）
鬼ごっこ（盟・147＞
鬼ごっこ（m畷47）
鬼ごっこ（腰・147）
かくれんぼ（醗。148）
鬼こ“っこ（瓢。147）
鬼ごっこ（阻。147）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
鬼ごっこ（盤・147）
鬼ごっこ（劃・147）
かくれんぼ傭・148）
鬼ごっこ（欝・147）
お手玉（｛匪●i45）
鬼こごっこ（翔・147）
鬼ごっこ（盟・147）
かくれんぼ億・148＞
鬼ごっこ（膿・147）
鬼ごっこ（IU・147）
太陽（M・251）
ONISANBO
ONISANKO
ONISARA
ONISARA
ONISITO
ONITOBI
ONITOBIKO
ONITORI
ONITORI
ONITTENSAN
ONIWA
ONIWAKUDO
ON【YA王
ONIYAIKO
OMYOKKO
ONIZYO
ONIZYO
ONIZYOKKO
eNKAA
ONKANE
ONKAN’YAMA
ONKEGO
ONKO
OMくO
ONKO
ONKO
ONKODOI
ONKODOI
ONKOMUSI
ONMA
ONMA
ONMA
ONMAE　SURU
ONMAGOTO
ONMORAMOCI
ONMOROMOCI
ONNA
ONNA
ONNA
ONNA
ONNABE
ONNABEKO
鬼ごっこ価・147）
鬼ごっこ（租・147）
鬼ごっこ（墳・147）
かくれんぼ（　M　・148）
お手玉（皿●145）
鬼ごっこ（血・147）
鬼ごっこ（題。147＞
鬼ごっこ（瞬。147）
かくれんぼ伽・148）
太陽（Vl。251）
庭園（IV・193）
ひきがえるその2（V◎220）
鬼ごっこ（醗。147）
鬼ごっこ個・147）
鬼ごっこ催。147＞
鬼ごっこ（欝・147）
かくれんぼ催。148）
鬼ごっこ織・147＞
牡馬（V・202）
恐ろしい（1・42）
森（罪。198）
鬼こごっこ（i旺●147）
鬼ごっこ（猫・147）
かくれんぼ佃・148）
牡馬（V・202）
牡牛（V・207）
鬼ごっこ（租●147）
かくれんぼ（IH・148）
蝿（V●232）
鬼ごっこ催。147）
馬（V・201）
牡馬（V・202＞
すわる（猛・51＞
鬼ごっこ（醗・147）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
女（醗・137）
：恥く卑称〉（麗。138）
牛ヒ，馬（V．203）
牛ヒ牛（V．208）
il：L－El　（　V　・　208　）
隼ヒ牛（V・208）
ONNABO
ONNADOMe
ONNADON
ONNAGO
ONNAGO
ONNAGONOUMAME
ONNAGOSYO
ONNAGOUMA
ONNAKKO
ONNAMA
ONNAME
ONNAME
ONNAME
ONNAMEUSI
eNNAMI
ONNANDA
ONNANGO
ONNANOHITO
ONNANOMON
ONNAOMA
ONNASI
ONNASYoo
ONNAUMA
ONNAUNMA
ONNAUSI
ONNAUSIME
ONNOKOTORI
ONNUKIIURUSI
ONO
oNoKe
ONOKO
ONOKOGO
ONOKOGONOUMAME
ONOKOGOUMA
ONOKUHO
ON　ON
ON’ON
ONSU
ONSYANKOTeRO
ONTA
ONTA
ONTA
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孚ヒ牛（V・208）
女く卑称〉　（猛●138）
女（頭至●137）
女細・137）
女〈卑称〉偲・138）
牛ヒ馬（V●203）
女（醗．137）
孚ヒ矯（V・203）
牛ヒ牛（V●208＞
隼ヒ，震｝（V・203）
牛ヒ馬（V。203）
牡牛（V・207）
牛ヒ舞二（V。208）
牝牛（V・208）
牛ピーff：（V●208）
鬼ごっこ（照・147）
鬼ごっこ（K・147）
女（懸●137）
女（阻・137）
牛ヒ馬（V．203＞
女（璽。137）
女鯉・137＞
牛ヒ、鴇（V・203）
学ヒ馬（V●203）
学ヒ牛（V・208）
牝牛（V・208）
鬼ごっこ（盟・147）
森（W・198）
あぜ（EYt・187）
男（鳳・136）
子馬（V・204＞
男（瞑。136）
牡馬（V●2Q2）
牡，籠葛（V●202＞
あぜ（IV・187）
隼の鳴き声（V・210）
桑の鳴き声（V・298）
牡馬（V・202）
鬼ごっこ（IH⇔147）
男（盟・136）
牡馬（V●202）
牲乙詳（V・207）
ONTABE
ONTABEKO
ONTABoo
ONTAKESAN
ONTAROZYOOKO
ONTAUMA
ONTAUSI
ON’UMA
ON’USI
ON’UZI
ONZI
ONZYAGAKAKKA－
　BABAGAKAKKA
ONZYAN
ONZYO
ONZYOBIKI
ONZYOOKO
ONZYeOKO
oo
oo
oo
oo
OOAME
OOANGO
OOBAE
OOBAKUDO
OOBAN
OOBAYASI
OOBAYASI
OOBU
OOCII
00CU3し弩
OOCUKISAN
OODOKO
OODOMODE
OOEBI
OOGAMA
OOGIOOGI　SURU
OOGURO
OOHAYAS王
。（o）g（x）o（o）
ひきがえるその2（V・220）
牡とト（V・207）
牡L’1二（V●2G7）
せきれい（V　・213）
ひきがえるその2（V・220）
牡，賜（V●202）
牡∠乙1二（V・207）
良馬（V・202）
牛ニヒと弁（V．207）
，trkl：（　V　．207）
蟹祖父価・142）
すみれ（V・240）
祖父（Hl・141）
祖父纈・141）
蛭（V．218）
蛙（V。218）
ひきがえるその2（V　・220＞
認る（麺・53）
〈幼児を〉負う（嚢・64）
砲を〉背負う（E・65＞
牛の鳴き声（V・210）
ゆうだち（X　・255）
ひきがえるその2（V・220）
林（N・199）
ひきがえるその2（V・220）
癒（i駐・132）
林（揮●199）
林（W・199）
〈幼児を〉負う（韮・64）
大きいくオオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
太レへ（憂。20＞
月（Vl●252）
子馬（V・204）
7」〈幽く集含〉　（IY「●186）
馬手旨（H｛●121）
ひきがえるその2（V・220＞
すわる（E・51）
もぐら（V。211）
林（IV・199）
桑（V・212）
OOHIKI
OOHIKIBETTOO
OOH更K夏1）A
OOMKIGAERU
OOHIRAKUTA－KAKU
OOHIZA－
OOHIZA－KAKU
OOHIZA－KUMU
ooHe（ooHe）
OOHOO（OOHoo）
O（O）HURI（DORI）
OOiBI
OOKEE
OOKENA
OOKERU
OOM
OOKIDA
OOKIDA
OOKII
OOMI
OOKII
OOKI至
OOMIOZICCYAN
OOKI三〇Z三I
OOKIIOZIICYAN
OOKIIOZ夏夏SAN
OOKIIOZIZI
OOK難Z夏
OOKIIZICCISAMA
OOKIIZICCYAN
OOKIIZI（1）SAMA
OOKIIZI（1）SAN
OOKI王ZI王Z至
OOKIIZINSAN
OOKIIZIYAN
OOKIIZIZII
OOK里KA
OOKIKA
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ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V。219）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219＞
あぐらをかく（騒・52＞
あぐらをかく（ll・52）
あぐらをかく（H。52＞
あぐらをかく（丑・52）
桑の鳴き舞その1（W・298）
桑の鳴き声その1（W・298）
せきれい（V。213）
楽見手旨（匪1●121）
大きい〈オオキイ類の詳紐図〉
　　（　1　・18）
画きいくオオキイ類の詳細［鶉〉
　　（　1　・18）
驚く　（冠●77）
大きいくオオキイ類の詳細麟〉
　　（　1　・18）
大きい（1・王7）
太い（1・20）
大きい（1・17）
大きい〈オオキイ類の詳細翻〉
　　（1　・18）
太い（い20）
粗い（1・21）
嘗祖父催・142）
曹襯父（盟・王42）
雪意父纏・142）
嘗楓父（租・142）
暫櫨面倒・142）
瞥祖父纈・142）
嘗祖父伽・142）
蓉祖父（胆・142）
雪祖父磁・142）
曹祖父（膿・142）
苔祖父織・142）
嘗祖父備・142）
普祖父磁・142＞
雷祖父（m・142）
大きい（｛・17）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
oowKAe
　HUTOKA（3行揖8段）
OOKINA
OOKINA
OOKINA
OOKINA
OOKINAI
OOKINAI
OOK工NAI
OOKINAKA
OOKINAKA
eOKINEE
OOKITAI
OOKITAI
OOKKA
OOKKE
OOKKEE
OOKKI
OOKKII
OOKO　SYUM
OOKO　SYUN
O（O）KUBO（O）
00KYO王
OOMA
OOMAKA（bA）
00MAKA夏
OeMANPACYUU－
OOME
OOMOKKE
OOMOSI
OOMURAIMO
OOMUS正
OON
　　（1・18）
太い（1・20）
大きい（1・17）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
太い（1。20）
粗い（1・21＞
大きい（【。17）
：太い（1・20）
峯昼い（1●21＞
大きい（1・17）
粗b（1。21）
大きいくオオキイ類の詳細麟
　　（　1　・18）
」＆b（　1・20）
総い（1・21）
大きいくオオキイ類の詳細図》
　　（　1　・18）
大きい〈将相キイ類の詳織図〉
　　（　1　・18）
大きいくオオキイ類の詳細図〉
　　（レ18）
大きい〈オオキイ類の詳細閣〉
　　（　1　・18）
火きい〈オオキイ類の詳継図〉
　　（　1　・18）
〈天守棒を〉かつぐ（H・67）
〈二人で〉かつぐ（＃・68）
暴1の嶋き声その1（WO・298）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（卜18）
牡馬（V・202）
粗い（1・21）
粗い（1・21）
うそをつく前部分（ll・91＞
糧い（1・21＞
ひきがえるその2（V・220＞
蛇（V。226）
さつまいも（W。176）
蛇（Vの226＞
牛の騰き声（V・210）
OON
OONA
OONAA
OONAAZI
OONACI
OONAGURO
OONERU
OON茎KI
OONO
oe　oo
oo　oo
oooo
OOooN
oo（o）（oo（o））
00’OZ正σ）
OO’OZIISAMA
OO’OZI（1）SAN
OO’OZ王ZI
OO’OZZYAN
OOPPETA
OORANBIKI
OORUG（g）AZIRA
OOSAME
OOS三MERI
OOTAMAZYAKUSI
OOT王王
OOTO
OOTORU
OOTORU
OOTORU
OOTOSYO
OOTUKISAN
oou
OOUMA
OOUSI
OOWAKUDO
oeYUB王
OOYUUDACI
OOZARAKU
OOZICCI
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読：の鳴き声その1（耀・298）
あぜ（配・187）
あぜ（N・187）
虹（Vl・259）
虹（Vl・259）
あぜ（W・187）
〈包を〉背負う（匪・65）
鬼ごっこ二（贋●147＞
あぜ（IY「・187）
隼の鳴き声（V。210）
牛の鳴き声（V・210）
牛の即き声（V・210）
牛の鳴き声（V・210）
桑の鳴き爾その1（擁・298＞
蓉視父（9・142）
曽祖父（田・142）
蕾祖父栂・142）
曽祖父繊・142）
蟹祖父儲・142＞
頬（瞑。107）
ひきがえるそのi（V・219）
かなへび（V・225＞
ゆうだち（～恥255）
梅雨儲・254）
おたまじゃくし（V・221）
大きいくオオキイ類の詳細図〉
　　（卜18）
桑（V。212）
〈幼児を〉負う（E・64）
〈包を〉背負う（ll。65）
〈片方の肩で包を1’・かつぐ（W・
　294）
雪祖父（E・142＞
月（Vl・252）
〈包を〉背蚕褻う（翼・65）
牡馬（V・202）
牡牛（V●207）
ひきがえるその2（V。220）
親｝：（9・121＞
ゆうだち（樋・255）
ゆうだち（Vl・255）
雷祖父（M・142）
OOZICCYA
OOZI（1）
OOZIIMA
OOZIG）SAMA
OOZIISAN
OOZIIYA
OOZI（1）ZI
OOZ夏KKO
OOZINA
OOZ姻Z王
OOZISA
OOZISSA
OOZISSAMA
OOZISSAMA
OOZ至ZII
OOZYA　KAKU
OOZYAMUZYA
OOZYUB夏
OP王ISAN
OPINPIYODORI
OPPAGECCYO
OPPAI
OPPAIKO
OPPAKASU
OPPARU
OPPASURU
OPPATATAKI
．OPPI
OPPII
OPPIISAN
OPP豆SAN
OPP更ZIZ王
eppoo
OPPOSURU
OR
ORAGO
ORA更SAMA
ORAISAMAAME
ORAISAN
ORAISAN’AME
ORANDA
嘗祖父（X・142）
曽祖父（恥142）
曽祖父（X・142）
碧祖父（翔・142）
懸祖父（rl　・142）
蓉祖父（測・142）
曽祖父億・142）
嘗櫨父噸・142）
曽祖父備・142）
曽裕父備・142）
曽祖父（M・142）
嘗祖父（M・142）
祖父億・141＞
瞥祖父（X・142）
瞥祖父倒・142）
あぐらをかく（＃・52）
お手玉（恥145）
親重旨（頂。121）
嘗亡父纈・142）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
〈幼児を〉負う（il・64）
鬼ごっこ（胆・147）
捨てる〈遜・62）
〈幼児を〉象う（嚢・64）
〈幼児を〉負う（撰。64＞
せきれい（V・213）
曽曲面（M　・142）
瞥祖父（M・142）
善祖父（阻・142）
暫祖父（皿・142）
欝祖父催・142）
〈幼児を〉負う（匪・64＞
〈幼児を〉負う（il・64）
雇｝る（H・53）
隼ヒゐト（V・208）
雷（Vl。256）
ゆうだち（燐・255）
一ee一　（　wo　・256）
ゆうだち（壌・255）
じゃカミいも〈特殊な名称〉（即。
　175＞
ORAISTDAGARAIMO
ORANDAIMO
OREE
OREEAME
OREEHAN
OREESAMA
OREESAMAAME
OREESAN
OREESAN’AME
OR班｛AMA
OREN’AME
ORESAMA
ORESAMAAME
ORESAN
ORESSAMA
－ORI
ORIGOME
ORIITO
ORMOME
OR正K：OME
ORIMONO｛TO
ORIRU
ORIYARU
ORO
OROG（g）O
OROGOME
OROG（9）U
OROKE
OROKO
OROKO
OROKOME
ORONKO
ORONOKO
ORooI
ORO’ORO
ORORON
ORORONKO
OROSI
OROSI
（O）ROSUKE
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じゃがいもく特殊な名称〉（W・
　175）
じゃカ9いもく特殊な名称〉　（N。
　175）
雷（Vi。256）
ゆうだち（va・255）
二上（Vl。256）
’雷（VI。256）
ゆうだち（擁・255）
・as・　（　va　・256）
ゆうだち（擁。255）
餐欝（V！・256）
ゆうだち（W・255）
雷（Vl●256）
ゆうだち（壌・255）
雷（Vl●256）
雷（Vl。256）
お幽憤遊び（盤・146）
うるち（N・168）
機糸（W・157）
うるち（N・168）
うるち（rv　．168）
機糸（N・157）
〈欝が〉落ちる（韮・95）
〈露が〉落ちる（H・95＞
馬（V’・201）
鱗（V。217）
うるち（1》・168）
鱗（V・217）
麟（V・217＞
ふけ（租・105）
鱗（V。217）
うるち（W・168）
子耳§（V．204）
子，驕（V曹204）
風力、い（　韮　。25）
桑の鳴き声その1（擁・298）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V。221）
とりおどし（N・189）
カ・iカ、し（即．190）
疑（V・212）
OROSUKE
OROSYA
ORU
－ORU
ORUGOME
ORU王TO
OSA
（O）SABURooGOTO
（O）SA（C）CU（U）
OSADA
OSAEKAGO
OSAEKO
OSAEKURA
OSAEKURAGO
OSAEZIBO
OSAEZYOKKO
OSAGARINASARU
OSAGARININARU
OSAGARIYARU
OSAITO
OSmmNGYOKO
OSAKU
OSAMA
esAN
OSANA
OSANPEGOPEGO
OSANS正R斑URI
OSARA
OSARA王
OSAS茎
OSATOOBA
OSE
OSERU
OS王
OSI［si）
OS至〔s蒙～s戯〕
OSI（1？）
OSIDAMA
OS正EDOR三
〇S王GURE
OS王GURE
OSIHAZUSI
桑の鳴き満その2（耀。299）
細い・（1．24）
居る（韮。53）
お手玉遊び（盟・146＞
うるち（N・168）
機糸（N・157）
水団〈～区懸〉（N・185）
ひきがえるその2（V　・220）
さつまいも（N’・176）
お手玉（IH・145）
鬼ごっこ轍・147＞
鬼ごっこ（皿・147＞
鬼ごっこ（阻・147）
鬼ごっこ（盤。147）
鬼ごっこ儒。147）
鬼ごっこ（田・147＞
〈雷が〉落ちる（9・95）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
〈雷が〉落ちる（E・95）
機糸（N・157）
肩車：〈特殊な名称〉（猛・150）
お手玉催・145）
太陽（V［。251）
せきれい（V・213）
お手玉佃・145）
せきれい（V。213）
せきれい（V・213）
お手玉（匿。145）
お手玉樋・145）
お手玉傾・145）
おたまじゃくし（V・221）
牛（V・206）
〈幼児を〉負う（E・64）
牛（V●206）
牛（V．206＞
とト（V●206）
隼（V・206）
お手玉傾・145）
せきれい（V・213）
ゆうだち（vr・255）
雷雲（Vl・256＞
みずおち（璽・130）
OSIIRE
OSIKOMI
OSINAGO
OS脳ANKO
OSINOKO
OSISINKAPPO
OSISINODAIGOKU
OSITACU
oslllrATo
OSITEN
OSITO
OSITOKU
OSITON
oso－
OSOGAI
OSOGEE
OSOKURE
osoo－
osoppo－
OSOROS王I
OSOROSIKA
osou－
OSSAMA
OSSAMA
OSSANBONBO
OSSYABYOOBYoo
ossyu
osu
osu
osu
OSUGAI
OSUGwm
OSUNOUSIME
OSUNOUSINENBO
OSUT
OSWMA
OSUUSI
OSUWARI　SURU
OSYADONNOSIRINU一
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米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
米びつ〈特殊な名称〉（即・
　166）
お手玉（1且。145）
お手玉（阻・145）
子牛（V。209）
三三〈特殊な名称〉（雛・150＞
肩車〈特殊な名称〉（租・150）
お手玉磁・145）
お手玉磁・145）
お手玉価・145）
お手玉（則。145）
お手玉佃・145）
お手玉（胆・145）
うそをつく前部分（距91）
恐ろしいO・42）
恐ろしい（｝・42）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
うそをつく醜部分（匪・91）
うそをつく前部分（距91）
恐ろしい（1・42）
恐ろしい（｛。42）
うそをつく前部分（翼・91）
太陽（vi　．251）
月（Vl。252）
肩庫：〈特殊な名称〉（璽・150＞
かたつむりその2（V。237）
祖父（X・141）
男（HI・136）
牡馬（V●202）
牡三二（V。207）
恐ろしい（1・42）
牡と1二（V・207）
牡牛（V。207）
牲牛（V。207）
桑の鴨き声その2（擁・299）
牡馬（V・202）
牡∠＝卜（V．207＞
すわる（E　・51）
どくだみ（V・242）
　GU王
OSYADOS王
OSYAKO
OSYARA
OSYARAMAGO
OS（Y）O（O）DEN
OSYOOREE
（O）SYooYA（DON）一
　NOSIRINUGUI
OSYOROTONBO　・
OT
OT
OTA
OTABERA　KAKU
OTABIRA－KAKU
OTABURA－KAKU
OTAGA
OTAGA王
OTAGAZYAKUSI
OTAGURA－
OTAGURA　KAKU
OTAGURA　SURU
OTAHUKU
OTAi－IUKUB｛1〈I
OTA｝一｛UKUMErNIMEN
OTAKAMEZYAKUSI
OTAKOKKO
OTAMA
OTAMA
OTAMACCYO（O）
OTAMADON
OTAMADOZYOO
OTArmGAERO
OTAMAGAERU
OTAMAGE（E）RO
みずおち纈・130）
お手玉億。145）
お三目三玉（HI・145）
やしゃこ（1韮磯40）
せきれい（V・213）
とんぼ（V・231）
どくだみ（V・242）
とんぼ（V。231）
居る（il。53）
桑の鳴き声その1（～砲298）
おたまじゃくし（V。221）
あぐらをかく（9。52）
あぐらをかく（ll・52）
あぐらをかく（il・52）
おたまじゃくし（V・221）
あご〈とがった部分〉（雌・
108）
おたまじゃくし（V・221）
あぐらをかく（距52）
あぐらをかく（匪・52）
あぐらをかく（＃・52）
おたまじゃくしくヒキ・ワクK
　などの類の詳細纒〉〈V。
　223）
ひきがえるその1（V。219）
お・たまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おた二まじゃく　し（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
お手玉（且1・145）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V。221）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　細図（V・222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　細図〉（V・222）
おたまじゃくしくカエル類の詳
OTAMAGO
OTAMAGOCCU
OTAMAGOCURI
OTAMAGUC（C）U
OTAMAGUSU
OTAMAHUGU
OTAMAK（K）O
OTAMAKKOZYORO
OTAMAKKUBI
OTAMAKONBO
OTAMAKONGO
OTAMAKONPOZI
OTAMAZYAKKO
OTAMAZYAKUSI
OTAMEZYAKUSI
OTANBABAA
OTANZYAKUSI
OTARIGURO
OTASU
OTASU
OTAUSI
OTAYAN
OTE
OTEBEKO
OTEDAMA
OTEETOSAMA
OTEEUSI
OTEGEE
OTEGEE
OTEKAKARU
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　艇琵麹〉（V・222）
おたまじゃくし（V・221＞
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
灘たまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細函〉（V・
　223）
齢たまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
おたまじゃくし（V・221）
fOkたまじゃく　し（V・221）
おたま　1二やく　し（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
お㌧たまじゃくし（V。221）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221＞
おたまじゃくし（V・221）
欝たまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
あぜ（N・187）
〈幼児を〉負う（E・64＞
〈筏を〉背負う（嚢・65＞
牡牛（V・207）
おた：まじゃくし（V。221）
牡牛（V●207）
牡牛（V・207）
お手玉（膿。145）
太陽（y（・251）
牡牛（V●207）
あご〈とがった部分〉（照・
　　108）
あごく余体〉（M　・109）
〈雷が〉落ちる（ll　・95）
OTEMA
OTEME
OTEMEZYAKUSI
OTENDOOSAA
OTENDooSAMA
OTENDooSAN
OTENDOSAA
OTENDOSAMA
OTENDOSAN
OTENKO
OTENSAMA
OTENTEN
OTENTEN
OTENTO
OTENTOHAN
OTENToo
OTENTooSAMA
OTENTooSAN
OTENTOSAMA
OTENTOS麟
OTERAA
OTERAI
OTERASU
OTERAT
OTEROWA
OTERU
OTESAGARI
OTESASU
OTESU
OTETENA
OTETONA
OTEUSI
OTEYARU
OTEYAT
OT王RUN
OTO
OTOCCEE
OTOCI
OTOCI（tswi）
OTOCI［tsi）
OTOCI（tsi）
お手玉㈲・145）
お手玉（盤。145）
おたまじゃくし（V・221）
太陽（Vl・251）
太陽（M。251）
太陽儲・251）’
太陽（VI●251）
太陽（擁。251）
太陽（V【◎251）
お手玉佃・145＞
太陽（Vl・251）
頭（恥・101）
欝車〈一般的な名称〉（醗・
　　149）
太陽（V【◎251＞
太陽（Vl●251）
太陽（W・251＞
太陽（Vl・251）
太陽（V【●251）
太陽（Vl・251）
太陽（W・251）
〈雷が〉落ちる（fi・95）
〈雷〉落ちる（嚢・95）
〈欝が〉落ちる（H・95）
〈雷が〉落ちる（藍。95）
〈雷が〉落ちる（il。95）
〈雷が〉落ちる（fl・95）
みずおち（M　・130）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
お手玉（瓢・145）
一一№?　ll　（W　・276）
一昨日（vr　・276）
牡fi二（V●207）
〈雷が〉落ちる（ll・95＞
〈霞が〉落ちる（嚢　・95）
〈雷が〉落ちる（肛・95）
舅（瓢．136）
一配痒総（Vi●276）
一昨日（W・276＞
一昨e日（Vl●276）
一一?di（Vl・276）
一一?冝iVl。276）
OTOCIE
eTOCIENOBAN
OTOCIENOYe
OTOCII
OTOCII（tsX：）
OTOCII（tsy：）
OT㏄王工〔tswi：〕
OTOCIICtsi：）
（）TOCI正〔tS圭：〕
OTOCII（NO）BAN
OTOCIINOBANGE
OTOCII（NO）YOOSA
OTOCIINOYOSA
OTOCIINOwwBE
OTOCIINOYUUSA
OTOCINOBAN
OTOCINOE
OTOCIRU
OTocU
OTOCUE
OTOCUENOBAN
OTOCUGI
OTOCUi
OTOCUIこtSu三〕
OTOCUI（tui）
OTOCUINA
OTOCUI（NO）BAN
OTOCUINOBANGE
OTOCMNOBANGEE
OTOCUINOMAENO－
　BAN
OTOCUINOYOI
OTOCUINOYONBE
OTOCUINOYOOSA
OTOCU］INOYOOSARI
OTOCUINOYORU
OTOCUINOYOSA
OTOCUINOYOSARI
OTOCUINOYUNBE
OTOCUINOYUUSA
OTOCUR正
OTOCURINOBAIN
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一窪拝日（Vi・276）
一昨晩（V［．277）
nt?ﾓ（ヤTO277＞
一昨輩ヨ（V【・276）
一臼乍臼（Vl・276）
一一?dI（V！。276＞
㎜　bF日（Vl●276）
一X＃　ff（wo　・276）
一一一一??iV【●276）
一昨晩（　Vl・277）
一一?ﾓ（　VI・277）
一咋晩（VI・277）
nd?ﾓ（冤・277）
一昨晩（V【。277）
一咋晩（V【・277）
一昨晩（VO・277）
一昨臨（Vl●277）
〈雷が〉落ちる（H・95）
一昨E玉（V【●276）
一昨日（Vl●276）
一咋晩（Vl●277）
一ge　va（wo　・276）
一臼乍El（Vl・276＞
一一?U（Vl．276）
一Rノ罫…日（Vl●276）
一昨日（V【●276）
一昨晩（VI・277）
一ぽF晩（Vl。277）
一一・撃兼癆ﾓ（Vl●277）
一一?ｅ晩（M・277）
一一?ﾓ（Vl。277）
一一№?晩（VI。277）
一昨晩（VI・277）
一一?ﾓ（Vl．277＞
一一?ﾓ（VI。277）
一昨晩（Vl。277）
一d?ｅ晩（M・277）
一日乍晩（Vl・277）
　昨晩（ヤ1●277）
一昨H（V【・276）
一一№?晩（M・277）
OTOCUU
OTOCifUNOBAN
OTOCYU王
OTOGA
OTOGA
OTeGAA
OTOGAA
OTOGAI
OTOGAI
OTOGAIRU
OTOGAO
OTosAO
OTOGAWA
OTOGAWA
OTOGE
OTosE
OTOGEE
OTOG鷺E
OTOGERU
OTOGO
OTOGYA
OTOGYA
OTOGYAA
OTOHO
eTOHOUMA
OTOINA
OTOINANOBANGE
OTOINOBAN
OTOKAZYAKUSI
OTOKEESARU
OTOKI
OTOKKURI
OTOKO
一昨Eヨ（Vl響276）
一一一・
№?ｗａ　（　vi　・　277）
一一一・hYド臼（VI・276）
あごくとがった部分〉伽・
　108）
あごく全体〉（阻・109）
あごくとがった締分〉（撫・
　　108）
あごく全体〉佃・109）
あごくとがった部分〉（巫・
　108）
あごく全体〉（班。1G9）
〈雷が〉落ちる（皿・95）
あごくとがった部分〉（眠㌦
　108）
あご〈金体〉（撫・109）
あご〈とがった部芳〉（1且・
　108）
あご〈全体〉（胆・王09）
あご〈とがった部分〉（撫・
　108）
あごく全体〉（盟・109）
あご〈とがった部分〉（IE　・
　108）
あごく金体〉（餌・109）
〈雷が〉落ちる（9・95）
男（［鼠。136＞
あごくとがった部分〉（dl・
　108）
あご〈金体〉（膿・109）
あご〈とがった部分〉（翔・
　108）
男（Hl。136）
牡馬（V●202）
一ff’li　H　（　M　・276）
一目乍…晩（Vl。277＞
一昨晩（V匿●277）
おたま　じゃく　し（V。221）
〈雷が〉落ちる（E。95）
男（璽1．136）
松かさ（V・247）
男（Hl・136）
OTOKO
OTOKO
OTOKOBEEKO
OTOKOBEKO
OTOKOBO
OTOKODOKURO
OTOKO｝至董ZA－KAKU
OTOKOMA
OTOKOMAKKO
OTOKOME
OTOKOME
OTOKONBOO
OTOKONOMON
OTOKOOMA
OTOKOOSI
OTOKORASAN
OTOKOS王
OTOKOUMA
OTOKOUNMA
OTOKOUS正
OTOKOUSIME
OTOKOUVSI
OTOKOUZI
OTOKOYAROO
OTOKU
OTOKU（DORI）
OTONABEKO
OTONAYUBI
OTONAYUBI
OTONGA
OTONGA
OTONGAA
OTeNGAA
OTONGAI
OTONGAI
OTONGE
OTONGE
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生ヒ馬（V●2G2）
牡牛（V・207＞
牡牛（V・207＞
牡と業二（V●207）
棄ヒゐド（V．207）
男（1韮●136）
あぐらをかく（朕・52）
牡馬（V・202）
牡ノξ葛（V●202）
生上，譲蚤（V・202）
牡牛（V。207）
牡Li：（V・207）
男（EI●136）
生圭：馬（V●202）
牡ムト（V・207）
かまきり〈鷲殊な名称〉（V。
　230）
男（撮・136）
牡J％（V。202）
牡馬（V・2G2）
生ヒと1二（V●207）
牡牛（V・207）
牡4二（V●207＞
牛上五卜（V．207＞
男（猴。136）
男（且1．136）
桑（V・212）
牲丘卜（V。207）
親指儲・121）
中手旨（1韮・123）
あごくとがった部分〉（劉・
　　108）
あご〈全体〉倒・1G9）
あご〈とがった部分〉（濯・
　　108）
あごく金体〉（猛・109＞
あごくとがった部分〉（賑・
　　108）
あごく金体〉（毘・109）
あごくとがった部分〉（膿・
　　108）
あごく全体〉（猛・109）
OToo
OTooCI
OTOOCUE
OTooTOTEE
OTOR－
OTORAKASI
OTORIYO
OTOROIKA
OTOROS王I
OTOROSIKA
OTOROSUKA
OTOSI
OTOTE
OTOTEE
OTOTEENA
OTOIIrEENANOBAN
O　lrOTEE（NO）BAN
OTOTEENOBA［NGE
OTOTEENOYONBE
OTOTEENOYOOSA
OTOTEENOYORU
OTOTEI
OTOTENA
OTOTENANOBAGE
OTOTENA（NO）BAN
OTOTENANOBANGE
OTOTENANOYOMA
OTOTENANOYOOSA－
　RE
OTOTENANOYORU
OTOTENANOYOSA－
　RE
OTOTENNA
OTOTENNANOBAN
OTOTENNANeYORU
OTOTENOBAGE
OTOTENOBAN
OTOTENOBANGE
OTOTENOYORO
OTOTENOYORU
OTOTENOYOSA
OTOTENOYUNBE
男（nl・136）
一脅生日（Vl●276）
～昨日（va　・276）
一昨昨日（Vl・275）
恐ろしい（1・42）
かかし（M・190）
鬼ごっこ（置．147）
恐ろしい（1・42）
恐ろしい（i・42）
恐ろしい（1・42）
恐ろしい（1・42）
とりおトどし（N・189＞
一昨Eヨ（Vl●276）
一一4
奄?Ｐ　va　（　vi　・276）
～昨輩ヨ（V［・276）
一ぽ巨晩（Vl。277）
一一?ﾓ（Vl・277）
一昨晩（Vl・277）
一昨晩（Vl●277＞
一昨晩（VI・277）
一昨晩（W●277）
一ff’F　H　（　X　・276）
一日f葬臼（Vl。276）
一一一?ｅ晩（M。277）
一『巨晩（V1●277）
一昨晩（Vl。277＞
～昨晩（Vl。277）
～咋晩（Vl。277）
～一|F晩（V【・277）
一一№?晩（Vl●277＞
一一ｩ日（Vl・276＞
一昨晩（ヤO・277）
一昨晩（Vl・277）
～時三晩（Vl。277）
一一凬m拝晩（Vl・277＞
一昨晩（Vl・277）
一一一一一?ﾓ（Vl・277）
一昨晩（V！。277）
一昨晩（Vl●277）
一昨…晩（ヤ1。277）
OTOTI（twi）
OTOT王I
OTOTII［twi：）
OTOTOE
OTOTOE
OTOTOENA
OTOTOENANOBAN
OTOTOENANOBAN－
　GE
OTOTOENAINOYORU
OTOTOENANOYOSA
OTOTOENNA
OTOTOENOBAN
O［lrOTOENOBANGA－
　TA
OTOTOENOBANGE
OTOTOENOYOMA
OTOTOENOYORU
OTOTOENOYOSARI
OTOTOGI
OTOTOGINOBAN
OTOTOI
OTOTOINA
OTOTOINANOBAN
OTOTOINANOBANGE
OTOTOINNA
OTOTOINOBAGE
OTOTOI（NO）BAN
OTOTOINOBANGE
OTOTOINOYO
oToTolNoyeosA
OTOTOINOYOOSARI
OTOTOINOYORU
OTOTOINOYOSA
OTOTOINOYOSARI
OTOTOINOYOSARU
OTOTOINOYUUBE
OTOTOINOYUUSARU
OTOTOOI
OTOTTE
OTOTTII
OTOUMA
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一昨日（Vl。276）
一一?冝iVl・276）
一一№?日（VI・276＞
一一一一De日（Vl・276）
一昨日（Vl・276）
一昨N（Vl・276）
一昨晩（擁・277＞
一一?ﾓ（WO・277）
一昨晩（V！魯277）
一昨晩（VI・277）
一一E妻…日（Vl・276）
一雨三晩（Vl・277）
一一№?晩（VI・277）
一昨晩（Vl・277）
一昨晩（Vl。277）
一ほ乍晩（Vl。277）
一lr襲爵（Vl。277）
一昨日（V●276）
一癖晩（VI・277）
一一№?日（M●276）
ww一一№?　li　（wo　・276）
一昨晩（M・277）
一昨晩（VI・277）
一昨Ei（Vl・276）
一昨晩（擁・277）
一一・一g’E舞免（Vl．277）
一昨饒（V【。277＞
一昨晩（V【●277＞
一玉転晩（Vl。277）
一昨晩（VI●277＞
OP?ﾓ（Vi．277＞
一一一奄?Ｆ晩（VI。277）
一個晩（VI。277）
一咋晩（VI。277）
一昨1挽（Vl。277）
一昨晩（Vi・277）
一昨E羅（Vl●276）
一揮乍撮（Vl●276）
一咋日（Vl．276＞
牡馬（V・202）
OTOUSI
OTOYUB工
OTTA（A）
OTTAKACUITAKA
OTTAN
OTTANTARUKI
OTTE
OTTEE
OTTEENA
OTTEENANOBAN
OTTEENOBAN
OTTEENOBANGE
O窪丁£NA
OTTENANOBAN
OTTENANOBANGE
OTTENANOYORU
OTTENOBAN
OTTOE
OTTOENA
OTTOENANOBAN
OTTOENOBAN
OTTOI
OTTOIBANGEN
OTTOINA
OTTOINANOB2rv
OTTOINOBAN
O　lrTOINOBANGE
OTTOINOYO
OTTOINOYORU
OTTONB正K五
〇TTORI　HIZAMU
OTTOR田夏ZA　SURU
OTTOSI王
OTTOSII
OTTミJK王SAMA
OTUKI
OTUKISAMA
OTUKISAN
OTUKYOOSAMA
OTUR王
牡牛（V・207）
親手旨（旺1●121＞
蛙（V・218）
すぎな（V・243＞
おたまじゃくしくヒキ。ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
つらら（擁・262）
一昨N（Vl●276）
一一?冝iVl。276）
一拶拝日（Vl。276）
一昨晩（VI・277）
一賄…晩（M・277）
一一?ﾓ（V【．277）
～昨猛｛（Vl。276）
～昨晩（Vl・277）
一昨晩（ヤO●277）
～昨晩（Vi。277）
一跨…晩（V【・277）
一昨日（Vl・276）
一一一一一?yヨ（Vl．276）
一舞筆晩（Vl●277＞
～昨晩（Vl・277）
　拶拝日（V【・276）
一昨晩（V【・277）
一昨日（M．276）
一昨晩（Vl。277）
～昨晩（Vl。277）
一一№?晩（距277）
一一№?晩（M・277）
一昨晩（Vl・277）
ひきがえるその1（V。219）
すわる傭・51）
すわる（ff　・51）
まぶしい前部分（1・30）
まぶしい後部分（1・・31）
月（Vl●252）
月（Vl・252）
月（Vi。252＞
月（Vl・252）
月（Vl・252）
おつり　（f》・152）
??
OUKO
OUMA
OUMAKKO
OUSI
OUU
OUZI
OWA
OWACURI
OWAE
OWAEGO
OWAEGOKU
OWAEGOKURA
OWAEGOTO
OWAEHOTA
OWAEKAKEYAI
OWAEKO
OWAEKONBO
OWAEKOONI
OWAEKURA
OWAETEGONGO
OWAETEGONZYO
OWAEYAI
OWAEYAIKO
OWASE
OWASI
OYA
OYAAI3夏
OYAAIBI
OYABI
OYACU
OYAEBE
OYAEBI
OYAEGO
OYAEKORO
OYAEKORO
OYAGASIRA
OYAGOKU
oyAGo：ro
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〈幼児を〉負う（嚢●64）
〈粗を〉背負う（掛65）
〈片方め構で包を〉かつぐ（V【・
　294）
鬼ごっこ（IH・147）
牡馬（V・202）
子馬（V。204）
牡乙ド（V・207）
〈包を〉背負う（il・65）
牡ゐド（V・207）
牛の鳴き満（V・210）
おつり　（熟1。152）
鬼ごっこ（撫・147）
鬼ごっこ（擁・147）
鬼ごっこ儲・147）
鬼ごっこ個・i47）
鬼ごっこ個。147）
鬼ごっこ伽・王47）
鬼こ“っこ（HI◎147）
鬼ごっこ（劔・147）
鬼こ“っこ（IH・147）
鬼こ♂っこ（阻・147）
鬼ごっこ（皿・147）
鬼ごっこ㈲・147）
鬼ごっこ（翔・147）
鬼こ“っこ（訓。147）
鬼ごっこ（瓢・147）
機糸（郵。157）
おかね（揮・151）
親圭1雪（HI。121）
親圭旨（膿．121）
親ま藷（照・121）
親手旨（1且。121）
お手玉（匪1。145）
親｝旨（綴・121）
親手き（Hl・121）
鬼ごっこ細・147）
5毯ごっこ（擁・147）
かくれんぼ（照　・148）
里芋その2（配・178）
鬼ごっこ（韻。147）
ひきがえるその2（V・220）
OYAGURA　KAKU
OYA更B
OYAIBE
OYAIBI
OYAIHU
OYA王MO
OYAIP
OYAIT
OYAMA
OYAMA
OYAMIMIRI
OYANEGIRI
OYARI
OYARI
OYAUUBI
OYAUZI
OYAYOB王
OYAYUB
OYAYUBE
OYAYUBI
OYAYU・BI
OYAYUHU
OYAwn
OYAYUP王
OYAYUT
OYAYUUB王
OYAZIISAA
OYAZIISAN
OYAZ王ME
OYAZ更ZI
OYAZYUBI
OYEEBI
OYOB王
OYooDACi
OYooDACISAMA
OYUBI
OYUUDACI
OZAKKO
OZAME
OZAM王
あぐらをかく（H・52）
親｝旨（膿●121）
親指（拠・121）
親｝旨（皿。121）
・親＃雪（醗．121）
里芋その2（郵・178）
親季旨（1弧・121）
親電旨（膿・121）
森（1＞。198）
林（酔199）
カ、まきりく特殊な名称〉（V・
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
機糸（IV・王57）
真綿（N　・159）
親旧（膿・121）
牡牛（V●208＞
親乎護（夏1。121）
親手匿（綴。121＞
親季旨（到1。121）
親指（膿・121）
中季蒙（欝。123）
燕手き（盟●121）
親指（皿・121）
親指（1韮・121）
親｝旨（1正・121）
・親｝旨（歴・121）
嘗根父傭・142）
曽祖父（瓢・142）
男（盟●136）
裾父（阻・141）
親切冒（盟。121）
親ま旨（1且・121）
親｝旨（膿●121）
ゆうだち（VI・255＞
雷（Vl．256）
親書罎1（懸．121＞
ゆうだち（W　・255）
お手玉（H【．145）
お手玉（1韮・145）
お手玉（m．145＞
OZASIKINONIWA
OZEE
OZENI
OZENZE
OZEZE
OZICA
OZICCAN
OZICCYAN
OZIGAIRU
OZIGISAMA
OZIGISAN
OZ護
OZ玉（1）
OZII
OZI（1）CYAN
（O）ZIIGACI
OZ王IHAN
OZI三MA
OZI（1）SA
OZI（1）SAMA
OZI（1）SAN
OZIISAN
OZI（1）YAN
OZIKERU
OZIKISAMA
OZIKISAN
OZ王N
OZ姻
OZ正NCA
OZINCAMA
OZINCAN
OZINCAN
eZINCYA
OZINCYAN
eZIOYA
OZ王OZI
OZIRAEfARU
eZIRARU
OZIR王
OZIR茎
OZIRU
OZIRU
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庭園（ ・193）
恐ろしい（i・42）
おかね（N・151）
壽かね（N・151）
おかね（！V・151）
祖父佃・141）
二二（M　・141）
糧二三・141）
〈雷が〉落ちる（H・95）
月（Vl●252）
月（V【●252＞
恐ろしい（1・42）
祖父価・141）
曽櫨父（頂・142）
橿父上・141）
すみれ（V・240）
祖父（阻・141）
裡三二・141）
祖父纈。141）
橿父伽・141）
祖父㈲・141）
隔心父（M・142）
雛二二・141）
驚く　（H・77）
月（Vl●252）
月（Vl●252＞
祖父（盟・141）
着祖父鱗・142）
祖父（田・141）
祖父（M・141）
祖父（M　・141）
嘗裾父纈・142）
祖父（K・141）
握二二・141）
祖父（皿・141）
藍祖父（田　・142）
〈雷が〉落ちる（遜・95）
〈雷が〉落ちる（H・95）
おつり（IV・152）
おつり　（N・152）
驚く　（H・77）
〈雷が〉落ちる（匪。95＞
OZIRU
OZISSAMA
OZISYAN
OZISYARU
OZIZI
OZIZI
OZOI
OZOKA
OZUBO
OZUCISAMA
OZUCISAN
OZUGEE
OZUGISAMA
OZUGISAN
OZUK澱姻
OZUK］［SAMA
OZUK三SAN
OZURI
OZURI
OZURIKO
OZURU
OZW
OZYAB三
〇ZYAKM
OZYAKKO
OZYAMA
OZYAME
OZYAMI
OZYAN
OZYAN
OZYANTO　MAKU
OZYOMI
OZYooGAMI
OZYooRA
OZYOROSAMA
OZYUGISAMA
OZYUT
OZ（Y）UYARU
OZZYAN
〈雷が〉落ちる（嚢・95＞
裡父く1鼠・141）
祖父（胆・141）
〈蟹が〉落ちる（K・95）
祖父纈・141）
蓉櫨父樋・142）
恐ろしい（1・42）
恐ろしい（1・42）
挺…圏（W．193）
月（Vl◎252）
月（Vl。252）
恐ろしい（1・42）
fi　（　va　・252）
E（va　・252）
月（Vl・252）
月（Vl・252）
月（　Vl・252）
おつり　（N・152）
おつり　（rv　・152）
おつり　（yl「。152）
〈雷が》落ちる（猛・95）
恐ろしい（1・42）
親｝旨（HI●121）
お手玉億・王45）
お手玉（1且・145）
お手玉備・145）
お手玉纈・145）
お手玉（租。145）
橿父（9・141）
お手玉（盟・145）
すわる（E・51）
お手ig（N・145＞
かまきり〈一八的な名称〉（V・
　229＞
なめくじ（V。239）
なめくIJ）（V。239）
月（Vi・252）
〈雷が〉落ちる（韮・95）
〈雷が〉落ちる（韮・95）
祖父佃・141＞
PAAGIRUN
PABU
PADULI
PADULIUUMUNU一一
　PODULIUUMUNU
PADURA
PAGAatayna
PAGAU－
PAGE
－PAGE
一一　PAGI
PAGIatama
PAGII
PAGIIN
PAGIN
PAGIRUN
PAG正YUN
PA夏
PA｝
PA王〔P歌三z了〕→
　PALI（palzl’）
PAITAKU
PAKU
PALI（palzl’）　e－
　PA’i（paizZ）
PALI
PAMAIIRIMUNU
PAMI
PAN
PAN
PAN
PANA
PANA
PANA－
PANAA
PANAA
PANAA－
PANABUCI一
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｛P）
はげる価・104）
蛇（V・226）
釜（V・214）
　とりおどし（N。189）
雀（V・214）
はげ頭（Vl　・1G3）
くすぐったい前部分（1・32）
はげ頭億・103）
はげ頭（田　・103）
はげ頭（蝋・103）
はげ頭（瓢　・le3）
　はげる（盟・104）
　はげる（秘・104）
　はげる（Hi・104）
　はげる（Hi・104）
　はげる（翅・104）
蝿（V・232）
灰（Vl．270）
蝿（V・232）
ノ凧（1且・143）
蛇（V・226）
蝿（V。232）
灰（VI・270）
米びつく～般的な名称〉（N・
　　165）
なめくじ（V・239）
癒（澱・132）
畑（IVf・188）
蛇（V・226）
sag，　（M　・113）
綿（騨・王58）
いびきをかく前部分（且・89）
婁轟（且i●113）
綿（fV・158）
いびきをかく前部分（ll・89）
いびきをかく前部分（ll・89）
PANABUKI”
PANAGASII－
PAINAGUCI－
PANAITU
PANANARIDU
PANAU－
PANMAI
PAINNUATU
PANNUSARAA
PANooDU．
PANPOKO
PAREROWA
PAR王
PARoo
PARU
PARUMNA
PARUNUBAN
PARUU
PARUUNNA
－PASII
PATAAKI
PATAG〔g〕工
PATAKI
PATEE
PATTA王
PAU
PEECpe：）
董）EE〔峯）e：〕
PEE（p3：）
PEE（pe：）
PEE［pe：）
PEECp3：）
PE（E）
PEEKUSYU
PEESYUGA
PENGUR夏
PENPEN（DORI）
PENPENGUSA（NO－
　KO）
PENSIKi’Bl’RU
PENSUKIBIRI　S一
いびきをかく前部分（H・89）
Vびきをかく前部分（雇・89）
いびきをかく前部分（遜・89＞
木綿糸（N・156）
いびきをかく前部分（ll・89）
いびきをかく前部分（嚢。89）
飯米（　IV・170）
カ・・th、と（猫．129）
くるぶし（皿・128）
いびきをかく前部分（ll・89）
たんぽぽ（V・241）
辛い・（　1。40）
畑（N。188）
畑（N・王88）
畑（N　・188）
かたつむりその1（V。236）
z）・・；う、し（『V●190）
畑（N・188）
かたつむりその1（V・236）
まぶしい後部分（1・31）
畑（Etf・188）
畑（W●188）
畑（W・188）
畑（W・188）
畑（IV・188）
蛇（V・226）
蠣（V●232）
蝿（V。232）
蝿（V。232）
灰（M・270）
灰（Vl・270）
灰（Vl●270）
桑の鳴き毒その1（Wt・298）
ほくろ〈小さいもの〉（礁・
　133）
ゆうだち（VI・255）
松かさ（V・247）
せきれい（V・213）
つくし（V・244）
すわる（ll・51）
すわる（9・51）
PERO
PETPET
PICCYAIPUDUI
PICCYAKAYAA
PIC’P’
PICIMAA
P王C王MAA
PICIMAAGA
PIDASI
PIGURU
PII
PI王
PI田YORO
PIIPI
PI玉P玉I
PI正P茎I
PIIRUN
P夏IRUN
P正王TATUU
PIKA
P王KA．
P正KAP正KA
（一）PIKARA．
PIKARAA
PIKAR正
PIKARU
P正K難）AA
PIKIDAMA
PIKIDAN
P王K：IMAA
PIKIMAAGA
PIKKAIbOO
PIKKARI
PIKKAR；SAN
PIKKINAGE
PIKKONDORI
PIKKUIZIK工RUN
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翌雪（匪1・王17）
釜の鳴き爾（～硲300）
稲妻働・258＞
蜘蛛の巣（V・234）
米びつ〈特殊な名称〉（lvr・
　166）
やしゃご（、N・140）
やしゃこ（N・140）
やしゃこ（伴・140＞
炊く儒・57）
垢（斑●131）
とげ〈季旨にささる木や竹の継片〉
　　（　V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V．250）
庸車〈特殊な名称〉　（翔・150）
釜の鳴き声（Vi　・300）
桑の鳴き声その1（通・298＞
釜の旧き声（擁・300）
やる（H・73）
呉れる（藝●74）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
稲妻（VI・258）
まぶしい煎部分（｛。30）
稲妻（Vl。258）
まぶしい後部分（1・31）
奪爵妻（V監。258）
穏妻（Vl・258）
稲妻（Vl。258）
凧（贋・143）
頚臥（匪1●143）
鳳（盟・143）
やしゃこ（IH・140）
やしゃこ（HIG140）
稲妻（V【●258）
稲妻僅・258）
稲妻（V聖・258）
片足跳びをする前部分（嚢・
　54）
せきれい（V・213）
〈包を〉背負う（嚢・65）
一PIKYORA一
一PIKYUN
PINGODORI
PINGU
PINPI］Y　（　一一　）
PINTA
PIPI
PIRIPIRIGARAI
PISACIUYABI
PI’SAMAct’DUZi’
PISAMAC区至B1I
PISAMACIKI　BII　S－
PISAMAZ璽cf　AS璽
P正SIMAA
PISIMAAGA
P工SU
PISILIKI
PISUMAA
PISYU
－PITAI
PITCYocYONIPITCYO
　CYON
PITEE
PITEG［g）I
P正TP王T
PITTUR王
PITUC茎C茎’U王BI
PITUCIKI’UIBI
PITUCIKIUYABI
PITUCIKU’UIBI
PITUCIKYA
PITUCISI
王）至TUKATAA
P王TUNMA
PITUNUKATA
PITU］wr〈ATAA
P工TUSA
PITUSASruBI
PITUSASIUBI
PITUSASI’UIBI
PITUSASIYUBI
まぶしい後部分（｛・31）
せきをする後部分（矩88）
せきれい（V・213）
垢（涯・131）
片足跳びをする醜部分（fi・
　54）
頬（1匪・107）
雀の鳴き辮（～恥3GO＞
辛い（1・40）
人差し指価・122）
すわる（fi・51）
すわる（ll・51）
すわる（E・51）
すわる（fi・51）
やしゃこ（擁・140）
やしゃこ倒・140）
つむじ価・102）
つむじ儲・102）
つむじ儲・102＞
つむじ価・1G2）
くすぐったい後部分（1・33）
釜の鳴き街（M・300）
畑（｛V．188）
畑（W。188）
雀の鳴き声（va　・3GO）
稲妻（Vl・258）
人差し指傭・122）
人差し搬（阻・122）
人差し振回・122）
人差し指纈・122＞
人差し指纈・122）
人差し指纈・122）
かかし（W　・190）
肩車く特殊な名称〉（1鼠。150）
かかし（彫磯90）
かかし（W・190）
入差し二三・122）
人差し指（晒122）
人差し指（距122）
人差し指儲・122）
人差し指㈲・122）
PITUSI
PITUSIUBI
PITUSSIIBI
PITUSSIUBI
PITUSSIUUBI
PITUSYASI’UIBI
PIZIMAA
PIZIRU
PODULIUUMUNU－
　PADULIUUMUNU
POI
－PO正
一PO正
POKO
PONGURA
PONGURI
PONPOKO
PONPOKOBANA
PON（PON）
PONPONDORI
PONPUIDO
poo
poo
POocUKU
POOIIBI
poo（o）poo（o）
POOPoo
POOP（P）OOD（D）ORI
POOPUPPUU
POOT（PooT）
POOZAA
POOZYAANU
po（po）
POPPO
POPPO（O）DORI
PORoo
－POSII
－POSINE
POSU（T）
POT
．POTA夏
一　270　一
人差し指儲・122）
人差し指継・122）
人差し叢億・122）
人差し揚価・122）
人差し鮨侮・122）
人差し搬纏・122）
やしゃこ（皿・140）
つむじ（羅。102）
とりおどし（W・189）
桑1の鳴き溝その1（W倒298）
まぶしい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
桑の鵬き声その1（壌。298）
松かさ（V　・247）
松Jbtsさ（V。247）
たんぽぽ（V。241）
たんぼ酸（V・241）
桑の鳴き声その1（W・298）
漿（V．212）
井）面（罪●197＞
蛇（V辱226）
桑の鳴き声その1（wr　・298＞
桑1の鳴き声その1（wr・298＞
親ヂ旨（IH●121）
暴1の鵬き癖その1（W・298）
桑（V。212）
果（V．212）
曽三三（擁・142）
桑の鳴き爾その1（M・298）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
鬼こ“っこ（HI●147）
桑の鳴き声その1（～型298）
桑（V。212）
染（V．212＞
畑（W・188）
まぶしい後部分（1。31）
まぶしい後部分（1。31）
集iの鳴き声その1（畷。298）
粟1の鳴き爾その1（擁・298）
まぶしい後部分（1・31）
PUDEE
PUDEI
PUDI
PUD1王
PUKI
PUKI
PUK王
PUKI
PUKI
PUK三
PUK（K）UI
PUKU
PUKUMI
－PUKUN
PUKUSIN
PUKUSUMI
PU（N）GURI
PvePUU
PURUI
－PUSII
PUSUMA
PUTIRA
PUTURI
－PUTUR王．
PUTURU
PUTURYA
PU’U王B夏
PUUPUU
PUUZIRA
PUUZIRAA
PUZII
PYAAUMAGAMA
PYO
PYONPYON（一）
PYOOMARI－
PYOT
PYOI］’PYOT
稲妻（V皇・258）
稲妻（W・258＞
稲妻（Vl．258）
稲妻（Vl。258）
もみがら（IV「・i71）
ぬか（即・172）
蒸気〈湯の場合〉（M・266）
蒸気〈飯の場合〉儲・267）
ほこり（wo　・271）
ごみ〈据除の対象〉（可・273）
ごみ〈掃除の対象〉（W・273＞
｝まこり（Vl●271）
題i：こり　（Vl・271＞
いびきをかく後部分（掛90）
‘まこり（V【．271）
婚ここり（屑・271）
松かさ（V・247＞
裾父磁・141＞
稲妻備・258）
まぶしい後部分（1・31＞
襖障子（｝Lt。192）
稲妻（　Vl・258）
稲妻（脇258）
まぶしい後部分（1・31）
稲妻（W・258）
稲妻（畷・258）
親壬旨（n匪。121）
視父（K・141）
頬（翼i・107）
頬（盤◎107）
稲妻（　Vl。258）
蜘蛛（V●233＞
桑の鳴き声その1（VI・298）
片足跳びをする前部公（韮・
　54＞
かくれんぼ（m・148）
桑の鳴き声その1（～弔298）
雀の曝き声（M・300）
RA
RA王
RAI．
RAIAME
RAI［ASATTE
RAHくl
RAINARI
RAINOASATTE
RAISAMA
RAISAMAAME
RAISAN
RAISAN’AME
RAIU
RAKI
．RAKOSI三
RANOASATTE
RANPU
RANPU
RANPUAME
－RAPPOI
．RAS夏KA
RAUMA
RE
REE
REEAME
REEGCg］I
REEG［lj）I
REEHAMAAME
REE｝IWAA
REEPAA
REESAMA
REESAMAAME
REESAN
REG（g）IBOO
REK正AM£
RENDA
RENDAE
RENG（g）E
R£NG〔穏〕E
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（R）
〈いい天気〉だ（1。46）
雷（Vl・256＞
穏妻（Vl。258）
ゆうだち（Vl・255）
明萌孝麦：Ei（V董●285）
ゆうだち（V卜255＞
雷（vr・256＞
明明後日（擁・285）
in垂＝E’（　va　・256）
ゆうだち（埴。255）
餐匿（VI●256）
ゆうだち（W・255）
ゆうだち（Vト255）
竹（V．248）
まぶしい後部分（1・31＞
明明後鐵（M●285）
とんぼ（V・231）
雷（VI。256＞
ゆうだち（耀・255）
まぶしい後：部分（1・3め
くすぐったい後部分（1・33）
牛ヒ，鴇（V．203）
雷（Vl。256）
雷（VI・256）
ゆうだち（礪・255）
すりこぎ（即・163＞
すりこぎ（N・163）
ゆうだち（擁・255）
すり鉢（IVi・162）
すり鉢（N・162）
雷（VIO256）
ゆうだち（～ひ255）
餐爵（VIO256）
すりこぎ（N　・163）
ゆうだち（順。255）
水田〈集合〉（IV・186）
水田〈集合〉（鮎186）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
RENGE
RENG（g｝EBOO
RENG（g）I
R£NG〔塁〕王
RENG（g）IBOO
RENG（g）INE
RENG（lj）YO
RE（a）］NOASATTE
REN】kEN測S王
RENZI
RENZ茎
RESAMA
RESAMAAME
RESAN
R£S更
REU
R互GARI
RIGAR正
RHKI至IMO
RI眠IMO
R夏IZ互
RIKIIMO
RIIN
R取OAE
R即K王IMO
RINNOKE
RINRIN（一）
R困’YA
RIPPA
RIPPA
沢正PPADA
RIPPAI
RIPPAKA
RIPPAKA
菱ミ㌍正）ANA、
RIPPArNIAKA
R至PPANI
RIPPA臓I
RIPPANO
RIPPARA
RIPPAZYA
すみれ（V・240）
すりこぎ（狸・163）
すりこぎ（麗・163）
すりこぎ（iv・163）
づ一りこぎ（W。163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（W・163）
明馨泪後Ei（Vl．285）
かたつむりその3（V・238）
水田〈一区函〉（IV・185＞
水田く集合〉（rv・186）
ttP　tw・256）
ゆうだち（wo　．255）
雷（Vl●256＞
桑の鳴き声その2（樋。299）
ゆうだち（V卜255）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
さつまいも（押・176）
さつまいも（鮮。176）
すりこぎ（W・163）
さつまい・も（配・176）
おかね（騨・151）
垣く日霞〈集合〉　（配●186）
さつまいも（IV・176）
たてがみ（V・205）
片足跳びをする前部分（レ
　54）
林（酔199）
〈虹が〉きiしいだ9（1・47）
きれいに〈掃除する〉（1・48）
〈虹力ζ〉きれいだ（董・47）
きれいに〈掃除する〉（1・48）
〈虹が〉きれいだ（1・47）
きれいにく掃除する〉（1・48）
〈虹が〉きれいだ（i。47）
〈虹が〉きれ短へだ（1・47）
きれいに〈掃除する〉（1畷8）
〈虹が〉きれいだ（1・47）
きれいに〈掃除する〉（1◎48）
〈蚊が〉きれいだ（夏・47）
〈虹が〉きれ，いだ（1・47）
RIPPOO
RISIN
ROKO
ROKU　一・
ROKUGACUIMO
ROKU－KAKU
ROKU．Nl　NARU
ROKU．NI　SUWARU
ROKURO
ROKU－SURU
ROKUSYelMO
ROOKYOIMO
ROOKYOIMO
ROOMAI
ROOMAI
ROOMAIBICU
ROOMA正BUCI
ROOMAIBUCU
ReosoKu
ROOSOO
ROOZ亙
ROOZU
－ROPOI
ROZ茎
ROZU
RUIKIIMO
RUSUNTooZIMI
RUZI
RYEE
RYOOBUCI
RYOOMAI
RYooMAIBICU
RYooMAIBUCU
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きれいに〈掃除する〉（1・48）
地震（鳩・263）
お‘たまじゃくし（V・221）
あぐらをかく（R・52）
じゃカミし（もく特殊な名称〉　（IV。
　175）
あぐらをかく（ll。52＞
あぐらをかく（ll。52）
あぐらをかく（fi・52）
頭（lil・101）
あく“らをカ、く　（B●52）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　　175）
じゃカ｛いも〈特殊な名称〉（N・
　　175）
さつまいも（N　．176）
米びつ〈一般的な名称〉（IV・
　165）
飯米（W●170）
米びつ〈一般的な名称〉（rv　■
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　　165）
つく　し（V・244）
彙の鳴き声その2（M・299）
侵塞園（産V．193）
鷹園（N　．193）
まぶしい・後部分（1●31）
庭園（IV・193）
庭縁雪（揮鰺193）
さつまいも（W。176）
とうもろこし（IV　・182）
庭i園（lyf・193）
家歴（揮・19三）
米びつく一般的な名称〉（EV「・
　　165）
飯米（iv・170）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（｝v・
RYooMEE
RYooRIBAN
RYooSI
RYUKIIMO
RYUKYUIMO
RYUU
RYUUBICU
RYUUDACI
RYUUG［g）E
RYUUG｛g）l
RYUUKIIMO
RYUUK正MO
RYUUKINMO
RYUUKYOIMO
RYUUKYUIMO
R㎜YU王MORYUUKYUU
RYUUKYUUIMO
RwwYUUIMO
RYUUMAK正
RYUUSI
RYHUUZI
　165）
飯米（配●王70）
まないた（N　・164）
虫工（Vl●259）
さつまいも（N・176）
さつまいも（N・176＞
灰（Vl。270）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
ゆうだち（耀・255）
すりこぎ（IV・163）
すりこぎ（N・163）
さつまいも（鐸。176）
さつまいも（N　．176）
さつまいも（N・王76＞
さつまいも（IV・176）
じゃがいもく特殊な名称〉（TV・
　175）
さつまいも（配。176）
じゃがいもく特殊な名称〉（W・
　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
さつまいも（揮・176）
つむじかぜ（W　・264）
虹（V【・259）
虹（V重●259）
一SA
SAA
SAA
SAAASATTE
SAAASATTE
SAABAN
SAABIRU
SAABUKKU
SAACM
SAACM（tsui）
SAAGOO－
SAAGU
SAAHU－sww
SAAKOI－
SAAKOKKEE
SAAKU－
SAAKUNKOME
SAAMAAI
SAAMANKUU　HUN
SAAM正
一SAAN
SAANSATTE
SAAOTOCI
SAAOTOTOI
SAAPAGAU－
SAARIKYUUKYUU
SAARU（U）
SAARU（U）　一一
SAASAGUNGI
SAASATE
SAASATTE
SAASATTE
＄AASUN
SAASUN
SAATEE
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cs）
くすく“つた二い後部公（［●33）
水田〈一区置〉（貼185）
開聞く集合〉（臥186）
明明後日儲・285）
開明明後［ヨ（VI。286＞
まないた（配。164）
おたまじゃくし（V・221）
水筆〈簗合〉（N・186＞
一昨昨日（擁・275）
一物昨環（Vl・275）
せきをする前部分（レ87）
せきをする前部分（il・87＞
せきをする前部分（E・87）
すり鉢（W・162）
せきをする前部分（恥87）
肩車〈特殊な名称〉（脂・150）
せきをする酪部分（雇・87）
うるち（N・168）
甘い（　i　●37）
すわる（疲・51）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
くすぐったい後輝分（1・33）
明明後田（Vl・285）
～昨…昨El（Vl・275＞
一一咩瘁c縫乍…日（Vl。275）
くすぐったい前部分（1・32）
庸車〈特殊な名称〉（阻・150）
かまき｛〉〈特殊な名称〉（V・
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
明車〈特殊な名称〉　（阻●150＞
明明明後日いか286）
轡ヨ明後N（Vl。285）
明明明後臼（擁・286）
やる（嚢・73）
呉れる（且・74）
一昨昨Eヨ（VI。275）
SAAYor
SAAZIMEEGWAA
SABA茎TA
－SABERU
SABINA王
SABINAKA
SABIRA
SABOGI－
SABUGI－
SABUGIA－
SABUKI－
SABUKIGA－
SABUKIO－
SAB脳AKA
SABUR至
SACCURA
SACCURA
SACI
SACI’IIBI
SACIMA
SAαMA王MO
SACIMAIMO
SACIM£1ム厘O
SACIUB夏
SACU
SACUKIAME
SACUMA
SACUMA
SACUMAIMA
SACUMAIMO
SAαJMA夏O
SACUMEEIMO
SACUMEEMO
SACUMEIMO
SACUMEMO
SACUMO
SACUMOIMO
SACUMYAAMO
SACURA
SADA
SADACI
〈雷が〉落ちる（琵・95）
肩薙〈特殊な名称〉〈盟・150）
まないた（iXf・164）
うそをつく後部分（H。92）
〈塩味が〉うすい（1・38）
〈塩味が〉うすい（1・38）
きのこ（V・245）
せきをする前蔀分（距87）
せきをする萌恥骨嚢・87）
せきをする前部分・（H・87）
せきをする前部分（肛・87）
せきをする前部分（夏・87＞
せきをする前部分（ll　・87）
〈塩味が〉うすい（1・38）
杉暮爾（Vi●254）
顔（膿・106）
とげく撫にささる木や竹の細片し〉
　　（V・249）
おカ、ね（IVQ15王）
人差し鮨倒・122）
さつまいも（N・176）
さつまいも（iy・176）
さつまい・も（揮・176）
さつまいも（W。176＞
人差し指倒・122）
おかね（rv　・151）
梅伺匡1（Vl。254）
さつまいも（｝V「。176）
かぼちゃ（N・180）
さつまv、も（W・176）
さつまいも（配・176）
さつまいも（rv　．176）
さつまいも（IV。176）
さつまいも（N・176）
さつまいも（N◎176）
さつまいも（N。176）
さつまい。も（IV。176）
さつまいも（W・176）
さつまいも『（N・176）
顔（IH．106）
ゆうだち（擁・255）
ゆうだち（Vl・255）
SAI）ACIAME
SMAGGAME
SADAT
SADAT’AME
SADATE
SAI）ATEAME
SADEMO
SAI）ESUTERU’
SAI）OIMO
SADURYAMACYA
SA鷺
SA£王30
SAEMONBATAKE
SAEN
SAENBA
SAENBATAKE
SAENUKA
SA£NZ正R正
SAENZYOO
SAERU
SAGAASATTE
SAGAASI
SAGAC王
SAGANBOO
SAGARAIMO
SAGARIGAINKURI
SAGARIGOORI
SAGARIKANKOORI
SAGARINBOO
SAGARINKO
SAGARU
SAGASI
SAGE
SAGEASI
SAGEESI
SAGEGAM三
SAGEKEBA
SAGESI
SAGETORU
SAGGOME
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ゆうだち（W。255）
ゆうだち（壌・25δ）
ゆうだち（M・255）
ゆうだち（VI・255）
ゆうだち（M・255）
ゆうだち（VI・255）
里芋その1（W・177）
捨てる（H・62）
里芋その1（W　・177）
雀（V。214）
っらら（Vl・262）
つらら（W・262）
畑（IYf。188）
網（W・188）
畑（N・188）
畑（N・188）
もみがら（揮・171）
畑（ly「奪188）
畑（W・王88）
〈手拭が〉凍る（ll・97）
明明後日（ヤ1。285）
竹馬（1正・144）
竹馬（1韮・144）
つらら（Vl。262）
じゃカ£いも〈特殊な名称〉（郵。
　175）
っらら（M・262）
つらら（VI．262）
つらら（確・262）
っらら（Vl●262）
つらら（願・262）
〈雷が〉落ちる（H・95）
竹馬伽・144）
たてがみ（V。205）
竹馬纈。144）
竹馬纈・144）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
竹馬（置・144）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（W・
294）
うるち（N・168）
SAGGOTOCI
SAGGOTOTE
SAGGOTOTOI
SAGGUMI
SAGi
SAGIAGE
SAG正ASI
SAG王CCYO
SAGINABOSI
SAGOTTE
SAGU－
SAGUMAI
SAG（9）USU
SAG（g）UZI
SAG（9）USU
SAGYAASI
SAGYASI
SAHAA
SAHEE
SAH正RA
SAewl－
SAHUMA玉
SAHUN王
一sal
SA王ASI
SAIBA
SAIBA王TA
SAIBAN
SAIBAN’ITA
SAICU正
SalCUI｛tSui）
SA玉CU夏〔t蟻i〕
SA王GASI
SAIGYOO
SAIKO
SA王KOOZ夏
SAIKooZI
SAIKUZIRA
SA］ENASATE
SAINBAN
一昨昨…Eヨ（V【●275）
一昨時…Eヨ（Vl．275）
一昨昨日（V【・275）
うるち（ivx・168）
とげ〈いばら。さんしょうなどの
　とをず〉（V●250）
竹馬（撮・144）
竹馬佃・144）
竹馬纈・144＞
すぎな（V・243）
一昨昨Eヨ（Vl・275）
せきをする前部分（酊・87＞
うるち（N。168）
ぬか（rv　・172）
ぬか（N・172）
ぬか（配・172）
竹馬価・144）
竹馬佃・144）
うるち（N・168）
あぜ（N・187＞
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
せきをする荊部分（ll・87）
うるち（W・168＞
うるち（N・168）
くすぐったい後部分（1・33）
竹馬纈・144）
まないた（IV・164）
まなV、た（N・164）
まないた（！V・164）
まないた（N・164）
一筆昨H（Vl●275）
一臼蓋≡巨乍日（Vl。275）
一軍昨巳（V藍・275）
竹馬繍・144）
竹馬撫・144）
かたつむりその1（V・236）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239＞
なめくじ（V・239）
剛胆明後B儲。286）
まないた（W・164＞
SAINUKA
SAINUKA
SAIOTOCM
SNOTOCUINOBAIN
SA王ROKU
SAITAROO
SA］［TORIMUSI
SAKA
SAKA
SAKAAMAALI
SAKAAMALI
SAKABARI
SAKAGE
SAKAGUMI
SAKAI
SAKAKIOTOCUI
SAKAKIOTOTOI
SAKAKUMA
SAKANABAN
SAKANAITA
SAKANAKIRIBAN
SAKANAMANAITA
SAKANASENBA
SAKENOBAN
SAKENOMIKANTARO
SAKENOOTOCUI
SAKEOTOCI（tsi）
SAKEOTOC正義
SAKEOTOCUI
SAKEOTOTEE
SAKEOTOTENA
SAKEOTOTOE［tip：）
SAKEOTOTOI
SAKEWAKASrvUBI
SAKIASATE
SAKIASATTE
SAKIASATTE
SAKIBANKAZU
SAKIBARI
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もみがら（N・171）
ぬか（iti・172）
一昨掛拝Eヨ（Vl。275）
一昨晩（Vl・277）
おたまじゃくし（V。221）
かかし（N・190）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
もぐら（V・211）
とさカ、（V●215＞
うるち（IVf・168）
うるち（痒。168）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
たてがみ（V・205）
うるち（W・168）
あぜ（N・187）
一一一奄煤c昨Eヨ（Vl。275）
一昨咋跳（V量．275＞
肩車〈特殊な名称〉　（程・15G）
まなレへた（lvr融164）
まないたG》・164）
まないた（配・164）
まなv㍉た二（Ts｛・164＞
まないたGV・164）
一一・№?晩（Vl・277）
カ、まきりく特殊な名称〉（V・
　230）
一ぽF昨臼（Vl・275＞
一昨昨臼（冤・275）
一一・・一 ??冝iW・275）
一昨費乍日（Vl。275）
一費秘隠H（Vl・275）
一越昨Eヨ（V至。275）
＿＿??冝iM。275）
＿昨的…総（VI・275）
f9、多旨（IH●125）
開明後Eヨ（VI。285）
明明そ菱IEヨ（Vi。285）
f層明明後H（V【。286）
　il’li晩（V［●277＞
とげく指にささる木や竹の細片〉
SAKINOBAGE
SAKINOBAGE
SAKI（NO）BAN
SAKI（NO）BAN
SAKI（NO）BANGE
SAKINOBANGE
SAKINOMAENOBAN
SAKINOOCUC毛護〔tSミ…三〕
SAKINOOToclE
SAKINOOToclI
SAKINOOTocll（tsi：）
SAKINOOTocll（tswi：）
sA］e〈INooTocuE
SAKINOOTOCUI
SAKINOOTOCUI（tsui）
SAKINOOTOCUI（tui）
SAKINOOTocUINO－
　BAN
SAKINOOTOTEE
SAKINOOTOTII
SAKINOOTOTOE
SAKINOeTOTOI
SAKINOOTTEE
SAKINOOTTOE
SAKINOOTTOI
SA正（正NOYOOSA
SAKINOYORU
SAKINOYOSA
SAKINOYUNBE
SAKINOYUSSA
SAKIOCCII
SAKIOCCUU
SAKIOCUTEE
SAKIOTETENA
SAKIeTETONA
SAKIOTOCCEE
SAKIOTOCI
SAKIOTOCI（tsi）
SAK王OTOCI〔tsw圭〕
SAKIOTOCIE
SAKIOTOCII
　　（V・249＞
一一?ﾓ（Vl・277）
一一?ﾓ（VI。277）
一階1挽（㌔窒G277）
昨晩（Vl・279）
一同箏晩（Vl。277）
昨晩（Vl・279）
一昨晩（Vl。277）
一一一・?ｅ昨日（vaゆ275）
一一??冝iVl。275）
＿昨iF詳臼（Vl。275）
～1弩賓昨日（Vl・275）
一一??冝 Vi・275）
一身乍蹴1…日（WD275＞
nv??冝iVl．275）
一一??l（Vl●275）
一階『拝臼（Vl●275）
一昨≡晩（Vl。277）
一昨昨目（M●275＞
一一一一蒼瘁c昨日（Vl●275）
一一№?昨日（Vl。275）
一一??冝iVl・275）
一昨餅拝臼（Vi。275）
一口乍警固（Vl・275）
一昨昨臼（Vl●275）
一一?ﾓ（Vl●277）
一一?ﾓ（Vl。277＞
一隅「罫晩（Vl。277）
一昨晩（Vl・277）
一昨涯免（M●277）
一昨昨日（VI。275）
一昨昨日（Vi。275）
一が昇げ琴日（Vl。275）
一一諸薰宴?（Vl・275）
一一??瘰ﾖ（Vl．275）
一昨昨Ei（V【奪275）
一昨昨匠ヨ（Vl。275＞
一一??冝i、Vl・275）
一瞥昨日（Vl。275）
一昨昨［ヨ（Vl●275）
一昨昨日（Vl。275）
SAKIOTeCII（tsi：］
SAKIOTOCII（tsy：］
SAKIOTOCII（tswi：）
S2CwtiOTOCIIEtsl：］
SAKIOTOCII（tsi：］
SAKIOTOCU
SAKIOTOCUE
SAKIOTOCUI
SAKIOTOCUI（tsui）
SAKIOTOCUI（tui）
SAKIOTOCUINOBAN
SAKIOTOCURI
SAKIOTOCUU
SA｝〈IOTOCYUI
SAKIOTOINA
SAKIOTOOCI
SAKIOTOTE
SAKIOTOTEENA
SAKIOTOTENA
SA董qOTOTE照A
SAKI夏OTO「r茎〔twi〕
SAKIOTOTII（twi：）
SAKIOTOTOE
sAKioToTOE（te：）
SAKIOTOTOEE
SAKIOTOTOENA
SAKIOTOTOENNA
SAKIOTOTOGI
SAKIOTOTOI
SAKIOTOTOI
SAKIOTOTOINA
SAKIOTOTOINNA
SAKiOTOTOOI
SAKIOTOTOTE
SAKIOTOTTE
SAKIOTOTTII
SAKIOTTE
SAKIOTTEE
SAKIOTTEENA
SAKIOTTENA
SAKIOTTOE
SAKIOTTOENA
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一咋昨日（Vl●275）
一昨日店口（VlO275）
一昨贋曜日（Vレ275）
一昨離拝嗣（Wρ275）
一1咋咋匿ヨ（ヤ1・275）
一納…昨輩ヨ（Vl・275）
一一??冝iV江曹275）
一昨昨日（V．【●275）
一餅戸彫拝Eヨ（羅。275）
一甜拝疑壷口（Vl・275）
一1牟晩（Vl◎277）
一昨三［i乍匠ヨ（Vl・275＞
一昨昨饅（擁・275）
一段「戸昨日（W。275）
一一一一?ｅぽド臼（V1。275）
一昨昨日（M。275）
一一?癢dヨEヨ（V韮●275）
一一??匤ﾍ・275）
一一??C（纏。275）
一瞬三昨1三i（Vl●275）
一廼…β乍臼（Vl・275）
一昨e昨日（W・275）
一時…昨［ヨ（Vl・275）
一軒貸群口（Vi。275）
～昨昨日（M・275）
一一??冝iV匿。275）
一一一高崇G臼（Vl。275）
一昨口乍田（Vl。275）
一一?錘l日（M・275）
一瞥日（Vl●276）
一一ﾗ…隅田（Vl・275）
一撃ド拝臼（M・275）
一昨跨…鼠（V箕・275）
一睡…跨三1ヨ（V韮●275）
一昨昨日（Vi●275）
一昨咋匠ヨ（Vl・275＞
一昨昨｝ヨ（Vl．275）
一昨昨H（Vl。275）
一昨昨Eヨ（Vl．275）
一昨昨Eヨ（Vl・275）
一一??冝iVl。275）
一咋昨…驕（Vl・275）
SA］KIOTTOI
SAKIOTTOI
SAKIOTTOINA
SAKIOTTOINOBAN
SAKISAKIBANGE
SAKISAKINOBAN
SAKISAKIOTOTOE
SAKISASATTE
SAKIUCICI
SAKWC工CII
SAKIUCUCEI
SAKIUTTE
SAKIYANASATTE
SAKIYONBENA
SAKIYUBENA
SAKKIOTOCUI
SAKKOI－
SAKKOTOTEE
SAKKUI－
SAKKwr－
SAKKWII－
SAKO－
SAKOKUMI
SAKOO－
SAKOOTTE
SAKOTTENA
SAKOZU
SAKU
SAKUBA
SAKUBAMICI
SAKUBAN
SAKUBAN
SAKUBAN
SA［KUBARI
SAKUBO
SAKUCU
SAKUGOME
SAKUGUM王
SAKUGUMI
一昨昨日（VI．275＞
一縫乍臼（Vl・276）
一昨昨日（Vi●275）
～昨晩（V1・277）
一一?ﾓ（M・277）
一昨晩（Vl・277）
一縫乍曄日（V頁。275＞
明開明後日（m・286）
一一・№?昨摺（W・275）
～昨昨摂纏・275）
一日晦…昨日（Vl◎275）
一一??dl（VI・275）
明明明後露（VI・286）
一昨晩（Vl・277）
～縫乍晩（Vl・277）
一昨昨日僅・275）
せきをする前部分（獲・87）
一的…昨H（Vl．275＞
せきをする前部分劔・87）
せきをする蘭部分（9・87）
せきをする前部分傭・87）
せきをする前部分（嚢・87）
うるち（W・168）
せきをする前部分（H・87）
一昨昨日（Vl．275）
～昨昨臼（Vl●275）
ぬか（ILi・172）
うるち（IV「破68）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
あぜ（N　・187）
～昨晩（Vl●277）
昨晩（Vl●279＞
明晩（Vl．283）
とげく指に：ささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈擬にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
ぬか（N・172）
うるち（配・168）
うるち（配・168）
うるち（N　・168）
SAK理
SAKU王・
SAKUMAI
SAKUMA更
SAKUMAIGAME
SAKUMAIOKE
SAKUMEE
SAKUMEE
SAKUMEEGOME
SA｝く：UMICI
SAKUMUN
SAKUNI
SAKUOTOCI
SAKUOTOTE
SAKUOTOTEE
SAKUOTOTOI
SAKUOTTE
SAKURA－
SAKURI
SAKUU
SAKUYA
SAKUYUU
SAKUZ1
SAKUZU
SAKUZUAME
SAKYAASI
SAKYOOTOCUI
SAKYOOTTE
－SAM
SAMANCI　S－
SAMAZINZYO
SAME
SAME
SAMEDARI
SAM王
SAM王DARE
SAM王1）AR£DOK工
SAMUGI一
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とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
せきをする前部分（H・87）
うるち（N・168）
飯米（『》・170）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
米びつく一般的な名称〉（N・
　i65）
うるち（N・168）
飯米（酔170）
飯米（騨。170）
あぜ（配・187）
うるち（N・168）
うるち（N・168）
一昨昨日（Vl・275）
一『拝昨［ヨ（Vl．275＞
一咋的ヨ日（Vi・275＞
一咋賄…［ヨ（Vl・275＞
一昨縫乍日（Vl・275）
しおからい（1・39）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
うるち（N・168＞
昨晩（va　・279＞
～昨晩（Vl。277）
ぬか（IV「・172）
ぬか（IV・172）
梅爾（Vl・254）
竹馬（胆・144）
一｝玲…昨日（Vl●275）
一室碍…日（Vl●275）
くすぐったい後部分（1・33）
すわる（H・51）
肩奪巨〈特殊な名称〉　（｛韮・150）
鬼ごっこ（瓢・147）
鱗（V◎217）
梅雨（Vl・254）
鱗（V．217）
梅雨（Vl辱254）
梅爾備・254＞
せきをする前鶴分（恥87）
SAMUNAKA
SAN
－SAN
SANAGI
SANASATE
SAN’ASATTE
SANASATTE
SANBA
SANBAITA
SANBE
SANBE王
SA工曙C董MA王MO
SANDOGINKA
SANDOIMO
SANDUBUU
SANGAASI
SANGAGI
SANGACU
SANGAIASI
SANGAME
SANGANGOORI
SANGASI
SANGE
SANGEASI
SANGECU
SANGEECI
SANGEEDA
SANGEESI
SANGEN
SANGEN’ASI
SANGENBO
SANGENCYOO
SANGENMA
SANGENSI
SANGENTOBI
SANGEN’YA
SANGESI
SANGESU
SANGET
SANGI
〈塩味が〉うすい（1・38）
とさカ、（V・215）
くすぐったい後部分（1・33）
おたまじゃくし（V・221）
明瑠ヨHJヨ後H（Vl。286）
明朋後縫傷・285）
明明明後臼（Vi。286）
まないた（IV。164）
まないた（IV●164）
まないた（罪。164）
牛ヒ4F（V●208）
さつまいも（N・176）
じゃがいも〈特殊な名称〉（｛V・
　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
おたまじゃくし（V・221）
竹，辱葛（IH。144）
竹，辱§（HI。144）
竹馬佃。144）
竹馬（葺1・144＞
とうもろこし（痒。182）
つらら（Vl。262）
竹馬（紐。144）
竺馬（距144＞
竹馬（雛・144）
竹馬（雛。144）
竹馬（1旺・144）
竹藍葛（膿●144）
竹馬（膿・144）
竹，霞恩（1且．144）
竹馬（盟・144）
竹，罵（且1・144）
竹，騒（釦・144）
出馬（擁・144）
竹馬佃・144）
魅（V。218）
機糸（N　・157）
竹馬（照・144）
竹馬（膿・144）
竹馬（阻・144）
竹馬傭・144）
SANGIAS王
SANGICI
SANGISI
SANGISU
SANGIT
SANGO（一）
SANGOOSI
SANGURE
SANGYAACI
SANGYAASI
SANGYASI
SANGYEE
SANGYOOSI
SANKEECI
SANKESI
SANKET
SANK王
SANKOBIKKI
SANMAINOHONE一
　脹RAI
SANMAPIKARI＊
SANMESwn
SANMIISYUN
SANMIN
SANM脳SUN
SANMINS（Y）UN
SANNASATTE
SANNIASI
SANNICIMEE
SANNINMISO
SANNOKOME
SANNOSATTE
SA酬YO
SANNYOO
SANNYOO　SURU
SANNYOOSURU
SANNYOOSYUN
SANNYOOYUBI
SANNYOSIRU
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竹，繹｝（i正●144）
竹，罵（1正・144）
竹，鴇（贋・144）
1脅「，尾葛（婿。144）
竹馬（阻・144＞
片足跳びをする前部分（H・
　54）
牲，編（擁。144）
片足銚びをする前部公（皿・
　54）
竹，購（阻●144）
竹馬噸・144）
竹馬（胆・144）
竹馬備・144）
竹馬（翅・144）
竹，穣蚤（HI・144）
竹，驕（劉9144）
竹，聡（1韮。144＞
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
慶韮（V。218）
せきれい（V・213）
稲妻僅・258）
〈お金を〉数える（Vl・296）
〈お金を〉数える（擁・296）
〈お金を〉数える（K・296）
数える（皿・69）
〈お金を〉数える（W・296）
明明後日（W　・285）
竹馬倒・144）
一昨昨日（V【。275）
肩車く特殊な名称〉　（烈・150）
うるち（N・168）
明明後：B（va・285）
肩牽：〈特殊な名称〉（翔・150）
〈お金を〉数える（Vl。296）
数える（霞・69）
〈お金を〉数える（M。296）
〈一口を〉数える（M・296）
人差し指細・122）
〈お金を〉数える（M・296）
SANNYOSURU
SANNYUUSURU
SANOASATTE
SANPEEGYAARU
SANRIN
SANSA
SANSATTE
SANSI
SANSYONEBI
SANTOKU
SANTOKUIMO
SANTOOSURU
SANUKA
SAN’YASI
SAN’YOSI
SAN’YOOSURU
SAN’YOSURU
SANZ正GE
SANZOKU（AME）
SANZM
SANZUIAME
SANZUIDOK工
SANZYOOIMO
SAOCCI
SAOOTOCUI
SAOTOCII
SAOTOCUI
SAOTOCUI（tsui］
SAOTOCU正〔之ui〕
SAOTOCUINOBAN
SAOTOTOI
SAPAMALi’
SAPPA
SAPPARI
SAPPARITO
SAPPE
くお金を〉数：える（礪・296）
〈お金を〉数：える（W・296）
旦眉明後Eヨ（Vl。285）
おたまじゃくしくカエル類の詳
　痢到凶日〉　（V。222＞
林（配・199）
いくら〈値段〉（1。50）
明明後日（V韮。285）
竹，驕（皿・144）
とカtSげ（V。224）
じゃカζいも〈特殊な名称〉（酊・
　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（W・
　175）
〈お金を〉数える（Vl・296）
もみがら（揮・171）
竹，㌍§（皿。144＞
竹馬（斑・144＞
くお金を〉数える（版。296）
〈お金を〉数える（W・296）
肩車〈特殊な名称〉（恥　・150）
ゆうだち（W。255）
梅雨（Vl●254）
梅雨（M・254）
梅雨（W・254）
じゃがいも〈特殊な名称〉（IV・
　175）
一一諸?〟iM・275）
～昨島民（Vl・275）
～昨咋田僅・275＞
一一№?島民（V置●275）
～昨昨日（W・275）
一一№?昨賑（M・275）
～昨晩（VI．277）
一一一?ｅ昨Ｅヨ（Vi。275）
うるち（罪。168）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
きれいに〈掃除する〉（1・48）
きれいにく掃除する〉（1・48）
とげ〈揖にささる木や竹の細〉
　　（　V　・249）
SAPPERA
SAPPI
SAPPORAIMO
SARA
SARAASATTE
SARAASATTE
SARABACI
SARACI
SARAIBAN
SARAKOBACI
SARAMAI
SARANKへ
SARANUKA
SARASAHAZU
SARASATTE
SARASATTE
SARAT
SARAT’AME
SARATE
SARAYANAASATTE
SARAYANASATTE
SARAYANOASATTE
SARECae）ASATTE
－SARERU
SARE（Ee）YANAASA－
　TTE
－SARI
SARIZU
SARUDA
SARUDAKKO
SARUKAKE
SARUKAKKAI
SARUKENKE
SARUKIKKI
SARUKKOZYOINI
　SURU
SARUKO
SARUKOBAPPA
SARUKOBARE
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とげ〈瘤にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
じゃがいも〈特殊な名称〉（W。
　175）
つむじ（膿・102）
明明後E畜（M。285）
明明明後H（～穫・286）
陶磁器（i＞・161）
ゆうだち（W・255）
一二「1…晩（V【●277）
陶磁器（N・161＞
つむじ佃・102）
もみがら（ILt・171）
もみがら（N・171）
陶磁器（聾。161）
明明後H（V【・285＞
白眉明巨臼後Eヨ（Vl・286）
ゆうだち（W・255＞
ゆうだち（W　・255）
ゆうだち（W・255＞
明明明後醸備・286）
明明明後田（距286）
旦眉明豊後日（鳩・286）
明明明後臼（擁・286）
いびきをかく後部分（ll・90）
明明明後日（V【●286）
くすぐったい後部分（1・33）
灰（鴇・270）
藍套（V。218＞
肩車く特殊な名称〉　（旺1・150）
肩車〈特殊な名称〉（罰・150）
肩点く特殊な名称〉（膿・150）
薦軍く特殊な名称〉　（瓢。150）
肩車〈特殊な名称〉（膿・150＞
〈包を〉；背負う（藍・65）
薦車〈特殊な名称〉（翔。150）
肩車〈特殊な名称〉　（雌．150）
肩車〈特殊な名称〉（瓢。150）
SARU（KO）BONBO
SARUKONORI
SARUKUMA
SARifMAGO
SARUMAI
SARUMAKA
SARUMA（KKO）
SARUMANDA
SARUMATA
SARUMAWASI
SARUNOKOBEE
SARUNOMENDORI
SARUOBI
SARUTORIBARA
SARUYAMANZYU
SASA
SASA
SASAGE
SASAIMO
SASAK（K）O
SASAKURE
SASAKURI
SASAKUSYE
SASARA
SASARA
SASARA
SASARASATTE
SASARE
SASATE
SASATE
SASATTE
SASATTE
SASEHOSE
肩車〈特殊な名称〉（田・150）
肩車〈特殊な名称〉（撮磯50）
肩華1〈蒋殊な名称〉（浬磯5G）
肩車〈特殊な名称〉（避・150）
肩車く特殊な名称〉（恥150）
肩車く特殊な名称〉（恥・150）
肩率：〈特殊な名称〉（胆・150）
薦車〈特殊な名称〉（壇・i50）
肩車〈特殊な名称〉（M　・150）
肩車〈特殊な名称〉（1韮・150）
肩車く特殊な名称〉　（醗・150）
肩華〈特殊な名称〉（駈。150）
肩車く特殊な名称〉　（頂。150）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とけ「〉（V。250）
肩車〈特殊な名称〉（則・150）
竹（V。248）
とげ〈撫にささる塞や竹の細片〉
　　（　Y　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
里芋その2（N　．178）
とげく｝旨にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈指にささる本や哲の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈鮨にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈振にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
お手ヨ三（膿。145）
鱗（V。217）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
魍明明後細（擁・286＞
とげ〈振に二ささる木やうなの翻i片〉
　　（V　・249）
明明後EI（擁・285）
開明明後日備・286）
明明後鎖（Vi。285）
明開明後H（VI・286）
つく　し（V・244）
SASERA
SASIAI．DE　INAU
SASIAI．DE．KACUGU
SASIAI・DE．KATAGU
SASIAI．DE　NINAU
SAS王AH餌AI　SUSU←
　SASIA脳A王SミJSU
SASIAIMOCi　SURU
SASIAINAI　SUSU－
　SASIAIINAI　SUSU
SASIAI・NI・KACUGU
SASIAI．NI・KATAGU
SASIAI　（SURU）
SASIASATTE
SASLIiLSATTE
SASIASI
SASIAU
SASI．DE　1［NAU
SASI・DE　KACUGU
SASI．DE．KATAGU
SASI・DE．KATAGURU
SAS聡Bi
SASIEEKKACUGI
SASIGUSA
SASIIB正
SASI’IIBI
SASIINAI　SURU
SASIINAU
SASIKACUGI　（SURU）
SASIKAKU
SAS丑くKACUGU
SASIKO・DE　KACUGO
SASIMOCIDE　KACU－
　GU
SASIMOCI　・DE　KATA－
　GERU
SASIMOCI　（SURU）
SASI－NI　ENAA
SASI・NI．KATAGU
SASI・NI・KATAGURU
SASI．NI　MocU
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とげく指にささる木や物の細片〉
　　（　V　・249）
〈二人で〉かつぐ（ll・68）
〈二人で〉かつぐ（嚢・68）
〈二人で〉かつぐ（韮・68）
〈悟入で〉かつぐ（＃・68）
〈二人で〉かつぐ（H・68）
〈二人で〉かつぐ（ll・68）
〈二人で〉かつぐ（嚢・68）
〈二人で〉かつぐ（ll。68）
〈鵜人で〉かつぐ（ff・68）
〈二人で〉かつぐ（嚢・68）
明閥後臼（擁・285）
開明明後臼（W・286）
竹馬纈・144＞
〈二人で〉かつぐ（ll・68）
〈二目で〉かつぐ（嚢・68）
〈二人で〉かつぐ（＃。68）
〈二人で〉かつぐ（H。68）
〈工人で〉かつぐ（H・68）
人蓋し呼樋・122）
〈工人で〉かつぐ（H・68）
たんぽぽ（V・241）
人差し指御・122）
人差し詣（阻・122）
〈二人で〉かつぐ（H・68）
〈二人で〉かつぐ（H・68）
〈二人で〉かつぐ（距68）
〈二人で〉かつぐ（ll。68）
〈摘入で〉かつぐ（ll・68）
〈Xt入で〉かつぐ（藝・68＞
〈二人で〉かつぐ（ll・68）
〈二入で〉かつぐα・68）
〈工人で〉かつぐ（獲・68）
〈二人で〉かつぐ（9。68＞
〈工人で〉かつぐ（ll・68）
ぐ二人で〉かつぐ（嚢。68）
〈二人で〉かつぐ（H・68）
SASININAI　（SURU）
SASININAU
SASI・N裏N即AU→
　SASI．NI　NIRAU
SASI・NI　SURU
SASIOO
SASIRA
SASIRA
SASITANOBANGE
SASIYAWASE．DE
　KACUGU
SASIYHUBI
SASSO
SASSYA
SASU
－SASU
SASURI
SASYARAMAGO
SASYEE．NI　KATA－
　GURU
SAT
SATEEIMO
SATEEMO
SATEIMO
SATEMO
SATENBO
SATNeKOME
SATOAMAI
SATOGUSA
SATO王MO
SATOIMO
SATOMAME
SATONBO
SATONMO
SATOOAMAI
SATOOAMEE
SATOOKIBI
SATOSUZUME
SAT’OTOCI
〈工人で〉かつぐ（＃・68）
〈工専で〉かつぐ（H・68＞
〈二人で〉かつぐ（ll・68）
〈二入で〉かつぐ（＃・68＞
〈x人で〉かつぐ（ll・68）
とげ〈指にささる木や竺の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V・250＞
明晩（M●283＞
〈二人で〉かつぐ（H・68＞
入差し指個・122）
機糸（TL「・157）
とげ〈繕にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
閣日（Vl●282＞
せきをする後部分（il・88）
垢（盟・131）
やしゃこ（田・140）
〈二人で〉かつぐ儒・68）
うるち（W・168＞
禦芋その1（配。177）
里芋その1（解。177＞
里芋その1（lli・177）
里芋その1（N・177）
里芋その1（N。王77）
うるち（N・268）
甘い（レ37）
すぎな（V・243＞
さつまいも（W。176）
里芋その1（W・177＞
とうもろこし（配。182）
盤芋その1（N・177）
里芋その1（rv「・177）
甘い（1　●37）
甘い（韮。37）
とうもろこし（iv「・182）
雀（V・214＞
一昨昨日（塾275）
SAT’OTOCII
SATOTOI
SAT’OTOTE
SAT’eTOTOI
SAT’OTTE
SATTERA
SATUIMU
SAWA
SAWAMOKKE
SAYA
SAYANGASI
SAYANUKA
SAZEE
SAZEESAME
SAZ正MA
SAZIMAIMO
SAZIMAIMO
SAZIMEMO
SAZOE
SAZU
SAZUAMAIMO
SAZUI
SAZUIAME
SAZUIBURI
SAZUIDOKI
SAZUINOCUYU
SAZUINOSIIく：E
SAZUISAME
SAZUIZIKI
SAZUMA
SAZUMAIMO
SAZUMEEMO
SAZUMEIMO
SAZUMEMO
SAZUR正
SAZUYU
SAZYEUSICURU
SAZYUMAIMO
SAZYUMEMO
SEASATTE
SEAU
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～昨咋日（Vi．275）
一昨昨日（VI・275）
一昨ぽドEヨ（Vl．275）
＿昨昨日（Vi．275）
一昨咋日（Vl。275）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
里芋その1（lv・177＞
林（酔199＞
ひきがえるその2（V・22G）
つらら（Vl・262）
木綿糸（W・156）
もみがら（IV・171）
梅雨（Vl●254＞
難壁（VI。254）
さつまいも（『V・176）
さつまいも（W。176）
さつまいも（揮。176）
さつまいも（N。176）
梅爾（距254）
とさth・・（V・215）
さつまいも（IY「・176）
梅雨（Vl●254＞
梅雨（V【●254）
梅雨（V【・254）
梅爾（M・254）
梅雨（Vl●254）
梅雨（Vl●254＞
梅雨（Vl●254）
梅爾（Vl◎254＞
さつまいも（N・176）
さつまし（も（W◎176）
さつまいも（解・176）
さつまいも（N・176）
さつまいも（W・176）
梅雨（Vl．254＞
梅雨（Vl。254）
捨てる（H・62）
さつまいも（W・176＞
さつまいも（配。176）
明明後日（擁。285）
〈包を〉背負う（恥65）
SEBA
SEBAI
SEBAN
SEBAN’ITA
－SEBARU
SEBERA
SEBI
SEBIRA
SEBIT
SECI
SECI（tsi）
SECI（tsi｝
SECU
SECUAME
SECUI（tui）
SEDEMON］E〈O
SEDO
SEE
SEE
sEE－
SEEASATTE
SEEBA
SEEBAN
SEEBAN
SEEPA
SEEDAIMO
SEEDAYUU
SEEGASA
SEEKI－
SEEKIREKO
SEEKU
SEENBAN
SEENBANO
SEENUKA
SE（E）RA
まないた（N・164）
細力》い（1　・25）
まないた（iv・164）
まなレへた（1V。164）
せきをする後部分（＃・88）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
蛇（V。226）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
一昨…昨日（Vl。275）
一昨昨日（Vl。275）
一昨昨i日（V卜275＞
梅雨（VI・254）
梅雨（Vl●254）
一昨昨日（V｛・275）
里芋その2（揮・王78）
健i園（EV・193）
たてがみ（V・205）
つらら（雁・262＞
せきをする酪部分（皿・87）
明明後日僅・285）
まないた（N・164）
まないた（iv・164）
庭園（罪●193）
じゃがい・もく特殊な名称〉（N・
　175）
じゃ；がいもく特殊な名称〉（N・
　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（揮・
　175）
つらら（畷。262）
せきをする蘭部芳（＃・87）
せきれい（V・213＞
せきをする後部分ω・88）
まないた（IV・164）
まないた（IV・164＞
もみがら（N・171）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
SEERO
SEEROO
一SEERU
SEETAKA
SEETAKAEBI
SEETAKAIBI
SEETAKAYUBI
SEETE
SEETII
SEETOMONO
SEEZAIMO
SEGABU
SEGAMI
SEGGA－
SEGI－
SEG夏GA－
SEGII－
SEGIO－
SEHE－
SEHIO－
SEIRO
SEIROO
SEIYOOIMO
SEKERU
SEKI－
SEKI－
SEKIA－
SEKIBA－
SEKIGA－
SEKII－
SEKIMONO
SEKIN－
SEKINME
SEKINO－
SEKIO－
SEKIREE
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米びつく特殊な名称〉（W。
　166）
米びつく特殊な名称〉（iv・
　166）
灸をすえる後部分（耳・84）
中蜜旨（皿1。王23）
中重奏（脹○王23）
中手旨（IE●123）
中｝旨（膿・123）
一昨昨臼（Vl・275）
一『F『拝iヨ（Vl・275）
陶磁器（rv・161）
じゃカ：いもく特殊な名称〉　（翼・
　175＞
くるぶし佃・128＞
たてがみ（V・205）
せきをする前部分（ll・87）
せきをする前部分（ll・87）
せきをする前部分（ll　・87）
せきをする蒲部分（H・87）
せきをする蔚部分（ll　・87）
せきをする前部分（ll・87）
せきをする前部芳（K・87）
米びつく特殊な名称〉御・
　166）
米びつ〈特殊な名称〉（EL「・
　166）
じゃカミいも〈特殊な名称〉　（W・
　175）
せきをする後部分（ll・88）
せきをする潮部分（皿・87）
せきれい（V。213）
せきをする前部分（k・87）
せきをする前部分（臣87）
せきをする前部分（獲・87）
せきをする前部分（か87＞
陶磁器（N・王61）
せきをする葡部分（ll・87）
せきれい（V・213）
せきをする前部分（R・87）
せきをする前部分（＃・87）
とさカ、（V・215）
SEKIRE（E）（KO）
SEKIREN（KO）
SEKIR工（1）
SEKIRIN
SEKISEE
SEKITANBICU
SEKIZUI
SEKKEKATA
SEKKI－
SEKKIO－
SEKO
SEKU
SEKU一
．SEKU
SEKUO．
SEKUREGABU
SEKYO－
SEKYoo－
SEKYU－
SEKYUU－
SEMACi
SEMACIDA
SEMAI
SEMAT
SEME
SEME
SEMEBOCCYO
SEMEKO
SEMEK￥RA
SEMEKURAKO
SEMERABOCCI
SEMERABOCCI
SEMERAPOPPO
SEMITORI
SEN
SENBA
SENBA
SENBAITA
SENBAN
SENBANKO
せきれい（V・213）
せきれい（V・2王3＞
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
米びつ〈特殊な名称〉（lv・
　166）
せきれb（V・213）
雇妻車〈特殊な名称〉（恥。150）
せきをする前部分（ll・87）
せきをする前部芳（il・87）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
せきをする後部分儲。88）
せきをする前部分（∬・87）
せきをする後部分（E・88＞
せきをする前郵分（＃・87＞
くるぶし（＄・128）
せきをする前部分（恥87＞
せきをする前部分（ヨ・87）
せきをする前部分（ll・87）
せきをする前部分（ll・87＞
水田く一区画〉（W・185＞
水田〈一籔翻〉（N・185）
細；う、い（1　・25）
水田〈～区画〉（IV・185）
とりおどし（N・189）
かかし（N・190）
鬼ごっこ（皿・147）
鬼こ“っこ（覆・i47）
鬼ごっこ（癒。147）
鬼ごっこ（照●147＞
鬼ごっこ（照・147＞
かくれんぼ〈瓢・148）
鬼ごっこ（膿・147）
蜘蛛（V●233）
生士馬（V・202）
まないた（IV・164）
牡、罵（V●202）
まないた（狸・164）
まなV㍉た（rゾ・164）
まないた（抽「●164＞
SENB王
SENBONGOORI
SENCINDORI
SENCUKUMEANCUKU
SENDAI
SENDAIIMO
SENDAIMANDAI
SENDAIMO
SENDAKU
SENGCIj）AA
SENGARA
SENGI
SENGIRI
SENGO（一）
SENGOKU
SENGURI
SENGYO（　一一　）
SENHURI
SENKO－
SENNAGUSA
SENNENBUUBU
SENNENDORI
SENNEN’ONBOO
SENNONKANNON
SENROPPON
SENSAI
SENSEN
SENSUI
SENSUISAN
SENTAKU
SENTAKUITO
一283一
蛇（V●226＞
つらら（M。262）
せきれい（V・213）
桑の鳴き爾その2（擁。299）
庭園（N・193＞
じゃがいも〈特殊な筒口〉（IV・
　175＞
爾東〈特殊な名称〉　（紐・150）
じゃthgL（もく特殊な名称〉（Nt
　175）
洗濯GV・160）
すり鉢（配・162）
片足跳びをする前部分（E・
　54）
片足跳びをする前部分（H・
　54）
片足跳びをする前部分（it・
　54）
片足跳びをする前部分（距
　54）
米びつ〈特殊な名称〉（W・
　166）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
片足跳びをする前部分（＃・
　54）
どくだみ（V・242）
灸をすえる削部分（距83）
すぎな（V　・243）
かたつむりその2（V・237）
せきれい（V・213）
かまきりく特殊な名称〉（V。
　230）
西町巨〈特殊な名称〉　（｛狂．15G）
つらら（M・262）
庭園（W・193）
片足跳びをする蘭部分（＃・
　54）
町田（鐸・193）
庭園（W。193）
洗濯i（W。160）
糸（N。153）
SENTAKUITO
SENZAI
SENZAI
SENZAIBASYO
SENZAIBATA
SENZAIMO
SENZE
SENZEEBA
SENZICUNOBAN
SEOO
SEOO
SEOU
SEOU
SEOU
SEOUU
SERI
SERO
一SERU
一SERU
－SERU
－SERU
SESE
－SESEGASU
SESENPIKI
SESERAMAGO
SESERIMAGO
SES正夏TO
SETAKAIBI
SETAMON
SETAMONO
SETARAU
SETARAU
SETARIOU
SETAROO
SETAROU
SETE
SETEMON
木綿糸（N・156）
畑（Lf●188）
庭園（揮・193）
畑（配●188）
畑（N●188）
じゃがいもく特殊な名称〉（N・
　175）
畑（W・188）
畑（FL「・188）
一咋晩（V1・277）
〈包を〉背負う（琵・65）
〈片方の肩で鵠を〉かつぐ（壌・
　294）
〈幼児を〉負う（庭。64）
〈包を〉脊負う（猛・65）
〈片方の肩で包を〉かつぐ備摩
　294）
〈包を〉哲多襲う（疑・65）
ごみく川のごみ〉（Vl・274）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
片足跳びをする後部分（恥
　55）
灸をすえる後部分（嚢・84）
　　　　　　　　　　　　　吐せきをする後部分（＃・88）
いびきをかく後部分（琵・90）
機糸（rv　・157）
匂をかく後部分（嚢・86）
すみれ（V・240）
やしゃこ（膿・140）
やしゃこ（賑・14G＞
機糸（W・157）
中ま旨（Hi●123）
陶磁器（N・161）
陶磁器（IV・161）
〈幼児を〉負う（頂・64）
〈包を〉背負う（9・65）
〈犠を〉；背負う（琵・65）
〈鵠を〉背負う（fi・65）
〈鵠を〉背負う（皿。65）
一昨昨H（Vl●275）
陶磁器（iv・161）
SETEMONO
SETERU
S£凹凹1〔tw三：〕
SETO
SETOKAK至
SETOMON
SETOMONO
SETOMORO
SETOMUN
SETOYAK王
SETTARAU
SETTARAU
SETTARAU
????????????
、S璽
SlamTTE
SIAKI
SIASACCI
SIASACCYE
SIASACYE
SIASASATTE
SIASASATTE
SIASATE
SIASATE
S三ASATTE
SIASATTE
SIASATTE
SIASATTYE
SIASYATTE
SIASYATTE
SIB－
SIBA
SIBA
S正BA
－SIBA
SIBAA
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陶磁器（V「・161）
捨てる（＃・62）
一時…昨輩ヨ（Vl●275）
陶磁器（配・161）
陶磁器（N・161）
陶磁器（IVf・161）
陶磁器（N・161）
糊磁器（ly「・161）
陶磁器（iv「・161）
陶磁器（IL「・161）
〈包を〉背負う（H・65）
〈材木を〉かつぐ（旦・66）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　294）
蜘蛛の巣（V。234）
お手玉遊び倒・146）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235）
片足跳びをする後部分（恥
　55）
せきをする後部分儲・88）
轡ヨ明後摂（Vl●285）
匪垂（礪・118）
明明後日（Vi　・285）
明明後臼（Vl．285）
明明後臓（Vl●285）
明明後臼僅・285）
明巨眉明後日（Vl。286）
明明後N（M・285＞
明明明後臼（壌・286）
明後日（V1。284）
明明後日（X・285）
明明明後闘（Vl．286）
明H目後日（V【・285）
明明後El（Vl・285）
明明明後日（W　・286）
すっぱい（1・41）
醤（鐵・116）
舌（剤・117）
牡馬（V・202）
唇（盤・116）
懸（1韮。116）
SIBAA
SIBA（A）
SIBAGAA
SIBAHARI
SIBAKKIYAMA
SIBARE
SIBARERU
SIBARERU
SIBARERU
SIBARI
SIBARU
SIBARU
SIBAWARA
SIBAYAMA
SIBE（・一be）
SIBIBII
SIB互K王一
SIB正RU
SIBIRU
SIBISIB工
SIBITOGUSA
S正BO
SIBOKORI
SIBOYAGE
SIBUG（g）U
SIBUI
SIBUKA
SIBUKAMI
SIBURI
SIBURU
SIBYA
SICCYACYANGI
SICCYANKO
S王CCYOKO
SICCYORU
SICCYUU
S正C王αN
SICIKONKON
SICIMI
舌（1匪・117）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
醤　（1賑・116）
きのこ（V・245）
林（N・199）
凍傷（灘。127）
〈水が〉凍る（距96）
〈手拭が〉凍る（∬・97）
Z東傷（皿●127）
凍傷（皿・127）
〈水が〉凍る（距96）
〈手拭が〉凍る（嚢・97）
林（N　・199）
林（N・199）
灰（畷・270）
たんぽぽ（V・241）
いびきをかく前部分（il・89）
〈水が〉凍る（H・96）
〈手拭が〉凍る（護・97）
肩車く特殊な名称〉（阻・150）
どくだみ（V・242）
牡牛（V●207）
灰（VI・270）
凍傷（旺【●127）
もみがら（｝y「・171＞
すっぱい（1・41）
すっぱい（［・41＞
たてがみ（V・205＞
林（N・199＞
頭（獄・101）
舌（賑。117）
せきれい（V・213）
片足跳びをする前部分餌・
　54）
お手玉（罵・145）
〈包を〉；脊負う（韮。65）
月（WO・252）
せきれい（V　・213）
片足跳びをする蔚部分（ll・
　54）
とうがらし（即・183）
SICINICI
SICYA
SICYAA
SICYAKAMACI
SICYU
SIDAGAM王
SIDAGE
SIDAK（K）E
SIDAMI
SIDA’（NKE）
SlbA（NOKE）
SIDARE
SIDAREGAMI
SIDARIGE
－SIEE
SIERU
S王GA
SIGA
S正GA
－SIGA
SIGAASATTE
S正GAITO
S正GAK正
一SIGAKI
SIGAKIITO
S正GAMA
SIGARAMI
SIGASATTE
SIGASATTE
SIGE
SIGI－
SIGI　IRU
SIGIRI
SIGISIGI一一
SIGOKOBE
SIGOROKU
SIGOYUN
SIGURE
SIGURE
SIGUREAME
一285一
?
七日（Vl・287）
肇1『（臆・117）
X：i（M・117）
あごく金体〉（盟・109＞
月（Vl●252）
たてがみ（V・205＞
たてがみ〈V・205）
たてがみ（V。205）
かたつむりその2（V・237＞
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
灸をすえる後部分（ll・84＞
灸をすえる後部分（皿・84）
すっぱい（1・41）
絹糸（fV・155）
氷（Vi・261＞
蜘蛛の巣（V・234）
開明後日（VI．285）
絹糸御・155＞
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の巣（V・234）
蛛蜘の糸（V・235）
氷（V【．261）
ごみ〈Jl［のごみ〉（M　・274）
明明後臼儲。285）
明明明後日（M・286）
たてがみ（V。205）
せきをする前部分（K・87＞
癒になる（藍。80）
つらら（VI・262）
片足跳びをする前部分冊・
　54）
，jx季ts（鑓●125）
片足跳びをする前部分（9・
　54）
｛乍る（獲・56）
梅爾（Vl・254）
ゆうだち（擁・255）
ゆうだち（W・255）
SIGUREDOKI
SIGURESAME
SIGYOI
SIHUKU
S即くUBAI
SII
SII一
一S霞
．S王王
一SII
－SII
－si”i
一STI’
．S買
SIIASATTE
SIIBACI
S正BAI
SIIBANE
SI（1）BARI
SIIBIBI
SIICYAA
S登CYU
S正夏GA
S五明ACI
S斑｛UNAGYA（DUL璽）
SI聡WACI
SIII
SIIKA
SIIKOG（“｝I
SIIKOG［g）IBOO
SIIKUGC9）I
SIIKUSAA
SIIKUZI
SI（1）MAGA
SI正MAGO
SI正MI
S資M1
－SIIN
梅爾（Vl●254＞
雷（M。256）
細力、い（至　●25）
蜘蛛（V。233）
籟…（罪・198）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
せきをする後部分（ll・88）
いびきをかく後部分（レ90）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
片足跳びをする後部公（ll・
　55）
せきをする後部分（ll・88）
うそをつく後部分（皿・92）
明明後臼（～恥285）
すり鉢（酔162）
とげ鮨にささる木や惚の細片〉
　　（V・249）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈指にささる木や竹の細縛〉
　　（V　・249）
たんぽぽ（V・241）
三二・三17）
月（Vl。252）
すっぱV・（1・41）
すり鉢（IV・162＞
せきれい（V　・213）
すりPt（N・162）
すっぱい（1・41＞
すっぱい（1・41）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（ILr・163）
すりこぎ御・163）
ごみ〈lllのごみ〉（Vi　・274）
すりこぎ（N・163）
ひまご（猛。139）
ひまご（凱。139）
とりおどし（W。189）
とりおどし（N　・190）
片足跳びをする後部分（9・
・S王IN
－SIIN
．S夏IN
－SIIN
－SIIN
S正（1）NA
S正（王）NA
SIINABOOZU
SIINABOTABOTA
SIINAE
SIiNAENOKO
SIINAGUSANOKO
SIINANOBOKKe
SI夏PACI
SI夏RO
一SIIRU
－SIIRU
－SIIRUN
一SIIRUN
S王（王）SAMA
SIISIIGAERU
SIIS凹くAZE
SIISYA
SIITA
SIITAKE
SIIWASATTE
SIIYANASATTE
SIIZI
SIIZIISAN
SIIZISSAMA
SIKA
SIKABOO
SIKACIMtwwAA－
Sl’KAHIMUU－
SIKAKE
SIKAKEKKO
SIKAKKA
SIKAKKOI
SIKAKNA
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　55）
くすぐる後部分（li・82）
匂をかく後部分（紅・86）
せきをする後部分（嚢・88）
いびきをかく後部分（ll・90）
うそをつく後部分（嚢・92）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
つくし（V。244）
つくし（V。244）
つく　し（V●244）
すり鉢（W・162）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
灸をすえる後部分（遜・84）
せきをする後部分（ll・88）
片足跳びをする後蔀分（H・
　55）
せきをする後部分儒・88）
掘父（m・141）
ひきがえるその1（V・219）
つむじカtSぜ（Vl。264＞
癒（剛●132）
舌（IH曹117）
きのこ（V・245）
明明明後ff（Vl・286）
開明明後日（～伽286）
蜘蛛の糸（V・235）
暫祖父㈲・142）
曽複父（M　・142）
すっぱい（1・41）’
もみがら（Ty「・171）
うそをつく前部分（ll・91）
うそをつく前部分（∬・91）
ゆうだち（Vl・255）
すぎな（V●243）
懇ヨ角い（　1　。26）
四角い（1・26）
四角い（1・26）
SIKAKU
SIKAKUDA
SIKへK琴I
SIKAKUNA
SIKAKUNO
SIKANNA
SIKASIMUNI
SIKE
SIKE
SIKE
SIKEAME
SIKEBVRI
SIKEE
SIKEITO
SIKEMOYOO
SIKEN
SIKEZU
SIKI
SIKI
S工K：王
SIKICU｝（IKUSAI
SIKIKUSAI
SIKIO－
SIKIRE（E）
SIKIRI
SIKIRIN（KO）
SIKIWATA
S王KKAKNA
SIKKAKU
SIKKAKUDA
SIKKAKU夏
SIKKAKUNA
SIKKAKUNO
SIKKATOSEE
SIK（K）INOKO
SIKKONAGI
SIKKU
四角い（1・26）
四角い（1・26）
巨q角い（　1　・26）
四角い（1。26）
翅角い（1・26）
四角い（1。26）
うそをつく前部分（褻・91）
ふけ（皿・105）
絹糸（N・155）
梅雨（M・254）
梅雨（Vl。254）
梅雨（Vl。254）
梅雨（V1●254）
維糸（N・155）
梅繭（W。254）
月（Vl・252）
梅爾（Vl・254）
蜜圭（V・218）
おたまじゃくし〈ヒキゼワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
月（Vl●252）
焦げ奥い（1・36）
焦げ臭い（1　●36＞
せきをする前部分（1・87）
せきれい（V。213）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
真綿（i＞●159）
四角い（　1　。26）
㎎角い（1・26）
四角い（i・26）
四角い（1・26）
四角い（　1　・26）
2璽角Pt（　1　●26）
肩1車〈特殊な名称〉（膿・150）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細麟〉（V・
　223）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
カ・・カ、と（皿・129）
SIKKUG（g）I
SIK（K）UNAGIDORI
SIK（K）UNAG工（KO）
SIKO
SIKOEBI
SIKOIBI
SIKeKEN一
SIKOKUIMO
SIKeMAGO
SIKOMAGO
SIKON
SIKONGI
SIKONOEBI
SIKO（O）HO（O）
SIKOO田
SIKOOIN
SIKOORUN
SIKO’OYA
SIKORUN
．S正K：OWA
S凪OYUBI
SIKOZI
S護くOZIKO
SIKOZISA
SIKOZISAMA
－S王夏くU
S夏KUBU
S璽K：UBU
SIKUBUU
SIKUG（g）I
SIKUHU
SIKUHU
SIKUKU
SIKUMO
Si’KUMO
－SIKUN
SIKURAGEDORI（KO）
鏡KURUN
SIKUU
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すりこぎ（IV・163）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
ひまご（岨・139）
ノ」、手護（阻・125）
／」、蜜旨（濯・125）
七尾跳びをする前部分（ll・
　54）
じゃカ｛いも〈特殊な名称〉　（iy「・
　175）
ひまご（則・139）
やしゃこ（1聾・140）
作る（ll・56）
片足跳びをする前鰯奴嚢・
　54）
／Ji手ts（1耳。125）
桑（V・212）
桑1（V・212）
作る（fi・56＞
イ乍る（琵・56）
善樵父（胆・142）
作るω・56）
いびきをかく後部分（il・90）
小蜜（1韮・125）
蛍祖父（雛・142）
曹祖父（M　・142）
曽祖父侮・142＞
嘗祖父（M　・142）
いびきをかく後部分（it・90＞
もみがら（N・171）
もみがら（pa　・171）
もみがら（N・171）
すりこぎ（W・163）
桑（V．212＞
もみがら（N・171）
桑（V。212）
もみがら（N・171＞
もみがら（IV・171）
せきをする後部分（距88）
せきれい（V・213）
イ乍る（＃・56）
もみがら（N。171）
S正1くYO－
SIKYUU
SIrmDEBO
S王MAIIMO
SIMAIMO
S更MAITO
SIMAKE
S正醗磁
SIMAiq
SIMAK］［KAZE
S三MAPL難
SIMARA
S王MARU
SIMATooBANA
S三M£
SIME
SIME
S恕£
S韮M危
S王MEDA瓢A
SIMERU
SIMEZI
S更瓢I
SIM王
SIM夏
SIMI
SIMI
SIM王
SI順
SIM置
slM茎
sl磁
SI醗BARE
SIMICUKIKUSAI
SIMICUKU
SIMIDAE
S正MIDAE
SIMI－DEKIRU
SIMI－DERU
SIMI　IRU
SIMIISIMII
せきをする酪部分（E　・87）
g　（　vi　・252）
かたつむりその3（V。238）
ξE芋その2（IL「・178＞
里芋その2（揮。178）
機糸（rv・157）
ゆうだち（M・255）
つむじかぜ（W・264）
つむじかぜ（～4・264）
つむじかぜ（M。264）
なめくじ（V・239）
つらら（擁・262）
つらら（層・262＞
すみれ（V・240）
とりおどし（IV・189）
かかし（iy「・190）
とりおどし（IV・189）
と　りおどし（坪●189）
かかし（IV　490）
オヨ・手三｛三（櫃1●145＞
ぐ手拭が〉～索る（K・97）
きのこ（V。2壊5）
癒（涯．132）
ほくろ〈小さいもの〉
　　（照・133）
とりおどし（W。189）
かかし（W・190）
氷（Vl。261）
つらら（男・262）
とりおどし（i＞・189）
かかし（iv・190）
とりおどし（IV。189）
かかし（IV・190）
凍優（1正。127）
焦げ亡い（1・36）
〈手拭が〉～東る（fi・97＞
氷（X・261）
つらら（Vl●262）
癒になる（ll・80）
癒に：なる（嚢・80）
癒に：なる（嚢・80）
疑の鳴き声その1（Vi　・298）
SIMEI・NI　NARU
SIM三PARE
SIMIPARI
SIMIRU
S王MIRU
SIMIRU
S王MIRURU
SIMITAREAME
S豆M王TE　KOGORU
SIMITE　KOORU
SIM至YAGE
SIMIZAE
SIMIZI
S三MO
SIMO
S三MOARE
SI鍼OBA£
SIMOBA茎
SIMeBARE
SIMOBARURU
S王嫉OBASIRA
S正MOBAS王TA
SIMOBUKURE
SIMOBUKURERU
S茎MOGANE
SIMOGANE
S王M／OGE
SIMOGERU
SIMOGUI
SIMOGUI
SIMOGURI
S王鍼OKAGAN
SIMOKAKE
S正MOKARE
SIMOMAGE
SIMOMAKE
S夏MONIE
SIMOPARE
S正MORE
SIMORI
SIMORO
SIMOYAGE
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癒に二なる（H・80）
凍傷（膿・127）
凍修蚕（渥｝・ユ27）
〈水が〉凍る（嚢・96）
〈手拭が〉凍る（韮・97）
凍傷（田・127）
〈手拭が〉凍る（韮・97）
梅畑（V卜254）
〈手拭が〉凍る（登・97）
＜手拭が＞1東る（H。97）
礫傷（阻驚127）
つらら（擁。262）
きのこ（V・245）
とりおどし（W・189＞
かかし（揮・190）
凍傷（皿．127）
凍二二（Hl．127）
凍｛霧妄（】H。127）
Z索健藝（Hl．127）
ぐ手拭が＞1東る（懸・97）
つらら（Vl●262）
つらら（顎。262）
雨脚響（遜●127）
凍婬鍔（且1・玉27）
氷（擁・261）
つらら（Vi・262）
凍傷（銀．127）
esミ傷（且1・127）
氷（Vi摩261）
つらら（ヤ1・262）
氷（Vl。261）
氷（M・261）
凍傷（胆。127）
凍傷（1韮・127＞
凍傷（阻。127）
凍傷（錘・127）
凍傷（1旦。127）
凍傷（X　．127）
つらら（擁・262）
煙（Vi。265）
つらら（V【．262）
～東傷（IH。127）
SIMOYAKE
SIMOYAIKERU
SIMOYAKI
SIMOYOBI
SIMOZIRU
SI］vfU
SIMU
SIMUCI
S王MUGUα
SlwwARI
SIMURU
SIMURU
SIN
SIN
SIN
S脳
SIN
SIN
－S脳
一SIN
SINA
SINA－
SINAASATTE
SINAASATTE
S脳A1）AMA
SINAGO
SINAGUSANOHANA
SINAGUSANOeYA
SINalMO
SINANAIMO
SINANOIMO
SINANOMOE
SINASATTE
SINASITURU
S’奄mATABANA
SiNBA
S脳BARE：
凍傷（dl　・127）
凍纒（膿。127）
凍優（籔［●127）
疑（V・2王2）
〈手拭が〉凍る（∬・97）
癒になる（遜・80）
〈手拭が〉～東る（∬・97）
みずおち（礪・130）
みずおち価・王30）
凍傷（紐●127）
〈水が〉凍る（嚢。96＞
〈手拭が〉～東る（∬・97）
癒になる（H。80）
唾（皿・118）
牛ヒ，罵（V．203）
牝牛（V・208）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V●250）
せきをする後部分（藝・88）
いびきをかく後部分（il・90）
太陽（Vi．251）
きな旧い糊部分（1・34）
明明後日（VI・285＞
明H壌　Pfi後日（VI。286）
お手ヨ三（正至・145＞
お手玉（H［●145）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
じゃがい・もく特殊な名称〉（押・
　175）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
じゃがいも〈瞥殊な名称〉（Iv。
　175）
つくし（V・244＞
明明明後日（Vi・286）
雀（V・214）
すみれ（V・240）
牛ヒ，囁（V●203＞
凍傷（IH亀127）
SINBARI
SINBOKU
SINCIKARA
S工NCYeOSEE
SINDA
SIN　DEKIRU
SINDOORAI
SilNTEKO
SINGARA
SINGI
SINGIRI
SINGIRU
S夏NGO（～）
SINGORO
SINGURI
SINGURU
SINGYしπJ
SINICI　・｝Nll　NARU
SINICI　YORU
SINI－IRU
S王NIKOMU
SINI　KUROMU
SINIMI－DEKIRU
SINKANGOORI
S㎜くARA
SINKE　・一」
S群KIC王M£
SINKO
SINKeNKON
SINKoRo　t－
SINKOYUBI
SINMAKI
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凍傷（則・127）
森（『V・198）
せきれい（V・213）
庸車く特殊な名称〉（盤・150＞
癒に1なる（韮・80）
癒になる（ll・80）
雷（Vl・256）
もぐら（V・2王1）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
片側跳びをする前部分（fi・
　54）
つむじ（田・102）
癒になる（∬・80）
片足跳びをする前部分（遜・
　54）
片建跳びをする繭部芳（li・
　54）
氷（Vi．261）
つらら（M・262）
学ヒ牛（V●208）
癒になる（fi・80＞
癒になる（H・80）
癒に二なる（韮・80＞
癒になる（H・80＞
癒になる（且・80）
癒になる（獲。80）
つらら（畷・262）
導燈跳びをする前部分（9・
　54）
片廻銚びをする前部分ω・
　54）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
片下跳びをする前部分（郎
　54）
呼野跳びをする前部分（猛・
　54）
等星跳びをする爾部分（距
　54）
ノ」、季湊（贋●125）
つむじかぜ（M　・264）
SINMAKKAZE
SINMAT
SINNA
SINNAANI
slrergAN
SINNANOKO
SINNOKEE（Av　he：］
SINrWKU
SINOASATTE
S醸OGOOR貰
SINOEIACI
SINOKOYUBI
SINPal
SINPANI
S脳1）ARE
SINPEE
SINRIN
S脳SII瓢0
SINSIN
SINSINTAROKI
S脳SYUUI蟹0
S脳TANTARUK王
SINU
SINU
S茎NU
SmuYUU
SINUU
SINZAE
SINZERU
S服Z正N
SINZINTARIKI
SINZYOO　SERU
SINZYooSERU
SIOAMADA
SIOAMA歪
S茎OAMAKA
SIO氾
SIOGARA
S10日目RA玉
つむじかぜ（W・264）
つむじかぜ（耀・264）
すぎな（V・243＞
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237）
つくし（V・244）
灰（礪・270）
里芋その2（TV。178＞
明明後日（M。285）
つらら（Vl。262）
すり鉢（W・162）
4、ヂ妄垂（罎・125）
唾（恥・118）
凍傷（膿．127）
雪垣（燕。127＞
唾（阻・l18）
林（IV・199）
じゃがいもく特殊な名称〉（IV・
　175）
片足跳びをする前部分（駈．
　54）
つらら（V1・262）
｛二やカζいもく特殊な名称〉（N・
　175）
つらら（M。262）
癒になる（琵・80）
IYIi　H　（　X　・278）
昨日（Vi●278）
一昨晩、（Vl・277）
昨日（W・278）
つらら（W。262）
やる（1・73）
つらら（Vl・262）
つらら（耀・262）
数える（錘。69）
＜お金を＞i数える（M。296＞
〈壌味が〉うすい（1・38）
〈塩味が〉うすい（i・38）
〈塩味が〉うすい（i・38）
肩車く特殊な名称（飢・15G）
しおからい（1。39）
しおからい（1・39）
SIOGARAKA
SIeGARE
SIOGAREE
SIOHAII
SIOKAIKA
S王OKARAA
SIOKARA正
S正OKARAI
SIOKARAKA
SIOKAREE
SiOKARI
SIOKARUKA
SIOKARYAA
SIOKENNEE
SIOKKARAI
SIOKKAREE
SIOKUDOI
SIOKUDOI
SIOMAKI
SIONAGARE
SION－AMAKA
SIONGAIKA
SIONKAAKA
SIONKARAKA
SIONKARUKA
SIONNAKA
SIOOASATTE
SIOPPA更
SlOS正O
SIOUSU王
SIOZYOPPAI
S茎POKORI
SIPPACI
SIPPOGORI
S三PPOH｛JR三
SIPPYADONKU
SIPUKA．RA－
SIRA
SIRA
SIRA
SIRA
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しおからい（1・39）
しおからい（正。39）
しおカ■らい・（夏　●39）
しおからい（1・39）
しおからい（1・39）
しおからい（｛・39＞
しおからい（1・39）
すうばい（1・41）
しおカtSらい（茎。39）
しおからい・（1・39）
しおからい（1・39）
しおからい（｝・39＞
しおからい（1。39）
〈薄味が〉うすい（｛・38）
しおからい（1・39）
しおからい（1。39）
しおからい（1・39）
すっぱい（1・41）
つむじかぜ（耀・264）
ごみ〈川のごみ〉（M・274＞
〈塩町が〉うすい（i・38）
しおカΣらい（1　●39）
しおからve（1・39＞
しおからい（1・39）
しおからい（1・39）
〈塩味が〉うすい（1・38）
明明後日（Vi●285）
し：おからい（1・39）
肩車〈特殊な名称〉（皿。150）
〈塩味力｛〉うすい（1・38）
しおからい・（1・39）
灰（Vl・270）
すり鉢（W・162）
灰（Vl・270）
せきれい（V・213）
ひきがえるその2（V・220）
しおカtSらい（　1　。39）
顔（m・106）
頬佃・107）
米びつく特殊な名称〉（IV・
　　166）
とげく指にささる木や竹の細片〉
SIRA
SIRAASATTE
SIRAASATTE
SIRABERU
SIRABOKO
S五RABURU
SIRAEB正
SIRAGAIICYUU
S王RAGOCひ
SIRAGOTO－
SIRAIBI
SIRAKUMO
SIRAMEHAGI
SIRANE
SIRANUNKUSA
SIRAPPEE［Npe：）
SIRASATTE
－SIRASERU
SIRAYびBI
SIRAZI
SIRBACI
SIRI－
SIRIASATTE
SIRIBAACI
SIRIBACI
SIRIBACI
S王RIBACI
SIRIBACI
S王RIBACI
SIRIBACIBoo
SIR三BACIBU三
SIRIBACU
SIRIBAU
S正RIBOKIR正
S王RI】300
SIR茎Boo
SIRIEBI
SIR聡AACI
SIR頂ACI
SIR狂【Aα
　　（V・249）
太陽（W・251）
明明後日（Vl。285）
明明旦層後R（Vl●286）
〈お金を〉数える（礪。296）
ふけ（阻・105）
〈お金を〉数える（耀・296）
’」、手旨（HI・125）
絹糸（N。i55）
うそをつく前部公（猛・91）
うそをつく前部分（皿・91）
ノ」、ま旨（胆．125）
ふけ伽・105）
カ》まきりく特殊な名称〉（V・
　230）
ふけ（胆・105）
どくだみ（V・242＞
灰（VI．270）
胆明後日僅・285）
うそをつく後部分（冠・92）
／」、重臣（1亘。125）
すり鉢（ILr・162）
すり鉢（iv●162）
せきれい（V・213）
明明明後日（Vl。286）
すり鉢（N・162＞
すり鉢（W・162）
すり鉢（｝Nr・162）
すり鉢（即。162）
すり鉢（W・162＞
すり鉢（IVf・162）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すり鉢（N・162）
すりこぎ（N・163）
とtう・・げ（V・224）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（配・163）
ノ」、餐雪（Hi・125）
すり鉢（N・162）
すり鉢（N・162）
すり鉢（IV・王62）
SIRMACIBUI
SIRIHASI
SIRIHURI（DORI）
SIR斑UR王OMACU
SIR正IB王
SIRIKOB三
slRIKOG（e）E
S王R正KOG〔9〕I
S正R正KlOG〔馨〕I
S’P’qIKOG（lj）I
SI’RIKOG［9）’i
S璽RIKOG〔弓〕董
S’P’ql’KOG（9｝I
S茎R重KOGこ弓〕I
SIRIKOG（lj）IBO
SIRIKOG（o］IBO
SIRIKOIBE
SIRIKOIBI
SIRiKONOYUBI
SIRIKOYUBI
SIRIKUCI
SIRIKUCIHASIGI
　SYUN
S王RIKUG〔9〕王
S董R正KUG〔9〕I
SIRIKUG（g）I
SIRIKUI
SIRIKUKI
SIRIKUZ工
SIRITAKA
SIRITATAKI
S王RITATAK玉TARO－
　zyoo
SIRIYUBI
SIRKOG（g）I
S王RKOK
SI’RKUG｛g）I
SIRKUK
S正RO－
slRo一
一SIRO
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すりこぎ（N・163）
すり鉢（W・162＞
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
’」、｝旨（贋●125）
ij、垂旨（盟●125）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（iLf・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（押・163）
すりこぎ（EYi・163）
すりこぎ（fV「・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N　・163）
すりこぎ（W・163）
君寸旨（贈・125）
ノ」、罫雪（且1●125＞
ノ」x｝羨（1韮．125）
4＼叢彙（｛藍●125）
すりこぎ（即。163）
偬を〉背負うω・65）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（IY「・163＞
すりこぎ御・163）
th、カ・・と（盟・129）
すりこぎ（IV「・163）
すりこぎ（IV「・163）
せきれい（V　・213）
せきれい（V・213）
せきれい（V・213）
ノ」x季羨（且10125）
すりこぎ（IYi・163）
すりこぎ（N・163＞
すりこぎ（罪　・163）
すりこぎ（N・163）
うそをつく渤部磐（ll・91）
うそをつく荊部分（H・91）
片足跳びをする後部分（ll・
　55）
一SIRO
SIROASATTE
SIROBACI
S王ROBAI
SIROBEE
SIROEBI
sl’RoGCg］1’
SIROIBI
SIROIGOEYYN
SIROIKOME
SIROIMO
SIROIMO
SIROIMUTA－
SIROKAME
SIROKI
SIROKKO
SIRO］KKU［
SIROKO
S王ROKO
S璽ROKOG〔葛〕茎
SIROKU
SIROKUI
SIROKUYUBE
S五ROKUYU8正
SIRONUKA
sl’RoO－
SIROYUBI
SIROYUMITA一
一SIRU
一SIRU
－SIRU
－SIRU
－SIRU
－SIRU
SIRUBAC夏
SIRUBACI
SIRUEBI
SIRU　AC正
S王RUHACI
SIRUHACI
せきをする後部分（9・88）
明明後Eヨ（Vlの285）
すり鉢（INf・162）
灰（Vl・270）
せきれい（V・213）
4、ま旨（燕・125）
すりこぎ（N　・163）
i］、チ旨（膿。125）
うるち（N。168）
うるち（W・168）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
里芋その2御・178）
うそをつく§f∫部分（＃。91＞
とthtSげ（V・224）
カ・・カ・・と（擁・129）
カM　fJ　biと（願。129）
カ》カ、と（膿・ま29＞
ふけ（鐵。105）
カΣカェと（釦。129）
すりこぎ（W・163）
カ・・カtsと（m・129）
くるぶし（擁・128）
ij、餐雪（正1・125）
zjxまts（｛獲◎125）
もみがら（IV・171）
うそをつく蔚部公（n。91＞
層、季旨（霊●125）
うそをつく前部分（獲・91）
片足跳びをする後部分儒・
　55）
匂をかく後部分（＃・86）
せきをする後部分（H・88）
いびきをかく後部分（嚢・90）
うそをつく後部分（H・92）
三二の糸（V。235）
すり鉢（W・162）
すり鉢（N・162）
月、｝旨（紐・125）
すり鉢（W。162）
すり鉢（N　・162＞
すり鉢（W・162）
SIRumCIBUI
SIRUHI
S王RUKKA
SIRUKOG（g）I
S王RUKOG〔切薫
srRuKoG（p）IBoo
SIRUKUG（g）I
SIRUKUG｛g）I
S｝’qUKUG（9）I
SIRUIく＝UUGこ9〕I
SIRUKUZI
S王RUKUZ三I
SIRUN6（s）UCI
SIRUPACI
S茎RUSA
SIRUSI
SIRUSINUKA
SIRewAACI
SIRYAASATTE
SIRYASATTE
SISAKU－
SISAKUU
SISASATTE
SISATTE
SISIGE
SISIKONORI
SISIMETANKON
SISIMEYOKE
SISIMISYOO
SISINBIKI
SISINOODOSI
SIS脳PIKI
SISIUMA
SISI　SINDA
SITA
SITA
SITAA
SITAAG王
SITAAGI
SITAAGO
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すりこぎ（N・163）
癒（皿●132）
癒（胆●132）
すりこぎ（iN「・163）
すりこぎ（N　・163）
すりこぎ（W・163＞
すりこぎ（麗・163）
すりこぎ（iy・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（IV・163）
すり鉢（N・162）
癒（疽【・玉32）
劣謹ミ（1且●132）
もみがら（N・171＞
すり鉢（W・162）
明明蒙菱Eヨ（V韮。285）
明明後日（Vl。285）
せきをする箭部分（H・87）
ふけ儲・105）
1妻彗明旦層後Eヨ（Vl●286）
明明明後日（VI．286）
たてがみ（V・205）
〕樗箪〈特殊な名称〉（膿。150）
かたつむりその1（V・236）
とりおどし（N・189）
とかげ（V・224）
せきれい（V。213）
と　りおどし（W・189）
すみれ（V・240）
肩車〈特殊な名称〉（瓢・150）
癒になる（嚢。80）
舌纈・117）
太陽（Vl・251）
iEi（　ge　・l17）
あご〈とがった部分〉価・
　　108）
あご〈全体〉（匪・109）
あご〈とがった部分〉（m・
　108）
SITAAGO
SITABERA
SITABERE
SITABERO
S王TABIRA
SITAB工RO
SITAG（g）E
SITAGEN｝〈O
SITAG（s）I
SITAGUTI
SITA｝｛［AKOCI
SITAHAKOCI
S王TAK：E
SITAKE
S正TAKI
SITAKI
SITAKIAME
SITAKO
SITAKUCI
S正TAKUCI
SITAM正
SITANBERO
SITANE
SITANEKKO
SITANOSAKI
SITANSAKI
SITAPPERA
SITARA
S工TARA
SITARAGI
SITARAGI
S王TARAGI
S王TARAGI
SITARAGIMUNU
SITARIGIMUN
SITARIGIMUN
SITASASIIBI
SITASASIYUBI
－SITEARUKU
あご〈全体〉（羅・109）
舌（錐。117）
舌（1巨・ll7）
番（1耳書117）
雷倒・117）
舌（獲・1王7）
唾（碓・118）
片足銚びをする前部分（ll・
　54）
唾（延・ll8）
あご〈全体〉（M　・109）
あご〈とがった部分〉（膿・
　le8）
あご〈金体〉（毬・109＞
唾（阻・118）
ゆうだち（Vi　・255＞
唾（斑。118）
ゆうだち（壌・255）
ゆうだち（擁・2SS）
舌（班。117）
あご〈とがった部分〉（則・
　108）
あご〈金体〉（M　・109）
かたつむりその2（V・237）
舌（IH・117）
番（則・ll7）
舌（1韮・117）
舌（猛・117＞
番（［匪。117）
舌（阻・117）
EE（　pt　・117）
つらら（W・262）
とりおどし（［V・189）
かかし（ILt・190）
とりおどし（fVi・189＞
かかし（N・190）
かかし（罪・190）
とりおどし（押・189）
かかし（W・190）
人差し揚僅・122）
人差し指幡・122）
緯足跳びをする後部分（U・
一SITEASOBU
SITEE
SITERU
S璽TI王
S王TIIN
SITIN
siT茎N
SITIRUN
S買IRUN
SITIRYUM
S王丁夏RYUN
S至丁王YUM
S正TIYUN
slTe－v
SITOBAKO
SITOMONO
－SITOONE
SITORIKUSAI
S王TOSASI
SITOSASIEBI
S茎TOSASIIB茎
SITOSASIYUBI
SITTA
S王TTAKE
SITTAK工
S買’（T）ATAK王
SIWAA
SIWABUKI－
SIWABUKIGA－
SIWABUKU
SIWAI
SIWAK夏一
SIWAMUKI－
SIWASASATTE
SIWASATTE
SIWASATTE
S夏YAA
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　55）
片足跳びをする後部分（H・
　55）
捨てる（琵。62）
捨てる（嚢・62）
捨てる（＃・62）
捨てる（猛・62）
捨てる（ll。62＞
捨てる（ll・62）
捨てる（屡・62）
捨てる（匪・62）
捨てる（匪。62）
捨てる（＃・62）
捨てる（薮・62）
捨てる（藝・62）
杵足銚びをする前部分（琵・
　54）
米びつ〈特殊な名称〉（N。
　166）
陶磁器（N・161）
片足跳びをする後部分（ll・
　55）
焦げ臭い（い36）
人差し指（皿・122）
人差し指伽・122）
人差し指（腱・122）
入差し指価・122）
雪（則・117）
＠（M・118）
歴匡（HI・118）
せきれい（V・213）
唇（胆・116）
せきをする前部分（恥87）
せきをする前部分（恥87）
せきをする後部分（ll・88）
しおからい（1。39）
せきをする前部分（U・87）
せきをする前部分（ll・87＞
明明明後日（M・286）
明明後日（WO　・285）
明㎎明後日（擁・286）
すりこぎ（N・163）
SIYAAASATTE
SIYABUKI－
SiYA｝taTTE
SIYASACCYE
SIYASATTE
SIYASATTE
SIYASATTYE
SIYASYATTE
SIYASYATTE
．S正YU三
SIYUME
－SIYUT
S五ZI
slZ茎
SIZIITU
SIZIMIKATANKO
SIZUNA
SIZYUUKARA
SOBA
SOBAE
SOBAI
SOBAKARA
SOBAKASU
SOBmeWA
SOBARI
SOBAR夏
SOBE
SOBEE
SOBERA
SOBERA
SOB王RA
SOBOKASU
明明明後日（Vl．286）
せきをする荊部分（il・87）
明明後E］（va　・285）
明明後日（M・285＞
明明後Eヨ（Vl。285＞
明明明後闘（通。286）
朋明後日（VI・285）
明明後臼（Vl・285）
明明明後日儲・286＞
灸をすえる後部分（ll・84＞
雀（V・214）
灸をすえる後部分（ll　．84）
唾（IH・1王8）
米びつ〈欝殊な名称〉（iμ・
　166＞
絹糸（EV。155）
すみれ（V。240）
すぎな（V　・243）
せきれい（V　・213）
髪蓉（Hl。l16）
ゆうだち（壌・255）
ゆうだち（Vl・255）
ほくろ〈小さいもの〉（涯・
　133）
ほくろ〈小さいもの〉（撫・
　133＞
ほくろく小さいもの〉（瓢・
　133）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈いばら。さんしょうなどの
　とC一ず〉　（V・250）
とげ〈指にささる本や竹の細片〉
　　（Y　・249）
ゆうだち（W。255）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）
とげ〈振にささる木や物の細片〉
　　（V・249）
ほくろく小さいもの〉（紐・
??????? ???
?????
㈹㎜????
ARBEOS
U鐙
ARE
?RE
?R?G
1
AR?
oG
盾f
盾f
盾f
盾f
盾f
??
??
??????
??
S
UGOS
ARU
ERU
oG
盾f
（???
O?????
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　133）
驚く　（韮．77）
鱗（V・217）
鱗（V●217）
驚く　（頂・77）
焦げ臭い（1・36）
とげく指にささる木や竹の細替〉
　　（　V　・249）
絹糸（rv　・155）
とげ〈精にささる木や竹の細片’〉
　　（V　・249）
つくし（V・244）
つくし（V。244＞
陶磁器（lyf・王61）
とげく指にささる木や腔の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
灸をすえる後部分（ひ8の
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V・250）
とげく指にささる木や竹の細片ウ
　　（V・249）
とげく旛にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　Y　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈借にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈振にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈季旨にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
やしゃこ（阻・140）
うるち（iv・168）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
SOKKUI
SOKOAZYA
SeKOCUKIKUSAI
SOKOKUSAI
SOKUBA
SOKUBINOKEE
SOKUMAI
SOME
SOME
SOMEBANA
SONA
SONGE
SONGI
SONGUI
SONGUI
SONKI（1）
SeNKUGI
SONKUI
SONKM
SONOASATTE
SONOMAENOBAN
SONOSAKINOBAN
SONZISENBA
SONZISENBAN
soo
soo
SooBAI
SooDO
SOOEN
SO（O）HI
　　（　V　・249）
とげ〈詣にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
ほくろ〈小さいもの〉（聡・
　133）
焦げ輿い（1　．36＞
焦げ臭い（i・36）
とげ〈掲にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
たてがみ（V・205＞
飯米（W・170＞
とりおどし（IV。189）
かかし（！V・190）
すみれ（V・240）
せきれ．い（V・213）
とげ〈指にささる木や竹の継目〉
　　（V　・249）
とげ〈指にささる木や竹の鋤焼〉
　　（　V　・249）
とげく指にささる本や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V・250）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげく指にささる木や竹の細口〉
　　（　V　・249）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V●250）
明明後爾（畷。285）
一無乍晩（V玉●277）
一昨晩（VI・277）
まないた（Ar・164）
まないた（IV・164）
〈包を〉背負う（n・65）
うるち（N・168）
ゆうだち（WO・255）
かかし（N・190）
畑（郵・188）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
SooMAYAKI
SO（O）MEN
SooMINNAA
SooRI
SooROOBAACI
SO（O）SI
SooTOME
SOOZIGARA（A）
SooZIGURU
SooZIMUYAA
SOOZ夏SA夏BAN
SOPAI
SOPAI
SOPE
SOPPAI
SOPPE
SOPPE
SOPPEE
SOPPEENEE
SOPPERA
SOPPI
soppo
SORAGOCU
SORAGocU－
SORAGOCUO－
SORAGOTO
SORAGOTO－
SORAGOTOO－
SORAKKOTOO－
SORAMUKI
SORAPPACIO－
SORAPPEEO－
SORAPPEO－
SORKOK
SORO－
seRoTToKooKA
SORU
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　　（　V　・249）
陶磁器（N・161）
すぎな（V・243＞
すみれ（V・240）
林（N●199＞
すり鉢（IV・162）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
おたまじゃくし（V・221）
ごみ〈掃除の対象〉（W・273）
ごみ〈掃除の対象〉僅・273）
かなへび（V・225）
まないた二（EL「●164）
しおからい（1・39）
すっぱい（1・41）
しおからい（1・39）
しおからい（1・39）
しおからい（1・39）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
し：お」からい（1・39）
〈塩味が〉うすい（1・38）
とげく指にささる本や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
頬（盟。1Q7）
うそをつく繭部分（9・91）
うそをつく前部分（fi・91＞
うそをつく前部分（ll・91）
うそをつく前部分（匪・91）
うそをつく前部分（E・91）
うそをつく前部分（猛・91）
うそをつく前部分（猛・91）
とうがらし（N・183）
うそをつく萌部分（ll・91）
うそをつく前部分（ll・91）
うそをつく崩部分（践・91）
すりこぎ（酔163）
うそをつく前部分（9。91）
桑の嶋き声その2（M・299）
〈包を〉背貨う（レ65）
SOSERA
SOSOBE
SOSOBIRE
SOSOGE
SOSOGI
SOSOKE
SOSOKURE
SOSOKURENOTOGE
SOSOKURI
SOSORA
SOSORI
SOSORO
SOTO
SOTOMONO
SOTON王WA
sou
sou
－SOWA
－SOWA
－SOWA
SOYAKE
SOZAKE
SSAGA
SSAGAN
SSAHUK正
SSAKAKE
SSASATTE
．SS置
SSIRUN
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈揚にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげく指にささる木や竹の細稗〉
　　（　V　・249）
とげ〈詣にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈指にささる本や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈撫にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
庭園（W・193）
陶磁器（N・161）
庭園（iv・193）
〈幼児を〉負う（H・64）
〈包を〉背質う（嚢・65＞
せきをする後部分（影88）
いびきをかく後部分（ff・90）
うそをつく後部分（＃・92）
癒（1匪・132）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
ふけ幡・105）
ふけ儒・105＞
ふけ（E・105＞
ふけ億・105）
規明後日（W雇　・285）
いびきをかく後部公（9・90）
捨てる（R・62）
SSUMUZ愛
SSUMUZXNUNN
SSURU
su
su
－su
．SU
－su
－su
－su
－su
－su
－su
SUASATTE
SUASATTE
SUBA
SUBA
－SUBA
SUBAA
SUBAA
SUBAE
SUBA王
SUBAI
SUBAI
SUBARI
SUBAR三
SUBARU
SUBBACi
SUBBAT
SUBE
SUBE
SUBERA
SUBETA
SUBO
SUBO
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塁芋その2（IV「。178）
里芋その2（TV。178）
捨てる（＃・62）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235）
片屋跳びをする後部分（距
　55）
灸をすえる後部分（距84）
匂をかぐ後部分（fl・86）
せきをする後部分（H・88）
いびきをかく後部芳（ll・90）
うそをつく後部分（ll・92）
蜘鎌の巣（V・234）
事様の糸（V・235）
明明後日（va・285）
明明明後日（VI●286）
響（1韮・l16）
雷（灘。117）
ts（Iil　・116）
g（　va　・116）
舌（1鼠。117）
ゆうだち（W・255）
すっぱい（1・41）
ゆうだち（羅・255）
灰（　Vl・270）
とげ〈指にささる本や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
すり鉢（W．162）
すり鉢（N・162）
ほくろ〈小さいもの〉（涯・
　三33）
ほくろく大きいもの〉（瓢・
　134）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
女く卑称〉　（1韮●138）
ほこ　り　（Vl●271）
ごみ〈謬にはいるもの〉（距
SUBO
SUBO
SUBOREKUSAI
SUBORI．
SUBORIKUSAI
SUBU
SUBURE－
SUBURU
SUBURUBUUTA
SUCCYARU
sucm
SUCURU
SUCUT
SUDA
SUDAGAMI
SU三）AGE
SUDAK（K）E
SUDAMI
SUDARE
SI．｝DO
SUEASATTE
－SUERU・
SUGA
SUGA
SUGA
SUGA
SUGABARI
SUGABOOZU
SUGABOOZU
SUGA　HARU
SUGA　HARU
SUGAITO
SUGAITO
－SUGAKU
SUGAMA
SUGAMA
SUGAMA　HARU
SUGANA
SUGANANOME
SUGANBOO
　272）
ごみ〈掃除の対象〉（層・273）
ごみ〈川のごみ〉（X　・274）
焦げ臭い（1・36＞
きな契い前部分（1・34）
焦げ奥い（1。36）
もみがら（酔171）
きな奥い前部分（1・34）
頭（1∬・IO1）
おたまじゃくし（V。221＞
捨てる（B・62）
捨てる（塵・62）
捨てる（霞・62）
捨てる（H・62）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
かたつむりその2（V・237）
つらら（刷・262）
とうもろこし（EV「・182）
明明明後日（埴・286）
灸をすえる後部分（＃・84＞
絹糸（N・155）
機糸（N・157）
氷（耀・262）
つらら（VI。262）
とげ〈振にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
〈水が〉凍る（皿・96）
〈手拭が〉～東る（n・97）
絹糸（N・155）
機糸（N・157）
藤織の巣（V・234）
氷（Vl・261）
つらら（鳩。262）
〈水が〉凍る（匪・96）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
つらら（擁・262）
SUGANBORO
SUGANI　NARU
SUGARA
－SUGARA
SUGARADUGA
SUGARAIKKA
SUGAWA
SUGE
SUGE
SUGE
SUGENA
SUGI
SUGI
SUGIBA
SUGIBARI
SUGIBONBON
SUGIBOOSI
SUGIBOOZU
SUGIGU
SUGIGUSA
SUGIGUSA
SUGIMA
SUGIMACU
SUGINA
SUGINA
SUGINABOKOBOKO
SUGINA（BOKOBO－
　KO）NOTOO
SUGINABooZU
SUGINABOOZU
SUGINABOSINOKO
SUGINAE
SUGINAE
SUGINAEBOO
SUGINAEBOOSI
SUGINAEGUSAKO
SUGINAEGUSANOME
SUGINAGUSANOTA－
　Z正
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つらら（耀・262）
〈水が〉凍る（H・96）
つらら（擁・262）
蜘蛛の巣（V　・234）
明明後EI（Vl。285）
明明明後日（Vl。286）
氷（Vl●261・〉
たてがみ（V。205）
もぐら（V・211）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
すぎな（V・243＞
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
月（Viの252）
すぎな（V・243）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
すぎな（V。243）
すぎな（V・243）
つくし（V・244＞
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
つくし（V。244）
すぎな（V・243）
つくし（V。244）
つく　し（V●244）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
つくし（V。244）
SUGINAKO
SUGINANBO（O）
SUGINA（N）BO（O）
SUGINANOBONBO一
　（N）
SUGINANOBONBO－
　R王KO
SUGINANOCUPPO
SUGINANODANBO
SUGINANOHANA
SUGINA（NO）KO
SUGINANOME
SUGINANOOIDE
SUGINANOONBO
SUGINANOOYA
SUGINANOPOKKO
SUGINANOZUKU
SUGINAPPA
SUGINAPPO
SUGINE
SUGINEKO
SUGINOBOO
SUGINOHA
SUGINOKI
SUGINOKO
SUGINOKO
SUGINOTOO
SUG（＃）INUKA
SUGIRA
SUGITOO
SUGOeRI
SUG［g）UBO
SUGUBO
SUG［g）UMO
SUG（e）UMO
SUGUNA
SUGURI
SUGURINBOO
SUHIME
SUI－IUNA
su
すぎな（V・243）
すぎな（V・243＞
つくし（V。244）
つくし（V・244）
つくし（V。244）
つくし（V。244）
つく　し（V。244）
つくし〈V・244）
つくし（V・244）
つく　し（V・244＞
つくし（V。244）
つくし（V・244）
すぎな（V。243）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
すぎな（V。243）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
すぎな（V。243）
もみがら（N・171）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
つくし（V・244）
つらら（罐・262）
もみがら（rVf・171）
灰（擁・270）
もみがら（IV・171）
もみがら（N・171）
すぎな（V・243＞
つらら（M。262）
つらら（Vl・262）
雀（V・214）
すぎな（V・243）
すっぱい（1・41）
一su
一S｛護
一SU王
一SUI
－SUI
SUIBAACI
SUIBACi
SU王BACU
SIJ三BARA
SUIBARI
SUIBARI
SUIBAT
SUIBERI
SUIDASI
SUIbEN
SUIDEN
SU王1）00
SUIGECU
SU夏GUSA
SU欝AT
SU王I
SMII
SU区A
SUIKASU
SUIKOG（g）I
SUIKOG（g）I
sulKOG（g）IBoo
SUIKOHU
SUIKOKI
SUIKOKKU
SUIKOKU
SUIKONBoo
SUIKOT
SU王MON
SU夏N
SUINA
SUINA
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片足跳びをする後部h（ll・
　55）
くすぐる後部分（ll・82）
せきをする後部分（R・88）
いびきをかく後部分（H・90＞
蜘蛛の巣（V・234）
すり鉢（N・162）
すり針（W・162）
すり鉢（W・162）
とげく指にささる木や竹の細〉
　　（　Y　・249）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈いばら。さんしょうなどの
　とけr“〉（V。250）
すり鉢（IV「・162）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
どくだみ（V・242）
水溝〈一区画〉（rv・185）
水虻耀く集合〉（iv・186）
井戸（IV。197）
みずおち（瞑　・130＞
すぎな（V・243）
すり鉢（iNi・162）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
もみがら（IV・171）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（恥163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（N　・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（IN「・163）
すりこぎ御・163）
たんぽぽ（V・241）
すりこぎ（W・163）
みずおち（盟・130）
貰う（H・76）
すぎな（V。243）
つくし（V。244）
SUINANOHO
SUINANOKO
SUINANOTANPO
SUINANOTOO
SUINO
SUINOHAT
SMNOKA
SUINUKA
SU王PPOI
SUIRA
一SUIRU
SUITEE
SUIYARI
SUIZINDORI
SUKal
SUKAKI
－SUKAKI
SUKAPPACI
SUKAPPOI
SUKARAI
SUKE
SUKE一
SUKEDOYUBI
SUKEE
SUKEKEN
SUKEKON（　一一　）
SUKENGYO
SUKENKO（　一一　）
SUKETANGO
SUK王
SUKKal
SUKKE
SUKKEE
SUKKENGO
つくし（V・244＞
つくし（V。244）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
すり鉢（N・162）
もみがら（IV・171＞
もみがら（N・171）
すっぱい（1・41＞
とげ〈指にささる本や竹の細片〉
　　（　V　・249）
灸をすえる後部分（il　・84）
すりこぎ（N・163）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
せきれい（V・213）
すっぱい（1・41）
稲妻（Vl●258）
蜘蘇の巣（V・234＞
頭（租・101）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
すっぱb（1・41）
片足跳びをする蔚翻分（ll・
　54）
ノ」寸旨（皿・125）
すっぱい（1．41）
片足跳びをする前部分（9・
　54）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
片足跳びをする前部分ω・
　54）
片俸足跳びをする前部分（＃・
　54）
片足跳びをする前部分（＃・
　54）
月（V【●252）
すっぱい（1・41＞
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
片足跳びをする前部分（釦
SUKKOG　Cg）I
SUKKOKI
SUKKON
SUKKWAI－
SUKO
SUKO
SUKOKON
SUKOORUN
SUKOTA
SUKOTAMA
SU］E〈10TAN
SUKOTOMA
SUKU
SUKU　一一
一SUKU
SUKUBA
SUKUBARU
SUKUBE
SUKUBE
SUKUBO
SUKUBU
SUKUBUKU
SUKUBUU
SUKUDO
SUKUG（g）O
SUKUGUMI
SUKUHU
SUKUIN
SUKUMO
SUKUMONUKA
SUKUMUN
SUKUNIGUUMII
SUKURUN
SUMA
SUMAGA
SUMAI
SUMARU
SUMIIRO
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　54）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（EVf・163＞
すりこぎ（配・163）
せきをする前部分（＃・87＞
頭（M　・IOI）
ひまご（1狙・139）
片足跳びをする前部分（拒
　54）
作る（遜・56）
頭（頂・101＞
頭（思・101）
頭（頂・101）
頭（阻・101）
桑の鳴き霞その2（VI・299）
せきれい（V・213）
蜘蛛の巣（V・234）
もみがら（PS　・171＞
〈手拭が〉凍る（fi・97＞
ほくろ〈小さいもの〉（撫。
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（盤・
　134）
もみがら（N・171）
もみがら（即・171）
もみがら（N．171）
もみがら（臥171）
ごみ〈川のごみ〉（翼・274）
もみがら（IV・171）
うるち（W・168＞
もみがら（N・171＞
作1る（嚢・56）
もみがら（N・171）
もみがら（即・171＞
うるち（W。168＞
うるち（h1・168）
f乍る（韮・56）
襖障子（IV「・192＞
氷（Vl・261）
家屋（IV・191＞
つらら（擁・262）
すみれ（V・240）
SUMINA
SUM三｝～A
SUM王RE
SUM夏REKO
SUMIRESoo
SUMIRO
SUMOI－
SUMOIKUSAI
SUMOO
SUMOOBANA
SUMOOGUSA
SUMO（O）RO
SUMOORU
SUMOOTORI
SUMOOTORIBANA
SUMOOTORIBANAKO
SUMOOTORIGENGE
SUMOOTORIGENGE－
　CI
SUMOOTORIGUSA
SUMOOTORIKANPU一
　預
SUMOOTORIRENGE
SUMORI
SUMUR正
SUMUZ互
一SUN
一SUN
－SUN
．SUN
－SUN
－SUN
SUNADA瓢A
SUNAGAMI
SUNAGO
SUNAE（ACI
SUNAI
SUNAIMO
SUrslAKIRI
SUNASATTE
すぎな（V・243）
すみれ（V　・240）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
きな臭い肖寿部ラ》（　1　●34）
焦げ臭い（1・36）
もみがら（W・171）
すみれ（V・240）
すみれ（V。240）
子と1二（V。209）
子牛（V・209）
すみれ（V。240）
すみれ（V・240）
すみれ（V。240）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
煙（Vl・265）
つらら（Vl。262）
つむじ働・102）
片足跳びをする後部分（ll・
　55）
くすぐる後部分（ll・82）
匂をかく後部分（ll・86）
せきをする後部分（9・88）
いびきをかく後部分（レ90）
うそをつく後部分（li・92）
お手玉（m・145）
たてがみ（V・205）
お手玉（瓢●145）
すり鉢（W・162＞
肩車〈特殊な名称〉（獄。150）
じゃがいもく特殊な名称〉（W・
　175）
お手鼻1三（瓢・145）
明明後日（Vi・285）
一SUNBA
SUNBU
SUNDAM正
SUNEBABA
SUNGAITO
SUNNOHAT
SUNNOKA
SUNNUKA
SUNODAMA
SUNOOTEN
SUNPEE
SUNUKA
SUNZYA
SUPA正
SUPE
SUPEE
SUPPAI
SUPPAKYA
SUPPE
SUPPEE
SUPPI
SUPPII
SUPPOGORI
SUPPOI
SUPPOKA
SURA－
SURA．
SURAA
SURAGocU
SURAGOCU－
SURAGOCUNZYOO－
SURAGocUU－
SURAGOCYU一一
　SURAGeCYU
SURAGOT－
SURAGOTO－
SURAGOTOBA－
SURAGOTOO－
SURAGO’1’UU．
SURANGOCU
SURASATTE
SURBACI
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蜘蘇の巣（V。234）
かぼちゃ（押・180）
かたつむりその2（V・237）
すぎな（V・243）
機糸（N．157）
すり鉢（IV・162）
もみがら（N・171）
もみがら（N・171＞
お手玉（Hi。145）
頭（M・IOI）
唾（膿・118）
もみがら（恥171）
チ許ア鴛1（iV」●197）
すっぱい（レ41）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1　・41）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1。41）
灰（VI・270）
すっぱい（i・41）
すっぱい（1・41）
〈虹が〉きれいだ（1。47）
きれいに〈鋸除する〉（1・48）
顔（雛・106）
うそをつく荊部分（且。91）
うそをつく簡部分（K。91）
うそをつく前部曾（嚢・91）
うそをつく前部分（B・91）
うそをつく前部分（冠・91）
うそをつく前部分（＃・91）
うそをつく前部分（ti・91）
うそをつく萬部分（嚢・91）
うそをつく前部分（H・91）
うそをつく前部分（ll・91）
うそをつく荊部分（ll・91）
開開後日（Vl・285）
すり鉢（rv「・162＞
SURBAT
－SURERU
SURHAACI
SURHACI
．SUR王
一SURI
－SURI
．SUR互
SURIBAACI
SURIBAACINUBOO
SURIBACCI
SURIBACI
SUR王BACI
SURIBACI
SURIBACI
SURIBACU
SURIBAGCs）I
SURIBAR至
SURIBASU
SURIBAT
SUR茎BO・
SURIBOO
SURIG（g）ARA
SURIG（lj）ARA
SURIG（g）I
SURIG（n）・I
SURIGCg）1’
sURI’G（g］1’
SURIG（lj）INE
SU羅HACI
SURIHACI
SURIHACI
SURIKASU
SURIKI
SURIKKOG（lj）E
SURIKO
SURIKOBACI
SURIKOBACI
SURIKOG（g｝E
SURIKOG（g］E
すり鉢（fV「・162）
灸をすえる後部分（E・84＞
すり鉢（N・162）
すり鉢（N・162＞
片’足跳びをする後部公（H・
　55）
匂をかぐ後部分（恥86）
せきをする後部分（狂・88＞
いびきをかく後部分儒・90）
すり鉢（酔162）
すりこぎ（rv・163＞
すり鉢伊・162）
すり鉢（N。162）
すり鉢（IV「・162）
すり鉢（W・162）
すり鉢（IV。162）
すり鉢（iv・162＞
すり鉢（N・162）
とげ〈指にささる木や物の細片〉
　　（　V　・249）
すり鉢（rVf・162＞
すり鉢（W・162）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（W・163）
もみがら（IV・171＞
もみがら（N・171）
すりこぎ（iLf・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（IV・163）
すり鉢（酔王62）
すり鉢（N・162）
すり鉢（痒・162）
もみがら（EV・171）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（｝V・163）
すり鉢（W・162）
すり鉢（N・162）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
SURI’KOG［p）E
SURIKOG（P］EBACU
SURIKOGC“］EBOO
SURIKOGI
SURIKOG（g）I
SUR王KOG〔葛〕王
SURIKOG｛s）1’
SURIKeGこ弓〕茎
SUR’P’jOG（＃）I
SUR璽KOG〔9〕茎
SURfKOG〔讐〕翼
SUR王KCG〔葛〕IBACI
SURIKOG［9）IBO
SURIKOG［n）IBO
SUR董KOG〔導〕1’BO
SURIKOG（9）IBOO
SURIKOG〔葛〕王BOO
suRIKoGCe）　ir’Boo
SURIKOG［g）IBOO
SUR王KOG〔弓〕IBOO
SUR茎KOG〔葛〕茎NE
SURIKO（｝〔塁〕五RI
SURIKOG（9）U
SURIKOKI
SURIKOKIBOO
SURIKONBACI
SURIKONBO
SUR五五く：ONBOO
SURIKONG（g）I
SUR正KONG〔萄〕I
SURIKOOG｛9）I
SURIKOOG（9）U
SURIKUG［9）I
SURk’　KUG［g）I
SURIKUG〔弓〕王BOO
SURIMENBOO
SUR正NBOO
SUR正NEKA
SURINIKA
SUR正MJKA
SURINUKA
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すりこぎ（W・163）
すり鉢（IV・162）
すりこぎ（N　・163）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
すりこぎ（N・163＞
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N　・163）
すりこぎ（配・163）
すりこぎ（Tlf。163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（W。163）
すり鉢（N・162）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163＞
すりこぎ（rv「・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（N・163＞
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（即・163）
すりこぎ（EV・163）
すりこぎ（iv・163＞
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（IV・163）
すり鉢（IL「O162）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（V「・163＞
すりこぎ（W・163＞
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（ISi・i63）
すりこぎ（N・163）
すり・こぎ（N・王63）
すりこぎ（ILf・163）
すりこぎ（N・163）
もみがら（N・171）
もみがら（W・171＞
もみがら（N・171＞
もみがら（酊・171）
SURIPACI
SURIWACI
SURKOG（lj）E
SURKOG（g）I
SURKOG〔讐〕王
SURKOK
SURKON
SURKOOG（g）I
SURKOOK
SURKUK
SUROBACU
SUROKOG〔な〕王
一SURU
一SURU
－SURU
－SURU
－SURU
－SURU
－SURU
－SURU
SURUBAACI
SURUBACI
SURUBACI
SURUBACU
SURUBAT
SURUG（g）I
SURUG（lj）I
SURUI－IACI
SURUI－IACI
SIJR田ACU
SURUHWACI
SURUKI
SURUKOBACI
SURUKOG（p）E
SURUKOG（g］I
SURUKOG（g］I
SURUKOG（p］I
SURUKOGCg）IBOO
SURUKOGCe）IBOO
SURUKOK工
SURUKON
すり鉢（麗・162）
すり鉢（N・162）
すりこぎGV躾63）
すり　こぎ（ILi。163）
すりこぎ（V「・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（IV●163）
すりこぎ（W・163＞
すりこぎ（酔163）
すりこぎ（即・王63）
すり鉢（IV・162）
すりこぎ（rv「・163）
片足跳びをする後部分綴・
　55）
くすぐる後部分（ll・82）
灸をすえる後部分（距84）
匂をかく後部分（＃　・86）
せきをする後部分（距88）
いびきをかく後部分（ll・・90）
うそをつく後部分（H・92）
お手玉遊び億・146）
すり鉢御・162）
すり鉢御・162）
すり鉢（N・162）
すり鉢（N・162）
すり鉢（N・162）、
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すり鉢（W・162）
すり鉢叩・162）
すり鉢（N　・162）
すり鉢（PS　・162）
すりこ9”（N・163）
すり鉢（N・162）
すりこぎ（IV・163）
すりこぎ（翼・163＞
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（W・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（N・163）
SURUKONBOO
SURUKOOBACI
SURUKOOG（g）I
SURUKOOG（g）U
SURUKUNI
SURU照JZ王BOO
SURUMEBATA
SURUN王KA
SURUNKA
SURUNUKA
SURUPAS茎
SURUSAAIIBI
SURYUBACU
SURYUKOG　［lj）　r’
SUSAS夏’1王B王
一susu
SUSUGO
SUSUKATA
SUSVME
SUSUNOKA
SUSURE
－SUSURU
－SUT
一SUT
－SUT
－SUT
SUTANPE
SUTARU
SUTEAZYE
SUTECUKURU
SUTEE
SUTEMEKE
SUTENGO
SUTERU
SUTETEGI
SUTETEN
SUTETENKO
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すりこぎ（IV・163）
すり鉢（W・162）
すりこぎ（N・163）
すりこぎ（IV・163）
すりこぎ（N　．163）
すりこぎ（iY「・163）
墨筆（錘●143）
もみがら（IV「・171）
もみがら（N・171＞
もみがら（N・171＞
すり鉢（lli・162）
人差し指（猛・122＞
すり鉢（N・162）
すりこ9“（N・163）
人差し指（距122）
蜘蛛の巣（V・234）
屑車〈特殊な名称〉（賑・150）
肩車〈特殊な名称〉（盤。王50）
雀（V●214）
もみがら（N・171）
お手玉（鼠・145）
匂をかく後懸分（且。86）
片足跳びをする後部分御・
　55）
くすぐる後部分（ll・82）
せきをする後部分（距88）
いびきをかく後部分（li・90）
唾（覇。U8）
捨てる（臣62）
あぜ（W。i87）
捨てる（il・62）
捨てる（皿・62）
女〈卑称〉（班・138）
片足跳びをする前部分（皿・
　54）
捨てる（ヨ・62）
片足跳びをする蘭部分（＃・
　54）
片足跳びをする前部分（錘・
　54）
焼足跳びをする前部分（皿。
　54）
SUTEZUNGI
SUT工・
SUTOGOTO－
SUCIrOKOYUBI
SUTTAMAGARU
SUTTOGeCUU－
SUU
SUU
SUU
SUU
SUU一
一SUU
－SUU
－SUU
－SUU
SUUASATTE
SUUBAA
SUUBACI
SU（U）BARE
SUUBAT
SUUCUKURE
SUUCUKURU
SUUCYUKKWA
SUUDENBoo
SUUG（g）I
SUUI
SUUII
SUUKA
SUUKARA－
SUUKOG（“）IBOO
SUUKON
SUUKUUBEE
SUUMO
SmmRUSUUZYUUSAN
SUVVAM［EKU
SUWAMUKIO－
SUWAMUKU
SewARIDAKO
SewARIGABU
片足跳びをする前部分（い
　54）
せきをする前部分（li・87）
うそをつく前部分（琵・91＞
／j、ま旨（斑。125）
驚く　（H。77）
うそをつく前部分（皿・91）
すっぱい（1・41）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蘇の糸（V・235）
今［ヨ（V【．280）
すっぱい（i・41）
灸をすえる後部分（恥84）
匂をかぐ後部分（＃・86）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235＞
明明後Eヨ（Vl．285）
讐佃・116）
すり鉢（fV「・162＞
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
すり鉢（IV・162）
桑の鳴き声その2（層。299）
桑の鳴き声その2（W・299）
彙（V●212＞
つくし（V・244）
すりこぎ（罪・163）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
しおからい（1・39）
すりこぎ（N・163＞
すりこぎ（配・163）
桑の鳴き声その2（Vl・299）
もみがら（N・171）
今晩（VI・281）
しお・からい（1・39）
せきをする縫部分儒・88）
せきをする前部分（E・87）
せきをする後部分（冠・88）
くるぶし催・128）
くるぶし（雛・128＞
SUWARIKOBU
SUWARIZUME
SUWARU
SUWARU
一一rUWARU
SUWASATTE
SUWASATTE
－SUWERU
SUYU王
一SUYUI
SUYU眠A
SUYUKA
－SUYURU
－SUYUT
－SUYUU
SUZ正
一SUZI
SUZIBARA
SUZIBARI
SUZUIBI
’　SUZUME
SUZU｝vlEBANA
SUZUMEBOi
SUZUMEBOI
SUZUMEBORI
SUZUMECCYO
SUZUMENOHANAKO
SUZUMENOODOSI
SUZUMENOODOSI
SUZUMENOSIME
SUZUMEODOKASI
SUZUMEODOS
SUZUMEODOS
SUZUMEODOSI
SUZUMEODOSI
SUZUMEOI
SUZUMEOROSI
SUZUMEOROSI
SUZUMEYOHE
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くるぶ：し（恥・128）
くるぶし個・128）
すわる（9・51）
あぐらをかく（9・52）
すわる（窪・51）
明明後日（W。285＞
明明明後日（樋・286）
灸をすえる後口分（且・84）
すっぱい（1・41）
灸をすえる後翻分（駈84）
すっぱい（1・41）
すっぱい（1・41）
灸をすえる後部分（讃・84）
灸をすえる後部分（ル84＞
灸をすえる後部分（ll　・84）
とげ〈振にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
蜘蛛の糸（V・235）
とげ〈指にささる本や竹の細稗〉
　　（V・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
∠蛋、季旨（恥・125）
雀（V．214）
すみれ（V・240）
とりおどし（騨・189）
かかし（即・190）
とりおどし（N・189）
挙国窪（V。214）
すみれ（V　・240）
とりおどし（IV。189＞
かかし（rv　．190）
かかし（N・190）
とりおどし（IV・189）
とりおどし（N・189）
かかし（揮・190）
とりおどし（罪・189）
かかし（N・1ge）
とりおどし（N・189）
とりおどし（揮。189）
かかし（N・190）
とりおどし（N。189）
SUZUMEYOKE
SUZUMEYOKE
SUZUNEME
SUZURA
SUZURINKO
SUZUYUBI
SUZYUME
SYA
SYAA
SYAAASATTE
SYAABAN
SYAAGA
SYAAGA
SYAAGAICYU
SYAAKU
SYAAMAZICI　S－
SYAAMAZIKI　S一
一SYAAR
SYAARA
SYAASATTE
SYAASYATTE
S（Y）AATUU
S（Y）AATUUMAI
SYABA
SYABAITA
SYABAN
－SYABERU
SYABIG王一
SYAB王KI－
SYABIRU
SYABOKIO－
SYABUGI－
SYABU［KI－
SYABUKIO－
SYABUKU
SYABURU
SYABURU－
SYACC｛一｝RA
SYACI
とりおどし（痒・189）
かかし（彫・190＞
雀（V・214）
つらら）（VI・262）
せきれい（V・213）
項、i旨（［貝。125）
雀（V・214）
舌（巫・117）
歪≧（Hi・1王7）
明胴後尾（擁・285）
まないた（N・164）
絹糸（N・155）
機糸（ly「・157）
絹糸（IL「・155）
うるち（N　．168）
すわる（II・51）
すわる（撫5わ
くすぐつたい後部分（1・33）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
明明後騰（Vl。285）
明明後H（耀・285）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　23e）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
まないた（揮。164）
まないた（IV・164）
まないた（iv・164）
うそをつく後：部分（藍・92）
せきをする前部分（ll・87＞
せきをする煎部分儒・87）
おた：まじゃくし（V・221）
せきをする前部分（且・87）
せきをする蔚部分（藝。87）
せきをする前部分（嚢・87）
せきをする鋳部分（ll・87＞
せきをする後部分（9・88）
せきをする後部分（琵・88）
せきをする前部鎗（ll　・87）
顔（1嚢・106）
森（W・198）
SYA（CI）BOKU
SYACIKOBARU
SYACINOKI
SYACURA
SYAEN
SYAENBA
SYAENBATA
SYAENBATAKE
SYAENDA
SYAENZ至
SYAENZIRI
SYAGASI
SYAGEAS王
SYAG（lj］ENBA
SYAGESI
SYAGGOME
SYAGGOTTE
SYAGI
SYAG更ASI
SYAGO
syAGoe
SYAGYEASI
SYA懸JRO
SYAKA
SYAKAKUZI
SYAKEBI
SYAKIOTOCUI
SYAKKIRIBARU
SYAKO
SYAKO
SYAKOO
SYAKU
SYAKU
SYAKUBA
SYAKUBA
SYAKUBARE
SYAKUBARI
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森（rv。三98）
〈手拭が〉凍る（嚢・97）
森（lyr・198）
顔（肛1。106）
畑（罪・王88）
畑（W●188）
畑（W・188）
畑（iv「・188）
畑（郵・188）
畑（W・188）
畑（即・188）
竹馬（｛π・144）
竹馬（阻●王44）
畑（W・188）
竹馬（X　・144）
うるち（iL！・168）
一一vF昨日（W　・275）
竹馬（Ul●144）
竹馬（1韮。144）
お馨三巴（租。145）
つらら（Vl●262）
竹馬（澱・144＞
森（W●玉98＞
とさカ、（V・215）
あごく金体〉（膿畦09）
榮（V・212）
一鐸乍約eE玉（Vl・275）
〈手拭が〉～東る（H・97）
お手玉（9　・145）
とさfJ　・・（V・215）
かたつむりその1（V・236）
うるち（即・168）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈いばら・さんしsうなどの
　とげ〉　（V・250）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
SYAKUBO
SYAKUGOME
SYAKUMal
SYAKUNA
SYAKUNOKOME
SYAKUNOKOME
SYAKUOTOSI
SYAKUSI
SYAKUSIMAGO
SYAKUZIRO
SYAKUZIRO
－SYAM
SYAMAZIKIRI　S－
SYAMORI
SYAMOZ正
SYANBA
SYANBAITA
SYANBA［trsl’iTA
SYANDANCUGI
SYANGAS三
SYAPPAI
SYARI
SYAR禦
SYASAGO
SYASASATTE
SYASATTE
SYASATTE
SYASSYARI
SYASSYARIMAGe
SYASYAAMAGO
SYASYAGO
SYASYARAMAGe
SYASYARIMAGO
SYASYATTE
SYATNOKOME
SYATTURA
SYAZIBARU
SYEASATTE
SYEBAN
SYEBBA－
SYEC王
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
うるち（N・168）
うるち⇔N・168）
たんぽぽ（V・241）
うるち（iv・168）
飯米（N・170）
みずおち（9・130）
おたまじゃく　し（V。221）
やしゃこ価・14G）
かたつむりその1（V・236）
なめくじ（V・239）
くすぐったい後部分（1・33）
すわる（9・51）
森（IL「・王98）
おたまじゃくし（V。221）
まないた（iy「・164＞
まないた二（郵。164）
まないた（N・164）
隅車く特殊な名称〉　（i正・150）
竹，輻（穣●144）
しおからい（1・39）
灰（W　・270）
森（配・198）
やしゃこ（瓢。140）
明明賜後日（樋・286）
明旦冒後日（Vl●285）
明明萌後日（Vを　・286）
お手玉（賑●145）
やしゃこ（膿・140）
やしゃこ（ll。140）
やしゃこ（膿・140）
やしゃこ（1丑・140）
やしゃこ（膿・140）
明明後日（va　・285）
うるち（罪・168）
顔（皿。106）
〈手拭が〉凍る（冠・97）
明明後日（Vl。285）
まないた（罪・164）
せきをする前郷分（H・87）
一昨昨臼（va　・275）
SYEDOWAKUDO
SYEE
SYEE一
一SYEE
SYEEBAN
SYE（E）BARI
SYEECI
SYE（E）RA
SYEERO
SYEERO
．SYEERU
SYEG〔g〕正
SYEGGA－
SYEGI－
SYEGIA－
SYEGII－
SYEGIO－
SYEGIRA
SYEGUNKE
SYEHE－
SYEKI一
調YEKIBA－
SYEKIGA－
SYEK王1－
SYEKINO－
SYEKIO－
SYEKIfWATA
SYEKO
SYEKO－
SYEKU－
SYEKYO－
SYEKYOO－
SYEKYU－
SYEKYUU－
SYEMACI
SYEMACIDA
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ひきがえるその2（V・220）
家屋（！V●191）
せきをする前部分（ll　・87）
うそをつく後：部分（彊・92）
まないた（N。164）
とげく詣にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
＿昨昨日（Vl。275）
とげく捲にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
とげ〈指にささる本や偽の細片〉
　　（V・249）
灸をすえる後部分（9・84）
蒸気く飯の場合〉儲・267）
せきをする前部分（＃・87）
せきをする葡部分（旺・87）
せきをする前部分（R　・87）
せきをする前部分（ll・87）
せきをする前部分（屡・87）
とげ〈指にささる塞や竹の細片〉
　　（　V　・249）
たてがみ（V・205）
せきをする萌部分（n・87）
せきをする前部分（匪・87）
せきをする前部分（il・87）
せきをする前部分（恥87）
せきをする前部分（ff　．87）
せきをする前部分（ll・87＞
せきをする前部分（嚢。87）
真綿（配・159）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
せきをする前部分（ll・87）
せきをする前部分（恥87）
せきをする前部分（9・87）
せきをする筋部分（ll・87＞
せきをする前部公（＃・87）
せきをする前部分（ll・87＞
水頒〈～区園〉（N・185）
水爾く一区画〉（TVf・185＞
SYEMAT
SYEME
SYEME
SYEMI
－SYEN
SYENBA
SYENBAITA
SYENBAN
S（Y）ENBO
SYENBU
SYENBUU
SYENbAI
SYENI
SYENOKAMI
SYENSUI
SYENZAI
SYERO
一SYERU
SYESIO一　．
SY£丁避
SYETO
SYETOMO
SYETOMON
SYETOMONO
SYETORUI
SYOBOKU
SYODOIMO
SYOGA
SYOGANERU
SYOGANERU
SYOGE
SYOGERA
SYOGUSI
SYOKARAI
SYOKARAI
SYOKAREE
水心〈一区画〉（iv・185＞
とりおどし（i》。189＞
かかし（N・190）
とりおどし（N・189）
くすぐったい後部分（1・33）
まないた（IV磯64）
まないた（N。164）
まないンを＝（iV　9164）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
とんぼ（V・231）
庭園（N　・193）
おかね（N・151）
たてがみ（V。205）
庭園（配　・193）
庭園（押●193＞
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
灸をすえる畿部分（嚢・84＞
せきをする蔚部分（胆87）
一昨『拝日（Vl・275）
陶磁器（fV「・161）
陶磁器（IV・161）
陶磁器（TXf。161）
陶磁暑讐（N．161）
陶磁器（IV・161）
籍…（酌「●198）
IJLやがいもく特殊な名称〉（W・
　　175）
とさz）tS（V．215）
〈包を〉背負う（韮・65）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（擁・
　294）
とげく指にささる本や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈多旨にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
しおからい（｛・39）
すっぱV（i・41）
しおからい（1・39）
SYOKAREE〈2行陣7段）→
　SYOKKAREE
SYOKIREN
SYOKKARAI
SYOKKARE
SYOKKAREE－e－
　SYOKAREE（2行貝17段）
SYOKKI
SYOKKiN　’
SYOKONAU
SYeKUBA
SYOKUMAI
SYOKUNAGI
SYOKURIN
SYO照JR脳CI
SYOKURYOO
SYOKURYOOMAI
SYOKUYooMAI
SYONAU
SYONBAI
SYONDARAA
syorsxo
SYONNA三
syoo
syoe
syoo
SYOOBE（N）DORI
SYO（O）BIN
SYOODACU
SYOOGIRI
SYOOKARAI
SYOOKAREE
SYOOKEEDONKU
SYO（O）KIRIN
SYOOKIRYA
SYOO王く：OOBIKi
SYOOKUUDONKU
SYOOKYAADONKU
SYOOMAKI
SYOOMONAI
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し：おからい（1。39）
せきれい（V・213）
しおからい（1・39）
しおからい（i。39）
しおカ》らい（1　・39）
陶磁盟（IV・161）
とさカ、（V・215）
〈儘を〉背負う（ll　・65）
とげ〈指｝こささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
飯米（N・170）
せきれい（V・213＞
林（fYi・199）
林（罪。199）
飯米（N　．170）
飯米（W・170）
飯米（N・170＞
〈包を〉背負う（H・65）
しおからい（1。39）
肩車〈特殊な名称〉（膿・150）
肩峯葎二く特殊な名称〉　（1匪．150＞
〈塩味が〉うすい（1・38）
〈幼児を〉負う（H・64）
〈旭を〉背負う（ll。65）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M。
　294）
せきれい（V・213）
せきれい（V　・213）
つむじかぜ（VI・264）
つむじかぜ（擁。264）
しおからいt（1・39）
しおからい（1・39）
ひきがえるその2（V・22G）
せきれい（V・213）
とカ》げ（V・224）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V。220＞
つむじかぜ僅・264）
〈塩味が〉うすい（1・38）
SYOOMUNhi
SYOONEE
SYO（O）Nl（1）
SYOORASAN
SYOOROO（MUSI）
SYOOSYADONKU
syoosyo
syoou
－SYOOWA
SYOOZ王
SYOOZIIKA
SYOOZIKIBBA
SYOOZ互K玉RIBAN
SYOOZIMANAITA
SYOOZIMUYAA
SYOOZINBAN
SYOOZINKIRIBAN
SYOOZINMAINiAITA
SYOOZIINMANEETA
SYOPN
SYOPE
SYOPEE
SYOPPA王
SYOPPA王
SYOPPAKYA
SYOPPARAI
SYOPPAREE
SYOPPAYAI
SYOPP…ヨ
SYOPPE
SYOPPEE
SYOPPEE
SYOPPEEGANEE
SYOPPYAA
SYOROUMA
SYORU
SYORU
SYOSA王
〈塩味が〉うすい（1・38）
片足跳びをする前部分（E・
　54）
せきれい（V。213）
しおしからい（1。39）
かまきり〈一一一一ee的な名称〉（V。
　　229）
ひきがえるその2（V・220）
玉響車〈特殊な名称〉（Hl・150）
〈鋤を〉背賃う（R・65）
せきをする後部分（匪・88）
襖障子（罪・192）
凧（IH●143）
まないた：（配。164）
まないたG》・164）
まないた（配・164）
とかげ（V。224）
まないた（iv・164）
まないた（ELt・164）
まないた（IV「・164）
まないた（iYf・王64）
しおからいO（1・39）
しおからい（1・39）
しおからい（1。39）
しおからい（1・39）
すっぱい（1・41）
しおからい（1。39）
しおからい（1・39）
しお・からい（1・39）
しおからい（1・39）
しおからい（1・39）
すっぱい（1・41）
しおからい（1・39）
すっぱい（1・41）
〈塩味が〉うすい（1・38）
しおからい（1・39）
かまきりく一一般的な名称〉（V・
　229）
〈包を〉背負う（藝・65）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（VI・
　294）
子、驕（Vり204）
SYOSYERA
SYOTAIBICU
SYOTEMON
SYOTTORU
syou
syou
syou
SYOUU
－SYOWA
－SYOWA
．SYOWA
－SYOWA
SYOWASATTE
syowo
sYUASATTE
SYUBAA
SYUBAABIRU
SYUDOIMO
一SYUERU
SYUG（g］E
SYUG〔讐〕E
SYUGI
SYUGIYAGE
－SYUI
一SYUI
－SYUI
－SYUI
SYUKABU
－SYUM
SYUM
－SYUM
－SYUM
－SYUM
sYUMI’
SYU繍
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とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
米びつく特殊な名称〉（痒・
　166）
陶磁器（W．161）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　294）
〈幼児を〉負う（藝。64）
〈包を〉；背負う（琵。65）
〈片方の肩で勉を〉かつぐ（願・
　294）
〈包を〉背負う（嚢。65）
灸をすえる後部分（9・84）
せきをする後部分（恥88）
いびきをかく後部分（H・90＞
うそをつく後部分（颯・92）
弩弓明後臼（Vl。285）
〈包を〉背負う（責驚65＞
明明明後日（W・286）
舌（皿．117）
醤（錘．116）
じゃがいも〈特殊な名称〉（iVf・
　175）
灸をすえる後部分（＃・84）
蒸気〈湯の場合〉儲。266）
蒸気く飯の場合〉（～躯267）
雪（M・260）
凍傷（距127）
片足跳びをする後部分（韮・
　55）
せきをする後部分（ル88）
いびきをかく後部分（ll・90）
うそをつく後部分（H・92）
もみがら（即・171）
片足跳びをする後部分（H・
　55）
匂をかく後部公（恥86＞
せきをする後部分（9・88）
いびきをかく後部分（臣90）
うそをつく後翻分（ll・92）
とりおどし（iv「。189）
かかし（配・190＞
SYUMU
－SYUN
一SYUN
－SYUN
－SYUN
－SYUN
－SYUN
SYUNBENA
SYUPPAREE
SYURAZI
SYURI
一SYURI
－SYURI
－SYURI
SYURIBACI
SYURINUKA
－SYURU
－SYURU
SYURUSI
SYUTTAKl
SYUU
SYUU
SYUU
SYUUGIRI
SYUUKA
SYUUKARA－
SYU（U）ME
Snm’YURU
SYUUS夏
SYUUミJ
SYUZYUMUSI
癒になる（レ80）
片尾跳びをする後部分ω・
　55）
灸をすえる後部分僧・84＞
匂をかく後部公（皿・86）
せきをする後部芳儲・88）
いびきをかく後部分（ll・90）
うそをつく後部分（it・92＞
壽「肇…晩（Vi●279）
しおからい（1・39）
すり鉢（W・162）
片足跳びをする後部分（il・
　55）
匂をかく後部分（fl・86＞
せきをする後部分（ll・88）
いびきをかく後部分（嚢・90）
すり鉢（酔162）
もみがら（W・171）
せきをする後翻分ω・88）
いびきをかく後部分（嚢・90＞
癒（】H。132）
唾（頂。l18）
癒（i且。132）
理説佃・141）
今醸（M・280）
つむじかぜ（M・264）
すっぱい（i・41）
しおからい（1・39）
釜（V．214＞
今晩（V1●281＞
癒（頂・132）
ゆうだち（K・255＞
かたつむりその1（V・236）
TA
TA
TAA
TAA
TAA
TAAASIZYA
TAABAN
TAABARI
TAABARU
TAABIRAA
TA（A）BIRU〈U）
TAAB夏Rモ猟1ATAKA
TAABOKI〈WAMICI
TAABUKKA
TAABmm
TAABUKKU
TAABUKKUU
TAABUKKWA
TAABUKU
TA（A）BUKU
TAABUKURU
TAABUKUU
TAABURI
TAABURU
TAACI
TAACIBURAA
TAACIKYAGE
TAACU
TAACYU
TAA珊
TAAHUCYA
TAAE－IUKKU
TAAKU
TAAKU
TAAKUNAZYA（A）
TAAKUSYEE
TAAMAA
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（T）
水ξ日〈一区画〉（N・185）
水田く集合〉（W・186）
炊く　（嚢。57）
水日美く一区画〉　（pa．185）
水田〈集合〉（N・186）
竹馬（盤・144）
かかし（即・190）
水田く集合〉　（W。186）
水N〈集合〉（1》・186）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃく　し（V●221）
おたまじゃくし（．V・221）
あぜ（N　・187）
水鎖く集合〉（N・186）
水ff〈集合〉（N　・186）
水田〈象含〉　（W奪2＄6）
水田〈集合〉（N・186）
水田〈集合〉（N・186）
水田〈集舎〉　（W。186＞
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V。
　223）
水田〈集合〉（Eyf・186）
水照（集合〉（W・186）
水田〈集合〉（N・186）
おたまじゃくし（V。221）
月箕（1正。143）
おたまじゃくし（V・221）
とさ）b・・（V。215）
凧（阻・143）
かかし（W・190）
あぜ（rv・187）
竹馬儲・144）
水出く集合〉（N・186）
炊く　（庭。57）
煮る（H・58）
せきれい（V・213）
たんぽぽ（V。241）
とんぼ（V・231）
TAAMABM
TAAMICI
TAAMICIGWAA
TAAMODE
TAAMUIGWAA
TAANUIZUGAMA
TAANUNCI
TAARA
TAARABACI
TAARAGO
TA（A）RO（e）TA（A）．
　TE（E）TA（A）
TAASITARAGI
TAASITARAGIMUNU
TAASYA
TAATAKO
TAATANBO
TAATOKO
TAAUKKU
TABAI
TABAKC）MUSI
TABAKURO
TABARA
TABARA
TABARI
TABARI
TABARU
TABARU
－TABARU
TABATAKE
TABATAKE
TABBO
TABBOO一一“TABBO
TABBOWARA
TABEERU
TABEGOME
TABEGOME
TABEKO
TABEMAI
かかし（揮。19G）
あぜ（N・187）
あぜ（N。187＞
水面〈集合〉（配・186）
肩車〈特殊な名称〉（贋・150）
お‘たまじゃくし（V・221）
あぜ（N・187）
米びつく特殊な名称〉（fVT・
　　166）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
おしたまじゃくし（V・221）
案iの鳴き爾その2（耀・299）
とりおどし（N。189）
かかし（N。190）
竹馬（膿・144）
とうもろこし（｝Lf・182）
たんぽぽ（V・241）
とうもろ’こし（配。182）
水田〈集合〉（ly「・186）
水田〈集合＞Gv・186＞
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
水田〈集合〉（N・186）
7｝く日E〈～区繭〉　（ELi・185）
水占〈集合〉（N・186）
7」く田〈一区薗i＞　（W●185）
水田〈集合〉（rv「・186）
水田〈一経ζ闘〉（N・185）
水田〈集合〉（W・186）
お手玉遊び（瓢・146）
水田く一区面〉（揮・185）
水田く集合〉（N・186）
水溶〈一区画〉（配。185）
水田〈集合〉（N・186）
水田〈集合〉（N・186）
おた二まじゃくし（V・221）
うるち（罪・168）
飯米（『Lf●170）
おたまじゃくし（V・221）
飯米（N　・170）
TABERA
孚ABERAGO
TABERAK（K）O
TABERO
TABEROKKO
TABERYOO
TABEYOO
孚AB王
・TABICCYO
TABICYAA
TABIRA
TABIRAKO
TABOBO
TABONBO
TABOOSI
TABU
TABUIGUMI
TABUKO
TABUKU
TABUKURO
TABUKURU
TABURAKO
TABUSA
TABUSYA
TACI’
TACIBIKARI
TACIGAMI
TAC王GE
TACIGIYAMA
TACIGOMORI
TACI王TA
TACIKIYAMA
TAC王MON
TACIRU
TACIYAMA
TACU
TACU
TACUBO
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おたまじゃくし（V。221）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
飯米（罪・170）
飯米（痒・170＞
あぜ（N・187）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細國〉（V。
　223）
肩車〈特殊な名称〉（醗・150）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
おたまじゃくし（・V　・221）
たんぽぽ（V・241）
つくし（V・244）
とさカ、（V●215）
飯米（N・170）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
水閏〈集合〉（EL「・186）
水田〈集含〉　（即・186）
水Bヨ〈集合〉　（IV●186）
肩車く特殊な名称〉（1耳・王50）
たてがみ（V。205）
竹馬（胆・144）
炊く　（庭●57）
稲妻（Vl●258）
たてがみ（V。205）
たてがみ（V・205）
M（N・198）
林（痒。199）
まないた（N。164）
林（1＞。199＞
虫1二（Vl。259）
〈手拭が〉～東る（嚢・97）
林（rv「●199）
凧（田・143）
つむじかぜ（眉　・264）
かたつむりその2（V・237）
TACUGAMI
TACUGE
TACUIMO
TACUKAZE
TACUMAKI
TACUMAI〈IKAZE
TACUMAT
TACUMEKAZE
TACUMII〈AZE
TAC（Y）EGAMI
TACYEGAN
TACYOO
TACYUI
TACYし贋
TACYURI
TADA
TADACIAME
TADAGOM
TADAGOME
TADA互MO
TADAKOME
TADAMAI
TADAMEE
TADAMON
TADANKOME
TADANO
TADANOIMO
TADANOKOME
－TADERU
－TADERU
TADOMODE
TAooNKO
TAIX）RU
TAE
TAE
TAGANTUBYA
TAGAROOZI
TAGASAN
TAGE
TAGE
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
璽芋その2（配・178）
つむじかぜ（W・264）
つむじかぜ（～伽264）
つむじかぜ（M・264）
つむじかぜ（M・264）
つむじかぜ僅・264）
つむじかぜ（擁・264）
たてがみ（V・205＞
たてがみ（V・205）
水田く集合〉（W　・186）
炊く（距57）
炊く（距57）
炊く　（匪．57）
うるち（W・168＞
ゆうだち（M・255）
うるち（fV・168）
うるち（IV「・168＞
里芋その1（EIJ。177）
うるち（N・168）
うるち（fV「・168）
うるち（揮磯68＞
うるち（罪・168）
うるち（N。168）
うるち（TV・168）
里芋その1（IV・177）
うるち（IV。王68）
灸をすえる後部分儒・84）
いびきをかく後部分（皿・90＞
水ff〈集A＞（N・186）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
せきをする後部分（旺・88）
水田く一§彌〉（押・185）
水田〈集合〉（iv・186＞
凧（劃。i43）
庭園（W曹193）
竹馬（皿・王44）
きのこ（V・245＞
竹（V。248）
一TAGERU
TAGGAN
TAGI
TAGOCI
TAGOKU
－TAGOKU
TAGOOCI
TAGORIGA－
TAGORU
TAGU
TAGU
TAGURI
TAGURIGA
TAGUR正0．
TAGURU
－TAGURU
TAGUT
TAHAAS王
TAE［ABUSYA
TAI一｛ASICYA
TAI－IE
TA｝｛｛ODO
Tmo
TAHUGU
TAI－IUZYOZYO
TAI
TAI
“TAI
TAIBARU
TAIGAKI　SYUN
TAIGATAMII　SUN
TAIKOI－IATAKI
TAIKONBOO
TAIKONBUCI
TAIMO
TA］［MUCI　SUN
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いびきをかく後部分（嚢。90）
たてがみ（V。205＞
竹（V●248＞
おたまじゃくし（V・221＞
せきをする後部分（＃・88）
せきをする後部分（拠88＞
水田く集合〉（iv・186＞
せきをする葡部分（H・87）
せきをする後部分（ll・88＞
炊く　（嚢・57）
煮る（嚢・58）
井iiii（1＞・197）
せきをする前部分（ff・87）
せきをする離部分（fi・87）
せきをする後部分（ff・88）
せきをする後部分（ll・88＞
せきをする後部分（ll・88）
憲兵葛（廻1。144）
牛ケ，ξ葛（獺奪144）
竹馬（獄・144）
竹（V●248）
里芋その1（fli。177）
炊く（嚢・57）
おた：まじゃくしくヒキ。ワクド
　などの類の詳細麟〉（V・
　223）
おたまじゃくしくヒキ・ワクド
　などの類の詳細國〉（V・
　223）
くいい天気〉だ（1・46）
竹（V。248）
くすぐったい後部分（1・33）
水繊〈集舎〉（押。186＞
〈二入で〉かつぐ（ll・68）
〈二人で〉かつぐ（匪・68）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
おたまじゃくし（V・221）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
里芋その1（N暖77）
〈二人で〉かつぐ（振・68）
TAINAGO
TA脳BO
TA脳MA
TAIRA
TAIRA
TAISYUUIMO
TA玉TA玉SAMA
TA正YO
TAIYOI
TAIYOO
TAIYOOSAMA
TAIYOOSAN
TAIYOSAMA
TAIYOSAN
TAKA
TAKAA
TAKAAASI
TAKAAMAAMI
TAKAASI
TAKAASIDA
TAKAASITA
TAKABANA－
TAKABA，　TA
TAKAB王K王
TAKABISYA
TAKACCYO
TAKACI
TA（K）ACIKUHU
TAKACYO
TAKACYOO
TAKADAKA
TAKADAI〈AYUBI
TAKADAKAZYUBI
TAKAEBI
TAKAG（g）E
TAKAGETA
TAKAGISI
TAKAGO
TAKAGURUMA
TAKANASI
TAKAHISA
TAKAiBI
おたまじゃくし（V・221）
里芋その1（罪　・177）
密密（珊。144）
林（即。199）
おたまじゃくし（V・221）
さつまいも（W・176）
月（Vl・252＞
太陽（Vl。25王）
太陽（M。251）
太陽（K・251）
太陽儲・25i）
太陽糊・251）
太陽（VI・251＞
太陽（Vl●251）
MjL　（　M　・　143）
凧（1匪．143）
竹馬（蟹　・144＞
肩車〈特殊な名称〉（姐・150）
竹馬（皿・144）
竹馬傭・144＞
竹馬（翔・144）
匂をかぐ爾部分（レ85）
爾（1汀・143）
蜜圭（V●218）
竹馬（盤●144）
竹馬（Hi。144）
竹馬（皿・144）
桑（V・212）
竹馬（M　・144）
竹馬（証1・144）
中｝旨（盤・123）
申壬旨（HI。123＞
中ま旨（m●123）
中指（照・123）
と」b・・げ（V・224）
竹馬伽・144）
あぜ（N・187）
肩車〈特殊な名称〉（照。150）
肩茸至〈特殊な名称〉（鳳。150）
竹馬（膿・144）
竹馬（胆。144）
申餐雲（HI●123）
TAKAITAROO
TAKAK蓋BI
TAKAKICCYO
TAKAKIRE
TAKAKIRO
TAKAKKUBI
TAKAKUMA
TAKAMA
TAKANBASI
TAKANBO
TAKANBOO
TAKANMA
TAKANOBORI
rAKARIBABA
TAKAROIBI
TAKASAGO
TAKへSE
TAKASEN
TAKASI
TAKASI（一）
TAKAS王GE
TAKASIKI
TAKASIくO
TAKASIMATA
TAKASINAMATA
TAKASINBO
TAKASIRe
TAKASIRO
TAKASIROYUBI
TAKASO
TAKASOIBI
TAKASOO
TAKASOOIBI
TAKASOOYUBI
TAKASSO
TAKASSOO
TAKtaLSSOOYUBI
TAKASUTOBIKI
TAKATAKA
TAKATAKA
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中ヨ…1雪（胆●123）
とうもろこし（IV・182）
と力縄Fデ（V．224＞
とカ・・げ（V・224）
とかげ（V・224）
華薯車〈特殊な名称〉　（∬1・150＞
肩一蓋〈特殊な名称〉　（玉貰．150）
竹馬（皿・144）
竹馬（胆・144＞
竹馬（HI。144）
竹馬（猛。144）
竹馬侮・144）
凧（盟・143）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
中キ審（1鼠。123）
肩画く特殊な名称〉（M　・150）
竹馬（Hi・144）
竹馬倒・144）
竹馬（M　・144）
片足跳びをする前部分（H・
　54）
竹馬伽・144）
竹馬伽・144）
竹馬（雌。144）
竹馬（匪1◎144＞
竹馬（盟。144）
竹馬（罰・144）
中多旨（紐●123）
蟻（VG218＞
中　its（贋。123＞
中口旨（置。123＞
中｝旨（盟●123）
中｝旨（Hl●123）
中｝湊（撫●123）
中手雷（皿●123＞
中壬旨（照・123）
中控雪（阻・i23）
中手旨（盟。123）
蛙i（V・218）
中口旨（灘。123）
肩肇〈特殊な名称〉（［霞・150）
TAKATAKABONBe
TAKATAKAEBI
TAKATAKAIB
TAKATAKAIBE
TAKATAKAIBI
TAKATAKATAROO
’1’AIKATAKAUBI
TAKATAKAYOBI
TAKATAKAYUB
TAKATAKAYUBE
TAKATAKAYUBI
TAKATAKYUBI
TAKATAN
TAKATARO
TAKATAROIBI
TAKATAReO
TAKATARO（O）BIKI
TAKATARoolBI
TAKATAROYUBI
TAKA領’00
TAKAUMA
TAKAYUBI
TAKAZI
TAKAZII
TAKAZINZYOO
TAKE
TAKE
TAKE
TAKE
TAKEASI
TAKEASIDA
TAKEBASIRA
TAKECUGI
TAKEDAKA
TAKEDooROO
TAKEGAMI
TAKEHASI
TAKEMA
TAKEMON
TAKEMONO
肩車く特殊な名称〉（剛・15G）
中｝穎（1皿・123）
中｝旨（鞭●123）
r戸i雲（錘●123＞
中手接（翼1。123）
中季湊（嶽●123＞
FFi｝旨（顯。123）
FP正装（ H●123）
中庭旨（III。123）
中手爵（阻●123）
中指（膿・123）
中指（lll・123）
肩車〈特殊な名称〉　（H藍・150）
中餐雪（i韮。123＞
中｝旨（Hl◎123）
r鯵多旨（翔●123）
曳圭（V・218）
写す旨（韻。123）
中手旨（匪1・123）
竹馬（穣・144）
肩車く特殊な名称〉噸・150）
中チ蜜（籔【・123）
とカ、をデ（V。224）
とカ、げ（V・224）
肩車〈蒋殊な名称〉（則。150b・
凧（1正・143）
きのこ（V・245）
竹（V。248）
とげ〈振にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
竹馬（M　・144）
竹馬偲・14の
竹馬（租・144）
肩車：〈特殊な名称〉（1嚢・150）
竹馬（贋・144）
カ・まきりく一般的な名称〉（V・
　229）
たてがみ（V・205）
竹馬億・144）
竹馬（壁・144）
きのこ（V・245）
きのこ（V・245）
TAI〈EMUMA
TAKENBA
TAKENBOO
TAKENMA
TAKENOKO
TAKENOKOGUSA
TAKEOMA
’1’AKEPPERA
TAKERIKUSAI
TAKERUI［
TAKES工MA
TAKETAKA
TAKETAKAYUBI
TAKEYAIvS［ASAZYEE
TAKI
TAK］［BAI
TAKIBOKORI
TAK王CU王く茎KUSAI
TA確αYAMA
TAKIMON’YAMA
TAKINMA
笈’AK王OTOSI
TAK王TAKA
TAKITAKAEBI
TAK王TAKA王BI
TAKITAKAYifBI
TAKKASSOO
TAKKO
TAKKO
TAKO
TAKO
TAKOBA
TAKOBATA
TAKOE
TAI〈OIKA
TAKOKU
TAKONOBORI
TAKOO
TAKOTENBATA
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竹馬（獄。144）
竹馬（恥144）
竹馬（胆・144）
看’f：「馬（膿・144）
片足跳びをする酪部分（＃・
　54）
すぎな（V・243）
竹馬（1韮。144）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
焦げ臭い（1・36）
きのこ（V・245）
じゃカくいもく特殊な名称〉　（N・
　175）
中多旨（阻。123）
中ま譲（1亘●123）
かたつむりその1（V・236）
竹（V・248）
灰（Vl・270）
灰（ve　・270）
焦げ斎い（1。36）
林（昏「●199）
林（N・199）
竹馬（x　・144）
灰（VI・270）
F群手量（即・123）
中墨旨（胆●123）
中ま旨（盟・123）
中指（麗・123＞
中手羨（瞑．123）
凧（盤・143）
水田〈一区画〉　（正》●185）
凧（翔●143）
水田く一区懸〉（fV・185）
爾（盟・143）
ffpt　（　M　・143）
凧（聾・143）
凧（Il●143）
せきをする後部分（掛88）
凧（測・143）
凧（亙1の143）
鰍（董亙．143）
TAKU
TAKU
TAKU
－TAKU
TAKUN
TAKUNUEEKU
笠’AKUU
隈’AKYU正
TAKYUI
TAKY琴M
TAKYUN
TAKYUN
TAKYURI
TAKYURI
TAMA
TAMACCYO
TAMACICIKO
TAMACIN
TAMACIN
TAMACUKI
TAMADOR王
TAMADOSI
TAMAGARU
TAMAGERU
TAMAGIRV
TAMAGOIRO
TAMAGUSI
TAMAISI
TAMAITO
TAMAITO
TAMAKAZE
TAMAKERU
TAMAKKO
TAMAKO
TAMAKOBU
TAMAKORO
TAMAKURAI）ONO
TAMANGEERO
TAMARANKO
TAMARIKKO
TAMASIKO
炊く（匪・57）
煮る（嚢。58）
雁（紐鷺143）
うそをつく後鵠分（ll・92）
炊く（駈57＞
K．　（th　・132）
π臥（斑・143＞
炊く（葺・57）
煮る（且・58）
炊く（琵●57）
炊く　（H。57）
煮る（H。58）
炊く　（［1・57）
煮る（韮・58）
お手玉（獺●145）
おたまじゃくし（V。221＞
おたまじゃくし（V・221）
せきれい（V・213＞
おたまじゃくし（V・221）
お手玉（Hl・145）
お・手玉（醍・145＞
お手玉（璽・145）
驚く　（聾。77）
驚く　（g・77）
驚く　（置・77）
黄色Vd（1。27）
おたまじゃくし（V。221）
お手玉備・145）
糸（酔153）
機糸（N・157）
つむじかぜ（WO　・264＞
驚く　（E・77）
おたまじゃくし（V・221）
お手玉（1∬●145＞
お手玉（m・145＞
おたまじゃくし（V・221）
かたつむりその2（V。237）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　糸lli網〉　（V。222）
おたまじゃくし（V・221）
おたまじゃくし（V・221）
お手玉（膿・145＞
TAMASINUGIIN
TAMATORI
TAMAWARU
TAMAZYAKUSI
TAME
TAME
TAMO
TAMODE
TAMODE
TAMODO
TAMODO
TAMOIYoo
TAMOTOIKA
TAMUNGARU
TAISI
TAN－
TANABEKO
lrANABO
TANABO
TANABoo
TANABOO
TANABOWARA
TANABUSI
TANABUSI
TANAGAA
TANAGAKWEE
TANAGANOZUZUSA－
　MA
TANAGO
TANAGOME
TANAGOTEDON＊
TArNIAKA
TANAUSI
TAN’AZYE
TANBA
TA（N）BAKURA
TANBAWAKUDO
TANBO
TANBO
TANBO
TANBO
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?
驚く　（H。77）
牡隼（V・207）
驚く　（H　●77）
おたまじゃくし（V・221）
お手玉（班●145＞
米びつ〈特殊な名称〉（fV「・
　166＞
お手玉（田・145）
水田く一隠：画〉　（麗●185＞
水田く集合〉（W・186）
水田〈一臣ζ画〉（N・185）
水露ヨ〈集合》　（揮。186）
飯米（陪170）
凧（盤●143＞
．驚く　（裂●77）
唾（［鼠・118）
せきをする前部芳（錘・＄7＞
おたまじゃく　し（V●221）
水田〈一眠画〉（即・185）
水緻く集合＼（N。186）
水日ヨ〈一IX－IEr“．・　（rVf●185）
水罵く集合＼（N・186）
水闘く集合＼（iLt・186）
くるぶし（紐・128）
あぜ（酔187）
おたまじゃくし（V・221＞
せきれい（V。213）
肩車く特殊な名称㌦（1韮・150）
おたまじゃくし（V。221）
うるち（即・168＞
魏妻纏・258＞
オく日ヨ〈集合＼　（財●186）
牡云1二（V・207）
あぜ（IV「・187）
とんぼ（V・231）
かたつむりその2（V・237）
ひきがえるその2（V・220）
水田く一区爾〉（N・185）
水田く集合ト（N・186）
あぜ（揮・187）
tal（N・188）
TANBO
TANBO
TANBOBO
TANBODA
TANBODA
TANBO正MO
TANBOKKURO
TANBOKO
TANBOM王C王
［lrANBONBO
TANBeO
TANBOO
TANBOPPUCI
TANBURI
TANCYAHU
TANI）AMEE
TANDANOKOME
TANEBEKO
TANEBO
TANEBO
TANEBOO
TANEGOrm
TANEKOMA
TANEMA
TANEMAK王DOR王
TANEOMA
TANEOS夏
TANEOZI
TANEUMA
雀’ANEUS夏
TANEUZ正
TANGA－
TANGAKU
TANGAKUNOKO
TANGARU
TANGEN’ASI
TANGIRI
TANGO（一）
井ヌ欝（揮・197）
とんぼ（V　・231＞
たんぽぽ（V・241）
水田〈一区画〉（rv　・185＞
水日E｛〈集合〉　（酊●186）
里芋その1（即・177）
あぜ（rVt・187）
たんぽぽ（V・241）
あぜ（N　・187）
肩車く一一般的な名称〉催・
　149）
水N〈一Xtw＞伊・185）
水田く集合〉（W・186）
あぜ（N●187）
とんぼ（V・231）
たんぽぽ（V・241）
うるち（W・168）
うるち（IVi・王68）
牡ゐト（V・207）
牡，尾§（V・202）
牡と罫二（V●207）
牡tF（V●207）
牡馬（V。202）
牡，驕（V●202）
牡，臨（V●202）
せきれい（V。213）
牡，譲蓄（V。202）
牡牛（V・207）
牡牛（V．207）
牡，驕（V．202）
牡とト（V●207）
牡牛（V・207）
せきをする前部公（皿・87）
蟻（V。218）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細函〉（V・
　223）
驚く　（嚢．77）
竹，驕（1耳●144）
片足跳びをする萌部分（ll・
　54）
片足跳びをする煎部分（且・
TANGOIMO
TANGURUMA
TANGWARU
TANGYAKU
TANIGASI
TANKAASUUREE
TANKARABIKI
TANKEN
TANKi
TANKIN
TANKO
TANKOKI
TANKONMA
TANKORO
TANKORO
TANKORO
TANKOTANKO
TAINIKU
TANKURO
TA（N）MAKURA
TANMEE
TANrNIAATAPARI
TANNAGA
TANNAGA
TANNAKA
TAINNAKA
TANNAKE
TANNONBAKUoo
TANNON”VVAKUDO
TANOAZE
TANOBO
TANOGESI
TANOGO
TANOGURO
TANOHUCI
TANOKAMEDON
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　54）
里芋その2（IYf・178）
肩車く一一般的な名称〉（涯。
　149）
驚く　（H●77）
蛙（V●218）
糸（N・153）
雇｝率：〈特殊な名称〉　（罰・150）
蛙（V。218）
唾佃・118）
唾（1正。118）
唾（無・118）
米びつく特殊な名称〉（IL「・
　166）
杵建銚びをする醜部分（9・
　54）
肩車〈一般的な名称〉（膿・
　149）
子牛（V。209＞
オ…sたま　じゃく　し（V・221）
松かさ（V・247）
おた：まじゃくし（V・221）
米びつ〈讐殊な名称〉（N・
　166）
あぜ（N・187）
かたつむりその2（V・237）
祖父伽・141）
水田〈集合〉（N・186）
水田〈一区画〉（N・185）
水田く集合〉（rv・186）
水日］〈一麺ζ爾〉　（釣「●185）
水田〈集合〉（iv・186）
水田く集合〉（W・186）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
あぜ（罪・187）
水日工〈一区二爾〉　（N●185）
あぜ（罪・187）
おたまじゃくし（V。221）
あぜ（IV・187）
あぜ（rv　S187）
かかし（N・190）
TANOKUHWO
TANOKURO
TANOKURU
TANOMI
TANONAKA
TANONAKA
TANONBIKI
TANOONO
TANOSAKAI
TANPA
TANPAKE
TANPAKI
TANPARAAME
TANPARAPON
TANPE
TANPE
TANPENKO
TANPO
TANPO
TANPO
TANPOKO
TANPOKOKUSA
TAN？OKONA
TANI｝OKU
TANPONA
TANPONPO
TANPONPON
TANPOe
TANPOO
TANPOO
TANPOOPO
TANPOPO
TANPOPOO
TANPOPPO
TANPUKU
TANTABO
TANTAKUNAA
TANTAN
TANTANBOKU
TANTANDON
TAN孚ANGOOR正
あぜ（W。187）
あぜ（fL「・187）
あぜ（N・187）
つらら（M。262）
水日f〈～区薗〉　（N●185）
水田〈集合〉（N・186）
つらら（Vl・262）
あぜ（N・187）
あぜ（IV・187）
唾（IH。118＞
唾（瓢・118）
唾（M　・118）
ゆうだち（橘・255）
たんぽぽ（V・241）
唾磁・118）
よだれ（M・i19）
唾（盟・118＞
水田〈一竃繭〉（N・185）
水閏〈集合〉（iv・186）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241＞
たんぽぽ（V・24王）
たんぽぽ（V　・241）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V。241＞
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
水雷く一区画〉（N　・185）
水臨〈集合〉（EV・186）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241＞
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
お三三薙＝（匪1●145）
たんぽぽ（V・241＞
肩車〈一般的な名称〉（凱・
　149）
つらら（W。262）
TANTANPO
TANTANTARUKI
TANTAPPO
TANTARAKE
TANTARAKO
TANTAREKI
TANTAROKe
TANTARUKI
TANUGURO
TANUKURO
TANZA
llrANZYEN
TAPOPO
TAPOPPO
TAPPE
TAPPE
TAPPEE（GOORI）
TAPPEN
TAPPEN
TAPP王
TAPP王
TAPPO
TA？PO
TAPPONPON
TAPPOPO
TAPPOPPO
TAPPU（1）
TARA
TARAGAMI
TARAGU（U）
TARA撮
TARAIMO
TARAMEN
TARAMI
TARANBOO
TARANKOME
TARANOIMO
TARANPE
TARARIKO
TARASUKO
TARAYUKI
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たんぽぽ（V・241）
つらら（M・262）
たんぽぽ（V・241）
つらら（冤・262）
おたまじゃくし（V・221）
つらら（壇・262＞
つらら（W・262）
つらら（Vl・262）
あぜ（lt「・187＞
あぜ（N・187）
頬（獄・107）
とさrb・・（V・215）
たんぽぽ（V。241）
おたまじゃくし（V。221）
唾（阻・118）
氷（耀・261）
氷（鳩。261）
労く（Vl・261）
つらら（ヤ1・262）
氷（M・261＞
つらら（W・262）
水田く一区薩〉（pa　・185）
水田く集合〉　（IV・】、86）
たんぽぽ（V・241＞
たんぽぽ（V・241）
たんぼぼ（V・241）
ec（V　・218）
米びつ〈符殊な名称〉（N・
　166）
たてがみ（V・205）
おたまじゃくし（V。221＞
つらら（W・262＞
里芋その1（N・177）
つらら（顎。262）
つらら（VI・262）
つらら（W・262）
うるち（N・168）
毘芋そ：の1（W・177）
つらら（M・262＞
つらら（M・262＞
桑の鳴き声その2（耀・299）
つらら（W・262＞
TAREGAMI
TAREGO
TAREH王
TAREKO
TAREKUSO
TARENBOO
TARENKO
－TARERU
TARESU
TARIHI
TARIKI
TARIPI
TAROBABA
TAROBIKI
TAROEN
TAROGE
TAROGO
TARO磁
TAROK：正
TAROKINBoo
TAROMA
TAROME
TAROM正
TARONBE
rARO（O）BE（E）
TAROOGASIRINUGUI
TAROPPE
TAROYON
TARU
TARUHI
TARUI
TARUI
TARU工GOBOO
TARUKI
TARUME
TARUM王
TASSYAI］＞E｝｛EATARA－
　KE
TAT
TAT
TAT
たてがみ（V・205）
つらら（WO。262）
つらら（V【・262）
つらら（W・262）
漿の鳴き声その2（W・299）
つらら（M・262）
つらら（V｝。262）
うそをつく後部分（H・92）
つらら（擁・262）
つらら（擁・262）
つらら（擁・262）
つらら（Vl・262）
すみれ（V・240）
蛙（V。218）
つらら（R・262）
つらら（擁・262）
つらら（壌・262）
つらら（壌・262）
つらら（壌・262）
つらら（V韮・262）
つらら（W・262）
つらら（Vl戸262）
つらら（Vl●262）
つらら（Vl●262）
せきれい（V　・213）
どくだみ（V・242）
つらら（贋・262）
つらら（鳩・262）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
つらら（壌・262）
〈塩味が〉うすい（1・38）
つらら（W・262＞
つらら（W・262）
つらら（Vl●262＞
つらら（壌・262）
つらら（擁・262）
集1の鳴き声その2（M・299）
炊く儒・57）
煮る（翼。58）
凧（盟・143）
TAT’AGAI
－TATAKU
TATAMINOKO
TATANBO
TATAIslKO
TATEBIKAI
TATEBIKARI
TATEGAMI
TATEGAN
TATEGE
TATEITO
TATENAMI
TATENMA
－TATERU
－TATERU
TATENO
TATEYAMA
TATIGARAN
TATMAT
TAU
TAUIGUMI
TAUIHUMI
TAUMA
TAURA
TAWA
TAWARA
TAWARA
TAWARAKIMI
TAWAWA
TAWAYA
TAYANASAA
TAYUUGAERU
TAZUKOMI
TAZUNAGAMI
TAZURO
TAZURU
TEAGO
TEAZE
TEAZYE
TEBATA
TEBI
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つむじかぜ（W　・264）
いびきをかく後部分（＃・90）
をまこ　り　（Vl●271）
たんぽぽ（V・241）
おたまじゃくし（V・221）
下妻（VI・258）
下妻（VI・258＞
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
機糸（W　・157）
たてがみ（V・205）
竹、瑳葛（｛正・三44）
灸をすえる後部分（冠・84＞
いびきをかく後部分（＃・90）
林（N・199）
林（N　・199）
たてがみ（V・205）
つむじカ、ぜ（Vl●264）
炊く（嚢。57）
飯米（pa　・170）
飯米（iv「・170）
隼b篤（V。203）
水田く集合〉（N・186）
とうもろこし（N・182）
米びつ〈特殊な名称〉（鐸・
　166）
三日Nさ（V・247）
とうもろこし（iv「・182）
とうもろこし（N・182）
おたまじゃくし（V・221）
薬指（M　・124）
虫圭（V◎218）
林（罪．199）
たてがみ（V・205＞
水田〈集合〉（W・186＞
水田く藥合〉（N・186）
桑1の鳴き声その2（可・299）
あぜ（N・187），
あぜ（N。187）
凧（1韮・1瑠）
あぜ（fV・187）
TEBURAKO
TECCYOOIDORI
　SURU
TECCYOO　SURU
TEC｛一；KUSAI
TEDA
TEDAA
TEDAMA
TE茎）E
TEDEE
TEDEKKOKE
TEE）EPO
TEDEPOPO
TEDEPPO
TEI）EPPOPO
TEDEPPOPPO
TEDET
TEDOSAMA
TEE
TEE
TEEBA玉
TEEBAI
TEEBARI
TEEBARU
TEECIKO
TEEMO
T正i：GIRU
TEGOBATA
TEGURO
TEKO－
TEHOO－
T£珊．
TEI£N
TEIMO
TE王S王
TEKIPATA
TEKKEBANE
llrEKKINAGI
TEKKO一
とんぼ（V・231）
あぐらをかく（H・52）
あぐらをかく（＃。52）
焦げ臭い（1・36）
太陽備・251）
太陽（VI。251）
お手彫備・145）
樂：の鳴き声その1（～恥298）
桑の鳴き声その1（W・298）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V・241＞
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V　・241）
たんぽぽ（V・241）
桑の鳴き声その1（　Vl・298＞
太陽（W　・251）
水開く～区顧〉（即・185＞
水田〈集合〉（酔186＞
水団←区画〉（N・185）
オく日日〈集合〉　（揮．186）
水日日〈藥合〉　（IV「．186）
水照〈集含〉（N・186）
桑の鳴き毒その2（～恥299）
里芋その1（N。177）
片足跳びをする後部分（臣
　55）
礪（盟・143）
あぜ（IV・187）
うそをつく煎部分（9・91）
うそをつく潮部分（ll。91）
うそをつく箭部分（レ91）
灘園（N◎193）
盤芋その1（麗・177＞
お手玉（盤．145）
舩（膿。143＞
片足跳びをする前部分（酊。
　54）
片足跳びをする薗部分（9・
　54）
片足銚びをする前部分（ll・
孚診照JSAREBANA
TEKUSARE（BANA）
TEMARI
TEMEEGOME
TEMOCIGOME
TEMOCIGOME
TEMOCIMAI
TEMOCUMAI
ぼ’£N・
TENAGAASINAGA
TENBA
TENBATA
TENCU－
TENCYAN
TENCYANPONPO
TENCYONKOME
TENDOOSAA
TENDOOSAMA
TENDOOSAN
TENDOSAA
TENDOSAMA
TENDOSAN
TENGASOO
TENG王（～）
TEN（｝正RI
TENGO
TENGOBAPPA
TENGOMANMAN
TENGOME
TENGO（O）BATA
TENGOROOZYA
TENGUBATA
［lrENGUBATA
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　54）
たんぽぽ（V・241）
どくだみ（V。242）
お手羽程（Hl。145）
飯米俳・170）
飯米（N・170）
飯米（肪170＞
食反米（N・170）
飯米（罪・170）
灸をすえる離部分（ll・83）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
片足跳びをする削部分（脂
　54）
pm（M・143）
うそをつく前部分（li・9王）
お手玉（阻・145）
肩車く一般的な名称〉（膿・
　　149）
肩車〈～般的な名称〉（1韮・
　　149）
太陽（贋・251）
太陽（　Vl・251）
太陽（V［・251）
太陽（V【陰251＞
太陽（Vl・251）
太陽（Vl●251）
iiffL　（　M　・143）
片足跳びをする前部分（ll●
　54）
つむじ（皿・102）
pt（M・143）
肩東〈一般的な名称〉（1・
　　149）
肩車く一般約な名称〉（膿。
　　149）
蜘蛛（V・233）
凧（距143＞
”E’i香h’ivi’256）
凧纐・143）
肩車く一般的な名称〉（且1・
　　149）
TENGUKAZE
TENGURIBATA
TENGURUMA
TENGURUMAI
TENGURUMATA
TE（N）GURUMATA
TENGURURU
TENGURU（SAN）
TENGURUSYO（OI）
TENGURUZYO
TENGU（SAN）
TENGUSAN
TENGWKAZE
TENKA
TENKA（　一一　）
TENKARA（一）
TENKAZE
TENKIAME
’rENKO
TENKOBATA
TENKOBU
TENKOMA
TENKOMA王
TENKOMANKO
TENKOMAKKO
TENKONORI
TENKORO
つむじかぜ（Y（・264）
嗣（研・143）
肩車く一一般的な名称〉（1匪。
　149）
肩車く一般的な名称〉（賑。
　149＞
凧傭。143）
肩車く一般的な名称〉（1匪・
　149）
肩車〈一般的な名．称〉（脹・
　149）
二二〈一般的な名称〉（1ル
　149）
肩車く一般的な名称〉（lll・
　149）
肩車〈一一般的な名称〉（1匪・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（1距
　149）
つむじかぜ（ve　・264）
つむじかぜ（擁・264）
ぬか（｝V・172）
片足跳びをす翻1鄭分（掛
　54）
　　　　　　　　　　　　　　カ片建跳びをする商榔分（H・
　54）
つむじかぜ（樋・264）
ゆうだち（Vi。255）
お手玉佃・145）
万臥（測曹143）
蜘蛛（V●233）
肩車〈一般的な名称〉（班・
　149）
肩車く一殻的な名称〉（1匪・
　149）
肩車く一殻的な名称〉（獄・
　149）
片足跳びをする前部分（嚢・
　54）
二三〈一般的な名称〉（盟。
　149＞
じゃがいも〈糠殊な名称〉（N・
TENKOROBA
TENKOROIMO
TENKOROO－
TENKOTENKO
TENKUBI
TENKUMA
TENMA
TENMAIKAZE
TENMAKAZE
TENMAT
TENMOGURA
TENNOBATA
T£醸OSAMA
T1ヨN・0．
TENOBATA
TENOKO
TENPO－
TENPOO－
TENPOPO．
TENSYONINARU
TENTAI－IAN
TENTEN
TENTEN（　一一　）
TENTENGURUMA
TENTENMANZN
TENTENMUSI
TENTETOOSAMA
TENIIrO
TENTOGARII
TENTOGOSYoo
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　175）
肩単：〈一一一一般的な名称〉（翫・
　149）
じゃカζいも〈特殊な名称〉　（TV・
　175）
うそをつく前部分（ll。91）
三三〈一般的な名称〉侮・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（斑・
　149）
肩車〈一般的な名称〉（瓢・
　149＞
肩率1〈一般的な名称〉（膿・
　149）
つむじカ、ぜ（V匠●264）
つむ1ニカ」ぜ（VI●264）
つむじかぜ（Vl・264）
肩車〈一毅的な鶉称〉佃・
　149）
ノ『猛（iII●143）
太陽（Vl●251）
灸をすえる筋部分（耳・83）
Jilit　（　M　・　143）
ぬか（N　．172）
うそをつく前部分（＃・91）
うそをつく荊部分（＃・91）
たんぽぽ（V・241）
はげる（頂　・104）
太陽（Vl。251）
頭芋・IOI）
片足銚びをする前部分億・
　54）
肩車〈一般的な名称〉（撫・
　149）
肩車く一一般的な名称〉（1江・
　149）
かた：つむりその3（V・238）
；太：陽（VI●251）
太陽（VI．251）
薩1車く一一般的な名称〉（皿。
　149）
とうがらし（W・183）
TENTO｝｛［AN
TENTOO
TENTOOSAMA
TENTOOSAMA
TENTOOSAN
TENTOSAMA
TENTOSAN
TENUKA
TENZARA
TENZIKUIMO
TENZINBANZIN
TEPPARE
TEPPE
TEPPENGURO
TEPPO一
一TEPPOSII
－TEPPUSII
TERABAYASI
TERABAYASI
TERAYAMA
TERE
TERECUKE
TERECUKU
TERECUKU
TERERU
TERESUKE
TERESUKO
TERESUKU
TEREZUKU
－TERIBOSII
TERICIKE
TES王
TESIGOME
TES証くOB王
TESIKOI
TESO
TET
TETE
TETEBEKO
TETEET
太陽（M・251＞
太陽（VI・251）
太陽（Vl・251）
月（V【・252＞
太陽（Vl・251）
太陽（V匿．251）
太陽（VI。251）
ぬか（配・172）
つむじ傭・102）
さつまいも（IV・176）
肩車〈一般的な名称〉（珂・
　　149）
凍傷（阻・127）
頭値・101）
あぜ（lyr・187）
うそをつく前部分（H・91）
まぶしい後部分（1・31）
まぶしい後部分（1・31）
tX　（N　・198）
森（WO198）
pt（N　・198）
桑の鳴き声その1（Vl・298）
桑の鷹き声その2（W・299＞
桑（V・212）
桑の鳴き声その2（鳩・299）
はげる（無。104）
累iの鳴き声その2（W・299＞
桑の鳴き声その2（M。299）
桑の鳴き声その2（W・299＞
桑の鳴き声その2（耀。299）
まぶしい後部公（1・31）
累：の鳴き声その2（耀・299）
飯米（N・170＞
飯米（W・170）
片足跳びをする前部分（嚢・
　54）
大きい（1・17＞
とんぼ（V。231）
桑の鳴き声その1（～脂298）
桑の鳴き声その1（W。298）
牛ヒ隼（V。207）
桑の鳴き声その1（壌・298）
TETEum　SURU
TETEPOPPO
TETEPPO
TETEPPOPPO
TETEP（P）ePPO（O）
TETET
TEUGGAN
TEZUMA
T王BUM
TICCYABOO
T王CCYAYA
TIC工
丁丁α
TIDA
TIDAA
TIDAAM正
TIDAN
TIDAN’AMI
TのANGANAS茎
TIDI
TII
TII
TIIDA
TI至DAA
TIIGANASI
TI王RA
TIISYAAN
TI王TAA
TIKI
TIKKYO
TIKURYUM
TIKUYUM
T王KYO
TIKYURYUM
T王NBABU
TINBAU
TINCYOOBAAYAA
TINCYUT
TINNABURA
T’P’mNIN
TINPABU
TINPAU
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あぐらをかく（ll・52）
たんぽぽ（V・241）
たんぽぽ（V。241）
たんぽぽ（V・241）
桑（V・212）
桑の鳴き葺その1（～恥298）
たてがみ（V・205）
お三響三白（田・145）
葭（紐・115）
虹（V【・259）
稲妻（Vl●258）
つむじ（租・102＞
裏向・118）
太陽儲・251）
太陽（M。251）
ゆうだち（W　・255＞
太陽（脇251）
ゆうだち（Vi　・255）
太陽（距251）
唾（1匿・118）
ill　（M　・l15）
月（Vl●252）
太陽（W・251）
太陽（M驚251）
月（Vl。252）
太陽（Vl・251＞
すっぱい（1・41）
舌（K・117）
月（V【●252＞
月（Vl・252）
作る（匪。56＞
イ乍る（冠・56）
月（Vl●252）
作る（翼・56＞
虹（V【。259＞
虹（Vl。259）
肩車〈特殊な名称〉　（鍵。150）
せきれい（V・213）
とかげ（V　・224）
ξ二仏その2（IV「・178）
虫1二（V〔●259）
虫工（Vl・259）
TINTOONOOZIRI
TIRA
T更RA
TIRA
T三RAA
TIRAZYA
T璽RI
TIRIGYO
T互T
TIT
TIT
TO
TOBAKKOI
TeBAKO
TOBERA（GUSA）
TO歪31
TOBI　一一
TOBICU
TOBIGI
TOBIK茎
TOB王KO
孚OBIKUMA
TOB至T
TOBITOBI
TOBITU
TO80S王
TOBOSI
．TOBU
TOCAK（K）A
TOC（C）AKE
TOCCAK（K）A
TOCCA’NANBO
TOCCYAKA
TOCINOKO
TocU
虹（Vi。259）
顔（lil・106＞
頬（蟹・107）
太陽（M・251）
疑心・106）
とヵΣげ（V．224）
おつり（N・152）
井戸（揮。197）
唾（lll・118）
月（Vl●252）
桑の鳴き声その1（W　・298）
彙の鳴き声その1（擁。298＞
∠」、さい（1ゆ22）
米びつ〈特殊な名称〉（lv・
　　166）
どくだみ（V・242）
秘義（IH●143）
片足跳びをする蔚翻分・（R・
　54）
米びつ〈特殊な名称〉（fV「・
　　166）
とうもろこし（N・182）
とうもろこし（N・182）
鬼ごっこ（獲。王47）
肩車く特殊な名称〉織・焉0）
米びつ〈糠殊な名称〉（vv「。
　166）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　23e）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
とりおどし（N・189）
カ》カ、し（∫V・190）
片足跳びをする後部分（ll・
　55）
とさカ、（V・215）
とさカ、（V・215＞
とさ」btS（V．215）
集1の鳴き声その2（随・299）
とさカ、（V●215＞
松かさ（V・247）
とさカ、（V・215）
TOCUSAKA
TOCYAMA（BIKI）
TOCYO
TODE　SURU
TOIX）NMA
TODOROGAMI
TOGA
TOGA
TOG（e）AG（1）E
TeGCe）AG（lj）EHEBI
TOGAISARU
TOG（g）me
TOGAKUSU
TOGARAS王
TOGARI
TOGASIYARU
TOGE
TOGE
TOGE
TOGEBARA
TOGENBOO
TOG（g）ERA
TeGERA
TOGERAHARU
TOGERARERU
TOGERASARU
TOGERU
TOGESA｝一IARU
TOGESARU
TOGESASU
TOGES｝YARU
TOGESO
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とさカ、（V・215）
ひきがえるその1（V。219）
とさJO■（V．2三5）
驚く　（H・77＞
鷹（V・201）
雷（距256）
とげく指にささる木や牲の細片〉
　　（　V　・249＞
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とζず〉（V●250）
とカ》をデ（V。224）
とかげ（V・224）
〈譜が〉落ちる（澄・95）
とカ、げ（V・224）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とうがらし（酎・王83）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉　（V。250）
〈護が〉落ちる（江・95）
とさカ・（V。215）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　〈V　．249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V奪250）
とげ〈V・ばら。さんしょうなどの
　とげ〉　（V・250）
とげくいばら・さんしょうなどの
　と｛ず〉　（V●250）
鱗（V。217）
とげ〈指に：ささる本や竺の細片〉
　　（V　・249）
〈雷が〉落ちる（韮。95）
〈雷が〉落ちる（H・95）
〈雷が〉落ちる儒・95）
〈雷が〉落ちる（fi・95＞
〈窟が〉落ちる（H・95）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
〈雷が〉落ちる（E。95）
〈雷が〉落ちる（ll・95＞
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）
TOGESYARU
TOGETOGE
TOGEYARU
TOGEYASARU
TOGI
TOGI
TOGIBARI
TOGIBI
TOGIMI
TOGIS三
TOGISU
TOGO
TOGUI
TOGUSI
TOGUSI
一TOI
TOIGO
TOIMO
TOIMO
TO王NOIMO
TOINOMO
TOINOODOSI
TOINOODOSI
TOINOSIME
TOINOSIME
TOITO
TOIYOKE
TeKACI
TOKAG（g）A
TOKAG（9）E
TOKAG（P）E
TOKAG（g）E
TOKAG（g）E
〈雷が〉落ちる（嚢・95）
とげ〈いばら・さんしsうなどの
　とげ〉（V。250）
〈雷が〉落ちる（匪・95）
〈雷が〉落ちる僧・95）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
とげくいばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V●250＞
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249＞
とうもろこし（痒・182）
とうもろこし（解。182）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈指にささる本や物の細片〉
　　（V・249）
うるち（N・168）
とげく指にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈旛にささる木や竹の細片〉
　　（V　・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V。250＞
お手玉遊び（HI嘔146）
かぼちゃ（N。180）
さつまtOも（N。176）
里芋その2（N・178）
里芋その2（毘。178）
里芋その2（配・178）
とりお‘どし（罪・189）
かかし（！V・190）
とりおどし（N．189）
かかし（W・190）
機糸（昏r。157）
とりおどし（即・189）
とかげ（V。224）
かなへび（V・225）
とカ｝げ（V・224）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225＞
かなへび（V・225）
TeKAG（g）E
TeKAG（g）E
Nt戟EOKAG（g］E
一一sOKAG（p）E
一一sOKAGE9）E
～TαくAG〔弓〕E
TOKAG［1）ECCYO
TOKAG〔讐〕E｝犯BI
TOKAG（9）I
TOKAGCg）l
TOKAG（g）I
TOKAG（e）I
TOKAG（e）1
一一sOKAG（g）1
～TOKAG〔弓〕夏
一一sOKAG（g）1
～TOKAG〔弓〕正
TOKAGCg）II
TOKAG（g）II
t－sOKAG［g）II
t－sOKAG［9）II
TOKAG（g）IRE
TOKAG（p）IRE
TOKAG（g）IRI
TOKAG（n）IRI
TOKAG［g）IRI
TOKAG〔弓〕夏R王
一TOKAGCg］IRI
～TOKAG〔葛〕王RI
～TOKAG〔g〕正R夏
TOKAGCg）IRO
TOKAG（g）ISi
TOKAG（9）ISSYO
TOKAGC9）IT
TOKAG［g］IT
－TOKAG（9］IT
－JsOKAG［9）1（T）
TOKAG（g）O
－」sOKAG（g）o
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カ》まきり〈一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V・
　229）．
とカ｝げ（V。224）
とカ》げ（V・224）
かなへび（V・225）
かなへび（V・225）
とカ、げ（V．224＞
とかげ（V・224）
とカ》げ（V・224）
とかげ（V。224）
かなへび（V・225）
かなへび（V・225）
かまきり〈一一般的な名称〉（V・
　229）
とカ》げ（V・224）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
かなへび（V。225）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
と；うΣげ（V．224）
かなへび（V・225）
とカ、げ（V●224）
とカ、げ（V・224）
とかげ（V・224）
とカPtげ（V●224）
かなへび（V・225＞
かなへび（V・225）
とカiげ（V。224＞
と；う、げ（V・224）
かなへび（V・225）
とかげ（V・224）
とかげ（V。224）
とカ、げ（V◎224＞
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
かなへび（V・225）
とカ》げ（V・224）
TOKAI〈E
TOKAKE
TOKAKE
TOKAKE
一ClrOKAKE
一一sOKAKE
径’OKAKEHEB王
TOKAKEZI
TOKAKI
TOKAKI
一一　TOKAKI
TOKAKIBI
TOKAKI王
TOKAI〈IRE
TOKAK夏RE
TOKAKIRI
TOKA獲RI
n－sOKAKIRI
硬’OKAK王RO
一一　TOKAI〈IRO
TOKAKIT
TOKAKU
TOKAKU
～窪’OKAKU
TOKANGCg）I
TOKANG（g）ll
TOKANG（g）IISU
TOK：ANG〔g〕茎R王
TOKANG（g）IRI
TOKANGCg）IRO
TOKANG［g）IT
貰’OKANG〔9〕YAR王
TOKANIGC9）IRI
TO燃K王R正
TOKANZYO
TOKARI
TOKASA
llrOKAZE
TOKAZI
TOKECINBO
とさカ、（V●215）
とかげ（V・224）
かなへび（V。225）
かまきりく一般的な名称〉（V。
　229＞
とカ、｝ず（V．224）
かなへび（V・225＞
と力忌デ（V。224）
とカ、をデ（V・224）
と力寸デ（V。224）
かなへび（V・225）
と）b・・ξず（V。224）
と力昂ず（V・224）
とかげ（V。224）
と力昂ず（y。224＞
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
とカ、をデ（V●224＞
かなへび（V・225）
かなへび（V　・225）
かなへび（V・225）
とかげ（V・224）
と力試ず（V・224）
とかげ（V・224＞
かなへび（V・225）
とカ、げ（V奪224）
とかげ（V・224）
とかげ（V。224）
とab，　｛di“（V。224）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
とヵ尋ず（V．224）
とかげ（V・224）
と）b・・げ（V・224＞
と潮気デ（V・224）
と；うtSをデ（V●224）
とカ》げ（V・224）
とさカ》（V。215）
とさカ、（V。215）
とカ、げ（V奪224）
とかげ（V・224）
つらら（W・262）
TOKEE
TOKEEUSI
TOKERU
TOKESA
TOKESARU
TOKESYARU
TOKIBI
TOKIBINOKONBU
TOKIBINOYOMEZYO
TOKIMI
TOK茎N
TOKISAMIE
TOKISARU
TOKKAG（9）E
TOKKAG［p］E
TOK｝〈AG（p）E
一　TOKKAG　（lj）　E
TOKKAGこlj〕王
TOKKAG（g）I
TOKKAG（“）1
～径’OKKAG〔葛〕茎
TOKKAGC9］O
TOKKAG（S）O
TOKKAIGOO
TOK］1〈AKE
TOKKAKE
一・sOKKAKE
TOKKANGAN
［’OKKANG（9）E
TOKKANG［g）II
TOKKANG（g）O
－TOKKANG（g）O
TOKKASA
TOKKASE
TOKKECI
TOKKESA
TOKKESI
TOKKIBI
TOKKIMI
TOKKIN
TOK（K）O（O）（PORI）
TOK（K＞WO（DOI）
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牡牛（V・207）
牡と1二（V・207＞
〈雷が〉落ちる（嚢・95）
とさカ、（V。215）
〈露が〉落ちる（R・95）
〈雷が〉落ちる（韮・95）
とうもろこし（iv・182）
とうもろこし（N　・182）
とうもろこし（EV・182）
とうもろこし（IV・182）
とさカ、（V・215）
ゆうだち（顯・255）
〈雷が〉落ちる（韮。95）
とかげ（V・224）
とカ・げ（V。224）
かなへび（V。225）
とカ、Fデ（V・224＞
と力踵ゲ（V●224）
かなへび（V・225）
かなへび（V・225）
と力銘ず（V．224）
とかげ（V。224）
かなへび（V・225）
肩車く特殊な名称：〉（澱・150）
と力忌デ（V・224）
かなへび（V・225）
とカ、をデ（V・224）
肩車く特殊な名称〉（紐・150）
とカ、げ（V．224＞
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
と力巽ず（V。224）
とさカ、（V。215）
とさカ》（V・215）
とさカΣ（V・215）
とさカ、（V。215）
とさth・・（V。215）
とうもろこし（N。182＞
とうもろこし（W・182＞
とさカ、（V・215）
桑（V●212）
，pstf（　V　t　212）
TOKKYABU
TOKKYAKU
TOKKYAKUHEBI
TOKKYO
TOKKYO
TOKOG（g）IRI
TOKOKUSA
TOKOSEI
TOKOZIR玉
TOKUDAMI
TOKU（GYUU）
TOKU正MO
TOKUMUSIGUSA
TOKUSA
TOKYAKA
TOKYAKU
TOKYAKU
一一sOKYA］KU
TOMAME
TOMEEKAKURE
TOMIG王
丁OM王K：正MI
TOMO
TOMO
TOMODE
TOMUGI
TOMUKAI　．NI　SURU
TON
TON
TONASU
TONAWA
TONBA
TONBEReBERO
TONB正I
TONBIIROOROO
TONBO
TONBO
TONBOGUSA
TONBOKAZE
TONBOKU正
TONBOO
とかげ（V・224）
とかげ（V。224＞
とかげ（V・224）
とカ｝げ（V●224＞
月（Vl・252）
とカ｝げ（V。224）
どくだみ（V・242）
肩「車〈特殊な名称〉（恥・150）
畑（W。188）
どくだみ（V　・242）
子牛（V・209）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　　175）
どくだみ（V・242）
とさカts（V・215）
とさカ、（V・215）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
とかげ（V・224＞
とうもろこし（iv「・182＞
かくれんぼ（胆・148）
とうもろこし（N・182＞・
とうもろこし（即・182）
カ、カ、と（盟．129）
水国〈藥合〉（N・186）
水田〈簗合〉（郵・186）
とうもろこし（ELt・182＞
〈二人で〉かつぐ（H・68）
さつまいも（N・176）
とうがらし（N・183）
かぼちゃ（N・i80）
とうもろこし（罪。182）
　　　　　　　　　　　　　’とんぼ（V・231）
肩輿く特殊な名称〉　（思●150）
肩車〈特殊な名称〉（躍・150＞
肩車〈特殊な名称〉（恥・150）
とさカ、（V・215＞
とんぼ（V・231）
すみれ（V・240）
つむじかぜ（畷。264）
虫圭i（V．218）
とんぼ（V・231）
TONBOOZUKU
TONBU
TONCIMII
TONCYUBII
TONEBEKOKO
TONEKOBEKO
TONEKO（N）GUSA
TONEKONMA
TONEMA
TONEZUKE
TONGAN
TONGARASI
TONGARASIKARAI
TONGARASYE
TONGARASYO
TONGE
TONGE
TONGI
TONGI　（　一・　）
TONGIMI
TONKACIBANA　・
TONKAG（g）E
TONKE
TONK：王MI
TONKIN
TONKIN
TONKO
TONKO
TONKOME
TONKOME　・
TONKOSI
TONMO
TONMOROKOSI
TeNNAIKO
TONNOKIBI
TONNOODOSI
TONNOODOSI
TONNOUMA
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驚く　（ll。77）
とんぼ（V・231）
とうもろこし（！V・182＞
とうもろこし（N。182）
IFkP（V・209）
子4二（V●209）
すぎな（V・243）
子羅蚤（V．204）
子馬（V・20の
子、馬（V●204）
かぼちゃ（N・180）
とうがらし（即・183）
辛い（1・40）
とうがらし（N・183）
とうがらし（揮。183）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とをず〉　（V●25e）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
片足跳びをする前部分（ll・
　54）
とうもろこし（N・182）
すみれ（V・240）
とカ｝げ（V・224＞
とさJO・・（V・215）
とうもろこし（配・182＞
お手玉（懸・145）
とさカi（V・215）
二…二，驕（V・204）
子隼（V・209＞
子馬（V・204）
こ凶聞牛（V●209）
くるぶし儲・128）
さつまいも（配・176＞
とうもろこし（揮。182）
子馬（V。204＞
とうもろこし（EV・182）
とりおどし（卑・189＞
かかし（揮。190）
かまきり〈～般的な名称〉（V・
TONOIMO
TONOKIBI
TONOMAME
TONOSAMABIKI
TONOSAMABIKI
TONOSAMAGAERU
TONO（SAMA）GAERU
TONOSANKACIKACI
TONOUMA（KACIKA－
　CI）
TONPO
TONPOKO
TONPOPO
TONPU
TONTAN
TONTO
TONTON（一）
TONTONKIBI
TONZIN
TOO
Teo
TO（O）
TOO
TO（O）BATA
’rooBIKI
TOOBORA
TOOBOS正
TOOBOSI
TOOBURA
TOOCI
TOOC工BURU
TOODAI
TOODAI
TOODAIGO
TOODAIUMA
TOODEE
TOODEGO
TOODEKKO
TOODEKKO
TOOGA
　229）
里芋その2（郵・178）
とうもろこし（W・182＞
とうもろこし（rv・182）
肇圭（V・218）
ひきがえるその1（V・219）
蛙（V。218）
ひきがえるその2（V・220）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240＞
とんぼ（V・231）
たんぽぽ（V・241）
肩脱：〈特殊な名称〉（礁・150）
とんぼ（V　・231）
桑の鵬き声その2備・299）
とうもろこし（！V・182）
片足跳びをする前部芳（ll’
　54）
とうもろこし（W・182＞
とさカ、（V●215）
凧（猛・143）
とうもろこし（W・182＞
とさカx（V●215＞
至聖・さ（V●247＞
凧（阻●143）
とうもろこし（N・182）
かぼちゃ（W磯80）
とりおどし（N。189）
かかし（N・190）
かぼちゃ（N・180）
虫工（Vl．259）
かぼちゃ（N・180＞
子馬（V。204）
子牛（V・209）
子，廉…（V●204＞
こヨ乙，霞葛（V・204）
子馬（V・2G4）
子とト（V書209）
子，騒（V・204）
子牛（V●209）
かぼちゃ（配・180）
TOOGAN
TOosANKABocYA
TOOGARASI
TOOGARASIKARAI
TOOGARASU
TOOGARAS（Y）E
TOOGARASYO
TOocASII
TOOG夏B豆
TOoslMI
TOOGIN
TOOGO
TOOHI一；UICCYOOKUI－
　TA脳A
窪’00三MO
TOOIMO
TOOIMO
TOOITO
Tool’lro
TOelTTE
TOOKAI　一
TOOKANA
TOeKE
TOOKI
TOOKIBI
TOOKIBIN
TOOKIBUCU
TOOKIMI
TOOKIMON
TOOKITE
TOOKIYAKI
TOOKOBO
TOOKURW
TOOMAME
TOOMANUKUSI
TOOMANUKWASU
TOOMARUKUSL｝
TOOMEKKO
TOOMIGI
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かぼちゃ（N。180）
かぼちゃ（1》。180）
とうがらし（N．183）
辛い（レ40）
とうがらし（郵・183）
とうがらし（｝L「。183）
とうがら’し（W・183）
機糸（W・157）
とうもろこし（N・182）
とうもろこし（N畷82）
とうもろこし（rv　．182）
うるち（W・168）
桑の嶋き声その2（通・299）
じゃカ｛レ、もく特殊な名称〉　（配●
　175）
さつまいも（N　．176）
蟹芋その2（fN「躾78）
木綿糸（iv「・156）
機糸（貼157）
桑の鳴き声その2儲・299）
かくれんぼ（胆・148）
ン郵綿糸（揮辱156）
米びつく特殊な名称〉（iVf・
　166）
陶磁器（N・161＞
とうもろこし（N・182＞
とうもろこし（！V．・182）
陶磁器（N・161）
とうもろこし（IV・182）
陶磁器（1》・161）
集1の鳴き声その2（Vl。299）
陶磁器（ly「・161＞
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
肩車〈特殊な名称〉（珊・150＞
とうもろこし（fV・182）
とうもろこし（N磯82）
とうもろこし（IV・182）
とうもろこし（N．182）
子，賊乱（V・204＞
とうもろこし（f》・182）
TOOMO
TOOMO
TOOMO
TOOMON
TOOMORIKOSI
TOOMOROKIBI
TOOMOROKOSI
TOOMOROSI
TOOMUGI
TOOMUNUIくASI
TeOMURIKOSI
TOeMURUKUSI
TOONA
TOONA
TOONA
TOONABOOZU
TOONACIN
TOONAGO
TO（O）NAI
TOONAI
TOONAKIBI
TOONANBO
TOONANBOSI
TOONANHANA
TOONANKIN
TOONANOHOOCIKO
TOONANOTOO
TOONAO
TOONASU
TOONASUBI
TOONASUKABOCYA
TOONAWA
TO（O）NE
TOONEBEKO
TO（O）NE（E）
TO（O）NE（E）GO
TO（O）NEGO
TO（O）NEK（K）O
TO（O）NEK（K）O
TO（O）NEK（K）OUSI
TOONEMAKKO
TOONEME
とうもろこし（N・182）
水田〈～区薩〉（配・185＞
水上〈集禽〉（W・186）
水幽く一区磁〉（iv・186＞
とうもろこし（N・182＞
とうもろこし（IV・182）
とうもろこし（N・i82）
とうもろこし（rv・182）
とうもろこし（即・182＞
とうもろこし（W・182）
とうもろこし（N・182）
とうもろこし（即・182）
とうもろこし（N・182）
すぎな（V・243＞
つくし（V・244）
つくし（V。244）
とうもろこし（fV「・182）
とうもろこし（N・182）
子馬（V・204）
子有二（V・209）
とうもろこし（揮・182）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
かぼちゃ（ly「。180）
つくし（V・244）
つくし（V。244）
とうもろこし（！V・182）
かぼちゃ（即・180）
かぼちゃ（V「。180）
かぼちゃ（揮・180＞
とうもろこし（W・182）
子心（V。209）
子心（V。209）
子，焉（V・204＞
子牛（V・209）
子，驕（V●204）
子，尾焉（V●204）
子牛（V・209）
子牛（V・209）
子月§（V。204）
子馬（V・204）
TOONEN
TOONENGO
TOONENGO
TO（O）NENKO
TO（O）NENKO
TO（O）NEUMA
TOONEUMAKKO
TO（O）NEUSI
TO（O）NEUSIKO
TOONIGI
TeONIMI
TOONIN
TOONOIMO
TOONOKIBI
TOONIJKAAGU
TOONUMANZYAI
TOORA
TOORAR　N
TOORIAME
TOOROGE
TOOROMI
TOORON（BOO）
TOORONBOO
TOOROO
TOOROO（MUSI）
TOORU
TOOSAI
TOOSAI
TOOSAIBA
TOOSAIGO
TOOSAIK（K）O
TOOSAINOUSI
TOOSAIUMA
TOOSEE
TOOSE（E）
TOOSEEUSI
llroosEKo
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子、繹｝（V。204）
子馬（V・204＞
子鼠（V・209）
子，馬（V●204）
子4二（V。209＞
子　，eg（V●204）
子兵§（V●204）
子牛（V・209）
子∠＝卜（V・209）
とうもろこし（N。182）
とうもろこし（即・182）
肩箪〈特殊な名称〉纈。150）
里芋その2（押・178）
とうもろこし（W・182）
肩車く特殊な名称〉　（膿。i50）
薦車1〈特殊な名称〉（盟。15G＞
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
貰う（嚢・76＞
ゆうだち（M・255＞
かまきり〈一一般的な名称〉（V・
　229）
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
かまきりく一般的な名称〉（V・
　229）
つらら（W・262）
つらら（擁。262）
かまきり〈～般的な名称〉（V・
　229）
桑の鳴き声その2（贋・299）
子，驕（V。204＞
子牛（V・209＞
子，驕（V・204）
子牛（V。209）
子，鴇（V。204）
子牛（V●209）
子馬（V・204）
子牛（V・209）
桑の鳴き欝その2（M・299）
子乏卜（V●209）
子馬（V・204）
TOOSINGUSA
TOOSITE
TOOSO
TOOSUKE
TOOSUKUBOO
TOOTESAN
TOOTO
TOOTOGIN
TOOTOKIBi
TOOTOKIN
Too：roKo
TOOTOKOSAMA
TO（O）TOKOSAMA
TOOTONBIKI
TOO（TOO）
TOOTOOGIN
TOOTOOKIBI
TOOTOOKO
TOOTOOMEE
TO（O）TOSAMA
TOOWA
TO（O）ZAI
TO（O）Z．AI
TOOZAIBA
TO（0）ZA工BEKO
’1’OOZAIBIKKO
TOOZA三GO
TOOZA王GO
TO（O）ZAIK（K）O
TO（O）ZAIK（K）O
TOOZAIKOBO
TOOZAIKONMA
TOOZA王ME
TOOZAIMON
TOOZAIUMA
TO（O）ZAIUSI
TOOZEBEEKO
TO（O）ZE（E）
TO（O）ZE（E）
TO（O）ZE（E）BEKO
TO（O）ZE（E）GO
TOOZEEGO
すぎな（V・243＞
桑の鳴き声その2（va・299）
機糸（N・157）
桑の鳴き声その2（贋・299＞
桑（V唇212）
月（Vl。252）
とうもろこし（W・182）
とうもろこし（W。182）
とうもろこし（Tl「。182）
とうもろこし（W・182）
とうもろこし（W・182＞
太陽（VI。251）
雷（Vl。256）
とうもろこし（N・182＞
樂1の鳴き声その1（Vl・298）
とうもろこし（罪・182）
とうもろこし（N・182）
とうもろこし（押・182）
月（Vl　9252）
雷（Vl。256）
とうもろこし（N・182）
ヨ乙，馬（V●204）
子乙卜（V。209）
子，％（V●204）
子牛（V◎209）
子馬（V・204）
子、焉（V．204）
子乏F（V鯵209）
子無惹（V．204）
一r　tF（　v　・20g）
子とト（V・209）
子馬（V・204）
子、馬（V・204）
子、驕（V。204）
子J罵（V．204）
子盤二（V●209）
子とF（V●209）
子，羅蚤（V．204）
子牛（V・209）
子とト（V◎209）
子馬（V・204）
子とト（V●209）
TO（O）ZE（E）K（K）O
TO（O）ZE（E）K（K）O
TO（O）ZE（E）UMA
TOOZEKKORO
TOOZEKKORO
TOOZEMA
TO（O）ZEUSI
TOOZEUSIKO
TOOZIKI
TOOZINBATA
TOOZINI
TOOZIN’IMO
TOOZIN’iMO
TOPPAMEME
TOPPIKI
TOPPO
TOPPODORI
TOPPYOO
TORA
TORABA［lrORI
TORABO
TORAKIBI
TO王ミASU
－TORI
TORIAS王
TORIBAS王
TORIBOI
TORIBOI
TORIBOTTAKURI
TORICUKI
TORIGAMI
TOR王G£
TORIGOKE
TORIGOMI
TORIKAGC9）E
TORIKAG（＃）E
e－sORIKAG（n］E
TORIKAG｛9］1
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子馬（V・204）
子煮卜（V●209）
子，ξ§（V●204）
子，馬（V●204）
子有二（V●209）
子，賜（V・204＞
子ゐト（V・209）
子∠奢二（V・209＞
陶磁器〈W・王61＞
π民（霞●143）
とうもろこし（IV「・182）
じゃがいも〈特殊な私称〉（　EV「・
　175）
さつまい・も（fSt・176）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
とうもろこし（W・182＞
とんぼ（V・231）
桑（V・212）
かぼちゃ（N・18G）
米びつ〈特殊な多称〉（N・
　166）
鬼ごっこ（醗・147）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
とうもろこし（INf・182）
やる（H・73）
お手玉遊び轍・146）
竹馬（lll　・　144）
・㍗㌻祭蚤（翼1●144）
と　りおどし（N・189）
かかし（iv賎90）
とりおどし（W。189＞
彙の鳴き声その2（W・299）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
ふけ価・105）
たてがみ（V・205）
とかげ（V・224）
とかげ（V・224）
かなへび（V・225）
と力漕ず（V．224）
TOR三KAG〔塁〕I
TORIKAMI
TORIKANG（g）I
TORIKASA
TORIKO
TOR王KO
TORIKOBOSI
TORIKOBU
TORIKOBUSI
TORIKONOHUSI
TORIKOYOKE
TORIKUB三
TORiNOKOBUSI
TORINooDORAKASI
TORINooDOSI
TORINooDOSI
TORINOSIME
TORINOSOME
TORIOI）OKASI
TORIOI］K［）SI
TeRIOI］＞OSI
TORIODOSIT
TORIODOSU
TOR正OI
TORISAKA
TORIYO
TORIYOKE
TORIYOKE
TORIYOKEKO
TORO
TOROAME
TOROCUKE
TOROHI　．
TOROKKO
TOROKUSO
TOROKUSO（KUI）
TORORO
TOROSUKE
TOROSUKO
TOROSUKO
TORU
－TORU
とかげ（V・224）
たてがみ（V・205）
と；う魂ず（V・224＞
とさカ、（V・215）
くるぶし（膿。128）
お手玉（無。145）
くるぶし（瓢・128）
くるぶし（醗・128）
くるぶし（膿・128）
くるぶし（阻。128＞
とりおどし（N・189）
くるぶし伽・128）
くるぶし（醗・128）
とりおトどし（ly「・189）
とりおどし（｝y「・189）
かかし（N・190）
とりおどし（配。189）
とりおどし（IL」・189）
とりおどし（W・189）
とりおどし（N・189）
かかし（配。190）
とりおどし（即・189＞
とりおどし（騨。189）
とりおどし（麗・189＞
とさD・・（V・215＞
桑1の鳴き声その2（擁・299）
とりおどし（N・189）
かかし（解・190）
とりおどし（ltf・王89）
よだれ（胆●l19）
梅雨（Vl。254＞
桑（V●212）
つらら（矯・262）
桑の鳴き欝その2（M。299＞
桑の鳴き欝その2（耀。299）
桑（V●212＞
つらら（M。262）
棄の鳴き声その2備・299）
桑（V．212）
桑：の鳴き声その2（顎・299）
貰う（fl。76）
お手玉遊び（皿・146）
TORUKO
TOSA
TOSAKA
TOSAKANOKINOKO
TOSAKEE
TOSINAKAONZYO
TOSIONZYO
TOSIYORINOOZISAN
TOSIYORIOZI（1）SAN
TOSIYORIZiCCAN
TOSIYORIZICCI
TOSIYORIZI（1）
TOSIYORIZI（1）SAMA
TOSIYORIZIISAN
TOSIYORIZINCA
TOSIYORIZINCAN
TOSIYOR王Z三NCYAN
TOSIYORIZ三Z王
TOSIZIIYAN
TOSOKA一一一〉
　劇除（TOSAKAの誤り＞
TOSSAKA
TOSSAK更
TOSSAKO
TOSYOOZIISAN
TOSYOZII
TOSYOZIiYA
TOT
－TOT
TOTANBACI
TOTANBAKO
TOTOAME
TOTOSAKA
TOTOSAMA
TOTOSAMA
TOWAWA
TOZAIMANKO
TOZAKA
TOZEBEKeKO
TOZEKKONMA
TOZEMAK（K）O
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雀（V。214＞
とさカ」（V．215＞
とさカ・・（V・215）
とさカ・・（V・215）
とさカtS（V・215）
瞥祖父纈・142）
曽撮記（9・142）
暫祖父㈲・142＞
酒乱父島・142）
曽三三価・142）
曽祖父佃・142）
曽檀父（膿・142）
瞥祖父礪・142＞
曹祖父噸・142）
鷺沼父（恥142）
嘗複父個・142）
蕾租父伽・142＞
曽留山佃・142＞
蕾祖父（雁・142）
とさカ、（V・215）
とさカi（V・215）
とさカi（V・215）
とさカ｝（V・215）
自活父伽・142）
自信父倒・142＞
曹櫨父㈲・142）
桑の鳴き声その1（wr　・298）
お手玉遊iび（膿・146＞
頬（HI・107）
米びつ〈特殊な名称〉（N・
　166）
ゆうだち（M。255）
とさカ・・（V。215）
太陽（wo．251）
月（VI．252＞
とうもろこし（N・182＞
子馬（V。204）
とさカ」（V・215）
子牛（V・209）
子，襲｝（V．204）
子馬（V・204）
TOZEUMAKO
TOZIKUSAI
TOZIN’IMO
TOZUKA
TTA
TTERU
TU
TUBA
TUBA
TUBAKE
TUBAK］［
TUBBEE
TUBII）AKU
TUBIZYAARUU
TUBO
TUBUTAMA
TUCI
TUCI
TUCINUI
TUDO
TU正）U
TミJE
TUGYA
TUGYA
TU｝一IHWI
TUI
TUIN
TUZ［nmGAN
TUINUKOOI〈OOBANA
TU三ROO
TU歪SIM王
TU］［Wl［IPOImm
TU王YU
TUKI
TUKISAMA
TUKISAN
TUKIYAMA
TUKUIN
TUKURU
子、篤（V・204）
焦げ臭い。（1●36）
さつまい・もくN・176）
とさth・・（V。215）
舌（1丑・117）
捨てる（il・62）
桑の鳴き声その1（WS　・298）
懸（瞑・116）
唾（M・118）
唾壷・118）
唾纈・l18）
唾（瞑・1三8）
凧（膿。143）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
庭園（揮・193＞
すみれ（V・240）
唾（錘●118）
月（Vl参252＞
月（Vl辱252＞
唾（1丑・118）
唾（照◎118）
口論・118）
とげ〈旛にささる本や竹の細片〉
　　（V・249）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V・250）
作る（i・56）
おつり　（即◎152）
‘貰う（E．76）
とさカ・i（V．215）
すみれ（V・240）
たんぽぽ（V・241）
とりおどし（IY「・189）
とりおどし（IVf。189）
た：んぽぼ（V・241）
月（VI・252）
月（珂・252）
月（Vl．252）
庭園（Ai◎193）
イ上る（E・56）
作る（fl・56）
TUKURURI
TUKURYUM
TUL’
TUL至GAWA
TUMEEGAKKUU
TUN
領’UNBEE
TUNBUCIKAA
TUNE｛WEE
TUNMOOIN
TUNNU｝一i［AAN
TUNNUKURANMA
TしINPEE
TItwOPO
TURTAC蕪
TI一｝NTU
TUIxlTUNTAARII
TUPACI
TUPALI
TUPIDAMA
TUPPE
TUPPEE
TURA
TURA
TURA
TURAI－IIN
TURAI－IUN
TURA厭JN
TURASUN
TURASUN
TURASYUN
TURASYUN
TURI
TURIKWAKUSA
TUR三SEM
TUR三ZEN
TUSASI’UIBi
TUSSOO
TUT斑）PE
一　328　一
作る（匪・56＞
ダFる（酊・56）
貰う（H。76）
せきれい（V・213）
かくれんぼ（頂・148）
森（IV●198）
唾（M・118）
深薯峯算〈特殊な名称〉　（盟．150）
唾（理・118）
驚く　（籔の77）
とさカ、（V・215）
肩璽く特殊な名称〉（醒。150）
唾（眠。118）
たんぼぼ（V・241）
人差し捲㈲・122）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
カ・まきりく特殊な名’称〉（V・
　230）
唾（翅・l18）
唾（理・118）
鰍（醒・143）
唾（胆。118＞
唾（距118）
顔儒・106）
頬（翼1．107）
米びつく特殊な名称〉（fV「・
　　166）
呉れる（翼・74）
やる（G。73）
呉れる（E・74）
やる（H・73）
呉れる（fi・74）
やる（韮・73）
呉れる（ll・74）
おつり　（鐸●152）
すみれ（V・240）
おつり（Vl「・152）
おつり（V「●152）
入差し指備・122＞
かぼちゃ（iSi磯80＞
唾傭・118）
TULiHWEE
TUUIIBI
TUUMIGmxI
TUWA
TUYUN
TUZU
TYAANU
唾（無。l18）
人差し捲礪・122）
かくれんぼ傾・148）
唾i（盤・118）
貰う（H・76）
唾（司・118）
すっぱい（1・41）
U
U
UBA
UBA
UBA脳
UBAIRUN
UBAKUDO
UBAU
UBAZIZI　’
UBEE｝VLA
UBI
UBI－
UBO
UBO－
UBOO
UBU
UBUABUZI
UBUU
UBUUBI
UBUUYABI
UBUWO
UBUYUB正
UBUZA
UBUZII
UBYAA
UBYAAMAA
UCCYAARU
VCCYAERASU
UCCYAKIIN
UCCYAKIIS（Y）UN
UCCYAKIS（Y）UN
UCCYAKUT
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（U）
助詞「を」〈「いびきをかく」に
　　おける〉（頚・99）
助詞「を」〈「あぐらをかくjec
　　おける〉（H。100）
牛ヒ牛（V・208）
蛙（V．218＞
驚く　（慧・77）
驚く　（獲●77）
ひきがえるその2（V。220）
　〈幼児を〉負う（嚢・64）
複父僅・141＞
ij、手簿（賑。125）
　いくら〈値段〉（1・50）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　　（1　・18）　，
蜘蛛（V●233）
大きいく唱法キイ類の詳細図〉
　　　（　1　・18）
　〈幼児を〉負う（＃・64）
　〈幼児を〉負う（瓢。64）
難複父（阻・142）
　〈幼児を〉負う（H・64）
四望伽。121）
　親t旨（HI●121）
　〈幼児を〉負う（置。64＞
親指（臆・121）
祖父（膿・141）
善根父噸・142）
　／］、｝旨（擁・125）
　些」、ま旨（HI●王25）
捨てる（K・62）
　〈雷が〉落ちる（9・95）
　〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　　294）
　〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　　294）
　〈片方の肩で包を〉かつぐ（W・
　　294）
　〈雷が〉落ちる（翼・95）
UCCYARO
UCCYARU
UCCYAYURU
UCCYAYUT
UCI
UCI
－UCI
UCIC王
UCICI．　一
UCICI－DEKIRU
UCICI－DERU
UCIα王
UCICI．Nl　NARU
UCICINOYOBBE
UCICI－YORU
UCICYUU
UC夏DAME～
UC王DAME・N王NARU
UCIGA
UCIGOME・NI　NARU
UCIGOMORI　一一
UCIGOMORI－DEKIRU
UCIGOMORI－DERU
UCIGOMORI．NI
　NARU
UCIGUI
UCIGUROO　NARU
UCII
UCIILI
UCIIN
UCIKAKE
UCIKAKERU
UCIKAKETORU
UCIKAKURU
UCIKAKVT
UCIKATAGU
捨てる（匪・62）
捨一てる（fl・62）
〈雷が〉落ちる稲・95）
〈雷が〉落ちる（H・95）
家屋（ELf・191）
kP（　V　・206）
お手玉遊び（涯・146）
一1準日（Vl●276）
癒になる（褻・80）
癒になる（fi。80）
劣惹になる（H・80）
一・?冝iVレ276）
癒になる（嚢・80）
～咋晩（Vl◎277）
癒になる（li・80）
rs　（　wo　・252）
癒に1なる（嚢・80）
癒になる（嚢・80）
家屋（『Yf・191）
癒になる（耳・80）
癒になる（ll。80）
癒になる（fl・80）
癒になる（嚢・80）
癒になる（翼・80）
飯米（N　・170）
癒になる（＃・80）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
〈雷が〉落ちる（嚢・95）
〈雷が〉落ちる儲・95＞
〈片方の肩で包を〉かつぐ（Yl　・
　294）
〈片’方の肩で包を〉かつぐ（Vl・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（擁・
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（壌・
　294）
〈片方の肩で犠を〉かつぐ（W・
　294）
〈杵方の肩で糧を〉かつぐ（VI　■
　294）
UCiKAZUKIMUSI
UCIKESUN
UCIKII
UCIKOI
UCIKIO瓢三
UCIMI－DEKIRU
UCIMI－DERU
UαM王・N王NARU
UCIN
UCINIWA
UC王NOKU三MAl
UCINOKUIRYOO
UCINOKUIRYUU
UCINOKUIZYUU
UCINOTABERYOO
UCINUAGAMI
UCIRU｝Nl
UCIZUKAI
UCIZUKAINOKOME
UCIZUKEE
UCIZif］KEENOKOME
UCU
－UCU
UCミJBUKA正KAKU
UCUBUKAI　SURU
UCUBURA　KAKU
UCUCE夏
UCUCU王
UCUKISAN
UCUKU
UCUKUSI
UCUKUS王正
UCUKUSIKA
UCUKUSIKA
UCUKUSIKU
UCUKUSINA
UCUKUSYUU
UCUSIKOMI
UCUWA
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かたつむりその1（V・236）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　294）
月（Vl儘252）
〈虹が〉きれいだ（1・47）
井揖（N・197）
癒になる（猛・80）
癒になる（嚢・8G）
瘡：になる（H・80）
〈霞が〉落ちる（姦。95）
鷹園（罪・193＞
飯米（tYi・170）
飯米（麗。170）
飯米（W・170）
飯米（N・170）
飯米（fV「・170）
子牛（V●209）
〈雷が〉落ちる（廼・95）
飯米（酔170）
飯米（rw・170）
飯米（痒・170）
飯）｛《：（病「・170）
家屋（解・191＞
片足跳びをする後部分ω・
　55）
すわる（9・51）
すわるω・51＞
すわる（E・51）
一昨日（Vl・276）
～昨日（Vl・276）
月（Vl●252）
きれいにく掃除する〉（1　・48）
きれ，VSにく掃除する〉（玉曹48＞
〈虹が〉きれい・だ（｛・47）
〈虹が〉きれいだ（1・47）
きれいにく撚｝除する〉（韮・48）
きれいにく掃除する〉（｛・48）
〈虹が〉きれいだく至畷7）
きれいに〈掃除する〉（i・48）
米びつ〈特殊な名称〉（IXI・
　　166）
陶磁器（rv・161）
UCUWADOOGU
UCUWAMON
UCewAMONO
UCYAARU
UCYARU
UCYUI
UCYUU
UDARAKUN
UDONGUSA
UDORYAN
UDUKUN
UDUKYUN
UDMKiKYUN
UDURACYUN
UDURAKUN
UDURON
UDURUCYUN
UDURUGUN
UDURUKII
UDURUKUN
UDURUKYUN
UEGOM夏
UEK：［BA
UEKINIWA
UEKOMI
UGAMI
UGAN（ZYU）
UGAN（ZYU）YAMA
UG〔弓〕E
UGORO
UGOROMeCI
UGUISUBANA
UGURA
UGURAMOCI
UGURO
UGUROMOCI
UGUROZI
UGURU
UGUSURIe－
UGUTUI
U｝一IARA
囎
陶磁器（痒●161）
陶磁器（iv・161）
陶磁器（即・161）
捨てる（嚢・62）
捨てる（ll・62＞
〈雷が〉落ちる（距95）
〈雷が〉落ちる（H・95）
’驚く　（H。95）
すぎな（V・243）
驚く　（韮・77）
驚く（H●77）
驚く　（H・77）
驚く　（嚢。77）
驚く（護。77）
驚く　（H。77）
驚く　（匪・77）
驚く（慧・77）
驚く　（H●77）
驚く　（艮・77）
驚く　（嚢・77）
驚く　（H●77）
庭園（麗。193）
庭園（W・193）
庭園（N・193＞
林（fL「・199）
森（IV。198）
iX（N・198）．
X（N・198）
蒸気く飯の場含〉（W・267）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211＞
すみれ（V・240＞
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
いびきをかく離部分（＃・89）
牡ムト（V●207）
うそをつく前部分（H・91）
牛（V。206＞
UEIICURU
U綴CUT
U田GA
U｝｛EINGA
U田NOK：O
UHUACCI
㎜BIIB歪
u照Bl
UHUIIBI
UHU’NMEE
UHUPUPPUU
願USUMEE
UHUTANMEE
UHUUBI
UHU’UIBI
U｝IU’UNMEE
UEIU’USUMEE
UEffJ’USYUMAI
UHUUTANMEE
UHU’UUBI
UHUU’UMEE
auASUN
UffWASUN
UHW王一
or
UIBIGAI
U王BIGAMA
UB王GWAA
UB正NKAA
UIBINKWAA
UIBINUKWAA
UIBUYA
UIGA
U夏GO
U王IKO
UIKUNAA
｛J亙翻
UINAN
UINOKO
．UK夏LI
wwlSUN
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捨てる（H・62）
揺てる（ll・62）
男（臆●136）
男（匪1．136）
子牛（V。209）
曹祖父（Pt・142）
親二三・121）
親｝養（無・121）
親｝旨（醗・121）
曽徴二三・142＞
雪裡二三・142）
曽祖父伽・142）
曽祖父綴・142）
親｝旨（1正・121）
親指（1匪・121）
曽三二纈・142＞
曽祖父細・142）
瞥祖父価・142）
普祖父伽・142）
二手匿（1韮。121）
曽祖父（皿・142＞
〈幼児を〉負う（旺。64）
〈包を〉背負う（猛。65）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（1・18）
牛の鳴き声（V。210）
小指（綴・125＞
　　ねノ1、吉旨〈it・125＞
i］、手脚（雛●125）
’」、季護（猛・125）
’」、才弾（獲・王25）
fJ、齢雪（1正・125＞
蓉祖父（M　・142）
男（膿・136）
鬼ごっこ（盟・147）
麟（V・217）
鬼ごっこ（盟・147）
鬼ごっこ（盟・147）
牛ヒ牛（V●208）
子牛（V●209）
灸をすえる後部分（H・84）
〈片方の摺で包を〉かつぐ（MO
UKKAKURU
UKKAN
㎜AT王
一UKKUI
UKKYANKYAN
UKO
UKON－
UKU－
UKU’UIBI
UMA
UMA
UMA
UMAA
UMAA
UMAANOKO
UMA’ASOBI
UMACIDORO
UMAGO，YASI
UMAGUSA
UMAGWAA
UMAGWmuKWA
UMA｝｛［AIHAI
UMAI－IINKAKKA
UMAI
UMAI
UMAKA
UMAKACI
UMAKACIKACI
UMAKAKE
UMAKATEBANA
UMAK（K）O
UMA（K）O
UMA（KO）DOODOO
　294）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（M・
　294）
頭（皿・101）
一掛ド昨日（Vl　6275＞
灸をすえる後部分（il・84）
肩車1〈特殊な名称〉（皿。150）
鱗（V．217）
黄色い（1●27）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
親振回・121）
馬（V・201）
牡馬（V・202）
牝馬（V・203）
甘い（至●37）
お・いしい（罐。291）
こ子馬（V●204）
肩車〈一般的な名称〉（1韮。
　149）
肩車〈一般的な名称〉（斑・
　149）
たんぽぽ（V。241）
すぎな（V・243）
子馬（V・204）
子馬（V・204＞
肩車〈一般的な名称〉倒・
　149）
すみれ（V・240）
甘い（　1●37）
おいしい（V｛・291）
甘い（1●37）
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
肩車く一般的な名称〉（且1・
　149）
すみれ（V・240）
子馬（V・204）
肩車：〈一殻的な名称〉（IH・
　149）
肩車く一般的な名称〉（歴・
　149）
UMA（KO）NORI
UMAKUSA
UMAMAMA
UMAME
UMAME
UMANANGOO
UMANANKO
UMANGWA
更JMAN駁OI
UMANKO
UMANKOKKO
UMANKURAAUI
UMANK（W）A（A）
UMANOAKAGO
UMANOKO
UMAINIOKOKKO　．
UMANOKONBOO
UMANOKUBI
UMANOMEN
UMANOMENTA
UMANOMENTAA
UMANO（O）KOWA一
　（MESI）
UMANOON
UMANOONTA
UMANOONTAA
UMANOSE
UMANOTOONENGO
U鍼ANUAGAM王
UMANwwAA
UMANUK（K）WA
UMANUUTAMA
UMANUVVA
UMAREGO
UMAREKKO
UMARIBAN
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下車〈一一般的な名称〉（H・
　149）
すみれ（V・240）
子馬（V．204）
馬（V・201）
牡馬（V●202）
肩車〈一毅的な名称〉（凱・
　149）
子馬（V●204）
子馬（V●204）
肩車〈一般的な名称〉（猛・
　149）
子馬（V。204）
すみれ（V・240）
肩車〈一般的な名称〉（盤。
　149）
子馬（V・204）
子馬（V・204）
子馬（V・204）
子馬（V・204）
子馬（V●204）
肩車く～般的な名称〉（雛・
　149）
穿ヒ馬（V。2◎3）
牛ヒ馬（V。203）
牛ヒ馬（V・2G3）
すぎな（V・243）
牡馬（V・202）
牡馬（V・202）
牡馬（V●202）
薦車1〈一般的な名称〉（盤・
　王49）
子馬（V・204）
子馬（V・204）
子馬（V●204）
子馬（V・204）
子馬（V。204）
子馬（V・204）
二子牛（V●209）
子牛（V。209）
癒（1韮．132）
UMATANKO
UME
UME
UMEBOSI
UMEE
UMEE
UMEE
UMEE
UMEEN
UMEEN　UMEEN
UMEGISI
UMEKURUBUSI
UMIASA
UMIDUYAAGWAA
UMII
UMISUZUME
UMIZIRUSI
UMIZIRUSI
UMOO
UMOO
UMOON
UMOO　UMOO
UMOUSI
UMU
UMU
UMUTI
UMUU
UMYAA
UN
膿UNA
UNAAMII
UNABE
UNAGAMI
UNAGE
UNAGO
UNAGU
UNAGUMA
UNAGUUSI
UNAKU
肩車く一般的な名称〉（凱・
　149）
甘い（1。37）
おい・しい（磯・291）
くるぶし（雌・128）
甘い（1．37）
裾父（9・141）
牛の鳴き声（V・210）
おレ・しい（V卜291）
牛の鳴き蒲（V・210）
牛の鳴き湾（V・210）
くるぶし（皿・128）
くるぶし儲・128）
曽複父価・142）
せきれい（V・213）
おいしい・（切・291）
せきれい（V・213）
癒（盤・132）
ほくろ〈大きいもの〉（撫・
　134＞
牛の鳴き声（V・210＞
牛の鳴き声（V・210）
牛の鳴き声（V・210）
牛の鳴き声（V。210）
牛t牛（V・208）
さつまいも（N・176）
黒芋その1（W・177）
顔（【巨・106）
さつまいも（配・176）
お・いしい（礪・291）
さつまいも（痒◎176）
里芋その1（配・177）
牛ヒ牛（V●208＞
牝牛（V・208＞
牛ヒ牛（V。208）
たてがみ（V・205）
たてがみ（V・205）
女（HI●137）
女（醗・137）
牛ヒ，驕（V・203）
牝牛（V・208）
女（獄・137）
UNAME
UNAMEGO
UNAMEGORO
UIslAMENKO
U醤AMEUS正
UNAM更
UNAN
U醤ANωSI
UNAN’US夏
UNAT
UNATA
U醤ATA
UNATwwA
UNAT’UMA
UNBAKAKO
UNBOI）ORI
UNBO田N
UNBOO　UNBoo
UNBUSURU
UNBUU
UNCYEEMAAGUU
UNE
UNGA
UNGORO
UNGeROMOCI
UNGOReO
UNGURA
UNGURAMOCI
UNGURIMOCI
u｝gsyu
UNKOROMOCI
UNMA
UNMA
UNMAGO
UNMAI
UNMAME
UNMANOKO
UNME
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隼ヒ牛（V・208）
子牛（V。209）
子牛（V●209）
子牛（V。2G9＞
牝牛（V・208＞
牛ヒ牛（V。208）
牛ヒ牛（V．2G8）
牛ヒ牛（V●208＞
牛ヒ牛（V・208）
女（雁●137）
蛙（V。218）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクF
　などの類の詳細函〉（V・
　223）
おたまじゃくし〈ヒキ。ワクド
　などの類の詳細國〉（V。
　223）
学ヒ，矯（V・203）
たんぽぽ（V・241）
桑（V・212＞
〈幼児を〉負．う（E。64＞
牛の鳴き齊（V・210）
〈幼児を〉負うω・64）
〈幼児を〉負う（韮・64）
お乎玉（HI・145）
あぜ（堅187）
男（猛。136）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もく“ら（V・211）
もぐら（V・211＞
もぐら（V。211）
もぐら（V。211）
鬼ごっこ（膿・147）
もぐら（V・211）
馬（V・201）
牧，罵（V●202）
子馬（V。204）
おいしい（vi　・291）
罵（V。201）
子馬（V●204＞
おいしい（Vl・291）
UNMEE
UNMEE
UNMEE
UNMoo
UNNYUAM茎
UNO
UNO
UNOKO
UNOKE
UNoo
UNOOUS王
UNOUSI
UNSUKE
UNTA
UNTANUHEIWA－
　GAMA
UNTI
UOMANA工TA
uoo　uoo
UO　S夏MU
UOT
UPEE－
UPI－
UPPA（SUN）
UPPU
UP歪）UU
UPU－
UPU－
UPU－
UPU－
UPUGAAN
UPU－
UPUIIB工
UPUMUNAHUSYU
UPvePUU
UPUPUUPUU
祖父（m・141）
牛の鳴き声（V・210）
おいしい（V｝・291）
牛の鳴き轟（V・2王0）
ゆうだち（K・255）
あぜ（N・187）
学ヒムド（V●208）
九日（距288）
たてがみ（V・205）
牛ヒtF（V●208）
孚ヒLi，（V・208）
雫ヒと手二（V・208）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
蛙（V。218＞
おたまじゃくしくヒキ。ワクド
　などの類の詳継図〉（V◎
　223）
さつまいも（W・176）
まないた；（N●164）
牛の鳴き声（V・210）
癒に二なる（員・80）
桑の鳴き声その1（擁・298＞
大きい〈オオキイ類の詳細麟〉
　　（　1　・18）
大きい〈オオキイ類の詳細図〉
　　（　1　・18）
〈幼児を〉負う（E・64）
蛙（V・218）
祖父（贋・141）
大きい（1・17）
大きいくオオキK類の詳細園〉
　　（　1　・18）
太い（　1　・20）
粗い（1・21）
〈幼児を〉負う（嚢。64）
大きい〈オオキd類の詳細図〉
　　（　1　・18）
二二纈・121＞
うそをつく前部公（ll・91）
曽祖父（胆・142）
雪祖父（田・142）
?????????????????????????
??…?????????? ? ?? ?
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祖父佃・141）
親才旨（胆・121＞
曽祖父儲・142）
親指（胆・121）
親手旨（盟’121）
・t晃｝旨（田。121）
すりこぎ（臥163）
庭麩寿（IV●193＞
稲妻備・258）
うるち（N。168）
うるち（ft「・168）
うるち（IV。168）
鱗（V。217＞
うるち（罪・168）
うるち（N・168）
ゆうだち（Vi。255）
凶、をナ（証1・105）
鱗（V●217）
うるち（N・168）
鱗（V●217）
オ、け（皿。105）
鱗（V。217）
ふけ（iff・105）
麟（V●217）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（V・249）
うるち（痒・168）
鱗（V◎217）
うるち〈N・168）
うるち（押・168）
うるち（N・168）
もち米（W・169）
うるち（N・168）
うるち（N。168）
うるち（IL「・168）
うるち（N・168）
もち米（N・169）
うるち（fL「・168）
もち米（N・169）
うるち（IV・168＞
うるち（W。168）
うるち（W・168）
URUGO
URUGC9）O
URUGOME
URUG（g）U
URU田
UR琴HIT
URUKA
URUKE
URUKKOME
URUKO
URUKOME
URUKUSA－IRU
URUKUSA・NI　NARU
URUKUSA－YORU
URUMAI
URUME
URUMEE
URmm
URUNEMAI
URUNOKOME
URUSI
URUSユ
URUSIGOME
URUSiMAI
URUSINE
URUSINEMAI
URUTI
URUTTI
URUU
URUUSI
USAGI
USAGOCg－
USAPPYUUKA
USI
USI
USI〔s圭〕
USI
US正
US董〔sf～s【辻〕
US王〔∫r〕
US璽〔s撒〕BEG〔g〕O
USIBOO
ふけ（皿・105）
鱗（V・217）
うるち（W・168）
鱗（V●2王7）
うるち（N・168）
うるち（IV・168）
鱗（V●217）
鱗（V・217）
うるち（N　・168）
鱗（V。217）
うるち（郵・168）
癒に二なる（韮・80）
癒になる（fi。80）
癒に：なる（H・80）
うるち（IV・168）
うるち（EV・168）
うるち（N。168＞
癒に二なる（ll・8G）
うるち（IV・168）
うるち（N・168）
うるち（IV・168）
もち米（N・169）
うるち（N・168＞
うるち（N。168）
うるち（N・168）
うるち（N・168）
うるち（IV・168）
うるち（N・168＞
うるち（！〉・168）
うるち（W・168）
どくだみ（V　・242）
うそをつく前部分（距91）
〈塩味が〉うすい（1・38＞
細塵…（N・191）
牛（V・206）
牛（V・206）
牡牛（V。207）
牛ヒ隼（V●208＞
牛（V・206）
牛（V・206）
牛（V。206）
牛（V●206）
USI（si）Boo
USICCURU
USICURU
USICUT
US五GAMA
USIGGWAKUSA
USIGO
USIG（W）AA
USraAKUZYAA
USII
USIK（K）O
USIK（K）ORO
USIKVNAGI
USIME
USI’msl’）ME
USIMOKKE
USINAGEKKO
USINBEE
USINBEENOKO
USINBO
USI［fl’）NBO
USINBOO
USINBOO
USINENBOO
USINENBOO
US茎〔∫宝〕NENBOO
USINGWA（A）
USINGWAGWAA
USINKO
USINKWA（A）
USINOAKAGO
USINOHUUTAE
USINOKO
USINOKODOMO
USINOKOKKO
USI（NO）KONBoo
USINOMEN
USINOMENTA
USINooN
USINOTANABO
USINTAMAA
USINUFFA
一335一
牛（V・206）
捨てる（fi・62）
捨てる（ll。62＞
捨てる（嚢。62）
子牛（V・209）
すみれ（V・240）
子牛（V●209）
子牛（V。209）
おたまじゃくし（V。221）
隼（V・206＞
子牛（V。209＞
子牛（V．209）
せきれい（V・213＞
牛（V・206）
牛（V●206）
ひきがえるその2（V・220）
せきれい（V・213）
牛（V・206）
子牛（V・209）
牛（V辱206＞
隼（V。206）
牛（V・206）
鬼畜（V・209）
牛（V・206）
子隼（V●209）
五卜（V・206）
子牛（V．209＞
子　Lt　（V●209）
子牛（V　・209）
子牛（V。209）
鬼縛二（V・209）
どくだみ（V。242）
子牛（V．209＞
子牛（V。209）
子牛（V。209）
子牛（V・209）
隼ヒ牛（V・208）
牝牛（V・208）
牡牛（V。207）
牡牛（Vの207）
子牛（V。209）
子牛（V●2G9）
USINUIrwAA
USINUK（K＞WA（A）
US脚JTAMA
USIINYA（N）KA
USIRONIWA
USITECUKURU
US三丁£RU
USIWAKUoo
uso－
USOBA－
USOBEE－
USOGOCU－
USOGOTOO－
USOMANPACI－
USONKAWAO－
USONOKAAO－
USONOKAWA－
usoo－
USOPPACI－
USOPPACIO－
USOPPARA－
usoppoo．
VSOSIKO－
usosmoo
USSAGOCU－
USSAGOTO一
謬SSO・
ussoo一
琴SSUI
USSUI
USSURU
USSUT
琴SSYO
ussw
USU－
USUAMAKA
USUCM
USUCURU
USUGOORI
USU至
USUI
USUI
子牛（V。209）
子L：（V●209）
iikl：（V．209）
子とト（V．209）
庭園（恥193）
捨てる（涯・62）
捨てる（匪。62）
ひきがえるその2（V・220）
うそをつく頭1部づナ（琵。91）
うそをつく前部分（ll・91）
うそをつく前灘分（i・91）
うそをつく荊部分（n・91）
うそをつく蔚部分（U　・91）
うそをつく蘭部分（庭。91）
うそをつく荊部分（皿・91）
うそをつく龍部分（猛・91）
うそをつく前部分（H・91）
うそをつく前部分（猛。91）
うそをつく鉤部分（難・91）
うそをつく前認分（翌・91）
うそをつく前部分（皿・91）
うそをつく荊部分（ll　・91）
うそ＝をつく建言i部ラ｝（fl。91）
うそをつく前部分（H・91）
うそをつく田部公（＃・91）
うそをつく前部分（fl・91）
うそをつく繭都分（翼・91）
うそをつく前部順応・91）
〈塩味が〉うすい（1・38）
捨てる（ll。62）
捨てる（琵・62）
捨てる儒・62）
祖父噸・141）
義父（M・141）
うそをつく蔚部分（ll・91）
〈旨味が〉うすい（i・38）
捨てる（翌・62）
捨てる（匪・62）
氷（Vi・261）
潔い（i・2エ）
糸［翁力、い（　1　・25）
〈塩味が〉うすい（1・38）
USUII
USUKへ
USUKUNARU
US｛一｝MEE
usuo－
USUPA
USURAGOCU－
USURAGOTO－
USURU
USUU
USUU－
USUZYOPPA工
usyo－
USYUMAI
ifTABIRA　KAKU
UTABURA　KAKU
UTAGURA　CUKURU一＞
　UTAGURA－CUKURU
UTAGURA－KAKU
UTAGURA　SUR｛．；
UTAKI
UTAKINUYAMA
UTAMAZYAKUSI
UTARU
UTI
UT王GEE
UT正王
UTIIL王
UT至IN
UTILI
UTrN
UTIRUN
UT取YUM
UTIRYUN
UT王RYUR王
UTIYUI
UTIYUM
UTIYUM
UT正YUN
UTIYURI
UT王YURI
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〈塩味が〉うすい（1・38）
〈塩味が〉うすい（1・38）
はげる（堰・104）
禎父備・141＞
うそをつく前部分（琵●91）
まないた（fV「。164）
うそをつ層く前部芳（＃。91）
うそをつく前部分（H・91）
捨てる（嚢・62）
〈塩味が〉うすい（1・38）
うそをつく前部公（ll・91）
＜塩味力9＞うすい（1●38＞
うそをつく儲部分（H・91）
被父（M・141）
あぐらをかく（fl・52）
あぐらをかく（il・52）
あぐらをかく（最。52）
あぐらをかく（K・52）
あぐらをかく（9・52）
森（EVi●198）
es（N　・198）
おたまじゃくし（V・221）
捨てる（9。62）
　昨［ヨ（Vl・276）
あごくとがった部分〉（瓢・
　　　108）
〈雷が〉落ちる（fl．・95）
〈雷が〉落ちる（且。95）
〈雷が〉落ちる（＃・95）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
〈雷が〉落ちる（fi・95）
〈雷が〉落ちる（H・95）
〈雷が〉落ちる（ll・95）
〈雪が〉落ちる（頂・95）
〈欝が〉落ちる（丑。95）
〈霜が〉落ちる（K・95）
〈雷が〉落ちる（H・95）
〈繊が〉落ちる（＃・95）
〈雷が〉落ちる（且・95）
〈雷が〉落ちる（＃・95）
〈雷がう落ちる（ff。95）
UTOGEE
UTOGEE
UTOGYA
UTOGYA
UTOI
UTOI
UTONGO
UTOOI
UTooI
UTOYA
UTOYA
UTTAGURAMI　SURU
UTTAMAGERU
UTTE
UTTEE
UTTEE
UTTI
UTTI（ti’］
UTTII
UTTIIINUCINUUGA－
　NEE
UTTIINUI〈：INUU
UTTIINUMEE
UTTIINUNAACYA
UTTIINUNAACYAA
UTTII＞anlAASA
UTTII［NUSACI
UTTII（N（一Y）YURU
UTTIISACI
UTTINKINUU
UTTUI
UT’IUI
UTUGAKU
UTUGAKU
あご〈とがった部分〉伽・
　108）
あご〈金体〉佃・109）
あご〈とがった部分〉（破・
　108）
あご〈全体〉（M・109）
あご〈とがった部分〉（恥
　108）
あごく全体〉（臆・109＞
あごく全体〉（擁・109）
あご〈とがった部分〉（醗・
　108）
あご〈全体〉（M　・109）
あご〈とがった部分〉（餌。
　108）
あご〈全体〉（胆・109）
あぐらをかく（∬・52）
驚く　（ll。77）
一昨日（V1・276＞
あご〈とがった部分〉（m・
　108）
あごく全体〉（租・109）
～昨日（W。276＞
一昨Ef（Vl。276）
一昨1ヨ（VO．276）
一一?vli　M（V韮．275）
一昨昨匿ヨ（Vl・275）
一昨昨日（Vi。275）
一昨昨日（V韮・275）
一昨昨日（W・275）
一昨昨M　（Vi　・275）
一昨三日（Vl・275）
一昨晩（Vl・277）
一昨昨日（Vl・275）
一三昨臼（Vl・275＞
あごくとがった部分〉（瓢。
　iO8）
あご〈全体〉（雌・109）
あごくとがった部分〉（鍵・
　108）
あごく全体〉（鷺・1G9）
UTUGE
UTUGE
UTUGEE
UTUGEE
UTUGI
UTUGI
UTUI
UTUN
UTUNGWEE
UTUR－
UTUSI
UTUSINUHUCI
UTUTII
WWWWUUBI
UUBI
UUBINGWAA
UUBINKWAA
UUC正
WCI
UUHUSI
UUHWA－HIN
UUKWんSUN
UUHWA－SYUN
UUIBI
uu王IBI
um
UUKUI
UUMA
UミJMAA
UUMOO
UUMUN
UUN
UI；IN
一337一
あご〈とがった部分〉（皿・
　iO8）
あご〈金体〉億・109）
あご〈とがった部分〉（紐・
　108）
あご〈k体〉（M　・109）
あご〈とがった部分〉（盟・
　108）
あごく全体〉個。109＞
一昨日（Vl・276）
〈露が〉落ちる（＃・95）
あご〈とがった部分〉（皿・
　108）
恐ろしい（i・42）
みずおち伽・13e）
みずおち（贋・130＞
一昨N（Vl●276）
〈幼児を〉負う傭。64＞
〈包を〉背負う（嚢・65）
牛の旧き簿（V・210）
牛の鳴き声（V・210）
いくつく偲数〉　（1．49）
親指（田。121）
，j、手旨（擁．125）
小撫（1巨。125）
いくつ〈欄数〉　（1・49）
いくつく値！歳〉　（V1。293＞
牡牛（V・207）
〈幼児を〉負う（ll・64）
〈幼1尼を〉負う（匪・64）
〈幼児を〉負う（遜・64）
親指（跡・121）
親手話（礁●121）
米びつく特殊な名称〉（麗・
　166）
肩車〈特殊な名称〉（臆・150）
牡馬（V。202）
牲馬（V・202）
牛の鳴き葺（V・210）
牡馬（V・202）
牛の凹き声（V・2王0＞
牛の鳴き篤（V・210）
UUNMA
WOZI
UUSABIKA
UUSAB脳A
WSI
UUSUNCUKUCUKU
UUSURA－
UUU
UUUMA
UUUMAA
UU更JSAA
LftRJSI
WUUUUW
W’UU
wwASUN
U謬YUB茎
UifYUPI
UUZI（1）SAN
UUZ夏YAN
UWACU王
UVVACURI
UWAKO
UWAKU
UWAKUoo
UWAZURU
UYAAIIBI
UYAB£E簸A
UYABI
UYABURI－
UYA王BI
UYAIIBE
UYAIIB王
UYAMA
UYAMA
UYAUBI
UYA’U玉BI
UYAYUBI
UYAYUP
UZA－
UZARA－
UZI
鬼ごっこ（擁●147＞
瞥祖父樋・147）
〈塩味が〉うすい（1・38）
〈塩味が〉うすい（1・38）
牛（V・206）
つくし（V・244）
うそをつく諮部分（E・91＞
牛の鳴き声（V。210）
牡馬（V・202）
牡馬（V・202）
牛士＝∠t卜（V・207）
牡牛（V。207）
牛の鳴き声（V。210）
牛の鳴．き声（V・210）
疑の鳴き声その1（切・298）
〈幼児を〉負う（ll・64＞
親手旨（1韮．121）
親手旨（【H。121）
瞥祖父（X　・142＞
池心父催・142）
おつり　（W・152）
おつり　（痒・152）
おつり　（IV●152）
おつり（IV。152）
ひきがえるその2（V・220）
おつり　（『》。152）
親指（撫121＞
ノ」、t羨（翅・125）
親措（膿・121）
きな異い前部分（1。34）
親指（1韮・121）
親指（亘i●121）
親｝冒（謂●121）
森（N働198）
林（！V。199＞
親旛（1韮・121）
親｝羨（Hl●121）
i親振（租・121）
親曲輪・121）
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐったい蘭部分（i・32）
家屋（N．191）
UZI
UZI
UZIKISAMA
UZ王MAKI
UZ茎MAIくIKAZE
UZINIWA
UZINOKO
UZU
UZU
UZU
UZU
UZUBURIKUSA工
UZUKAZE
UZUKISAMA
UZUMAKI
UZUMAK王
UZUMAKIKAZE
UZUMAKKAZE
UZUMAT
UZUNOMAI
UZURA
UZewATA
UZYA一
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なめくllL（V・239）
つむじかぜ（　VI・264）
月（Vl・252＞
つむじ（且1・102）
つむじ；う、ぜ（Vπ・264）
庭園（貼193）
子牛（V・・　209）
つむじ纈・102）
よだれ（阻辱119）
家屡（麹F●191＞
つむじかぜ（壌・264）
焦げ臭い（｛・36＞
つむじかぜ（M。264）
月（Vl・252）
つむじ（撫・102）
つむじカ｝ぜ（VI・264）
つむじかぜ（Vi・264）
つむじカ、ぜ（VIの264）
つむじかぜ（擁。264＞
つむじ（涯・102）
つらら（K・262）
真綿（揮。159）
くすぐったい筋部分（1・32）
vlRoKe
WAAUSI
WAUMA
（v）
鱗（V◎217）
子隼（V・209）
子馬（V・204）
WA
WAA
WAA－
WAA－
WAASま
WMSYUI
WAASYUN
WAATA
WAATAA
WAATAA
WAAZYARAKU
－WABAKASU
WACI－
WACIPAGAU－
WACYA－
WACYAN－
WADA
WADA
WADATE
WAGEN
WAGEN
WAGERUN
WAGERUN
wAGERUN
WAGGERYUN一“
　WAGGEERYUN
WAGOGUSA
WAGYUU
WAHASYUN
－WAI
WAIGAKERU
WAIGAI〈ERU
一WAII
－WAIKA
一339一
（W）
助詞「が」＜「雷が落ちる」にお
　ける〉（∬・98）
；）p’　r’“　（　rv　・198）
くすぐったい前部分（1・32）・
くすぐる前部分（叢・81）
煮る（猛。58）
煮る（艮・58）
煮る（獲。58）
ひきがえるその2（V・220）
綿（i）「。158）
真綿（｛V．159）
とかげ（V。224）
くすぐる後部分（∬・82）
くすぐる前部分（＃・81＞
くすぐったい前部分（1・32）
くすぐる前部分（fi・81）
くすぐる潮部分（ll・81）
ほくろ〈小さいもの〉（翔・
　133）
綿（即。158）
奉参（w・199）
〈幼児を〉負う（＃・64）
〈包を〉背負う（fl・65）
〈包を〉背≧負う（H。65）
〈材木を〉かつぐ（嚢・66）
〈片方の肩で包を〉かつぐ（耀・
　294）
〈題を〉；蕎負う（R・65）
どくだみ（V・242＞
雫ヒ隼（V●208＞
煮る（ll・58）
くすぐったい後部分（玉・33）
〈包を〉背負う（匪・65）
〈杵方の麗で包を〉かつぐ（W・
　249）
くすぐったい後部分（1・33＞
くすぐったい後部分（1・33）
WAITO
WAITO
WAITO
WAKASU
WAI〈ASU
－WAKASU
WAKASUN
WAKASYUN
WAKAUMA
WAKKO（N）
WAKKU
WAKKU
WAKKUN］KO
WA照JBICI
WAKUB王KI
WAKUDO
WAKUDO
WAKUDOB眠l
WAKUDOGAMA
WAKUDOGOZYE
WAKUDQGUSA
WAKUDONKe
WAKUDONKU
WAKUDORA
－WAN
WANAGU
WANBIKI
WANIWANI
WANKAKU
WANU
WAN　WAN
WAN’YAMA
WAPPUDONKU
WARAAKU
WARABAI
WARABEE（tli・be：）
WARANINGYO
WARANINGYOO
糸（IVf・153）
木綿糸（N・156）
機糸（N・157）
炊く（颯・57＞
煮る（＃・58）
くすぐる後部分（ll・82）
煮る（H・58）
煮る（9。58）
子馬（V辱204）
蛙（V・218）
魅（V・218）
ひきがえるその2（V・220）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細麹〉（V．
　223）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその1（V・219）
蛙（V●218）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V。220）
ひきがえるその2（V・22G）
どくだみ（V・242）
おしたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細図〉（V・
　223）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
くすぐったい後部分（1・33）
女（膿●137）
ひきがえるその1（V。219）
ひきがえるその2（V。220）
陶磁器（rv　．161）
陶磁器（N・161）
牛の鳴き声（V・210）
森（TLr。198）
ひきがえるその2（V。220）
灰（VI・270）
灰（擁・270）
灰（Vl●270）
カ、カ、し（『V・190）
かかし（『V・190）
WARAZIGORO
WAREMON
WAREMONO
WARIKOSU
WASEIMO
WASEIMO
WASENTONOZYO
－WASII
－WAS王I
WASIVVAMAGO
－WASU
WA孚A
WATA
WATAA
WATAAITO
WATABA
WA猟BUTAA
WATA丁丁O
WATAN’ITO
WATARIGURO
－WAYASII
WAZEEKA
WAZYA－
WEEGORO
WEEKU
WEEWEE
WEEZYAA
WETTEESYUN
W肥INGWA
WIIBINGWAA
WI王GOO
WIIG（g］ooKWEE
WIIMAASYEE
WIK裏GA
wrNAGU
WONAGO
WONAGU
WONAT
woowoo
WOTOKERU
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おたまじゃくし（V。221）
陶磁器（W・161＞
陶磁器（N・161）
とげ〈指にささる木や竹の細片〉
　　（　V　・249）
じゃがいも〈特殊な名称〉（N・
　175）
里芋その2（1》・178）
盛儀（Vl。258）
まぶ：しい後部分（1・31）
くすぐったい後部分（1・33）
やしゃこ（1鼠・1⑳）
くすぐる後部分（ll・82）
繕…（揮●158）
真禽舞（押。圭59＞
綿（N　一158）
木綿糸（貼156）
真綿（fLi・159）
おたまじゃくし（V・221＞
木綿糸（N・156）
木綿糸（IV．156）
あぜ（N・187＞
まぶ：しい後部分（1・31）
恐ろしい（1・42）
くすぐる筋溜分（＃●81）
鬼ごっこ（頂・147）
癒（1正・132）
鬼ごっこ（錘・147）
とカ、げ（V。224）
捨てる（9・62）
ij・指（雅・125）
小指（擁・125）
凍傷（恥127＞
とかげ（V・224）
鬼ごっこ（餌・147）
男（擁。136）
女（翼1・137）
女（凱・137）
女備・137）
女（1韮。137）
桑の寒き声その1（畷・298）
驚く　（嚢。77）
WOTOKO
WU正N
wuM
WUN
WURI
WURUNww
WUU一
WUU－ww
男（贋・136）
居る（耳・53＞
居る（籔。53）
居る（嚢・53）
居る（∬・53）
居る（塵。53）
大きい（1・17）
大きいくオオキイ類の詳細図〉
　　（卜18）
太い・（　1●20）
粗い（1・21）
YA
YA
YA－
YA一　・一・
YAA
YAA
YAA
YM
YAA
YAA一
一YAA
YAACU－
YAACUBA－
YAACUO．
YAACUU－
YAACUUBA－
YAACYeO－
YAACYUU－
YAA田・
YAA罵BA－
YAA照0・
．YmxU
YAAKUNUS夏工
YAAKUU
YAAMAA
YAAMAIDA
YAAMANUNNPANA－
　DAL茎
YAANATI
YAANUFADULI’
YAARA
YAARAKA
YAASATTE
YAASI－
YAASUN
YAASUN
YAASUじ
YAATA王MO
一341一
（Y）
〈いい天気〉だ（1・46）
家s（Iv●191）
きな臭い蘭部分（1・34）
癒になる（H・80）
やる（凝。73）
家塵s（lv「●191）
森（即。198）
林（lv・199）
開明後：鑓（～躯285＞
きな奥い前部分（玉・34）
蜘蛛の巣（V・234）
灸をすえる前部分（ll・83）
灸をすえる前上公（レ83）
灸をすえる前部公（嚢・83）
灸をすえる前部分（fi・83）
灸をすえる前部分（ll・83）
灸をすえる前部分（距83）
灸をすえる飼部分儒・83）
灸をすえる離部分（H・83）
灸をすえる前部分（ll・83）
灸をすえる蔚部分ω・83＞
灸をすえる後部分ω・84）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘璽朱（V●233）
林（N・199）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　230）
一一~炸摂（V｛●275）
織（V●214＞
みずおち佃・130）
細い（卜24）
明明後H（W　・285＞
灸をすえる前部分（R・83）
やる（匪・73）
呉れる（＃・74）
灸をすえる前部分（レ83）
黒芋その2（W。178）
YAATO－
YAATOBA－
YAATOIMO
YAATOO－
YAAYAA
YAAYUU
YABANBA
YABU
YABU
YABUKURAGASI
YABUWARA
YACCIMUKAI　SURU
YACCUU－
YACCYO－
YACC×q耳A
YACCYOKA
YACCYOO－
YACCYミJ－
YACCYUU－
YACCYUUgU一
．yAcl’
YACIMAA
YAC王MUN
YACIMUNU
YAC抽鱗AGA
YACOO－
YACU
YACU
YACUBA－
YACUDU－
YACUGASIRA
－YACUN
YACUO－
YACUU－
YACYA
YACYAGO
YACYARAMAGO
YACYO－
YACYOO－
YACYじ
一YACYUI
－YACYUN
灸をすえる前部分（9・83）
灸をすえる前部分（9・83）
里芋その2（N・178）
灸をすえる前部分（週・83）
桑1の鳴き声その1（Vl・298）
今1貌（Vl．281）
蜘蛛（V●233）
森i（罪・198）
林（iV「・199）
梅爾（Vl．254）
林（pu　・199）
あぐらをかく（H・52）
灸をすえる肖榔分（距83）
灸をすえる蔚部分（ff　．83）
ノ］、さい（i・22）
細い（　｛　・24）
粂をすえる前部分劔・83）
灸をすえる前部分（ll　・83）
灸をすえる前部分（il　・83）
灸をすえる前部分（il　・83）
灸をすえる後部分（臣84）
やしゃこ（盤。140）
陶磁器（rv　・161）
陶磁器（pa　・161）
やしゃこ（IH。140）
灸をすえる前部分（ll　・83）
男（1鼠●136）
灸をすえる前部分ω・83）
灸をすえる前部分（ll・83）
灸をすえる前部分（H・83）
里芋その2（W。178）
灸をすえる後部分（琵・84）
灸をすえる前部分（レ83）
灸をすえる蘭部分（レ83）
やしゃこ侮・140）
やしゃこ幡・140）
やしゃこ（猫・140）
灸をすえる前部分（掛83）
灸をすえる前部分（距83）
灸をすえる前部分（嚢・83）
灸をすえる後部分（＃・84）
灸をすえる後部分（嚢・84）
YACYUU－
YACYUUDU－
YADARE
YADDEKOBU
YADEN
YAI）OBIKI
YADOKAR夏
YADO（MORI）
YADO（O）SI
YADUNABBYAA
YAE－
YAEHI－
YAEHII－
YAE｝嚢O・
一YAGANE
－YAGANE
YAGEAGARI
YAGGURA
YAGIASATTE
YAGOROIMO
YAGU一
一YAGU
．YAGUN
YAGURA
YAGURA－KAKU
YAGURA　1〈UMU－
　YAGURA－KUMU
YAGURA－SURU
YAGURUMA
YAGURUMA
YAHE（E）GO
YAHEMAGO
YAHI－
YAH五BA・
YAHII－
YAHI（1）MAGO
YA｝IIKO
YAHIO一
一YAHU
YAHUMON
YAEIYAGO
一　342　一
丁をすえる前部分（H・83）
灸をすえる前部分（H・83）
つらら（腋・262）
蜘蛛（V・233＞
昨｝晩（Vl。279）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
蛇（V●226＞
とかげ（V。224）
きな臭い前溺銀い34）
灸をすえる瀦紛（脂83）
灸をすえる前部分（E・83＞
灸をすえる前部分（臣83）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235）
灰（擁・270）
鬼ごっこ（麗・錘7）
明明後日（Vl●285）
じゃがいもく特殊な名称〉（W・
　175）
きな臭い肖言∫部分（1　・34）
灸をすえる後部分（il・84）
灸をすえる後部娯庭・84）
肩犀巨〈鷲殊な名称〉　（眠◎150＞
あぐらをかく（H・52）
あぐらをかく（ll・52）
あぐらをかく（H・52）
肩‘車く特殊な名称〉　（膿。15G）
すぎな（V　・243）
やしゃこ（灘・140）
やしゃこ（灘・14G＞
灸をすえる前部分（亘・83）
灸をすえる前部分（ll・83）
灸をすえる前部分（H・83）
やしゃこ（HI。140）
やしゃこ（餌・140）
灸をすえる前部分（＃・83＞
灸をすえる後部分（ll・84＞
陶磁器（N・161）
やしゃこ（膿・斑0）
YAHYO－
YAHYじ
YA｝｛rv’UMAGO
Yal
Yal
－Yal
YA正Cじ
YAIHIO－
YAITO－
YA王TOBA・
YAITOGUSA
YAITOO－
YA亙TOOO・
YAITUU－
YNYO
YAKAN
YAKAN一
一YAKAN
YAKANatama
YAKANDAMANI．
　NARUYmmAGEYmmNARU
YAKANTAMA
YAKE－
YAKECUKEKUSAI
YAKECUKIKUSAI
YAKEKUSAI
YAKEMONO－
YAKI一
一YAKI’
YAKIBAI
YAKICUKEKUSAI
YAKICUKIKUSAI
．YAKII
YAKIKUSAI
YAKIME－
YAKIMON
YAKIMONO
YAKIMUN
YAKIMUNU
－YAKiN
灸をすえる前部分（1・83）
灸をすえる前部分（掛83）
やしゃこ（題・140）
やる（H・73）
異れる（韮・74＞
くすぐったい後部分（1。33）
灸をすえる前部分（皿・83）
灸をすえる前都分（H・83）
灸をすえる前部分（3・83＞
灸をすえる前部分（ll・83）
どくだみ（V・242＞
灸をすえる前部分ω・83）
灸をすえる鳶四分値。83）
灸をすえる前部分（∬・83）
今晩（擁・281）
はげ頭（照・103＞
はげ頭（M・103）
はけt頭（皿◎103）
はげ頭（盤。103）
はげる（M　・104）
はげ頭（皿・103）
はげる（蟹・104＞
はげ二二・103）
きな臭い前部分（1・34）
焦げ臭し（（1　。36）
焦げ奨い（1。36）
焦げ奥い（　1　◎36＞
きな臭い前部分（1・34）
きな臭い蘭部分（1・34）
灸をすえる後部分（it・84）
灰（VI●270＞
焦げ旧い（い36）
焦げ旧い（1　・36）
灸をすえる後部分（嚢。84）
焦げ旧い（1・36）
きな臭い前部分（1・34）
陶磁器（i＞・161）
陶磁器（rv　・161）
陶磁器（rv．161）
陶磁器（N。161）
灸をすえる後部分（ヨ・84）
YAKKAG（g）ASU
YAKKAG（g）ASU
YAKKAIGUSA
YAKKAN
YAKKANatama
YAKKIBI
YAKKO
YAKKO
YAKKO
YAKKO
YAKKODAKO
．YA｝〈OWA
－YAKU
YAKUBA
YAKUBICI
YAKUBYOOGUSA
YAKUDAMISOO
YAKUGENMAI
YAKUMON
－YAKUN
YAKUUMA
YAKLiYOOGUSA
－YAKYUI
－YAKYUM
－YAKYUN
－YAKYUR
－YAKYURI
YAMA
YAMA
YAMA
YAMA
YAMA
YAMA
YAMAA
YAMAABUTAA
YAMAAMA
YAMAATA
YAMAATABIKA
YAMAATARO
YAMAAUDA
YA）vlCAAZYE
一343一
とりおどし（W。189）
かかし（N。190）
すぎな（V・243）
はげ頭（贋・103）
はげ頭顧・103＞
とうもろこし（N・182＞・
ものもらい（田・112）
男（猛。136）
女〈卑称〉　（盤。138）
鰍（贋●143）
凧（1且●143）
灸をすえる後部分（li　・84）
灸をすえる後部分（藝・84）
牛ヒ馬（V。203）
ひきがえるその1（V。2王9）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
癒（貰正。132）
陶磁器（N・161）
灸をすえる後部分（9　・84）
牛ヒ馬（V・203）
どくだみ（V・242＞
灸をすえる後部分（ll　・84）
灸をすえる後部分（∬・84＞
灸をすえる後部分（9・84）
灸をすえる後部分（藝・84）
灸をすえる後部分（9・84）
腿毛（照・曳玉1）
畑（N・188）
森（配・198）
林（N・199）
ゆうだち（擁・255）
ごみく融くはいるもの〉（Vl・
　272）
林（罪。！99＞
ひきがえるその2（V。220）
森（N　．198）
ひきがえるその2（V・22Q）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V・220）
あぜ（郵。187）
YAMABAG（e）URA
YAMAB夏KI
YAMABUS三
YAMACUBO
YAMAGAERU
YAMAGAKU
YAMAGATA
YAMAGE
YAMAGINOKO
YAMAGONBO
YAMAGOOMI
YAMAGOROZYA
YAMAHAGA
YAMAHATA
YAMAHIKARI
YAMAHIME
YA｝vlA｝E［UBU
YAMA｝IURUDA
YA）vfAIBOCCI
（YAMA）KESI
YAMAKKO
YAMA（KO）
YAIV｛AKOBU
YAMAKOOBU
YAMAKOT
YAIvfAKUBO
YAMAKUU
YAMAKUUBU
YAMAMEE
YAMAM三NA
YAMAMOKKE
YAMANBABA
YAMANINA
YAMANKEN
YAMANOKE
YAMANOTAYUU
YAMASAZAE
YAMASAZYE
YAMASITADAMI
かなへび（V・225）
ひきがえるその1（V・219）
ひきがえるその2（V・22G）
かたつむりその2（V・237）
ひきがえるその2（V・220）
ひきがえるその2（V。220）
とさカ、（V・215）
層毛㈲・111）
きのこ（V・245）
すみれ（V・240）
なめくじ（V。239）
ひきがえるその2（V・220）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　23e）
畑（鐸●188）
稲妻（畷・258）
なめくじ（V・239）
蜘蜜朱（V●233）
びきがえるその1（V・219＞
かまきり〈一般的な名称〉（V。
　229）
すみれ（V・240）
森（『V・198）
とさ」b・・（V・215）
蜘蛛（V。233）
蜘蛛（V●233）
蜘蛛（V●233）
蜘蛛（V・233）
蜘蛛（V・233）
蜘蛛の巣（V・234）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその1（V・236）
ひきがえるその2（V・220）
かまきり〈特殊な名称〉（V。
　230）
かたつむりその1（V・236）
蜘蛛（V。233）
眉毛（湿。l11）
ひきがえるその2（V・220）
かfcつむりその1（V・236）
かたつむりその1（V。236）
かたつむりその1（V。236）
YAMASUZUME
YAMASYO
YAMATAKAY｛．；BI
YAMATAKE
YAMATOOIZA
YAMATUHUUMUN
YAMATUI欄くASI
YAMATUNCYUU－
　BANA
YAMATUTOOGIN
YAMATUTeOZIN
YAMATUUPUGAM
YAMATUUPUGYAM
YAMAZUSO
YAME
YAMooZU
YAMORI
YAMORI
YA）vS［ORI
一一　YAMORI
YAMORIGOTO
YAMorNI
YAMUSI
YAN
YAN
YANA
YArNIAAASATTE
YArNiAASATE
YArNIAASATTA
YANAASATTE
YANAASA”£TE
YANAISATTE
YANARI
YANASATE
YANASATE
YANASATTE
YANASATTE
YANASUTTE
YANAYANASATTE
YANAYANOASATTE
YANBA
一344一
釜（V◎214）
畑鼠・188）
人差し指（皿・122）
きのこ（V。245）
かまきりく特殊な名称〉（V・
　230）
とうもろこし（W・182）
とうもろこし（W・182）
すみれ（V・240）
とうもろこし（W。182）
とうもろこし（W。王82）
とうもろこし（W・182）
とうもろこし（IV・182）
林（N　・199）
ものもらい（雌・112）
かたつむりその2（V・237）
ひきがえるその2（V。220）
とカ》げ（V・224）
かなへび（V・225）
とカ」げ（V．224）
ひきがえるその2（V・220＞
さつまいも（N・176）
蛇（V・226）
〈いい天気〉だ（1・46）
さつまいも（W・176）
あぜ（N　・187）
明明後　El（Vl・285）
明明後繍（Vl．285）
明明後田（Vl。285）
明明後Ei（Vl◎285）
明明明後日（耀。286）
明明後EI僅・285）
地震（Vl・263）
開明後日（V1。285）
明明明後日（M・286）
明明後日（M・285）
明明明後日（贋・286）
明闘争後日（V韮・285）
明明明後日（Vl。286）
明明明後日（M・286）
とんぼ（V・231）
YANDEROBONDERO
YANE
YANE
YANE
rYANE
－YANE
YANEASATE
YANEASATTE
YANEASATTE
YANEH正KI
YAN£田（I
YANEKOBU
YANEKO｝｛［U
YANEKUZIRO
－YANI
YANIASATTE
YANIHIKI
YANKal
YANMA
YANMEGIME
YANMON
YANNOASATTE
YANOASATE
YANeASATTE
YANOASATTE
YANOSATTE
YANOYANOASATTE
YANTOO－
YARASATE
YARI
YARION王
YARO
YARO
YARO
YAROKKACI
YAROKKO
YAROO
YAROO
YAROO
YAROOBEKO
YAROOKKO
かたつむりその3（V・238）
林（解。199）
蜘蛛の巣（V。234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蘇の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
明明後日（Vl◎285）
留ヨ明後1ヨ（VVI。285）
明明明後霞徳・286）
なめくじ（V・239＞
なめくじ（V・239）
蜘蛛（V●233）
蜘蛛（V。233）
なめくじ（V。239＞
蜘蛛の糸（V・235）
明明後日（Vl・285）
なめくじ（V・239）
山育朱（V●233）
とんぼ（V・231＞
かまきり〈特殊な名称〉（V・
　23e）
陶磁器（iv・161）
明明虚蝉：摂（Vi書285）
明珍ヨ後預（Vl。285）
明明後日（擁・285）
明明明後日（va　・286）
明明後日（W・285）
明明明後韮ヨ（V覧●286）
灸をすえる前部分（ll・83）
明明明後E≡1（V至●286）
つらら（V【・262）
鬼ごっこ（瓢・147）
男（HE鴨136）
女〈卑称〉（猛　・138）
牡bk（V書207）
男（凱●136）
男（鍵・136）
男（盤．136）
牡馬（V。202）
牡牛（V●207）
牡牛（V。207）
男（涯・136＞
YAROOUMA
YAROOUSI
YAROPPACI
YAROUMA
YAROUSI
YAROWA
YARU
YARU
YARU
．YARU
一YARU
－YARU
YASAGO
YASAGO
YASAIBAN
YASAIBATA
YASAIBATAKE
YASA茎GO
YASA三K王RIBAN
YASAIMANAITA
YASAIZiRI
YASAMAGO
YASARAGO
YASARAMAGO
YASARIMAGO
YASEEGO
YASE（E）GO
YASEEZI
YASEMAGO
YAS王一
YAS護くI
YASIKIDORI
YAS凪IUCI
YASIKIYAMA
YASIKO
YASIMAGO
YASIMUNU
YASINMAGO
YASIO
YASIRO
YAS罫VA
一345一
牡馬（V・202）
牲牛（V・207）
男（脹●i36）
牡，賎蚤（V●202）
牡隼（V。207）
・やる（ll・73）
やる（H・73）
呉れる（H。74）
貰う（＃・76）
片足跳びをする後部分（ll・
　55）
くすぐる後部分点・82）
お手玉遊び縦・146）
ひまご（膿・139＞
・やしゃこ（胆。140）
まないた（rv　．164）
畑（IL「・188）
畑（TSF・188＞
やしゃこ（皿・140）
まないた：（N・164）
まないた（N・164）
畑（即・188）
やしゃこ（蹟・140）
やしゃこ（罵・140）
やしゃこ（恥・140）
やしゃこ（凱・140）
ひまご（皿。139）
やしゃこ（猫。140）
畑（押・188）
やしゃこ（皿。140）
灸をすえる前部分（：・83）
M（N・198）
せきれ．い（V・213）
庭園（N・193）
pt（W　・198）
やしゃこ（鼠・140）
やしゃこ（阻・140）
陶磁器（N・王61）
やしゃこ（M　・140）
やしゃこ（測。140）
穎i（N．王98）
やしゃこ（翔・140）
YASIWAMAGO
YAS正YAGO
YASO－
YASSARAMAGO
YASSYAMAGO
YASSYARAGO
YASSYARAMAGO
YASSYAREMAGO
YASSYARIMAGO
YASUKO
YASUMAGO
YASURAMAGO
YASUWA
YASYA
YASYAAMAGO
YASYAGO
YASYAGOKISYAGO
YASYAMAGO
YASYANGO
YASYANMAGO
YASYARA
YASYARAGO
YASYARAMAGO
YASYARAZIISAN
YASYOGO　・
YASYOWA
YASYU－
YASYU（U）MAGO
YASYUWAMAGO
YAT
YAT
YAT
－YAT
KATARAIMO
YATMON
YATMUN
YAT’NANBO
YATO－
YATOBA－
YATOO．
YATOYAI｛ooSI
やしゃこ催磯40）
やしゃこ（盟嵯40）
灸をすえる前部分（＃・83）
やしゃこ億・140）
やしゃこ（灘・140＞
やしゃこ（濯・140）
やしゃこ傭・140）
やしゃこ（翔・140）
やしゃこ（涯・140）
やしゃこ（脹・140）
やしやご（涯・140）
やしゃこ（盟・14G）
やしゃこ（膿・140）
やしゃこ（胆・140）
やしゃこ（瞑・140）
やしゃこ（盟・140）
やしゃこ（IH・140）
やしゃこ（猛・140）
やしゃこ億・140）
やしゃこ（1撫140＞
やしゃこ（珊・140＞
やしゃこ（翔・140）
やしゃこ（翔・140）
嘗祖父（M　・142）
やしゃこ（紐。140）
やしゃこ（泓・140）
灸をすえる離部分（＃・83）
やしゃこ（獄・140）
やしゃこ（獄・140）
〈いい天気〉だ（1。46）
やる（∬・73）
呉れる（ヨ。74）
灸をすえる後部分（ll・84）
じゃカくいも〈一毅的な名称〉
　　（N　・174）
陶磁器（N．161）
陶磁器（N・161）
鬼ごっこ（賑・147）
灸をすえる前部分（H・83＞
灸をすえる前部分（H・83）
灸をすえる前部分（H・83）
つくし（V・244）
YATU－
YA’IUU－
YATUUDU－
YATUYU一
一YAU
．YAWAS1王
YAWATAIMO
YAYANAASATTE
YAYANASATTE
YAYANOASATTE
YAYANOSATTE
YA－YORU
YAZEN
YAZI
YAZI
YAZI
’YAZI
－YAZI
YAZ王MAGO
－YAZU
－YAZU
YAZUGASIRA
YAZUGUSA
YAZUGUSA
YAZUMAGO
YAZYEN
（Y）ECU一
（Y）ECUO一
（Y）ECUU－
YECUYAKI－
YECYUO－
YECYUU－
YEEBINGWAA
YEECU－
YEECUU－
YEECVUBA－
YEEHAN
YEE田一
（Y）EEHIO－
YEEKU
YEESI一
（Y）EETO一
一346一
灸をすえる前部分（ヨ・83＞
灸をすえる前部分（il・83）
灸をすえる前部分（il・83）
灸をすえる前部分（ll・83）
灸をすえる後部分（ll・84）
まぶしい後部分（1・31）
璽芋その2・（W・178）
明9fiH租後Eヨ（V夏●286）
明明明後日僅・286）
明明胆後日（　Vl・286）
明明明後日（願。286）
癒になる（ll・80）
咋晩（Vl・279＞
蛇（V・226）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
蜘蛛の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
やしゃこ纈・140）
蜘蘇の巣（V・234）
蜘蛛の糸（V・235）
里芋その2（EV・178）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
やしゃこ（眠。140）
昨晩（Vl・279）
灸をすえる前部分（H・83）
灸をすえる前部公（ll・83）
灸をすえる前部公（ll・83）
灸をすえ翻榔芳（ll・83）
灸をすえる蒲部分（ll・83）
灸をすえる前部分（皿・83）
’j、t疑（1亙．125）
灸をすえる献部分（il・83）
灸をすえる離部分（9・83）
灸をすえる簡部分（9・83）
牲牛（V・208）
灸をすえる前部分傭・83）
灸をすえる前部分（距83）
癒（猛Ol32）
灸をすえる前部分（E・83）
灸をすえる前部分（ll・83）
灸をすえる前部分（H・83）
灸をすえる前部分（ll・83）
男（1正●136）
牡，尾葛（V・202）
牡牛（V●207＞
目（理・115）
〈いい天気〉だ（1・46）
灸をすえる離部分（9・83）
灸をすえる前部分（ll。83）
灸をすえる前部分（恥83）
すわる（H・51）
すわる（ll・51）
すわる（嚢・51）
うそをつく後部分（H・92）
ひきがえるその2（V・220）
蜘蛛の糸（V。235）
昨晩（Vl。279＞
昨晩（V［。279）
昨晩（V【●279）
昨晩僅・279＞
昨晩（Vl・279＞
昨晩（Vl・279）
昨晩（ivl［●279＞
昨晩（擁・279）
昨晩（V卜279）
昨晩（V卜279）
昨晩（Vl●279）
いくつく｛頁玉歳〉　（V［・293）
とりおどし（ly「。189＞
桑（V●212）
とさカ、（V●215）
数える（H・69）
きな臭い蘭細分（1・34）
とカ、げ（V●224＞
桑（V・212）
よだれ（釦・119）
ゆうだち（擁。255）
”：?ｆ’高垂煤h　（　wo　’　256）
ゆうだち（W・255）
ゆうだち（ve　・255）
よだれ（猛・119）
よだれ（皿・119）
YODARA
YODARE
YODARE
YOI）AREE
YODAREKUIMiNA
YODARi
YODARI
YODARU
YODASSAMA
YODATE
YODDARE
YODI）AR正
YODENA
YODO
YODO
YOIi＞OEKE
YOooRE
YODORO
YOE
YOEYOECINCIN
YAGA
YOGAAKETARA
YOGAU－
yoGCg）E
YOG〔弓〕£
YOG（g）E
YOG〔筍〕E
YOGI
YOG（g）I
YOGIYAGE
YOGOE
YOGOEHACCYOODON
YOGOIMO
YOGO（O）
YOGORE
YOGORE
YOGORE
YOGeRE
YOGe（YOGO）
YO｝taSI
YOHEE
YOHI
一347一
よだれ個・119＞
唾（恥・118）
よだれ（磁・l19）
よだれ価・119）
かたつむりその1（V・236）
唾（膿。118）
よだれ（測・119）
よだれ（撫・lig）
雷（Vl．256＞
ゆうだち（M。255）
よだれ（1耳。119）
よだれ（HI●119）
評F晩（Vi。279）
よだれ（撫・119）
井戸胃（ly「●197）
井戸御・197）
よだれ纈・119）
よだれ（題・119＞
いレへ〈ヲミ気だ〉　（1●45）
肩車〈特殊な名称〉　（1正。150）
いい〈天気だ〉（1・45）
禦1の鳴き声その2（W。299＞
くすぐったい前部分（1・32＞
蒸気〈湯の場含〉（　Vl。266）
蒸気く湯の場合〉（W・266）
蒸気〈飯の場含〉（距267）
蒸気〈飯の場合〉（W。267）
ee（wu　・260）
蒸気〈湯の場合〉僅・266）
凍傷（1正・127）
垢（獄・131）
桑（V・212＞
里芋その1（WG177＞
桑（V・212）
ふけ㈲・105）
垢（胆・131）
ほ：こり（擁・271）
ごみくJHのごみ〉（畷・274）
集iの鳴き齊その1（雁・298）
明明後日（VI●285＞
桑（V．212）
集1の鳴き声その2（～恥299）
YOHITORI
YOHONYEE
YO｝IUKURO
YOEEWA
YO｝rwAA
YOewVANATE
YOHW’ANATI
YOI
YOI
YOIDACI
YOIDO
YOIDO
YOINOBAN
YOINOBANGE
YOISA
YOISSA
YOISYO
YOIYAKATA
YOIYOISURU
YOKA
YOKANIWA
YOKE
YOKI
YOKIYAKE
YOKO
YOKO
YOKOBIKARI
YOKOBIN
YOKOGAM正
YOKOITO
YOKOPPIRA
YOKOSU
YOKOSU
YOKUSIASATTYE
YOMA
YOMA
YOME
YOMEARA正
YOMEAZA
YOMEAZA
桑（V。212）
今晩（Vl●281）
桑（V．212）
明明後日（Vl・285）
明明後闘（糠。285）
一昨昨日（Vl．275）
一一・?ｐ昨日（W　・275）
いいくヲミ気だ〉（1。45）
昨晩（Vl・279）
ゆうだち（畷。255）
よだれ（盟・119）
鬼こ“っこ（匪1・147）
一mp晩（Vl。277）
一ir拝晩（Vl●277）
今晩（擁・281）
桑の鳴き毒その2（畷・299）
肩車〈特殊な名称〉　（泓・150）
肩車〈特殊な名称〉　（獄●150）
〈幼児を〉負う（fl・64）
いいく天気だ〉（レ45）
庭園（N　・193）
とりおどし（配。189）
露（擁・260）
～索傷（｛韮・127）
子、編（V・204）
子牛（V・2G9）
稲妻（Vl　6258）
頬（1韮・107）
たてがみ（V・205）
機糸（N　・157）
頬（HI。1G7）
やる（il・73）
呉れる（ll・74）
明明明後田儲・286）
糸（N・153＞
今晩（W。281）
ものもらい（膿・112）
ほくろ〈小さいもの〉（膿・
　133）
ほくろく小さVもの〉（皿。
　133）
ほくろ〈大きいもの〉（灘・
YOMEHADA
YOMENANOSUGINe－
　KO
YOMENO薮E
YOMEZYO
YOMEZYOKIBI
YOMEZYOKOBU
YOMEZYOTOKIBI
YOM夏AZA
YOMIAZA
YOMIAZA
YOMOGORO
YOMU
YO鍛U
YON
YON
YONADAI
YONAI）ARE
YONBANSAN
YONBE
YONBEE
YONB£王
YONBENA
YONBENANOMAENO－
　BAN
YONBENOBAN
YONBENOMAE
YONBENOMAENO－
　BAN
YONBENOYOINOBAN
YONBERA
YONBOSI
YONDARE
YONDARI
YONE
YOM玉A蕉
YON茎
YONMA
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　134）
ほくろ〈小さいもの〉（猛・
　133）
すぎな（V・243）
どくだみ（V。242）
とうもろこし（i＞・182）
とうもろこし（N。182）
蜘蛛（V。233）
とうもろこし（rv。182）
癒（III。132）
ほくろ〈小さいもの〉（沼・
　133）
ほくろく大きいもの〉（皿・
　134）
かかし（N。190）
数える（蓋。69）
〈お金を〉数える（願。296）
数え．る（嚢・69＞
くお金を〉数え．る（M・296）
よだれ（胆・119）
よだれ纈・119＞
とんぼ（V・231）
咋｝挽（Vl●279）
it’£晩（Vl。279）
員乍晩（Vl・279）
昨晩（Vl●279）
一昨晩（Vl。277）
昨晩（V【◎279）
一縫乍晩（W・277）
一昨晩（W。277）
一一一・?ﾓ（擁・277）
昨晩（Vl・279）
とさカ、（V・215）
よだれ催。蕪9）
よだれ催・119）
今wa（VI・281）
虹（Vlt259）
今晩備・281）
ll’Eee　（　Vl　・　279）
YONNAACYA
YONNAACYAA
YONOASATTE
YONOGE
YONOGEBAKO
YONOGEBICU
YONOG王
YONOGIBICU
YONOIMO
YONOKE
YONOK玉C正
YONOME
YONYONSURU一一一＋
　YON’YONSURU
yoo
－yoo
YOOBE
YOOBE
YOOBENA
yoocyo
yoocyoo
YOOCYUU
YOODACCAMA
YOODACCAN
YOODACI
YOODACI
YOODACIAME
YOODACISAMA
YOODACISAME
YOODARE
YOODARE
YOODARI
YOODO
YOosI
YOosYUU
YOO｝王A
明明明後日（Vl●286）
明明明後擦（Vl・286）
明瑠ヨ後匠ヨ（V亘●285）
米びつ〈一一般的な名称〉（IV・
　　165）
米びつ〈一般的な名称＞GV・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（TV「・
　　165）
米びつ〈一一般灼な名称〉（N・
　　165）
米びつ〈一般的な名称〉（N・
　165）
里芋その1（揮・177）
米びつ〈～般的な名称〉（N・
　165）
せきれい（V・213）
ものもらい（膿磯12＞
〈幼児を〉負う（嚢・64）
明明後G（Vl・285）
灸をすえる後郵分ω。84）
晋欝晩（V卜279＞
昨晩（V【・279＞
縫乍晩（V卜279）
凧（耳1・143）
凧（｛韮●143）
服（m●143＞
雷（Vl●256）
雷（Vl●256）
ゆうだち（W・255）
雷（Vl●256＞
ゆうだち（Vl　・255）
雷（Vl●256）
ゆうだち（M・255）
よだれ（鶏・l19＞
ゆうだち（VI・255）
よだれ（猛【・119）
凧（M・143）
凧個・143＞
ktF（V・208）
明明後日（M・285）
YOOHANATI
YO（O）HEE（YOOHEE）
YOOKA
YOOKAN
YO（O）KANBE（E）
YOOKANBOO
YOOKYUU
YOONAACI
YOONATI夏
YOONATTII
YOONE
YOONI
YOORAKU
YOORANKO
YOORARE
YOOSA
YOOSAR王
YOOSARU
yoosu
YOOTACI
YOOYONOKO
yooyoo
YOOYOONKO
YOOZAI
YOOZ王
Ye（O）ZeKU
YOOZU
yeozu
YOOZU
YOOZUDAKO
YO（O）ZUKU
YOeZUN
YePPENA
YeRAE
YeRAI
YORARE
YORE
YOREYORE
YORI
YORI
YORIAKA
YORI夏TO
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一昨昨臼（Vl●275）
桑の鳴き声その1（擁。298）
九B儲・288）
虹（Vl。259）
厭（膿●143）
凧（阻。143）
凧（盟魯143）
一一?ｅ昨Ｈ（Vi●275）
～日脚昨日（V1。275）
一昨膨F臼（Vl・275）
今晩（VI・281）
今晩（V厘。281）
つらら（M・262）
つらら（M・262）
よだれ（膿・119）
今晩（Vl◎281）
今晩僅・281）
今晩僅・281）
異れる傭・74）
ゆうだち（W・255）
子牛（V●209）
子牛（V・209＞
子牛（V。209＞
ひきがえるその2（V・220）
虹（W・259）
桑（V．212）
よだれ（盟・119＞
凧（m・143＞
ゆうだち（W・255）
凧（膿●143）
桑（V・212）
凧（1耳・143＞
三二（Vl。279）
よだれ（砿●119）
よだれ（賑●119）
よだれ（膿・119）
垢（凱●131）
垢（瓢。131）
嬉（撫●131）
機糸（ryr・157）
垢（鐵●131）
糸（N・153）
YORIITO
YORI正TO
YORIKUSA
YORIYAKA
YOR夏YORI
YOROI
YOROKOBU
yeRoKuso
YORU
YORU
YORUBE
YORUKOBU
YOSA
YOSAI
YOSARE
YOSARI
YOSARU
YOSASI
YOSE
YOS夏
YOSIKA（DORI）
YOSIKODORI
YOSIKURO（SI）
YOSITOKAPPO
YOSUPPO
YOSUT
YOSYE
YOT
YOTAKA
YOTA（KKUZU）
YOTAMAKA
YOTARA
YOTOR茎
YOZARE
－YOZE
yozo
YOZU
YOZU
－YU
．YU
．YU
YUBBU
木綿糸（配。156）
機糸（N・157＞
ごみく川のごみ〉（贋・274）
垢（獄・131）
垢（罰●131）
すぎな（V・243）
蜘蛛（V●233）
ものもらい佃・112）
居る（ll・53）
今晩（Vl・281）
昨晩（Vl奪279）
蜘蛛（V．233）
今晩（W・281）
今晩（Vl・281）
今晩（VI。281）
今晩（V壇・281）
今晩（墳・281）
咋晩備・279）
あぜ（！V・187）
桑iの鳴き駕その2（擁。299）
桑（V・212）
桑（V・212）
桑（V・212）
桑（V・212）
桑（V●212）
桑の鳴き蒼その2（擁・299）
あぜ（N・187）
禦iの鳴き斎その2（礪。299）
桑（V．212）
ごみく川のごみ〉（埴・274）
庸車〈特殊な名称〉億・150）
ごみ〈川のごみ〉（聴　・274）
桑（V。212）
よだれ（IH●119）
蜘蛛の糸（V・235）
よだれ（IH●王19）
よだれ（阻。119）
ゆうだち（Vl　・255）
うそをつく後部分（9・92＞
蜘蛛の巣（V　・234）
蜘蛛の糸（V・235＞
ほくろ〈大きいもの〉伽・
YUBE
YUBE
YUBEE
YUBENA
YUBENA
YUBENOMAENOBAN
YUBERA
YUBI
yuBl’
Y慧B芝GL
YUB薮
YUB夏K．
YUB三KI．
YUB王KII．
YUB茎KIO・
YUB茎RU
YUB正丁
YUBOKE
YUBOKE
YUBU－
YUBUKIO－
YUBUKUSAI
YUBURI
YUBURI
YUBUSAAKAZE
YUBUSIKAZE
YUBYUN
YUBYUN
YUCI
yucl’
YUCII
YUCIN
YUCU
YUDAARE
YUDAC王
YUDACI
YUDACIAME
YUbACISAN
YUDAGE
YU夏）AG王
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　134）
昨晩（耀・279＞
昨晩（Vl・279＞
咋晩（Vl●279）
1｝箏晩（Vl．279）
咋1晩（Vl●279＞
一昨晩（壌・277）
掛ド晩（Vl。279）
咋晩（Vl。279）
咋晩（V［。279）
いびきをかく前部分（翼・89）
昨晩（V置・279）
いびきをかく飼部分（il・89）
いびきをかく簡部公（藝・89）
いびきをかく前部芳（＃。89）
いびきをかく前部芳（籔・89）
昨晩（Vl・279）
米びつ〈一白的な名称〉（N。
　165）
蒸気〈溺の場合〉儲・266）
蒸気〈飯の場合〉（擁・267）
きな論い荊聞入（1・34）
いびきをかく前部分（H・89）
焦げ奥い（　1　。36）
蒸気〈湯の場合〉（顎。266）
蒸気〈飯の場合〉（Vl・267）
つむじかぜ（X　・264）
つむじかぜ（擁・264）
数える（ヨ・69）
〈お金を〉数える（埴・296）
雲雪（Vl・260＞
嚢雪（Vl。260）
嚢雪（Vl・26G）
雪（擁・260）
井jiffi（W・197）
よだれ（雛。119）
ゆうだち（贋・255）
”：di’氏hi　ve　’256）
ゆうだち（W　・255）
雷（Vl・256＞
よだれ伽・119）
ゆうだち（y［・255）
YUDAI
YモJDAII
YUDAIMUSI
YUDAL茎
YUI）AL’P’
Y’UDARA
YUPARE
YUDARE
YUI）ARI
YUDARI
YUDARIPAKYA
YUDARU
YびDARYAM［US王
YUDAT
YUDAYAA
YUDAYA－lif｛III
YUDAYAAMUSI
YUDDAMA
YUDEE
YUDEEMUSI
YUpa
YUDUN
YUDUN’AMI
YUE
YUEKIBA
YUEN
YUEN
・YU£醤
YUG〔9〕A五
YUGANAR｝’
YぴGAWA
YUG（g）E
YUG〔讐〕£
YUGCg）E
YUG〔讐〕E
－YUGE
YUG（g）EE
YUG〔讐〕EE
YUG（9）EE
YUG〔塁〕EE
YUG（n）EMURI
YUG（o）EN
よだれ磁。119）
よだれ（馴・119）
なめくじ（V・239＞
唾纈・l18）
よだれ（1耳・119）
なめくじ（V・239）
唾（盤・118）
よだれ領・119）
唾（阻・118）
よだれ（阻・119）
なめくじ（V・239）
よだれ（誼1●119＞
なめくじ（V・239）
ゆうだち（W・255＞
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239）
なめくじ（V・239＞
つらら（情・262）
よだれ（眠・119）
なめくじ（V・239）
井照（罪・197）
梅雨（Vl・254）
梅雨（W・254）
家差嚢…（罪・191）
恩命御・193）
蒸気〈湯の場合〉僅・266）
蒸1気〈飯の場合〉（層・267）
蜘蛛の糸（V。235）
蒸気〈湯の場合〉（va・266）
一昨昨繍（M・275）
井芦（N・197）
蒸気〈湯の場合〉（擁・266）
蒸気〈湯の場合〉（Vl・266）
蒸気〈飯の場合〉細・267）
蒸気〈飯の場合〉備・267＞
蜘蛛の糸（V・235）
蒸気〈湯の場禽〉（Vl。266）
蒸気〈湯の場合〉（　VI・266）
蒸気〈飯の場禽〉（距267）
蒸気く飯の場合〉僅・267）
蒸気〈湯の場合〉（vr・266）
蒸気〈湯の場合〉（W・266）
YUG（g）EN
YUG（lj）ERI
YUG（g）ERI
YUGG［g）EE
YUGG（g）EE
YUGGETA
YUGGUMI
YUGi
Y（一IG［ll）I
YUGCg）I
YUG（lj）I
YUG（g）I
YUG（v）I
YUGIAGE
Y（一｝GIBARE
YUG〔9〕買
YUGIYAGE
YUGIYAKE
YUGO
YUGO
YUGOO
YUGURA
YUGURAMOCI
YU｝E［AN
moATI
YUHANAT璽
Y（一｝HI
YUHOG（9）E
Yし贋WA
YUHWM
wwAANATI
YUE［W’AANATI’
wwANATE
YUI－IWANATI
YUHWA封AT茎
YUI
YUI
－Yor
YUIDACI
YUII
YU更KO
YUISARI
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蒸気く飯の場合〉（W・267＞
蒸気く湯の場企〉（燐◎266）
蒸気〈飯の場合〉（M・267＞
蒸気〈湯の場合〉（樋。266）
蒸気〈飯の場合〉（擁・267）
竹馬（胆・144）
竹馬（猛　・144）
ag（wo・260）
雪（矯・260）
蒸気〈湯の場合〉僅・266＞
蒸気〈湯の場合〉（W・266）
蒸気〈飯の場含〉（鞠267）
蒸気〈飯の場合〉（WO　・267＞
凍傷（匪1・王27）
凍傷（鍵●127）
蒸気〈湯の場合〉（Vl・266）
凍傷（撰●127）
凍傷（胆・127＞
かぼちゃ（罪・180）
井ア鷲（V「。197）
井ヌ笥（罪。197）
もぐら（V・211＞
もぐら（V・211）
明明後：β（擁・285）
一fi／F昨日（Vi●275）
一臼乍…訂ノ露菱ヨ（Vl・275）
雪（V卜260）
蒸気〈湯の場舎〉（酒・266＞
H雇明後日（Vl●285）
明明後日（W・285）
＿昨昨日（V正・275）
一昨昨日（Vl。275＞
一咋昨日（擁。275）
一一?ﾛド日（Vl。275＞
一昨鐸乍El（Vl．275）
土惣震（Vl●263）
昨晩（Vl●279）
うそをつく後部分（琵・92）
ゆうだち（～躯255）
貰う（遜。76）
鱗（V．217）
今晩（VI・281）
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飯米（N・170）
飯米（N　・170）
飯米（W・170）
飯米（N・170）
飯米（隔世70）
つむじかぜ（～恥264）
とげ〈いばら・さんしょうなどの
　とげ〉（V。250）
es一（”　・260）
どくだみ（V・242）
さつまいも（W・176）
さつまいも（W　・176）
里芋その2（fV「・178）
肩車く特殊な名称〉（［鼠・150）
祖父磁・141）
嘗祖父（M　・142）
つむじ（撰・102）
つむじ（嶽0102）
うるち（N。168）
つむじ伽・102＞
さつまいも（fV「・176）
うるち（郵・168）
飯米（臥170）
あぐらをかく（9・52）
ZIMA　KAKU
ZIMEE
ZIMI
ZIM王ZU
ZIMIZUKAZE
ZIMOCIKAZE
Z工N
ZIN
ZIN
Z’奄m
ZINA
ZINABA
ZINAI
ZINARI
ZINBENA
ZINCAMA
ZR、TCAN
ZIN（C）CA
ZfiSiCIKYA’UiB正
ZINC夏RA
ZIINCYAMA
ZINCYAN
ZINDA
ZINbOO
ZINE
Z那E
ZINEKO
ZINGIRI
Z困αR王
ZINI
zf副
ZIN王I
Z姻KO
ZINKOO
ZIiNMA
ZINMAK王
ZINMAKI
Z園MUSI
Z脳NYAKU
Z脳OMAIMA至
Z脳SAN
あぐらをかく（韮。52）
飯米（N・170）
ほこ　り　（Vl。271）
つむじ（罰・102）
つむじカ〉ぜ（Vi。264＞
つむじかぜ（Vl・264）
つむじ〈盟・102）
福父（re　・141）
おかね（IV・151＞
おかね（N・151）
祖父（阻・141）
きのこ（V・245）
地震（Vl・263）
地震（VI◎263）
昨1晩（V19279）
祖父（撲・141）
祖父繊・141＞
祖父磁・141）
薬叢雪（獄●124）
松かさ（V・247＞
祖父纈・141）
祖父備・141）
とんぼ（V。231）
かたつむりその1（V・236）
つむじ（涯。102）
もぐら（V・211）
もぐら（V。211）
片足跳びをする簡部芳（H・
　54）
つむじ（胆・102）
おかね（iv「・151）
おかね（即。151）
おかね（N。151）
つむじ（涯・102＞
つむじ（距102）
祖父儘・141）
つむじ儀・102）
つむじかぜ（磯・264）
もぐら（V・211）
どくだみ（V・242）
かたつむりその2（V・237）
祖父（暇・141）
ZrrNISYABAYASI
ZINTANGOO
Z王NU
Z猟JMUNZww
Z脳’YAKU
Z脳ZI
Z脳ZI
z脳ZIGUSA
z脳ZIN
ZINZIN
Z姻Z即BA
ZilNZINBANA
ZIIxlZIRAGO
Z梱ZIRAMA王
Z王NZ五RAMしISI
z劉ZiRI
ZINZIRO
Z姻ZIRU鍼A王
Z馴ZYANO｝董AYAsI
Z脳ZYAZ茎N
Z脳ZYO
ZINZYOKAKA
ZIINZYOKO
Z脳ZYOKODAC王
ZINZYOKOMOCI
ZINZYOKONARI
ZINZYOKOTONBI
ZINZYOMAKO
ZINZYOON］r　SUWARU
ZINZYOO　SURU
ZIPPUGURE
ZIRA　KUMU
ZIRANOMAI
ZIRAZIRAA
ZIRI
ZIRIAME
－ZIRIBOTTAI
Z正R薫HURI
ZIRIZIRI
一358一
森（fY「．198）
米びつ〈特殊な名称〉（IV・
　166）
おかね（fV・151）
もぐ』ら（V・211）
おかね（lyf・15王）
どくだみ（V・242）
福山（恥141＞
蓉祖父値・142）
つく　し（V・244）
鳶足跳びをする箭部分劔・
　54）
かたつむりその1（V。236）
すみれ（V・240）
すみれ（V　・240）
やしゃこ個・140）
つむじ（擁・102）
かたつむりその1（V・236）
つむじ（撫。102）
かたつむりその1（V。236＞
つむじかぜ（W・264）
森（N・198）
森（IV・198）
複田丸・141）
肩華〈特殊な名称〉（剛・150）
肩車〈特殊な名称〉（HI・150）
肩箪く特殊な名称〉（租・150）
肩「車〈特殊な名称〉（瓢・150）
肩車く特殊な名称〉（餌・150）
篇輩巨く特殊な名称〉　（瞑●150）
肩車く特殊な名称〉　（頒。150）
すわる（ll・51＞
すわる（猛・51）
－梅雨（VI●254）
あぐらをかく（鼠・52＞
つむじ（膿。102）
とかげ（V・224）
梅雨（W・254）
梅雨（Vl。254）
まぶしい後部分（1・31）
梅爾（VI・254）
つむじ（則・102）
ZIRO（BO）TARO（BO）
ZIROBOTARU
ZIROGOTAROGO
ZIROHE（GUSA）
ZiROKUBITAROKUBI
Z正RO歪）AI
ZIROSABUZIROSABU
ZIROSUKE
ZIR｛一｝HAI
Z王RYAA
ZIRYAKATAME
ZISAME
ZISI
Z王SIDON
ZISIN
ZISINBIKI
ZISSA
ZISSAMA
ZITA
ZITCIKO
Z正TαZ正TCI
ZITTOBATToo
－Z｝YM
ZIZI
ZIZI
ZIZI
ZIZI零
Z三ZΣBABA
ZI（ZI）BABA
ZIZICYA
ZIZICYA
ZIZICYAN
Z玉Z三GURO
ZIZII
ZIZIIME
Z三Z王KKO
ZIZIKOBI
ZIZIMA玉
ZIZIREMAKI
ZIZIRIMAKI
ZIZIRUMAI〈I
ZIZISA
すみれ（V・240）
すみれ（V・240）
つらら（擁・262）
どくだみ（V　・242）
すみれ（V・240）
右回・270）
雀の鳴き声（畷・3eo）
桑の鳴き声その2（W・299＞
灰（Vl・270）
肩1車く特殊な名称〉（聖。150）
膚玉解く特殊な名称〉（m・150＞
梅壷（Vl．254）
虹（Vl●259）
虹（Vl。259）
地震（Vl。263）
卸町垂震（Vl。263）
祖父（聡・141）
祖父樋・141）
舌（阻・117）
雀の鳴き声（wo　・3（｝O）
釜の鳴き声（WO　・30e）
かたつむりその1（V・236＞
せきをする後部分（ll・88）
つむじ纏・102）
嘗祖父価・142＞
虹（Vl●259）
雀の鳴き声（X　・300）
すみれ（V・240）
つくし（V・244）
祖父伽・141）
曽祖父（膿・142）
搬出傭・141）
’k　（　V　・21　4）
祖父（斑・141）
祖父（M・i41）
おたまじゃくし（V・221）
つくし（V・244）
つむじ（鷺・102）
つむじ樋・102）
つむじ伽。102）
つむじ（膿・102）
複父（服・141）
ZIZ正SAN
ZIZIYAN
ZIZYABACYA
ZIZWma
ZIZYUMAKI
ZiZZ王
zo
ZOBEITO
ZOIMO
ZOK（K）U
ZOKKUME
ZOKU
zoo
ZOOKI
ZOOKIBAYASI
ZOOKIKAYASU
ZOOKIYABU
ZOOKIYAMA
ZOOMANAITA
ZOOMOKU
ZOONAME
ZOOTAKE
ZOOR脳
ZOOYA
ZOOYAKU
ZOOYAKU
ZOOYAKUUMA
ZOOYAMA
ZOOYAUMA
ZOYA
ZOYAKU
ZOYAUMA
zozoo
ZOZORIKO
ZU
ZU－
ZUBE
ZUBE
一一・　ZUBE
ZUBEatarna
ZUBERU
一359一
視父（脹・141）
祖父（阻・141）
釜の鳴き声（M。300）
つむじ（盟・102）
つむじかぜ（擁。264＞
福父（膿・141）
桑1の鳴き声その1（WO　・298＞
機糸（IVt・157）
里芋その1（W・177）
牡牛（V・207）
牡乏F（V●207）
子牛（V・209）
桑の鳴き声その1（M・298）
蒸気〈湯の場合〉（　Nll。266）
林（N・199）
林（IV●199）
林（N・ig9）
林（！V●199）
まないた（N・164）
ごみく川のごみ〉（W・274）
おたまじゃくし（V・221）
きのこ（V・245）
林（Iv。199）
学ヒ馬（V。203）
隼ヒ，驕（V・203）
子馬（V・204）
牛ヒ，職（V・203）
林（w・199＞
牛b馬（V。203）
牛ヒ、鴇（VO203）
牛ヒ，祭蚤（V。203）
学ヒ，罵（V。203＞
米びつく特殊な名称〉（N・
　166）
やしゃこ（且1・140＞
稟iの鴨き声その1（～恥298）
くすぐったい前部分（1・32）
をπよをデ頭（皿●103）
男（1韮●136＞
はげ頭（盤。103）
はげ頭（璽・103）
はげる（鼠。104）
ZUBETA
ZUBO
ZUBON
ZUBUTOI
ZUG〔塁〕E
ZUGI
ZUGI
ZUGIGUSA
ZUGIIMO
ZUGINA
ZUGU－
ZUGURAIwaI
ZUGURAME
ZUGURAMEE
ZUGURIUMAKO
ZUHO
ZU｝IO－
ZUHooO－
ZUffU－
ZUHWO－
ZUIGIIMO
ZU正KI
ZUIKIIMO
ZUIKIIMO
ZUIKIMO
Z｛澱
ZUK茎
ZUK王
一ZUKI
ZUKIBO
ZUKIBOOSI
ZUKIIMO
ZUKI（N）BO（O）
ZUKIZARA
ZUKIZUKI
ZUKIZUKIBOBO
ZUKIZUKIBOO
ZUKIZUKIBOOSI
ZUKIZUKIBOOZU
ZUKIZUKIGUSA
ZUKKO
ZUK（K）OBE
はげ頭（膿．103）
つくし（V。244）
つくし（V・244＞
太い（　1●20）
蒸気〈湯の場合〉（W・266）
塁芋その2（即・178）
hnT一（wr・260）
すぎな（V・243＞
璽芋その2（N・178）
すぎな（V・243＞
くすぐったい前部鍵（［・32）
かたつむりその2（V・237）
かたつむりその2（V・237＞
かたつむりその2（V・237）
肩車〈特殊な名称〉（膿・150）
つむじ（罰。102）
うそをつく繭部芳（H・91）
うそをつく前部分（st　．91）
うそをつく龍部分（U　・91）
うそをつく萌部分（且・91）
里芋その2（IV・178）
鰹芋その2（配・178）
さつまいも（N・176）
里芋その2（即。178）
里芋その2（1》・178）
頭佃・101）
璽芋その2（配。178）
つくし（V・244）
お手玉遊び（阻。146）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
里芋その2（揮。178）
つくし（V。244）
つむじ（阻・王02）
つくし（V・244）
つくし（V・244）
つく　し（V・244）
つくし（V・244）
つく　し（V。244）
すぎな（V　・243）
頭俄・101）
つくし（V・244）
ZUK（K）UBE
ZUK（K）UBE
ZUK（K）UME
ZUKKYANKYAN
ZUKO
ZUKU
ZUKU
ZUKU
ZUKUBEKAKUBE
ZUKUBONOHA
ZUKUBONOKI
ZUKUBO（O）NOOYA
ZUKUDAMI
ZUKUNBoo
ZUKU（N）BO（O）
ZUKU（N）BO（O）
ZUKU（N）BO（O）SI
ZUKUNBOSINOTA－
　KEN
Z更JK㎜
ZUKUS正
ZUKUSI（N）BO（O）
ZUKUSINOZII
ZUKUTAN
ZUKUZUKU
ZUKUZUKUBE
ZUKUZUKUBOBO
ZUKUZUKUBOO
ZUKUZUKUBO（O）
ZUKUZUKUBOOSI
ZUKUZU］E〈UBO（O）SI
ZUKUZUKUDENSYO
ZUKUZUKUSI
ZUKUZUKUSI
ZUKUZUKUSINBO
ZL｝KUZUKUSINOHA
ZUKUZUKUSSYOO
ZUMAKASU
ZUME
ZUMUZU
ZUMUZUKAZE
ZUN
一360一
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
つくし（V。244）
薦車〈特殊な名称〉（雌　・150＞
頭（膿・IGI）
頭（膿・101）
疑（V●212）
つく　し（V・244）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
すぎな（V・243）
どくだみ（V・242）
桑（V・212）
すぎな（V・243）
つくし（V。244）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
頭（紐。101）
つくし（V・244）
つくし（V。244）
すぎな（V・243）
頭（脹・101）
つくし（V・244）
つくし（V。244）
つくし（V・244）
すぎな（V・243＞
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
つく　し（V・244）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
つくし（V。244）
つくし（V。244）
すぎな（V・243）
つくし（V・244）
あぐらをかく（ll・52）
はげ頭（肝103）
つむじ（盟・102）
つむじかぜ（VI・264）
つむじ（醗鹸102）
ZUNal
ZUNAI
ZUNBENOKO
ZUNBENOOYA
ZUNBU
ZUNDENcoe
ZUNERA
ZUNGURI
ZUNNA夏
ZUNNA王
ZUNNAI
ZUNZUREGO
ZUO－
zuoo－
ZUPPO
ZURA一
一ZURAPPOI
－ZURASII
ZURI
ZURIAME
．ZUROS夏三
ZUROTTO
ZURU
ZURU
－ZURU
－ZURUI
ZURUNZURUN
－ZURUS夏王
ZURUTTO
ZUSUKANKAN
ZUU
ZW
ZUU
ZUUBE
ZUUBORAIKERU
ZUUKI
ZUUKIIMO
ZUUMIIATADIKA
ZUYAKU
ZUYAKUMA
火きい（1。17）
粗い（レ21）
つくし（V・244）
すぎな（V・243）
梅雨（Vl●254）
肩山〈特殊な名称〉（匿・150）
もぐら（V・211）
松かさ（V。247）
大きい（1・17）
太い（1・20）
粗い（1。21）
やしゃこ（猛。140）
うそをつく前部分（ll・91）
うそをつく前部分（蓋・91）
つくし（V・244）
うそをつく前部分（H・91）
まぶしい後部分（1・31）
まぶしい後部分（1・31）
梅雨（Vl・254）
梅雨（VI●254＞
まぶしい後部分（1・31）
集iの鳴き跨その2（M　・299）
二人でかつぐ（E・68）
はげる（膿・104＞
せきをする後部分（＃・88＞
まぶしい後部分（1・31）
雀の鳴き声（W薩・300）
まぶしい後部分（1・31）
築の鳴き声その2（珂。299）
肩「車く特殊な名称〉（IH・150）
頭備・101）
よだネし（盟・119）
桑の鳴き声その1（～型298）
艮乍晩（Vl・279）
雷が落ちる（琵・95）
墨芋その2（fV・178）
里芋その2（N。178）
おたまじゃくし〈ヒキ・ワクド
　などの類の詳細函〉（V・
　223）
牛ヒ，罵（V・203）
隼ヒ、罵（V。203）
ZUYAKUUMA
ZUZI
ZUZU
ZUZU
ZUZUGOTTAMA
ZUZUIMO
ZUZURAMAKI
ZUZURIMAI〈I
ZYA（d5a）
ZYA（（d）3a］
ZYAADOI
ZYAADOI
ZYAAIMUN
ZYAAIN
ZYAAKAA
ZYAAKUTO
ZYAANOKODOI
ZYAANOKODOI
ZYAARENKO
ZYAAROO
ZYAATOIGOTO
ZYAATOIGOTO
ZYAAYUN
ZYABAIMO
ZYABE
ZYABEKUSARE
ZYABEUMA
ZYABINGOORI
ZYACCIGUREE
ZYAGA
ZYAG（g）A
ZYAG［Ng）A
ZYAG〔讐〕A
ZYAG（g）AIMO
一361一
牛ヒ馬（V・203）
里芋：その2（痒・178）
お手玉（涯．145）
虫1二（Vl●259）
おたまじゃくし（V・221）
じゃがいも〈特殊な名称〉（｝V・
　175）
つむじ（胆・102）
つむじ（阻・102）
〈L（い天気〉だ（豆　・46）
〈いい天気〉だ（歪・46）
鬼ごっこ（覆・147）
かくれんぼ伽・148）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
もぐら（V・211）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　尉嚢國〉　（V●222）
鬼ごっこ（盤・147＞
かくれんぼ伽・148）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　藩田図〉　（V●222）
かたつむりその3（V・238）
鬼ごっこ（｛H・147）
かくれんぼ（阻・148）
もぐら（V・211）
じゃカ｛いも〈一般的な名称〉
　　（N・174）
：女〈卑称〉（盟・138）
女〈卑称〉　（亙1・138）
雫ヒ馬（V。203）
氷（Vl●261）
繊（V●214）
お手玉噸・145＞
じゃがい・もく一般的な名称〉
　　（N　・174＞
じゃカミい・もく一一般的な名称〉
　　（N・174）
じゃがいも〈～般的な名称〉
　　（N・174）
じゃがいも〈一一般的な名称〉
　　（N・174）
ZYAG（NsiAIMO
ZYAG［p］AIMO
ZYAG（g）AIMU
ZYAG（g）ARA
ZYAGCg］ARAIMO
ZYAG（lj）ARAIMO
ZYAG（s）ATA
ZYAGCp）ATA
ZYAG（g）ATAG（g）AI－
　MO・
ZYAG［g）ATAIMO
ZYAG（’“g）ATAIMO
ZYA［p）ATAIMos
　ZYAG〔灘〕ATA糊O
ZYAG［g）ATARA
ZYAG（e）ATARA
ZYAG（g）ATARAIMO
ZYAGC“’g］ATARAIMO
ZYAG（lj］ATARAIMO
ZYAG［g］ATARE
ZYAG（g］ATAREIMO
ZYAG（g）ATARO
ZYAG｛p］ATARO
じゃがい・もく一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいも〈一一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいも〈一一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいもく一般的な名称）
　　（痒・174）
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（揮・174＞
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（N・174）
じゃがいもく一一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいもく～般的な名称〉
　　（W・174）
じゃカ9いも〈一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃカくいもく一般的な名称〉
　　（N・174）
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいもく～般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃカ9い・もく一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃ；がい・もく一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいもく一一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいも〈一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃ；がいもく一般的な名称〉
　　（N　・174＞
じゃがいも〈一一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（N　・174）
ZYAG（g）ATAROIMO
ZYAG（g）ATAROO
ZYAG｛g）ATAROOI－
　MO
ZYAG（lj）ATTARAI－
　MO
ZYAG（g）AUMU
ZYAG［g）EEMO
ZYAG（g）EEMO
ZYAGERO
Z￥AGI
ZYAG（s）OIMO
ZYAHU　RUDA
ZYAIMO
ZYAKAIMO
ZYAKATARO
ZYAK三
ZYAKKAA
ZYAKKI
ZYAKKU
ZYAKKURI
ZYAKO（KUSA）
ZYAKOROSI
ZYAKU
ZYAKUDASI
Z（Y）AKUSA
ZYAKLft｝MA
ZYAME
ZYAME
ZYAM王
ZYANASATTE
一362一
じゃカミいも〈一一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいも〈一議的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいも〈一一的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいも〈一一般的な名称〉
　　（N　・174）
じゃがいも〈一般釣な名称〉
　　（N　・174＞
じゃがいも〈一般的な名称〉
　　（N　・174）
おたまじゃくし〈カエル類の詳
　SSII擁護〉　（V。222）
お手画嚢こ（HI。145）
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（N　・174）
ひきがえるその1（V。219）
じゃがいもく一般的な名称〉
　　（N・174）
じゃがいもく一一般的な名称〉
　　（　rv　・174）
じゃカ9いも〈一般的な名称〉
　　（　rv　・174）
子馬（V・204）
じゃがいも〈一般的な名称〉
　　（　rv　・174）
お手玉磁・145）
お手玉個・145）
お手玉個・145）
どくだみ（V・242＞
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あぐらをかく（H・52）
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　糸Ili翻〉　（V●222）
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おたまじゃくしくカエル類の詳
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釜の鳴き声（擁・300）
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Z（Y）OORIKIRI
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蜘蛛（V●233）
おかね（郵・151）
おかね（N・151）
おかね（W・151）
おかね（N・151）
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牡馬（V。202）
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雀の鳴き声（擁。300）
灰僅・270）
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おたまじゃくし（V・221）
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やしゃこ（磯・140）
牝牛（V・208）
灰（Vl。270）
米びつ〈一般的な名称〉（IV・
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とカ、げ（V・224）
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ZYOOTO（OSI）
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ZYOOYAKU
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ZYORA－KAKU
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里芋その2（N　・178）
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とかげ（V・224）
牝馬（V・203＞
どくだみ（V。242＞
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あぐらをかく（嚢・52）
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蜘蛛（V・233）
かたつむりその1（V。236）
蜘蛛（V・233）
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あぐらをかく（＃・52）
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あぐらをかく（＃。52）
あぐらをかく（S・52＞
あぐらをかく（蓬・52）
あぐらをかく（E・52）
あぐらをかく（恥52）
あぐらをかく（ll・52）
どくだみ（V。242）
祖父個・141）
女（濯，137）
牛ヒ馬（V●203）
牝牛（V・208）
雫ヒ馬（V・203＞
おたまじゃく　し（V。221）
おた二まじゃく　し（V●221）
くすぐったい前部分（1・32）
昨晩（Vl。279）
虹（V【・259）
とかげ（V・224）
虹（M●259）
蒸気〈湯の場合〉糊・266）
ZYUG（lj］E
ZYUGCIj）E
ZYUGI
ZYUG（g］I
ZYUG（g）I
ZYUGIYAGE
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ZYUMA
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ZY’UNE
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ZYURIN
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ZYU孚
ZYUTTAMA
ZYUTTANBO
ZYUTTANBO
ZYLKJ
ZYUU
ZYUU　一一
一ZYUU
ZYUUAKU
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ZYUUBAKU
ZYUUBE
ZYUUBENA
ZYUUBENOMAENO一．
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ZYUUCUKU
ZwwA（G）YA（A）一
　（DORI）
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蒸気〈湯の場含〉（耀。266）
蒸気〈飯の場合〉（確・267）
黎雪（Vl・260）
蒸気〈湯の場倉〉（M。266）
蒸気〈飯の場合〉（擁・267）
凍傷（劃・127）
凍傷（翔・127）
どくだみ（V・242）
婁雪（Vl●260＞
凍煽（理●127）
凍纒（盟・127）
くすぐる前口分（9・81）
どくだみ（V・242）
とカ》げ（V●224）
大きい（1・17）
旨乍晩（VI●279＞
昨晩（VI．279＞
もぐら（V・21王）
どくだみ（V・242）
雀の鳴き声（M・300）
林（Iv・ユ99）
林（N・199）
虹（V韮．259）
つらら（V卜266）
水叩く一一区画〉（IN「・185＞
水叩く集合〉〈N・186）
米びつく特殊な名称〉（N・
　166＞
灰（擁・270）
せきれい（V・213）
うそをつく後部分（嚢・92）
どくだみ（V・242＞
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
昨晩（VI・279）
昨晩（va・279）
一昨晩（Vl・277）
雀（V・214）
せきれい（V・213）
ZYUUKIIIMO
ZYUUKIIMO
ZwwYUU
ZYUUKYUU
ZYUUKYUUIMO
Z（Y）UUMIGA
ZYUUMYOO
Z㎜AGA（A）鱒）
ZYUUNA（GUSA）
ZwwANSOO
ZYUUNE
ZYUUSI
ZYUUSICI
ZYUUWAKU
ZYUUYAKU
ZYUUYAKUSI
ZYUUZ王
ZYUUZU
ZYUUZYUU
ZYUZI
ZYUZ王RO
ZYUZU
ZYUZUMAKI
ZYUZYUMAKI
ZWZYUMAKI
ZYUZYUMAT
ZYUZYUMUSI
ZYUZYUT
さつまいも（W・176）
さつまL（も（罪・176＞
じゃがいもく特殊な名称〉（N・
　175）
さつまいも（W。176）
さつまいも（痒・176＞
おたまじゃくし（V・221）
どくだみ（V　・242＞
せきれい（V・213）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
もぐら（V・211＞
虹（V｛．259）
お手玉（猛・145＞
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
どくだみ（V・242）
虹（Vl・259）
虹（V［・259）
雀の鳴き声（WO　・300）
虹（VI。259）
虹（VI●259）
虹（V髪・259）
つむじかぜ（擁・264）
つむじ（盤磯02）
つむじかぜ（W・264）
つむじかぜ（W・264）
かたつむりその1（V・236）
釜の鳴き湾（M。300）
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　1八丈島の言語調査秀英出版刊　2讐語生活の実態　〃　　　一白河市および付近の農村における一
　3　現代語の助詞・助動詞　　”　　　　　　　一屠法と実夢ト
　4婦人雑誌の用語　〃　　　　　一現代語の語彙調査一
　5 地域社会の雷語生活　 ?　　　　　　一鶴岡における実態調査一
　6少　年　と　新　聞　〃　　｝小学生●中学生の親1錘への接遣と理解一
　7入門期の欝語能力　〃　8談話語の実態　〃　9読みの実験的研究　”　　一音 にあらわれた読みあやまりの分析一一
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！7高学年の読みe、一、、き能力秀英轟版網
！8話しことばの文型（1＞　〃　　　　　　　対話資料による研究一一
19総合雑誌のJE字　〃20同音語の研究　〃1　現代雑誌九十種の用語購字（1）　　〃
　　　　　　一一総記および語彙二一
22　環代雑誌九十種の用語卍字（2）　　〃
　　　　　　一漢　字　衷一
23話しことばの文型（2）　〃　　　　　　一一独話資料による研究一
24　横組みの字形に関する研究　　〃
25　現代雑誌九十種の用語嗣掌（3＞　　〃　　　　　　　一分　　斬一
26　小学生の言語能力の発達　明治図書刊
27　　共　　通　　語　　化　　の　　過　　．程　　秀英出版刊
　　　　一北海道における親子三f℃のことば一
28類義語の研究　〃29　戦後の国民各層の文字生活　　〃
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日本雷語地園（4）日本語語地図（5）H本馬語地図（6）電子計算機による国語研究
社会構造と欝語の関係についての三三的研究1＞
　　　一親族話彙と社会構造一
家庭における子どものコミュニケーション意識
電子計算機による国語研究（1：⇔
　　一新聞の二日一字調査の処理組織一
社会構造と一語の関係についての基礎的研究②
　　　w一マキ・マケと親族呼称一
中学生の漢字習得に関する研究
電子計算機による薪聞の語彙調査
電子計算機による新聞の語彙調査（II）
電子計算機による国語研究（III）
送りがな意識の調査待遇表現の実態　　　一一松注24時瞬調炎資料から一一
電子計糞機による新聞の語彙調査（II玉）
動詞の意味・用法の記述的研究
形容詞の意昧・胴法の記述的研究
幼児の読み轟き能力電子計算機による・国語研究（W）
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（3＞
　　　　一雛三向語蒙と価ll麺観一
電子計算機によるi新聞の語彙調査（IV）
電子計算機による国語研究（V）
幼児の文構造の発達　　　一3歳～6歳児の場←
電子計算機による圃語研究（W）
地域社会の書語生活　　一鶴岡における20年前との比較一
言語僧宝の変遷（1）　　一編島県北部地域の潤接調査一
電子計算機による国語研究（賑）
幼児語の形態論的な分析　　　一曲言司・1杉容言司・」進；｝吾名言司一
現　　代　　新　　聞　　の　　漢　　字
比喩表現の理論と分類
幼児の文法能力電子計算機による国語研究（㎜＞
X線映瀬資料による琢音の発音の研究
　　　一一フtネーム構究序説一
電子計算機による圏語研究（双）
硲　　究　　報　　告　　集　　ω
児童の表現力と作文各地方書親族語彙の言語社会学的研究（1）
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目召　考…0　42　年　iSt　　　　　〃
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